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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校則法

前文

・人類は、世界の危難に相対した際、団結し、その解決の発見と実行をするものである。









[image: 第五十七章『アピール場の代理人』]











●






　あのう、と三みつ成なりが声を掛けてきたのに、竹たけ中なかは気付いた。

「？　何です？」

　策謀的な事は、三成とて、もはや副会長に直接言うべきだろう。それ以外の事となると、プライベートな事や、別の担当者への仲介などがあるが、

　……まあ、大した事のないものでしょうねー。

　やはり副会長という〝上〟がいると気楽だ。だからこちらとしては、三成の対応として、

「何かありました？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっとあっち、見て下さい」

　見ると信のぶ長ながが居た。

　軽く両腕を上に突き上げ、必死の笑顔で存在をアピっている。

　……んン？

　信長だ。

　ちょっとジャンプも付けて頑張っている。

　だけど、どう考えても状況が悪い。今、ヴェストファーレン会議が終わって、皆が盛り上がっているのだ。国ごとの実力者が集まっている一方で、彼らのパフォーマンスも高い。中東系の国家は歌など唄うたい出しているし、戦争が終了した事で北欧系の国家はダンスを始めている。

　これでは、フツーにアピっても目立たない。だがこちらとしては、

　……えー、と？

　どうして信長が、と思った。なので三成に聞いてみる。

「どういう事なんです？　三成君」

「いや、それが私にも……」

　と、そこまで言って、三成が手を打った。彼女はこちらに振り向き、

「運命の借体って、そう言ってました！」





●






・黒　竹：『あの、すみません、ちょっといいですか？　副会長』

・副会長：『あ？　どうした？　打ち上げは焼き肉だぞ？』

・黒　狼：『ヴェストファーレンは山側の肉ですのよね。竹中のリクエストはありますの？』

・成成成：『あ、いえ、そうじゃなくて、──信長がいるんですよ』
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　ん？　とナイトは、三成の示す方を見た。

　すると確かに、信のぶ長ながが居た。

「んっ？」

　最初、よく解わからなかった。だけど飛び跳ねてアピっているのは、本ほん能のう寺じで両腕が碑石をぶつけた信長そのものだ。だが、

　……んン──？　有りなのかな……!?

　おかしい。だって信長は月の方にスっ飛んでった筈はずで、今、月はまだこっちの頭上に掛かってもいないだろう。だから、

「コスプレ？」

「え？　何がです？」

　と、浅あさ間まが振り向いた。彼女と共に本舗組やナルゼ達も振り向くならば話が早い。こっちは一歩下がって、皆に対し、信長を示して、

「多分、信長を知ってる人が少ないから気付かれてないっていう、アレ、どう思う？」

「……何か伝えたいようですけど、でもあれは、信長公ではありませんよね？」

「メアリにもそう見えますか？」

　浅間の言葉に、メアリが頷うなずいた。振り向けば、彼女の娘や、浅間の娘、そして自分達の娘も顔を見合わせながら頷いているし、これはミトツダイラの親子もそうだ。

　何となくだが、解る。

「……人ではなく、流体存在に近い何かだよね。依より代しろは定番の塩かな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と竹たけ中なかが応じた。

「運命が、こちらに対して干渉するために寄越した借体。そういう事でしょーね。

　ただ、依代まで使うとなると、運命は、〝こっち〟の知識を相当手に入れてます」

　それは、

「信長の中に抽出されつつあるが故に、それらの知識や記憶を手に入れているのでしょう」

・黒　竹：『──と、アオってしまいましたけど、どーします？』

・ホラ子：『もう一発、碑石アタックを叩たたき込んでやりますか……』

・黒　狼：『いきなり刺激的な判断はありですの？』

・金マル：『無いけど有りなんだなコレが！』
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　とにかく内密に確保しよう、というのが皆の総意だった。

　だったら即断。大手が動くとバレかねないので、ネイメアは豊ゆたかと共に出ようとした。

　その時だった。

　スレイマンが前に出た。そして彼は、いきなり両手を振り上げ、

「お──────い！　皆────！　何故なぜか織お田だ・信長がそこにいるぞ──────！」

　恐ろしいレベルの棒読みで、スレイマンが声をあげた。
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　は？　というのが皆の反応だった。

　だが、スレイマンの声だ。ムラサイの代表者。P.A.Odaという国の存在が気にならない者はいない。何しろ教皇総長も、彼の御陰で復権出来たのだ。

　だから皆、スレイマンの指さす方を見た。

　するとそこに、白の改造極東制服を着込んだ少女が居た。彼女は半泣き笑顔で、

「やったあ──！　運命の借体ですー！　織お田だ・信のぶ長ながのアバターで参上してます──！」
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　……やりおった……！

　というのが、大おお久く保ぼの感想だった。

　スレイマンだ。明らかに事態を混乱させに来た。

　それは、P.A.Odaが信長の確保を放棄するという事だが、一方で、

　……何処どこの国にも確保させん。そういう事や！

　想定外だ。ここで、末世に関する利益の確保を望まないものが出て、更には、

・長安定：『どの勢力も牽けん制せいや！　動けんぞ！』

　この場合、どうなるか。

　……こういう予想外の事に強いのは……！

・長安定：『竹たけ中なか！』

・黒　竹：『Ｊｕｄジヤツジ．、この状況で何が起きるかは、簡単ですよ』

　竹中が多く言う前に信長が叫んだ。一回、髪を、武蔵むさしの総長の姉のように払って、

「いいですかあ──！」

　次の瞬間。白の巨大な力が、皆の上から斜め打ちに信長へと叩たたき込まれた。
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　浅あさ間まは即座に防護結界を展開する。自分だけのものではない。まずは彼とホライゾン。そして本舗組と、豊ゆたかにネイメア。前に出ていた三みつ成なりの事も忘れてはならない。

　何が起きているか正直解わからないが、とにかく護まもる。

　対象は白の光だ。信長へと弾はじけて散って、だが収まらずに勢いよく残ざん滓しを注ぎ込むのは、

「竜砲!?」

　危険の二文字を示すように、会議場内に、場内システムが構える防護障壁が連続展開した。どれも改派プロテスタント式で、オスナブリュック会議の際、多段展開でアクセルの砲撃を防いだものだ。

　己も残りの皆に防護障壁を展開するが、流石さすがに一人では重い。だから、

「豊ゆたか！」

・ゆたか：『繫つないでます！』

　豊経由。武蔵むさし側から、会場の防護システムを抜いて流体供給を受ける。

　そして自分は結界の出力を上げて背後を見た。後ろ、高い位置に一つの影がある。それは、

「竜……！」

　白の、流体で出来た竜が居た。だがその巨体だけではない。大きな全身の向こう。南側のバルコニーの上には、司会役のまま立っているマティアスと、

　……オリンピア……！

　元教皇総長と言うべきだろうか。彼女が立ち、身構えている。だが、己は気付いた。竜を前にして構えた彼女の周囲には術式の表示枠サインフレームが展開し、その身もまた、

「眠っている……!?」
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　オリンピアは、流体の地竜を眼前に射出し、告げた。

「眠っている訳わけではないのよ。ただ、起きたまま眠りを得ているの。──眠りに落ちるのではなく眠りに上がる、そういう感覚ね」

　つまり、

「神は目を閉じ、しかし万物を見通す。──私の夢見は、外と直結するわ」

　言葉と共に、地竜が跳ねた。

　全長八十メートル。

　行くのは最大直径二百メートル程の、楕だ円えんの会議場だ。そこにいる人々の頭上を越え、白の地竜が竜砲を叩たたき込んだ位置へと飛びかかる。

　突撃する。更には、

「二体、左右に追加するわ」

　夢は具現だ。

　新しい地竜が二体、左右から身体からだを跳ね上げた。何も無い場所からではない。そこには夢が有り、覚醒との隙すき間まから起動したのだ。

　微睡まどろみの中で、自分の夢を操作出来る時があるように、己の術式はそれを可能とする。更には夢見の術が自分の見るものを力とする。

「打ぶちなさい」

　咆ほう吼こうが双の形で高鳴り、そのまま竜砲となった。

　二連の竜撃を左右から撃ち込み、中央には先の一体が突っ込んでいく。

「〝夢見の啓示〟。具現化の味はどうかしらねえ」
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　オリンピアには、懸念があった。

　夢だ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国が侵攻をしてくる以前。インノケンティウスの下で我わが儘ままに振る舞っていた頃ころから、嫌な夢を見ていたのだ。

　……白の存在が、世界を襲う夢。

　その存在の一つが竜だと解わかったのは、M.H.R.R.の侵攻後。自分が教皇総長パパ・スコウラの地位についてからだった。

　夢見は予言だ。つまり世界は、白の存在に襲われる。その一つは竜で、他は何だか解らない。だが、一つであれ、竜だという事が解っていれば、解決が出来るかもしれない。

　夢の奥深く、先の先を見る事で、竜達の〝正体〟を見られると、そう思ったのだ。

　だが、そこからが至難だった。

　この夢は、こちらを襲う。自分の夢ではないせいだ。

　だから羽は柴しばを頼んだのだ。

　羽柴勢。十じつ本ぽん槍やり。夢を己の外に出し、彼女達に相手をして貰もらう。

　夏休み期間中は、特に捗はかどった。

　夢の中に彼女達が登場し、竜の群を次々に破壊していく。

　痛快であり、また、浸れるものを感じた。まるで自分が、護まもられる姫のようで、そしてまた、彼女達を率いる王であるかと、そんな錯覚も得たのだ。

　……夏休みの、ちょっとしたサービスというところかしら。

　そして彼女達の活躍もあり、己はそれを見た。

　月だった。
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「月よ」

　マティアスは、オリンピアの、幾度目かとなる言葉を聞いた。

　初めは、夏休みだった。羽柴勢。十本槍の糟かす屋やと左さ近こん、大おお谷たにや平ひら野のが竜達を破砕していく中で、眠りに就いていた彼女が呟つぶやいたのだ。

　……月だと。

　何の事か、解らなかった。オリンピア自身も、それを漠然としたイメージとして捉とらえていて、何の事かを理解していなかった。

　だが、月だった。

　本ほん能のう寺じの変へんによって世界の行くべき道が変わり、創世計画が提示された時、

「当時の事として、私達には、解わかった事があったね。

　──月。信のぶ長ながの守護をしているのは、〝幸運〟だけに限らない、と」

　オリンピアが見た通りだ。一つは、竜の姿として、

「守護の軍勢が存在する。──そういう事だ」
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　さあ、とオリンピアは言った。

「貴女あなたの軍勢をお見せなさい！　そう、定義するわ、貴女を〝運命〟だと！」
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　オリンピアの言葉に応じて一体の竜が向かい、二体が砲撃した先。

　左さ近こんは他の人々よりも一段高い視覚から、全てを見ていた。

　……何か懐かしいですよう。

　流体の竜は、安あ芸きの夏合宿で幾度となく見て、戦っては潰つぶしたものだ。

　それが今、こちらの側として動いている。だが、これは散歩や遊びではなく、

『行く先を見ろ！　運命だ、小姫！』

　二つの竜砲が叩たたきつけられ、突撃した位置。運命のいる辺りにおいて、

「何ですよう？」

　宙に不意の揺らぎが生じた。
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　……流体光！

　豊ゆたかの母の防護障壁に護まもられた状態で、清きよ正まさはそれを見た。

　流体の竜達が攻撃を集中させた先。運命のいる一点から、反発するような力が来る。それは瞬間的に線となり、閉じていた本を開けるような動きを伴い、

「何か来ます！　防護態勢を！」

　叫びと同時に、母や従士やネイメアの母が声をあげた。

「気を付けて下さい……！」

「根性──！」

「回避──！」

　何で全員バラバラなのですか。
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　直後。力が逆転した。

　開いた本から出る力は、夢ではない。

「想像ですね」

　運命の声と共に、いきなりの全力が来た。

　激突と竜砲だ。

　全長百二十メートル、白というよりも月光色の竜が、三体、信のぶ長ながの横に現出した。

　それは既に勝利していた。展開の勢いは突撃となって、飛びかかる一体の竜を砕き、装甲は二発の竜砲を弾はじいて内壁を割り、更には、

『……！』

　中央の一体が吐いた薙なぎ払はらいの竜砲が、会議場の壁を貫通する。その軌道は水平に走り、会場の西壁から東壁まで、オリンピアの地竜二体を砕き、南回りに横割りした。
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　よう、鹿しかだ。

　結局俺おれは、独りが性に合っているようだ。南へと進んだものの、塩水の砂地が東へと続いているだけで、そこには夢が感じられなかった。

　違う。違うんだ。

　行き先というものには、常に夢がなければいけない。あれは単なる砂の続きだ。感傷的な場だが、感傷は夢じゃあない。

　なので初心を得るため、元の住すみ処かを目指す事にした。

　そう、あの人間の女と出会って、群と別れた北の方だ。

　だが何やら道が変わっている。何日か迷って、広大な平野につくと、そこには食糧になるものが列になっているので片っ端から食う事にした。

　うめえ。

　俺のためのヘヴンかここは。しかし、向こう。何やら丸い石みたいなものがあって、今日は空から四角いものが幾つも降りてきていたが、その石から光が出た。本日二発目だ。

　中から叫び声がしたが、人間共が何かしているのだろうか。賑にぎやかな事だが、俺は野次馬にはならない事にする。鹿だからな。
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　運命は安あん堵どした。

　竜が場を作る。威い嚇かくの咆ほう吼こうで怒りを示す。

　そう、こちらは〝怒って〟いる。だからその感情を竜が代弁した事に、己は安堵を得て、

「ん」

　違和があった。

　何か、しておかねばいけない事があり、だが、自分には解わかっていないのだ。

　……何が──。

　このような安あん堵どを自覚した時、己に重なる、この、信のぶ長ながという少女はどうしていたか。

　先程、アピールする時の動作について、記憶を参考に行ったように、

　自分は思い返す。この少女が、〝安堵〟した時、どうしていたか。

「ああ」

　解った。息を吐くのだ。
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　思えば、息というものをしていなかった。声を出すために呼吸は必要だが、この借体の状態では、活動のための息が不要だ。

　そうだ。

　記憶の中、羽は柴しばの自動人形に入った時がそうだった。あれは制御情報プログラムで自動的に呼吸が行われるものだったが、信号としては常に命令を行っているのだった。

　だからそうする。

　この借体に、運命を与える。この借体が、呼吸をするものだという運命を与える。

「は」

　吸い過ぎた。適度にする。信長の加護、身体強化系などから割り出し、適切な呼吸量を制御情報として理解し、それを運命として与え直す。

　調整。

「ん」

　出来た。少し少ないが、常に呼吸の余剰分を身体からだの中に持っておけば、話も長く続けやすくなろう。肺という器官が成立したので、余った塩をストックしておく。

「うん」

　ああ、いい声だ。

　何故なぜか、懐かしい。

　何処どこかで聞いた声に、似ていて違う。

　何だろうかこの感情は。

　だがまあ、今は話の場だ。竜は自分の居場所を作ってくれただろう。だから、

「さて、行って下さい。三体。──今の私の総勢」
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　浅あさ間ま様の巨乳は後ろから見えるから見事ですね……、とホライゾンは感心した。

　まずする事は、浅間の揺れを拝んで一礼。次に、竜を指示する信長を確認だ。

　気になるものがあった。

「喜き美み様、浅あさ間ま様」

　ミトツダイラは前に出ている。馬鹿は勝手に聞いているだろうから大丈夫。

「信のぶ長なが様は、ホライゾンの記憶をベースに、表情や仕草などを構築されていました」

「そうね、だから表情は結構変わって、泣いたりもしたのよ。でもあの運命は、……ずっと、つまらない笑顔のままね」

　喜美が言って、浅間が頷うなずいた。

「恐らく、信長の、停止状態に入る前の幸いな記憶がベースなんじゃないでしょうか。

　──あの運命は、その事実を解わからないまま、それが普通だと思っているのかもしれません」

「フフ、じゃあどうするの？　ねえホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──とりあえず、感情初心者に、熟練者から説教タイムをしたいところですね」

　言って横を見ると、馬鹿が全裸でオロオロしている。

「どうしましたトーリ様。──漏らすのですか」

　周囲の国々の重鎮達が、まさか、という顔をして、距離を取った。

　だが馬鹿は、

「あの、俺おれ、今、台詞せりふ無かったんだけど？」

「ええ、見事に全部食われましたね。でも大丈夫。──間に合ってます」

　浅間様が、記録の中で自分の台詞をトーリ様のものに書き換え始めましたが、そこまでＧＴせんでも。そして、

「おお行きますか。ミトツダイラ様達の前衛が……！」
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　ネイメアは、左さ近こんと並び、母を後ろに先行していた。長尺の瞬発加速で速度を上げ、

「御母様！　こちら、二人で浮かせますの！」

　止めるのは、自分でも出来る。ただ、正面から行くと、一人では流石さすがにキツい。

　一瞬、賤しずヶ岳たけで柴しば田た隊と激突した事を思い出すが、

　……あそこまで真っ正直に行かなくていいですのよね！

　左近が居る、母が居る。ならば自分は、相手の踏み込む右足に対して、左の左近と同時に、

「……そこ！」

「そこですよう！」

　加速を弾はじき込んだ。
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　……やったですよう！

　左さ近こんは竜の前足に打撃を叩たたき込み、髪を後ろに流しながら右を確認。

　走る視線の中、ネイメアが、倒れ込む竜の近くから瞬発加速で離脱する。

　そこへと、武蔵むさしの第五特務が行った。右前足から転倒した竜へと跳び込んでいく。

　武器は無い。

　……え!?

　無茶だ。それでは崩し、打撃するくらいしかない。だが、武蔵の第五特務が叫んだ。

「銀剣……！」
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　銀の光だった。

　咆ほう吼こうと共に、それが届いたのを左近は見た。

　一直線に来るのは外。飛来するのは破砕の外壁から、だ。

　着弾するように武蔵の第五特務の手に収まったのは、彼女の身長にも近い長さの長剣だった。

　武蔵の第五特務が、瞬発加速でそれを振り被かぶり、

　……おおう……！

　倒れた竜の側面に刃やいばが立った。通ると言うよりも、削そぐように一撃が渡り、

「……っ！」

　第五特務の加速追加と共に、己は、見た事が無いものを視認した。

　竜が断裂したのだ。

　一刀が振り抜かれる軌道。その水平線から上下に剝はがれ、

「る、あ……！」

　咆吼一発。巨竜の姿が流体の吹雪ふぶきと化した。
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・銀　狼：『あ、あら？　何か今、無茶苦茶切れ味良かったんですのよ？　コレって……』

・金マル：『王様キャンキャンホームランが出た？』

・●　画：『モーションが同じで技名とエフェクトが違うタイプかしら』

・貧従士：『い、いえ、厳密には胸の有る無しで、モーションが違いますよね？　ね！　そうですよね！　第五特務！』

・銀　狼：『切れ味の謎なぞは解けませんし今は誰だれか他の二匹を──!!』
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　全体の流れというものがある。

　ミトツダイラは、先頭に出ていたがゆえ、それを確認しようと思った。

　……他の竜に対し、こちらから出来る事はありますの!?

　ネイメアと二人だ。左さ近こんもいる。向こうが竜を強化していてもどうにかなろう。すると、

「御母様！」

　ネイメアの言葉と視線に、自分はそちらに振り向いた。竜の一匹、右にいた方だ。

　……御母様に、何かありましたの!?

　見れば、母が竜の尻尾しつぽを摑つかみ、無造作に床へ叩たたきつけているのが視界に入った。

「御母様！　大御母様が！　──私、驚きですの！」

「ネイメア、もっと驚きたいなら〝武蔵むさし野の〟に話を聞くといいですのよ？」

　……と、ともあれもう一匹！

　見る。左の方の一体だ。するとそちらには、黒の姿が瞬発していた。

「ハァイ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇・帝・総・長、──〝狂人ヴアージンニンガー〟ルドルフ二世よォん」
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「ハアイ！」

　ルドルフ二世は突っ走る。

　瞬発加速は出来るが、それよりも自分に合っているのは、高速スキップによる多段加速だ。

　小刻みにステップを踏むごとに速度を上げ、高速域の上限を跳ね上げる。

　軽く。舞うと言うよりも踊るように身を回し、あるものを拾い上げた。

「鉄・骨」

　破壊された天井から落下したフレームだった。

　長さは二十メートルを下らない。重量はあるが、自分にとっては余裕の得物だ。

　引き抜き、振って身を回し、加速のままで全身を押す。

　鉄骨は槍やりだ。

　正面を見れば竜が口を開いている。光が見える。竜砲の発射が近いのだろう。

「馬鹿ねェ」

　スキップ式の多段加速は後半にこそ伸びる。こちらの初速を見て竜砲を撃とうとしたならば、

「間に合う筈はず、ないじゃないのォ」

　走る。速度を上げ、右の腕で鉄骨を宙に押す。

　スキップ。多段の踏み込みの全てに上半身の旋回と、肩を入れた押し込みを追加。

　手首を前に、倒す指も爪つめの先まで完全に加速を入れ、

「竜を倒す聖せい槍そうは、航空艦の直撃にも耐えられるフレームよ……！」

　正面の光が強くなった。だが、遅い。

「うふゥ」

　放った槍に追いつき、空中でもう一回ひっぱたいた。

「だ・め・お・し」

　言った直後。竜の喉のどから尾に、高速の貫通撃が入った。
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　威力は形になった。

　結果は一瞬、槍が揺らぎを伴った加速弾として竜の中に入り、長大な全身を貫いた。

　軌道は一直線だ。その途中において、内部で衝撃を全方位へと走らせ、

『────』

　竜でも防御不能な、内部からの破裂。装甲も骨格も関係ない。流体で出来ているが故に、内臓の再現などは甘いが、それゆえに威力は均等に炸さく裂れつした。

　骨格ではない部分が、骨の形を食い込ませるように膨張し、一気に臨界点を超える。

　弾はじける。

　顔と四し肢し、尾の一部を残し、竜の全身が大音をもって爆はぜた。

　流体光が弾け、残る部分もまた、

『……！』

　崩壊に重なって聞こえるのは、悲鳴でも咆ほう吼こうでもない。竜の内部に生まれた大気の流れ込みが、散るのに遅れた骨格や喉を通して虚うつろな音を漏らす。

　笛のように竜が鳴った。

　だが、それだけだった。

「終わりよォン」

　ルドルフ二世が、髪を左右の手で搔かき上げ背後の宙に振る。

「羽は柴しば勢！　──M.H.R.R.神聖ローマ帝国を私が引き継ぐ事に、了解は得られるかしらン」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　賛同の声が来た。背後で防護を固めていたM.H.R.R.の学生達からだった。

　そこには、Shajaという叫びも、Ｊｕｄジヤツジ．という言葉も重なっている。

　了承の意、それらに対してルドルフ二世が笑った。そして彼女は、笑みで言葉を投げる。

「──楽しくやっていけそうねェン」
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　良く仕上がったのう、と義よし光あきが呟つぶやく。

「竜が出ても慌てず、騒がず、と」

　視線の先、莫大な流体光の流入を浴び、人狼女王レーネ・デ・ガルウが頰ほおに手を当てて笑う。

「楽しそうでしょう？」

「保護者としては派手でええぞえ？　子供らの見本としてはどうか知らんが」

　ただまあ、と己は先程から動かなくなっているある人物を見た。

「竹たけ中なか、──貴様の見立てでは、今の竜属、どう思うかえ？　おそらくは、完全ではなかろうが、運命の作った〝幸運〟のバージョンぞ」

「そうですね──」

　と、もはや三千世界を隠しもせず、竹中が呟つぶやいた。

「物量で押されたら面倒ですが、個々なら何とか対処出来る、と思います」
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　……でもこれ、性能的にはかなり強いんですよねー……。

　出てきた竜は、恐らく、現実にいる駄竜の何かを幸運化したものだろう。

　そのクラスの存在が、役職者を必要とする働きを見せた。

　だが、その性能は、幸運によるものではない。

　運が良いから性能が高く出せるのではない。

「巨きよ軀く、膂りよ力りよく、全身の挙動、とっさの判断力。そう言ったものが、これまで負け知らずで、最強のまま培われた。──そういう〝幸運の結果〟ですね」

〝幸運〟とは、つまり出しゆつ自じだ。由来と言ってもいい。

・黒　竹：『必勝の存在と、そういうモノでしょうねー……』

・□□凸：『それは、どう言う事なんです？』

・黒　竹：『片かた桐ぎり君？　成長における最大効率って、何だと思います？』

　問うてみる。今先程まで、そこに答えがあった上での疑問だ。

・□□凸：『ええと、莫大な経験を得る事ですか？』

　いい線を行った解答だ。だが、少し残念。

・黒　竹：『惜しい。ホント惜しいです。かなり合ってますけど、ちょっと違いますね』

　答えは簡単。

・黒　竹：『──全ての経験で成功し続ける事です』

　どういう事か。

・黒　竹：『成長のため、否、ひょっとすると、生活や、必要な事、全ての経験が、何から何まで大成功してしまう。一切の失敗も、中途半端な成功もない。そういう事です』

　つまり、

・黒　竹：『トライアンドエラーなんて一切無い。トライした事は大成功し、経験となる。そうやって経験を最速で積み上げた存在。それが、幸運のバージョンです』
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「幸運だけで生きてきた存在です、か……？」

　呟つぶやきながら、清きよ正まさは、怖おぞ気けを感じた。

　おかしい、と、そう思う。そんな事があってはいけない、と。

　……何故なぜなら──。

　と思った意味を、通神に反感として書いた者がいる。

・しとお：『無理で御座りましょう！』

　そうです、と言いたい。何故なら、

・しとお：『拙せつ者しや、負けた事で得た関係があり、それによって次の勝利を得たで御座ります。もしも勝ち続けていたならば、〝次の勝利〟はあり得ないで御座りましょう！』

　おかしい。

・しとお：『もし幸運の拙者が存在するのであれば、それは拙者たり得ませぬ！　というか寧むしろＭＵＲＩ！　別の存在と化しているで御座りましょう！』

　そうです、と己は思った。あってはいけない。何故なら、

・巨　正：『私達は、これまでの全てがあってこその私達です！』
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「やはりメアリ殿の教えが良かったので御座ろう」

　点てん蔵ぞうは、横に並ぶメアリが、目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐったのを見た。

　清正は、かつての未来であった事を、全て、飲んでいる。

「まこと、強い子に育ったもので御座る」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。……辛つらい目に遭ってきたでしょうに」

　まだ起きてもいない未来に対して責任を感じる事はない。だが、清正はそこを通過してきて、自分達が向き合うには、かつての未来を思う必要があった。だから、

「あってはいけない事です。これまでの全てを、あり得ないものとして都合良く成功だけで並べながら、私達を名乗る者がいるとは」

　だが、ネシンバラが告げた。

・未熟者：『──だけど、運命は、それが出来るんだよ』
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　そうですね、と竹たけ中なかは書記に同意した。

・黒　竹：『矛盾するとか、整合性がおかしいとか、そういうの、一切関係ないんです。

　だって、運命なんだから。勝ってはいけないところで勝って、たとえば相手が死んでしまったとしても、関係ないんです。死んだけど、死んでない事にして、先の未来があった事に出来てしまう。何故なら〝そういう運命があった〟としてしまえる。

　──私達の相手は、運命そのものなんですよ』

　あり得ないと言うより、あってはいけない。清きよ正まさが否定の感情を生んだ通りだ。何故なぜなら、

・黒　竹：『それは私達が存在し得ない運命です。結果として私達の形をしたものが立っていたとしても、それは都合良く作られた私達です。しかし──』

　しかし、

・黒　竹：『そんな都合の良い偽物が、私達に勝利し、本物の振りをする。

　そうなってしまうかどうかが、この戦いなのでしょうね』
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・未熟者：『そう、これはつまり、何もかも上手うまく行った、だがそうなる筈はずのない僕達と、上手く行かない事もあったが、そうである僕達の戦いだ』

　書記の言葉に、アデーレは思案した。

　……竹たけ中なかさんの言葉を言い換えてるだけで、これ、無駄な表現では……。

　まあそういう人だと思う事にする。だが、何となく疑問に思ったのは、

・貧従士：『あの、ちょっといいですか？』

・黒　竹：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、今いろいろ急ぎで調整中ですから、簡単な質問なら』

　あ、はい、と己はつい口で応じる。

　……ええと、簡単な内容ですよね。これは──。

・貧従士：『幸運な自分の胸って、大きいと思いますか』





●






　皆が黙った。
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　竹中は、んン──、と思案した。

　……これは難しい！

　かなり考える。だが、

「幸運かどうかは、その人の経験や能力に関わってくる部分であって、身体からだの形状っていうか、そこらへんは、無いんじゃないですかねー……」

「あの、竹中様」

「何です三みつ成なり君」

「動揺してるのか、通神入ってないです」

　本当だ。だという事は、

「……今の、もう一回言わないと駄目ですかねー……」
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・黒　竹：『あの、誠に申し訳ないんですが、お客様の御要望には、ちょっと運命であっても応こたえられないんじゃないかなー、とか』

　竹たけ中なかの言葉に、アデーレは半目になった。

　……ああ、ハイハイハイハイ。

　何かビミョーに不機嫌になってしまうが、一応、聞いておく。

・貧従士：『担当者は誰だれですか』

・黒　竹：『ええと、多分、第二の月にいるんじゃないかと……』

　そうですか、どうも、と言って表示枠サインフレームに頭を下げた。遠間から、ひそひそと声がする。

「運命に見捨てられた存在……」

「随分とキャラが固まったわね」

「固まったというか薄型に固定されたというか」

「そ、そこらへん、聞こえてますよ！」

　いつも通り過ぎる。だが、このくらいは言ってもいいだろう。

「あ──！　もう運命、絶対思い通りにさせてやりませんからね!!」
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　武蔵むさし勢は元気よのう、と、出た結論に義よし光あきは小さく笑った。

「ま、敵のやり方も見え、こちらの方針も決定ぞ。──ではどうするかえ？」

　己は一つの方角を振り返った。

　北側。そこに運命が居る。更には、

「新あら手てを呼んだかえ」

　竜ではない。だが巨影が二つ、彼女の左右にあった。

　その形を、後ろに控えていた義よし康やすが、こう言った。

「──武神か」
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　ふう、とオリンピアは一息を吐いた。

「傀かい儡らいとしては大成果ね」

「傀儡として誇って良いものかは難しいが、だが、立派な所行だよ、オリンピア」

　マティアスの言う事に頷うなずくが、流石さすがに疲労が来る。

　だが、確かに〝やった〟。

　自分が見ていた夢では、敵を竜に絞り込む事で、運命の存在を先読みした。

　しかしそれでは、解わからない事がある。

　竜以外の敵が、いるのではないか。この疑問は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国と合流した時には、発生していた。そして、彼らからの末世に関する情報を得て確信となったのだ。

「かつての未来では、対する相手が、こちらの〝幸運〟バージョンだけだった。……でも、私の夢見で竜が出た以上〝他の相手〟もいるのではないか、と」

　それを現出させる必要がある。

　ここに居る世界各国の指導者に、敵の手の内を晒さらして見せるべきだ。

　そうする事こそが、末世との対決に必須となろう。だから、

「竜をぶつけ、竜を出させ、……破壊し、露あらわにすれば、残る手を出すしかないわね」

　結果は見えた。

　酷ひどく眠い。今、自分が使用している術式は、起きながら眠るものだ。

　成果を出した事で集中力が切れている。

　ただ、見る。正面。運命を名乗る存在の両横に、

「六枚翼の武神。──神代の時代から伝わる幾度かの大戦にて、諸元に伝わる者達が展開する理力の一つね」







[image: 第五十八章『予告先のもう一人達』]
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　……六枚翼だが、鳥型だな。

　義よし康やすは、運命の左右に立つ武神を見て、スペックを判断した。

　左右共に形が違う。先程の竜もそうだったが、何一つ、同じものはないと言う事か。

　随分と凝り性な話だと思うが、里さと見みの八犬武神もそうだった。そして、

「駆動系などを見る限りでは、出力において八やつ房ふさや、四し聖せいクラスだな」

・義　　：『呼ぶか？　政まさ宗むね』

・独眼竜：『こちらの用意は出来ています。──叔母おば様、どう致しましょう』

・九尾娘：『ココ、勇ましいのはいいが、今は話し合いの時間帯。相手の検分を二人で確かにしておくといいぞえ？』

　言われ、そのようにする。

　視線を向ければ、既に政宗の方は検分用の表示枠サインフレームを片かた倉くらに指示し、無表情に見える笑顔で彼と追加の応答をしていた。

　相変わらずで何よりだ。

　とはいえこちらも、撮影なりを行って、情報封フオルダに格納しておく。

　……意外に繊細な作りだな。

　関節部分の補強と、人工筋肉の支持分けが多い。

　面白い、と思うのは、武神を作る技術が、現製品のものか、その延長線上にある事だ。

　これはつまり、

・義　　：『運命は、今、この時代にあるものと、その改良しか現出出来ないのか』

・ふあな：『そうですね。先の時代の現出が出来るならば、そもそも希薄化の事象を現出し、全てを終わらせている筈はずです。そういう意味では、運命もまた運命であるが故に、時間というか〝経過〟を逃れる事は出来ないのでしょう』

・義　　：『聖譜は、……そういえば運命をトリガーとしていたのだよな』

　今更ながらに思い出すのは、聖譜の更新システムだ。

　聖譜は、運命の進行に合わせ、ページがめくられる。そして百年先までを明かす。これが聖譜の更新システムだ。

・ふあな：『聖譜には、実際のところ、人類の歴史が全て書き込んであります。ただ、その更新システムのトリガーに運命を同期させていたため、運命の希薄化が臨界点を超える今年、一六四八年から先の更新が止まっている、という事になります』

　だとすれば、と前に立つ義よし光あきが呟つぶやいた。

「運命は、私達と共に歩んでいるのであろうよ」

「何故なぜ、そう言える？」

「運命が自殺を開始し、希薄化が確定する今年までの間、運命は希薄化の確定を自分の中に先取りする事が出来なかったのだえ？　つまり運命は未来を手元に呼び出せぬのよ」

　要するに、と、義よし光あきが言った。

「今、運命は、年末までの時間稼ぎに来たと、そういう事だえ」
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　そうだね、という太陽王ロワ・ソレイユの声を、Mouri-01は聞いた。

「何もアクションを起こさねば、テンション上がった私達がすぐに喧けん嘩かを売りにいくかもしれない。だからここに来て、戦力を見せ、警戒させた。そういう事だ」

「？　太陽王、──ですが、相手の戦力が解わかった方が、決戦が楽にはなりませんか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、しかし、今回、こちらには武蔵むさし総長や姫も居る。また、彼らの娘達もね」

　いいかい、と彼が言った。

「今回こちらには、勝てる装備がある。大罪武装ロイズモイ・オプロというそれが、ね。だから運命としては、こちらを一回負かしたくらいでは、駄目だ。挫くじけず、再侵攻があるかもしれない」

　その場合、と太陽王が言葉を継いだ。

「運命の手札には、〝幸運〟というバージョンがあり、これはしかし、当然のように、ベストゆえ、上書き更新出来ないものだ。──輝てる元もと、これがどういう事か解るかい？」

「〝幸運〟は、自分の強さを上げられねえ、って事だ。再戦出来ればこっちの勝率が上がる」

　Ｔｅｓ．、と太陽王が頷うなずいた。

「敵は明確だ。つまり、最大の評価ゆえ、相手は〝同じものを作ってくる〟んだ。

　しかし、それが解れば解ったで、こちらとしては初回が大変だ。──具体が見えた分だけ、準備は必要となり、力の足りない小国が、大国の足を引っ張る構図が生まれるからね」

「足引っ張るとか言うな。──外界であたし達の生産物の上客になる連中だぜ？」

「君が訂正してくれると解っていたから甘えたんだよ、輝元」

　ハイハイ、と半目になる輝元の横で、太陽王が言った。

「さあ、手の内の探り合いはやめだ。ではここから、どう嫌がらせをして、何を引き出すというのかな？　武蔵勢」
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「手の内を探るのは、やめましょうか」

　運命が笑みで告げるのを、正まさ純ずみは見ていた。

　……表情が全く読めないな。

　笑みしかない、という訳ではない。幾つかの揺らぎは当然ある。

　だが、違うのだ。

　人が、自然と出すものや、思って演技するそれらとは違う。運命の表情は、

「縁日のお面のような……」

「フフ、貧乳政治家、仮面って言った方が格好いいわよ」

　向こうで松葉杖をついているラス・カサスがこっちを見ろアピールをしているが、覆面は違うから関係ないだろう。うん。

　……次からは仮面と言おう。

　ともあれこちらとしては、言う事がある。

「何をしに来たか、教えて貰もらおうか」

「単純な話です。──私を、自分の好きなように死なせて下さい」

「何故なぜだ？」

　そうですね、と運命が告げた。

「私の人格は、人によって作られました。私が望んでいなくても、です」

　ならば、と運命が告げた。

「私が死ぬ時くらいは、私が望んだように、で良いではありませんか」
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・金マル：『何だろう……。前もそうだったけど、ホライゾンの顔でロジカルに話をされると、凄すごく新鮮な気がするよね……』

・ホラ子：『ＹＥＥＥエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ！　ナイト様！　この理知的なスーパーヒーローホライゾンは、常にロジカルシンキンタイムですよ？』

・労働者：『たとえばどんな感じだ！』

・ホラ子：『メシ！　風ふ呂ろ！　遊ぶ！　寝る！　如何いかがでしょうかノリキ様！』
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　ホライゾンとノリキが良い音のするハイタッチを交換したのを、正まさ純ずみは見た。

　浅あさ間まが何か表示枠サインフレームを開いているのは、今日の夜のスケジュールなど確認しているのだろう。

　本舗組は充実しているようだなあ、と思うが、

「──君が死ぬのは、何故だ」

「いろいろあり過ぎて、辛つらいからです」

「どうにかならないか？」

「私が殺さなければいけなかった人達に、言って下さい、それ」

　じゃあ、と、己は言った。

「君の自殺を止める、と言ったら、どうする？」

「抵抗します」

　そうだろうな、と己は思った。

　死ぬために、止められるのを抵抗する。不思議な矛盾があるようだが、そういう状態なのが今回の件だ。

　故に指を鳴らし、己は呼ぶ。

「ネシンバラ、──話をしてやってくれ」

「どういう事を、だい？」

　既に前に出て、眼鏡めがねを上げ直しながらネシンバラが問うてくる。対するこちらとしては、腕を組んだ抗議の姿勢で言ってやるだけだ。

「飛躍しろ。──相手の隠しているネタを、全部知りたい」
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「仕方ないね。──僕が君の相手をする時間が来たようだ」

　と、ネシンバラが前に出たのを、運命は見た。

　知っている。信のぶ長ながの記憶にあるのは確かだ。

「……ネシンバラ・トゥーサン様ですね」

「おや、憶おぼえているというか、知っているのかい。僕の事を」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じた。そして記憶を頼りに、

「何か、えらく低俗な本を書いて、それをいつも放り出して投げてた方ですね」
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　ネシンバラは、ゆっくりと背後に振り返った。

　皆がこちらを見ていた。

　……危険だ。

　酷ひどく悪い予感がする。大体、既にブラインドタッチで手て捌さばきを見せている者もいる。

「──ナルゼ君、何で魔術陣マギノフイグーアを広げてるんだい？」

「お・察・し」

「み、短く来たね？　そうだね!?」

「いいから相手に対して飛躍しろよ、ネシンバラ」

　言われ、気を取り直して前を向く。そして自分は、左右に手を広げ、肩をすくめ、

「──残念だったね。それはもう、遙かな過去の話だよ。今の僕は、そういったものを払ふつ拭しよくしている。ちゃんと話も完結出来るからね」

・十ＺＯ：『それ、投げ出すよりも駄目なパターンで御座らん？』

・銀　狼：『投げ出してしまうならば、印刷しませんものね』

・未熟者：『や、山やま崎ざきの合かつ戦せんで武器になったじゃないか！　利点はあるよ！』

　いいかい？　つまり、

「運命。よく聞くんだ。過去の話では僕の動揺は誘えない。──解わかるかい？　君には僕に勝つ手段がない。君は、過去の記憶しか持っていないからね」

「成程、そうなのでしたか、すみません」

　では、と運命が言った。

「この身体からだの本体、信のぶ長ながが、当時、貴方あなたが未完タイトルの言い訳に見苦しい言動をするのを見て〝コレ、誰だれが聞いているのでしょうか……〟と思っていた事を、言っても大丈夫ですね」
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・あさま：『やはりホライゾンは昔から切れ味いいですね』

・金マル：『ホント、勝手に言い訳するの、バラやんの悪い癖くせだよね』

・未熟者：『待ってくれ！　あれは印刷室のインクを勝手に使ってかなり追及の手が来ていたとか、余った本で早速部屋が埋まり始めていたとかで、追い込まれていたんだ！』

・ホラ子：『コレ、誰が聞いているのでしょうか……』

・未熟者：『切れ味良いね!?　そうだねアリアダスト君！　当時の通りだね!?』

・ホラ子：『いやあ、それが全く記憶に憶おぼえがありませんで』

・ＡｎＧ：『──ナルゼママー、書記先輩って、どういうキャラなの？』

・●　画：『んー、さっき立てた情報端スレツドのアドレス教えるわ』

・未熟者：『二重三重にやめるんだ……！』

・副会長：『おい、構って貰もらえて楽しいの解ったから、話進めろって』
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　コイツら三み河かわの時より悪化しとらんか、と教皇総長パパ・スコウラは半目で思った。
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　さて、とネシンバラは身構えた。

「まず一つ聞きたい事がある。──君の名前だ」

　疑問に思っていた事だ。だから問う。

「公主と、そういう事でいいのかい？」

「それは昔の名前ですね。捨てました。キャラを得ようとして、人に近づく事で何か変わるかと思い、期待し、確かに興味深いというか、面白さも得ました。〝学ぶ〟という事の基礎をあそこで知らなければ、今、このように話も出来ていないでしょう。しかし──」

　しかし、

「今は違います」

「今は何と？」

「そのままです。──運命、と」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。

「運命サダメ、だね……？」
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・自爆娘：『……何でカタカナなのか、聞いたら駄目なタイプでありますね？』

・風呂無：『あーあーあー、ありますね、こういう、変に捻ひねった趣味』

・うんの：『根ね津づが好きだったなあ、こういうの。あ、今でも好きか。青い青い』

・未熟者：『た、多国籍のディスりは勲章として受け取ろう……！』
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　あのう、とアデーレは皆に疑問した。

「大丈夫なんですか？　コレ」

「ああ、大丈夫だろ、心配すんな」

　と、総長が笑って言う。

「もっと酷ひどい方が調子に乗る。そういうもんだ、昔から」

「そうで御座るな」

　と、第一特務も頷きを見せる。

「褒められると、普通程度。否定されると、違う事をやってやろうとして飛躍する。それがネシンバラ殿で御座るよ」

　あー、と己は思った。言われてみるとそんな気も、と。ただ第二特務が、一つ頷き、

「ヒットメーカーには絶対なれんような気がするが、──まあ他人ひと事ごとだな」

　コレにも頷けてしまうのは、大丈夫だろうか。
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　ネシンバラは、手を振った。両の手に表示枠サインフレームを出し、何かをタイプしているように見せかけ、

　……フェイクタイピング……！　これは集中のための儀式的行為なのさ……！

〝思え〟ばそれが正義だ。作家とはそういうものだ。ゆえに、

「運命サダメ、良い名前だね」

「いえ、運命ですけど……」

「だけど僕としては、運命フオーチユンという呼び方だと、もっと良かった！」

　少し残念だ。

　そして自分は、運命が呼び出した武神を見上げ、問いかける。

「コレ、やはり英雄が乗っているのかい？」

「いえ、自律で動きますが」

「何故なぜ乗せない……!?」

「乗せなければ人員が倍に出来ます。そして私の方では世界にある全ての武神の動作情報を運命として回収出来ていますので、その最適をやはり運命として充てればいいだけです」

・煙草女：『面倒な話さねえ』

・未熟者：『いや、遠隔操縦と自律動作の武神は、一種の浪漫ロマンだ！　ありかも知れない！』

　だが、と己はポーズを決めて武神を指さした。

「そうやって並べたのは、君にとっての旗機だろう、運命！」

　しかし、

「実際の場に出るのは量産型！　蓋ふたを開けてみたら弱体化というのが、ゲームでもよくある仕様だ！　そういう事だね!?」

「いえ、これは手の内を読まれないように出してる機体で、メイン使用するよりも性能は劣るものです。あとまあ、さっきの話からして、指揮機辺りは誰だれか乗せておきます」

「そんなものが僕達に通用すると思うのかい？」

　問うと、運命は笑みでこう言った。

「では限界まで強化しておきます」
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・未熟者：『な、何だあの女！　僕が何か言うとマウントとりに来るぞ！　悔しいんだな!?　ああ、僕のこの、隅まで行き届いた新しい発想！　自分でも恐ろしい……！』

・副会長：『お前もう喋しやべるな』

・きめえ：『何か今、一分くらいの間に敵が無茶苦茶強化されなかったかしら』

・立花嫁：『書記による新あら手ての挑発の結果と見ましたが、違いますか』

・３４７：『ぶっちゃけ、あんな簡単に強化出来るなら、そうしたのを一機でもいいから雛ひな形がたにくれないかなー……』
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　まあいいだろう、とネシンバラは呟つぶやいた。

　低い姿勢でポーズをとり、手指を眼前に構えて言う。

「どちらにしろ、君は僕達に敵かなわない、運命」

「そうですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、さっきの竜属達だってそうだ。チューンアップしたところで、僕達の戦力には敵わないだろう」

・●　画：『チューンナップ』

　うるさい。解わかり易やすい方が大事なんだよ。だから、

「それでも無駄な強化をするのかい」

「はい。──貴方あなた達をこちらに通す訳にはいきませんので」

「それはつまり、かつての未来の知識がある、という事だね？」

「はい。未来からの抽出者が持ち込んだ未来の運命の残ざん滓しにおいて、私は恐らく、貴方達の〝幸運〟なバージョンだけを出し、それによって届かせてしまいました。ならば──」

　ならば、

「そちらが来るというならば、竜と武神、それらを基礎に追加して、追い払います」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──成程ね」

　今の応答で、解った事がある。それは、

「君は、大罪武装ロイズモイ・オプロを酷ひどく恐れているんだね、運命」
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　そうだとも。

「運命を殺す訳ではない。だけど諭し、大罪もまた有りだとしてしまう〝捉とらえ方の変更〟。

　そのアップデートのソレが利くと言う事は、つまり君は制御情報プログラムのようなソレで、大罪武装のソレを、撃ち込まれたら受け入れるしかないという事だ」

・礼賛者：『ソレ、ってのがえらく目立つから、控えませんか』

　気にしたら負けだ！

　こういう指示語は便利で良い。多用してたら一行の中で四回も使っていて何言ってるか解らなくなった事があるが、平易な文章を書いたら負けだと思う。だから今も、

「君が大罪武装を恐れているのは、ソレを撃ち込まれて、自分が変わってしまうのが恐ろしいんだね？　今の人格を君は大事に思っている！　そう、君は自覚がないかも知れないが、人と同じ感性を持っているんだよ……！　そうだろう!?」

「いえ、大罪武装が恐ろしいのは、そのアップデートという、仕様そのものです」





●






・副会長：『お前、もうちょっと人の話聞いた方がいいと思うぞ』

・長安定：『これはホント、副会長に同意やわ……』

・巨　正：『確かに今の、先に聞いておけば、前フリが全て不要だったように思いますが、でも、ええと、書記は自分なりに頑張って、あの、この程度……、じゃないです、すみません』

・傷有り：『ジェイミー、中途半端なフォローは相手を傷つけますよ？』

・未熟者：『何気にスチュアート君が一番キツいね!!』

・元ヤン：『しかし、何でアップデートが怖えんだ？』

・労働者：『通神費か！　諏す訪わは高いぞ！』
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　それはこういう事だろう。

「アップデートの内容が、常に常に深く、進化をしていくからだろう。そうだね？」

「いえ、驚異的なのは頻度ですよ」

・副会長：『お前……』

・未熟者：『い、いいじゃないか！　答えが見えたよ！』

　なので己は疑問した。

「頻度!?　どういう事なのか、聞かせて貰もらおうか」

「もう少し丁寧に言って貰えませんか」

「頻度!?　どう言う事なんですか！　御聞かせ下さいよ！」

「まあいいでしょう」

　運命が言った。

「私の方も、防御として用意をいろいろ行います。運命なのでいろいろねじ曲げる事も可能です。しかし私が、人格故に思案し、結論するところを、アップデートは人格無視で強制的に変更してしまう。その頻度が高ければ、私の人格はまたこれを幾度も無視される訳ですね」
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　だとすると、と豊ゆたかは呟つぶやいた。

「ホ母様が、正解を導き出したのとは別で、……運命は、ホ母様の大罪武装ロイズモイ・オプロを追い切れない、という事になるんですか、ね……」

　言っていて、気付く事がある。それは、

「やはり大罪武装が、全てを決めると、そういう事ですか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と三みつ成なりが頷うなずいた。

「大罪武装以外の脅威となると、創世計画です。

　しかし創世計画のＯＳは、緊急事態で閉じた状態にあります。強制発動は予定されていますが、年末の満月の晩です。恐らくそこが運命の希薄臨界点。だからそこまでを運命抽出のマージンとしていますが、運命側も干渉しようとしているでしょう」

「創世計画を確実に行うためには、第二の月にいる信のぶ長ながの元まで行くべきで……、でも大罪武装だったら、こちら主導で解決出来ると、そういう事ですね？」

　その言葉に、三みつ成なりがＪｕｄ．と言った。

「大罪武装をもって、年末の満月の晩に攻め上がる。

　その際、創世計画は保険として保持しておき、大罪武装ロイズモイ・オプロが効かねば、発動。万が一、私達が全滅しても、創世計画の強制起動に賭かける事が出来ます」

　つまり、

「先程の話だと、大罪武装が重要なので、基本、創世計画は万が一の保険ですね」
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「じゃあ、まあ、こういう事か」

　正まさ純ずみは、吐息と共に結論した。

「アップデートが君の人格を無視云うん々ぬん、というのは別の問題として、君を止めるという事だけならば、そっちが希薄化の臨界点を超えないうちに君を殴ればいいんだな？」

「じ、人格無視で極論来ましたね!?」

　いやまあ、と己は右の手を前後に振る。

「君だってこっちの人格無視で世界を滅ぼそうとしてるだろ」
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・あさま：『あの、正純？　それは正しいんですけど、〝言ったら終わり〟系の物言いなので、ちょっと控えた方が……』

・きめえ：『理屈じゃ正しいけど、納得が大事よね』

・超正義：『そうですよね嘉よし明あき様！　納得が大事ですよね！　ね！』
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「まあ、君にも言い分があるのは認める。でも、こっちにも言い分があるんだ」

　と、正純は、軽く右の手を上げた。

「そして君に自殺や〝幸運〟の召喚というオプションがあるように、私達にも大罪武装というオプションがある。これが、どういう事か解わかるか？」

「いえ、解りません。教えて下さい」

　運命の言葉に、自分は上げた手を下に振った。地面を指差し、

「お互いが、同じテーブルについた、という事だ」

「話し合いがしたいんですか？　でも、貴女あなた達は私の自殺を認めませんよね？」

「交渉相手がいなくなる結果は、話し合いとしては失敗だ。君が望むものは、話し合いのルールとして、まず除外される」

　だが、と己は言った。

「君は死を掲げるといい。私達は、一方的だから、だからこそ君の何もかもを払って、君の元に行く。そして、そこでまたこのように言葉を交わそう。そう思う」
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　運命が沈黙した。だから自分は促した。

「──年末に、そちらに行けばいいか」

「……そうですね。どうしても、というならば、そうなります」

　しかし、と運命が告げた。

「一つ、疑問があります」

　それは、

「──信のぶ長ながは、過去の記憶を抱き、そこに浸る自分に幸いを感じていました」

「幸いという概念が、君には解わかるのか」

「楽しいという、そういう事は、新大陸で学びました。

　では、──私にも、我が身を幸いと思うと、そうなる事があると、そう思いますか？」

「難しいところだ。何故なぜなら、我が身が幸いゆえ、これ以上傷つけないためにこそ死を選ぶと、そういう事も出来るからだ」

「────」

　運命が言葉を失う。

　……だよなあ。

　こういう考え方は、一瞬、あり得ないように思える。

　自分もまた、そういった思考においては、三み河かわ以後で触れてきたように思う。だが、

「あまり決めるな、運命」

「……何をですか？」

「君は私よりも遙かに年上だが、結論を、決めてしまっているように見える」

「多くの人々の死を強制し、見届けてきたが故の結論ですよ？」

　そうだろうな、と己は言った。

「──だが、私達みたいなのもいる」
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　正まさ純ずみは運命の姿を視界の中央に入れ、そして、こう思った。

　……私も、本ほん能のう寺じをちょっと引ひき摺ずっているのだろうなあ。

　信長と、もっと話をしてみたかったと、そんな事を今更に感じるのだ。

　代わりと言う訳ではないが、今、目の前に運命がいる。

　己は、両の手を軽く左右に振った。その動きが示すのは、

「これだけの、各国代表がここにいる」

「はい。いますね」

「彼らも、私達も、君を失いたくないと言う事で、同意している」

「それは、我が身可愛かわいさでしょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今ある関係を失うのも、滅びるのも、嫌だという者達ばかりだ」

　だが、

「失わせる事を止める。それは全員の願うところだ。──君に対してでも、だ」
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　正まさ純ずみは告げた。

「年末、満月の夜、私達は君のところへと行く。必ず辿たどり着く」

「何故なぜです」

　答えは決まっているが、ああ、何故か、言っていなかった。

「私達を信じて貰もらうためだ」

「駄目です」

「何故だ？」

　解わかりませんか、と運命が微笑した。

「私は、失わせるものだからです。──貴女あなた達とは相容れません」





●






　いいですか。

　運命として、己は告げる。

「私は、命令を与えられ、その通りにしていました。いい事もありましたが、辛つらい事はそれに勝りました。しかも逆らおうとすれば、内だい裏りの人々は神じん器ぎにて強制をしてくる。

　つまり、──私は不運でした。このままではいい事が少なく、辛い事ばかりだと解ってしまった。だから不運に死のうと、そう思ったのです」

　でもまあ、これは自分の我わが儘ままだ。ならば、

「そんな事すれば、人類は逆らいますね？　今がその状況ですね？」

　当然そうだろう。だけど、自分は知っている。

「完全に幸運な人なんていません。だから私は、貴女達に〝幸運〟をぶつけ、貴女達が来るのを止めます」

　これはどういう事か。

「貴女達は〝幸運〟ではない。つまり〝不運〟です。私と同じです。しかし貴女達は私と同じなのに死のうとしていない。だから〝幸運〟をぶつけましょう」

　さあ。

「私の希薄化の臨界点は、年末の満月です。そこを超えると、私を止めても、希薄化の傾向は止まりません。自分達の〝幸運〟を貴女達は止められますか？　そしてもし止めても、間に合わないかも知れませんね。〝不運〟なので」

　そう、これだ。

「〝不運〟だったら滅びた方がマシです。──これはそういう戦いです」
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　……そういうロジックですか──。

　竹たけ中なかは、妙な納得を感じた。

　何故なぜ、〝幸運〟を出してくるのか。単なる強い戦力かと思えば、これは運命の理屈だ。

「自分と同じく〝不運〟な人類は、滅びるのがそれこそ運命と、そういう事ですね……」

　だから〝幸運〟をぶつける。それをこちらは上回らねばならず、更には勝っても、臨界点となる時間を超えてはならない。超えられてしまったら、それもまた〝不運〟で、世界は消えていくに相応ふさわしい。

　何て面倒な、と思っていると、運命が告げた。

「──十二時、そうしましょう。恐らく、創世計画のＯＳも、その時間を発動タイミングに選んでいますね？」

・●　画：『何でそんなぎりぎりにしてんの……？　五分前行動でもないとか……』

・金マル：『盛り上がるためだよガッちゃん！』

・成成成：『臨界点となる満月の最終刻限ぎりぎりまで、運命の抽出を行う設定なんです。抽出完了出来なかったら何もかも終わりですかね』

　だとすれば戦うタイムリミットも何も、見えてきた。後は、

「……こちら、人類側の戦力ですが、結構、高いと思いますよ？」

「でも人類側は、これを使えませんよね？」

　言われた瞬間。いきなりバランスが崩れた。

　何かによって、自分だけではなく、この場にいる皆が膝ひざを着かされたのだ。
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　……ん!?

　えろ気が喉のどから来なかった。それはこの〝崩し〟が、平衡感覚を利用してないという事だ。

　そしてこの感覚は、自分にも覚えがある。というか持ち主の一人なのだ。これは、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ……！」

　運命の左右に、二つの影が新たに作られていた。

　六枚翼を持っているのは、長身の男女。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシの上うえ杉すぎ・景かげ勝かつと、マルファの〝幸運〟バージョンですか……！」

　それだけではない。彼らは、流体光を放つ肩当てを身に着けている。翼のように光を放ち、主張するその正体を、膝ひざを着いたこちらの景勝が叫んだ。

「我が露西亜ロシアの聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝肩越しの希望ブラキウム・スペス〟旧代ウエトウスと、新代ノウムか！」
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　魔神族には、翼のあるものと無いものがいる。

　実は無い者の方が高位である事が多い。翼で飛ぶのは獣のする事で、高位ならば重力制御などで飛行能力を有しているからだ。

　マルファもその一人で、翼は必要ない。しかし、

　……いい……。

　己の〝幸運〟バージョンが、背に六枚翼を着けているのは、意外とイケる。だが、

「魔神族に白鳥の翼など、解わかっておらぬな……！」

　……ああ！　超いい！　くそ！　可愛かわいい──！

　そう思っていると、横で片かた膝ひざを耐える景勝が吠ほえた。

「そうだマルファ！　魔神族にあのような惰弱な翼、不必要だ……！」

　その言葉に、ちょっと自分はメゲた。やはり景勝も、究極的なところでは魔神族として気高いセンスの持ち主なのだと。だが、

「マルファ！　もしあの偽物を叩たたき潰つぶせたならば、あの翼を奪い取り、報酬として貴様にくれてやろう……！」

　……景勝……！
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・あさま：『流石さすがは恐怖と暴力の上越露西亜！　ホンモノですね……！』

・俺　　：『景勝の野郎、彼女の前で良い格好し過ぎじゃねえの？』

・現役娘：『しかし結構重い聖譜顕装ですわねコレ。胸を支えっぱなしですの』
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「〝肩越しの希望〟は、完全な防御系聖譜顕装だよ！」

　ネシンバラは、地面に仰向けに倒れたまま言葉を作った。

「旧代の能力が〝与えられた運動を別の方向に転向する〟で、新代は〝平和を自覚するたびに勝利を得る〟だ！」

「大の字になって解説するとか、書記らしいですけど、つまりどういう事ですの？」

　こちら、結構抗あらがって立ってるミトツダイラに、己は言う。

「新代ノウムが厄介だ。つまり、平和な状況を作ると、そこで相手を平伏させる事が出来る」

「平伏？　それにしては強力じゃありませんの？　持続時間も長く──」

　と、言っていたミトツダイラの疑問が止まった。彼女は、自分自身でその答えに行き着いたのだ。それは、

「──平伏の運動を、旧代ウエトウスで別の方向に転向してますのね!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、平伏、つまり叩たたき潰つぶす運動を、真下方向に転向し、固定する。本来なら全ての攻撃を弾はじくものだけど、組み合わせるとこうなるのさ。

　でも、どちらにしろ平和、防御だ。恐怖と力の上越露西亜スヴイエート・ルーシで使えば、恥だよね」

「そうですね」

　と、運命が告げた。彼女は左右の二人を聖譜顕装テスタメンタ・アルマごと消して、

「──貴方あなた達の聖譜顕装は使えません。しかし〝幸運〟は私の一部なので私は使えます。

　単純に言って〝幸運〟は強いですが、〝不運〟も侮れないとここで知りました。私も戦闘経験が皆無です。だから、このくらいのハンデは認めて下さいね」

　成程、とこちらは起き上がる。身体からだに打撃感など無いのが不思議と言えば不思議だ。物理法則に介入があったと考えるべきだろう。だが、今ので思ったのは、

「──僕達の他、聖譜顕装の持ち主、または使用者は、必ず出ると見ていいんだね？」

「はい。──呼び出すにしても、〝幸運〟ゆえ、戦闘系の道に進まなかった人達も多いです。だからそういう人達は除外しますが、聖譜顕装の持ち主、または該当者は確実に出ます」

　運命の台詞せりふに、ん？　と自分は思った。そして、

・不退転：『……今、説明し過ぎで、ウッカリが発生した？』

　伊達だて家け副長の言葉に重ねるように、運命が、ふと動きを止めた。

「……今、余計な事、言いましたよね？　私」
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・きめえ：『つまり〝幸運〟査定して、戦闘員じゃなくなりそうなのは、連れて行くとこちらのアドバンテージ？』

・黒　竹：『逆に、対応しなくていいから連れて行かず、地上の警備など担当、という手もありますねー。だけどぶっちゃけ、おねーさん、向こうにいますか……。ああ、あとで〝聖骸の勇気クルース・フオーテイチユード・新代〟の情報も各国に出しますんで』

・自爆娘：『だとしたら、かつて戦闘系でも、幸運だったら引退していたであろう人材も、向こうは出してこない事になるでありますね』

・頭半分：『あー、クリスティーナ、あたし多分そういう人材だから、どうするか判断任せるヨ──』

・ホラ子：『というかコレ、かなりウッカリ案件なのでは？』
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　運命は、眼前の〝不運〟どもが皆でひそひそと意見交換を始めた事に戦せん慄りつした。

　……マズイ……！

　要らん事を言ってしまった。

　だがまあ、何とかなる。

　頑張る。頑張って滅ぼす。そのつもりで行きましょう。だが、

「さっきの〝幸運〟バージョン、貴女あなたの手に拠よるものですのよね」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウがこちらに対して首を傾かしげた。

「どのくらい、人形ですの？　だって、貴女が勝てば、その子達も滅びますのよね？　だとしたらその子達の〝幸運〟って、何ですの？」

「一つ勘違いがあります。──誰だれかを明確にモデルにした者は、ちゃんと出しゆつ自じとなるその人の幸運な世界を仮想で与え、そこから抽出しました。だから人形ではありません」

　ただ、と自分は言葉を挟んだ。

「彼らには、負ければ消えるけど、勝てば、この世界に存在を確定すると、そう約束しています。彼らは流体存在なので、ここに居てもやがて滅びますが、私は、希薄になっていく中で、可能な限り〝幸運〟な彼らを保護します。〝不運〟ではないホンモノとして」

　これはどういう事を示すか。

「この戦いで、彼らは、自分達の不運を消すんです。目の前にいる自分達の〝不運〟であり、滅びるべき要因のある者達を」

「だけどその幸運も、運命には逆らえない。そうですのよね？」

「そうですね。私が、運命が消えれば、自分達も消える。〝幸運〟でもどうにもならないのが運命。そういう事です。だけど──」

　己は軽く、両の腕を左右に広げた。皆を見渡し、

「──この世から〝不幸〟の持ち主が消えて、〝幸運〟すらも最後には消えていく。

　何も私には勝てない。

　何も思い通りに出来なかった私の、最後にやりたい事として、素晴らしいですよね」
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「おい」

　いきなり、馬鹿の声が聞こえた。

「まあ、何だ？　──俺おれ達は、オメエの世話になんかなる気、ねえからな？」

「え？　それは──」

「いや、滅びるとか何とか、何でオメエに管理されなきゃなんねえんだって話な」

　馬鹿が言う。

「さっきセージュンが言ったけど、この辺り、今話してもまとまんねえだろ。

　──だったら上で、殴り合ってでもいいから、ちょっと話つけようぜ。俺おれ達が、打ち切り人生無しがいいって話を、さ」
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　ホライゾンは、頷うなずいた。

「生きるように生き、生き尽くすのです。それによって終わりを迎えたとしても、貴方あなたによって失われたものではありません」

「ですが、それが運命なのだから──」

「運命と、人の思いは別です。貴方は、去って行く人の思いを、左右出来たのですか」

　己は言った。

「己の意思を確定出来るようになっているのに、その事が解わかっていないのは、まさに現実童どう貞てい。人の生き方は、意思を持つ者が意味を決定するのです。ならば──」

　ならば、

「貴方は、他人が去る事を自分のせいだと思う前に、まず、自分の為なしている事の意味を決定すべきではありませんか」
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　竹たけ中なかは、それを見た。

　運命が、肩から力を抜いたのだ。そして、

「おお……」

　いきなりだった。いきなり、運命の両翼を飾っていた武神と景かげ勝かつ達が、その身を散らしたのだ。

　流体の欠片かけらが舞い、一斉に広がる。

　枯れ葉の散さん華げにも似た光の動きに照らされながら、運命が言った。

「全力で抵抗します」

「どのくらいだ？」

「天変地異と、そのくらいは覚悟して下さい。地上側も御覚悟を。また、方法においても、随分と酷ひどい事をすると、そう思って下さい」

　言う言葉に、リズムがある。

　……ノってます？

　どうだろう。だが、何となくアップテンポを感じる。だからだろうか、教皇総長パパ・スコウラが前に出て声をあげた。

「はは、いいだろう。世界全体とも言える運命が抵抗する！　そして俺おれ達は、運命に自らを信用させに行く！　いいだろう！　なあ！　全世界！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　教皇総長パパ・スコウラの言葉に応じた皆の声に、運命が僅わずかに目を見開いた。そして、

「────」

　笑った。

　……ああ。

　初めて、正しく笑ったと、己はそう思った。まるで信のぶ長ながのようだ、と。

　それが終わりだった。

　直後。運命が消えた。

　舞い散る光の中、一瞬だけ流体光が跳ね、後は、

「──塩ですわ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの言う通りだ。

　運命が立っていた位置に、白い塩の山がある。それだけだ。

　別れの挨あい拶さつも何もなかった。だが、その事実は、

「終わりじゃないって、そういう事ですね」
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　マティアスは、一息を吐いた。

「やれやれ、というべきかな？　教授」

　後ろに振り向くと、通路に控えていた魔神族の巨体が、肩をすくめた。彼が見上げる視線を追えば、現場の天井はもはや消えており、壁も東側が存在しない有様だ。

　そこに散る流体光の欠片かけらは今、外から差す西日に色を得ている。

　……終わったか。

　皆の中には姉である兄もいる。先程の戦闘の流れから、受け入れられ、幾つもの挨拶を受けては優雅に返している。

　元は、万能の兄なのだ。

　舵かじの方向が外を振ったならば、世界は兄を受け入れる。

　傀かい儡らいで、裏切るようにしてM.H.R.R.神聖ローマ帝国を出た自分には、M.H.R.R.旧派カトリツクを護まもろうとした、という言い訳があるが、

　……どうだろうなあ。

「お行きなさい、マティアス」

　横、長椅子で眠るオリンピアが呟つぶやく。

　寝てはいる。だが、彼女の夢見は確かに未来を見て、術は言葉を外に出す。

「貴方あなたが受け入れられ、共に行くところが、私には見えるわ」

「──そこに君はいるかい？　オリンピア」

「うちのお兄ちゃんは寛大よ。──きっと、貴方の事も認めてくれるわ」

「Ｔｅｓテスタメント．、君の言う事を信じよう、オリンピア」

　さて、と己は集音器マイクを構えた。

「では皆、いいだろうか！」

　誰だれもがこちらを見る。

　一斉だ。

　各国なりの事情はあり、政治的な判断などもあるだろうが、

「方向は整った！　年末までの二ヶ月、準備と調整の期間は忙しいと思うが、私は除外なので皆、存分に頑張って欲しい！」

「馬鹿ねェ」

　兄が言った。こちらに手招きして、

「貴方はこれから私の補佐よォン」

　嬉うれしい事を言ってくれる。だが今は、その喜びよりもまず言うべき事がある。

「会議の終了。世界の新秩序を願おう！　次は年末、第二の月への侵攻だろうか。

　では、その時まで──」

　手を振り、己は叫んだ。

「さっよぉおならあ────!!」
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　かくして午後の終わり、ヴェストファーレン会議の結果と内容は、その議題部分においては全世界に共有され、運命との議論においては各国上層部での情報共有が為なされた。

　緊急ではあったが、各国は聖連の総長連合年鑑と生徒会年鑑の情報を可能な限りオープンとして、末世解決までの協力体制を確保する事にした。

　武蔵むさし勢は、とりあえず二週間、このヴェストファーレンに有あり明あけ共々残り、各国との意見調整を行った。

　調整はいろいろと面倒を起こしたが、何とか終了した国から自領に戻り、末世解決への準備を行うという、そのような流れが作られたのだ。

　そして二週間後。また大おお坂さか湾沖に戻った武蔵と入れ替えで、有明は極東勢の基地として関東に向かい、大和やまとが武装などの輸送、補給を各国へと開始した。

　全体の準備は整いつつあったが、それでも武蔵上は、完全に不夜城状態で、幾つもの艦がひっきりなしに出入りする状態は、もはや〝島〟と言っていいものであった。

　ただそんな中で、二週間の一区切りをもって、ようやくの打ち上げが行われた。

　かなり遅れた二学期中間テストを、全国家同時に開始する。その名目で全ての国の動きを整え、最終日に半日を空け、ようやく一息となったのである。







[image: 第五十九章『人前の提案者』]
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　表層部、両親の住まう本舗に近い部屋にも、随分と荷物が増えた。

　ネイメアにとって、まず必要なのは籠かご形のベッドだ。これは分解が難しいタイプが多いが、武蔵むさしではやはり地下での生活などを重点としているのか、分解式のものが販売されていた。

　それを中心に、クローゼットや化粧台、小物棚や学業用も兼ねた本棚、机はベッドに置いて使える座卓で……、とやっていると、夕焼けの差す部屋には、

「結構、早くに環境が固まってしまいますのね」

　とはいえ、実は久しぶりの帰宅だ。

　表層部。カーテンで豊ゆたかと共に部屋を二つに分けた1LDKは、

「このところの業務や中間試験で、ずっと〝鈴すずの湯〟でしたものね……」

　全員で深夜に集まれる場。というのが、武蔵には大別して三カ所ある。

　一つは教導院の生徒会居室。

　もう一つは浅あさ間ま神社。

　最後の一つは片かた桐ぎりの母が営む〝鈴の湯〟だ。

　このうち、生徒会居室はどちらかというと緊急の完徹用の場。

　浅間神社は、祭や仕事など含みで、比較的緩やかな時間の場。

　そして鈴の湯は、女子衆やらが徹夜で語ったり、作業などをする場だ。

　とはいえここまでハッキリ区分される訳でもない。

　設備としては、居室は単なる部屋。学食つき。

　浅間神社と鈴の湯には泉や浴場があるが、前者には宿泊の設備が弱く、後者は万全と、そういう程度だ。

　よって、ある程度の〝生活〟を兼ねた集合を重ねる場合、〝鈴の湯〟になる。

　この二週間。かなり〝揉もまれた〟。

　……働きましたわねー。

　とにかく、武蔵内や、各国との遣り取りが忙しかったのだ。
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　ネイメアは、表示枠サインフレームを広げる。

　そこにはまだ保留となっている処理物件が並ぶが、自分の担当は武蔵内の異族関係の調整や、外交としての旧派カトリツク回りと異族の対応だ。武蔵の主権が認められたため、〝内・外〟とハッキリ分けて対応出来るが、とにかく人員の少ない武蔵だ。正直、かなり忙しい。

　だが面白いと思ったのは、武蔵内の異族関係の調整だ。

　武蔵には異族が多く、大部分は左右舷げんの一番艦から三番艦に居住している。一番艦は輸送艦のために力自慢や巨人系が多く、二番艦は各国の外交役を中心とした知的種族。そして三番艦は雑多だ。

　個人的には三番艦が賑にぎやかで面白いが、出身国や教譜、メインとなる生活時間帯や、艦内に特殊設定された〝地相〟によって、住みやすい場所が変わる。

　それら〝地相〟の設定は長年のしきたりで出来ていたが、この新武蔵むさしになって、幾つかの変動を求める声も上がっていた。

　そこで出るのが自分達だ。

　正直、自分でいいのだろうか、という疑問はあった。だから、代表委員長に問うたのだ。

「いいんですの？　普通、生活委員達の出番ですのよね？　こういうの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、理由、聞きたいか？」

「Ｊｕｄ．、どういう事ですの？」

　そやな、と代表委員長が、視線を逸そらして言った。

「……時間無いから、話し合いより相あい対たいでカタつけたってや」

「……ええと、私が手を下しますの？」

「アンタが手ー出したら文字通りの恐怖政治やろ。住人同士でやって、駄目やったら、まあ、そんときゃアンタが両方相手して結論出したってや」

　という事で、高たか尾おや青梅おうめでは、各階の艦首側の縦町を闘技場扱いとして、諸問題の直接解決としての相対を行ったのだ。

　強引な、と思ったが、武蔵内には元学生が三十年分存在する。ゆえにかなりの世代から腕っ節や口の立つのがやってきての相対合戦となり、コレが結構ウケた。

　やはり卒業してから、学生達の動きに口を出せないのがもどかしく、燻くすぶっていたのだろう。諸問題については、定期的にこの相対を行って結果を更新すると、そんな裁定を下す事もあり、

　……武蔵内が、一気にバトルベースになってしまった気がしますの。

　話によると、二番艦の対処に向かっていた清きよ正まさ達も、この流れを受けて同様の方法をとったところ、こっちは別問題で派手な結果となった。

　何しろ各国の外交館や商館が集まっている艦だ。

「今なら武蔵に行くと、外交問題が相対で解決出来るぞ！」

　という噂うわさが広まり、面倒な国家紛争の解決を望む国々が、外交官として役職者クラスを派遣し、武蔵上で相対合戦が始まったのだ。

　二番艦を担当した清正や片かた桐ぎりとしては、ガチの国際紛争に発展しないよう気を遣ったらしく、日々の心労度が激しい事になっていたが、

　……まあ、こんな事が出来るのも武蔵ならではですわねー……。

　それだけではない。

　学生故、学業がある。

　テストの事だ。

　ヴェストファーレンを去る時、教皇総長がこう言ったのだ。

「まさか、中間試験をおろそかにする馬鹿はおらんよなあ!?」

　あの時、彼の言葉に対し、副会長が笑顔で平然とこう言った。

「国内を纏まとめるため、スケジュールを後送りにする馬鹿もいませんよね？　聖下」

　おかげで、ヴェストファーレンがあったがゆえの調整は考慮するとしても、無しにはならず、日程として三日で全科目行うという鬼スケジュールで無茶をした。

　それらを行い、今に至る。

　……ずっと外泊が続く訳ですのね……。

　仕事に追われた時期は、報告と状況確認のため、皆が集まったり、食事も出来る場所として浅あさ間ま神社や〝鈴すずの湯〟が。

　そしてテスト期間中は、皆で集まって勉強会したり、先輩である母達に教えを請う意味もあって、やはり〝鈴の湯〟だ。

　外泊、外食、そういったものが連続して、

「自宅に戻るのも、久しぶりですの」

　と言った時だ。

　不意に敷居のカーテンが揺れ、幾つかの表示枠サインフレームと共に豊ゆたかが顔を出した。

「そっち、準備どうです？」
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　豊としては、結構充実の二週間だった。

　仕事は主に浅間神社の手伝いと、母の設定する東とう照しよう宮ぐうの手伝い。どちらかというと浅間神社の仕事がメインとなるが、その引き継ぎやら何やらで母と話し合う機会が増えた。

　……無茶苦茶、現場の技術が要りますね……。

　劔つるぎ神社は大所帯で、自分は代表だったが、補佐や麾き下かが多くいた。

　浅間神社では、ほぼ全て、浅間の家系で回しているのだ。無理がある、と思う部分はオートメーション化を武蔵むさしがバックアップするので、これを上手うまく使う。

　自動処理が出来るところはする。ライブラリを使えるところは使う。更新も自動にして、流動的な流体経路や結界の管理と、身内の加護などは手元に置く。

　何処どこまで楽が出来るか、という話だ。

　走狗マウスを持たないと、とは思った。

　そして祖父も最高だ。気が付くと部屋で仕事や開発に夢中になっていて、明らかに一般人としてあるべきを失っている。そういう〝出来る人〟が外出する時、服を見立てたり、髭ひげのチェックや髪の梳とき直しなどやっていると異常に盛り上がる。

　……素敵……。

　更には、

「お爺じいさん、って呼ぶべきでしょうか」

「お爺ちゃんがいいね！」

「お爺ちゃん」

　床を転げ回って喜ばれた。

　……もう最高……。

　祖父だけでも致死量を超えそうになるので長居出来ないのが惜しい。ただ、皆と合流した時、近況報告などする中でそういった事を話し、

「私、一般人で良かったと、そう思いました」

　……と言ったら全員真顔を向けてくるのは何でですかね……。

　ともあれそんな事を遣り取りし、武蔵むさしの各所に、輸送艦や配送業者の手を借りて文字通り飛んで行ったりしながらいろいろ学んだ。恐らくは、まだ全体の十分の一も修得出来ていないだろうし、〝年間〟というスパンを過ごしていない。だけど、

「ここですね」

　憧あこがれていた、とはいえない。だけど、自分達の原体験にある場所に来られたのだ。そこでの生活が出来るようになって、幸いだと思う。

　だから今も、着替えているネイメアに対し、

「……そっち、随分と部屋にものが増えましたね」
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　何だかんだで、やはり育ちがいいし、人狼ルウガルウ〝女王〟の家系なのだろう。

　ネイメアは物持ちだ。

　このところで、彼女は己の母の作った香水など、買い始めている。人狼女王レーネ・デ・ガルウ経由で手に入れたものを、自分で集め始めていて、これまでのコレクションと比較しているようだが、

　……やっぱりクンクン系は、好きなんでしょうか……。

　と、部屋を見ていると、当人に苦笑された。

「そろそろ手狭になりますの。この分だと」

　仕立て直して調整した極東制服を着込む彼女に、己は頷うなずいた。

「ネイメアは、柴しば田た班とかの方面で、本土にも部屋を預かった事ありますよね？」

　こっちは浅あさ間ま神社の巫女みこ服に着替えている途中だ。二人でカーテンを挟み、着替えを続けながら言葉を交わす。

「あっちでは、どんな生活してたんです？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あっちでも、部屋は長屋でしたから、この面積より狭かったんですのよ？」

　十じつ本ぽん槍やりだからといって特別扱いがなかったというのは、柴しば田た班らしい話だ。今思えば、福ふく島しまも可か児にもそういう扱いだった。

　……食堂で専用の扱いをうけてた安あ芸きの私達は、ちょっと特別でしたねー。

　とはいえ、夏合宿では、ネイメアも安芸組だ。

　あれからいろいろあって、ここにいる訳だが、

「武蔵むさし復帰のドサクサに近い状態とは言え、表層部で広い部屋が得られたのは幸いでした」

「そっちは、でも、まだまだ物が足りないように見えますの」

　確かにそうだ。こっちの部屋は、まだいろいろなものが揃そろっていない。

　布ふ団とんと簞たん笥す。座卓と化粧台。

　ネイメアと違い、ベッドがないので部屋に専有物がないのは極東系の利点だろう。一応、彼女に対しては、こっちから面積を広くしようか提案もしたのだが、異母姉妹として平等がスジだとされた。

　実際、ネイメアはキッチン側を貰もらっているため、少し余裕がある。

　一方で、こちらが文字通りの物足りずのまま、やっていけてるのは、

「豊ゆたかの整理好きは、やはり智とも母様由来ですのね」

「ですかねー……。母さんが横に寝ていた時の、位置関係って言うんですか？　何かそれを基準で部屋の構成を考えるというか、浅あさ間ま神社の母さんの部屋の再現をついやってしまうというか、そういうの、未いまだにありますよね……」

「解わからないでもありませんの。私の籠かごベッドも、そういう由来がありますものね」

　だが、お互いのこれは別に郷愁でも、ネガな事でもない。

　かつての未来の損失分の補ほ塡てんは、思わぬ処ところで発揮される。

　下手へたすると一生ものの部分もあるかもしれないし、父と母が子を成したら、また気分は大きく変わるものでもあろう。

　……どうなるんでしょうね……。

　そういう期待を含めてのスタートラインとして、これは、今あるべき形。

「まあ、私の方は、浅間神社もありますからね。装備なんかはあっち置きが大半で、巫女みこ服の洗濯なんかは母さん達と協同ですし」

「意外に共同使用多いですから、実家……、というか、本舗が近くて良かったですの」

　と、ネイメアが胸布を止めて調整する。

「ネイメア、袖そでがおとなしめですね、今回」

「いえ、だって、当然ではありませんの？」

　彼女が、真剣な顔をこちらに向けた。

「これからようやくの、ヴェストファーレンの打ち上げですのよ？」
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　打ち上げ会場は本舗前の通りだった。

　戦勝祭とまではいかないが、屋台が出て、皆が一息をついている。

　そんな状況を上から見ながら、安あん治じは呟つぶやいた。

「いやー、何か、先輩達も揃そろってるの見るの、えらい久しぶりだねー……」

「私とアンジーがこうして並んでるってのも、実は結構久しぶりよ」

　横にて共に降下していく嘉よし明あきの言う通りだ。

　このところ、仕事続きだったのだ。何しろ武蔵むさし内の物流はもとより、臨時で人員を運ばねばならないケースが多かった。

　配送業者が人を運ぶには免許が必要だ。が、今回は半日講習と飛行用機体の補強でそれが期間限定で許可され、

「……白姫ヴアイス・フユルステインと黒姫シユヴアルツ・フユルステインが、かなり自由に組める作りで幸いだったわ」

「だけど三人乗りは無理だね。委員会の人達運んでて、一回落とした」

「ペナルティは？」

「〝よくある〟」

　だから、

「慣れてきたから、顔見知りになった人は、最後、降下しないで落ちて貰もらう事にしたよ。

　効率凄すごくよくなった」

　嘉明が半目になったが、まあキメちゃん真ま面じ目めにやるからなー。

　ともあれ下を見ると、竹たけ中なかや三みつ成なりなどの事務組も来ているし、左さ近こんや福ふく島しま達の人足組もやってきている。先輩連中は既に集まっていて、

「おお、総パパがスゲー仕切ってる」

　全裸で鉄板焼きやって油がハネないのだろうか。まあいいか。

　だが、降りていく流れの中で、下から声が聞こえてくる。

　皆、談笑しているかと思えば、

「──直なお政まさ、機関部では、第二の月へ行く際、どのようなプランを考えてる？」

　とか、

「前衛として大和やまとの主砲を頼るにしても、最後は大罪武装ロイズモイ・オプロが必要となりますから、布陣をある程度考えないと駄目ね……」

　とか、

「自分達の〝幸運〟というバージョンを考えた際、どういう要素が〝幸運〟になりやすいか。その統計をとってみれば、ある程度の対策は出来るんじゃないかな」

　など、どれをとっても、ちょっと物騒だ。

「……打ち上げって言うより、〝次〟に行ってるわね」

「ぶっちゃけ武蔵むさし勢は戦闘民族かワーカーホリックかどっちかだと思うよ？」

　降りる。そして振り返る皆に手を上げる。

「アイヨー、〝双鉄ツヴアイアイゼン〟ご到着──」
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　久しぶりに集まったなあ、と正まさ純ずみは皆を見渡した。

　今、本舗の前に屋台とテーブルが出されており、本舗組とその娘達が、料理の搬出や椅子の並べ出しなどを行っている。

　馬鹿が紙の器に料理を添えてテーブルに置き、飲み物などと共に皆がそれらを手に取っていく、という塩あん梅ばいだ。

　やがて乾杯の音おん頭どでもあるのかな、とも思うが、自然にトークタイムになる気もする。

　自分も、軽い列となっているテーブル前に並び、後ろに瑞典スウエーデン総長が続くのを見た。その後ろには長なが岡おかもいるが、

「瑞典の方はどうだ？　瑞典総長」

「第二の月へ行くにおいて、瑞典のペイロードはどうであるかとか、そんな話ばかりでありますよ。アクセルはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の警備につこうかと、そう言っているものでありまして」

　ネシンバラがこの辺り、組んでいく筈はずだから、確認すべきだろうか。だが、

「私がいていいものか、と思うでありますが、久しぶりでもありますね」

「武蔵勢だけの集まりか」

　その通りだ。

　このところ、誰だれもが、他国や、一般人の対応をしていない時間が無かった。

　今こそが、ようやく、というところでの身内の集まりだ。

　……なかなか無いなあ。

　既に人狼女王レーネ・デ・ガルウや最も上がみ総長などもいるのだが、保護者組として考えれば彼女達も広義の武蔵勢といえるだろう。更には、

「来たでありますね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、やはりこの辺りで一度、総括だな」

　二人で向けた視線の先、人影が来た。

　オリオトライと三さん要ようだ。

　ジャージ姿にタオルを肩に掛けた彼女は、風ふ呂ろあがりらしい。手にはビールの竹缶パックを下げた彼女は、やはりジャージ姿の三要と共に手を上げ、

「よーし、じゃあまあ、ヴェストファーレンからこっち、どうなったのか、ちょっと説明してくれるかしら？　報告したり聞いたりしながら、各自歓談と食事ね」
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「では、私からまず、話をするで？」

　と、大おお久く保ぼは一番手に手を上げた。

　……一番が安全やなあ。

　何しろ、全員がいろいろな準備をしていて散漫な一方、気力があり、場慣れが無い。難しい話をして聞いて貰もらえるのは、このタイミングだろう。

　ゆえに言葉を作る。

「一応、武蔵むさしにとって大きな変化は三つや」

　指を三つ立て、言う。

「一つは、学生の年齢制限が最大三十五歳まで延長された事。

　一つは、国家としての主権が認められた事。

　もう一つは、欧州列強との友好関係を結べた事やな」

　皆、食う者は食い、話す者は話をしている。

　一見、こっちは真ま面じ目めな事を言って無視されているような構図だが、そうではない。ちらちらとこちらを気にしている者もいれば、己が放った言葉を実況通神チヤツトで見ながら食事し、談笑している者もいる。

　皆、ここが、どういう〝場〟で、どういう時間帯か、理解しているのだ。

　自分もまた、解わかっている。だから構わず言葉を続ける。

「──学生の年齢制限の上限が延びた事はええ事やな。これは一応、特例としての遡そ行こうも認める事となっとる」

・□□凸：『各国の立てたレギュレーションに合致すれば、既に卒業した人も学生に出来ると、そう言う事ですか？』

「そやな。──歴代の総長連合、生徒会には声を掛けとる。但しその場合、特例役職者として、補佐の役となり、大代表に就く事は出来ん。現場の指揮は現役がとれと、そういう事や」

　ただ、

「今、現役の者は、そのまま現役として続行出来る。本人の意思で特例化は出来るが、まあ、何や、その──」

　……言うのは嫌やなあ。

　だが、ここで言うのが自分の役目だろう。なので嫌気全開で言葉を作った。

「──今、現役の先輩らは、そのまま居座って貰もらって構わんで」
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「御嬢様……！　この屈辱に耐えるのです！　そうすればいずれ栄光が……！」

「言いたい事は何となく解わかるが、そろそろ諦あきらめた方がいいぞえ？」
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　そうですねえ、と御お広ひろ敷しきは思案した。

「ぶっちゃけ、学生でいられた方が、副業としての事業展開などは有利なんですよ。権限が大きいですし、いざとなったら委員会や役職者も頼れるので。

　だから、学生の上限年齢が変わったら、武蔵むさしにとっての経済効果は大きいでしょうね」

　それに、と言葉を繫つなげる者がいた。竹たけ中なかだ。

「私なんか、長寿族なんで、年齢制限については別途計算での適応になるんですが、他国からの移住者が十八歳を超えていた場合、現役学生にするかどうか、ちょっとまだあやふやなところありますよね」

「一回、卒業扱いにして特例化ではないんですか？」

　問うと、立たち花ばな嫁が手を上げた。

「〝亡命者〟は、その国の住人である事を捨てた身ですから、それをリセットしていいのか、と、そういう話題でもあるのです」

　……あー……。

　なかなか面倒ですねえ、というのが己の感想だ。

　そやな、と大おお久く保ぼも頷うなずく。

「その辺りは、該当国との折衝もあるから、それ次第の部分も大きいわ。──と」

　何かと思えば、片かた桐ぎりが手を上げている。大久保が促すと、彼は一つ頷き、

「僕達が三十五歳になる頃ころには、上限を撤廃する流れが出来ていると思いますか？」
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　そやなあ、と大久保は応じた。

「──正直、私達がその頃まで各国に潰つぶされずやって行けてたら、それは、私達の価値が他国に認められたと言う事やな。ならば他国の方から、そう言った提案があるだろうし、こちらとしても、そうなるように今後は行動して行くのがええやろな」

　確かに、将来は年齢制限撤廃も視野に入れる。が、その場合、聞いておきたい事がある。

「先生。この場合、〝卒業生〟は〝四年生〟になるん？」

「え？　ああ、まあ、そういう風にしている国もあるわね」

　と、オリオトライの言葉に繫げて、三さん要ようが手を上げた。

「基本、一年生から三年生、場合によっては八年生まで数えるところもあります」

「Ｊｕｄジヤツジ．、おねーさん達のいたM.H.R.R.神聖ローマ帝国は基本、八年生制度を使用していますね。M.H.R.R.の教導院は職能性が高いので、卒業をしたとしても手に職があるように、と長期間でその職についての営業的な事も含め、全て教えます」

　そういった竹たけ中なかは、自分を手で示し、

「ですけど、八年以上を超えるような場合は、〝上級生〟とか、そんな括くくりとなって、役職者や委員会など、そういった肩書きが学年の代わりとなるんです」

「年次で数字がついとるうちは初心者とか、そういう事かえ？」

「ええ、全体の初心者です。ただまあ、実際はどの国でも極東居留地があるじゃないですか。だから三年生を超えるともう〝先輩〟で大体統一ですね。

　逆に、三年生以下だと、どの国でもかなり〝若手〟扱いされます」

　アー、と第三特務が何度か頷うなずいた。

「ビミョーに極東系への〝差〟とか〝イメージ〟がある流れだね」

「まあ出来るヤツはそれこそ中等部の頃ころから出来るけど、そういうのを認めたくないのが多いって事ね」

　ですわねえ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが頷いた。

「──私だって、一年生ですけど、副長ですものね」
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　ミトツダイラは、皆の視線を浴びている己を自覚した。

　どういうリクエストが視線に含まれているか五割増しくらいで解わかるが、一応、言っておく。

「──あの、皆さん？　真顔でどうしましたの？　ねえネイメア」

　娘を見ると、彼女は真っ直ぐにこちらを見ていた。表情は周囲の連中とは違って、

　……これは期待している顔……！

　まさかのプレッシャー。恐らくは、母である自分と祖……、母の母である母との遣り取りがどうなるか、見てみたいのだろう。

　なのでちょっと押される感を得つつ母の方を見ると、扇あおぐようにカモンカモンとやっている。

「あの、御母様？　──私、三年生ですのよ？」

「まあ、ネイトったら、私より年上に！」

　周囲の視線が更に厳しくなった気がする。するとネイメアが、

「あの、大御母様！　私、二年生ですの！」

「まあ、ネイメアったら、私より年上ですのね！」

　そして母が、頰ほおに手を当て、こちらを見た。

「ネイト先輩！　ごきげんようですのね……！」





●






　義よし康やすは、義よし光あきに問うた。

「……ああいうの、やりたいと思うか？」

　問うた先。ややあってから、義よし光あきが首を傾かしげた。

「最近思うのだが、……ああいう風にコロコロ自分を変えるのが狐きつねであって、狼おおかみの方は威厳保ってクールに行くのではないかえ……？　逆よのう……、うちら……」

　キャラというものがあるが、狼一家は中盤世代が大変だな、とは思う。
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　ともあれ、と大おお久く保ぼは手を上げた。

「この、年齢制限の上限値が上がる事に対し、一つ、提案したいわ」

「何かしら」

　というオリオトライの促しを、己は許可として取った。

「役職者の在任期間を長期化するんや」
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「一年選挙制をやめて、長期政権を可能とするのですね」

　と言葉を作ったのは宗むね茂しげで、頷うなずくのは誾ぎんとメアリだ。人狼女王レーネ・デ・ガルウも首を下に振る。

「有りだと思いますわ。政治家や各部門研究のエキスパートを抱え、育て、増やしていくには、一年間では無理ですものね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが言葉を続けた。

「各国の指導者は、歴史再現に応じて退位などを決めています。有力者の場合、二重襲名を経て在任を引き継ぐ事もありますから、極東がそうなるのも問題ないかと」

「実際、ヴェストファーレンで教皇総長が言ってたよね。極東の年齢制限を議題にする時、極東は一年ごとに指導層が変わって云うん々ぬん、みたいな事。アレってつまり、役職者の在任期間制限の撤廃促しでもあるよね」

「あー、私、そこらへんはもう、セットのつもりで話してた」

　正まさ純ずみの言葉に、大久保が半目になる。

「メインにいると説明不足に気付かんって事やぞ、副会長」
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　まあええわ、と大久保は表示枠サインフレームを開く。

「今、その辺りの折衝をK.P.A.Italiaと進めとる。教皇総長も議題に出して、その結果を認めた訳やから、問題ないやろ、ってとこでな」

「K.P.A.Italiaの反応は？」

　正純の、何となく〝読めてる〟顔に、こちらも苦笑するしかない。

「大体の大枠は〝試験的に認める〟上で、決定は来年から、と来とるよ」

「こりゃあまだまだやる気ですねー」

　竹たけ中なかが近くのテーブルに腰を預けて、竹ボトルを掲げる。

「末世解決までは、いろいろ便利だろうから、極東の年齢制限撤廃と在任期間延長と認めておく。でも、末世解決後、もしも極東がそれによって名誉を得て、一気に躍進するようだったらこう言うんですよ。

　──学生の年齢制限を撤廃したが、役職者の在任期間延長は、試験的に認めていただけであって、実際に認可した訳ではない、って」

「まあそこらへん、ヴェストファーレンで詰め切れなかった分だが、いいじゃないか」

「いいって、何がやねん」

　問うと、正まさ純ずみが肩をすくめた。

「よく考えてみろ、外界に各国が出て行って、極東が暫定支配から脱するとする。

　だとすれば、──教導院のシステムが無くなる可能性が生じるんだ」

　いいか、と副会長が言った。

「何年先になるかは解わからない。だけど、今ある教導院と暫定支配のシステムは、いずれ意味がなくなるだろう。その時、世界がどう判断するかは別だが、これからも新秩序は生まれていくんだろうから、それを認められる程度の世渡りはしておきたいよな」
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　……こいつは……。

　大おお久く保ぼは思う。政治とは、権力だろう、と。

　社会を動かす力。変えていく決定力。そういったものを政治と言うのだ。

　だがこの副会長は、政治が模索して辿たどり着くべきところを、飛び越えてみる時がある。

　飛躍やないか、とは思うが、

「……あまり先読みし過ぎても意味ないで？　足下見てない先見は、単なる夢想や」

「権力とか、そういうのはお前の担当だろう、大久保」

　それに、と彼女が言った。

「私の考える未来は、武蔵むさしというか、そこの馬鹿とかホライゾンの方針がまずある。とにかく雑事が多くて対応が厄介だからな。権力部分は、ホント、お前に任せるよ」

「あのなあ、私が謀む反ほんしたらどないすんねん」

　んー、と、副会長がアリクイと共に考えた。そして、今気付いたように言う。

「その時は、武蔵が〝無能〟ではなくなるだけだろ。それはそれで有りじゃないか？」

　……こいつは……。

　自分への承認欲求というか、自己評価がえらい低いから腹が立つ。

　何か言ってやろうかと、そう思うが、

「えーと、いいですか」

　と声を挟まれた。竹たけ中なかだ。振り向けば、彼女はこちらに軽く右手を挙げ、

「極東の生徒会は選挙制なので、その時はおねーさんが代表委員長の下に入ります」

「抑止力のつもりか？」

「いえいえ。──武蔵むさしは、明らかにセカンド周りが大変なので」

　セカンド周り。つまり二番手だ。そうなりたくないと言われた意味を、己は考えた。

　……それでいて竹中が私の下に入ると言う事は──。

　竹中は、副会長セカンドをやりたがっていない。ならば彼女の物言いは、

「──副会長が生徒会長になる事はないから、アンタの出番は無いで？」
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・ＡｎＧ：『えっ？　えっ？　どういう事？』

・●　画：『正まさ純ずみを巡っての女同士の取り合いを描いていいのよ。許可が出たわ』

・貧従士：『あの、今の何処どこで許可が出たんですか？』

・きめえ：『で、結局？』

・あさま：『──はい。セカンドになりたくない竹中さんが、大おお久く保ぼさんの下についていられるのは、大久保さんが副会長セカンドか、それより下の役職にいる時だけです。

　そして大久保さんが、正純をやめさせるには、総長兼生徒会長のトーリ君を追い出す必要が出ますけど、こうなると生徒会長と副会長が不在なので大久保さんは生徒会長になります。

　でもそれだと竹中さんはセカンドになってしまいますから──』

・ゆたか：『……つまり竹中は、こう言ってるんですか？　謀む反ほんはやめとけ、と』

・九尾娘：『もっと単純であろう。──貴様は本ほん多だ・正純を支える事を望んでおろうと、そう言ったのだえ。ひどく回りくどく、な』
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　解わかってるじゃないですか、と竹中は大久保の言葉を聞いて感想した。

　代表委員長は、権力志向だ。だが、それゆえに未来を見据える〝視野〟を欲する。

　これは、副会長と総長の関係に似ている。

　政治的手腕が高く、視野の広さだけはある副会長に、道を示すのは総長なのだ。

　この二人の関係がなければ、自分の見たいものが見えないと、代表委員長は解っている。

　だから〝副会長が生徒会長になる事はない〟と言える。

　だとすれば、さっきの謀反話は、

・黒　竹：『複雑ですよねえ……』

　自分にも、昔、ああいう時期があっただろうか。否、今も実際、そうだろう。

・黒　竹：『自分の大事なものに、だからこそ嚙かみ付いてみたいとか、傷つけるのはありだろうとか、そういう、──楽しい時間ですよね』

　ハイダメージも、それを許容出来る身内あってこそだ。

　……そうですね。

　権力志向で策謀も立つ代表委員長に対し、自分は情報主義で未来を選択するタイプだ。

　権力で振り回すよりも〝事実と証明〟で選択する。

　お互いは手段として相容れないが、代表委員長は事実をねじ曲げる力を持つし、自分は彼女を補佐も出来る一方で、諫いさめる事も出来よう。だとすれば、

・黒　竹：『やはり書記補佐辺りが妥当で、──あとは三みつ成なり君の位置をどうするかですねー』

・成成成：『ええ!?　私、修しゆ羅らの世界ではザコとして生きていきたいんですけど！』

　ん？　と副会長が三成に振り向いた。

「石いし田だ、お前、折衝結構いけるから、そういう役だぞ？」

　何か勝手に決まってるのも、修羅の国の特徴な気がする。
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　……何や、自分の試験みたいな空気やな。

　大おお久く保ぼは、とりあえず年齢云うん々ぬんの事案が皆に伝わった事を理解の上で、言葉を作る。

「──さっきの話の続きとして、〝国家としての主権が認められた事〟については、まあコレは今までその通りに行動してきたさかい、あまり大きな差はあらへんわ。

　強いて言うなら、他国から〝まだ正式な国家と違うやろ〟と言われる事がなくなったし、国際的、または国家間の法や条約が適用出来るし、適用される、という事やな」

「有利か？」

　正まさ純ずみの言葉に、己は頷うなずく。

「融通が利かなくなる、という不利はあるし、強引な〝介入〟はそういったものを無視して行う事になるから、ペナルティが増えたのは確かやな。

　せやけど、──他国準拠の法で、護まもられたり保証される、というのは大きいで」

「確かにそうで御座るな」

　と言ったのは第一特務だ。

「国家間の決まり事で安全などが保証されていれば、IZUMOにおいて六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの強襲を受けたり、そこまでの航路を隠れて進むとか、そういうのは無かったで御座ろうし」

「三征西班牙トレス・エスパニアが〝どうとでも出来る〟というような判断をしていたのは、武蔵むさしを保護するものが世界の何処どこにもないから、というのもありましたね」

　と言うのは、このところで外交役として派遣されている世せ話わ子こだ。彼女は皆を見渡し、

「私共も、新大陸の開拓などを行っている際は、保証の無い世界に飛び込んでいるものと同じでした。これはきっと、外界の開拓でも同じでしょう。──そういう意味では、外界開拓の際、各国対応の保証関係などを開拓銀行ともなる武蔵むさしが決めておくべきでしょうね」

　そやな、と己は頷うなずき、この点について結論する。

「まあ、真っ当な外交はしやすくなるし、各地での安全は保証されるで。それによって、警備や警戒など、要らん経費が随分と削れるんと違ちやうかな」
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　では、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが手を上げた。

「〝欧州列強との友好関係を結べた〟というのは、どうなってますの？」

　問う。

「ヴェストファーレンで、幾つか後に投げた問題、ありますわよね？」







[image: 第六十章『人前の相談者』]
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　Ｔｅｓテスタメント．、とクリスティーナは手を上げた。

　手には皿。上に載っているのはデミグラスのグラタン。野菜やチーズも突っ込まれていて、かなり燃料として充分過ぎる気もするが、十一月の後半だ。艦上の気温は安定しているとはいえ、やや肌はだ寒さむい。夜に口にするのは、まずこういうものがいい、と思ったが、

　……濃いでありますよ……！

　添え付けでマヨンソースがあったので、着けてみたら絶品だったが、燃料としては更に上乗せ。二十代後半の肌には厳しそうでありますね……！

　ともあれそんなものを頂きつつ言うのは、

「現状、瑞典スウエーデンというか、自分が改派プロテスタント代表として会議後交渉をしているであります」

　問題の大部分は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国領土の割譲についてと、外界の開拓だ。

　どちらも話し合いとしては濃くなるものだが、改派代表としてならば、前者が重要だろう。

「M.H.R.R.、旧柴しば田た班の土地の割譲においては、改派の巴ともえ御ご前ぜんも含め、いろいろと協議中であります」

　ただ、ある程度の結論は見えてきている。

「旧柴田班の土地は、賤しずヶ岳たけの戦いの後、空白地となっていたであります。なので、M.H.R.R.改派がその南側となる三分の一を、残りの北側三分の二を、瑞典が引き受ける、という形で話が進んでいるでありますね」

「引き受ける？」

　第六特務の疑問に、己は会釈で応じた。

「柴田班は、本ほん能のう寺じの変へんなどに対応出来るよう、基本、輸送艦隊の展開によって拠点を構え、領地の運営は最小規模にしていたのでありますよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは竹たけ中なかだ。彼女は実際、P.A.OdaやM.H.R.R.の情報を多く抱えているため、武蔵むさし勢の代表としてこの交渉に加わっている。

　意見役、としての第三者がいると、会議の中での〝勘違い〟が無くなって有り難い。

　竹中もそうだが、自分も知識系。

　ただ、竹中の方が、流動的な推移や予測に強く、また、実際の経済関係も触れている。なので基本、巴御前と自分が案を出して、竹中が判断とその後の予想を述べ、またこちらがそれに基づいた判断をする、という事を繰り返している。

　一歩進んで昨日分まで戻らされるような日もあるが、大事な事だ。

　その一方で解わかるのは、

「知識系として自負がありましたが、実際の世界を相手にすると、全く足りていないでありますねえ」

「いや、瑞典スウエーデン総長らの方は、あまりこっちに手間掛けさせんで進んでるんで、優秀やぞ」

　代表委員長が言うのは、現場側としては実感がないものだ。だが、

「柴しば田た公は、何処どこまで先を読んでいたものでありましょうか」

　作業中、ふと、巴ともえ御ご前ぜんや竹たけ中なかと語ってしまう時があるのだ。
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　……やはり凄すごい人でありましたねえ。

　自分は柴田公を殆ほとんど知らない。彼は前線に出ていた人で、こっちは引ひき籠こもりだったのだ。瑞典にいた時にアクセル達から交戦の話を聞いたりしたが、歴史上の英雄というそんな括くくりを自分の中では超えられていなかった。

　違う。

　彼の居場所を引き継ぐ事になってみると、よく解わかる。

　後には何も残さないのだ。

　柴田班はんは、基本、自分達の居城である航空艦〝北きたノ庄しよう城〟を中心として転戦し、領土に関してはP.A.Oda内にあるものを固定として、他は仮想的な取り扱いで済ませていた。

　完全に独立化はしていないが、選んだ土地の大半は人の居住地域から離れていた。そこに住まう人々に柴田班について聞けば〝税がやたらと軽い上に、道などを作ってくれる有り難い人〟であった。

　無論、そんな経営では保もたない。

　だが勢いのあるP.A.Odaで、羽は柴しばが獲得した経済力を利用していたのだ。

　信のぶ長ながの死後、賤しずヶ岳たけの戦いまでならば、それで充分に保つ。

　竹たけ中なかが、その証明となるような言葉を作った。

「柴田班は、居留地などを直接的に支配せず、どちらかというと公共事業で金を落とし、その保持と運営、または警備や裁判のために間接税を浅く広く求めていました。おかげであれだけ戦争をしていたのに、柴田班の土地の民間経済状況は他地域よりも上の場所が多々あります」

「先を読んで、良い意味での無駄をしなかった、という事ね」

　加か藤とう・嘉よし明あきの言う通りだ。

　歴史再現としてならば、ちゃんと政治を行い、税などもとるべきだろう。だが、

「歴史再現で先が読めているがゆえに、自分達が去った後の事を考えていたのでありましょうか。……立つ鳥、という訳ではないでありましょうし、本ほん能のう寺じの変へんへの対応と、そういうものでもあったとは思いますが──」

　どうだろう。

　自分は、羽柴十じつ本ぽん槍やりの面々を見て、言葉を作った。

「柴田公は貴方あなた達の真相を知っていたのでありますし、最後、貴方達との決着を優先したのでありますから、こういう状況を読めていたのかもしれないでありますね……」





●






「敵かなわぬで御座りますなあ」

　という福ふく島しまの声を、清きよ正まさは実感として聞いた。

　それが事実かどうかは解わからないが、柴しば田た班はんの土地は、今、無傷どころか発展したものとして受け継がれようとしている。

　……大変です。

　自分が英国を継ぐ事になるかどうか解らないが、政治と言うものに難しさを感じる。

　何を優先するものか。

　柴田が、己の権益を追わなかったのは、終わりを見据えていたからだろう。

　そういうやり方もあるのだ。その事から己が思うのは、

「……もう少し、柴田公達と、いろいろ話せる時間を持ちたかったですね」

「そうで御座りますな」

　福島が頷うなずく。だが彼女は、わずかに思考の間を持ち、すぐに顔を上げ、

「偉大な先輩のいた事を理解し、彼らが自分達の先せん達だつであった事を誇りと思うと共に、引け目無いようにならねばならない。……柴田公がその目標となると、大変で御座りますが、これもまた後輩の醍だい醐ご味みというもので御座りましょう」
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「アー！　もう！　柴田先輩は後輩の事を考えずにテキトーな領地経営してる──!!」

　不ふ破わは、日々の連続残業と、今日もまた確実に午前コースとなる事を確信しながら、広い部屋の中で両腕を振り上げた。

　周囲の目が一斉に上座のこちらを見るが、気にしない。

「ン──!!」

　伸びる。幾らしても足りない感があるが、運動してる余裕は無い。

　今、自分がいるのは、岐ぎ阜ふの城下に設けられているP.A.Oda教導院施設だ。経済関係の委員会が集まる五階建ての建物で、会計となっている己はここのトップだが、

　……何で専用居室から出て、現場の一番広いフロアで計算式やってんのかしら……。

　原因は簡単だ。さっきも言った通り、柴田だ。どう考えても柴田が悪い。ちょっと拡散すると御お市いちも悪い気がするが、全面的な責任は柴田でいいと思う。

・お前田：『ミッチー、何かこっちにまで声聞こえてきたけど、窓閉めた方がいいよ』

・ふわあ：『換気と一緒に聞こえるようにやってんのよ』

・に　う：『というか不破さん、大丈夫？』

　いやあ、と己は、こっちを心配そうに見ている委員達に手を振る。心配するなと、そうジェスチャーで示して、時計を指さす。夜食を買いに行くなら良いタイミングだろう。

・ふわあ：『私、柴しば田た班の現地会計をやってたんですが、本土会計は何やってたんですか、コレ。柴田先輩の本土側領土って、経営シミュで三十年程放置したような状況なんですが』

・お前田：『いやあ、再び会計にならなくて良かった……。副会長だと交渉役でP.A.Odaという大国のデカい顔してられるけど、会計はM.H.R.R.神聖ローマ帝国からの撤退作業とか本土領土とかの経営で無茶苦茶忙しくなるからね』

・ふわあ：『うん。なってる』

・お前田：『怒ってる？』

・ふわあ：『数値って、計測不能な場合はゼロ扱いになるって、知ってる？』

・お前田：『怒りの感情が言葉で表現出来る内はまだ冷静って、知ってる？』

　一回死ね、と笑顔で思ったが、よく考えたら既に経験済みだった。成仏されると副会長の仕事までこっちに回ってくるだろう。避けねば。なのでこちらとしては、

・ふわあ：『丹に羽わ先輩、いいですか？　まあ、こっちとしては手つかずの領土を一から建て直し、って感じですから、自由度はあっていいんですが、柴田先輩がまたそのための費用を残してないから……』

・に　う：『今のところ、何が問題かしら』

・ふわあ：『チョイと荒れ気味、ってのがありますけど、このところで各国が元気になった分、各地から野盗とかが流れ込んできているようで……』

・モリー：『仕方ないですね。では僕がそちらに行って、野盗狩りをしましょうか。生体式の武神だと、長期行動が可能ですし』

・ふわあ：『アンタ、森もり・長なが可よしは聖譜記述だと小こ牧まき長なが久く手ての時に銃弾食らって死んでるんだけど、ここでそれやる事になったらどうすんの？』

・モリー：『い、いきなりこっちの出鼻を挫くじきますね！　でも大丈夫！　僕、鼻がありませんからね！』

　ああ、コイツも馬鹿だったっけ……、と何か変な懐かしさを感じつつ、通神切ろうかな、とも考える。ただ、

・モリー：『佐さつ々さ様に手伝って貰もらったらどうですか？　退院したんですよね？』

・ふわあ：『あの野郎、こっち来ないで地ち中ちゆう海かいで漁師やってる』

・に　う：『えっえっ、何ソレ、聞いてない』

　……いきなり女子会気分とか、丹羽様、年齢……。

　ただまあ、言うには問題が無いだろう。なので、

・ふわあ：『何かリハビリで釣りしてたらやたら釣果いいんで、地元の漁業組合からスカウト来たのよ。漁組としても、元襲名者が宣伝になってくれる訳で、今はそっちの漁師共束ねてやってたら、村むら上かみ系の漁場と激突して大騒ぎ』

・お前田：『国際問題にはしないで欲しいけど、……ああ、ナっちゃんからこの前、塩しお鯖さばの干したのとか大量に届いたのは、それかな』

・に　う：『あ、私のところにも来ましたね。宛名が〝丹たん波ば〟だったので、ちょっと外を一回経由したっぽいですけど』

・ふわあ：『何ソレ知らない』

　ホントに知らん。勝手な事を、と思ったが、丹に羽わが言った。

・に　う：『不ふ破わさんが知らないって事は、──じゃあアレ、多分、不破さんの事を宜しく、って事ですよ』

　やられた。
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　……あの男、何で親分肌なんだかなー……。

　言いなよ、と思うが、聞くとしらばっくれるだろう。

　まあいい。通神文メールで塩鯖寄越せと言っておく。気付いてるんだからね、という事を、気付くだろうか。無む理りか。自分も気付かなかったくらいだし。

・モリー：『しかし佐さつ々さ様、相変わらず鉄てつ火か場ばにいますね……』

　まあ釣果はこっちに送ってくるのだ。どっちかというと忙しくて向こうに行けない自分の方が悪いような気もするが、

　……仕事が終わればかなり空くと考えると、来い、とは言えないわねー。

　どっちにしろ、末世解決までにはある程度指針を作って、皆や現地に任せられるようにはしておきたい。だとすると気分転換は、

・ふわあ：『森もり、やっぱ現地行くから、護衛頼むわ。──柴しば田た先輩のテキトーな領地。こっちで何かやってやらないとね』
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「まあ、そんな感じで柴田公のリスペクトをしつつ、会議後交渉は進んでいるでありますよ」とクリスティーナは笑みを見せた。横、忠ただ興おきがやってきて、飲み物はいるか？　というジェスチャーを見せてくる。

　……あ、御手数でありますね。

　こっちが政治的な事を遣り取りしていると、忠興は補佐的に動くようになった。

　ヴェストファーレンでの変化だろう。それまでは、護衛のように横にいたり、何となく解わかった風に話を聞いていたが、今は違う。

　任されている、というのとは違うが、役割の差を理解している。

　今は彼の時間帯ではない。なすべきは単に傍そばにいたり、理解をその時にしようとする事ではなく、政治のために行動しているこちらの補佐だ。

　……大体、何があったかは、後で充分に話せるのでありますよ。

　無論、これは〝今〟の事だろう。忠ただ興おきが、いろいろと憶おぼえ、政治の世界の把握が進むと、また変わる事なのだ。

　だから今は、その過渡期として、

　……じゃあ、二つ。

　忠興の分とで二つ。頼んでおく。

　彼が軽く手を上げて行く。こっちも返して、そういうのが出来るのがちょっと幸せ。

　……よっしゃあ!!

　心に気合いを入れてしまうが、それとは別で話がある。

「改派プロテスタント代表としての瑞典スウエーデンとは別に、瑞典単体としての話もまとめてきてるであります」

　たとえば、

「外界開拓で、瑞典の無償援助というのは、なかなか難しいものでありますね」
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　そうだねえ、とハイディは応じた。

　……無償かー。

　タダより怖いものはない、と言いたいが、タダを持ちかける方にもハイリスクな案件だ。

　今は瑞典の外界開拓がそれとなっているが、

「ぶっちゃけ、初期の居留地が安定したら、無償化は切りたいなあ……」

「一都市分の経済援助でありますからねえ」

　だからまあ、無償援助化が欲されるのも解わかる。とはいえ政治的に見た場合、

「一応、条件はそっちの生徒会とかとまとめてるかな。


・継続性が確認出来ない場合。

・第三拠点までが完成した場合。

・武蔵むさしに対しての利敵行為を働いた場合。



　この条件をどれか満たした場合、もはや無償ではなくていいとして、段階的に有償化する。

　そんな流れでいいよね？」

　最後の問いかけは正まさ純ずみに送ったものだ。こちら、進行状況は送っているが、ここが最新の場でもある。ゆえの確認だが、

「継続性が確認出来ないというのは、まあ、やる気が見受けられない、って事だろ？

　第三拠点までが、ってのは、どういう事だ？」

「そこまで作ったら、自給自足が充分に出来るだろうし、三拠点あれば、一拠点損切りしての出直しは出来るよね、って事」

「だとしたら二拠点確立の条件として、人口か何かの確約が欲しいところだな」

「正まさ純ずみ、……今、うちが長期で損するかどうかの話なんだけどね、コレ」

　瑞典スウエーデン総長が小さくなるのはすまないと思う。彼女の責任という訳ではなく、自分達がヴェストファーレンで求めたオーダーの結果がコレなのだ。

　……だけど損は避けたいよ……！

　だとすれば、と手を上げた者がいる。浅あさ間まだ。

「何？　アサマチ」

「だったら、さっきの〝継続性〟について、極東から人員をどれだけ送って定住させているか、というのを見たらどうでしょうか。現地では神しん道とうがインフラになっていますから、そこで安定した加護を得る氏うじ子こが何人になっているかは計測出来ます。それに──」

　と、浅間が一枚の表示枠サインフレームを出した。それは右肩上がりのグラフが二つ重なったもので、

「奏者が増えると、その神社は管理区域での力を強くします。それは加護や術式の強力なものが使える事となりますから、このレベルがある程度まで達したり、増える事で、継続性と拠点確立の確認とする、というのはどうでしょうか」

「単に人口で確認しないのは何故なぜだ？　浅間」

「人口は流動出来るからです。書類でも操作出来ますから。しかし氏子の場合は、神様の管理となるので、不正がまず出来ません」

「あー、経済的な方から追おうとして、不正あると確認出来ないね、ってなってたんだよね、その辺り。だから神道側の協力あると有り難いけど──」

　だけどさあ。

「──うちがチョイとチョロまかしたい時、融通利くかなあ」

　アサマチその笑顔は「今なら撤回出来ますよ？」って事かな？
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　うちの会計は……、と正純はしみじみ思うが、オーゲザヴァラーもベルトーニも、このところでやたらと乗り気だ。

「やはり任期延長で、やる気になってるか？」

「それもだけど、欧州側と商業がオープンになったのが大きいかな。これまで、特にK.P.A.Italiaなんかは、酒さか井い学長と教皇総長の件があったせいで御堅い商売だったけど、ここで急激に友好的になった感じ」

　アレだよね、とオーゲザヴァラーが右の手の平を前後に振る。

「俺おれのところを一番に優先しろって言ってたけど、どうする？」

「外界開拓において、教皇総長のいるローマを、まあ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや三征西班牙トレス・エスパニアと同時に優遇するのがいいかな、と話を進めてる」

「ローマ？　K.P.A.Italiaじゃなくて？」

　というオリオトライは既に竹缶三本目くらいだが、気にしない事にする。

「K.P.A.Italiaは領邦国家で、国の中に幾つもの都市がひしめきあっています。そこでは当然に権力闘争がある訳ですが、教皇総長のいるローマとて、そのルールから逃れられません」

　だからどうするか。

「K.P.A.Italiaの〝代表〟としてローマを選び、K.P.A.Italiaへのサービスはローマを窓口として、他領邦へ分配して貰もらう。──これならローマに対するサービスだけで済むし、教皇総長としてもK.P.A.Italia内の権力闘争を有利に進められる一方、外界開拓を行いたければローマ主導で、三征西班牙トレス・エスパニアなどを引き込めばいい」

「それ、言ってやった？」

「流石さすがにローマ分だけではK.P.A.Italia内の分配は出来ないから、三ローマくらいの支援量で、というのと、──各旧派カトリツク開拓国家への旧派インフラの敷設を、うちが出来る権限と引き替えにして貰もらう。そんな話は提示してます」

　おおお、と皆が声をあげ、浅あさ間まの娘が表示枠サインフレームを出す。

「ちょっと無駄になるかもしれませんが、旧派、改派プロテスタントの開拓国家に神しん道とうインフラを先行敷設する時、それぞれの派に準じた術式の〝隠れ〟設定を重ねておきます。初期の、予算がある内にそれをやっておいて、後々、インフラを正式展開出来るようになったら費用を回収次第展開していく、という事で」

「あーそういう商売いいなあ！　売って儲もうけるのだと、差し引き大変だもん」

　というオーゲザヴァラーも、現状を充分に活用してはいよう。

　……やる事、多いなあ。

　と思っていると、御お広ひろ敷しきが手を上げた。

「ヴェストファーレンで、会議後交渉となっているのは、他、何がありましたっけ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、全体では大体こんなところだな。会議後交渉というか、調査を多く含むが」


・瑞典スウエーデンの、改派代表としての、割譲など含む会議後交渉。

・教皇総長の無茶振り。

・琵び琶わ湖こ安あ土づちを受けるかどうかというP.A.Odaの申し出。

・瑞西スイスの独立について。

・重奏世界崩壊の真相について。



「瑞典の件と、教皇総長の件は、今確認したところだ。他について、質問あるか？」
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「琵琶湖安土ですが、あった方がいいと判断しています」

　と、三みつ成なりは手を上げた。これは実際、自分が交渉に出ている件だが、

「現状、私達には大和やまとと武蔵むさしという二大艦がありますが、これを両艦同時に停泊出来る地上側の陸りく港みなとは何処どこにも存在しません」

「琵び琶わ湖こ安あ土づちがそれになる、と？　──石いし田だはそう思うのか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、琵琶湖安土は、大和と安土を同時に停泊出来る設計です。安土は艦の形状がやや違うので、拡張工事は必要になると思いますが、新しく港を構えるより確実に安価ですね」

　だとすれば、と世せ話わ子こが手を上げた。

「これは三征西班牙トレス・エスパニアでも行っていた事ですが、大和と武蔵に、海上航行性能の確立をお勧めします」

「海に浮け、って事？　一応、今でも出来るけど？　四し国こくとか、奥おう羽う方面だと、滞在長期化する場合は二週間くらい海に浮いてるよね？」

　第三特務の問いかけに、世話子が首を下に振る。

「はい。武蔵にも大和にも、それを為なす能力があります。しかし陸港の無い外界において、その代わりを為すのは広大な海です。開拓事業の場合は武蔵自体が拠点、基地となり得ますから、数ヶ月にわたる長期間、海上に停泊していた場合の腐食や水圧への対策など、それらを用意しておく事が、後の経費削減に繫つながるかと」

　特に、と彼女が言った。

「貿易活動ではなく、戦闘なども視野に入れた開拓において、海上でただ浮いているだけではなく、補修や改修も行う。──そういう万事を想定しています」

「こちらでもその辺りは思案にあったが、もはや海上を港にする事をメインに据える。

　そういう話か？」

「そのつもりですね」

　という世話子の言葉に、副会長が頷うなずいたからこちらの仕事が追加。だが、

　……これは有用な話ですね。

　随分と意味のある案件だと思う。何故なぜなら、

「あらゆる海を港に出来るなら、……琵琶湖安土の価値は下がります。P.A.Odaとの交渉で、強気に出る事は可能ですね。──断る事も、視野に入れますか？」

「否、琵琶湖安土は、やはり使えると有り難い」

　何故か。その理由を副会長が述べた。

「琵琶湖安土を、P.A.Odaはこちらに売却するつもりはないだろう。貸与の姿勢は崩していない筈はずだ。そうだな？」

「Ｊｕｄ．、そうです。──琵琶湖安土を失うと、P.A.Odaは欧州方面に対しての防壁となる場所を失いますから」

　これは事実だ。

　琵び琶わ湖こ安あ土づちは安土のみならず、本土側の長なが浜はまなど、隣接した琵琶湖沿岸地域を持つ。が、それらは羽は柴しばの土地だ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国に返還されれば、

「琵琶湖の東をP.A.Oda、西をM.H.R.R.が有する、という構図となります。なのでP.A.Odaは、その最前線となる琵琶湖安土の放棄はしないでしょう」

「ならば貸与を受けよう」

　と副会長が言った。

「そして、琵琶湖安土の港を全ての国に開放する。──航空艦を利用した本土内最大の貿易港。武蔵むさしと大和やまとも使用するが、ここには他国の戦艦の立ち入りを禁止とする」

　それは、

「南の三み河かわと同様、北における完全武装放棄の中立地。──ここの収益を、P.A.Odaの開拓費用に充てれば、こっちの負担は大きく軽減出来るだろう」





●






「成程のう」

　と、義よし光あきは極東の概要図を頭の中に描いた。

　琵琶湖と三河。ここが中立地となった場合、多くはムラサイとTsirhcツアークの交易の場所として使われる事となるのだろう。ならば、

「琵琶湖安土が航空艦専用の場となるならば、ムラサイ領土を東西に航空艦で抜ける商業ルートは確立出来るであろうな」

　これはどういう未来に結びつくか。

「──最も上がみと伊達だて、松まつ平だいらの作る大商業地に、その導線を結べるという事かえ」
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「そうだな。──航空艦専用の中立地からは、当然、航空艦のルートが生まれる。P.A.Odaを通過するために関税は掛かるが、東西の流通路が結ばれるのは確かだ。更には──」

「江え戸どか」

　義よし康やすは言葉を放った。

「三河からの海上ルートだが、先程義光が言った大商業地の松平側窓口は江戸湾になる。

　つまり欧州と奥おう羽う、関東は、二つのルートで結ばれる訳だ。


・琵琶湖－奥羽松平商業地

・三河－江戸湾



　二つのルートがあると、独占販売による値段のつり上げは回避がしやすかろう」

　だとすれば、と、己はなるべく頑張って、先を読んだ。

「外界開拓の東回りルートにおいて、里さと見みや伊達は太平洋沿岸地域として、栄えよう。

　開拓用の貨物を江え戸ど湾や大商業地に送り、そこから伊達だて、里さと見みを出発港として使える事になるのだから」
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　ココ、と義よし光あきが笑う声を、義よし康やすは聞いた。

「何がおかしい？」

「いや、ちとすまんな。いい発想だと、そう思ったのだ。だが……」

　言われる。

「武闘派揃ぞろいであった里見が、これから運搬と接客業にいそしむとなると、義康、貴様も化粧くらいは憶おぼえんといかんぞえ？」

「マジかよペタ子！　接待！　接待するにしても、オメエ、脱ぎキャラじゃねえんだからあんまり無茶すんなよ！」

　何か言う前に、姫が後ろからの蹴けりを叩たたき込んだので良しとする。
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　さて、と正まさ純ずみは前置きし、皿に載ったピザを口にする。

　……あ、ツナか。

　ピザは、三み河かわでは口にした事が無かった食べ物だが、武蔵むさしでは父の迎えや雑用で暫定庁舎に行った時に、その機会を得た。総菜パンの亜種かと思えば台座は堅焼きで、脂も多いために暫しばらく味が口に残った憶えがある。

　そういったものも、今は普段のものとして口に出来る。

　……随分と変わったもんだなあ、私も、周囲も。

「──では、瑞西スイスの独立に関してだが」

「それはこっちで応対しとるわ」

　と、大おお久く保ぼが手を上げた。

「実質、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の話であって、武蔵には直接関係の無い話や。しかしまあ、M.H.R.R.からこちら、羽は柴しば勢を引き揚げる意味もあって、いろいろ遣り取りしとる」

「ルドルフ二世はどうだ？」

「えらい人使い上手うまいイメージやな。万能系やけど、判断下したら麾き下かに投げる。その流れがよう出来てるやろ、アレ」

　ああ、とミトツダイラが頷うなずいた。彼女は自分の母と一瞬視線を交わし、

「恐らく、間かん者じやが上手く働いてますのよ、それ」

「間者？」

「ルドルフ二世は、自分に向けられた暗殺者を全て懐柔して味方につけてますの」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、小さく笑って言う。

「それらの暗殺者が、外交役として戻って来た場合、各地有力者は脅威として受け取るでしょうね。何しろ、自分が暗殺しようとした事が変態皇帝には知られてる訳ですし、今度はその暗殺の技が己に向くかもしれませんもの」

「また随分と捻ひねった内政をするなあ……」

「せやけど表舞台には立つし、副長にしたアクセルとも仲ええようやで」

　そうでありますねえ、と応じたのは瑞典スウエーデン総長だ。彼女は一つ頷うなずき、

「一回、自撮りで一緒になってるのが瑞典のサイトに貼はられたでありますよ。おかげで改派プロテスタントと旧派カトリツク、諸外国がえらく驚いたものでありますが」

「まあその調子で瑞西スイスの独立についても話を進めている、という事か……」

　ルドルフ二世については、殆ほとんど知らない自分だ。ミトツダイラや人狼女王が、知った関係として話しているのが、ちょっと羨うらやましくもある。

　……いろいろ、話してみたい人が増えたなあ。

　何となく、そう思う。そして、

「ヴェストファーレンで決着するかと思えば、逆に世界が広がってしまったな」







[image: 第六十一章『人前の判断者』]
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　言った言葉に、正まさ純ずみは一つの返答を見た。

　沈黙だ。

　無言という返し。その意味が、しかし己は理解出来ず、

　……あ。

　いかん、という思いがすぐに心に立った。

　何か、変な事を言ってしまったらしい。

　このままだと、また、ネタにされかねんな、という思案から、己は話題を促す。

「世せ話わ子こ、──重奏世界の崩壊については、どうなんだ？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、その件については、オリンピア様を派遣団とした調査隊が蝦夷えぞの新大陸に入りました。今、大フアナ様の塔にて、相あい対たいを繰り返しているそうです」

「相対？」

「塔の一階分を調査する際、特設リングで勝負して勝たねば許可が出ないそうで」

「……あの大フアナって、チャンピオン継続しないと成仏するから、最終的にどこか一階分は手つかずで残る事になるんじゃない？」

　ナルゼの言葉に、立たち花ばな嫁が顎あごに手を当てた。

「まあ、多分、最上階はプライベートの階だと思うので、そこまで調査はしなくていいと思います。ただ、ラス・カサス先輩の事が心配です」

「やはり、セメントマッチだとお強いのですか？」

　……メアリは何でそんな言葉を知っているんだろう。

　自分も知ってるから〝武蔵むさし慣れ〟という事か。ただ、彼女の問いに立花嫁が視線を逸そらす。

「無茶苦茶弱いので、一試合ごとに負傷して、勝負が先延ばし先延ばしになっている筈はずですね。私達が向こうにいた当時も、宗むね茂しげ様が付き合いいいので相手していましたが」

「先輩の、技と情熱は確かです。──ならば後は、受ける側の問題です。雑に受けたり避けるのは失礼ですからね」

　コイツも緩やかに狂人だったな……、としみじみ思う。

「だがまあ、調査は進んで、いずれいろいろ証明されるのか……」

　と、そう言った時だった。

「どうしたよ、セージュン。さっきの台詞せりふの続き、言わねえのかよ？」

　は？　と疑問し、そして自分は気付いた。

　……さっきの、アレか？

　今、話題を逸らすように、しかし戻したばかりだと言うのに。

「いやまあ……」

　皆がこちらを見ているのは激しく不安だが、追及されるのも何だ。同じ事を言っておく。

「ヴェストファーレンで決着するかと思えば、逆に世界が広がってしまったな」

　そうだ。

　補足をするならば、こういう事だろう。

「末世を解決しても、多分、その先があるのだろう」
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　そうですね、というホライゾンの言葉を、鈴すずは聞いた。

「末世を解決しても、先はあります。当然と言えば、当然ですね」

　……あ。

　酷ひどく落ち着いた声だ。奇声は来ない。確信がある。

　だからというように、ホライゾンが台詞せりふを続けた。

「今、新大陸の面白地方プロレスの話が出たので、ホライゾンも連想しました。

　──トーリ様との合体プロレスの事です」

「プロレスって言ったな!?　言ったな!?　前は違うとか言って！」

「姿形や在り方を即座に変える、それがプロレスという魑ち魅み魍もう魎りようです、トーリ様」

　奇声の方が解わかり易やすかったかな、とちょっと思った。

　ただ、何となく解る。

　ホライゾンのアレの実況をついつい聞いてしまった自分ではあるが、あの後、ホライゾンが機会を別にして言っていた事があるのだ。

「……関係が、〝先〟を見せるんだよ、ね」

　皆がこちらに顔を向けてきた。自分の子も、何事かと同じようにしている。

　……わあ。

　自分の両親の事を、ちょっと思った。だから言葉を選び、自分なりに丁寧に応じる。

「……これで決着とか、これで終わりとか、そう思っていても、それを経てみると、〝今〟はまだ続いていて、その先があって……」

　うん。

「区切りはあっても、最高だと思う事があっても、……続きがあるんだよ、ね」
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・ホラ子：『ホライゾンも、今、鈴様と同じように、凄すごく良い台詞を考えていたのだと、皆様がそう思って下さるとラッキーです、ええ』

・あさま：『ええと、ハッピーじゃなくてラッキーなんですか？』

・ゆたか：『超素敵……』

・黒　狼：『御母様、何処どこからツッコむべきですの？　──御母様、大御母様とパクパクと肉を食べてないで──、まあ、美お味いしいですのね、この野菜！』

・ＡｎＧ：『ネイ子ちょっとチョロ過ぎない？』
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　だよなあ、と正まさ純ずみは思った。

　今、自分達は、世界の〝その後〟の事を話している。だが、

「末世解決が、目の間にあるんだよな」

「……それなのに、その後にも至る事を話しているというのは、現実逃避で御座ろうか」

　クロスユナイトの言葉には、どう応じたらいいか解わからない。

　ただ、ネシンバラが肩をすくめた。やれやれ、と彼は言いたげに、

「楽しい事は何事も現実逃避だよ」

「確かにまあ、外界開拓やら各国の調整やら、──これまで、私達はそのために動いてきたようなものだからなあ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが応じる。そして彼は言った。

「イベントだよ」

「……イベント？」

「そうさ。僕やナルゼ君なんかの場合、ほら、夏休みに絶倫に出たろ？　ああいうイベントさ。あれだけ派手な祭だけど、やっぱり、──いつの回だって、続くならば次があるのさ」

　そうね、と相あい槌づちしたのはナルゼだ。彼女は魔術陣マギノフイグーアにペンで何か描き込みながら、

「どんだけ楽しくても、どんだけ売上最高だったとしても、続く限りは次があるのよ。

　私達が〝降りた〟としても、次があるの。──この世の流れと同じよね。私達が死んでも、他が動き続けるように、イベントは夏と冬、確実に来るのよ」

　そして、

「回を重ねていると、こう思うの。──ああ、〝最高〟が大事なんじゃない、って」

「〝最高〟じゃ、駄目なのか？」

「〝最高〟は、楽しむ事の一つにしか過ぎないわ」

　視界の隅で、葵あおい姉あねが口くちの端はを上げたように見えた。

　ナルゼが顔を上げた。彼女がホライゾンに視線を向け、眉まゆを立てた笑みを向ける。

「合体で〝関係の最高〟に到達したつもりが、更に先があってね。だとしたら合体には何の意味があったんだろう、って言うと、〝合体経験者〟の二周目人生みたいなものが得られると、そういう事かしら。でも──」

「でも、何でしょうか、ナルゼ様」

　ええ、とナルゼが言った。

「ホライゾン、アンタ、実はどんどんと平凡な生活に突入してるんだけど、でも、かつての合体の時にくらべて、次から次にいろんな事が起きてると、そう思う？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、合体したり、一八七三回やらかしたりもしましたが、やはり、次から次にいろいろな事があり、そしてこれからもまたあるのだろうと、そう信じております」

「そう」

　ナルゼが笑みで言葉を作った。

「──じゃあアンタ、〝今〟が凄すごく楽しいのね」
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「総長」

　ナルゼは告げた。あまりにも恥ずかしい台詞せりふなので、魔術陣マギノフイグーアで顔を隠すようにしながら、

「アンタ、誇っていいわよ。──ホライゾンも、本舗組も、私達も同じだろうから」

　ええ。

「末世があろうと、その向こうに、こう思ってる。──次のイベントも楽しいだろう、って」
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「──質問があります」

　と、清きよ正まさは、勇気と思う感情を己の前に立てて言った。

「かつての未来においても、……このように、末世の先の事を話していたのでしょうか」

　ならば、と己は母と視線を合わせる。

　すると母は、促すように会釈と笑みを見せた。

　大丈夫。子供達の不安を払ふつ拭しよくするのが、自分達の役目だと、そう言うように見えた。

　ゆえに自分は、言葉を繫つなげた。

「……だとすれば、末世対策を第一にせず、このように先を見ているのは、浮き足立っていると、そういう事にならないのでしょうか」
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・俺　　：『おい点てん蔵ぞう！　浮き足だっ点蔵、オメエ』

・十ＺＯ：『いきなり正まさ純ずみ殿のようなのが打ち込まれて来たで御座るよ？　──だがまあ、その点でいうと、今回は勝ちメアリ、というところで御座ろうな』

・ホラ子：『それについては点蔵様の言うトーリ、と』

・賢姉様：『でもまあ、ちょっとばかり大罪武装ロイズモイ・オプロに、ねえ、ほら、依存気味、と』

・傷有り：『ええと、でも流れとしては上手うまくいっ点蔵、で、ですか？』

・銀　狼：『あまり無理に付き合わなくてもいいとも思いますのよ？』

・あさま：『そうですね、いとも簡単に芸風染まって見えますし』
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　清きよ正まさは、母達の実況通神チヤツトを見てこう思った。

　……今まで、戦闘中もこんな事していたのでしょうか……。

　母が付き合ってるところが凄すごいというか、課題を楽しんでいそうなのが不思議だ。

・ＡｎＧ：『キヨキヨ、大丈夫だよ』

・巨　正：『何がですか？』

・ＡｎＧ：『かつての未来でこういうのがあったとしてもさ、──今より酷ひどくない』

　そうね、と言ったのは、脇わき坂さか達の母だった。彼女はサンドイッチを摘まんだ手を紙のナプキンで拭ぬぐいながら、

・●　画：『強いて言えばこういう事よ。かつての未来では、私達の駆動系エンジンがちゃんと回っていなかった、って感じ』

　……それは……。

　一体何が、と言いかけて、すぐに気付いた。

　先程の馬鹿な遣り取りの始まりは、誰だれが言ったのか。続いた父を〝受け〟て広げたのは誰だったのか。

・巨　正：『王と姫が、いるのですね？』

・金マル：『ま、逆に酷くなってるから、もっと悪い結果になるかもだけどさ』

　でも、という言葉の先を、母が告げた。

「以前とは、絶対に違う結果になりますよ、ジェイミー。

　だから、貴女あなたも、加われるなら、加わったらどうです？」
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・黒　竹：『じゃあまあ、始まりという事で大おお谷たに君、ネタはよし、噤まずどうぞー』

・超正義：『どういう流れか解わかりませんが、身の丈、なかなか無理せず先を見たいもので』

・ＡｎＧ：『というかキヨキヨのカーチャン、ホント、無茶振りするけど、まあよし、あきらめないって事で』

・きめえ：『ネタをどれだけ触れたかが未来を暗示するというのも、ママ達らしいわ』

・黒　狼：『いえでも、こういうネタを振れと、言ーたかどうかは、あの』

・ゆたか：『でもまあ、未来はきっと安寧。メアリさんはそう言ってる訳ですね』

・６　　：『遊んでなお、正にそれが解決となる、と』

・成成成：『遊んでるのはどうかと思いますが、昨今そういう風味ですね……』

・小　姫：『でも以前より心強いのは親密な利点ですよう』

・鬼武丸：『……その、辞書探ったような後顧、秘めておくべきだろうが、……まあいいか』

・カニ玉：『え？　何ですか!?　似た言葉探しですか!?』

・しとお：『Ｊｕｄジヤツジ．、しかしこの見事な捌さばきよ、正にキヨ殿の発案らしいで御座りますな』

・巨　正：『いえ、私というか、母は甘さの利得を私以外にも平気で振りますから……』

・□□凸：『あれ？　何か僕、これってハブられ方ぎりぎりじゃないですか!?』
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「ど、どうでしょう……！」

　と清きよ正まさは母達に視線を返した。すると母が笑みで拍手して、父も表情よく解わからんが周囲を煽あおるように〝うちの子凄すごい〟系のムーブして静かにウザいと思いましたがそういうものだと理解します。

　ともあれその上でまばらな拍手が来て、脇わき坂さか達の母が静かにこう言った。

「……ホントにやりおったわ……」

「そ、そういう流れでしたよね……!?」

　と応じた時だ。書記がこちらに対して手を上げた。

「清正君、英国から、招集要請が来ているね？」

　え？　と思ったのは、話題がいきなり変わるからだ。

　だがそれは真実で、視線を送ると竹たけ中なかが首を下に振った。なので己は口を開く。

「まだ決定ではありませんが、〝花園アヴアロン〟の内観が、私達の知るものとどれだけ差があるか。そういった事を知るために来て欲しいと。なので一泊旅行くらいのイメージで行って来ようと思います」

「英国は、改派プロテスタントと組んでいて、僕達がマクデブルクで見た防護障壁〝半球〟をいろいろ転用出来ないか、試験しているね。元々は〝花園〟から得た技術だから、そちらに還元して〝花園〟を強化したりと、そういう事も考えているんだろう」

　ただ、と彼は言った。

「新しい〝花園〟や、その計画が確立したら、世界にまず知らせてアドバンテージを得るべきだろうけど、今のところ、そういう話はないね」

　と言う台詞せりふに、己は頷うなずいた。

「かつての未来では、それこそ運命との最終決戦を経る事で技術的な展望がつき、〝花園〟の隔離システムが完成したのだとされています」

「実際に運命と相あい対たいしたからだ」

　と、蜂はち須す賀かが注釈する。

　十じつ本ぽん槍やりの中、彼女は武神の操縦システムと合一していたため、当時の記憶については最もよく憶おぼえている。

「そこで希薄化の情報なども獲得出来て、あの〝花園アヴアロン〟が出来たと、そう思う」

「だとすれば現状、英国も改派プロテスタントも、〝花園〟の完成形は、解わかっていても作れません。ただ、準備はしておく事は可能なので、前もってそうしておきたいのでしょう。

　──英国の後継者が、先取り的に今、いる訳ですからね」

「じゃあ、ちょっと、いいですの？」

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウが手を上げた。
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　人狼女王は、何となくだが、一つの解答を得ていた。

　滑舌のため、木製ジョッキの中に注がれていた生しよう姜が炭酸を喉のどに通してから、

「──と、失敬でしたわ。マクデブルクの事で、当時を思い出しましたの。

　あの時、降伏勧告と共に〝半球〟の提出を求めたP.A.Oda、つまり羽は柴しばは、武蔵むさしがかつての未来からずれていくのを、止めようとしたんですのね？」
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　多分こういう事だろう。と、己は思いつつ、言葉を作る。

「総長と姫のいないかつての未来の武蔵は、〝失わせない〟事に固執する一方、大罪武装ロイズモイ・オプロなどの力がなく、戦闘は不得手。マクデブルクでも避難民の退避手伝いくらいしか出来ず、そこから江え戸どに入って、寧むしろ政治的な後ろ盾として関東、奥おう羽うと付き合っていく筈はずですわ」

　しかし、

「今の武蔵は姫を得る事で三み河かわで勝利し、アルマダでも勝利。完全に戦力化してますの。

　そこで〝半球〟まで確保されると〝攻防〟が確立しかねませんわよね。

　だから欧州から遠ざけ、その間に創世計画の下準備を進める。あわよくば撃沈して、武蔵の代わりは羽柴と安あ土づちが行う」

　となると、

「羽柴が関東方面に進出したのは、松まつ平だいらがそちらを治める事の肩代わり、と、そう見る事も出来ますわね。あの、三み方かたヶ原はらの戦いの結末は。どうですの？」
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　言うたのう、と義よし光あきは人狼女王を横目で見た。

　……コイツ、本当に、自分の役割を解っておるよのう。

　三方ヶ原の戦いは、武蔵勢にとって初の敗戦であり、山やま崎ざきの合かつ戦せん以前において、歴代最大の損失を得たといっていい戦闘だ。

　それに平気で触れ、問題提起出来るのは、保護者しかいない。

　自分はまだ武蔵むさしと関与していない時期。

　そこで羽は柴しば勢は武蔵勢に対して存在を見せつけ、武蔵勢を止めるためとはいえ、多くのものを失わせたのだ。

　それらは大体が払ふつ拭しよくされ、復帰した者も、見送られたものもある。だが、

「まあ、よかろうよ。三み方かたヶ原はらの戦い、ここらで改めて決算しとくとええ」

　己は、保護者として言った。

　自分とて、その後に見送るべきを得た経験者なのだ。

「家族合流。何があっても動じまい。──禊祓みそぎとして、言って、問うて、応じるがええぞ」

　ただ、

「──仲良く、な？」





●






　竹たけ中なかは当時を知るものだ。

　今、振られた話題についても、ある程度は知っている。

「確かに、かつての未来では、アルマダで損耗した武蔵は、戦争よりも政治的な手段を望んでいたようです。マクデブルクで人々を避難させ、関東、奥おう羽うを味方につけるため、江え戸どに入り、そこを拠点としたようで。羽柴君としても、その流れを堅持するためイレギュラーは排除する方向でした」

「だが私達は、〝戦力〟になってしまったのだな」

　そうですね、と、自分は副会長の言葉を否定しなかった。

「武蔵が戦力化した以上、〝半球〟については見逃せません。その後の事も考え、三方ヶ原では、武蔵勢を止める事を優先とした筈はずです」

「ただ、計算違いが生じたな？」

　と言ったのは、里さと見み生徒会長だった。

　……そうですねー……。

　彼女が言葉を放ち、こちらに目を向けている意味は解わかる。

「里見・義よし頼よりの突撃については、イレギュラーであったと思います」
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「あれだな」

　と、何となく冷えた空気を感じ、正まさ純ずみは皆に言葉を送った。

　先程、最も上がみ総長が言った通り、これは決算。つまり禊祓だ。

　お互いが、合流し、何があっても誤解は無いと、そう思えるようになってからの課題。

　その意味を考えて、己は言う。

「末世に対しての心構えを問われた場合、私達は、かつての未来における自分達を想定しなければいけない。だとすると、──今話している三み方かたヶ原はらの戦いは、恐らく、その検算が最も強く必要となる箇所なのだろう」

「フフ、そうね。何が起きて、どうなったか。多くの部分ではズレていないと思うけど、私達を止めるために作られた羽は柴しば勢、十じつ本ぽん槍やりと、私達が顔合わせした現場だものね。

〝差〟が生じるなら、そこからスタートなのよ」

　葵あおい姉あねの言葉に促しを感じ、己は竹たけ中なかと里さと見み生徒会長に視線を向けた。

　里見生徒会長は、前総長を失う事となった。しかし、

「里見生徒会長、あれは過去だと、言っていいか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、過去に意味が与えられるなら、聞いておきたい。そう思っている」

「ならば検算ですねー」

　と竹中が応じ、こう言った。

「武蔵むさし勢を止める事が優先でした」
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　竹中は、当時を思い出していた。

　自分は羽柴の軍師で、相談役でもあった。

「武蔵勢から、末世解決の主導権を奪う事。可能な限りこれを行うというのが、当初の目標ですね。これをしなければ世界が失われる。そんな大目的があるので、多少の犠牲は厭いとわない。特に初しよ手てとなる三方ヶ原の戦いは好条件なので、出来ればここで決着したかったです。

　ゆえに里見と江え戸どを破壊し、まず、武蔵を追い詰める必要がありました。

　ここの流れにおいてはハイダメージ・ハイリターンなので、もし責任を負う部分があるとすれば、おねーさんがそれをしますんで」

　言うが、副会長が里見生徒会長を見た。すると里見生徒会長が、手を左右に振る。

「講和は既に済ませた事だ。対等に扱ってくれ」

「失敬でした」

　言って、己は改めてまた口を開く。

「成なる瀬せ・正まさ義よしの襲名を押しつけ、死の再現となる突撃を促す。これを為なせば良し、為さねば三方ヶ原の戦いは続行として追い立てるか、封じ込める。そういう流れを作りましたね」

　理由は、ある。

「もしも誰だれかが出れば、武蔵は〝失わせる事を是とした〟事になります。

　そうしなければ、〝失わせる事を是としない〟けれど、追撃で撃沈です。

　武蔵としては、完全に詰んだ状態に追い込んだんですね」

「ベストな解答は何だった？」

　副会長の問いかけに、己は応じた。

「降伏し、総長と姫の下船を行い、羽は柴しば麾き下かに入る事。

　これを認められたら、貴女あなた達の〝合流〟がこちら主導で行われたかもしれません。

　どちらにしろ、未来は今の形じゃなかったでしょうね」

　つまり、と言った者がいた。三みつ成なりだ。彼女は呆ぼう然ぜんと、

「……その未来だと、何も知らない馬鹿相手に講和する事もなかったと……」

　ハッキリ言い過ぎですけど、まあ、こうなっちゃったものは仕方ないんで。ええ。
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　ナルゼは、当時を思う。

　あの時は、実際に出ようとしたのだ。だから、その後、何が起きたかは問わない。

「もしも私が出ていたら、どうなったかしら」

「私達が撃墜していたわ。そういう役目だもの」

　嘉よし明あきが即答する。

「まだ調整が必要な双姫ツヴアイ・フユルステインだけど、双嬢ツヴアイフローレンを出せないママ達ならば充分」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、そうだろうね。撃墜されて、里さと見み辺りで確保されたかなあ」

　その結果、どうなるか。

「私達がいなければ、武蔵むさしは奥おう羽う三国の攻撃を弾はじけなかったし、以後、各所で制空権をとったり、狙そ撃げきが出来なくなっていた訳よね」

「時間は掛かるが詰むさね。──大体、ナイトとナルゼの人質交渉などしたら、完全に羽柴側に主導権を持って行かれるんさ」

　と直なお政まさが同意したので決まりだ。

「──里見・義よし頼よりもまた、世界を変えたのね」
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　そうか、と義よし康やすは頷うなずいた。

「難しいな」

　あの時、何があったか、という事に、意味が得られた。それも、確定だ。

「第三特務と第四特務が出ていれば、被害は無かったかも知れないが、創世計画以外の手段はなくなっていた。

　──一方、義頼が失われたが、それによって、創世計画以外の方法が得られた、か」

　世界はあそこで変わった。否、保たれたと、そういうべきか。

「強力な人でした」

「いや、それで敗れていては、どうしようも──」

　と言って、ふと自分は気付いた。

　……ああ。

「だから義よし頼よりは、八やつ房ふさで出なかったのか」
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　たびたび、思った事だった。

　あの時、義頼が八房で出て行ったならば、結果は違ったろうか、と。

　……否。

「八房で出ても、五体満足ではなかろう。……そして確保でもされれば、もはや里さと見みは抗あらがう力もなく、終わりだ」

　だからだ。

　何となく、解わかってはいた。

　受け継ぐという事を自覚した頃ころから、思っていたのだ。

「八房とか、力足らずとか、そういうものではなく、──私が居たから、義頼は、出て行く事が出来たのだな」

　ならば、と己は思った。

「きっと私も、後代がいて、それがベストだと思えば、行くのだろう。──そして、生き延びる事を望んで、尽くすのだろう」

　言って、理解した。義頼に必要だったのは、八房でも、力でもない。

「武蔵むさし総長」

「おお、何だよペタ子」

「IZUMOに行くと決めた時、貴様はここにいる連中と共に三み河かわでの出撃を決めていた」

　あの時、この馬鹿はどうであったのか。

「愚弟」

　馬鹿の姉が言った。

「アンタが一人で行こうとしても、皆、放っておかなかったでしょう」

「そうだ」

　己は言った。

「義頼は、貴様にも継がせていたのだな。──あの時、IZUMOに行こうと決めた時、もはや自分が一人で行っても、放っておかれない王が、いるのだと」

　だから、

「貴様が止めようとして、私が追おうとした時、義頼の望みは叶かなったのだ」

　姉は、死ぬために生まれてきたのではなかった。

　自分は、ただ一人で行くだけの者ではなかった。

　里さと見みは、受け継ぐ後代の居ない場ではなかった。

　何もかもが、あの時、彼の懸念を払ふつ拭しよくした。

「世界は、義よし頼より一人で変わった訳ではない。私や武蔵むさし勢や、羽は柴しば勢の動きがあり、──義頼はその中で、自分の欲しかった結果を得たのだな」

　ならば、

「──ならば、ただ己として全力を尽くしたか」

　結果はもう出ている。ただ、問う事は一つだ。

「羽柴は全力で応じたか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、未いまだに長なが浜はまは再建の目め処どが立たず、代理艦も立てられずにいます」

　Ｊｕｄ．、と己は頷うなずき、一息を吐いた。

「義頼の望みの先に私達はいるのだな」

「だとしたらどうするよ」

　そうだなあ、と己は呟つぶやいた。既に結果は出ていて、納得もしている。今は、そこに意味が与えられ、それが現状として確定しただけだ。

　揺るぎなくなった、というべきか。だとすれば、

「義頼も、姉も、完全に引退だな」

　消えていない。八やつ房ふさの挙動にそれが残っているように、彼らの残したものはいろいろなところにあり、自分達を支えてくれている。

　共に行っている。ただ姿を見せないだけだと、そんな気さえする。そして、

「竹たけ中なか、──あまり私を気遣うな」

「何がですかね？」

　自分は、憶おぼえているのだ。

「貴様は羽柴に、成なる瀬せ・正まさ義よしの死の再現を提言させたが、その時、最後に降伏勧告も言わせているのだ。御願いしますと、そういう言い方でな。

　ならば義頼の突撃は、義頼の選択だ。その事実を貴様が隠し、責任をとろうとするな」

　だとすれば、

「双方のベストが、違ったのだな」

「じゃあどうする？　里見生徒会長」

　ああ、と己は頷いた。

「先を見よう。──羽柴勢、義頼の見る事の出来なかったものを得るのが、ひっくり返された貴様達にとっては、最大の報復であり、私の望みともなろう」

　だから、と言っている視界の隅で、武蔵代表委員長が小さく笑った。それでええぞ、と唇が動いているのが解わかるのがどうしようもない。

　……これだから文官は説教くさいとされるのだ。

　だが彼女や、馬鹿どもが居なければ、燻くすぶって、どうなっていた事か。

　ただ己は、告げた。

　これは義よし頼よりにも、姉にも言えない台詞せりふだろうと思いつつ、

「──これから頼むぞ、羽は柴しば勢」
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　ほ、とホライゾンが息を吐くのを、浅あさ間まは見た。

　義よし康やすの意思決定のタイミングだ。意外、と言ってはいけないが、

「……安心しましたか？　ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ヨッシー様は友人がいませんからねえ」

　……直接的過ぎる……。

　確かにその通りだが、どうしたものか。ただ、

「義康様は大丈夫です。お強い子です」

「ええ、そうですね。そう思います」

「Ｊｕｄ．、これだけデカいのが揃そろった先輩格どもに囲まれながら、アデーレ様のように正気を失う事もなく、すくすく育ちました」

「そ、そこ！　何か聞こえてますよ！」

　……私じゃないですよー？

　だがまあ、とホライゾンが言った。

「過去に頼らなくても、過去は助けてくれている。……不思議なものですね」
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　ホライゾンの言葉に、正まさ純ずみは頷うなずいた。

　羽は柴しば勢の方を見て、とりあえず言っておく。

「難しいものだな」

「そうですね」

　と竹たけ中なかが応じる。そして頷き、

「綺き麗れい事ごとだろうと何だろうと、否定はしません。何故なぜなら、合流した以上、同じ目的を持っているからです。それを果たすためだったら、何だってしますし、それを邪魔するならば、やはり何だってします」

「同じ目的……？」

　問うと、竹中が眼鏡めがねを上げ直した。

「合流したいと、そうお互いが願ったという事ですよ。常にその事を憶おぼえていれば、油断もなく、何かあっても冷静にいられるんじゃないかと、おねーさんはそう思うんですよね」

　ただまあ、と彼女が口を横に広げ気味にして言う。

「余り突拍子もない事言われると、ちょっと反応が難しいですねー……」

　まあ誰だれの事言ってるかは大体解わかる。
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「突拍子もない事と言うがな？　だが、ジンクスってのがどれだけあるか解わからないが、うちは、こういう馬鹿がある中で、不意に攻撃したりするから、相手の虚を突きやすいんだ。解れ」

　副会長の言葉に、竹たけ中なかはこう思った。

　……それを幾度やられた事ですかね──。

　ちょっと話が脱線に脱線を重ねた感もあるが、多くの事が見えた気がする。

「世界は動いていて、武蔵むさしもまた、末世解決に対して油断していなくて、──私達の合流や、思いについても誤解が無くなった、というところですね」

「他、何か気になる事はあるか？」

「あ、だとしたら浅あさ間ま神社代表」

「あ、はい、何ですか？」

　問い返しに、こちらも問い返す。その言葉は、

「東とう照しよう宮ぐうの設定はどうなってます？　総長の新しい加護など含みで、確認をしたいんですが」
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　……あー……、来ましたか──。

　浅間としては、ちょっと難しい案件だった。

　ちらりと見た本舗側。裏手には一つの社がある。

　本舗脇わきの道から入ると解るが、小さいなりに参道や鳥居、本堂まで拵こしらえた神社だ。IZUMOの特注で、武蔵の出力経路に合わせてカスタマイズの上、直なお政まさが微調整してくれた。

　だが、ちょっと問題がある。

「まだ、浅間神社の分ぶん祀し先みたいな感じで、単体として起動してないですね」

「流体供給術式は使えるのか？」

「あ、はい、それは第一前提としてます。兼かね定さだの発射の補助としても有用なので」

「ほほう、バッテリーも認められたもんですな」

　という言葉に、あ、と声があがった。嘉よし明あきだ。彼女は西の空、そちらに浮上している大和やまとに視線を向け、

「──だから、ヴェストファーレンを狙ねらうのが大和だったのね？」

「はい。トーリ君の流体供給術式無しでも大おお兼定は撃てますが、安定性という意味で〝万が一〟という事もあり得ます。だからあの現場では大和だったんですね」

「総長先輩、ケッコー重要……？」

　……疑問で言われましても。

　しかしまあ、一般にはそう見えるものかもしれない。

「で、ええと、こっち、とりあえず末世解決の前には設定終えますから。ええ」

　言っている視界の中、喜き美みが笑い転げて周囲の首を傾かしげさせているし、ミトツダイラはどういう事か気付いて「あ」という顔をしている。

　……まあそういう事です。

　どういう事かは流石さすがにここでは言えない。

　しかし、それでも納得が出来たのだろう。竹たけ中なかが一つ頷うなずき、手を上げた。

「では、設定が出来たら、教えて下さいね？　作戦など決める際、前提となる資料を私が作って検分しますんで。ハイ」

「あ、はい、こちらこそ宜しく御願いいたします」

　頭を下げ、そこでこの話は終わりだ。

　……た、救たすかりました……！

　何とか凌しのいだ。そう思っていると、正まさ純ずみが一つ手を叩たたいた。

「じゃあとりあえず、現状の確認はここまでだな。──それぞれ、自由な時間としてくれ」
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「誾ぎん殿」

　と、誾は不意に二ふた代よの呼びかけを聞いた。

　宗むね茂しげと世せ話わ子こと、三征西班牙トレス・エスパニアの現状について話をしていた最中だ。

　……相変わらず、空気を読まない人ですね。

　慣れたら終わり。そう思っているが、こちらへの疑問を無下にする意味も無い。宗茂と世話子に対し、義腕の手の平を一つ見せ、場を離れる。たった五歩程だが、テーブルに置いてあるものを順に皿から口に詰めている馬鹿を見て、

「……食事するか、こっちと話をするか、どちらかにしなさい、本ほん多だ・二代」

「ああ、Ｊｕｄジヤツジ．、すまんで御座る。──で、ええと」

「何です？」

　ああ、ともう一度、本多・二代がこちらに身体からだを向け、

「……そちら、御父上はどうで御座る？」

「Ｊｕｄ．、父の方は新しい機体に乗り換えるとかで、今、K.P.A.Italiaと提携していろいろとテストを行っています」

　K.P.A.Italiaの副長は辞していないとの事だった。

　だがよく考えると、父を倒したからこそ、ヴェストファーレンにおいて竹中が瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンの一件を持ち出して勝利する事が出来たのだ。

　……何が持って回るか、解わからないものですね。

　そう思い、ふと気付いた。

　この女は、そんな事を話題にするために、こちらを呼んだ訳ではあるまい、と。

「何用です？　本ほん多だ・二ふた代よ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうで御座るなあ……」

　何かある。

　……言いあぐねている、というのは解わかりますね。

　では何だろうか。

　だがまあ、彼女がストレートにものを言ってこないのは何となく解る。こちらの事が、おっかないのだ。

　……一体どういう……。

　自分としては納得出来ないが、確かにこの女を[image: ]しかりつけているシーンは多いと思う。しかしそれは向こうに原因があるのだと、そう考えるのがいけないのだろうか。

　ともあれここは穏便に。

「本多・二代、……怒らないから言いなさい」

「既に怒って御座らぬかな？」

「いいから」

「Ｊｕｄ．、ではまあ、単純な話なので御座るが──」

　聞いた。

「一体、何時いつ、決着をつけようと、そう思うので御座ろうな」
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「────」

　誾ぎんは言葉を失った。

　それは確かに、自分達が武蔵むさしに来た理由であり、また原因だ。

　この女に敗れたからこそ、己も宗むね茂しげも、ここにいるのだ。だが、

「拙せつ者しや、ちょっと調べたで御座るよ。そうしたら、関せきヶ原はらの後、立たち花ばな家は松まつ平だいら側につくので御座るな」

「……確かに、そうです」

　このところで世せ話わ子こと話している中、避けている話題がある。

　三征西班牙トレス・エスパニアとの関係と、再襲名をどうするか、という事だ。

　現状、自分と宗茂の名前は、三征西班牙の時以上に知れ渡っている。表に出ての活動期間として、武蔵側でのそれの方が長いからだ。

　だが、自分達は襲名解除をしている。

　この立花・誾も、立花・宗茂も、現状、あやかりだ。

　この解除を戻すには、原因を取り除かねばならない。それが普通だ。そして、

「貴女あなたを倒す事が、襲名解除を免じて貰もらうための理由、そう考えています」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それは拙せつ者しやも理解して御座る。ゆえにお互い切せつ磋さ琢たく磨ま、その時が来たならば、ベストの状態で相あい対たいしようと、そう考えて御座った」

　しかし、と彼女がこちらに視線を向けた。

　真っ直ぐな、力のある目だった。

「──しかし誾ぎん殿、適当な頃ころ合あいで相対をしたとして、それが拙者達の、本当の決着や、勝負となるで御座ろうか」

「それは──」

「解わかっているで御座ろう？」

　問われ、思い出す事がある。

　それは最近と言うにはやや遠く、しかし、かつてと言うには近い頃の出来事だ。

　四し国こくで、総長の姉をバックアップし、岩いわ戸と開けを手伝った一件だ。

　……あれは──。

　あの時の事を、自分は本ほん多だ・二ふた代よと共有している。

「宗むね茂しげ殿も理解されていると思うので御座るが──」

　本多・二代が、こちらを見据えて言った。

「拙者達、神を超える事も出来るので御座る」
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　馬鹿な、とは思った。

　失笑すべきとも思った。だから不機嫌になって、こうも言った。

「神とて、戦いの中で実力を伸ばすでしょう。──上がっていくのは、私達だけではありません。その自うぬ惚ぼれが理解出来ているのですか」

「Ｊｕｄ．」

　噓うそを、とは言えなかった。彼女の目が、ずっとこちらを見ているからだった。

　否定すれば、逃げている事になるだろう。

　……この女は……。

　恐らく、こう話しながら、こちらに対し、願っているのだ。

　独りにしないでくれと。

「────」

　自分には、宗茂がいる。立花の家を護まもり、先鋭化する己に対し、つきまとうようにして近づいてきて、その距離を詰め切ってくれた存在だ。

　本多・二代には、そういう存在がいない。

　強いて言うならば、福ふく島しま・正まさ則のりだろう。

　だが福ふく島しまも、彼女の子として、その後を追っていく者だ。

　並び、共に行くものとして考えるのは、難しい。

　だからだろう。そして、自分は、頭の悪い行為だと思いながら、問うていた。

「何故なぜです？」

　何故、私達を選ぶのか。

　それは、真さな田だの天竜戦でもそうであり、各所、たびたびにそうなるものでもあり、しかし、

「あの神鳴る舞台で、何故、立たち花ばなを誘ったのです」
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　……通じてないで御座るか？

　二ふた代よは思った。自分の物言いが悪いのだろうかと。

　それとも、よく正まさ純ずみに指摘される通り、途中経過を二、三段すっ飛ばしているのだろうか。そうなると、正純やホライゾン様、そして両腕には通じるが、他には通じにくい。

　やらかしたで御座ろうか。

　……誾ぎん殿、丁寧な説明が好きで御座るしなー。

　無表情に自分の感情の推移を語り始めたら危険信号。そのくらいは解わかっている。

　だが今、そうではないならば、多分、大丈夫なのだ。

　ゆえに己は言う。

「同じ、無む双そうで御座るよ」

「確かに、立花は、西さい国ごく無双を名乗りますが……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、拙せつ者しやは東とう国ごく無双を目指して御座る。──つまり、同じ、無双に御座る」

　そして、

「拙者、身内の外に出て、初めて相あい対たいした他国の代表が立花の名に御座った。それが無双を目指しており、また、拙者との関係を重く見て御座る」

　ならば、

「その縁は、大事にしたいと、そう思うので御座る」
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　正純は、二代の物言いをちょっと離れたところで聞いていた。

　肩の上でツキノワが首を傾かしげている。そして己もこう思う。

　……お前、本当に説明が下手へただなあ……。

　途中が飛びまくってる。

　そして恐らく、結論となるものが、自分の中で成文化出来ていない。

　きっと二代は、立花嫁に対し、こう言いたいのだ。

　……友人になってくれ、か。

　既にそう言った関係は幾つもあり、本人が気付いてないだけで、旧警護隊の面々などは上司と麾き下かと言った以上の関係を双方に見てもいる。

　それに自分とだって、昔ながらの付き合いや地元関係という事で〝親しい〟だろう。

　だけど、お互いがゼロの状態から意識して、認め合って、そういう思いを自覚したというのは、初めてなのだろう。

　武力だ。

　自分が信じる己の芯しんと言うべきか。

　そういったものに対し、比肩し、しかしそこに嫉そねみも恨みも敵視もない。ともすればリスペクトが存在する関係でありながら、日常で同じ時間を有しもする。

　友人と言って、いいだろう。

　そういったものならば、三み河かわでは、確かに無かった。

「私とでは、文と武だしなあ……」

　この辺り、嫉しつ妬とではないが、立たち花ばなの夫妻には思うところもある。彼女達はこちらを上役として見ていて、仲間ではあっても、友人付き合いとしては一線を引いているからだ。

　とはいえ旦だん那なの方は、誰だれとでも親しくなれるタイプだ。馬鹿とも普通に話が出来てるし、馬鹿のイジりにも対応出来てる辺り、コミュ力がえらい高いというか、器が大きい。

　一方で嫁の方は、ちょっと堅い。というか大分堅い。

　だが、そうであるならば、

　……二ふた代よ。

　お前、自分には無いものについて、他の誰もが持ってると思ってるけどな。

　……立花嫁だって、そうじゃないぞ。
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　馬鹿、というものを、改めて、目の前に見た。

　……宗茂様とは全く、逆ですね。

　いや、こっちに寄せてくるところは同じか。

　だが、こちらをちゃんと見て、欠けているものなどを埋めてくれたり、気付かせてくれた彼とは違い、どうにもこうにも、この本ほん多だ・二代という存在は、

　……こっちを、変に神聖化しているというか……。

　そんなちゃんとしたものではありません、と、そう言いたくなる勘違いをしている。というか、信じている、というべきか。

　周りが、きっと、出来過ぎていたのだろう。だから、劣等感無しに、それが普通であろう事を、自分の不足と捉とらえるクセがついてしまっていると、そういう事なのだ。

　これを指摘しても、本人には通じまい。

　だってそれしか知らないし、そういったものを気付かせる関係を、彼女は持っていないし、相応ふさわしい相手も得ていないのだ。

　副会長とは親しいようだが、向こうは〝文〟、生徒会、質が違う。

　だとすれば、本ほん田だ・二ふた代よにおける、自分にとっての宗むね茂しげのような存在は、

「……私ですか」

　面倒くさい人だ。

　……ああ。

　宗茂にとっての自分もこうだったのだろうか。それとも逆か。もはや当時の事は美化してしまって、首を左右に渡る熱に昇華されてしまっている。

　いずれ自分は、この女の首を刎はねるのかもしれない。

　だがそれは、何時いつの事となるのだろうか。

「何処どこまで、行くつもりですか」

「……途方もないと、それだけが解わかって御座る」

　だから、と本多・二代が言った。

「無む双そうを目指す者として、拙せつ者しやの見ているものは、間違って御座ろうか」

「どうでしょうか」

　これは、解らない事だ。だが、

　……そうですね。

　四し国こくの夜。四国は死国とも繫つながる。そんな夏の終わりの夜に、浅あさ間ま神社で自分達は舞った。

　己の武力が、踏み台になるかどうかも危ぶまれた〝戦場〟だった。

　あれを思い出すと、震えが来る。

　己の力が、自負もあり、他も認めるに足るものだと言うのに、あの〝力〟に対しては追いつく事すら至難といった有様だったのだ。

　神の域。

　だが、あの経験が、父を超えさせた。

「力ですね」

　単に剣術や、腕力ではないもの。

　それすらも〝力〟の枠の一つとして、置き換えた時、何処まで至るのか。

　難しい問題だ。

　剣術を奉納すべきか、速度をそうするべきか。はたまたやはり物理の力だろうか。

　否。そう言ったものを何もかも修め、何処まで至るのか、という話なのだろう。

　さらには、

「総長の姉という、アレを超えるのは至難ですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　よく解わからないが、嬉うれしささえ感じる返答が来た。少しイラっと来たが、これは多分、本ほん多だ・二ふた代よが、こちらとの会話中に、他人を意識した事への嫉しつ妬とで、そのトリガーは自分が引いてしまったのだ。

　そして、総長の姉という存在は、自分の〝次〟においても、起点となっている。

　……ならば、認めるべきなのでしょう。

「笑ってる間は、追い抜けませんよ、本多・二代」

「いやまあ、すまぬで御座る。ただ、……思い返すと、ホント、無茶をするで御座るな、喜き美み殿は」

「……天あま津つ神かみの最高神を張り倒すなど……」

　どう言うべきか。否、〝力〟として見れば、遙かな上だ。だから、

「──敵かないませんね」

「笑って御座るぞ、誾ぎん殿」

「これは呆あきれているだけです」

　言って、ふと、思い出した事があった。

　……小こ牧まき長なが久く手ての戦いの、中の事です。

　担任、オリオトライが、羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの担任である石いし川かわ・数かず正まさを、破ったというのだ。
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　自分は、首の告白の治療があったので、その状況をよく知らない。

　だが、石川の治療は当然のように自分達の治療現場と近いところで行われ、教員同士が戦闘をしたという事で、結構な話題になったのだ。

　後日、石川は教員連盟から厳重注意を受けたと聞く。

　学生ではない者が、歴史再現中に相手側教員との私闘を働いた。

　失職扱いとなっても充分な行為であり、石川もそのつもりだったろう。実刑を含んだ刑罰が校則法に基づいて与えられても文句は言えない。

　しかしそうはならなかった。

　石川の負傷に、不可解な点があったためである。

　……担任、オリオトライの武装は、長剣です。

　抜いて戦っているところを誰だれも見た事が無い。

　だが、鞘さやの形状から見て、長剣だ。幅も広く、十センチを下らない。

　しかし、石川・数正の両肩、付け根を前後に貫通していたのは、刀の刃やいばであったらしい。

　つまり石川の相手をしたのは、オリオトライではない。

　治療の際、近くであった事もあり、何となく聞いてみたのだ。どのような負傷であったかという事を。

　すると答えが、こう来た。

「一直線でした」

　馬鹿な、とは思った。刀であれば、刀身は反っているのだ。

　どのような貫通撃であれ、反りのある分だけ、貫通痕は縦幅が長くなる。そうしないように、反りに合わせて突き込む角度を変えても、刺し傷は湾曲軌道となろう。

　だが、両肩とも、刺し傷の縦幅は均等で、軌道も一直線だったという。

　ゆえに治療の難度は低く、リハビリも短期間で終わるだろう、と。

　そして一直線の傷ゆえ、オリオトライの長剣の使用が錯覚されたのだ。

　だが違う。

　貫通痕の幅が彼女の長剣のものとは全く違った。その半分程度しか無く、更には片刃による一撃だと解わかった。

　だから、だ。

　だから石いし川かわが誰だれに倒されたか、解らなくなった。

　石川は口を噤つぐみ、オリオトライも語らなかった。彼女が苦笑で言うには、

「戦闘が激化してる現場だったし、酒さか井い学長に挨あい拶さつに来たら、流れ弾とか、爆風で負傷したんじゃないの？　私、それ拾って届けただけで」

　との事で、誰もその言葉を、しかし信じる者はいない。

　だが、自分には解っている事がある。

「反った刃やいばで、一直線の貫通痕を与える方法です」

　それは、

「相手の身体からだが、呼吸で上下するのに合わせて、刃を調整し、突き込むのです」
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　方法は簡単だ。

　こちらの手て捌さばきでは一直線にならないならば、相手の方にも、合わせて貰もらうのだ。

　呼吸による身体の上下。この動きで、筋肉は揺れ、歪ゆがむ。

　歪んだ時に叩たたき込み、引き抜けば、歪んだ刃の軌道は、呼吸が落ち着いた時に正され、真っ直ぐなものとなる。

　だが、どうだろう。

　両肩にそれがあるという事は、一瞬で二撃を叩き込んだのだ。

　自分も、やれば出来よう。

　二刀だ。

　英国でドレイクを相手にした時のように、二刀を振るえば同時攻撃が出来る。

　しかし、これを為なしたものは、二刀使いだろうか。

　どうでしょうか、と思いつつ、己は何となく、ある存在を思い浮かべる。

　総長の姉だ。

　彼女は神を殴りつける時、その鼓動を把握した。

　鼓動、呼吸、バランスという挙動を、彼女ならば完全に読み取る事が出来よう。そしてそれを完全に理解出来るならば、相手の知覚系すら読み取り、

「────」

　想像を、一瞬、やめようと思った。

　恐ろしいものに触れつつあるのだと。だが、

　……見たのです。

　神を下に置く行為を。

　そして彼女が、かつての未来において、担任オリオトライの母であったと苦笑する光景を。

　自分は見たし、本ほん多だ・二ふた代よも見たのだ。

「本多・二代」

「何で御座る？」

「総長の姉は、手合わせを願った時、相手をしてくれると思いますか？」

「喜き美み殿のスイッチは、自分らとは違うで御座るよ」

　ただ、と彼女が言った。

「──〝武〟において、基本、拙せつ者しや達は任されているので御座る」
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　二代は思う。喜美の強さとは、自分達の〝武〟としての力とは違うと。

　両者は〝力〟の枠内にて並ぶものだが、現実において発揮される場所としては、役割が違う。

　そして喜美は恐らく、解わかっているのだ。

　自分は、自分の好きなように力を使うという、単純な事を、だ。

　……総長と、ホライゾン様を護まもるためというのがあり──。

　更には、普段、この二人を護るべき者がショボンとしてたら、目を覚ましに来る。

　きっと、究極的なところでは、総長なのだろう。

　恐らく彼女は、自分達のような〝武〟としての力を捨てた。その上で、困難とも言える最大枠の〝力〟を望む事を選択したのだろうと思うが、

「ああいう存在は、一人で充分で御座ろう」

　しかし、

「己もまた、自分の〝力〟がどれだけのものか、途方を進んでみたくはあるで御座るよ」

「安心しました、本多・二代」

「何がで御座る？」

「貴女あなたが、単に総長の姉のフォロアではないと解わかったからです」

　誾ぎんが、宗むね茂しげと頷うなずきあって、言葉を作った。

「私達は私達の望んだ〝武〟の力として、剣や速度、技術をもって、最大の〝力〟を追い求めるべきです。そして──」

　そして、

「いつか、総長の姉や、他、辿たどり着こうとする者達と共に、神を超える途方に行き着くというのならば、そこにおいて、初めて無む双そうを自称出来ましょう」
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「それまで、貴女との勝負があるかもしれません。状況や立場、プライドの行く末など、ありますからね」

　しかし、

「その勝負は、その時の優劣。──いずれ、途方の先にて、まずはどちらが先に無双を自称出来るか、その事を念頭にしておくのがいいでしょう」







[image: 第六十三章『月下の講義役』]
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　正まさ純ずみは、一息を吐いた。

　立たち花ばなの旦だん那なの方を見ると、こちらに笑みで軽く頭を下げられた。

　きっと、同じ事を考えていたのだろう。

　とにかく不器用で、戦う事しか頭の中に無くて、そしてまた、その事に孤独を抱えている連中だ。

　だから強い。

　だけど、だからこそ、共に行く者を望む。

　お互いは気付いてないだろうが、

「……誾ぎんさんは、私と共に戦闘すると、私の補佐のように振る舞うんですが、……副長とだと、肩を並べるのですよね」

「羨うらやましいか？」

「いえ、誾さんが補佐に回るのは私に対してだけだと、逆説出来ますから。しかし──」

　しかし、

「誾さんが、自分の〝幅〟に自覚を持ってくれたら、立花の無む双そうは、もっと幅のあるものとなるでしょう」

「二ふた代よの無双はどうだろうな。幅か、それとも軽さだろうか」

「軽さ！　──いいですね、それ。私も自覚しましょう」

　このコミュ力の高さはホント凄すごいと思う。だが、

「今の、そんなにツボか？」

「私、相あい対たいの際に、正面から走って乗り越えられまして……。あれは非常に印象に残っているのですが、〝軽さ〟というのは、確かにそれかと。

　私も刃やいばの上に乗ったりなど出来ますが、あれは〝技術〟ですからね」

　狂人どもはしれっと無茶苦茶言うから怖い。

　……私とか、そういうの全く駄目だからなー。

　同じ人間だろうか、とは思うが、まあいい。向こうで肩を並べて料理を口にしている二代と立花嫁を見ていると、こう思うのだ。

　……忠ただ勝かつ公がこれを見たら、驚くだろうなあ。

　自分との場合はさほど驚かれないかも知れない。だが、立花・道どう雪せつと忠勝公は、動画ネタで比較材料になる程度には意識のし合いがあったのだ。

　それが次代ではこのような関係になっているとは。

　案外、一番喜ぶのかも知れない。と、そんな事を思っていると、世せ話わ子こがやってきた。この呼び方もどうかとは思うが、

「武蔵むさし副会長。立たち花ばな・宗むね茂しげ、……誾ぎんもですが、ここは宗茂だけでもいいでしょう」

「？　何だ一体」

「三征西班牙トレス・エスパニア副会長から通達がありました」

　ほう、と立花夫が声を作るなり、世せ話わ子こが告げた。

「──三征西班牙は、立花・宗茂、誾の襲名管理権限を武蔵むさし側に譲渡します。但しその期日は来年一月一日」

　それはどういう事か。

「末世解決まで、現状維持として、──それ以後は武蔵所属として何者も干渉を致しません」
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・金マル：『あれ？　誾ちゃん、武蔵の子じゃなかったんだっけ？』

・あさま：『ええと、二人が亡命状態としてそれを宣言していても、国籍のある本国側が権利放棄をしていない限り、本国側はそれを主張出来ますね』

・傷有り：『Tsirhcツアーク系はその辺り、人の法を前に立ててますので、そうなりやすいですね。極東の場合は氏うじ子こ制度が前に立っているので、結構アバウトに扱って貰もらえます』

・立花嫁：『──Ｊｕｄジヤツジ．、なので私達の場合、武蔵では神しん道とう側から住人として認知の上、旧派カトリツク関係においては〝隠れ〟設定で持っています。とはいえ既に旧派系も〝保持している〟というくらいなので、今では極東仕様ですね』
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「だけど世話子、三征西班牙が末世解決まで現状維持としてくるのは、どういう事だ？」

「末世解決の主力に、自国の人間がいた、という記録を残したいのです」

　と苦笑で言う世話子に、正まさ純ずみも似たような笑みを返す。

「……まあ、後々の関係を考えると、そうしておくのもありかなあ」

「無理に正そうとしても、あんま意味無いこっちゃで」

　大おお久く保ぼが半目で言って、その向こうで小こ西にしも頷うなずいているから、その通りなのだろう。

　とりあえずこちらとしては、立花夫に言っておく。

「整列の時とか、三征西班牙の制服姿で出る事とか、出来るか？」

「あ、私、……ジャージでこちらに来てしまったので……」

・ＡｎＧ：『コミュ強先輩、スゲー行動力だよ……』

・●　画：『愛ってヤツね……、解わかるわ……』

・十ＺＯ：『宗茂殿、確かに外交館にいた時期、制服姿ではなかった記憶が……』

・貧従士：『……廃材片付けてる時、フツーにもう皆と作業されてましたから、とっくにこっちに編入したと思っていたら違ったという……』

　濃いヤツは思い返しても濃いんだなあ、と思う。だが、

「まあ、立たち花ばな嫁辺りにそういうのは期待しようか」

「そのくらいで収めておいて下さると助かります」

　世せ話わ子こが軽く頭を下げ、己は思った。

　……また、末世解決の後の話が増えたな。

　だとすると、段々気になってくるのは、やはり末世解決だ。

「……この時間帯の話題は、さっきので終えたつもりだったんだけどな」

「仕方ないですよ、こんな時期で、久しぶりの皆の集合ですから」

　言う浅あさ間まが、さっきからちょっとそわそわしてる。東とう照しよう宮ぐう関係の設定が忙しいと、そういう事なのだろうか。

　だがこっちも、彼女に言われて少し諦あきらめが付いた。

　また、自由時間を議論に費やす懸念を得ながら、問いかける。

　末世解決のため、自分達の前提として、まず確認しておく事がある。

「創世計画の動きについては、どうなんだ？　今、創世計画は、どうなっている？」
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「創世計画の現状について、説明出来るか？」

　という副会長の問いに、竹たけ中なかは表示枠サインフレームを開いた。

　光る画面の向こう、羽は柴しばの身体からだを持った三みつ成なりがいる。彼女の頷うなずきを通して、自分は副会長と皆を見渡し、

「創世計画自体は動いており、その制御ＯＳは稼働していますねー。

　ただ、当然のように、不安定な状態ですね。自動起動は年末の満月の終了時設定ですが、間違いなく起動させたい場合は、やはり第二の月の信のぶ長ながに接する必要があると思います」

「不安定故、満月ごとに運命を抽出し、確度を上げているんですね？」

　と言ったのは浅間神社代表だ。

　彼女は表示枠に極東各地の地脈の状態や、月が降らせる流体の量と密度を示し、

「恐らく、本ほん能のう寺じの変へんが無傷で終わったならば、最速、その時に創世計画が発動していたと思います。しかし私達の介入で、それは乱れ、不安定化した。──そうですね？」

『Ｊｕｄジヤツジ．！　公開情報に基づき喋しやべりますが、計測において、信長のＯＳが運命の人格を抽出するのには、複数回の満月が必要と解わかっています』

　と、二頭身の大おお谷たにがテーブルの上で両手を振り上げる。

『最初期に、信長は運命との関係と持ちました。

　しかし運命は自分が殺される事を悟って、第二の月に隠れた訳です。ですが、その運命が、どうしても自らを漏らす時があります』

「それが月光の強い夜ですねー。……幾ら隠れようと、月の光となって流体が降る以上、そこに運命の漏ろう洩えいは生じます」

　だからそこを狙ねらう。

「一回目はリンクの確定。二回目は人格全体の把握。三回目で掌握。そんな流れですねー」

「こちらが予測していたのと、大体同じですね。間違いないと思います」

　浅あさ間ま神社代表が見ている計測も、その予測値の最大が年末の満月だ。

　彼女の横で、平ひら野のが頷うなずく事からも、間違いはあるまい。

　しかし、と己は肩をすくめた。

「不安定なスタートだった事、また、運命が信のぶ長ながの知識を仕入れ始めたとなると、ＯＳ側は介入の可能性を見て自らを固定状態にします。こうなると、安全にはなっても大きな動作は出来なくなるので、不安定なのは変わりないです」

「こっちからは、操作したり、精査出来ないのか？　その状況」

　ええ、と己は副会長に頷いた。

　努めて笑顔で、言っておく。

「本ほん能のう寺じにその追跡機能があったんですけど、何処どこかの集団が緊急執行状態を発動させたもんで、一緒に吹っ飛んじゃいましたね──」





●






・ＡｎＧ：『副会長先輩、ひょっとして地雷踏み抜くタイプ？』

・俺　　：『俺おれ達が馬鹿扱いされる時って、大体セージュンが先頭だよな！』

・副会長：『お前もだよ馬鹿野郎……！』

・しとお：『ともあれ母上達は少々やり過ぎたので御座りますね？』

・成成成：『うわァ──！　何でこんな馬鹿集団と一緒になってんですゥ──!?』
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「成程のう。……まあ、大罪武装ロイズモイ・オプロが効かなかった場合、創世計画という保険があるという事よの。では、ちょっと話を変えるが、大罪武装は、どう使うのだえ？

　まさか、信長に大罪武装を撃ち込むのかえ？」

　義よし光あきとしては、気になる部分だ。

　……私も、その時には同道するであろうしのう。

「実際の手法、聞かせてくれるかえ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。──反対意見もあろうと、それ前提で話します」

　と、竹たけ中なかが頭上を指さした。

　夜空がある。その上には、満月ではないが、二つの月がある。

「第二の月に到達し、あれを破壊します」

　彼女は画面に、第二の月を表示する。

「ちょっと先に、第二の月がどういうものか、解説します」
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　……昔に、十じつ本ぽん槍やりの皆に、こういう解説をよくしましたねー。

　第二の月は創世計画の肝だ、というか、本体とも言える。何しろ、

「第二の月こそが、運命の住まう場所。与えられた人格の保管庫として設定されたのがあの場所です」

　昔、自分もこれについてはよく知らなかった。

　十本槍の皆に教えるために資料を集め、必要ならば元もと信のぶ公達に説明もした。

　そうやって培った知識だ。

「第二の月は、実際の月よりも遙かに地球寄りを公転しています。その速度と大きさの関係で、本当の月と同じ大きさに見えているんですね」

「だから、吸い上げられた本ほん能のう寺じと信のぶ長なが公が、第二の月にすぐ達した訳ですね？」

　清きよ正まさの母の言葉に、こちらは頷うなずきを返した。

「Ｊｕｄジヤツジ．、でもアレは、流体の経路を利用した吸い上げなので、実のところ空間転移に近いものがあります。だからこそ、それが終わった後、吸い上げを失った周辺物が落下を続けた訳ですけど」

　そして、

「今、信長と第二の月は、運命によって結ばれているとも言えます」
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　竹たけ中なかの言葉に、三みつ成なりは頷いた。

「実際、信長は運命のアクセスポイントとしての機能を持っています。大体、創世計画のＯＳは彼女に所在するので、ある意味、彼女が創世計画そのものなんですね」

　言いつつ、自分はテーブルに置いてある料理を皿に取っていく。大食いではないが、種類を多めにとっていくのが自分流だ。

　……しかし、信長とＯＳの関係をどう話したものですか……。

　信長、と言い切れている辺り、所属や認識として、情報体だからこその割り切りはついている。向こうは、もう、敵なのだ。そう思っていると、副長が問うて来た。

「……つまり、運命の窓口になっている信長を殺せば、ＯＳなど無視で、倒せる？」

　そんな副長の言葉を、すぐに立たち花ばな・誾ぎんが補足する。

「運命の人格が、信のぶ長ながを通して実在化している、という事ですか？

　実在化した運命の人格として信長を失わせれば、それを殺せる、と」

「Ｊｕｄジヤツジ．、実際は、少々違いますが、概要としてはその通りです」

　ただし、と己は言った。

「大罪武装ロイズモイ・オプロは運命のアップデートです。人格部分ではなくとも、運命の何処どこかに撃ち込めばそれは適用されます。寧むしろ、外に出ている人格部分より、後ろの本体である第二の月に撃ち込んだ方が、外さず当てるという意味では安全でしょうね」

　あ、と声が上がった。

　従士だ。彼女は胸をなで下ろし、

「自分、信長に大罪武装撃ち込むんだとしたら、ヤダなあ、って思ってたんですが、そういう事にはならなさそうなんですね？」

「寧ろ、棲すみ分わけが効いてる感じです。

　創世計画ならば、運命の人格を抽出した信長に接し、ＯＳを直接操作。

　大罪武装なら、第二の月に撃ち込んだ方が安全。

　そんな棲み分けですね」

「聞きました──」

　と言う声に皆で振り向くと、運命の借体がいた。

　彼女は両腕を振り上げたアピールポーズだが、全員の視線が向くとそのまま塩に戻った。
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・貧従士：『えっ？　ちょっと、ちょっと、今の有りなんですか!?』

・○べ屋：『今ので作戦に対応されたら、ちょっと笑っちゃうよね！』

・不退転：『改めて、向こうが無茶苦茶有利だというのを理解させられたわね……』

・副会長：『というか気楽過ぎるだろう運命……！』
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　……成程なあ。

　と、正まさ純ずみは頷うなずいた。飲み物は冷やした茶だ。口の中を洗うようにして、

「……創世計画は動いていて、まあ、何か今ちょっとあったが、いろいろ方策はあるのだな？」

「Ｊｕｄ．、まあ、確かに今ちょっとありましたけど、だとしたらこっちもこっちで、また何か考えていくだけですねー」

　やれやれ、という口調の竹たけ中なかに対しては、同意の苦笑しかない。

　対するように、嘉よし明あきが振り向いた。

「そちら、というか私達、……どういう方法で運命を止めるのかしら？　あ、大罪武装ロイズモイ・オプロメインなのは解わかったから、そこまでの道中として」

　そうだなあ、と己はネシンバラに視線を向ける。

「おい、ネシンバラ、何だっけ、作戦名」

「あれだけ大々的にぶちまけておいて忘れたのかい!?　〝月の指輪〟だよ！」

　恥ずかし過ぎて忘れてた。
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・不退転：『というかどういう作戦なのか、こっちに全く伝わってないんだけど』

・ウキー：『言っておくが、こういう物言いの成なる実みは、まだ怒ってないからな？　次辺りで危険だから憶おぼえておくといい』

・未熟者：『プレッシャーを掛けに来たね!?　そうだね!?』

・副会長：『いや、お前、こっちは今、外交とかで忙しいが、そろそろ一段落付く時期なんだからちゃんと考えておけよ』
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「いや、考えているよ？　というか、考えた上での作戦だからね」

　と、ネシンバラは皆の半目に対してポーズをとって構えた。

　昨今、後輩連中まで容赦なく半目を向けてくるようになったから世界は厳しい。だがよく考えたら、身内に襲名者が一気に増えた訳でこっちとしては超盛り上がる。

　……後輩に頭を下げてサインを貰もらいに行くのは、プライドとかそういうの無関係でちょっとぞくぞくするね……！

　ビミョーに、〝先輩だから〟〝親の知り合いだから〟というマウントがある気もするが、それもそれだ。

　他人のおかげで美味うまい汁。いい事だと思う。

　だがまあ、こっちだって、何も考えていない訳じゃない。

「ではちょっと、ネタを広げようか。──第二の月に対して、どうアプローチをするのか」
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　ネシンバラには思案があった。

「道を作ろうと、そう思うんだ」

　道だ。

「第二の月にまで伸びる道を作り、そこに武蔵むさしを通過させる」

　言った。

　すると言葉を投げた先で、皆が首を傾かしげている。

　そんな中で、直なお政まさが義腕の手を上げ、

「……道って、どういうものさね？　まさか舗装する訳じゃないだろう？」

「そりゃそうさ。僕が考えているのは、君達の四し聖せいが作る力場の道だよ」

　概要図はこうだ、と、表示枠サインフレームを己は展開する。

　作図は昨夜ゆうべに済ませてある。第二の月があり、地上からこう、道が伸びる。

「解わかるかい？」

　問うと、近くに居るバルフェットが首を傾かしげた。

「器から……、素そう麵めんが下に落ちてますか？」

「惜しい！　否、全く惜しくないよ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と糟かす屋やが手を上げた。

「御皿からパスタですのね？」

「頼むから食事から離れてくれないか!?」

　Ｊｕｄ．！　と本ほん多だ・二ふた代よが手を上げた。

「器から素麵が落ちているので御座るな!?」

「君、ここまでの話を全く聞いてないよね!?　そうだよね!?」

　仕方ない。理解力のない連中のために、言葉を尽くそう。

「こっちの円が第二の月で、この二つのラインが道だよ。解るね？」
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・ホラ子：『解りますね!?　そう、解りますねトーリ様！』

・俺　　：『これ、言った者勝ちにしようとして失敗してねえ？』

・□□凸：『というか。道でしたら、線をもうちょっとまっすぐ……』

・未熟者：『いや、フリーハンドだから味があるんだよ！　定規を使うのは邪道だね！』

・●　画：『綺き麗れいに速く描こうってのに喧けん嘩か売ってる？　あア!?』
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　何かいろいろ飛び火しているようだが、皆の理解力が足りないせいだろう、とネシンバラは思った。

　何故なぜなら自分にはこの作図、よく解る。他人が出してきたら知らんが。

　ともあれ全員にこれは見せた。だから言う。

「──四聖の結界を武蔵むさしの出力で強化し、道を作るんだ」

「どうやって？」

「道みち征ゆき白びやつ虎この道をベースに、拡大する」

　方法は、それだ。

「利点としては、道を作る事によって、安定性が増す。

　相手は第二の月に向かわせないよう、自分の戦士団をいろいろな方向から振ってくると思うんだけど、道を作っておく事によって、ルートが確定出来る。

　万が一、戦場を外れた人が居ても、復帰や退避が楽だろう」

　すると、クロスユナイトが手を上げた。

「何だい？　クロスユナイト君」

「その道は、何処どこから何処まで通じるので御座る？」

「まあ、武蔵むさしから発されて第二の月まで、だろうね」

「……第二の月は、地球の周囲を公転してるで御座ろう？」

　つまり、

「武蔵から、その道の角度を常に変更していかねばならぬのでは？」
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・金マル：『アチャー』

・ゆたか：『あ、そういう事ですか。確かにそうですね……』

・きめえ：『じゃあ、どういう風にするのがいいのかしら』

・武　蔵：『被弾面積を少なくするため、月に対して正対する事が正解でしょう。その上で、立体的に敵が迫る事を考え、各軸の各方角に味方を配置出来れば、と』
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「ま、待ってくれ！　まだ不可能と決まった訳じゃない！」

　と狼狽うろたえムーブをする書記を視界の隅において、ネイメアは一息を吐いた。

「まあ大体、これまでの事は、今のようなノリで纏まとまってきた、という感じですのね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ここから先、無理に何か発案しようとすると、今みたいになる。

　つまりここでお開きだが、まあ、まだ何か失念していた場合は、宜しく頼む。

　末世解決のため、第二の月に向かうのは──」

「十二月三十日です、正まさ純ずみ。それが今年最後の満月ですね」

「Ｊｕｄ．、だとすれば、後、一ヶ月後か」

　副会長の言葉に、皆が頷うなずく。

　……後一月で、世界の流れが決まりますのね。

「……不思議な話ですのね」

「何がですか？　ネイメア」

「ええ、さっき清きよ正まさも似たような事言いましたけど、──世界が滅びたら、終わりな一方、世界が滅びないなら、いつも通りの事をやっていきますのよね？」

　何となく、こう思うのだ。

「世界が滅びなかったら、何か、御褒美欲しいですの」
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・現役娘：『あ、私、その場合は、うちの人と食事の豪遊しながら極東一周旅行とか、そんな予定を組んでますのよ？』

・未熟者：『僕もその時は、欲しかった漫画草紙のセットを一気購入するね！』

・●　画：『私もそうなったら、私的に機殻箒シヤーレベーゼンを一機注文しようかしら。多分、生活のちょっとした切り替えとか、必要だと思うし』





●






　何やらまあ、実況通神チヤツト内が賑にぎやかになる中で、清きよ正まさは母と父を見た。

　母が、父の手を握り、父がそれを握り返している。

　……そうですね。

　母と父にとっては、現状が続くという、その事が最大の報償なのだ。

・巨　正：『世界の現状自体に関わる人達にとっては、何も無い、という事が、最大の幸いとなるのでしょうね』

・賢姉様：『フフ、一番大事なのは〝いつも通り〟よ。だから、どう考えるか、って事ね』

・ＡｎＧ：『どういう事？』

・ゆたか：『何事もない事が〝いつも通り〟なのか。それとも、こういうトラブルがあって、解決して、そして自分達でパっとハレるのが〝いつも通り〟なのか。

　前者だと、トラブルに負けてしまいますけど、後者だったら、トラブルに負けません。

　後の祝いも含めて、高いレベルの〝いつも通り〟にしたいですよね。

　──そういう事ですよね？　父姉様』

　豊ゆたかが、総長の姉に頭を撫なでられ、笑顔で卒倒した。

・黒　狼：『豊！　豊！　目的は果たしましたのよ!?』

　一体何が。だがまあ、

・６　　：『備えあれば憂い無し、という事だな』

　そういう事だと思う。

　トラブルへの対策は大なり小なりあろう。人によって出来る事は違う。だけど、

「──こういう末世のトラブルも、また、〝いつも通り〟で起こりうる事だと、そう解わかっているなら、その後の事も考えていられる、という事でしょう」

「では末世を解決したならば、青雷亭ブルーサンダーは一ヶ月程〝ホライゾンの超絶メニュー〟を執り行うと、店主様に進言しましょうか」

　それは危険な気が。
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　結局、軽く宴会状態になりながら、途中で、

「……授業の進行度、ヤバくね？」

　みたいな、皆が静かに額を合わせる時間帯も持ちながら、打ち上げは終了した。

　酒も出たため、羽は柴しば勢の幾人かは豊ゆたかとネイメアの部屋で寝て帰る事になり、

「何これ!?　広いよ！」

　という抗議だか驚きだか解わからない反応もありつつ、解散となったのだ。

　一方で片付けは必要で、本舗組は、メアリや点てん蔵ぞう、両腕や、〝武蔵むさし野の〟が派遣した自動人形達と言った面々と清掃を行い、浅あさ間まの禊祓みそぎで場を締めたのである。

「明日からは、明日からの体制、というところだな」

　これまでの問題は一区切り。

　つまりは、対末世とも言うべき、作戦名〝月の指輪〟の準備が、明日から始まる事となったのである。







[image: 第六十四章『〝前〟と〝後〟の女達』]
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「ただいま」

　と、浅あさ間まがミトツダイラと共に本舗に戻ると、彼がホライゾンと一緒に茶を用意してくれていた。

「おう、お帰り。──何だかんだで午前様コースだったな」

「鈴すずの湯の前や、うちの実家だったら、皆して、もっと遅くまで騒いだでしょうね」

　皆が寝る場所があるというのは、そういう事だ。だけど、

「明日から、皆、切り替えるとしたら、……今後は、ああいう寝泊まりのガールズトークとか、なかなか出来そうにないですね」

「あら、準備期間中、皆で何かする時はあると思いますのよ？　それに、──各国、当然のように武蔵むさしにはいろいろ要求をしてきますもの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、マー忙しくなったらホライゾンをお呼び下さい。両腕と共に、一瞬でカタを付けて差し上げましょう」

「うーん、どう言えばいいか解わからないですけど、心強いです」

　と、何となく決まっているテーブルの位置につく。

　すると、入口のドアを開け、喜き美みが入って来た。

「あ、お風ふ呂ろ先、いいわね？」

「ええ、私は構いません。どうぞどうぞ」

　皆を見ると、一様に頷うなずく。そして喜美が髪の飾り布を外しながら、

「とりあえず、周囲の禊祓みそぎとか、舞っておいたから」

　ミトツダイラ共とも々ども肩を叩たたかれた。

「あと、ちゃんとなさい？」
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　う、と浅間が言葉を詰めたのを、ミトツダイラは見た。

　何となくではあるが、どういう事かは解っている。

　……ヴェストファーレン後ですのねー……。

　ホライゾンや、王にも通じているだろう。だが、一応、問うておく。

「覚悟は決まりましたの？」

「いや、覚悟っていうか。用意は、まあ」

　と浅間が言うと、ホライゾンが緩やかに手を上げた。

「まさか浅間様、一八七三回を超える暴挙に」

「ぼ、暴挙って言った！　言ったな！」

「いやそういう、回数問題じゃないんで、今回、ええ」

「じゃあ、どういう事ですの？」

「東とう照しよう宮ぐうの設定として、という事ですね」

　と、浅あさ間まが、表示枠サインフレームを出す。

　そこに映るのは、本舗の裏手に作られた東照宮の拝殿だ。

「こちら、完成しました、東照宮です。今、ここにトーリ君を奉まつる用意も出来ています」

　それは解わかる。王もホライゾンも頷うなずく。

　二人の動きを促しと見たのか、浅間が、東照宮の横に浅間神社の画像を置く。

「でまあ、東照宮の設定とかは、浅間神社から持ち出してます。これの設定関係は浅間神社との連携も残している上で、神様としてはとりあえずサクヤを仮の全体管理者として置いて、神格性を確保しています」

「つまり我が王の神格性に疑問を持たれた場合、サクヤ由来の神社だから、と、そういう事が言えますのね？」

「はい。何しろ現あら人ひと神がみなので、系列神社がなければ、権能や術式なんかも無いんですね。だから浅間神社と提携で、サクヤが全体管理者になる、という事と引き替えで、浅間神社の加護とか何とか、ほぼ全部、こっちでも無代演で使えるようにしました」

　だから、

「トーリ君は浅間神社内の大おお椿つばき系ですけど、浅間神社と東照宮が代演ゼロの身内関係になったので、大椿系の術式はロスゼロで使用出来ます」

　告げた言葉に、ちょっと考えた。何となく疑問に思ったのは、

「私やホライゾンは、どっちにすべきですの？　喜き美みも」

「あ、はい、今のところは、どっちにしても問題ないと思います」

　何故なぜなら、

「現状、東照宮としての術式や加護で組んでいるのは、トーリ君専用のものだけです。

　これから先、浅間神社と東照宮を区別したり、どちらか一方でしか使えない、という術式が開発されれば別ですが、現状はそれが無いので」

・賢姉様：『フフ、じゃあ、愚弟がリアルで何か制限くらった時とかは、どうなるの？』

・あさま：『その場合、やはり東照宮の機能が落ちます。ただそれは、浅間神社であっても同じ事なのと、トーリ君の術式や加護、神様としてのセキュリティは私が担当するので、そこらへんは私次第ですね』

「浅間様には御世話をお掛けしますねえ」

　ホライゾンが深く頷くのも、その通りだと思う。だが浅間が苦笑して、

「いや、浅間神社の方も、ほら、完全に私のものじゃなくて、歴代からの積み重ねがあるじゃないですか。だけど東照宮は、トーリ君主体で基礎が設定出来るから、楽といえばこっちの方が楽ですね。浅あさ間ま神社を、ここからはライブラリとして自由に使えますし」

・賢姉様：『これまでは総合の中で、愚弟の管理に必要なものを割り出していたけど、ここから先は専用、って事でいいのかしら？』

　はい、と浅間が頷うなずいた。

・あさま：『初期では、当然、足りない部分も出てくると思います。それはまあ、今後の追加や調整があるとして、──最終的には、東とう照しよう宮ぐうの方がトーリ君専用としては高性能な状態にアップ出来ると思います』
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　……あら。

　とミトツダイラは思った。

・銀　狼：『覚悟、決まってますのね』

・あさま：『え？』

　自分で言っていて、気付かないのだろうか。だって、今後の追加や調整とは、どういう事かといえば、

・銀　狼：『──大枠、末世解決の年末までに、ある程度はやっておかないと駄目ですのよ？　一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうなるものでもないでしょうし』
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　まあそうですね、と浅間は自分の思いを自覚した。

「あ、ただ、本舗組は、出来れば東照宮に登録変更あると、いい事あります」

「何か貰もらえるんですか」

　はい、と己は頷く。

　表示枠サインフレームの中身を一度消して、彼の設定画面をトップに出す。そして横にホライゾンと喜き美みの設定を置き、自分とミトツダイラのものをホライゾンの下に置く。

「ええと、簡単に図示するとこうですね」

・賢姉様：『フフ、見えないわよ？　お・馬・鹿・さんっ』

　画面の表示設定を共有しておいた。

　……こういうのも、まだちょっと甘い処ところありますねー……。

　だけどこれからは、多分、変わるだろう。

「トーリ君が現あら人ひと神がみとして東照宮に入って、私がその辺りの設定をサクヤに通した時、トーリ君の神格は、襲名とかそういうこっちの世界抜きで、神界の方でも確定されます」

　するとどうなるか。

「私達、神様の家族と、そうなるんです」
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　ホライゾンが手を上げるのを、浅あさ間まは見た。

「何ですか、ホライゾン」

「内縁というヤツですが、それでも適用されるのですか？」

「えーと」

　なかなか鋭い。だけど、

「まあ、正式には神前結婚必要ですね。ただ、サクヤがそっち方面も出来る神様ですから、私達の方としては、とりあえず、仮で通ってます。

　逆に、親族である喜き美みはもう、〝現あら人ひと神がみの姉〟になりますね」

・賢姉様：『あら、ランクアップ？』

「人間として目立って能力が上がるとか、そういうのじゃありませんけど、寿命延びたりとか、流体の獲得性が上がるとか、そんな感じだと思います。すみません、ここらへん、統計少ないのと結構バラバラなので、まあそういう特典がある、という感じで」

　あと、

「ちょっと残念ですけど、トーリ君のお母さんとお父さんには、このボーナス付かないと思います。もしくは付いても、運気上昇くらいじゃないのかな、って」

「どういう事？」

「ええ、〝現人神〟なので、トーリ君は御お二人ふたりから〝人〟として生まれたんですね。だからまあ、〝神〟を養育した、という事にはなると思いますが、ちょっと深くは無理だと思います」

「肝心なところで恩知らずですねえ、トーリ様」

「うーん、ここらへん、私の方から話しておきますね」

　ただ、と己は言う。

「一番強く貰もらえるのは、妻になるホライゾンです。そして、喜美。次に私達、となりますね」

「私達も、ですの？」

「いやまあ、続柄上もありますけど、ほら、魂の共有化もしてるので」

　ああ、と皆が頷うなずく。

　理解が得られれば簡単だ。逆にこっちから話を進めるべきだったか、とも思う。

「なので、トーリ君に対しては、私達は加圧器みたいな役割を発揮出来ると思いますし、また、子機というか、ちょっとした窓口的な事も出来ると思います。

　ここらは、ええと、調整期間中に試験していく感じですね」

「何だか随分と有利ですけど……、サクヤの方はいいんですの？」

・鉄火女：『私としたら、強力な麾き下かっていうか、仲間か、そんなものが出来た感だな。

あと、お前達が神格の補助を得るなら、格の高い神奏者がいる事になるから、そういった意味でも、東とう照しよう宮ぐうに行ってくれた方が有り難い』

「まあそういう事です」

　と、己は言って、表示枠サインフレームを閉じた。

　……ええと、これで大体、必要な情報は出しましたね？

　だが、あと、問題が一つある。しかし、

「ここから先の深い部分は、トーリ君と私の間、という事になりますね」

「東照宮と、そこに仕える巫女みこ、という事ですのね？」

「はい。なのでまあ、ちょっと、御容赦欲しいかな、と」

　窺うかがう。するとホライゾンが三度頷うなずき、テーブルの下から〝○〟のプラカードを出した。

「Ｊｕｄジヤツジ．、損得の部分もですが、業務以外での手はオープンであると判断します。

　あとは、では、今後のレギュレーションを決めましょう」
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　とりあえず、王には厨ちゆう房ぼうに入って貰もらう。

　そしてテーブルの方では、女三人。こっちは自分と浅あさ間ま、向こうはホライゾンという構図で、

「ぶっちゃけ、前も言いましたが、一番使用率が高いのは浅間様だと思います」

「いや、それは……」

　真顔を向けると浅間が額に手を当てた。彼女は、ややあってから右の人差し指を立て、

「何か誤解があると思います」

「誤解無しに、──自然な流れでそうなりますの？」

　うーん、と浅間が腕を組んで唸うなる横で、こちらは手を上げて提案する。

「基本、我が王に分身して頂く、というのはどうですの？」

「いや常時はちょっと」

「そうなんですか？」

「Ｊｕｄ．、いるとウザい時もあります」

「オイイイイイイイイイイイイ！　聞こえてる！」

　ほら、とホライゾンが指を差す。

「あんな感じです。とりあえずホライゾンは常識的な人間というか自動人形なので、たまには静かにしたいとか、他の誰だれかのスケジュール一切気にしないで〝アー！　自由──！〟とか叫びたくなったりする時もある訳です。

　そんな時、トーリ様は、とりあえず拒否られると死に掛けるような弱い生物ですので、万が一、こっちが〝今日は要らない〟となって拒否るなら、基本分身してない方がいいのでは」

「では、我が王が一緒の方が良い時は、どうしますの」

「〝トーリ様、もう一丁〟って感じで、小分けにして持って帰ればいいのでは」

「俺おれ、何か御菓子か何かになってる？」

「196ml出しますからねえ」

　茶を飲みかけていた浅あさ間まが噴いた。そして彼女が、

「ええとまあ、分身術式を、皆に預けておくのは、出来ます」

「大丈夫ですの？」

「ええ。裏に本社があって、地相的にほぼ直結。しかも神格本人ですし、私達も魂を共有しているとなると、分身の負担はかなり低いですから。ただまあ、出来れば本舗の外には出ないというか、本舗と本社の周辺くらいまでで御願いします。地相の外なので」

　あと、と彼女が前置きした。

「これは私の提案なんですが、トーリ君を分けて、たとえば私達一人ずつにずっと当てている、というのは、なるべくしたくありません」

「その理由は？」

「私達がここに来たのは、そういう事じゃないからです」

　成程、と己は思った。

「──私達は王とホライゾンを助けて、頼られたり、また自分もそうされたり、という関係のために来たんですものね」

　だとすれば、浅間の言う事は解わかる。

「王とホライゾンと私達、それが、分けられるのは、時間や人数の都合上、仕方ないとしても、それが常態化するのは、破は綻たんしてますわ」
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　浅間が、こちらの台詞せりふに頷うなずく。

「常態化は、元々の発想でやってみたけど、やっぱり無理だった、という、当初の目もく論ろ見みが破綻した時か、そっちの方が当初のそれを叶かなえられると、そう解った時でいいと、そういう風に思うんですね。それに、基本はやはり、私達、トーリ君とホライゾンの関係に加わってきた側なので、ホライゾン優先です」

「では、ホライゾンがトーリ様を独占したいと、そうなった場合は？」

「その時は──」

　と、自分と浅間は、顔を見合わせ、そしてホライゾンへと振り返る。

　同時に言った。

「神界の事など、充分な余録で満足ですの」

「あ、この前の見切れなかった動画下さい」

　言って、顔を見合わせた。

「──智とも？」

　努めて笑顔で言ってみる。すると巫女みこは赤面狼狽うろたえと言う高度な表情で、

「い、いや、ミトも素直になりましょうよ！　洗濯物下さい、とか！」

「私そこまで犬じゃありませんのよ……!?」

　正面を見ると、鈍い汗を搔かいたホライゾンが手を上げている。

　何かと思えば、

「そこまで追い詰まらんでも……、と思いましたので、独占禁止法を出す事とします」

「それはまた……」

「まあ、テキトーでいいと思いますよ。何となく、そんな感じが見えてきているというか、力を抜いていいのだな、と」

　ホライゾンが、辺りを示すように、手を軽く上で回した。

「たとえば浅あさ間ま様やミトツダイラ様、喜き美み様が、今日はチョイとトーリ様は要らんか、と思った時、ホライゾンが襟えり首くび摑つかめば、自動的に独占となります」

　そして、

「そういう時は、結構、多いと思うのですね」
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　それに、とホライゾンは言葉を続ける。

「このところの本舗の生活。もう既に五ヶ月程を過ごしていますが、お二人の生活なども、よく見えております。ぶっちゃけ、一番暇なのは、お二人のフォローもあって、このホライゾン。そして一番忙しいのは、浅間様でしょう。夜もよく、自室で設定回りや、術式の開発などされてらっしゃいます」

「アー、まあ、ハイ……」

　そうですね、と己は頷うなずいた。

「ゆえに晩遅くまで仕事したストレスをトーリ様で発散とか、仕事続きだった分のタメ打ちをトーリ様相手に一丁とか、そうなる訳ですが」

「智ともが労働基準を守れば、この辺りの疑惑が晴れるかもしれませんわね」

「ちょっとちょっとちょっとちょっと」

「とりあえず無視します」

「ハイ……」

　だがまあ、と己は言葉を続ける。

「ミトツダイラ様も、領地の経営や香水業者や肉の卸など、いろいろされてますね。また、深夜番や早朝からの訓練などもあります。意外と御自分の時間がありません」

　ならば、

「ここにいて、空いた時間があるならば、トーリ様の摂取に限らず、いい時間を差し上げたいと、大家としては、そう思いますね」
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　じゃあ、と浅あさ間まが小さく手を上げたのを、ホライゾンは見た。

「トーリ君の分身云うん々ぬんについては、それぞれ術式を提供しますので、それで。トーリ君との同意の上、という事で御願いします。トーリ君も、自分の時間は大事ですから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それがいいでしょう。とりあえず動かしてみる。悪いと思ったら直す。そのくらい気楽で、いいと思います。──既に半年近く、この生活を続けて大丈夫ですからね。瓦が解かいのトリガーなどもあるのかもしれませんが、早期で相談するのが良いかと」

「──ですわね、隠し事していても、魂が繫つながってますもの。無意味ですわ」

「はい。じゃあ、ええと、……今夜から、分身術式を出します」

　よく決断した、と判断出来たので、拍手しておく。

　と、顔横に表示枠サインフレームが来た。これが配布分だろう。

「浅間様、十五人分とか、一体今夜、どのような事を……」

「い、一気に使う必要ないですからね？　そういう事じゃないですよ!?」

・賢姉様：『あれ？　私の方にも来てるけど、貰もらえるの？』

・あさま：『喜美が一番フラットだと思うので、たとえば分身術式に限らず、トーリ君がメンタルとか体調とか不安定になったら、喜美の方の分身情報からその整調化を行います。

　つまり喜美のところでトーリ君の最新バックアップデータを作る感じですね』

「それは一体、どうなります？」

「うどん王国の時のように、たとえば術式などを掛けられて死にそうになった場合、それを身代わりにしたり、食らう直前で展開して条件を不備にしたりと出来ます」

　だから、と浅間が軽く手を振る。すると術式の追加が来た。だがその内容は、

「私達の分身術式です」

　浅間が自分の胸に手を当てて言う。

「私達にも同じ事が適用出来るので、適時、分身を一度作ってバックアップをしておくと、何かあった際、そこまでバックロール出来ます」

「でも、バックロールの使用期限、ありますわよね？」

「はい、ベースとなる部分の変動が大きい場合、〝型〟が合わなくて適用出来なくなります。例えば一ヶ月で体重が激減や激増した場合、その〝固定分〟が大き過ぎるとアウトです。

　あ、一応水太りとかの場合はいけるんじゃないかな、とか……」

「な、何かリアルなたとえ話ですのよ……!?」

「Ｊｕｄ．、──つまり分身でバックアップをとって、たとえば直後に毒を受けた場合などは、どうなります？」

「あー、その場合、〝毒を受けてない〟状態にバックロールされますが、毒は消えません。

　戻せるのは私達の身体からだの〝型〟だと思って下さい。

　逆に言えば、〝型〟を変動させるような、術式的な攻撃や、怪異、地脈や流体的な変異については無効化出来る可能性が高いです」

　成程、と己は応じた。

　……随分と、安全性が増しますね……。

「しかしこれ、つまりはホライゾン達のベースが大きく変わると駄目、という事は……、先程のトーリ様の神格化の家族関係云うん々ぬん、引っかかるのでは？」

「はい、だから今使っても、それ以後は適用出来ないですね。神格性の確定によってトーリ君の〝型〟が今以上に変わりますし、それによって私達も〝神の眷けん属ぞく〟になるので」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。浅あさ間まに軽く頭を下げ、

「ともあれトーリ様の安全が、また一段上で確保出来る、という事ですね」

「……やはり不安はありますか？」

　ある。ゆえに自分は、軽く右の手を振った。

「〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟で見た過去の中、ホライゾンとトーリ様は過去の後悔に食われそうになりました。

　あれは流体的な分解の表現であったと思いますが、あれをキャンセル出来ますか」

　問うと、浅間が微笑した。ちょっと得意げ、という珍しい表情で、

「そういうのを、想定してました」

「──さっきも言ってましたわよね？　うどん王国で我が王が死んだ時のあれを、回避出来るものだと」

「はい、あれはもうありませんけど、──似たものはキャンセル出来ます。継続性のある攻撃に対しては、一時的な回復になりますけど、でも充分、時間は稼げますよね」

　Ｊｕｄ．、と応じるしかない。

「やはり浅間様、この手のセキュリティや防御系については、プロなのですね」

「いや、それ程でも」

「──で、実際、御自分にも分身を掛けてどのような合体を」
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　……ストレートに来ましたわね……。

　ミトツダイラが浅間を見ると、浅間が鈍い汗を搔かいている。

「いや、その辺り、前も言いましたけど、ええ、変化が欲しいな、と思った時のその心を否定する訳じゃありませんし、これは私達のバックアップを優先とするものであって、悪用というか、想定外の使い方は出来るんですけど、あまり表にはしない方が──」

「前と同じで何言ってるか解わからなくなって行ってますのよ？」

　いやまあ、と浅あさ間まが項うな垂だれる。

　そのまま彼女は、テーブルに乗った自分の胸に顔を寝かす、という荒技をして、

「ぶっちゃけ私、こういうの、もうちょっと情緒があると思ってたんですよね……」

「……本舗組全員がそう思っていたと思いますけど、千五百回ブチ込んだのは智ともですのよ？」

「あれは衝撃的でした。ええ」

「いやその前にプロレスがありましたし……」

　言われてみるとそんな気もする。というかあっちの衝撃はかなり凄すごくて、逆に頭からスッポ抜けていた。

「とはいえまあ、トーリ様の存在が極東というか、世界に結構関わるというクソ面倒な事になっているので、致し方ない部分もあります。

　この辺り、ホライゾンも同様なところがあり、何分、想定外である部分も多いですね。

　なので浅間様の仰おつしやる事は、確かにそうだと思います」

　つまり、とホライゾンが言った。

「開き直ってエンジョイした方が良いんじゃないでしょうか」

「流石さすがですわ……」

「いや、ミトツダイラ様も、カーチャン様を見習った方が気が楽では」

「いえ、母は騎士ではありませんもの」

　この辺り、立場の違いによる〝こうあるべき〟が、参考に出来ない部分がある。

　母との関係で、恐らく明確に違うのがここだ。

　母は人狼女王レーネ・デ・ガルウだが、一人の女で、自分は騎士だ。

「ですけどまあ、……プライベートな部分では、それなりに自由にしますけどね」
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　随分と自分も変わったものだと、ミトツダイラはそう思う。だが、

「三み河かわからこちら、半年以上経たってますものね。──関係も、自分も、変わって行くには充分な時間だと思いますわ」

「確かに。──神界行って、浅あさ間ま神社の主神とツーカーになるとか、三河の時点では想像出来なかったですよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンも、この半年以上をもって、自分の中でネタの流行はやり廃すたりがここまであるのかと、やや驚きです」

「一時期、戦闘員ネタが流行りましたわよね」

「アレは今でもイケてると思うのですが、昨今、会議などが多くなったため、悪目立ちをしてもいけますまい、やや控えております」

　……そんな気遣いが……。

　思っていると、王がキッチンから顔を出した。

「おーい、どんな感じ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、トーリ様が保護しないとすぐにおっ死ぬと、そんな感じでまとまっております」

　なかなか厳しい。浅あさ間まと顔を見合わせるが、彼女の方も小さく笑っている。

　……さっきまで、ホライゾンは、結構、心配してましたものね。
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　浅間は、ミトツダイラと頷うなずきあって、こう思った。

　随分と自分達の関係も、明確になってきたものです、と。

　あの一五〇一回以降、自分の娘達が来て、その辺りが以前よりも解わかり易やすくなった。

　自分達の出来る事、任せる事が、はっきりしたと言うべきだろうか。

　特に彼を巡る関係については、その傾向が強くなったと思う。

　たとえばホライゾンは、彼を護まもったり、保ったり、という点において、無力に近い。

　それゆえにこちらを頼るし、そこにおいては真剣だ。茶化すような事や、裏返しのような事を言いもするが、

　……私達に、気を許していると、そういう事ですね。

　頭を下げられたり、礼を言われる事も多いが、ホライゾンからの仕事扱いではない。こちらがやるべき事をやって、その結果として生じる余録。つまり彼の安全や、支持が、ホライゾンのものにもなるのだ。

　ゆえにホライゾンはこちらの自由を認め、一方で、彼についてのいろいろな許可は、彼の同意を前提として彼女が判断をする。

　彼もまた、ホライゾンがいなければ、迷うのだ。

　そして自分やミトツダイラは、彼に頼られている。応じる事は可能なので、日々の生活や戦闘など、全面的に支える事が出来るだろう。

　ただ、個人だ。

　世界を相手にするような、誰だれも彼もを見据えたり、過去や未来を思う時、そこに自分達では対応出来ない。

　日々、相手にしている問題のスケールが、違うのだ。

　自分達は、神界に行ったり、人狼ルウガルウの女王であったりするが、世界の動静や、そこに翻ほん弄ろうされる人々を視野に入れていない。

　思うのは、自分の周囲の人々くらいだ。これは娘達が来て、何となくそれぞれが理解している事だと思う。

　だが彼においては、世界を相手にした時、ホライゾンという指針があると、ハマる。

　彼一人でも、皆で支えて行けるかもしれないが、ホライゾンがいるとハマる。

　上手うまい表現ではないが、そうだ。

　完成される、という言い方では、違うと思う。

　不完全な、だが可能性が、溢あふれるというべきか。

　そして自分達がそれを支え、いざとなったら喜き美みが乗り出してくるのだから、

「……私達、要するに、ちょっとした循環ですね」

「え？　何が？」

「トーリ君がヒロインだと、そういう事です」

　以前からちらほら言われていた事だが、何となくしっくり来る。

　そして彼がやってきて、お茶の交換が来る。だが、

「トーリ君」

　自分は彼を手招きした。対する彼は首を傾かしげて、

「何？　浅あさ間ま」

「えいっ」

　寄った彼の額を、差し止めるように自分が右手で押す。すると、

「お」

　彼が二人になった。







[image: 第六十五章『新居の娘達』]
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　……よし！

　浅あさ間まは内心で会心の出来を感じた。

　分身成功だ。

　神界では、流体に満ちているし、当然出来る技だった。だが本舗となると、どうだろう。理屈としては、準備もあるし行けると解わかっていたが、実際に見ると感慨深い。

　……というか自分でちょっと試しましたけどね。

　安全確保の上、二人になってみるのはちょっと新鮮だった。

　仕事が捗はかどる。

　やった！　と思っていたら翌朝戻った時に疲労二倍感覚で死に掛けた。即戻しは駄だ目めだと忘れていたせいだ。疲労軽減術式を倍で突っ込んで数日は髪が荒れたが、今後は気を付けねば。

　そして彼の場合、既に経験者であるせいもあろう。すぐに事態に気付き、

「え？　お？　──アレか！　分裂！」

「分身ですけど、まあ、ええ、似たものではありますね」

　上手うまく行った。嬉うれしい。へへへ、と笑って、ホライゾンに振り向く。

「──どうです？　ホライゾン！」

　と見た視線の先。ホライゾンが眉まゆと口を歪ゆがめていた。

　……うわ、すっごーい嫌そう……。

「……ええと、あの、ホライゾン？」

　そういえばこの分身術式、ホライゾンに見せるのは初めてだった。

　するとホライゾンは、首を傾かしげ、

「これ……、傍はた目めから見ると、えらく迷惑ですよねえ……」

「ああ、うん、その感想は同意します……」

「アデーレ辺りが見たら、どういう感想持ちますかしら」

・ホラ子：『アデーレ様、トーリ様が二人に増えた場合、どう思われますか』

・貧従士：『や、やめて下さいよ！　一人でも挙動不審で扱いが大変なのに、二人になるとか、どうしたらいいんですか！』

・武　蔵：『先にどちらかを番屋に叩たたき込んでおけばいいのでは。──以上』

・ウキー：『二人叩き込んでおいた方がいいと思うぞ？』
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「なかなかの嫌われっぷりですねえ」

　ホライゾンが言った視線の先、馬鹿二人が手の平を左右に振った。

「いやいやいやいや！　今のはアイツらの照れ！　こういう扱いっていうギャグ！　それが解わからないようだと、ホライゾンも俺おれの魅力にまだまだ気付いてないな！」

　動画を流す。

『ンー！　ハッ！　ンー！　アッ、ハッ、ヒ、ど、どう？　いヒィ、ホライゾんんン!?』

「オイイイ！　やめろおお！　その魅力は俺の方で制御不能な魅力だからやめるんだ……！」

「そうだ！　やめるんだ！　その魅力は外に流すと何かが失われていく……！」

　二人だとウザさが増しますけど、まあ賑にぎやかではありますね。

　ともあれこちらは首を傾かしげ、言うだけ言っておく。

「おやおや、これから追加撮影になると知っての台詞せりふですか」

「え？　あー……、まあ、撮るの？」

「ちょっと待って待って、身み嗜だしなみ整えないと」

　無視して浅あさ間まに手で合図すると、彼女が馬鹿の片方の側頭部を、指で押した。

「えいっ」

　馬鹿が三人になった。
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・ホラ子：『アデーレ様、重ねて質問です。まず、トーリ様が三人になったとします』

・貧従士：『ちょ、ちょっと待って下さい！　何か進行してますか!?』

・●　画：『え!?　総長が三人!?　二人で作画してたわ……！』

・ホラ子：『おっとナルゼ様が内容としては早かった。インターセプト、認めましょう。ではアデーレ様、座ざ布ぶ団とん三枚焼失です』

・貧従士：『あああああ！　不安になる上にランクダウン……！』

・ＡｎＧ：『従士先輩ちょっとテンション高い系の人？』
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　また無用な騒ぎを、と思いつつ、ミトツダイラは問うていた。

「片方を押せばいいんですの？　三人以上にする場合」

　ちょっと意外、というのが感想だった。

　すると浅間が振り向いて、三人になって顔を見合わせている王を示す。

「とりあえず、一人追加されたら、他の分身と密度や補完流体量の調整を行います。そういう意味では、トーリ君を分身している術、というより、この本舗と東とう照しよう宮ぐうの中の流体量を管理している、とも言えますね。お互い合計で五人ずつくらいが限界じゃないかな、と」

「五人？」

　問うと、浅間が、王と自分達を手で示す。

「ええと、お互い、です。だから、ホライゾンとトーリ君、喜き美みとトーリ君、ミトとトーリ君、あと私とトーリ君、で、それぞれ合計五人」

　……ん？

　言われた意味が、一瞬解わからなかった。だから、

「ええと、私の場合？」

「ええ、ミトとトーリ君を、それぞれ合計で五人にしていいという事です」

　それはまた。
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・ホラ子：『アデーレ様、トーリ様が二十人になったと仮定します』

・貧従士：『それもう敵国とかに送りつけた方が良くないですか？』

・立花夫：『総長はコミュ能力が高いので、友好を結べるかもしれませんね』

・金マル：『おおう、ムネオがそれ言っちゃうかー』

・□□凸：『何かいい話でまとまりました？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、意見をまとめますと、アデーレ様の現場にトーリ様を二十人叩たたき込んで、コミュ能力で嫌がらせを』

・貧従士：『嫌がらせって言った！　言いましたね!?　ね!?』
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　また賑にぎやかな、と思った浅あさ間まは、一つ頷うなずいたミトツダイラが瞬発加速でホライゾンの横に回ったのを見た。そして二人はこちらを見て、

「つまり今の話にあったように、最大、二十人の我が王ですのね？」

「えーと、まあ、そうなりますね。……でも何でミト、そっちに？」

　言う。すると二人がひそひそと、

「……明らかに、バックアップのためではありませんわよね」

「……ええ、その辺り、ホライゾンは既に察知しておりました」

「き、聞こえてますよ！　二人とも！」

　と、彼が手を上げた。

「俺おれは保もつ訳？」

「え？　あ、はい、浅間神社由来の凄すごい術式と加護で凄い守ります」

「守られちゃうかー」

「大丈夫ですの？」

　こっちの席に戻ってきたミトツダイラが、彼を手で示す。

「多幸感凄過ぎて発狂とか」

『ンー！　ハッ！　ンー！　アッ、ハッ、ヒ、ど、どう？　いヒィ、ホライゾんんン!?』

「オイイイ！　やめるんだその持ちネタは……！」

　……持ちネタでしたっけ……。

　まあいい。そういう事だ。だが、とりあえず気になる派としての狼おおかみは、つまり自分が相当にやらかすという自覚があるのだろう。だからこちらは頷うなずきを見せて、

「大丈夫ですよミト、魂繫つながってますから、トーリ君が多幸感でハジけた時は、ミトがまず中継役として堤防になれると思いますし」

「な、何か変な信頼感ありますのね!?」

　いやまあ、と己は言う。

「……というか、そういう事をする、という前提になっちゃってますけど、もしそうした場合、それぞれの方で一回固めて下さい」

「固める？」

「えいっ」

　と彼の頭を強く押して、もう一人と当てる。すると、

「おおう」

　周囲に幾つか表示枠サインフレームが出て、三人が二人になった。

「術式を展開してからぶつけると、一人戻ります。一斉に戻る事は出来ますが、緊急用ですね。だから休みを入れた上で一人ずつ戻して、調子を確かめて行って下さい。トーリ君がアテられてるようでしたら、ちょっと待つくらいで」

「意外とアナログですねえ」

「術式で抑えちゃう事も出来ますけどね。でも、ほら、分身使用で幸せな時間を得た訳ですから、なるべくそれは──」

　言っている途中で気付いた。

　……しまった……。

　ミトツダイラがホライゾンの横にソッコで回る。そして二人が、

「……分身使用で、幸せな時間と来ましたわね……」

「……流石さすがは浅間様、深い信念がおありで……」

「そ、そこ、聞こえるように言わない！」

　とはいえ、彼が二人だと人数が合わないので、喜き美みの分もつけて四人にしておく。

・ホラ子：『アデーレ様、最終的にトーリ様が四人になりました』

・貧従士：『いや、報告しなくていいですよ！　悪い予感しかしませんし……！』

・俺　　：『ほらほらアデーレ、オメエの現場に行っちゃうぞぉ？　行っちゃうぞぉ？』

・●　画：『え!?　四人!?　良かった、浅間の周りに二人追加するだけでいいわね！』

・あさま：『よくないですよ……！　あと、さっきから通販委託サイトで〝多くても安心！　総長モブ素材〟って矛盾した素材系タイトルが予定欄に出てるんですが……!?』
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　豊ゆたかは、部屋を広げていた。

　嘉よし明あきと安あん治じが泊まり込みになっているので、ネイメアとの部屋の間にあるカーテンを開け、通路側としている方も開け、

「中央にある棚がちょっとアレですけど、周囲をどかしたら何とかなるもんですね」

　と、軽く作った夜食と、置いてある菓子を出す。

　料理は基本、さっきの打ち上げでいろいろ食べた。ならばこの時間帯は、口寂しいのを紛らわすようなもので充分だ。

　煎せん餅べい、堅焼きのビスコッティ。またはポテトのクリスプ。

　明日の朝が洗顔から何から大変そうな、と思うが、浅あさ間ま神社はその辺りの術式も充分に揃そろっている。流石さすが、女神が主神だけはある。

　そして初めは、実況通神チヤツトでのトークから導入。他の皆も含めて何となく話す事は、これから先、末世解決の〝月の指輪〟についてだった。

　誰だれがどういう持ち場につくだろうか。

　自分達の親の補助は出来るだろうか。

　敵は一体どういうのが出るだろうか。

　そう言った事を、定かではない未来に対し、期待とも恐れとも言える感覚で話し、しかし共有し合う。

　何となく、自分が思っていた事を、実況通神越しに清きよ正まさが言った。

・巨　正：『何だか、〝花園アヴアロン〟の中にいるみたいですね』

　室内という、そういう空間にいるせいもあるだろう。清正の部屋も地下。福ふく島しまも隣室だ。自分達の部屋は表層部だが、窓は覗のぞかれないように鎧よろい戸どを下ろしている。

　密室だ。だけど、

・黒　狼：『〝花園〟のお家うちは、窓、ありましたわよ？』

・ＡｎＧ：『でもずっと空、夜空だったよね。下は昼間で』

・きめえ：『下も、夜の時間というか、十二時間周期で夜だったわよ？』

・ＡｎＧ：『そうだっけ？　……あれ？　何かもう、憶おぼえてないなあ』

　そういうものでしょうね、と自分は思った。

・ゆたか：『私も、浅間神社の部屋を、こっちに来てかなり〝思い出しました〟から。

　それまでずっと、明確に憶えてるつもりだったんですけど』

・しとお：『拙せつ者しや、そこらへん、よく解わからんで御座りますなあ……』

・□□凸：『どういう事です？』

・しとお：『いや、生家のイメージとして、地上の、ちょっとした屋敷の記憶があるので御座るが、母上との戦闘の際に現出した母上の実家は、違う形で……』

・黒　竹：『というか、本ほん多だ・忠ただ勝かつ公の家は、三み河かわ崩壊の際に湾の底に沈んでますからねー……。ひょっとして、何処どこかに建て替えたものでは』

　あと、と竹たけ中なかが言った。

・黒　竹：『思い出話に効率を求める場合、言って下さい。皆さんが〝花園アヴアロン〟で住んでいた家や、周囲の状況など、一応、私の方でまとめて、それなりの作図が出来てますんで』

・ＡｎＧ：『あー、それ、面白そうだけど、見ない方がいいなあ』

　安あん治じの言っている事は、何となく解わかる。今は、自分達の切り替えの時期なのだ。

〝花園〟からこちらへ、そして羽は柴しば勢から、武蔵むさし勢へ。

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、短い人生ながら、今が一番幸いだろう。だとすれば、

「もうちょっと、こっちの状況が身に染み込むまで、古いことは〝いい〟ですよね」
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　竹中は、皆の反応に一つの感想を得た。

　……変わりましたね──。

　今、自分は、多た摩まにある自室に戻って来たばかりだ。途中で湯屋に寄って、一回服も洗濯から乾燥を通したために少し遅れた。

　窓の外は地上六階からの眺め。多摩で一番高い部屋を、という注文だ。

　１ＤＫの八畳。三面外壁で一面はテラスつき。ここからだと多摩の幾つもの通りや、ウイングデッキとなっている外交港や、そこに来る船が見えるのが良い。

　今は三征西班牙トレス・エスパニア系が来てますねー、と思いながら荷物をテーブルに置く。

　荷物の中身は打ち上げの料理を保存用の竹器に入れて貰もらったもので、五つ程が乾いた音を立てているから、これで三日くらいは〝足し〟になろう。

　氷ひ室むろにそれらを突っ込んで、表示枠サインフレームを見る。既に親子組以外も混じっていて、

・小　姫：『明日からまた、訓練ですよう？』

・鬼武丸：『小姫、貴様はまず、中等部の卒業が出来るかどうかを考えろ。武蔵上は、高等部が馬鹿でも中等部はM.H.R.R.神聖ローマ帝国より授業が進んでいるぞ』

・ＡｎＧ：『あー、サコーン、キョーミあるんだったらゲコＧちょっと奏塡インストール出来る？　ちょっとママ達の手伝いしようと思ったら装備足りなくて』

・鬼武丸：『勉強の話をしているところで遊びに誘うとは何事だ……！』

・きめえ：『左さ近こんの働きもあって、将軍装備は強装備として充実してるわよ』

・小　姫：『わあい。自動的に許可が出ますよう、この流れ』

・鬼武丸：『時間を決めて遊ぶのだぞ！　いいな！』

　なかなか賑にぎやかだ。さっきまで話していた〝花園アヴアロン〟云うん々ぬんが、一瞬で吹き飛んでいる。

　……だけどそれでいいんです。

　合流の時に思ったのだ。これを最善とするのだと。
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　竹たけ中なかとしては、今の空気に面白さを感じてもいた。

　武蔵むさし勢と合流するまでは、一事が万事と言った感があったと思う。その内情と理由のせいから、十じつ本ぽん槍やりの面々にはお互いしか気を許しにくい部分も有ったのだ。

　ふと、自分のミスで、二に境きよう紋もんが出るかも知れない。それが本ほん能のう寺じ以前の十本槍だ。

　だが合流してから、そう言った張り詰めや、無意識の依存が軽減された。

　親族に対して分散されたとも言えるのだが、

「でも、随分と外に出るようになりました」

　緩い部分は昔からあった。仲間内限定なところも多いが、皆が集まると賑やかになる。

　だけど今は、外に出る。

　日常だ。

　武蔵上は街であり、学生に比べて一般市民が遙かに多い。

　気付けば、教導院の生活とは別で、ちらほらと〝日常〟の彼女達を外で見る。

　特に嘉よし明あきが顕著だ。脇わき坂さかなどは一人でも極東横断みたいな仕事をこなすが、嘉明は意外に内向きだ。任務とかで出る分には真剣にこなすが、一人だと、誰だれかを待つような生活をしがちになっていた。

　夏の合宿で、彼女達があまり外に出されなかったのは、そういった部分の配慮だ。

　それが、多分、いろいろ自分を変えようと思っているのだろう。一人で街に出ているのをよく見かけるし、空も飛んでいる。

　二境紋が出ない、という事や、完全に環境が変わった事が、受け入れられてきたのか。

　この辺りは、嘉明に限らず、皆にもそれなりにあろう。

　……これから、変わっていくといいですね──。

　自分なんかも、結構、そういう〝箍たが〟があるのだろうが、さて何だろうか。
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・ＡｎＧ：『そういやこの前さー。タケ子がスカート穿はいててビックリした。あ、撃つよー』

・巨　正：『竹中様なら、普通に極東のスカートでは？　あ、防御入ります』

・黒　狼：『あ、そうじゃなくて、フレア系の私服ですのよね。K.P.A.Italia辺りの。──って、清きよ正まさ、ちょっと前に出過ぎですの！　あら』

・小　姫：『え？　あー、すみませんですよう！　死んだら再生しないんですようコレ！』

・きめえ：『まあ竹たけ中なか、出しゆつ自じは結構いいところの氏族とか、そういう話もあるし。──あ、豊ゆたかちょっと回復』

・しとお：『確かに竹中様、身の所作は整って御座りますなあ。──あ、間違って前転を』

・ゆたか：『うわあ、後ろから見ていると瓦が解かいのシナリオが』
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　観戦モードで見てるけど、まだまだ下手へたね……、とナルゼは思った。

「すっごい勢いで吹っ飛ばされててちょっと面白いわ」

「あー、ゲコトラはＶＲになるかもって話だし、ここらのモードがＧだと充実したよね。

　でもコレ、不慣れと慣れてるのが混在してるから、逆に酷ひどくなってるだけじゃないかな」

　そうねえ、と〝総長素材集〟に固定ポーズを追加していきながら、己は思う。

　……そこらは、今の私達とあまり変わらないか。

　慣れてるのと慣れてないのと。自分達にも昔、あった事で、そして、

「私達も、末世解決して、たとえば外界デビューとかしたら初心者よね」

「現場が変わると、前の常識とか、通用しないの多いもんねえ」

　そうね、と頷うなずき、ちょっと笑う。

「いろいろ、やりたい事が出てきてるの、知ってる？」

「外界？」

「本土も回ってみたいわ。──M.H.R.R.神聖ローマ帝国の村を、何となく、思い出すのよね」

「ガっちゃんもナイちゃんも、本土出身だからね。──将来的には、向こうで暮らす？」

「それはどうかしら」

　可能性として面白い。だけど、

「そうしたら、きっと、ここでの生活が懐かしくなるし、ここで見てる空に郷愁を感じる事になるんだと思うわ」

　一つ、聞いてみたい質問と、聞いてみたい相手が居る。

「今、この全滅した子達、──あっちの私は、どっちを良いと思ってたのかしら」

「あっちだと、武蔵むさしが欠けて、IZUMOに留とどまってたって、そんな話もあるよね」

「そうね。飛べなくなってたのかしら、武蔵。だとしたら──」

　どうだろう。

「飛べる武蔵を懐かしく思っていた私達に、今の私達は応こたえられるかもしれないのね。

　運命を一発ぶん殴って、前を向かせれば」
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「ちょっと！　このメンバー！　このメンバーでもう一回行こう！　ここでやられっぱなしだと、クセになる気がする！」

　という脇わき坂さかの言葉に、豊ゆたかはちょっと席を外す。

　皆、装備の再構成中だ。自分の方は後衛だったのでほぼ無傷で、諦あきらめ早いプレイだから全滅が見えたらリタイア選択。今は、勝つ事もだけど、皆のコミュニケーションの時間だとも思うので回転を速くしたい。なので、こっちの現場としては、

「何か飲むもののリクエストあります？」

「お茶のホット！」

「炭酸あるかしら」

「私の開けて構いませんのよ。あ、私も同じで」

「はいはい、じゃあちょっと待って下さいね」

　と、氷ひ室むろを開けて準備に入る。自分も面倒だし、お茶でいいだろう。そしてグラスと湯飲みを用意していると、嘉よし明あきが不意に言った。

「末世解決の後、どうするのかしら、二人とも」
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　豊は、どう応じようか迷った。

　嘉明のキャラが解わかっていない訳ではない。寡黙だが、外と中では全く違うくらい、いろいろ考えているのが彼女だ。

　だからとりあえず、前提として、言っておく。

「武蔵むさしというか、極東の学生は、年齢制限が三十五歳になった訳ですよね」

「そうね」

　それは当然、という事だ。

　キッチンの鏡に映る皆を見ていると、脇坂は画面に向かって結構力んだ操作をしていて、だが無言だ。

　ネイメアも、寝転がりながら画面を構えているが、足を泳がせたりしていない。

　……これは嘉明にとってプレッシャーですね。

　なので幼おさな馴な染じみを助けるつもりで、声を送る。

「私は、浅あさ間ま神社代表で、多分、永久就職じゃないかな、って思います。武蔵に余程の事があったとしても、尚なお更さらに私の役は必要になりますから」

「そう」

　……あれっ!?

　何かアッサリやられた。

　否、嘉明らしいといえばらしいか。聞いてみて、問題が無かったという事なのだと、そう思う事にする。だが、

「智ともママも東とう照しよう宮ぐうに永久就職みたいだし、一緒にいろいろ出来そうね」

「え？　あ、はい。お祖父じいさんの方から、既に武蔵むさし上の祭のスケジュールとか、やる事とか貰もらってますけど、母さんの方と共同でいろいろ、アイデア出てます」

「あら、どんな感じですの？」

「ええ、母さん達がバンドやってたりするので、〝孫バンドどうかな!?〟とか」

「アー、うちのママ達の部屋に行った時、楽器をチラチラされてたけど、あれ、キョーミ示してたらそういう話になったかな？　やってみるかな？」

　そうね、と嘉よし明あきが呟つぶやいた。

「豊ゆたか達の母親の方は、……人妻バンドになるのね」

　ネイメアが噴いた。
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「何ですか、その生々しいの……」

　という豊の声に、ネイメアは頷うなずいた。

「ええと、父姉様は絶対に違いますのよ？」

「まあそういうのも有りだとするの」

　という嘉明の声に、嫌味は無い。

　……あら。

　機嫌が良い。見れば翼が不規則に揺れている。これは緊張していない仕草で、向こうの安あん治じのように緩くバタつかせているのとも違う。

　何が彼女をそうさせたのかというと、豊の返答だろう。

　……豊は、武蔵にずっといるかもしれないと、そういう決定ですものね。

　自分はさてどうだろうと、思うまでもない。

「──私、総長連合に入ろうと思ってますの」
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「は？」

　という顔が、二人分こちらを見たので、ちょっとネイメアは嬉うれしくなる。

　思いつきではない。理由もあるのだ。

「だって、私、大御母様も御母様も総長連合ですもの。私も当然、という流れですの」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの家系、という肩書きとは別で、自分なりのちゃんとしたものを持っておきたい。

　それに、

「糟かす屋や・武たけ則のりの襲名は、最後が生死不明な終わり方をしていますの。だから、そちらとは違って、私、次の襲名を考えるなりしないといけませんし、そのためにも総長連合の肩書きはちょっと欲しいですの」

「あ、そっか、年齢制限緩くなるから、襲名も長く続けやすいし、だとすると総長連合入っておくのは、ちょっとした身分証明書代わりになるのか……」

　ややあってから、安あん治じが顔を上げた。

「頭良いじゃんネイ子！」

「それなりに考えてますのよ？」

　だけど、と嘉よし明あきが言った。

「どの辺り、狙ねらってるの？」

「恐らく、特務が増えると思ってますの。副長は現状のままで、補佐も居ますし、だとすると特務系で、他国みたいに三桁けたとか、そういうのもありですのよね」

「キメちゃん、アンジー達も狙ってみる？」

　問いかけに、一瞬、嘉明の動きが止まった。

　何となく追い打ちを掛けてみたくなったので、言ってみる。

「総長連合の試験は、来年二月が最終ですのよ？」

　教えると、ややあってから、嘉明が口を開いた。彼女は、目の前の画面を見ながら、

「──それもまた、意識し過ぎだと思うのよね」

　それも、って、どれですの、と思うが、こういうのが嘉明の持ち味だろう。いろいろと頭の中で思索した結果だ。それに、

・ゆたか：『翼、揺れてますね』

　だったらいいだろう。

　ただまあ、いろいろと大変だ。

「福ふく島しまや、清きよ正まさも、確実に来ますわよね？」

「全員、顔パスで通っちゃうんじゃないの？」

「座学があるわよ」

　……あ。

　という事は、嘉明は既に検討していたと言う事か。キッチンで豊ゆたかが小さく笑う。

　みれば嘉明が翼を揺らしていて、

「清正は、どうかしら。英国と武蔵むさしを繫つなぐ役、となると、生徒会側に行った方がいいようにも思うのよね」

「タケ子は、多分、生徒会っしょ？　書記先輩の補佐とか」

「何か濃いですのね……」

　あー、と声が上がった。豊だ。彼女は盆にそれぞれのリクエストと、手が汚れないように箸はしを載せたポテトクリスプの皿を持ってきて、

「その辺り、体制が変わるかもって、代表委員長が言ってましたよ？」
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　豊ゆたかのところには、既に生徒会や委員会の方から連絡や、紹介の挨あい拶さつが来ている。

　母の引き継ぎとして、浅あさ間ま神社の代表の一人となるからだ。

　母は、東とう照しよう宮ぐうをメインとした場合でも、浅間神社の代表を引き続き行うが、現場としては自分が担当する事となる。母は責任者であり、武蔵むさし全体を見たレベルでの決定者や指示者。自分はその実働という訳だ。

　祖父も居るので、仕事の負担は軽減されるが、見ている限り、

　……これをよく、二人で……。

　という仕事量だから凄すごい。

　早い内に自分も走狗マウスを設定しよう。

　だが、そういう事の確認の中、当然のように現生徒会や委員会とは折衝が始まっているが、

「生徒会や総長連合を、三つ……、正確には二つ持つ、という可能性があるそうです」

「院政？」

　嘉よし明あきの疑問に、自分は首を横に振る。

「内務と外務に分けて、外務が統合を兼ねる、というところですね」
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　K.P.A.Italiaなどの、外交重視小国家が執とっている体制だ。

　豊は、ゲームがまだ次の勝負に入っていない事を脇わき坂さかのハンドサインで確認。その上で言葉を重ねる。

「現生徒会が、外務と統合。新生徒会が内務を行う、というところです。委員会も内務と外務に分かれますが、基本、一体化して連動し、両者の齟そ齬ごを無くします」

「統合って、どういう事ですの？」

「武蔵も含んだ極東全体って事です。外務は、その観点から他国との交渉や、武蔵がどうあるべきかの概要を決定。

　内務は武蔵内部の政治を行ったり、停泊地の干渉とか、そんな感じで」

「つまり、……武蔵は地方自治領土となるけど、極東の政治の中心は武蔵の中にある、と、そういう二重構造？」

「そうなりますね。統合生徒会が武蔵も押さえると、統合生徒会への権力と権益の集中が激しくなりますが、外交に全て持って行かれかねません。

　そしてまた、統合生徒会で武蔵と極東全部を治めるのは至難です。現状でもかなりパンク状態で代表委員長達に仕事が集中していますから」

　なので、どうするか。

「武蔵むさしの内政というか、内部権益については新生徒会を内務として任せてワンクッション置くみたいです。外と内をちょっとでも分けておけば、外で何かあっても武蔵を最低限保つように出来ますし、内でトラブったら統合側で裁いて貰もらえる、というところでしょう」

「あれ？　でも、その場合の裁判とかって……」

「対外的には東とう照しよう宮ぐうで、内部的にはうちが神罰落とすんでしょうねー……」

　笑みで言うと、ビミョーに引かれた。

　ただ、これは大事だと思える事がある。それは、

「末世解決が出来て、外界の開拓が始まれば、更にもう一段、外界用に生徒会を組む必要が出来るだろうって、代表委員長は言っていました。そして恐らく、その頃ころには、もっと管理技術が高まって、内務となっているものが、極東全体を扱える筈はずだって。

　──つまり優秀な人材は、どれだけ居ても足りないって事ですよ」

「総長連合も、大変そうね。……そんな風に世界が広がっていくと、困難や衝突はまた幾らでも出るだろうから」

　嘉よし明あきの言葉に、自分は頷うなずいて思う。

　そしてヴェストファーレンで掲げられた言葉を、思い出した。

「新秩序って、これから、どれだけ出来る事になるんでしょうね」

　何回、見る事になるだろうか。更には、その果ては何処どこなのか。

　……解わからないですね。

　不思議なものだ。

　どん詰まりの未来からこっちに来て、まだ先は確かではない一方で、果ての無い未来を見るようにもなっている。来て良かったと、そういう事なのだろうが、

「……ん？」

　不意の震えが来た。寒気ではない。

「地脈？」

　脇わき坂さかの言葉に、嘉明が頷く。

「以前にも、ヴェストファーレンの後であったわね、凄すごい流体の波みたいなの。レース途中で何人かアテられたけど、……それ？」

　ああ、と自分はネイメアと顔を見合わせて頷いた。表示枠サインフレームの中、一番手間取ってるがウキウキ加減の解る左さ近こんがエントリーしてきているが、それに同行許可をタップしつつ、

「まあ、何ですか。──身内の凄いところ、ってヤツですよ。今の〝波〟は」
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　トーリが鍋の様子を見ていると、廊下を通って姉がやってきた。

　寝間着姿の姉は、自分が居る事に気付くと、

「あら？　何してんのこんな処ところで。誰だれか待ち？　その……、お汁粉？」

「うん。俺おれとしては姉ちゃん待ってた感じ」

　あら、と姉が小さく笑う。

「気を遣われた？」

「いや、そうじゃなくて。──一人は普通に生活してるのがいないと、分身元に戻した時、ハジケかねないって」

　無茶苦茶ウケた。ちょっと嬉うれしいけど、ウズィと一緒になって床叩たたかないでも。

　だけど、姉は、フフフン、と上機嫌で、店舗の方に回る。

　キッチンは壁を抜いたカウンター式だ。だがいつもは使われてないカウンター前に、姉は椅子を持ってきて座る。そして両手を振り上げ、

「何かテキトーに」

「飲む？」

「炭酸からスタートして」

　へいへい、と言って氷ひ室むろに向かうと、背後で店舗の照明が自動的につき、空調が動き始めた。浅あさ間まが調整していたものだろう。姉一人だと判断したためか、空調は緩やかで、照明も薄暗くなる。

「浅間ったら、やっぱり、ここ、暗くしないのね」

「あー、うん。それっぽい」

　理由は何となく解わかる。

　……俺が〝帰ってきた〟かどうか、不安じゃないように、ってやつだよな。

　姉はその事を知らないだろう。だけど、

「フフ、浅間ったら、泣き虫だから」

「そう？」

「アンタの事だと、怒ったり、怖がったりで、よく泣くわよ？　凄すごい思い切った行動とるし」

「あー、うん、それで生き返りました……」

　うんうん、と姉と頷うなずく。すると、

「それにね？　──ホライゾンは、アンタの事だと、マジ相談をするし、将来の話とか、他の二人ともちゃんと話をするのよ？　凄い無茶苦茶するし」

「あー、うん、武蔵むさしもう一丁は凄かったよな……」

　うんうん、と姉と頷く。そして、

「ミトツダイラは、アンタの事だと、相談無しに動くわよね。何か凄い性能超える時あるし」

「あー、うん、獣変調出来て良かったよなー」

　うんうん、と姉と頷く。

「じゃあ、姉ちゃんは？」

「今こうしてるわ」

　フフ、と笑われて、勝てねえなあ、としみじみ思う。

　グラスに炭酸。氷は器に入れて。あと、

「ライムと梅の砂糖漬け」

「あらやだ、よく解わかってるわね」

　オッケオッケとお互い手を上げ、姉が表示枠サインフレームを出した。

「アンタ、何か観みたいものある？　どうせ明日の朝までここでしょ？」

「うーん、姉ちゃんそれで大丈夫？」

「馬鹿ね、さっきまで寝てたわよ」

　意味が解らない訳もない。有り難うと言う意味もないし、それは他の三人に悪いので、

「じゃあ、ちょっと〝地ち中ちゆう海かい若大将・赤あか髭ひげ危機一髪〟が溜たまってんだけど」

「ミュージカル？　いいじゃない。でも何か聞いた事あるわね。最後、処刑されそうになって樽たるから飛び出すアレだっけ？」

「うん、主人公が〝君に捧げる歌を作ったんだ〟って歌い始めたのに、ヒロインがハモり出すのは有りか無しかで議論になったアレ」

　あーあー、と二人で頷うなずきあって、オーブンから皿を出す。

「ほいよ、鉄板ピザ。当分冷めねえから」

「あら何、用意いいじゃない」

「姉ちゃん来るって、予感があったから」

「あるわねえ、予感」

　姉が、自分の胸に手を当てる。

「同じもので出来てるもんね、私達」
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　そうだなあ、とトーリは思った。

「……今、凄すごく死亡フラグたててね？」

「前日だったらそうかもしれないわねえ。エロい事は早めにしときなさい？」

「うーん、まあ、そういう時間帯な訳だけど」

　言うと、姉がカウンターの奥を覗のぞき込んできた。そっちには廊下があるが、

「まさかアンタ、自分の部屋？　ホライゾン連れ込んだの？　やるじゃない」

　ハイタッチ。だけどそれには理由があって、

「ホライゾンの部屋見たら、大罪武装ロイズモイ・オプロが転がっててさあ」

「畳でシュっとやるのも怖いもんねえ」

「あー、何か思い出して来た！　来た！」

「いいからピザカッター」

　渡すと、普通に八等分とかではなく、花模様のようにカットする。随分細い、と思ったが、

「ヘイ箸はし！」

「へい箸」

　摘まんで炭酸。梅を落として混ぜて、もう一口。

「姉ちゃん格好いいなあ」

「フフ、いいわねえ。こりゃ毎晩エロい事して欲しいわ」

「あー、何か多分、そういう傾向高い気がする」

「ぶっちゃけどうなの？　まず、ホライゾンは？　ってか、あっちを聞くのは失礼だから、アンタの方の感覚として。ハイスタート」

「支配権が俺おれにありません」

「何で？」

「意外性と切れ味で負ける」

　無茶苦茶ウケた。そんな呼吸困難になるまで笑わんでも。あ、でも、

「後のトークがスゲエ真ま面じ目めになります」

「何だかんだで関係が一番深くなる行為よねえ。面倒くさい子達ね、アンタもホライゾンも」

　まあそういうもんだろう。今もまた、そういうもんな気がするし。

「じゃ、浅あさ間まは？」

「支配圏が俺にないと思う」

「は？」

「許容力とサービスの質と量で、こっちが攻めても圧倒的に負ける」

　無茶苦茶ウケた。カウンターをそんなバシバシ叩たたかんでも。

「あの子、アンタ優先で、ホントに何でもするもんねえ……」

　まあ、うん、でも、

「いつもいろいろ抑えてたってのが、ホント、よく解わかる」

「流石さすがだわ……。ってか、現状でまだ抑えてんのか、って辺りが浅間らしいけど」

　いやまあそういうもんで。

「じゃあ、ミトツダイラは？」

「支配圏が奪われる」

「犬？」

「いや、犬って言うと[image: ]しかられるからアレだけど、ほら、飼い主がパワー負けするアレ」

　無茶苦茶ウケた。あーハイハイ、炭酸おかわり。

「種族差出るのねえ」

　でも、と姉が言った。

「幸せ？」

「姉ちゃんがいて、スゲー良かったよ」

「あら馬鹿、答えになってないわよ？　無意味な点数稼ぎ？」

　笑って言われる。だけど、今のは本音だ。

「皆、そう思ってんぜ？」

「フフ、──じゃあ、言わせない内が華ねえ」

「じゃあ、さ、姉ちゃん」

「何？」

　問うてみる。

「俺おれがいて、良かった？」
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　そうねえ、と喜き美みは考えた。

　ただ、即座の答えが出なかった。しかし、

「あのね？　愚弟」

「何？」

「アンタ、──いなきゃ駄目よ？」

「居なくなっても、連れ返しにくるじゃん」

「だから、そういう事」

　言う。

「アンタ、もう一人の私なんだから、私が存在する以上、いなさい。いいわね？」

　告げる。すると弟は、何か満足そうな顔で、

「うん」

「そうそう。それでいいの。ある意味、この世界の誰だれよりも、アンタ、勝手にいなくなっちゃうタイプなんだから」

「そう？」

「そうよ」

　少し考えれば解わかる事だ。

「皆の夢を叶かなえる国を造るって、そういう事よ？　──そういう国の王様になれなければ、居なくて当然、って事なんだから」

　だから、

「出来の悪いアンタを、賢い私が助けてあげるわ」

「うん」

「──何泣いてんの」

「泣いてねーよ」

　そうね。お互い、笑ってる。

　約束したのだ。十年前。この家の外で。

「笑いなさい、ってね」

　言うと、弟が右の拳こぶしを握って出してきた。だからこっちも同じようにして、当てて、

「──運命、一ヶ月後にひっぱたいてこないとね」

「姉ちゃんの幸運バージョンって、どういうのだと思う？」

　あら、と己は笑みで弟を斜めから見た。

「解わからない？　フフ、じゃあ、もっと凄すごいの、当日の現場で見せてあげるわ」

　言うと、音が聞こえた。

　……大鈴？

　裏の東とう照しよう宮ぐうだろうか。だとすると浅あさ間まか。

「……私達みたいに、大事な時間が始まったと、そういう事ね」







[image: 第六十六章『肝心場所の仮定者達』]
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　トーリは、自室のベッド上にホライゾンと座っていた。

　ちょっとしたムード作りに、トークをしようと思っていたのだが、

「ホライゾン……、あのさ」

　ここに来るまでの紆う余よ曲きよく折せつとか、節目の思い出とか、そういうものを話そうと、そう思った。するとホライゾンが一つ頷うなずき、

「何処どこか痒かゆいところありますか」

「あ、ええと、この辺り、アー、そこそこそこ──」

「ああ、この辺りが痒い人は将来ハゲると聞きましたねえ」

「痒くありませーん！　ありませーん！　ってか何その通神帯ネツトのデマみたいなの！」

　まあまあ、とホライゾンが両の手の平を見せる。

「さてまあトーリ様、もう何度かやらかしてまして、あんましレア感もありませんが、浅あさ間ま様とミトツダイラ様が広義の〝殲せん滅めつ戦〟を終えてくるまでの時間潰つぶししますか」

「あれ!?　あれ!?　何か情緒ってねえの!?　作業感増し増し!?」

　ほほう、とホライゾンが、部屋の隅にある伝讃器ＰＣをオンにする。

　表示枠サインフレームが出て、

「おやおや銀髪姫様ネタですか。ではこの通りにしてみましょうかねえ。おや何ですかこの選択肢のログは〝施療院プレイで姫に甘えてみる〟？　ほほう！　施療院！　お好きですなあ！　──さあ甘えてみてはどうでしょうかトーリ様」

「ぬおおおおおお主導権が何処にも見当たらねえ展開だ！」

「まあちょっと、その選択肢通りにしましょうか」

　と、額を押され、ベッドに寝かされる。ホライゾンが画面を見ながら、

「ハイ、ではベッドに寝て下さい。ハイ、真っ直ぐー」

「あの、もうちょっと棒読みじゃない方が」

「その選択肢は無いので却下します。あ、ここに音声ミュートボタンが」

「あー！　声あった方がいいです！　いいで──す！」

「ではそのように」

　と、上をはだけられる。更には、

「では穿はいてるもの下ろします。──何今から調子乗ってんですかトーリ様」

「え？　それは止まらない俺おれのテンション!?」

「倒置法はいいとして、こっちの画面と違い過ぎますが」

「いや、そこはアレだ！　パッチが当たってるんだよ！　無修正、俺再現パッチ！」

「フ」

「鼻で笑われた……！　って、見栄張ってねえよ！　リアルだよ！　リアル調子！」

　と、ホライゾンが机の上に目を留めた。そこには竹のペン立てがある。

「……アレを被かぶせてスリムタワー化し、画面上のサイズと同じにしましょうか」

「やめてやめてやめて。ペン立てを正常な視点で見られなくなるって」

「穴に棒突っ込んでる時点で用途としてはあまり変わらないでしょう。さてまあそんな感じで始めてみる訳ですが、どうされますか？」

「どう、って？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「撮影です。どのようにいたしましょうか」
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　ホライゾンの方は、また一方的な展開になっているのでしょうねえ、とミトツダイラは思った。

　こちらは自分の部屋に居る。

　とはいえ、防音系の結界やら何やらがちゃんと仕込まれた状態だ。昨今、廊下側は壁が付いて、共用出入口も設けられた。ホライゾンが大技を入れて王をカーテン向こうの廊下に吹っ飛ばしたのが三回あったからだ。そのため部屋は少し薄暗く、

「……何だか、前とは展開が違いますわね」

「とはいえ、心の準備的なものは、大体が前にやってるからなあ……」

　でもさ、と王が言った。お互い正座して、しかし王が膝ひざ立だちして、

「ええと……」

　と何か探しているので、自分は理解した。

　……騎士の叙じよ勲くんをしますの？

　それに使うべきものは、こちらにある。衣装の並ぶクローゼットの奥。隠し扉があり、

「──〝銀剣〟ではどうですの？」

　取り出して王に掲げると、彼が少し戸惑った、ように見えた。

　……そういう事ではありませんの？

　首を傾かしげると、王が軽く手を上げた。

「ええと、ネイト、逆」

「は？」

　と問うと。王が側そばに来る。

　手を伸ばされ、正されるのは姿勢だ。腰を上げ、片膝を着き、両手で剣を横に差し出すようにされて、

「ええと、これは……」

　叙じよ勲くんで、剣を受け取った時のポーズだ。だが目の前に王が立ち、

「よし、じゃあ、それを俺おれが受け取る」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．」

　言われる通りにする。だが、

「ええと、重いですのよ？」

　元が異族用だ。祖母が使っていたとなると、人が振り回すにはちょっと重い。だが、

　……あら。

　王の首の後ろに、身体強化術式の表示枠サインフレームが出た。

　浅あさ間まが、先行的に仕込んでおいたものだろう。用意がいい、とは思うが、

「……私達を、王が抱え上げる事を想定してますわよね……」

「浅間の中で、俺、どんだけアクロバティックな事する予定なんだろう……」

「ま、まあ、可能性と言う事で」

　自分の方でも否定はしない事とする。

　そして落ち着いてみれば、王に剣を預けたこの状態は、

「え、ええと、我が王？」

「ああ、騎士としての剣の奉還儀式な」

「それは──」

　Ｊｕｄ．、と王が頷うなずいた。

「前にサクヤんところで、ほら、騎士とか王とかいろいろ立場の話あったじゃん？　だから今回は、こうしようか、って」

　それはどういう事か。

「ネイトが、俺に、騎士の叙勲を一時的に返すって、そういう事」
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　あの、とミトツダイラは膝ひざ立だちのまま少し前に身をズラした。

「それだと駄目ですのよ？　私、王の騎士だから王の傍そばにいますのに」

　そうだ。騎士を奉還してはいけない。何故なぜなら、

「それでは、単なる人狼ルウガルウの女になってしまいますわ」

「いやいや、落ち着けって、ネイト」

「でも」

　と心配の残りを口にしたら、王が、両手で掲げた銀剣を少し持ち上げた。

「これ、ネイトの騎士の証あかしな？」

「え、ええ、そうですのよね、この場合」

　じゃあさ、と王が剣を軽く引き寄せ、胸元に抱いた。

「ネイトは今、騎士として、俺おれの処ところに〝戻った〟の」

　言われ、不意にロジックが繫つながった。否、言っている事は解釈を必要とするものだが、

「〝戻った〟……、という事ですの？」

「そう。俺の元にいたネイトが、騎士として俺の外に出ていって、それでキャンキャンと戦ったり守ってくれたりして、今、〝戻って来た〟って事」

「キャンキャンは余計ですのよ……！」

　だが、解わかる。内に迎えてくれる。否、元からそうだったと、してくれる。

　王に仕える騎士として、これは最大の報償だろう。しかし、

「……一緒になって、いいんですの？」

「ネイトがそう言うと思ったから、こうしてるの、な」

　と、剣を掲げられる。夜間照明に鈍く光る銀剣の、ぬめるような輝きに自分は目を留め、

　……そうですわね。

「もしも王が、全部、常に私を内に入れようとしたら、私、嬉うれしくても、ビックリしたり、嬉しさの反動で拒否してしまいますわ。それに、他の皆の事も考えますし」

「他の皆もこういう扱いだろうから、オメエだけ遠慮する事ねえんだぜ？」

　解る。だからだろう。だから、

「今は、こういう時間だけの、俺達の秘密な？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、遠慮がちな狼おおかみとしては、こんな程度でも大事件のように感じて、それを楽しむ事にしますわ」

　笑みを自覚しながら、頰ほおに手を当てて言うと、王がちょっと止まった。

　……あら？

　見れば顔赤く、少し視線を逸そらされる。何だろうと、そう思えば、

「あー……、今のネイト、ママンの娘だなってか、凄すごい艶つやがあった」

「え？」

　母の相似で言われるのは何だが、今はもう嫌味には感じない。だが、

「ええと、我が王、もう一回今の流れ、リピート出来ませんの？」

「オメエ、何か俺みてえな事言ってんぞ」

「いやでも、あの」

　とちょっと前のめりになった処で、引きかけた王が後ろにバランスを崩した。

　あ、と言う間に、王が剣を掲げた姿勢で倒れる。が、その手から剣が滑って、

「あ」
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　夜。無人の通りに面している青せい雷らい亭てい本舗がある。

　その母おも屋やの壁から、いきなり長剣の刃やいばが一メートル程貫通した。

　地響きにも似た音を立てて母屋を震動させた刃は、数秒の後にゆっくりとまた壁の中に沈み、消えていく。残るのは、開いた細い穴に表示枠サインフレームが結界の穴埋めとして展開した事と、

『いちげき？　くりてぃかる？』

　夜分も仕事中の黒くろ藻も達が、興味深げに寄ってくる光景だけだった。
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「あ、危な……！　我が王、大丈夫ですの!?」

「いやあ、ビックリしたあ……」

　という王の顔や髪、胸元などに触れて、ミトツダイラは出血も擦過も無い事を確認。というかあったら匂においで解わかっている。何も無い。なので、

「良かったですわー……」

　王の手から、胸に滑り落ちた銀剣は、あのままだとどうなっていたか。

　瞬間的に手で弾はじいて飛ばしたが、間に合ってなかった場合は、

「胸の、前から背に、ドパンと両断ですわよ？　多分」

「うーん、本物で遊ぶのは、やっぱ危険だな」

　そうですわねー、と頷うなずきながら、壁から引き抜いた銀剣をクローゼットに立て掛けておく。とりあえず固定として軽くベルトで留めておく方がいいだろう。

　はー、と二人で一息ついたあと、表示枠を開く。

・銀　狼：『あの、ちょっと確認ですの。お忙しいところ済みませんけど、智とも？』

・あさま：『ファ!?　あ、何ですか一体』

・銀　狼：『取り込み中でしたの？』

・あさま：『い、いえ、何にも取り込んでませんよ？　ええ、まだ取り込んでません！』

・銀　狼：『少し落ち着いたらどうですの？』

・あさま：『いやまあ、ええと、それで何です？　一体』

・銀　狼：『ええ、今、我が王が分身されてますけど、──コレ、もしも両断した場合、どうなりますの？』

・あさま：『え!?　何かやらかしたんですか？』

・賢姉様：『さっき本舗がズンって揺れたけど、アレの事？　何したのミトツダイラ』

・銀　狼：『いえいえ、何もしてませんのよ？　ちょっと壁に穴開けたので、智と第六特務には後で御世話になると思いますけど』
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　うーん、と浅あさ間まは額に手を当てた。

　何かよく解わからないが、ミトツダイラがワンワンパワーで何かやらかしたのだと、そう思う事にする。とはいえ、

　……こっちもそろそろ、大事な時間ですし。

　実のところ、自分達は外に居る。

　本舗の裏手、東とう照しよう宮ぐうの社前で、儀式の最中なのだ。

　彼の神格化を登録するため、サクヤと連携しながら、禊祓みそぎを進めている。

　既に彼には本舗の風ふ呂ろで身体からだを磨いて貰もらい、その上で今は神酒みきを飲んで貰っている。更には香を焚たいたりとか、いろいろあるが、

・あさま：『まあ、今の内に答えておきます』

　あのですね。

・あさま：『今、トーリ君はベースとして四人体制なので、後に戻った場合、負傷は四分の一として計上されます。ですけど──』

・銀　狼：『ええと、何か問題がありますの？』

・あさま：『はい。トーリ君の分割と流体補完は、流石さすがに水平スライススキャンじゃないので、水平両断だったら四分の一にしても無意味とか、そういう事はありません。ただ、ある程度は規則性を持った分割なので、両断部周辺が見た目ランダム的にザックリやられます』

・銀　狼：『その場合、そちらにも影響ありますの？』

・あさま：『分割しているんですけど、流体補完しているから、直接の影響は出ませんね。

マサの妹のように、欠損していても保管されて生きている状態になります。

　ただ、術式にも限界はあるので、何処どこかで戻す事になりますから、その時厄介です』

・銀　狼：『うーん……。事故は起こすな、という事ですのね。憶おぼえておきますわ』

・賢姉様：『フフ、あまりハシャいで無茶しちゃ駄目よ？　ミトツダイラ』

・あさま：『はい、じゃあそんな感じで、解決ですね？　他、何もありませんか？』

・ホラ子：『──ええと、浅あさ間ま様、ちょっと良いでしょうか』
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　ミトツダイラの次にはホライゾンだ。

　だがまあ、これは別腹。特にホライゾンの方はいろいろ知らない事も多いだろうから、こちらのケアが必要だろう。

　なので突き放すような事はせず、逆に記録をとりながら問うてみる。

・あさま：『あ、はい。何でしょう、ホライゾン』

・ホラ子：『仮定の話です』

・あさま：『はい、仮定の話です。何かありましたか？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが言った。

・ホラ子：『トーリ様の調子の先端に、ペン立てがハマって抜けないと、そう仮定します』
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　東とう照しよう宮ぐうのトーリは、神酒みきを飲み終えた。

　ちょっと、今まで飲んだ事が無いレベルで澄んだ酒だった。喉のど越ごしというか、腹に溜たまるまで、〝温度の無い液体〟という感じで口から胃に到達した。

　量は結構あったが、飲み切るには問題ない。

　……凄すげえもんがあるなあ。

　浅あさ間まが自ら仕込んだものだと、そう説明があった。いつからだろう、と問うのは野暮か。きっと、何だかよく解わからない〝万が一〟を想定して、毎年仕込んでいたに違いないのだ。

　それを活いかしているのは良い事なのか悪い事なのか。前者だと思おうとして、

「ええと、浅間、飲み切ったけど」

　言うと、小こ袖そで姿の浅間がこちらに背を向けている。

　だが、呼びかけても何の反応も無いので、

「浅間？」

　言うと、左の平手が立った状態でこっちに突き出されてきた。

　他の俺おれ達に何かあったのだろうか。
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・あさま：『あの、どういう』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、流れとしてはですね、仮定の話ではありますが、トーリ様がちょっと調子に乗られまして』

・あさま：『ああ、はい、トーリ君が調子に乗って、はい』

・ホラ子：『なのでチョイと静めようと、手て頃ごろな型があるかと思ったら、机の上にペン立ての、ええと、──あ、コレです。通販サイトで出てるコレ』
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　キッチンのトーリは、姉がいきなり呼吸困難直行ののけぞり爆笑を始めたのを見た。

「え？　何？　何かあったの？　姉ちゃん」

「アヒヒヒヒ！　ヒハー！　す、すぐ解るから！　解るから！　明日の朝！　アハハハ！」

「え？　何？　明日の朝って、どっかで他の俺が、何かやったの？　やったの？　って、何ソレ、俺がこの前買ったペン立ての通販ページじゃん」

　姉が凄すごい勢いで肩を何度も叩たたいてくるが、流石さすがに謎なぞが解けない。

「もうサイコーよ愚弟！　サイコー！」
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・ホラ子：『それでですね？　まあ、低めのダンクシュートを決めるような感じで叩たたき込んでやったら、思いの外、上手うまくハマりまして。出来るものですねえ、と二人でちょっと拍手などしたものです。長さ的には全然足りませんが、やはり元々が棒突っ込む穴ですし、出来るものですねえ、と』

・あさま：『ええと、そうしたら、その、何が？』

・ホラ子：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、そうしたら、内圧が刺激になったのか、またちょっと調子に乗りやがりまして』

・あさま：『調子が追加。ええと、それで？』

・ホラ子：『はい。──抜けなくなったと仮定します』
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　ミトツダイラの部屋にいたトーリは、彼女が背を向けているのを見ていた。

　しばらくその状態が続くので、

「あの、ネイト？」

　呼ぶと、左の手の平が立った状態で突き出されてきた。

　何処どこかの俺おれ達で何かが起きているらしい。
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・ホラ子：『でまあ、抜けないのは、やがてテンションが収まれば縮小態勢に入るので、抜けるんじゃないかと、そう思った訳です』

・あさま：『ええ、まあ、そうです、ね……』

・ホラ子：『そうしたらコヤツ、内圧がかなり刺激になるようでして、何かそのままペン立てと子作りするような気配になって参りまして』

・あさま：『最初の196mlがそれは、流石さすがにどうかと……』

・銀　狼：『智とも！　智！　何か変なノリになってますのよ!?』
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　……こんな先の読めない展開は久しぶりですね……。

　浅あさ間まはしみじみ思った。

・あさま：『私、さっきはちょっと皆にいろいろ言われたりして、ああ、やっぱり、こういう系統の話では、私かなりやらかしてるんだろうなー、と思ったものですが』

・ホラ子：『いえ、浅間様、こちらは仮定の話です。浅間様はリアルです。浅間様の方が実在やらかし案件という事で、御安心下さい』

　褒められているのか何なのかよく解わからん。

・あさま：『引っ張って抜けませんか？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、さっきチョイと格闘ゲームやるような感じで動かしてみたんですが、ジョイスティックの先端が抜けませんで。思わず台パンしそうになるのを堪こらえました』

・銀　狼：『そっちの我が王、大丈夫ですの？』

・ホラ子：『調子乗ってるから大丈夫かと。しかしどうにかなりませんか？　浅あさ間ま様。

　このままでは、本舗内の序列に〝喜き美み様・浅間様・ミトツダイラ様・ホライゾン・百均ペン立て〟というニューカマーが参上してしまいます』

・銀　狼：『百均でしたの？　──でも智とも、神しん道とう的にはありですの？』

・あさま：『いや、神道の歴史でも、ペン立てと子作りしようとした猛も者さはいないんじゃないかと思うんですよね』

　とりあえず検索してみる。


《検索：ペン立て　子作り：確認》

《検索結果：ねーよ》



　即答だった。

・鉄火女：『おい、お前、あまり変な検索掛けんなよ。一応ライブラリに登録されるんだからさ。真似まねしようとしたヤツが出たらどうする』

　……真似する人がいるんですかね……。

　深く静かに考え込んでしまう。だがサクヤもビックリする案件だとしたら、

・あさま：『私達、今、人類史上初の事件に遭遇しているのでは……』

・銀　狼：『智！　智！　壮大な話だからって〝あり〟にしようとするの、駄目ですのよ！』

　……そんな必死にならんでも……。

　ただまあ、術式で対応出来る部分があるといえばある。

・あさま：『えーと、じゃあ、こういう時のための潤滑術式を出します』

・銀　狼：『潤滑!?　何でもありますのね！　浅間神社……！』

・あさま：『はい。やはり人類の歴史の中、ペン立てが初めてだとしても、他のものでやらかす連中というのはたびたび現れまして』

・ホラ子：『たとえばどんな猛者が居るのでしょうか』

・あさま：『神社仏閣じゃないと駄目というのがいて、心柱の穴に合体したら抜けなくなったとか、記録にありますね。そういう時に潤滑術式！　どんな狼ろう藉ぜき者もスポンと抜けます！』

・銀　狼：『智！　途中から営業トークですのよ！』

・鉄火女：『言っておくけど、私が作った術式じゃねえからな？　それ』

　……え？　そうなんですか。

・あさま：『そっちで一五〇一回中、〝これサクヤの術式なんですよねー。ちょっとあったかいですね〟とか、結構有用してたんですが……』

・鉄火女：『お前、言い訳が立つと箍たがが外れるよな……』

　自覚はある。すると、

・ホラ子：『あ！　抜けました！　スポンと一発！　これで本舗組の中にペン立てを参加させずに済む事になりました！』

・あさま：『ええと、そっちのトーリ君は？』

・ホラ子：『今、壁を向いて横向きになってシクシク泣き真似まねしていて面倒くさいので、次のセーブデータから始めてみようかと』

　何が何だか解わからないが、とりあえず一歩二歩先を行っているように思う。
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　浅あさ間まは、辺りを見回した。

　今、東とう照しよう宮ぐうとされるこの社は、本舗と結んだ結界の中にある。

　座標系を変える結界で、かなり強力だ。音声、視覚のステルス効果もあるが、それ以上に、この東照宮に近づこうとしても、距離を詰められないようになっている。

　つまりちょっとした異界化。今、この中に入ろうとしたら、本舗の裏口を経由するしか〝道〟が無い状態だ。

　そんな訳で、薄手の小こ袖そでに水着装備という軽装だが、

「浅間、巫女みこ服とか、神界でのエロ服とか、そういうのじゃなくていいの？」

「あ、えーと、あれらも用意はあるんですけど、今回は、多分、これが正解です。

　一応、浅間神社の水着は巫女装備ですけど、主としてはいないので」

「どういう事？」

　と、差し出された酒の器は、空になっている。

　神酒みきを飲んで、それが熱として全身を回ったらスタート。だがまだそこまでは行ってないようだ。彼の方が、少し頰ほおを赤くしているのを確認して、

「今、トーリ君は襲名とか書面上では神様になってます。神気とかいろいろ、生き返った時の残りもあります。が、正式には神界で〝神様扱い〟にして貰もらわないと駄目なんですね」

「それでまあ、酒飲んで、サクヤが監督ついてくれて、後は？」

「ええ、神様として、ちゃんと作法に則のつとって奉まつられないと、単なる精霊扱いです。これからその作法を行いますけど、奉るのは私が巫女としてやりますし、これはマニュアルが存在していて、もう大体組んでありますから、安心して下さい」

「あれ？」

　と、首を傾かしげてきたから、今の彼はちょっと賢い。

「浅あさ間ま、巫女みこ服じゃないよな？　で、前のエロ服も、あれ、浅間神社の巫女として、ああいう事するためのものだよな？」

「おお、何か鋭いですね、トーリ君」

　今、小こ袖そで姿でいるのには、理由がある。そう、水着は巫女服扱いだが、主ではないので、

「今の私は、禊祓みそぎもしてきましたし、神に仕える素質はあるけど、所属がハッキリしていない……、そういう存在にしてあるんです」

「でも、俺おれの専属巫女になるんだよな？」

「はい。だからトーリ君の専属となって、……まあ、浅間神社からトーリ君に、所属的引っ越しみたいな？　そういう事をする訳です」

「その方法を、これからして、……合体とか？」

「いえ、あの」

　言う。

「……合体がそれです」
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　んン？　と彼が唸うなるのを、浅間は聞いた。

「そういうものなの？」

「あー、まあ、はい。究極的な方法ではありますね」

「究極って？」

「もう、所属が変えられません。トーリ君に対してが、一番になるので」

　つまり、

「巫女として、神様に自分を捧ささげるという、そういう事ですね」

　これはもう、そういう事だ。

「一種の供く物もつです。食べたものが己の一部になるように、捧げられた巫女は神様の一部となって、そして下げ渡しで〝この世界〟での活動が出来ると、そうなります」

「聞いてる限り、結構古い方法っぽいなー……」

「昔、神代の時代の黎れい明めい期にあったような、そんな方法らしいですよ？　神に身を捧げた巫女のみがお告げを得て、政治をしていた、というような」

　ただ、利点は多くある。

「浅間神社にいた時は、サクヤに専属だった訳ですけど、そこまでしていなかったし、父さんが上に居るのでする必要もなかったです。なので、私は、上位になろうと何だろうと、巫女の範はん疇ちゆうでした」

　だけど、

「トーリ君に身を捧げた場合、トーリ君と同体化する、という意味を持つので、トーリ君の術式や加護の補佐や展開が、強力に出来ます。それに──」

　ここが大事だ。

「普通の巫女みこは、神に仕えるので、神様が許可を出しても神様の加護や術式の設定などに手を出す事は出来ません。〝格〟が違う訳です。

　だけど身を捧ささげて同体化すると、自分のものとして、神様の設定を変えられます」

「それって、……神様的にもハイリスク？」

　そうですね、と己は頷うなずいた。

「神様にとっては下の世界に居る人間に自分の根幹を預ける事になるので、まず、こんな〝捧げもの〟は許可しません。

　だけど現あら人ひと神がみのトーリ君の場合、私はほぼ同格になりますし、……あとはまあ、トーリ君が私の事をどれだけ信用しているか、と言う事になります」

「俺おれ、ぶっちゃけ浅あさ間まに丸投げ出来るなら、そうして欲しいけど？」
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　トーリは、浅間が頰ほおを赤くしたのを見た。

　表情としては、眉まゆを上げ、驚いているようだ。意外、という顔にも見える。

　対するこちらとしては、彼女の反応について、

　……お。

　今のでいいんだ、と、そんな事を思う。が、やはり浅間らしいとも感じる。

　頼られるのが、いいのだ。

　そして自分の方も、

「浅間がスゲー頼ってきてるの解わかる」

「え？　そ、そうですか？」

　うん、と己は頷く。

「だって、浅間はやっぱり巫女やってるのがベストだし、自覚あるんだろうけど、それを今、今こその形で叶かなえてやれるのって、俺なんだよな」

　解る。

「俺の事第一に考えて、それで巫女としてやっていきたいって浅間が、俺を頼っているなら、俺は応じたいよ」
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　……うわあ。

　浅間は、内心で熱と圧を感じて仰のけ反ぞった。

　それは今までと変わるところのない方針だが、この状況で言われると響く。

　ただ、彼の方が、まだ甘く考えているフシもある。

「あの、まだちょっと蓋ふたがあるんで、付き合って下さい」

「ああ、うん、何？」

「トーリ君は、私以外に、同じような方法で巫女みこを持てます」

「そうなの？」

　それは当然だ。

「捧ささげる側は複数あっても同列ですから」

「そうなんだ」

　はい、と応じた瞬間だった。

「でも俺おれにとっての巫女は、浅あさ間まだけでいいよ」

「────」

「設定関係とか、浅間以上に信用出来る巫女がいるとも思えないし」

　じゃあ、と自分は前置きする。

　……何か今、凄すごい事聞きましたよね……。

　一生分の満足を得た気もするが、同じような事を神界でも感じた気がする。

　もうちょっと、自分は、自分の幸せというものを信じた方がいい。

「あの、トーリ君」

　彼の前に座って、頭を下げた。

「これから宜しく御願いします」

「あ、うん、俺も」

　と、彼が頭を下げる。が、しかし、

「いや、ここでトーリ君が頭を下げたら駄目です」
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「え？　どういう事？」

　彼らしい疑問だと浅間は思った。だがこれにもやはり理由がある。

「だからトーリ君、神様で、今はまだ私より格が上なんですって。神であるトーリ君が、その巫女になろうとしている無む垢くな……、ええと……、無垢でいいですよね？」

「自信持ってくんね？　自信」

　あ、はい、と頷うなずき自覚。

「でまあ、無垢な個人とは格が違うのと、捧げる意味もあるので、ここでトーリ君が私に頭を下げると、関係がおかしくなって儀式が成立しません」

・鉄火女：『あ、コレはホントそうだから。──お前ら私にあんまし敬意払ってないけど、実際は格違いだから気を付けとけよ？　利害関係とかそういうの無いのに格違いの行為されると、祟たたり落とされても文句言えんからな？』

「えー……？」

　眉まゆをひそめられる。

「俺おれ、そういうの、凄すごい苦手なんだけど……」

「あー、まあ、定型的なもので、それ過ぎたら、私もそっちと同体っていうか、同じになりますんで、そのためのものだと思って貰もらえたら」

　んー……、と、腕を組んで仰のけ反ぞった彼が、ややあってから姿勢を戻す。

「それをすると、浅あさ間まはこっちに来れるのね？」

　随分と、まだ納得していないようだ。

　……何か上手うまい落としどころがないですかね……。

　と思って、表示枠サインフレームを見た瞬間。気付いた。

　……あ、そっか。ホライゾンの方でやってる、アレ。

「トーリ君、こう考えませんか？」

「え？　何？」

「これはエロゲで、トーリ君は神様という事で。──そういうプレイです」

「あー、そっか！　それだと納得出来るよ俺！　演技派だしな！」

　凄い理解が早かったが、これでいいんだろうかと今更。
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　喜き美みは、ふと、ピザを摘まみながら違和に気付いた。

　……あら？

　頭の後ろの方、首元に近い辺りで、緩い熱を感じる。

　一方で額の方側では、何か酷ひどく目が覚めるような、知覚の鋭敏を感じる。

　軽い鼓動の乱れも気付かされる辺り、これは既視感があるが、

「うどん王国の、アレね」

「え？　姉ちゃん、コレ感じてる？」

　弟が、微妙に熱を持った顔で、額に手を当てている。

　何かは解わかる。

「フフ、楽しい事やってんのよ、多分。それが、魂の共有と、ミトツダイラの循環を通して、私達にも届いてるって事」

「ああ、当事者外だと、こんな風に来るもんかー……」

「こういうのって経路があるから、回数を重ねると、もっと強くなる気もするわね。

　私の方は、何か凄く意識が鋭くなってるけど、愚弟はどう？」

「何か、エロくはないんだけど、変なストレスある。……料理か何か作って発散するかなー、って感じで、悪いストレスじゃないんだけど」

「経路が出来るとエロいムラっ気が来る事になるわよ？」

「だよなあ。……うーん、姉ちゃんと居る時、外からの影響でそうなるのは避けたいなあ」

　可愛かわいい事を言う。

　じゃあ、と己は提案する。

「浅あさ間まに、別の感覚に変換する加護でも作って貰もらおうかしら」

「あー、それが出来るなら、いいかな。……コレ、早い内に気付いて良かった件だ。

　だけど、姉ちゃん、こういうテンションで神降ろしまでやったの？」

「あの時は、感覚鋭敏というより、淡い多幸感による目覚めね。何かずっと、いい朝に起きたような感じだったわ」

　成程なあ、と弟が言う。そして彼は、天井を見上げ、

「……そっか。まあじゃあ、皆、楽しくやってんだな」

「楽しく？」

「神界とは別で、こっちでも、いい時間が始まったって事」

　うん、と頷うなずき、弟が吊つり棚から鍋を一つ、降ろしてきた。

「明日の朝、皆ってか、皆と俺おれが合流した時のために、ちょっとデカい料理やっとくか……」







[image: 第六十七章『各方向の加速者達』]
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「む……」

　と、上になったホライゾンが、眉まゆをひそめた。

　トーリは既に腹に失った残機数を筆で書かれる状態だったが、

「え？　あに？　どーひたのホライホン」

　やべえ、呂ろ律れつが回ってねえ。脳内麻薬が多分ガッツリ出てるコレ。

　だがホライゾンは、幾つか表示枠サインフレームを出し、

「──ミトツダイラ様達もスタートしたようですね。負ける訳にはいきません」

「あれあれ、コレって回数勝負？」

　いえ、とホライゾンが撮影術式をこちらに向けて言った。

「戦後に、ドキュメンタリを見せ合って判定し合います。──ハイ、いい顔ですね。では途中経過のコメントをどうぞトーリ様」
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　ミトツダイラは、布ふ団とんに寝ながら、一つの事実に気付いた。

「……ん？」

「あれ？　やっぱ仰向け怖い？」

「いえ、仰向けは広義のメンタルトレーニングで克服しましたけど……、これ、誰だれかが何か進めてますわね」

　魂が共有されているので、感覚の循環は基本的にある程度生じる。が、それが感情など含むものとして回るのは、自分が間にいるからだ。

　王はさっきからこっちの髪がロール状態なのを手に絡めたりして遊んでいたが、

「えっと、遊んでないでこっちも進めた方がいいか？」

「いえ、王の方は好きにして下さっていいと思いますのよ？」

　自分の方は、下着代わりの水着装備で、己の髪に埋まったような状態でもある。だが、王がそれらの髪を少し分けるようにしてこちらを掘り出し、

「何かリクエストある？」

「どういう事ですの？」

「ネイト、この前のを思い返す限り、結構匂においが重要みたいなところあるから、そういうのを重視した方がいいのかな、って」

　それに、と言葉を続けて言われた。

「今回、一晩だし？」

「以前はまあ、基本二週間以上、みたいなラインでしたものねー……」

「あと、ネイトが俺おれを救いに来る、って感じで、そっちがアクティブだったろ？」

「今回は我が王に全部預けてますのよ？　私」

「じゃあ、逆で行こうか」

「逆？」

「俺がキャンキャンします」

「それはまた……」

　どうですの、と言う間に、王が身を沈めて寄せてきた。そして、

　……あ。

　額にキスされてから、舌が鼻び梁りようを通って下ってくる。

　されるのだ。
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　鼻に来るのは王の唾だ液えきの匂におい。歯を磨いたり、香り袋を嚙かんだりしている王だが、乾けば不快なものとなるのが普通。だが、自分の場合は、

「あ」

「──ぅお、何か震えてるけど大丈夫かネイト」

「あ、だ、大丈夫、ですの」

　怖いのではない。

　神界であった事が、一気にフラッシュバックしかけたのだ。

　そう、あの場所でも匂いはあって、王がキスをした時の香りは、それこそ何度でも繰り返したもので、記憶の中に染みついている。

　それが一気に来て、否定して良いのか受け止めていいのか、解わからなくなった。

　神界の自分は実体ではない。

　だから〝初めて〟として否定するのは有りだろう。

　だが経験として考えれば、今の時間を楽しむ助けになろう。

　そんな風にどちらにも決めかねた心が隙すきとなって、膨大な記憶に押し負けた。

「は」

　と息をつくと、王の顔が前にあった。歪ゆがんで見えるのは、涙が浮いているからだ。

　何をされても大丈夫という気概はあるので、頷うなずく。すると、

「────」

　唇を重ねられた。単に合わせるのではなく、舌が来て、

　……あ。

　王の唾液の匂いが、自分の口の中に来て、鼻に抜ける。

　自分のものと混じった匂いになると、変な嬉うれしさが来た。
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「……む」

「え？　な、何か発明したのホライゾン!?」

「──ここに牛乳瓶の大があると仮定します」

「待って待って待って待って、何か早い！　まだ開始して三十分経たってないのに広義の凶器攻撃はどうかと思うんですけどぉ」

　いやまあ、とホライゾンは言った。口元に軽く指を当て、

「どなたかが、スイッチ入ったようですね」





●






　浅あさ間まは、不意の感覚を得た。

　東とう照しよう宮ぐうの拝殿を開けようとしたところだ。思わず、膝ひざから力が抜けるようなのが来た。

　……おおう。

　胸の内側、やや奥の辺りで、鼓動とは別の温かい何かが零こぼれた。そんな気がした。

　直後から、急に熱のようなものが来て、表示枠サインフレームが自分の周囲に即座の展開をする。どれも急激な体調変化を抑制するものだが、

「ええと、トーリ君の方も来てますね？」

「え？　これ、酒のアレじゃねえの？」

「多分、ミトからのフィードバックじゃないかと……」

　と、呟つぶやいて悟った。おそらくはホライゾンも広義の〝お楽しみ時間〟に突入しているのだ。そうなるとこっちには次から次へと波が来る。

　……うーん。

　皆に押されている、というのは自分にとって言い訳になるのだろうか。

　流石さすがの蓋ふた……、と、そんな事を思いつつ、彼の手を引く。

「トーリ君、ちょっと拝殿に」

「え？　この賽さい銭せん箱の裏じゃないの？」

「それは神界のネタですって……」

　あれは浅間神社で、拝殿も本殿もサクヤのものだ。幾ら模造であって、場を借りてるとはいえ、浅間の巫女みこが神の居る場所を汚けがしていいものではなかった。だけど今回は、

「ここはトーリ君の神社ですから、中です」

「ああ、そういう事か」

　と、中に入る。そこは四畳程の空間で、

　……うわあ。

　自分が用意したものだが、大布ぶ団とんが広がっていると、流石さすがに来る。
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　終わったら二人で寝て、一緒に起きるのかな、と、そんな事を考えた瞬間もありました。

　用意は明るい内だったのだ。だからそんな気楽なハッピータイムを想像した。

　……無理ですねー……。

　夜に見ると超生々しい。何かの見本のようなので、思わず撮影して通神帯ネツトにあげてみたくもなるが、ナルゼに資料を作ってもしょうがない。だけど、

「ええと」

　と二人で入って、布団の上に正座。既に挨あい拶さつはしたので、頭は下げず、

「要するに、ここはトーリ君の空間です。もう、他の神様がどう言おうと、何があろうと、ここが物理的に破壊されても、〝型〟がある内は、ここがトーリ君の神としての所在であり、他の神が手を出せない場所です」

「マイルーム的な？」

「そうですね。ほら、だから」

　と、周囲に幾つもの表示枠サインフレームが出て、消えていく。

「トーリ君が入ったのをサクヤが確認して、認可したので、ここがトーリ君の神域になっていきます。ちょっと音とかするけど、気にしないで下さいね」

　外に向かって、空気を打つ音や、水を撒まくような響きが連続する。時折に社が震動もするが、実際に揺れてはいない。流体や地脈の相が急激に書き換わっているのだ。そして、

　……あ、うちの権限に制限掛けられましたね。

　東とう照しよう大だい権ごん現げんの場に、浅あさ間まが入っているのだ。異分子扱いではあるが、元々の松まつ平だいらが浅間神社由来で、サクヤも管理者になっている。すぐに制限は条件付きの解除となった。

・鉄火女：『そこの馬鹿に危害加えたり、内部設定を基礎的なバランス状態から崩そうとすると停止かかるからな？　気を付けとけ？』

　東とう照しよう宮ぐう側に所属を変えればいいという事でもあろう。だけど、

「あのさ、浅間？　つまり、ここで？」

「あ、はい、まあ、そうなります。──奥の本殿は、サクヤが管理者となっているので、そっちではなく、ここでです」

「あれ？　じゃあ、本殿はどうなるの？」

　問いかけに、己は自分の胸に手を当てた。

「私がトーリ君の巫女みこになって、私がトーリ君を奉まつったら、本殿にトーリ君の神格が生じる事になります」

「俺おれはそこにいなくて良い訳？」

「はい。私がトーリ君の事を奉ほうじると、サクヤがそれに合わせた神格の基礎的な〝型〟を残してくれます。その〝型〟はトーリ君と紐ひもづいているので、あとは私がトーリ君を奉じていけば、〝型〟に拝気が満ちて、拝殿が機能します」

　だから、

「ちょっと拝気を溜ためて機能させるためにも、年末の〝月の指輪〟直前だと駄目なんですね」
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「……む？」

「どうしたのホライゾン、また何か撮影？」

「トーリ様の顔を映す表示枠サインフレーム、もう一方向増やしましょうか」

「待って待って待って待って、ひょっとしてＶＲ再現出来る程になってない？　ねえ！」

　まあまあ、とホライゾンは手で馬鹿を制す。

「先程、エンジン掛かった感がありましたが、イマイチ乗り切れてないようですね……。コレは恐らく、浅あさ間ま様が解説モードに入られてしまったのでは」

「あー、蓋ふた蓋、確かにそれはある気がする」

「仕方ありませんトーリ様、浅間様の発情回路を援護するために倍速再生で」
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　あっ、と浅間は広義の援護を感じた。

　……一割交換の筈はずが、結構ダイレクトに来ますね！

　だがまあ、確認しておかねばならない事がある。ええ、これは仕事。役目です。

・鉄火女：『……お前、何でそう職務に忠実なの？』

　巫女みこですから！　巫女ですから！

　ちょっとフィードバックのせいで腰が引き気味になってしまうが、

・あさま：『あの、サクヤ？　捧ささげる際のマニュアル貰もらえます？』

　彼と、どう行うか、同意とコンセンサスをとる必要があろう。とりあえず、まずはそういう基礎を行って、時間と体力に余りがあったら余録だ。そう思う。

　するとやたら神気をまとった表示枠が来た。見ると画面に〝はじめての私し位い・献げ方入門〟と書いてあるが、ああ確かに〝位〟ではありますねいろんな意味で、と納得した。

「じゃ、あの、トーリ君、これに書いてある事を、一通りやっていきますので」

「何かあんまし枚数ねえな」

「いや、初めて用ですし。それに古来からの儀式ですから、準備はいろいろあっても、場を作るためであって、する事はシンプルなんだと思います」

　と言って、ページを次に回した。すると画面の中央に文字が出た。


《創意工夫で納得するまで》



「…………」

　何でしょうコレ。標語でしょうか。

「タイトルページですかね……」

　次のページをめくる。すると、


《終わり》

《寝とけ》
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　終わった。終わった後は寝ておけとの指示もあった。

「…………」

　浅あさ間まは無言で、ページを送って戻した。何回かやってみるが、間に他のページはない。

　ちょっと気になって表示枠サインフレームを傾けて覗のぞくが、他のページはない。
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・あさま：『うちの主神──!!』

・鉄火女：『はあ？　何だよ、こっちは回ホイ鍋コー肉ロー作ってんだから話し掛けんなよ』

・あさま：『せ、戦後に人数分御願いします！　ってか、どういう事です！』

・鉄火女：『いやだって、お前、こういうのは個人差があるだろうが』

・あさま：『いやでも少しくらいは順番とか図解とかあってもよくないですか？』

・鉄火女：『あのなあ』

・あさま：『はい』

・鉄火女：『神様でもな？　中年過ぎるとな、無理になっちゃうヤツもいるんだよ』

・あさま：『……サイズとか、そっちから来ると思ったら、そっちですか』

・鉄火女：『他にも性癖で、明らかにマニュアル化出来ないのもいる。タケミーとか』

・あさま：『諏す訪わ関係の情報漏ろう洩えいを有り難う御座います』

・鉄火女：『いやまあ、だから、創意工夫で納得する事が大事。解わかるか？』

・あさま：『凄すごく解りたくないんですけど、……まあ、何とか……』
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　……参りました……。

　目の前に正座している将来の主神がいる。こっちはとりあえずリードしないといけない訳だが、

「あのですねトーリ君。……マニュアルが、その、ええと、ありませんでした」

「あー、今さっきの、あれで終わり？　ホントに？」

「そう、そう、そう、それでですね。あの、創意工夫で納得という話になりまして」

「なりまして」

　ちょっと考えた。思いっ切り顔に熱が来ていて、小難しい顔をして、俯うつむいている自覚がある。というか、これは、その、

「少し勇気を下さい」

「浅あさ間まを全部、俺おれの巫女みこだって感じにしないと駄目なんだろ？」

「も、もう一声！」

「じゃあ一通り全部」

　全部。何でもあり。フルコース。オールオッケーイ。完・全・同・意。と、そんな言葉が連続で思い浮かんできて、

　……よ、よし……！

　頰ほおを一つ叩たたいて覚悟を決めた。とりあえずは神界でリハーサルはやっているのだ。

　だから前置きとして、

「ええと、いろいろしでかした後でもですね。明日の朝、日が出るまではここにいないと駄目です。そうする事で間違いなく〝日が変わった〟事になって、その時私がここにトーリ君といる事で、所属が変わります」

「あー、つまり浅間神社から寝取るというか」

　ハッキリ言い過ぎなのでちょっと胸を叩いておく。だけど、

「トーリ君、ちょっと、立って貰もらえますか？」

「え？　あ、うん、何処どこか行くの？」

　違う。彼の前に正座して、寝間着に手を掛けた。

　彼を窺うかがうと、あ、という顔をして顔を背けられたので、脚きや絆はん部分の留めを外しながら軽く引き、視線を戻させる。

　下ろす。彼の袷あわせの間に、ゴッドモザイクは掛かってない。

　……うわあ。

　あー、と彼が頭を搔かく。

「あのですね。さっきから酒とか、他の〝押し〟で凄すごい調子乗ってまして」

　久しぶりに見るというか、記憶は美化……、いや、誇張ではなかったな、と思う。

　こちらの呼吸が当たるのだろうか、彼が震えるのがちょっと可愛かわいい。だが、

「ええ、あの、納得するまで、という話ですから……、その、納得するまでで」

　言う。

「万が一を考えて、とりあえず全部しますから」
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・鉄火女：『何でそんな往おう生じよう際ぎわが悪いんだよ……。ちょっと凄すごくねえ？』

・あさま：『い、いや、万が一！　万が一を考えてですよ！』
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　唇を添え、舐なめ、二、三度試してから口にした。

　……あ。

　顎あごが想定より開かない。

　記憶と現実が違う。

　神界での出来事は実体にフィードバックしないのだ。こっちに戻って来てからコケたのとは逆で、記憶の通りには上手うまく行かない部分もあると理解する。

　ただ、そこが解わかれば、記憶のガイドはあるのだ。無理をしないようにして、一度唇から抜き、唾だ液えきのラインが光るのを舌で舐めとり、

「始めますね」

　もう始めてる気がするが、口にして、吸った。喉のど奥まで、口の肉で甘く嚙かみ、

「ん」

　息を整えた直後。いきなり暴発が来た。
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「えっ、ちょっとホライゾン、何!?　何?!　いきなりこっちの口を指で開けて牛乳流し込みとか、おおおっぷっぷっぷっ、飲むぞー、このくらいなら飲むぞー。どうだ！

　って何その何もかも解ったような蔑さげすみの顔……！」





●






　ミトツダイラは、違和を感じた。

　今、水着は胸の留め具を緩められ、下の方は片側を外し、めくられている。

　逆、というように、こちらがずっと口にされて、何度か達したものだが、

　……んン!?

　いきなり、口に来た。突然だった。

　何も口にはしていないのに、喉奥に緩い液体の抜ける感覚が来た。

　違和が強く、空飲みともいえる喉の動きが必要で、

「ん……！」

　飲む。飲んで、入れ込む。そして食道を通し、その錯覚を腹に収める。

　これは何か。

　……智ともですのね!?

　名指しで済まないが、間違いないだろう。何の前用意も気配もなく突然来たから、多分、暴発があったのだ。そして気付くと、王も動きを止めている。

「あ、あの、我が王？」

　ちょっとふらつく頭を上げて見ると、王がゆっくり顔を上げた。

「いやあ……。今、危なかった──……。いや、刺激的なのが目の前にあるせいもだけど、何かいきなり持ってかれ掛けた」

「多分、智の方、智が蓋ふた掛けて説明モードに入ったりして、あっちの王を無自覚に焦じらしたんだと思いますわ。その後で、いきなりキッツイ事して」

「凄すごく想像出来る……」

　今の王は、神界での記憶として、こちらと浅あさ間まの分、両方持っているのだ。

　だからまあ、自分としては、

「あの、我が王？　智に合わせる訳じゃありませんけど、波が来たら危険ですのよ？」

　なので提案しておく。

「一度、我が王の匂におい、私に頂きたいですの」
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　あまり飲めませんね、というのが浅間の感想だった。

　神界の時は、自分達は流体の身で、彼も同様だ。頂くものも同様で、零こぼしたり溢あふれたりはあったが、身体からだの中で同化し、消えはしないものの一五〇一回のカウントとして除外されていたのだろう。

　一回飲み切って、かなり量があるものだと自覚する。

　こちらの周囲、表示枠サインフレームが幾つも立っているが、内容が消化補助系でちょっと凄い。タンパク質ってどう消化されるんでしたっけ……、とふと考えてしまう。だが続けてみて、

「ん」

　二度、三度目は無理せず零す事にした。四度目は、流石さすがに寝間着が湿ったので前を臍へそまで開け、胸で挟む事にする。だが、

「神界で試して気付きましたけど、これ、そっちの裏側の脈を刺激しないとだめですから、正面からだと凄く弱いですよね……」

　効率が悪いというのが、お互いの感想だった。

　……ゲームとかだとガンガン出させますけど、現実は違いますね……。

　なので彼に寝て貰もらって、横から挟む。これだと上下を圧迫出来て、胸全体を抱くようにして揺らし、更に先端を口にして、

「四度目……」

　頂きつつ、味も匂においももう慣れた。寝間着もひどい透け方をしている。だけど、

　……んン!?

「え？　どうしたの？　浅あさ間ま。何かミスった？」

　そうではない。相方……、というのも変だが、

「ちょっとホライゾンとミトを、〝押した〟かもしれませんねコレ」

「あ、あー……。さっきから来てるの、コレ」

　はい、と自分は、彼を口にして、緩く磨いた上で離し、布ふ団とんに寝た。

　押した分だけ、返ってきて、こちらも押された。

　今回は一晩勝負だ。時間も無い。

　ゆえにここで袷あわせを外して左右に分け、いろいろ零こぼれている水着を緩めた。

「あの、じゃあ、トーリ君」

　脚を広げ、ちょっと上に膝ひざを上げる。思い切り晒さらしているが、

「リ、リハーサルより、多分、こっちの方がいいと思うんですけど」

　しかし指で隠し、言った。

「……全部するのは確かなんで、先に、後ろの方、御願いします」
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　トーリは、言われた意味を考えた。

　ややあって、言葉を選びながら言う。

「……やっぱり巫女みこって、そういうものなの？」

「神界でそこらへん話さなかった気がしますが、単純に順番の問題です」

　あっちでは、こっちが後になった。だけど浅あさ間まが困ったように告げる。

「全部、というレギュレーションなら、メインを一番後にして欲しいと言うか……」

「あー……、うん。何となく解わかる」

　解ったので応じる事にする。一応、神界でリハーサルはやっているのだ。
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　あ、と浅間は思った。彼がこちらの左右に手をつかず、腰骨の辺りをホールドする。

　……押して、私が上に滑らないように、ですね。

　神界では、ちょっと上にズレたりがあって、つまり物理的な運動なんですね！　と思わされたが、こうホールドされると感覚が違う。自分も彼の膝ひざに腰を乗せ、角度を合わせる。

　が、今回は、本来よりもやや高くウエストを上に振る。

　正面からだと少しやりにくい筈はずだが、

「やっぱり、う、後ろを向きましょうか？」

「いや、浅間の顔が見えねえと、強引にやっちまってる時に気付けねえから」

　どう答えればいいのか。だが、尻しりの肉の袷あわせに沿うように、彼が調子を上げてきた。

「あ」

　宛あてがわれた、と思って、緩めるより震えた直後、濡ぬれたものが中に来ていた。

　……うわ。

　来る。明らかに、彼のものではなく、自分発の滑りに焦った瞬間。彼がこちらを引き寄せ、踏み込むような動きをとって、

「……！」

　根元まで飲むとともに、奥にまでしっかりと受け入れていた。





●






　ミトツダイラは、それに気付いた。本日何度目かの違和感だ。

　……あら!?

　今、自分は、仰向けになって王を受け入れている。仰向けでも大丈夫なのはリハーサルの賜たまものだ。幾度とない練習の本番が本番で役に立つ。自分でも何の事かよく解らんが、ともあれそういう事だ。

　だが、物事には順序というものがある。前後と言ってもいい。

　基本、時間の経過や何もかもは、前から後ろ、という進行を辿たどるだろう。後ろから前、というのはちょっと逆転が過ぎると思う。

　だが、こちらは今、広義の前向きな行動をとっているが、

　……ちょっと、あの、これ……!?

　何処どこぞの誰だれかが順序を逆にしている。誰かは、推測で言ってはいけない事だが、

　……智ともで確定ですのよ──!?
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　……あれ!?

　浅あさ間まは、彼の気遣い込みで緩やかに全身を揺らされながら、気付いた。

　今、自分は、ついつい後回しにしてしまい易やすいタスクを前に回して後に回している。隠語が行き過ぎて何なのかよく解わからないが、リアルに捉とらえると自分の風評被害が凄すごい事になるのでこの辺でセーフ。いやアウト。だけど、

「……！」

　ついつい前に回す方を前に回して前に回している誰かが居る。何言ってるか自分でもよく解わからないが、それが共有と循環でこっちの身体からだにフィードバックしてきていて。

　……うわあ。

　同時にされているような感覚が来た。前回しの方はさっきから手指で水着ごと押さえているが、その奥に具が詰め込まれてる感があって、つまり同時進行。

　無論、リアルではない方は、錯覚的なものだ。弱い。本物ではないと解る。

　だけど、だからこそ来る。気を払わないように、と思うと今度はリアルの彼を実感出来て、

「ん……！」

　形から何から解る。

　これ、マルチタスクって言うんでしたっけ、とか考えるが、タスクとは英国弁で〝牙きば〟の事だから、英国人もよく解ってる。解ってない。ただ、

「ひぁ……！」

　彼からのフィードバックで、本来ならあり得ない痛つう痒よう感が腰の内奥から染みてきているというのに、臍へその裏辺りでも、仮想の痒かゆみが幾度も乱暴に叩たたいてくる。

　響く。

　違和が強いのは、姿勢がそのためのものではないからだろう。だから、脚を広げ、何もかも受け入れるようにすると楽になる一方、

「浅間」

　彼が言った。

　何？　と視線を返すと、彼が赤面で、困ったような顔をしている。

「何かスゲーです」

　言われて、解わかった。今、自分は、ホライゾンが見せてくれた彼のＳＳＲ画像と同じようになっているのだ。

　確か、前もあった。だとすると、多分、自分は、そういうタイプなのだ。

　……真ま面じ目めにコモンぶってて、実際になるとＳＳＲとか……。

　下手へたするとＵＲかもしれない。だが彼は小さく笑って、

「今、何となく、どーなってるのか解るから。……多分、ネイトの方がこっちに届いて来てるんだろうし、ホライゾンのも通じてるんだろうし、姉ちゃんの笑ってるのも解るんだけどさ」

「うん」

　我慢してくれとか、俺おれの方を見てくれとか、そういう事を言われるのかと思った。だけど、

　……違いますよね。

　彼はそんなもの言いをしない。そう思いかけるのは、自分にそれが無いスキルだからだ。

　ゆえにこちらは安心して、

「何です？」

　安心して促す。すると彼は一つ頷うなずき、

「浅あさ間まがここで駄目になったら、俺と浅間の秘密な」

「────」

　繫つながってる皆にはバレてるだろうけど、秘密。

　意味は無いかもしれない言葉だが、だからこそ彼と自分だけの関係となる。その事を自分は思い、腕を伸ばし、

　……ああ、もう。

　本当に駄目になる。というか既にそうだったものが、今ので決まった。

　もういい。もう耐えない。

「トーリ君」

　彼の首の後ろに手を絡め膝ひざをその脇わき近くまで上げて、受け入れやすくした。

「こういう事するの、……秘密ですよ」

　言っている間に、彼の全てをこちらは受け入れ、

「──あ」

　震えを共有している中で、奥に頂いた。
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　トーリは、またホライゾンが思案タイムに入ったのに気付いた。

「ええと、どうしたのホライゾン。何か曲、流す？　武蔵むさし音頭おんどとかで行ってみる？」

「いえ、武蔵音頭は　今年度版ではうちのオリオトライが唄うたってましたので、出来れば本番の仕込みの時のＢＧＭにしたいと、そう考えております」

「俺おれ……、先生を仕込む時、先生の〝♪ドンパンドパパン　主砲が鳴るよ♪〟ってのに合わせて発射しねえと駄目なのか……」

「先生も、まさか御自分が仕込まれる時に御自分で応援しているとは気付きますまい。これにて世界は一周するのです……！」

　さて、

「無む闇やみに壮大になったところで、何やら浅あさ間ま様のエンジンが掛かった気がします。ついでミトツダイラ様も走り出しました。走る。走る。走る。追う。追う。追い掛ける。これは速いミトツダイラ様、一気に距離を詰めていく姿は正に銀狼アルジヨント・ルウ。しかし浅間様、既に振り切れた速度は異次元の蓋ふた付き逃走者、最後の最後で逃げ切りますか」

「オメエはどこら辺の集団にいるの？」

「ホライゾンはお二人よりも回数的に遙かに上なので、殿堂です」

　さて、とホライゾンがまた言った。

「大体解わかっていると思いますが、いきなりのマルチタスク処理が始まっておりまして、ホライゾン、チョイと痛覚切っててアレなのですが、コレ、どうしたものですかね」

「どうしたものか、って？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、この違和感、基本的に女性しか得られないものだと判断出来ます」

「ああ、まあ、うん、そうだろうなあ……」

　ですが、とホライゾンが顎あごに手を当てた。

「半分くらいの理解でいいので、トーリ様、ケツに何か突っ込んでみませんか」

「そーう来たか！　そう来たか！　ってか、ねえよ！　そんな器具！」

「いえ、神代の時代には超合金玩具や五百ミリ缶との違和感に成功した猛も者さもいたと記録に残っております」

「ここにはどっちもねえぞおー！　うちの部屋、普通だぞぉ──！」

「いえ、あそこに、伝讃器ＰＣのラック組み立て用で、木き槌づちがありますね？」

　見ると確かに工具はある。長年、工作やら何やらで使って来たなじみ深いものだ。

「オメエの提案は別として、俺の尻しりから木槌が生えてたら、絵としては凄すごく面白いってのは認めるけど、俺、どのくらい縁を切られると思う？」

「本舗組はフツーに〝ちょっと変化が足りないと思います〟って言うと思いますが」

「わあ……、凄い安心したけど、何か終わってるな……」

　まあまあ、とホライゾンが右の手の平を上げてみせる。展開している表示枠サインフレームを横目で見て、

「ともあれお二人とも、絶好調ですねえ」
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　禊祓みそぎの術式で一度拭ぬぐってから、口でゆっくり磨いて一回頂く。

　そして一息をついて、彼に言った。

「……ミトの方、ちょっとマズい事になってる気がしますね」

「あー、まあ、こっちはこっちの流れでいいんじゃね？」

　耐えるのは、やめにしたのだ。だから自分は頷うなずき、受け入れる姿勢を作る。ここまで御情け程度で押さえていた水着を逸らし、その動きで、リハーサルと同じ事をする。

「じゃあ、トーリ君……」

　ミトツダイラの方とも、これで息が合う筈はずだ。

「ここに、御願いします……」
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　ミトツダイラは一息をついて、王を軽く嚙かむように口にした。

　思った以上に自分と王の匂においが交錯して、さっきから酔ったような気分がする。食べてしまわないように、と思う事は、驚く程に自分にとって禁ずべき想像で、

　……御母様が御父様にハマるのも、解わかりますわね。
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　リハーサルの時は、自分達が実体ではないという、そんな保険的安心感があった。だがこっちはそれが適用出来ない。一応、損失部位の再生治療などは術式や培養も含めていろいろあるが、〝嚙かみ付いた〟〝損失させた〟という事実は無くならないのだ。

　母にとっては、自分がケダモノであるか、人狼ルウガルウの女王であるか、という試しであろうし、それは己にとっても同じだ。

　ぞくぞくする。

　そしてこれが、今後は望めば有り得るし、望まれても有り得るというのは贅ぜい沢たくでしかない。ただ、今の状況としては、

　……智ともと、合わせる訳ではないですけど……。

　自分の方も、全部、王に預けているのだ。ならば、

「……我が王？」

　己は、リハーサルの時のように、背を見せ、しかし肩越しに視線を送って、こう言った。

「──狼おおかみには、全て杭くいを打たねばいけませんのよ？」
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　浅あさ間まは、彼を前向きに受け入れた。

　記憶にあるよりも、随分と調子に乗っていると思うが、多分、自分の方が出来ていないからだろう。これから彼の形を憶おぼえ、その通りになっていく。だが、

「あ」

　途中で止められた。何故なぜ、と思う意味も無い。それ以上を踏み込むと、関係が変わる。

　しかし今更気にする必要は無いのだと、彼の左右の膝ひざにそれぞれの脚を乗せる。そんな事で覚悟と導きを示せるのが少しおかしく感じるが、腰を、先程より強く両手でホールドされた。

　息を吸う。お互いが視線を合わせ、こちらが息を緩める。

　すると引き寄せられ、押し返されて、

　……うわ。

　痛みが来るのは確かだ。使っていなかった筋肉を無理矢理動かすような裂ける痛感。だがそれ以上に、彼から届く自分自身のぬかるみと、口づけを多重にしたような触感に、

「────」

　自分の期待を教えられ、焦りに近い感覚を得たと同時に、奥底を叩たたかれた。

　隙すき間まがなくなる。内でそうならば、外でもそうして欲しい。ゆえに、こちらに踏み込んで来るような姿勢となった彼を、空いている手で抱き寄せると、抱き返された。

　熱い。汗やら何やらで湿っていて、それが間を埋め、

「ん」

　唇を重ね、しがみつくと、彼が身を震わせる。型をつけるように中で振るってくる。

　先に、口で刺激を与えていたのだ。あまり保もたない。

　痒かゆさに似た痛つう痒ようを、お互いが肉で搔かき合って、感覚が高まっていく。

　気付けば、自分の方も、現状でかなり一杯一杯になっている。扱かれて搔かれる事で、安あん堵どにも似た感覚が何度も頭に突き上げてきて、涙が零こぼれて、

　……うん。

　リハーサルよりも上手うまく行ってない。どちらも切羽詰まったように、余裕が無い。だけど、だからこそ実感があり、彼の方からいろいろなものが感情に流れ込んできて、

「は」

　唇が離れ、舌が糸を引いた直後。彼に満たされて、自分も溢あふれた。





●






　……あ。

　多幸感、という言葉を多用するような時間帯だが、それが満ちて浸ったような状態だ。

　何をどうしたらいいのか。自分がどうしているのかもよく解わからない。しかし、

　……んン!?

　不意の感覚に、自分の身が震えた。

　おぅ？　と彼も少し身体からだを起こし、

「どうしたの？　浅あさ間ま」

「あ、いや、ちょっと、ええと」

　コレはアレだ。

　……ミト──!?

　明らかに、後ろが。
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　お互いは思った。

　……また逆!!

　やらかした、までは同じ事を確かに思った。
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　トーリは、ホライゾンが動きを止め、顎あごに手を当てたのを見た。

「ええと、どうしたの？　ホライゾン。別のジャンルの曲、行く？」

「いえまあ、先程から流れている草くさ津つ湯ゆ揉もみサンバが非常に良いリズム感なので、これはこのまま行きましょう」

「俺おれ、草津行ったら今夜の事思い出すのかな……」

「御安心を、忘れていても思い出させますので。──しかし」

「……何その悪い予感のする引きは」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずき、視線を壁側に動かす。そこには高たか尾お土産みやげの木刀が掛かっているが、

「尻しりから木刀を生やす、というのは、ちょっと新しいと思いませんか、トーリ様」
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　豊ゆたかは、光を見た。

　布ふ団とんを敷いた部屋の中だ。

　明かりは消えていて、布団は、掛け布団も床に敷き、毛布を身体からだに掛けて四人が寝ている。

　自分、ネイメア、嘉よし明あき、安あん治じ。

　自室だが、一瞬だけ錯覚したのは、昔の記憶だった。

〝花園アヴアロン〟だ。

　だが違う。皆は大きくなっていて、そして、

「────」

　違うけど、胸奥に軋きしみのような苦しさがあった。

　母達がいなくなった日の事を、想起したのだ。明確な光景として思い出すのではない。ただ心が、この暗がりと皆が一緒に寝ているという事から、条件的に同じものを悟ったのだ。

　母はここにいない。

　その事実が当時と繫つながって、軋みが生まれる。

　今の母は消えていないのに、かつて消えたという事実が、自分の中で消えていない。

　払ふつ拭しよくしたと、そう思って、ここ二ヶ月近く楽しかった事も盛り上がった事も、今この数秒で消えて台無しにされていく気がする。

「ん」

　駄目だ。起きよう。目を覚まそう。眠りに近い微睡まどろみだと、この嫌な感覚に支配される。そう思って、顔を上げようとして、

「──あ」

　光だ。

　先程から見えていた。

　自分の頭上に、一枚の表示枠サインフレームが出ている。

　……これは……。

　見れば文字が読める。それは、


《東とう照しよう宮ぐう代表権限取得：浅あさ間ま神社代表：浅間・智とも》
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　何が起きたのかは解わかる。

　母が、東とう照しよう宮ぐうの代表となったのだ。浅あさ間ま神社代表は維持したままなので、同じ代表である自分の方にも報告が来たのだろう。

　それは、一つの事実を示している。

　自分の父と母が、

　……ファースト合体ドツキングを……！

　いきなり血圧が上がった。

　目が覚めた。身を起こし、

「ふン……！」

　父と母の合体は娘の寝覚めに最適です。想像だけでこんなに意識がハッキリ！　違う。だけど、さっきまであった嫌気や軋きしみは何処どこかにスっ飛んでいて、ほんの数秒前の事なのに、思い出すだけでセンチメンタルだった自分を鼻で笑いたくなる。

　有りもしない払ふつ拭しよくした喪失の過去より、実在する両親の合体。

　どっちが大事かと言えば確実に後者。

　浅間神社代表の身としても合体が優先です。

　……あ、私、単純……。

　しかし、思う事がある。

　父と母は、自分達だけを幸いにしておくような人ではない。ならば、

「ネイメア」

　小さな声で、己は相方を呼び、身を揺らす。

「──貴女あなたの母親と、父さんが、結ばれましたよ」
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　ネイメアは、よく解っていなかった。

　眠いのだ。

　狼おおかみは夜行性だが、人狼ルウガルウはどちらかというとオールラウンダーだ。昼も夜もどっちも行ける。というのも、昼は人間、夜は月によって狼となるのが人狼だ。人と狼のいいとこ取りである一方、安心出来る場所ではよく眠る。

　ここがそうだ。

　豊ゆたかは自分と同じ匂においを半分持っている。自分と合わせて一体分、と言って良いかどうか解らないが、非常に落ち着く。これが片かた桐ぎりだと、ちょっと違和感あるのは、豊と自分は同性だからだろう。同じ父の匂いだが、自分のものと同じかどうか、というと、豊の方が上。

　その豊ゆたかが、こちらを起こしに来ている。

　体内時計ではまだ夜の筈はずだ。それなのに一体。

「……ほら、貴女あなたの母親と、父さんが、合体したんですよ」

　合体。

　隠語だ。ＡパーツとＢパーツがエレクチオンドッキングして合体成立となる。割断世界ホンダリアの第一シーズンでは、主人公のキメ台詞ぜりふが「俺おれの合体攻撃は最強だぞ！　大人だからな！」というものだったが次のシーズンで別のものに変わっていた。

　そういう事じゃない。いや、そういう事ではあるが、

　……御父様と、御母様が？

　どういう事だろうか。もうちょっとインパクト強くして欲しいと思ったら、

「ネイメアの御母さんがキャンキャン舐なめ舐めしながら父さんを食ってるんですよ！」

「インパクト強過ぎですのよ……！」

　血圧が一気に上がった。
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　上がった血圧を保つ感覚で、ネイメアは豊に問うた。

「ちょっと！　豊！　どういう事ですの！」

「ネイメア、声が大きいです」

「……ちょっと、豊、……どういう事ですの……？」

「ネイメアのそういうところ、私、凄すごく好きですねー……」

　いえでも他にどうしろと。

「ですけど、豊、うちの御母様は次期人狼女王レーネ・デ・ガルウですのよ？　キャンキャン舐め舐めとか、そんな犬みたいな事、うちの家系は流石さすがにしませんわよ？」
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「さあ、貴方あなた？　今日はネイトと王様がいい雰囲気になってる筈ですから、こっちも応援のつもりでキャンキャンごっこですのよ？　貴方が私を犬扱いして、私がそれに怒って犬のように責めますの。いいですわね？　さあ、実は既にスタートしていますの」
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「人狼ルウガルウはやはり狼おおかみですもの。飼い慣らされた犬とは違いますのよ？」

　うーん、と豊は唸うなった。

「でもネイメア、この前、父さん達に匂においクンクンされて致命傷になりかけてましたよね」

「い、いえ、あれは単に群としての習性で、犬よりも寧むしろ狼ですのよ？」

「父さんは、狼おおかみですか？」

　ネイメアが額に手を当てた。ややあってから、彼女が、はっとして、

「豊ゆたかの御母様は狼な気がしますの。──って何ですの豊、その〝それだ！〟みたいな顔！」
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　浅あさ間まは、身を起こした彼が寄せてくるのを、口で拭ぬぐった。

　そしてお互いに一息をつき、

「ええと……」

　確かあっちでは、こうだった。背を向けて、腰を掲げて、

「……御願いします、トーリ君」

「御願いされたけど、……いいの？」

「えっ？　トーリ君、この姿勢、……好きでしたよね？」

「……いや、向こうでは、まず浅間から御願いされたような……」

「…………」

「…………」

「お、御願いしたと言う事はオッケーです。というかこれも含めて何でも有りです」

「俺おれも応じたと言う事はオッケーです。というかこれも含めて結構好きです」

　何か古こ事じ記きでこんな遣り取りがあったような、と思うが、まあそういうものだろう。

　そして彼が、こちらの尻しりの肉を摑つかんで左右に剝むいて、押し当てて、

「いやあ……、何というか……」

「な、何です？」

「何かまあ、凄すごいもの見てるってか、うん、ケダモノって感じだけど」

「いや、別に誰だれかに見せてる訳じゃないですし、そこらへん気にせずに、どうぞ」

「うん。どうぞします」

　どうぞされた。
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「見てなくても解わかる気がするのが、うちの母さんの強みですね……」

「親の風評被害が何となく凄い気がしますのよ？」

　まあまあ、と豊は、先程から宙に回っている表示枠サインフレームを見る。

「これは、あれですよね」

　指示語ばかりだ。隠語ではない。ただ、父達の一件は、今回において自分達にも関わる。

　これは恐らく付け替えが行われてしまうものだろうけれども、

「父さんと母さんが、私達を頂く事を、前提とした関係になったという事ですね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネイメアが頷うなずいた。

「いつか、……私達に届くという事が、成立しましたの」

「そうですね。……母さん達も、未来に生まれる子供達から応援される事になるとは、思ってもみなかったでしょうけど、ところがどっこいコレも現実です」

「な、何か帰結が酷ひどいですのよ？」

　まあそういうものだ。

　ただ、何となく、胸の奥が軽くなった。

　……ああ。

　さっき受けたような軋きしみは、今後、無くなるだろうと、そう思う。

「不思議ですね」

「何がですの？」

　はい、と己は応じた。

「強くなる、というのは、自分で獲得するものでもあれば、他の誰だれかが与えてくれるものでもあるのだなあ、と、そう思ったんです」
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　トーリは、ホライゾンが動きを止めたのを見た。

　先程まで、ＢＧＭに武蔵むさし神啓レデイオ体操第一を流しながらリズム良く搾さく取しゆという、人間は慣れると何でも出来るんだなあ、というアクションをしていた。

　今も伝讃器ＰＣからはヨシナオの声で、

『では腕を前から上に、左右に振って空を仰いで──。おいっちにぃ──さあんしっ』

　と聞こえてきて、このペースだと結構なスロー合体なのだがかなり効く。

　だがホライゾンがまた何か考え込み、

「どうしたのホライゾン。第二にする？」

「いえ、まあ、これです」

　表示枠サインフレームが出ている。

　見れば浅あさ間ま神社と東とう照しよう宮ぐうの提携状態が完全に結ばれたと言う事だった。

　浅間の所属は変わっていない訳だが、

「あっちのトーリ様は、ちゃんと提携開始を出来たようですねえ」

「循環してるって事は、ネイトとも上手うまく出来てるみたいだし……」

　……凄すげえなあ。

「俺おれ、本当に、一人じゃなくなったなあ」

「全員、明日に離縁状を叩たたきつけてきたらどうしますか」

「お、オメエはまたそういうハードモードな仮定を……！」

　言うと、ホライゾンが小さく吐息した。

「その仮定を真ま面じ目めに考えない程度には、現状、受け入れているようで何よりです」

「オメエにゃいろいろ心配掛けるけど、まあ、哀かなしくなってもおっ死んだりしなくなった分、いいと思わねえ？」

　そうですねえ、とホライゾンが壁を軽く叩たたいた。

　直後、壁の隠しボックスが開き、

「おやおやトーリ様、このところで密ひそかに買った泣きゲーがこんなに。銀髪系、姫系、巫女みこ系、女騎士系、よりどりみどりですが、まあここはクール姫系から立ち上げながらやっていきましょうか。──姫がトーリ様です」

「え!?　俺おれ!?　俺がそっちなの!?」

「ＳＥも口で表現して下さい」

「待って待って待って、難度が一気に上がって行くんですけど！」

「大丈夫ですトーリ様、ここから静かに盛り上がっていきます。何故なぜなら──」

　ホライゾンが静かに頷うなずいた。

「ＢＧＭはこれまで掛けたもののメドレーですから」







[image: 第六十八章『共同場所の皆』]
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　……神しん道とう術式の威力とは凄すごいものですのね……。

　掃除の時間だった。

　ミトツダイラは、膝ひざを着いて床を払いながら、手にしているものを見た。

　符だ。手に収まる程度の紙だというのに、

「一畳分、軽く手を振るだけで禊祓みそぎされますわ……！」

　昨晩、散々やらかして、先程、刻限が来た。鶏にわとりの鳴き声を模したチャイムが響いて、とりあえず浅あさ間まが東とう照しよう宮ぐうの神に仕えると、そういう〝承認〟が為なされたのだ。

　つまり、為すべきとしては終わり。なので自分達も充分を感じて満足し、お互いが笑い合って終わりを自覚した。

「これから、ですわね」

「……これから毎晩？」

「そういう事じゃありませんわよ……！」

　そういう事でも充分いい。

　ただ王も笑っていて、〝有り〟なのだと教えてくれる。そんな関係になったのだ。

　一つ深くなって、そしてそこから先がずっとある。

　深くはなっても、終わりではないし、決着も無い。続いていくのだ。そして、

「続けて行くために、運命の自殺を止めねばいけませんわね」

「でもその前に、コレどうにかしねえとな」

　と言われて気付いたのが、部屋の惨状だ。

　匂においが凄いが、実のところちょっと幸せ。神界よりも、こっちの方が匂いの持続性が高いのも理由の一つだ。あっちはあっさり、こっちはこってり。お互いの身体からだもお互いの匂いにまみれていて、母が父にハマるのも改めてよく解わかる。

　ただ、このまま日常生活は出来ない。そこで出したのが、浅間から預かった術式ストッカーに収められた禊祓術式だ。

　王にして、

「全体的に水みず飴あめ状態じゃね？」

　と言わしめた自室の布ふ団とんや畳だったが、浅間神社から支給された禊祓術式があっという間に全てを洗い、元以上の清澄さを与えていく。何か商品ＣＭみたいですの。

　でもコレは凄い。というか掃除の手間が無くなるというのは、素晴らしくないだろうか。

・銀　狼：『智とも！　凄い術式ですのね！』

・あさま：『え!?　もう片付けしてるんですか!?』

・銀　狼：『さっきから違和感あると思ったら何を延長してますの──!?』

・鉄火女：『お前、さっき平然と〝二時間延長で！〟とか言われた私の身になれよ』

　その手がありましたのね、と思うが、こちらはもう片付けに入っている。

　合流は何時いつになるだろうか。
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　トーリは、浅あさ間まに拭ぬぐわれて、そして離された唇から言葉を聞いた。

「じゃ、じゃあ、トーリ君、ええと、コレでシメて、最後綺き麗れいにして、終わりにしましょう」

　と、彼女が、〝お互い好き〟な姿勢を掲げる。そして振り向き、

「ここが大事ですから、……ラストスパート、出し切るつもりで御願いします」

「凄すごい事言ってるぞオメエ……」

「いや、ま、まあ、全部オッケーと、そういう事ですし」

　……凄え──。

　明らかに、カンが戻ってる。神界の時以上な気もする。だが、

「じゃあ、こっちで」

　と、彼女の腰を摑つかんで、仰向けに誘導した。え？　という顔の上から、というより、下から脚を持ち上げ、身体からだを折るように淡く丸くする。そして彼女を隠すように上から抱き締めて、

「これ、ちょっと息合わせてくれないと駄目かなー」

「……はい」

　今更の赤面顔で、抱き返された。脚が脇わきの後ろで絡められ、

「リハーサルの初めてより、濃いですね」

　既に承認はされているのは解わかっている。でも、そうだとしたら、

「こっちがプライベートってのは、ホント、濃いよな……」

　浅間が、小さく笑って、こちらの声を自分の唇で塞ふさいだ。

　そのまま引き寄せられる動作で、満たしていく。
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・ホラ子：『流石さすがですね浅間様、あれだけ開始前に否定的なコメントを出していて、イザ！　となると本気全開とか』

・銀　狼：『長距離走で、〝一緒に走りましょう〟って呼びかけてきて、ラストのスパートで全部ブチ抜いていく、あのスタイルですわよね』

・賢姉様：『でもこの場合、どっちかっていうと周回遅れ？』

・あさま：『き、聞こえてますからね!?　ええと、今これから綺麗にしたら、そっちに行きますから！』

・銀　狼：『というか智とも、この禊祓みそぎ術式、凄いですわね。拭ったものは何処どこに消えますの？』

・あさま：『あ、ぶっちゃけ〝これ〟専用です。選別されて付け替え用に回りますから、代演になるんだと思って下さい』

・ホラ子：『……つまりトーリ様は、一般人の五十六倍の代演が可能、と？』

・賢姉様：『暴発！　暴発させまくるのよ！　戦場でも学校でも後ろから抱き締めて〝ほら、トーリ君、外ですけど代演御願いしますね。手伝っちゃいますから〟とか言ってとか言って！』

・あさま：『私の口調で言うのは何故なぜですか……!?』
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　東とう照しよう宮ぐうの正式な起動が告げられたのは、武蔵むさし野の艦橋だった。

　浅あさ間ま神社経由ではなく、東照宮から。

　その報告を受け取った〝武蔵野〟は、安あん堵どに似た判断を得た。

「……これで当艦にも、神しん道とうの中枢が設けられましたね。──以上」

　今までは、流体関係の処理を奥おく多た摩まの浅間神社に集中させていた。これは中央後艦の奥多摩が、全体のタスク量としては少なめである事と、各出力系の中心であるためだ。

　だが、状況は変わった。

　武蔵むさしが、改から新型に変わっていく中、高出力状態を保つ事が前提とされたのだ。これは奥多摩に浅間神社があるべき理由となったが、一方で奥多摩側の負担が大きくなり、また、

　……各艦の操艦コントロールをする武蔵野は、その指示を、一度奥多摩に経由しなければいけなくなったのです。

　これは面倒だ。

　各艦への指示は、ダイレクトであるべし。

　しかし高出力の航行は、流体経路の制御と密接だ。防護障壁の全面展開や多重の砲撃。それらの長時間に渡る計算処理なども、全てそうだ。主砲〝兼かね定さだ〟の発射は、最たるものだろう。

　総長が流体供給術式で、補助をするのは、飾りではない。奥多摩に集中している処理を、浅間神社代表の判断によって流し、分配しているのだ。

　しかし、そういった総長のサービスも、常に出来る訳ではない。

　そこで東照宮だ。

　現在は浅間神社の限定コピーだが、それでも充分に流体経路の制御には役立つ。奥多摩側から、砲撃系、防護障壁系など、係累処理を一つ賄まかなえるだけでも、全体の負担は軽減出来る。

　更には、ここから全艦への操艦指示を出す事も可能となるのだ。

　運命の下へ行くまで、あと一月。それまでに、東照宮代表となった浅間といろいろ試験し、多くの処理を可能としておくべきだろう。

　そういった事を可能としたのは、やはり総長を初めとした本舗組だ。

　表立って褒めると調子に乗るのでやらないが、ここで評価はしておく。

「よい仕事です。──以上」
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「さてまあ浅あさ間ま様、ミトツダイラ様、なかなかに良い御仕事でした。思わず延長戦に入るなど、正直チョイとこのホライゾンも〝やりおるわ……！〟と思う程のエンジン全開、まさに不言実行と、そう言って良いでしょう」

　店舗内。椅子の上で寛くつろぐホライゾンの前で、ミトツダイラは座ざ布ぶ団とんに正座というスタイルで浅間と一緒に頭を下げていた。

　理由は明確だ。

　初しよ手てからハジケ過ぎた。というか、

「お二人とも、予定では、戦後にチョイと眠って、朝日と共に目覚め、寝起きのトークなどをして余よ韻いんを楽しむと、そんな感があったと思いますが」

「気付いたら終わってましたね……」

「でも後片付けが楽だったのは確かですの」

　あ、と浅間が手を上げた。

「あの禊祓みそぎ術式、すっごい楽ですけど、すっごい高価なんで、多用し過ぎないで下さいね？」

　ホライゾンの動きが止まった。彼女は、ややあってから、鈍い汗を搔かき、

「……お値段、如何いか程で」

「あまり衝撃的な言葉は使いたくないんですけど、一枚で表層部の六畳部屋が一軒買えます」

　見ると、ホライゾンの汗が増えていた。

「何しましたの？」

　問うと、ホライゾンが顎あごに手を当てた。五拍程の後で、

「……思った以上にアレが綺き麗れいに消えるものなので、トーリ様の伝讃器ＰＣが小汚いので拭ふいたらどうかと。しかし汚れがあまり落ちませんで。それでまあ、シュッ、シュッと、七枚程」

「……智とも？　一枚、どのくらい禊祓出来ますの？」

「一枚で六畳くらいはいけるんですが……。アレ系以外だと、フツーのウエットタオルと変わりがないので……」

　ホライゾンが、席を立った。

　喜き美みが調理をしているカウンターから奥に回り、ややあってから戻ってくる。そしてホライゾンは、持ち込みの座布団をこちらの正面に置いて座り、

「公平に行きましょう」

「ま、まあ、確認不備によるミスですよ。その程度で」

「いえ、うちの中での出費などは、基本、うちの出費です。そこから割り勘などはあるかもしれませんが、基本、そういうものだと、ここに入る時に決めた事ですから」

「じゃ、じゃあ、私が高級な神酒みきを飲みまくってバランスをとりましょうか」

「何言ってるか解わかりませんのよ──？」

　しかしまあ、と己は思った。

　……ホライゾンも、ここの大家のように、いろいろ考えてますのね。
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「ただまあ、それはそれとして、こちら、どうしますの？」

　視線を向けるのは、テーブルに突っ伏ぷしている王だ。天井を見上げ、惚ほうけているが、

「大丈夫ですの？　我が王」

「あー、うん……」

　返答はある。が、ちょっと力が無い。こちらの横、浅あさ間まが首を傾かしげ、

「四人分身を戻した時、……順番ちょっとミスりましたよね？」

　そうだ。

　正式な手順としては、浅間の王と、自分の王を合一し、そこにホライゾンの王を合一、最後に喜き美みの王を合一して、

「何かがあっても、喜美のところで中和と、そういう話でしたわね」

　間違った。

　最初のターンは合っていた。だが、次のターンで、ホライゾンが、何か変なリズムで上下に揺れてる王を連れてきて、

「浅間様、コレとそちら、合一出来るのですか？」

「ええ、大丈夫。普通に出来ますよ？」

「普通に!?　流石さすがですね。やはりそれは、何かの工夫で？」

「いえ、こんな感じで、普通に」

　と、浅間がついやらかした。えいっ、と自分達の近くにいた二人分の王と、傍そばにいた喜美の王を合一してしまったのだ。

　つまり先に中和が入った。その後で来るのが、

「♪では腕を頭上に上げて、身体からだをまわしまあ──す♪」

「……ホライゾン、我が王と何してましたの？」

「いえ、ミトツダイラ様、これはＢＧＭの一部です」

「ＢＧＭ」

　何をしていたのか、ビミョーに解わかる気がするのが怖い。

　ともあれラストにキツいのが合一した結果、王が酔ったような状態で椅子に座っている。

「我が王、大丈夫ですの？」

「あ、いや、大丈夫だけど、何かもう、入り乱れてて整理がつかないってか」

「フフ、どんな感じ？　嫌な気分じゃないんでしょう？」

「あー、まあ、嫌どころか凄すごく良いです」

　ほ、ほほう、と浅あさ間まが狼狽うろたえ気味に頷うなずくが、こちらも延長戦の前科持ちだ。

　そして王が、一息を吐き、天井に何か手で丸いものを大きく象かたどって、

「何て言うか、すっごい誘い受けと、すっごいキャンキャン舐なめ舐めと、すっごいホームドラマのシメで神啓レデイオ体操」

「神啓体操」

　ホライゾンが、どこからか出した湯飲みで平然と茶を飲んでいる辺り、風格を感じる。

　……勝てませんわねー……。

　ただ、こちらとしては、提案したいところがある。

「フィードバックの軽減、出来ませんの？　智とも」
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「神界の時は、あまり感じませんでしたけど、こっちだとダイレクトに来ますね……」

　これは浅間としても計算違いだった。

　だが、よく考えれば理由は解わかる。

「あの時は、現うつし世よ側にホライゾンがいて、ミトの循環は現世と神界の壁で弱まっていたと、そう捉とらえるべきでしょうね」

「じゃあ、本来の出力はコレでいいという事になりますの？」

「浅間様、浅間様は望むところかもしれませんが、ホライゾンとしては口とか尻しりとかに196mlイエスイエスイエスみたいなのが横から来られると雑念が」

「うーん、じゃあ受け側の防壁をちょっと設定しましょうか」

「送り側は設定しませんの？」

　あのですね、と己は右の人差し指を立てた。

「送り側が防壁を設定出来たら、隠れてやらかす可能性が生まれますよ？」

「今、鏡に向かって言ってますわね？」

　そんなつもりは、と思うが、何となく思い当たる節もある。なので、

「……じゃあ勇気を持って前言撤回しますが、送り側も防壁、ありにしません、か……」

　言っている間に、ミトツダイラが座ざ布ぶ団とんごとホライゾンの横に移動した。

　そして笑顔で、狼おおかみが言う。

「何ですの？　智」

「というか浅間様の〝万が一〟思考は流石さすがですね……、と、今、しみじみ思いました」

　そういうものだろうか。ただホライゾンが手を上げ、

「まあ不意打ちを食らう可能性があるとなると、送り側は出力低下をするのも気遣いでしょう。何処どこで何をしていたかは後で追及求出来ますし」

　カウンターの向こうで、さっきから喜き美みが笑いを押し殺して肩を震わせている。そんな背を向けて無理せんでも、と思うが、確かに傍はたから見たら、肉食獣の会議でしかないだろう。

　ただ、自分としても提案しておきたい事がある。

「トーリ君が正式に東とう照しよう宮ぐうの神様となったので、巫女みこには合体ボーナスがつきます」

「どういう表現ですの？」

「いやまあ、神気の下げ渡しというようなもので……」

　重なる事で、影響を受ける、という事だ。

「これは巫女ではなくても成立するんですが、ここから先、やはりホライゾンもミトも、出来れば東照宮に所属を移して、代演処理を解除した方がいいと思います」

「前にも提案ありました話ですわね？　──では、具体的にはどのような？」

「トーリ君のボケ術式が適用されるのと、流体供給術式の経路化。他、寿命なども影響を受けると思います」

　言うと、彼が身を起こした。

「寿命？」

　はい、と己は頷うなずく。

「長命化しやすいですが、場合によっては不老化する事もあります。神ではありませんが、仙人でさえ不老になる訳ですから、神となるとその可能性は視野に、と」

　そして、

「姉である喜美も、私達も、そういう可能性があります。また、──私達と付き合いというか、関係ある人達も、〝恩恵〟として、そのような傾向が生じます」

　神を得るとは、そういう事だ。

　国家間において、他国が牽けん制せいするのは、当然だろう。

「武蔵の学生の年齢制限が、事実上消えて、そこに不老化する可能性のある神がいるとか、ちょっと厄介ですよね」

「なあ」

　と彼が問うて来た。

「俺おれ、最終的に一人になったりしねえ？」

「トーリ様」

　ホライゾンが言った。

「私達は神界ともツーカーですよ。──一人になれると思える方が、甘いですね」

「そっか」

　と彼が笑った。その目め尻じりから涙が零こぼれ、しかし一つだけで、

「俺、オメエ達が傍そばにいてくれて、良かったよ」
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　……困った人です。

　と、浅あさ間まは内心で安あん堵どした。

　今、彼は、自分が一人になった時の事を想像したのだろう。

　大きな力を得たり、長命化する事よりも、寂しさを厭いとう。

　だがこれまでとは違う。

　厭うて戸惑った感情を、表に出した。それはつまり、

「哀かなしめるようになって、良かったですね」

　不安し、泣く事を我慢しなくても、もう、いいのだ。

　堪える代わりに自分達がいて、支えて、止める。だから、

「大丈夫です。──思い切り甘えさせて、そういう思いが生じないようにしてあげますから」

　皆が、固い唾つばを飲んでこちらを見たのは何故なぜだろうか。
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　いろいろと、これからも変わっていきますわね、とミトツダイラが思った時、キッチンから喜き美みが出てきた。

　盆に載った器から湯気を立てるのは、

「はい、アンタ達がしでかしてる間、奥の扉を通じて、サクヤから冷食届いたから。

　神界のつけ麵めんと野菜炒いため。愚ぐ弟ていの作ったいろいろセットもあるわよ？」
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・ゆたか：『……何か、本舗の方から、またもの凄すごい量の神気というか流体が……』

・ＡｎＧ：『流石さすがに起きたあ──！　ってか、何このブルブル来るの!?』

・黒　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、多分、餃子ギヨーザですの』

・きめえ：『餃子……!?』

・巨　正：『あの、何だか王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフがいきなり元気よく跳ねて天井にズンって』

・６　　：『上の人』

・黒　竹：『清きよ正まささん、もはや表層部に住みませんか？』
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　ホライゾンは、喜美も含め、皆でラーメンと餃子や大皿料理を頂きつつ、こう呟つぶやいた。

「……ある意味、記念すべき赤飯デーの早朝に、皆で餃ラーというのは、あまりにもうちらしい光景かもしれませんね」

「ここは軽食屋の筈はずなんだがなー……」

「フフ、良いから食べて回復しときなさい」

　と、喜き美みが言って、浅あさ間まとミトツダイラが小さく笑う。が、

「……？」

　何かに気付いたムーブをとったのは、ミトツダイラだった。

「どうしたネイト？」

　トーリが問うている間に、浅間も、ふと箸はしを止める。なので自分も、

「……何事ですか浅間様」

「あ、はい。ちょっと神気が強いのかな、と、そう思ってたんですが──」

　言葉と同時、浅間とミトツダイラが本舗の入り口に身を向け立ち上がる。そして、

「──あ」

　入り口に行こうとした二人が二歩目で同時に転んだ。





●






・銀　狼：『わ、忘れてましたわ……！　嚙かみ合い悪くなってますのよね!?』

・あさま：『ああ、ラーメン食べながら、ちょっと顎あごが疲れてますね、と思ったんですが、まあそういう事ですよね……』

・賢姉様：『フフ、何やってんのアンタ達、ちょっと上飛び越えて行くわよ？』
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　浅間は、ミトツダイラと共に身を起こし、一回軽く二人でスクワット。四し股こは踏まない。

　だがその間に、喜美が本舗のドアを開けていた。

　外は朝、というよりも未明だ。

　仄ほの暗ぐらく、これから朝の光が差すだろうと、そういう時間帯だった。

　違った。

　ドアの四角い切り取りから見える面の通りは、確かに明るい。が、それは朝日が近づいているものではなかった。

「……直上？」

　明かりだ。

　武蔵むさしの真上に、照明のような光がある。

　昨夜ゆうべは満月に近い晩だった。だが、今、自分達が見ている光は、

「──変ですわよね、この光」

　言ってミトツダイラが先に急ぐ。自分も追う。後ろで彼が立ち上がる音がする。ホライゾンが容赦なくラーメンをすする音がして流石さすがの切れ味だと思った。

　そして外に出て、己は見た。

「月……？」
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　ミトツダイラは、夜天にそれを見た。

　月だ。

　空。武蔵むさしの直上とも見える天上に、満月が一個ある。

　第二の月だ。

　それが降らせる月光が、武蔵を強く照らしているのだ。

　だが、おかしい。

「第二の月が……、本物の月から、離れてませんの？」

　疑問に思った事は、すぐに証明された。

・武　蔵：『──緊急です。武蔵全艦、大和やまと全艦に通達します。上空、第二の月が、静止状態に移行しつつある事が確認されました。──以上』

・副会長：『は？　何だ？　どういう事だ？』

・長安定：『第二の月が公転を止め、本来の月が遠ざかっていくように見える……。それが錯覚やのうて、事実やと、そういう事やな？』

　代表委員長は生徒会居室にいるのだろう。ならば窓から空は広く見えている筈はず。

・不退転：『早朝のバイトに出ようと思ったら、確かにこれは、第二の月が直上やや東側にあるわね。……まだ少し動いている？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵〟が答えた。

・武　蔵：『恐らく静止位置は、極東の中央付近。その辺りと判断します。──以上』
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「でも、どうしてですの？」

　第二の月が止まる。

　だが、何故なぜそんな事が生じるのか、解わからない。ただ、

・未熟者：『やったああああああ！』

　いきなり文字が表示枠サインフレームに飛び込んできた。

・未熟者：『どうだ!?　皆、僕が月への道を作ろうと言ったら鼻で笑ったが、第二の月が止まるならそれは可能じゃないか！　どうだ!?　僕の先見性！　参ったか！』

・ウキー：『こうなる事が読めてないなら先見性ではなくまぐれだろう』

・十ＺＯ：『カンが当たって良かったで御座るなあ、ネシンバラ殿』

・労働者：『たまには当たるな！　ネシンバラ！』

・ホラ子：『おっと、早朝バイト勢から厳しい御言葉。ネシンバラ様、ピンチの時間帯です』

・未熟者：『待て！　カンも実力の内だ！　そうだろう!?』

　ギャンブルで破滅する人間の台詞せりふですわよね、と感想した。
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　そして第二の月は、その日の午前七時十一分に、己の公転を止めた。

　場所は極東中央の上空とされたが、正式には、

「これ、あれですよー……。本ほん能のう寺じの直上ですよねー……」

　という竹たけ中なかの言葉通り、計測によって、第二の月は本能寺の直上、約八万キロの位置に座標を定めつつある、という事が判明した。

　何故なぜ、このような状態が生じたのか、武蔵むさし勢と各国はそれぞれ調査を開始し、更には、

「〝月の指輪〟の内容を確定させようじゃないか！」

　というネシンバラの声の元、第二の月への侵攻作戦が決定されていったのである。

　決行日は、今年最後の満月の日。

　十二月三十日の、夕刻と設定された。

　そしてその日は、確かにやって来た。僅わずか一ヶ月。だがそれだけの期間を持って、各国は確かに、本能寺跡地の空へと一斉の集合を掛けたのであった。







[image: 第六十九章『暗がりの内緒屋』]
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　静かな夜だった。

　空に浮かぶ二つの巨大艦。武蔵むさしと大和やまとは、今、全体的に動きを止めている。

　艦上の街は、その多くがパージされ、代理としての装甲が嵌はまっている箇所もあれば、何も無く、ただ防護障壁発生用の鳥居が仕掛けられている箇所もある。

　街の上は街灯以外に明かりが無く、時折、〝四し国こく総連〟の刻印を打った極東の輸送艦が、警備のために空を巡回するだけだ。

　そんな、暗い闇やみの中間とも言える空域に、声が生まれた。

「これだけ静かな夜というのは、当艦、初めてかも知れませんね。──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、当艦は、琵び琶わ湖こ安あ土づちなどでこのような状態をよく得ていました。──以上」

　女性の声、二人分。響くのは風の中。巨大な八艦二隻の間だ。

〝武蔵〟と〝大和〟だった。
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　……瀬せ戸と内ない海かいの上とは言え、冷えますね。

　と〝武蔵〟は自分達のいる場所を自覚した。

　位置はいつもの播はり磨ま灘なだ上空。武蔵と大和の間に位置を定めた外交艦の上だ。

「〝月の指輪〟の当日。──最初の仕事は、まずは私達の連動の確認と、各国の艦隊からの旗艦群承認ですか。──以上」

　お互い、各国仕様の表示枠サインフレームを展開し、それぞれに手を置き、見せ合って確認の上で返神を行う。これによって、各国の艦隊や、そのＯＳなどに自分達が旗艦だと承認させるのだ。

　そのような作業を行いつつ、傍らには表示枠がお互いの艦橋から送られ、積まれていく。

　作戦行動や本日のスケジュール、帰投時の手て筈はずなどを示したものだ。それらもまた、自動で立ち上げて二人で確認し、記憶に収め直す。すると、

「……何とも」

　と、〝大和〟が、言葉を途中で一度止めた。だが彼女は、吹いた風に、首元からの熱気を白く散らした。情報処理で過熱した分を、呼吸系を通さずに排気しているのだ。

　そして〝大和〟が、こう言った。

「貴女あなたと、まさかこのように肩を並べる事となるとは。──以上」

「そうですか。私は何となく、予感をしておりました。──以上」

　それは？　という顔を向けられて、こちらは頷うなずくしかない。

「記憶がありませんか。──以上」

　仕事をやめず、問いかける。すると、〝大和〟が、ややあってから頷いた。

「記憶は、確かに……。──以上」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵むさし〟は応じた。

「私は元々、この武蔵が今の艦隊ではなかった時代、艦隊運用の補助として作られたＯＳを基礎としています。しかしその内容は自動人形仕様のもので、こういう姿を得る事を前提として設計されていました。つまり設計者は、私に、艦としてではなく、自動人形としてこの艦を扱い、サービスする事を求めたのです。面倒な話です。──以上」

「それは私も似ていますね。──以上」

〝大和やまと〟が、幾つかの書類を纏まとめて処理し、空いた時間で排熱する。

「私は元からが自動人形で、恐らくは貴女あなたの技術を基礎とされたのでしょう。自動人形に、艦隊統御ＯＳを載せる、という構築をされています。だから──」

　だから、

「だから私達は、自動人形の共通記憶というものに、触れる事が可能です。──以上」
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〝大和〟はただただ首を下に振る。

　　……自動人形の、共通記憶。

　種族特性とも言うべきものだ。これまでの全ての自動人形が培ってきて、今の自動人形が延々と付け加え続けて行く膨大な記憶の情報書庫データベースの事である。

　当然、一人の頭に収まるものでもない。ゆえにそれは分散され、自動人形といった種族全体をストレージかつバックアップデータとして累積し続ける。

　だがこれは、開発される際、ある程度の制御を受ける。何故なぜなら遙か昔の記憶は曖あい昧まいだし、今には通用しないものが多い。ゆえに記憶系は、人工の記憶野が〝製造時よりも以前を思い出さない〟ように制御されているのだ。

　しかし、無意味だと〝大和〟は思う。

「ある自動人形がとった〝こうするしかない〟という行動が、たとえば神代の時代の自動人形がとったとされる行動と全く同じ時がある。……行動の輪りん廻ねとも言うべき事態は、共通記憶から最適解を呼び出していた可能性が高いと、そう言われる事もありますね。──以上」

「私達はオリジナルだと、そう判断したいですが、私達の可動域や行動タイミングの幅にも限界があります。神代の時代からならば、重なるものもあるかもしれませんね。──以上」

「〝武蔵〟は、共通記憶の与える影響について否定的ですか？　──以上」

「半ば否定で、半ば肯定です。かつてよりの影響は免まぬかれ得ないし、それゆえの卓越したサービスだと思うと同時、私の出会う人々は史上初のトラブルをよく起こしますので。──以上」

　ですが、と〝武蔵むさし〟が言った。

「それでも、時折に、錯覚する時がありますね」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　自分は言って、軽く右の手を上げた。

「──私達の艦よりも、巨大な艦の運航を司つかさどっている。……そのような記憶を、不意に思い出した事はありませんか？　──以上」

　満月に近い第二の月を仰ぎ、上げた右手を翳かざす。

「幾隻もそういう艦が有り、自分は恐らく副旗艦辺りを指揮し、そして人々と共に天上の空を行く。──記憶や知識の混濁なのか、それとも、かつてあった事が共通記憶に残っていて、巨大艦を扱う私にリフレインしているのか」

　ただ、

「貴女あなたとこの星を一周する時、太平洋で遭遇した巨大艦の遺跡群。まだ生きているあれらを見た時、私は思いました。──私達の至るべきは、確かにあれなのだと。

　これは、自動人形にはあるべからざる思考のミスでしょうか。──以上」





●






「どうでしょうね。──以上」

　と、〝武蔵〟は気軽に肯定をしなかった。だが、己もまた、手元の承認系の表示枠サインフレームを全て片付け、手首を振った。指の関節を全てアジャスト。外の寒さに合わせて潤滑系を流し、口から白い息を吐く。

「……私が思い出すのは、よくあるものです。──以上」

「よくある、とは？」

　Ｊｕｄ．、と自分は水平を見た。

　そこにあるのは武蔵であり、明かりを見せず、眠っている艦上の街だ。

「ふと思い出す記憶の中、私は、あれよりも遙かに発展した街の上で、やはり巨大艦を制御しており、しかし、艦を終えるための、最後の鐘を鳴らすのです」

　そして、

「そうかと思えば、また私は、機材の多い狭い部屋で、主人がいなくなった事を認め、自ら動作を停止するのです」

　おかしな話だと、そう思う。

「どちらも終わりなのに、記憶が継がれるというのは、自動人形の特質であり、悪しきところではないかと、そう判断しています。その当人達が抱いていた、擬似的な感情とも言える判断を、上書きしたり踏み潰つぶしているようで。──以上」

「〝始祖〟系の記憶と、そう言われるものの典型ですね、今のは……。──以上」

「あまり特殊なものではありません。しかし、こういうものをふとリフレインする事があり、己を重ねてしまうのだとすれば、人類を駄目な存在だと思いつつ、しかし本当に駄目にされているのは私達かも知れませんね。──以上」

「人類は、まあ、何というか……。次々と問題を起こす生き物ですから。──以上」

　その事については完全に同意だ。お互いに深く頷うなずき合い、

「私達が、こうして、あったのかどうかも解わからない過去の記憶などに悩んでタスクを払っている横で、人類は気軽に輪りん廻ね転てん生しようしたり神界でラーメン食ってみたり茶を飲みに毎日やってきたりと面倒が過ぎます。──以上」

「でもそんな人類に対し、しっかりした対応が出来ているではありませんか。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じて、自分は新しい書類の表示枠サインフレームを出した。

　早速、承認の手を打ちながら、言っておく。

「この〝武蔵〟、零ゼロ歳さいなので、意気軒けん昂こうです。──以上」

　何ですかその人類みたいな半目は。
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　浅あさ間まは半目を開け、緩やかな目覚めを自覚した。

　……ん。

　眠気はある。だが寝続けようか、それとも起きようか、迷ったのは理由がある。

　一つは、禊祓みそぎを行うための時間になっているのだったら、表示枠の鈴音やハナミが起こしてくれるであろう事。これは眠り続行の方の迷いだ。

　もう一つは、

　……毛布が……。

　足下まではだけているのが解る。そして自分の格好は、寝間着かと思えば、

　……水着ですねー……。

　背中には布ふ団とんの感触、となると、もはや意識は起きてきている。だから、

「ん」

　と起きると、自室だ。窓からは朝のように月の光が入ってくる。本舗の自分の部屋。だが、いつも見上げる天井は普段より広い。感覚からすると左に拡大しているが、それは、

　……ミトの部屋と繫つなげたからですね……。

　と、左を見ると、確かに銀の狼おおかみがいた。

　こちらも布団の上で、軽く横向き寝で丸まって眠っている。

　やはり水着姿だ。

　繫がっている部屋。二人一緒。つまりはまあ、昨夜ゆうべにちょっとやらかした訳だが、今日は流石さすがに決行日とあって早めに寝た。

　ただ、表示枠サインフレームを見ると、ちょっと早い。起きるのは東とう照しよう宮ぐう合わせの禊祓みそぎ時間としている五時の筈はずだ。それなのに画面の表示は、

「四時……」

　こんな時間に起きるとは。寝付きが悪かったのだろうか。否、

「……ん？」

　甘い匂においがする。更に気付けば、本舗の方に気配がある。

　……トーリ君？　ホライゾン？

　夜に腹が減って起きて、間食でもしているのだろうか。とりあえず確認のため、

「ミト、ちょっと」

　ふん？　と身を震わせる可愛かわいい相方を、軽く揺らして起こし、立ち上がる。寝間着が視界の中になくて、

　……洗濯ですよねー……。

　昨夜ゆうべ、短時間だからと言ってハジケ過ぎです、と、そう思いながら、ちょっと眠そうなミトツダイラを連れて廊下に出る。
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　暗かったらどうしよう、と浅あさ間まは思った。

　その場合、この匂いは勘違いか、調理途中かミスで放置された菓子か何かがあるだけだろう。そうであるならば、ミトツダイラに訳を話し、もう一度眠ろうと、そう思った。だが、

「……あれ？」

　本舗の鎧よろい窓まどが開いているのか、月光が眩まぶしい。そして誰だれかの気配もある。だからまあ、ちょっと迷ったが、水着のままで、窺うかがってみる。

「トーリ君？　ホライゾン」
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　カウンターの壁穴から、既にミトツダイラは二人を見ていた。

　お？　と気付いた王は、裸エプロンだ。そしてテーブルの向こう、瓦かわら版ばんを読んでいるのは、

「おや、起きられましたか」

　紙面を折り、ホライゾンが手を上げる。

　こちらは、呼ばれているのだと気付き、浅間と共に店舗に入る。すると、

　……まあ。

　匂いだ。甘い匂いが、キッチンよりもこちらにある。という事は、

「今からそっち行って起こそうと思ったんだよ。──新作」

　見れば、テーブルの上にはタルトが載っている。早摘みのイチゴをあしらったものだが、クリームの下にあるのは、

「チーズ系のタルトですのね？」

「そ。うちはフツーにフィリング合わせたのが多かったから、ちょっと上狙ねらってチーズクリームタルトを下地にしてみた感じ」

「ええと、トーリ君？　これは……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのはホライゾンだった。

「朝にはこちらで、皆が集まって武蔵むさし勢としての朝食兼打ち合わせとなります。

　……しかし、その前に、うちはうちで、ちょっと内緒のパーティというのも、ありではないかと、そう思うのですね」

　そうですの、と頷いた横、浅あさ間まが口に手を当て、真ま面じ目めな顔で小さく呟つぶやく。

「パーティ……」

「そ、そういう意味じゃありませんのよ？」

「違いますよ……!?　そういうキャラになってませんか私……!?」

　真顔を向けておく。すると背後、浴場にいたる洗面所のドアが開いた。中からは、小こ袖そで姿に、髪をタオルで挟んで水抜きする喜き美みがいて、

「あら、自分で起きられたのね？　ほら、これからちょっと内緒パーティだから、軽く身ぎれいにして来なさいよ？　それとも──」

　喜美が、こちらの格好を見て、プ、と笑いを漏らした。

「アンタ達、そこで一戦パーティでもするつもり？」

　不機嫌顔なのに赤面の浅間に肩を叩たたかれて、急ぎ足で浴室に向かう。
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「──メアリ殿」

　と、メアリは暗がりの中で身を揺らされた。

　……ん？

　と目を開けてみると、やはり部屋は暗い。だが、明かりが灯ともる。それは部屋の照明ではなく、点てん蔵ぞうがロフト部に引っかけた符によるものだ。

　何かと思い、身を起こす。

　すると点蔵が、土間の方にいた。奥のスペースから、皿の鳴る音がして、

「おお、起きたで御座るな？　ちょっと付き合わせて済まぬで御座るが──」

　と、テーブルを布ふ団とんの上に持ち運ばれ、その上に皿が載る。ついでにカップも載り、

「……ティーパーティですか？」

「まあ、そこまで上等なものでは御座らぬが、昨夜ゆうべ、解散際に、トーリ殿のところから一つ貰もらって来ていたで御座るよ」

　皿の上を見ると、林りん檎ごのタルトだ。

　気付くと急に匂においを感じる。朝食でもないのに目が覚める。しかし、

　……何故なぜ、こんな朝に……。

　と思って、その疑問を封じた。

　そうだ。

　ひょっとすると、こういう事が、最後になるかもしれないのだ。だけど、

「点てん蔵ぞう様」

　己は思った。別に、これを最後にする気は無いのですよね、と。だから、

「未明のデートですね。初めてだと思います」





●






　メアリは、花が髪から零こぼれるのを悟った。

　嬉うれしい。

　正直、最後の夜かも知れないと、そんな思いはあったのだ。そして最後となると、

　……一体、何があっても覚悟は出来ています……！

　と、そんな気概はあった。実際、ジェイミーもいるという事は、そういう事があったと、仮定していいのだ。

　はしたないと、そう思いつつ、求められたら応じようと、そうは思っていた。

　だけどいつも通りだった。

　何となく肩すかしを受けたようでいて、それでいて自分の突っ走りを顧みて恥ずかしくもなる。そんな感じで、二人並んで寝ながら、手を取り合うのが限界。そういった昨晩だった。

　だが、点蔵の方は、用意をしていた。

　……良かったです。

　自分の期待は、間違っていなかった。突っ走った部分はあったが、最後かも知れないという思いは共有されていて、しかし、

「また、こういう、ちょっと不良の時間があってもいいですね」

　タルトを頂く。ウエットマンの料理の上じよう手ずは解わかっているが、寝起きの口に甘酸っぱい林檎は効いた。タルト生地もまだ硬く、歯で砕くと、少し驚くくらいの音がする。

　周囲が静かなのだ。

　ただ花が零れる。

　嬉しい。

　世界が終わるかも知れない朝に、大事な人と同じ心境で、そして彼が、これからを夢見させるような時間を提供してくれている。

　もう後がないかも知れないと、はしたない事をするよりも。

　終わったらこうしていこうと、楽しい時間を得ていたいのだ。

　ただ、ちょっと自分のはしたなさを肯定したい。

　だから、何かそわそわ気味の点てん蔵ぞうに、己は言った。

「点蔵様」

「ファ？　何で御座るか？」

　はい、と己は笑みで言った。

「……三年生が終了して、いろいろとまた経験して、充分を感じたら──」

　ええ。

「結婚いたしませんか」
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　……来たで御座るよぁ──！

　思わずおかしな発音で上ずってしまう点蔵だったが、メアリの意気は解わかった。

　……無茶苦茶遠い先の事を今目の前のように言えるのは、流石さすがメアリ殿！

　三年が終了するまで三ヶ月。そこからいろいろとまた経験というと、

「たとえば、……どのような？」

「ええ。あの、……振ふり袖そでとか、着てみたいのです」

　……あ──！　振り袖！

　正月と言ったらコレ！　異論は認めない！　だけど買ってないで御座るよ？

「恐らく、明後日あさつてからには間に合いませんし、レンタルとなると、またちょっと、何というのでしょうか。──資料的価値がない？」

「ナルゼ殿が変な言い方教えたで御座るな？」

　いえまあ、とメアリが、当初の勢いを別として、赤面で小さくなっていく。

　我わが儘まま発揮タイムが終わって、謙けん遜そんタイムの始まりだ。見ているだけで脳内では八回くらい結婚のヴァージンロードを突っ走って往復してしまうが、

「浴衣ゆかたも、上越露西亜スヴイエート・ルーシで着てしまって、武蔵むさしではあまり機会が無かったで御座るな」

「水着もですし、ハロウィンも、ええと、あと、節分や、ええと」

「何もかも、まだまだ未熟で御座ったな！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　そうです！」

　勢いが戻った。

「もう一周くらい、みっ、みっ、未婚で！　通過してみたいと、そう思うで御座るます！」

　……凄すごい事言ってるで御座るよ……。

　まあ確かに、未婚だと意外に扱い違う部分があるのが神しん道とうの行事であったりもする。メアリとしては、こちらとの生活を考えて、各種イベントはレギュレーション違いも収めておきたいと、そういう部分もあるのだろう。だから、

「メアリ殿、……自分の中で、コレで良し！　と思う時があったら、教えて下され」

「え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．、その時はそう致します」

「Ｊｕｄ．、そうしたら、自分の方から結婚を申し込むで御座る」
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　あ、と点てん蔵ぞうは思った。

　意外に、ストレートにそういう言葉が出たで御座るなあ、と。

　薄暗がりで、他に外道の気配もないから、言えるのかも知れない。

　ただこれは、素直な言葉だ。

　今、何となくかも知れないが、そうでしかないという、そんな台詞せりふが出たのだ。

「ま、まあ、その時、また嚙かむかもしれぬで御座るが──」

「その時は、また、そう信じる事にします」

　花が零こぼれる。笑われる。散る不ふ揃ぞろいの光を彼女は手で払い、

「きっと、武蔵むさし上が花で埋まってしまうでしょうね」

　そのくらいは容易たやすいメアリだ。下手へたするともっと行くかもしれない。

「メアリ殿」

「──Ｊｕｄ．」

　武蔵に来てから、半年以上が経過した。彼女はそれをまた一年、更にはもっと続けたいと言ってくれている。ならば、

「これから先のいろいろな、約束に御座る」

　忍術〝隙すき間ま詰め〟によって己とメアリの間を詰め、抱き寄せ、

「────」

　薄暗い室内で、自分と彼女は唇を重ねた。
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「──何か多た摩まの地下から流体の花が炸さく裂れつしたとかで、実家の方に連絡が」

　浅あさ間まは、もはや特定案件でしかない報告を見つつ、額に手を当てた。

　……点蔵くん、甲か斐い性しようどのくらい見せたかなー……。

　品のない事を考えてしまうが、こっちもこっちでやらかしてはいる。ただ、喜き美みがあっさりと、

「合体案件だったら、多摩の地下がどうとか、そのくらいじゃ済まないんじゃないかしら」

「もはや物理ダメージ入るくらいのエフェクトになっている気がしますねえ」

「Ｊｕｄ．、第一特務、花に押されて吹っ飛ぶかも知れませんわよね……」

　……あっ、皆して厳しい……！

　だがまあ、何となく、納得してしまう。

　ただ、メアリにとっては、いい事があったのだろう。

　それはこちらも同じだ。目の前に出された新作のタルトを口にして、紅茶を頂き、

「……は」

「フフ、どうしたの浅あさ間ま、何だか満足げに」

「いや、まあ……」

　このスイーツタイムのお誘いが何であるか、自分もミトツダイラも、薄々解わかっている。

〝秘密の時間〟と、そう呼んでいいものだ。

　かつて、彼が母方の実家に行った時、曾そう祖そ母ぼからそうして貰もらった事。

　そうする事がいいと思って、そうする時間。

　幸いの時間の共有だ。

　ホライゾンからも聞いた事があるが、戦後などに、こういう時間を二人は得ている。

　そこに自分達も加わったと思うと、感慨深い。

　ただ、それを言うつもりはない。

　……こういう時間が得られなかった事を、僻ひがんでいるように見えますからね。

　タイミングや、流れというものもあろう。これまでも充分に幸さいわいだったのだから、

「うん」

　今また幸いが追加されたんですね、と、そう思い、

「……あれ？」

　でも何か、自分の中で齟そ齬ごがあるように感じた。
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　己は思った。今まで、自分は、彼と二人でこういう〝秘密の時間〟を得た事が無かったと。

　しかし、神界では、リハーサル中の間に、こういう〝秘密の時間〟があったように思う。

　一方で、やはりこちら、現うつし世よでは、これまで無かった。うん。これは確実。

　……じゃあ、神界と、こっちの、差は何でしょうか。

　考えて、ふと思い至った。

　……こっちだと、戦後の時間を持とうとせずに朝までやらかしてるからですよ！
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　ミトツダイラは、横の浅間が呆ぼう然ぜんとした顔でタルトを見つめるのを見た。

「……どうしましたの？　浅間」

　今、自分は、ちょっと考え込んでいた。

　このように、ゆったりとした芳ほう醇じゆんな幸いの時間が、確か、神界ではあったと思ったのに、こっちでは何故なぜ今まで無かったのだろうか、と。

　すると浅あさ間まが、無表情な顔をこちらに向け、呟つぶやいた。

「──制限時間、一杯です」

　相撲すもう用語が全ての疑問を解決した。
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　浅間は、呆ぼう然ぜんとした顔を見せるミトツダイラに、同類の同情を抱いた。

　……そっかー。そうですよねー……。

「ミトもこっちと同じ状況でしたかー……」

「な、何の事ですの？」

「貧乏性」

「わ、私、騎士ですのよ!?　貧乏性とかあり得ませんわ！」

　なかなか言い訳が激しい。だがまあ、明らかに貧乏性だ。

　……毎回毎回、時間を無駄にしないようにってのと、トーリ君を満足させねば、というのと、なし崩しに〝もっと行ってみましょうか！〟みたいなのが重なりますからねー……。

　気付くと、もう寝る時刻、というタイミングの臨界点を経過していて、じゃあ朝まで運用しましょうかと、そういう事になる。

「要は節制ですか……」

　勉強になった。だがまあ、それはそれとして、今こういう時間が得られたのは、有り難い事だとも思う。

　いろいろやる事は多い。そして今日の決起について、不安も、思う事もある。

　だけど、

「……美お味いしいですね、コレ。店舗に出すんですか？」

「ああ、その予定。──だからその前に、皆に食わせたくってさ」

「明らかに脂っ気が強くて太るでしょうが、まあ、こういうものが大事な祝いもありましょう。──軽食やパン屋のスイーツの延長ではなく、このようなものも有りですね。

　青雷亭ブルーサンダー無印との差になるとも思います」

　そして、

「──贅ぜい沢たくな時間です。寝ておくべきであったり、いろいろ感情を働かせるべきであろう時間に対し、甘いものを口にして、ただこの先を思っているのですから」
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　ホライゾンは口を開いた。今、ここで思いついた言葉として、

「ホライゾン達は、常に何かを為なしていると思いますが、その最大の報償とは、成功する事や到達する事ではなく、──このような時間を、裏に得て良いと、そういう事かもしれませんね。まあ、思いつきで言っているだけですが」
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　そうねえ、と喜き美みはホライゾンの言葉に頷うなずいた。

「何かをする、という事と、そこから得られる何もしない事。その両方を楽しむと、そういう事かしらね」

「また喜美は考え無しに喋しやべってませんか……？」

「フフ、いいじゃない。ちょっと脳に糖分行ってるんだから言わせなさいよ」

　と、己はホライゾンに目を向ける。

「いろいろやって、成功したり失敗したりして、それで上手うまく行ったかどうかって、何処どこで計られるか、知ってる？」

「──いえ、解わかりませんが」

　素直で良い。だから己は、テーブルを指さす。

「成功してるとか、収入があるとか、そういうのじゃないの。

　逆。そういうのをしていない時、こういう時間を得た事を幸いと思えるかどうか。そしてこういう時間の中で、何を思っているか。

　上手く行っていれば、こういう時間を、とても贅ぜい沢たくに思うの。

　上手く行ってないと、こういう時間を、ただ消費しちゃうの」

　つまり、

「何かを為して、動いて、上手く行ったかどうかはね？　何も為さず、動かない時にこそ、解るのよ。──今が、それなの」
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「私、今、幸いを感じてますわ」

　と、ミトツダイラは言った。だって、と言葉を繫つなげて、

「我が王と、一生、主従かと思って、それも良しと浸っていたら、それだけではなくなって。

　更には──」

　タルトの苺いちごをフォークで刺し、口に頂く。

「更にまた、こんな、私が何ものでもない時間を得られてますもの。

　騎士であろう、主従であろう、そして護まもる事や戦う事とか、そういったものではない時間が私にもあると、信じられる今は、幸いですわ」

　一息。

「私はきっと、何にだってなれますの。この時間が、その証拠。

　だけど私は、ここからまた、自分の望むものになりに行きますの。

　何て贅ぜい沢たくなんでしょうね」
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「トーリ様」

　ホライゾンは、静かに言った。

「皆が夢を叶かなえられる国とは、案外、皆が何も出来てなくてもいいと、そういう国なのかもしれませんね」

　可能性というものだと思う。そして、

「少なくとも、この本舗の中では、──トーリ様の夢は叶っていると思います」
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「あ」

　という弟の声と、彼がちょっと背を向けるのを、喜き美みは見た。

「フフ、何泣いてるのよ、愚弟」

「あー、……何か、生き返ってから泣き虫っぽいよな、俺おれ。哀かなしい事じゃなくてもポロっと来るっていうか」

　だけど、と弟が言った。笑って頷うなずき、

「俺もまた、自分のやりたい事とか、なりたい王様ってのを、求めて行きたいよ」

「ですが、トーリ様？」

「何だよホライゾン」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じて、ホライゾンが言った。

「夢を叶えるというのは、──終わりがあるのでしょうか」
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「ねえな」

　と、弟が言って、歯を見せるのを、自分は見た。

「解わかってるだろ？　──受け継ぎ、広げて、また重ねて、失わせない限りは、終わらねえんだ。こういうのって」

　だから、と弟が、ここにいる皆を見渡した。

「皆、苦労掛けるし、頼りまくるけど、宜しくな」

「じゃあ私はそれを手伝ってあげる」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷いた。

「その恩恵で、美味うまい汁を吸いまくりに行きましょう。皆が夢を叶かなえられればいいと、そう思って良いのかどうか、こういう時間から眺めに、と」

「ビミョーに不安がありますが、まあ、私も同じです。ずっと付き合いますよ」

「ええ、私も、王の行く処ところは常に」

　皆が告げて、菓子を口にした。

　そこからは、誰だれも何も語らない。ただ味わい、お互いを見て、頷うなずき、

「──御ご馳ち走そう様」

　贅ぜい沢たくな時間を頂いた。そういう言葉に対し、弟が告げた。

「──また今度な。秘密の時間に」

　その言葉は信じるに値する。ゆえに誰もが席を立ち、

「じゃあ、皆が来る準備をしましょうか」

　いつもの朝といえる流れが、始まるのだ。
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　アデーレは、まだ薄暗い空の下で、少し出遅れていた。

　青せい雷らい亭てい本舗に集合する前、武蔵むさし各所の見回りに入ったからだ。

　これは従士隊のリーダーとしての役目で、つまりは決まり事。

　……第一特務はそういうののまとめ役ですから、もっと遅れますよね。

　代わりにメアリが、先に本舗に入っているだろう。

　行く。

　頭上には第二の月がずっと存在している。

　昼もあるのがちょっと薄気味悪い。が、その一方で、慣れても来ている。

　……こっち、見てるみたいですよね。

　今も頭上にそんな視線を錯覚しつつ、己は走る。

　表層部の街はかなり削れている。戦闘に備そなえるため、かつてのように大部分がパージされているからだ。

　とはいえ以前と違う処ところもある。一部の町並が残っているのだ。

　これから生じるのは、学生だけの戦いではない。

　極東学生の年齢制限は三十五歳まで緩和されたが、この決戦においては完全撤廃された。

　元総長連合、元生徒会、元委員会、騎士連盟や従士連盟、警護隊など色々含めると、参加者は結構な人数になったし、その多くは武蔵の有力者だ。そうではないＯＢや市民は彼らを事前に支援し、その戦力は軽視出来ないものとなっていた。

　多くは防護、補給、運搬、救急、そして情報処理役となるが、今は補給の準備時間だ。

　各所、今夜始まる決起のため、食糧や備蓄の運搬が生じている。

　そんな中を走る足音は結構響く。

「流石さすが年末、──冷えますね」

　いつもいる犬達は、やはり四し国こくの旧地上武蔵に避難している。パージされた各ブロックも、今や第二地上武蔵と呼ばれる階層都市群と連結し、今夜の帰りを待っている。

　と、不意に表示枠サインフレームが各所に生じた。空に出るのは矢印を示した大判表示枠だった。周囲に貿易艦は無いが、乗員達に武蔵の挙動を示すためのものだ。床面にも各所矢印が出て、

「回りますか」

　言葉と共に、空が動き出した。

　頭上に第二の月を置き、武蔵が緩やかに回頭をして行く。否、

　……大和やまともですね！

　北を向いていた武蔵と、南を向いていた大和が、共に動く。

　第二の月に自分達を見せつけているのだろうか。双方の艦首が向くのは、

「北東。──本ほん能のう寺じ跡地。行ってみましょう……！」





●






「来てみたけど、……以前と、大体似た顔ぶれかな？」

　と、片かた桐ぎりが本舗前についた時、既にその周辺は人で賑にぎわっていた。

　ここに武蔵むさしと大和やまとの各代表が集まり、出撃前の最終確認をする予定なのだ。

　見回せば羽は柴しば勢がおり、極東勢の代表者がおり、欧州勢としては人狼女王レーネ・デ・ガルウも来ている。よく見れば、朝食が並んでいるテーブルは、サーブしているのが平ひら野のと糟かす屋やという事を除けば、一月程前に行った打ち上げとほぼ同じだ。

　だが、大きな変化があった。大人だ。保護者枠ではなく、他国の代表でもなく、

「三征西班牙トレス・エスパニアの高速艦との連携、最終確認は何処どこで行える？」

　言うのは、オレンジ色のジャケットを着た女性だった。

　知っている。〝山椿ヴイルトカメリー〟という字名アーバンネームの、配送業者旧トップだ。自分も代表委員や自動人形達の仕事を手伝う中で、幾度か世話になった。多くは母からの弁当の配送で、容赦ない花柄の包みを半目でこちらに差し出してくる彼女には、微妙な言い訳を考えては黙っていたものだ。

「──ええと、うちの母は？」

　と問う先はやはり竹たけ中なかだ。人狼女王と最も上がみ総長と言う二大派手に対して、表示枠サインフレームを展開していろいろ説明していた彼女は、こっちに気付くと手を上げる。だが、話が忙しいのだろう。無言で本舗の方を指し示された。

　……成程。

　武蔵勢、というよりも梅組勢か。

　皆、父達との隠れ家とも言うべき本舗で、身内の話し合いをしているのだ。

　……大事な時間だなあ。

　と、そう思った時だった。いきなり本舗の窓が震動する勢いで、

「──!!」

　嬌きよう声せいだ。女子を中心にした歓喜の声が暴発し、周囲の皆を振り向かせた。それは断続的に何度か生じて消えていったが、

「…………」

　慣れている最上総長と人狼女王が首を傾かしげているだけで済ませているが、こっちとしては、一体何が起きているか解わからない。

　……母さんとの距離が、何か、遠くなった気がしますね……。
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「……距離が、一気に、詰まった、ね」

　と、鈴すずはメアリを祝福した。

　今朝けさ、未明の事らしい。点てん蔵ぞうが、メアリに結婚の話を持ちかけたというのだ。

「点蔵、調子にのっ点蔵……」

「何でアイツ、あんだけ嫌がっておいてネタをどんどん投下してくる訳……？」

「結婚か！　いいぞ！　人格が変わるぞ！」

　今、駆けつけてきたアデーレの話では、点蔵は来るのが遅れるという。だからこそ、という訳ではないが、ミトツダイラが問うたのだ。

「今朝方、花を咲かせたのは、どういう事ですの？」

　直接的だろう……、という正まさ純ずみの感想もあったが、答えはそういう事だ。

「良かったね」

　言うと、メアリの笑みが聞こえた。彼女は頰ほおに右手を当て、

「点蔵様、皆様には隠し通すと思うので、私の方から御報告を」

　メアリの言葉に、皆が頷うなずいた。声を揃そろえて、

「そうだね！　報告有り難う!!」

　はい、とメアリが首を下に振る。そして、

「あ、でも、点蔵様には、内緒にしておいて下さいね？　多分、将来、皆様に自分から発表したいと、そう考えてると思いますから」

　メアリの言葉に、皆が頷いた。

「大丈夫！　黙ってる黙ってる！」

・●　画：『仮定の話として描くのはいいのよね』

・ウキー：『点蔵が妙に浮かれている時が今後あったら、コレに繫つながるイベントか……』

・不退転：『御家族にバレなければいいわね』

・貧従士：『だ、伊達だて家け副長！　もうちょっと明るい未来を……！』

　なかなか賑にぎやかだ。だが、正純がメアリに声を掛けた。

「良かったな、メアリ。クロスユナイトは、あれはあれで真ま面じ目めな男だからな」

　確かに、英国の告白タイムをどう捉とらえるかは人に拠よると思う。自分は条件付きで肯定派。

　そして正純が、トーリから茶の湯飲みを受けとって、こう言った。

「うどん王国では、随分と負担を掛けたようだしな、クロスユナイトには」
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　正純は、うどん王国で燻くすぶっていた時期を、憶おぼえている。

　どうしたら良いのか。何をすべきか。また、踏み切って良いかも解わからず、全体がちょっとイラついていたような状態だったと、そう思う。

　その中でクロスユナイトは、各所の連絡を整えたり、警備を保ったりと、そういう仕事をしていた。

　第一特務とはそういうものだ、と、言ってしまえばそれまでかも知れないが、

「クロスユナイトも、あの当時、いろいろ思案していたのだろう。違うか？　メアリ」
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　問われたメアリは、うどん王国での日々を思い出していた。

　いつもは放課後に一緒に帰る自分達だったが、うどん王国では点てん蔵ぞうが多忙となり、そうはいかなくなった。そんな日常だった。

　とはいえ自分は、それをちょっと楽しんでいたのだ。

　点蔵が仕事を終え、仮教導院の校舎から出てくるのを待つ。その待ち時間は、武蔵むさしに住むようになってからは今までほとんど無かったもので、しかし、

　……英国では、あったのですよね。

　農地を改良したり、水路を作ったり、道を整えたり。そういう日々において、自分は英国側で、点蔵は武蔵側だった。

　朝、点蔵が来るのを待ち合わせ場所で待ち、夕刻に明日の予定を約束する。

　朝、意味もなく早くついて、待っているのが好きだった。

　ひょっとすると、見つけて貰もらうという、そういう事が好きだったのかも知れない。

　うどん王国でもそうだ。

　待っていると、見つけて貰える。それは、

　……不安のある日々の中から、救って貰えるようで。

　だが、彼の方も、負担は大きかったろう。だから己は思う。副会長の言葉として、

「クロスユナイトも、あの当時、いろいろ思案していたのだろう。違うか？　メアリ」

　それについて、己は大いに同意する。だが、

　……どう言うべきでしょう。

　同意します、では、何となく自分の意思が正まさ純ずみを超えていない気がする。だって点蔵の話題なのだ。正純に同意したら、彼の話題ではなくなってしまう気もする。

　こういう場合の同意は、何と言うべきか。

　Of course…….

　英国弁ではこういう言い方だ。だが極東の言い方としては、

　……あ。

　あった。気付いた。ちょっと難しい字を使うので、点蔵から平仮名で習ったのだ。

　Of course.

　これを極東語ではこう言うのだ。点蔵の苦労について、それを是とするならば、

「ええ」

　自分は、点てん蔵ぞうの話題として、絶対の自信をもってこう応じた。彼が苦労していたかどうか、それについては、

「そうですね。──もろちんです」
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　メアリは、皆が身動きを止めたのを見た。

　……良かった。

　点蔵が苦労をしていたという、そういう話をしているのだ。いつものように楽しく振る舞ってくれるのもいいが、出来れば真剣に聞いて欲しい。

　ゆえに己は言った。

「点蔵様が苦労をされていた件は、はい、もろちんです」

　だが彼は挫くじけない人だ。だから、日々の事をして受け止め、頑張った。つまり、

「でも点蔵様は大丈夫でした。ええ、もろちんです」
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　正まさ純ずみは、しっかりと考えた。

　……またクロスユナイトか。……以前もあったな。三度目か……。

　多分、累積罪では結構行っていると思う。だが、

・俺　　：『点蔵、また、遠くに行っちまったな……』

・あさま：『やっぱり、武蔵むさし撃沈のメンタルダメージは、深かった訳ですね……』

・銀　狼：『ま、待って下さいな？　ちょっと、何かおかしいですのよ？』

　ちょっとどころじゃなく全体的におかしいと思うが、まあミトツダイラはメアリと親しい仲でもある。少しは分析させてくれるだろう。ならば、

「ちょっとミトツダイラ、頼めるか？」





●






　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは王から離れてメアリの方に歩み寄った。

「あの、メアリ？」

　流石さすがに何か勘違いだろうと、そう思う。

　……第一特務は、正常ですのよね？

　喜き美みみたいにオープン狂人ではないのは確かだ。クローズド狂人の場合もあるが、それはここでは考えない事として、問うてみる。

「第一特務は、その、うどん王国で、苦労されてましたのよね？」

「はい。──もろちんです」

・労働者：『駄目か！』

　結論が早過ぎる。しかし同意したくなるのを堪こらえ、問うてみる。

「でも貴女あなた、さっき言ってましたわよね？　第一特務は大丈夫だったと」

「はい。──もろちん大丈夫でした」

・貧従士：『──コレもう駄目ですかね』

・立花嫁：『英国王女の、大丈夫という許容力の深さに脱帽です』

・ホラ子：『しかし点てん蔵ぞう様がここまでネタ特化だと、トップに君臨する者としては少々警戒が必要ですね……』

　……そこまでのネタですのね？

　とはいえ、明らかに逆張りな気がする。なので、ちょっと話題を変える事とした。第一特務とメアリがうどん王国でどうであったかは別として、

「あの、メアリ？　第一特務は、今、どうですの？」

　問うと、メアリが頰ほおに手を当てて笑みで答えた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──点蔵様は、もろちん元気で仕事をして、こちらに来るそうです」
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・金マル：『元気か──』

・煙草女：『アイツ何してんのさ』

・貧従士：『何というか、隠れてやってりゃいいって話なんですかね、やっぱり……』

・あさま：『あの、ミト？　喜き美みも？　何でこっち見てるんですか？』
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　正まさ純ずみは、ミトツダイラが〝うん〟と一つ頷うなずくのを見た。そして彼女が、こちらの肩を叩たたき、

「任せましたわ、正純」

　……オイイイイイイイイイイイイイイイイイ！

　ちょっとネタの振り方が厳しくないだろうか。ただまあ、こちらとしては、余り深入りしてもしょうがない。個人の趣味だ。

　なのでとりあえず、上手うまく距離を取るために、

「メアリ、……生活が充実しているようで何よりだな」

「はい。それで今日の予定ですが──」

　と、彼女が言葉を作ろうとした時だ。

「到着で御座るよ──」

　という声と共に、本舗のドアが開いた。

　クロスユナイトだ。
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　点てん蔵ぞうは、急いでいた。

　何しろ危険だ。どう危険かと言えば、

　……出遅れると、ネタにされるで御座る！

　先にメアリが行っているが、巻き込まれて変な知識を植え付けられては敵かなわない。ついでに言うと自分がネタにされる可能性もやや極大なのでこれも避けたい。

　昨今、全員の脳がホットになってる時期だ。その場にいないと欠席裁判どころか欠席処刑や欠席墓穴辺りまで執行されかねない。

　……何としても無事に切り抜けねば！

　と思ってドアを開けた先、メアリ以外の全員がこちらを真顔で見ていた。

　……しもうた……！

　しくじった。否、時既に遅しと、そういうべきであったか。と、そう思った直後に、

「サイテ──」

「点蔵、オメエ、何でそうなの？」

「あまり人に見られるところでするなよ？　クロスユナイト」

「い、いつも通りの流れで逆にちょっと感心するで御座るよ!?」

　何かをやられた。

　何かが解わからないのが難だが、

「ええと……」

　とりあえず、問うてみる。

「一体、……何かあったので御座るかな？」

　問うと、連中が一回顔を見合わせた。直後に声を揃そろえて、

「約束なので教えません！」

　……うわー！　キモォ──！

　こやつら容赦なくキモい時はキモい。厄介で御座るな、と思っていると、メアリが振り向いた。彼女は笑みで軽く会釈して、

「皆さん、点蔵様を心配していたのですよ。──表には出しませんけど」
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・未熟者：『女神か菩ぼ薩さつか何かかい？』

・あさま：『まあ何というか、メアリらしい決着で何よりです』

・●　画：『しかし、擬音はこれから〝もろちん〟ね……』

・十ＺＯ：『何の事で御座るかな──!?』
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　まあいい、と正まさ純ずみは一息を吐いた。

　軽い朝食。表でサーブされているものと同じものを、本舗組がカウンターから出してくる。両腕と銀鎖が行ったり来たりだが、別に乾杯を一斉にする気も無い。

「とりあえず皆、自由にしてくれ」

　というか既に自由だ。何人かは皿にスクランブルエッグやハムステーキがどれだけ載るかを始めていて、いつも通りとしか言いようがない。

　なのでこちらも、気にせず言う。

「今夕、決起というか、運命をちょっと張り倒しに第二の月に向かう」

　だから、

「別に私、する事無いから、お前ら頑張ってくれ」

「いきなりテンション低いな！」

　全員にツッコまれた。
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「いやまあ、ホントにそうだろうが」

　こちらとしては、別に戦闘に出る事なども無いのだ。あるとしたならば、運航やら砲撃の決断を代行する時や、兼かね定さだの発射手配くらいだろう。

「ここから先は、交渉役の入る余地が殆ほとんど無いからなあ。──ネシンバラが変な作戦立てたりアドリブ入れようとしたらツッコむとか、そんな感じか？」

　だけど、このくらいは言っておこう。

「──うちらだったら、どうにか出来るだろう。そう思う」
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　正純の言葉に、アデーレは一つ頷うなずいた。

　……そうですかね、やっぱり。

　ただ、思ったよりもいろいろある朝食を口にしつつ、疑問する。

「相手の戦力は、いろいろ想定がありますけど、正味、どうだと思います？」

「竜、武神、私達の幸運バージョン、それらが相手だろう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と書記が頷いた。

「一番不確かなのは、僕達の幸運バージョンだね。それがどのタイミングで投入されるか、だと思ってる」

「タイミングと言いますと……」

　一応、従士隊を初めとした各部隊は、どのような種類の相手が来ても、対応出来るように訓練はしている。

　自分達は防御と遅滞、強行前進を基礎としているが、先行突撃や追撃突破など、かなりの荒っぽい訓練をしている連中もいる。

　この一ヶ月、相当な強化や連動性が確立された筈はずだ。

　そういったものは、しかし、相手との嚙かみ合いで優劣が大きく決まる。ならば、

「準備は必要だ。プランも幾つか立てている。ただ、相手が何を仕掛けてくるかは、現場でなければ解わからない」

　書記が言う。彼が手元に出す表示枠サインフレームには、ヴェストファーレンで見た運命側の竜と武神が映っている。

「これらの竜や武神は、こちらが所持しているものよりも巨大で、更には数としても多く展開してくると思う」

「迂う闊かつに仕掛ければ、カウンターで一気に持って行かれるわよ？」

　伊達だて家け副長の言う通りだ。だからここは、

「向むか井い君、──君の感知能力に、かなり頼る事となる」
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　鈴すずは、言葉を振られ、反応した。

　戸惑いは無かった。まだ行った事がない場所に武蔵むさしが行くならば、自分がその先を確かめ、安全を確保するのはいつもの事なのだ。だから、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──任せて」

　その言葉に、幾つかの安あん堵どが息として聞こえた。

　だから大丈夫。油断をしている訳でもないし、怯おびえている訳でもない。ならば、

「行けるよ。──大丈夫」
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「ベルさんのお墨付きが出たなら、問題ねえな。──ちょっと第二の月まで、行こうぜ皆」

　トーリは、皆に呼びかけた。

　……まあ、よく、集まったもんだ。

　というか、ついてきているもんだ、と言うべきか。

　小等部からの付き合いが殆ほとんど。一部はそれ以前からもいる。だけど、

「まだ、途中だな」

　言うと、皆がこちらを見た。おおう、注目されてんぜ、と口端が上がるのを自覚し、

「ちょっと三年の年末にイベントあるぜ、って感じだ。行って、戻って、いい年末と正月迎えようぜ。それで──」

「三十五歳まで学生だぞ？　あと十七年、付き合おうと思えば付き合えるんだ」

　という正まさ純ずみに、皆が顔を見合わせた。そして姉が小さく笑って、

「その間、何か交渉が上手うまく行ったら、下手へたすると無制限よね？　フフ、一年ごとの節目なんて、意味あるのかしら、愚弟」

「そー言われてみるとそうだなー」

　これからも続いていく、という気持ちはあったけど、学生ってのはちょっと抜けてた。だが、そうだとすると、

「何かいろいろ、やれる事は増えた、って訳だな」

　だったら、と己は手を軽く上げた。

「これからも、頼むわ、皆」

　言った。すると、

「────」

　皆が頷うなずいた。Ｊｕｄジヤツジ．、と言った者もいれば、うん、と頷いたり、はい、と応じる者もいた。ただ誰だれもが即答で、

「有り難えな。じゃあ──」

　と、そこまで言った時だった。不意に外から幾つもの声が上がった。

「おいおい、俺おれの話の途中だぞ」

「いやあ、だからこそじゃないですかね」

　……アデーレ厳しいな！

　だが気になるのは確かだ。外では、声が明らかに驚きや戸惑いといったものとなっていて、その中で、

「まあ！」

　と言うのはママンで、これは絶対楽しんでる。ヨシコも同じだろう。ゆえに、

「点てん蔵ぞう。何よ外、盛り上がってんの」

「Ｊｕｄ．！　──表、何で御座るかー？」

　あ、と声がすぐに返った。開けたドア、入口の前に、点蔵の娘が立っていたのだ。彼女は恐らく、こちらに報告をするつもりだったのだろう。驚き顔からすぐに表情を取り戻し、

「Ｊｕｄ．！　副会長、副長、表に出て確認を御願いします！」

「あれあれ？　俺は？　ねえ、俺は？」

「何か、いなくてもいいのが一人いますねえ」

「いや、そうじゃねえよ！　いりまーす！　俺、いりまあ──す！」

　アピールすると、表に出ようとしていた皆に強烈な横目を向けられた。
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　何だ何だと、本舗から表に出て来た母達に、豊ゆたかは手を振った。

「母さん！」

　呼ぶのは、こっちに来いと言うためではない。

「〝枝えだ葉は継つぎ〟！　出します！」

　照準術式だ。広範囲迎撃用。普段使いにすれば、それは捕ほ捉そく用の強力な術式となる。

　父や、従士達が食事の皿などを普通に持ち出してきている辺り、余裕を感じるが、

「空、第二の月です！」
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　豊は、武蔵むさし野の艦橋から傘のように前へと張り出す照準網を確認した。

〝枝葉継〟の照準系は既にそれを空に捉とらえている。

　……第二の月！

　表示枠サインフレームを一気に三十二枚立てて連動。空を走る照準術式が狙ねらいを定めたものを映し、そこに拡大していく。

　すると、見えるものがあった。

　光だ。

　第二の月の中央、水平に見えるラインに、光の粒が発生している。

　それらは湧わいて放たれ、第二の月の周辺を回遊し始めた。

　単なる光ではない事は、〝枝葉継〟の動きを見ていても解る。

　散り、増え続ける光点の無数は、自ら動いているのだ。

「あれは──」

　という、目を細めて空を見上げる者達に、自分は答える事が出来る。

　照準術式を狙そ撃げき状態に移行。倍率を一気に上げ、更に拡張機能で大気の揺らぎなどをキャンセルする。すると、

「見えました！」

　三十二枚の表示枠それぞれに、空にてロックした光の正体が見える。

「竜です！　ドラゴン級の流体竜を、第二の月が成形射出し始めているんです……！」
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・未熟者：『流体竜!?　何だその当たり前のネーミングは！　ここはドラゴン・ザ・セカンドムーンとか、エーテルムーンホワイトドラゴンとか、そういうネーミングであるべきじゃないか！　違うかい浅あさ間ま君の娘君！　僕はその辺り、正したいね！』

・ゆたか：『母さん！　変なストーカーが！』

・あさま：『ネシンバラ君、面倒だからいきなり番屋でいいですか？』

・眼　鏡：『待つんだ！　トゥーサンの事を変なストーカー呼ばわりとは何事だ！　いいかい！　そうじゃない！　つきまとう下げ衆す作家とか、下らないネーミング小僧のつきまといとか、そういう風に言ってくれ！　さあ！　さあ！　言ってくれるよね……！』

・ゆたか：『母さん！　変なストーカーの二人目が！』

・あさま：『ええと、こっちは何処どこに投げたらいいんでしょうかね……』
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　じゃあ、と半目を自覚しつつ、ナルゼは手を上げてみる。

「流体竜だと、こっちも流体いろいろ使ってカブるし、流体砲とかあるから、ビミョーに強そうよね。さっきの戯ざれ言ごとネームは論外として、こういうのどうかしら」

　言った。

「〝瓦が解かいの総勢〟」

「ルビは何て振るんだい!?」

「要らないわよ馬鹿」

　食い下がろうとする気配があったので、横目を向けたらおとなしくなった。

　マルゴットが、軽く右手を回しているのを見て、己は言葉を続ける。

「言葉、そして名前は、その者の運命を左右するものよね。だとすれば、私達の敵として、崩れ去って欲しい存在だわ。だからそういう名前」

　更には、

「本当ならば〝自殺の総勢〟なんでしょうけどね、そういう名前を付けたら、死にたがっている連中には好都合。だから、そんなネーミングにはしてあげない。

　それに、今、第二の月から射出されているって事は、連中、第二の月を削って生まれているって事でしょう？　──瓦解させるに相応ふさわしいじゃない。どう？」
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　ナルゼが問いかけた先。皆が、ややあってから頷うなずいた。

　そして二ふた代よが手を上げ、

「拙せつ者しやの幸運バージョンが出たら、〝瓦解の二代〟となる訳に御座るな？」

「そうね。そうして聞くと、崩せそうな感、あるでしょ。まあ、〝敵の～〟でもいいんだけど、それよりもちょっと、相手した時、加護が乗せやすいわよね」

　成程、と二代が頷く。そして続くように彼女の娘や、ミトツダイラ達も首を下に振るのが見え、その向こうで運命の借体も会釈して、

「ちょっとそこ……！　コラッ!!」

　気付いて指摘した先。運命の借体が、わあ、と慌てて塩に戻って消えた。
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・礼賛者：『運命と言うだけあって、何処どこにでもいますね！』

・煙草女：『これ、あたしさ、四し聖せいの結界って意味あんのかねえ、って思ってたけど、……こういうのを弾はじくためなんさね？』

・ホラ子：『というか、思った以上にフリーダムですね、運命の野郎』

・不退転：『姫がそう言うのは、何か驚きね……』
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　ネイメアは、視界の中、表示枠サインフレームの奥で増えていく敵群を見ていた。

　竜達は、どれも当然のように大翼で宙を羽ばたき、飛んでいる。

「宇宙空間だから、真空の筈はずなんですけどねー……」

「天竜クラスだったら、一体一体がそれぞれ物理法則みたいなものですわよ」

　竹たけ中なかと大御母様の言葉が正しいならば、そこには一つの答えが出る。

「相手はほぼ、天竜クラスと、そういう事になりますのね」

「だとしたら、あれもまた、面倒ですよ……」

　と豊ゆたかが示す先、敵群に新しい光の集まりが見えている。

　武神だ。

　どれも六枚翼。武装は槍やりを中心としたもので、砲門があるものもいる。

　それらを見て、鼻で笑う声があった。

　里さと見み生徒会長だ。彼女は顎あごに手を当て、目を細め、

「──武神としてならば、中にいるのは誰だれだろうな。それによって、大きく差が出るぞ」

「あ、そういうものですのね、やはり」

　だとすると、

「乗員の割り出しが出来れば、隙すきも見つけられるだろう。武神群とぶつかった者達は、まず、その割り出しが最優先だな」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、己は気付く。

「……既に、戦闘準備が始まってますのね」

「Ｊｕｄ．、だがまあ、向こうもこっちが気になるようだな。そして──」

　副会長が、艦首側の空を指さした。

　今、武蔵むさしは本ほん能のう寺じ方面へと航行を進めている。大和やまとも艦一つ分遅れる形だが、左さ舷げん側についてきている。そして艦首の先、そちらに見えるのは、

「有あり明あけですのね」
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　ネイメアは、豊ゆたかの母が〝枝えだ葉は継つぎ〟に照準術式を追加したのを見た。

　自分達の周囲に、新しく表示枠サインフレームが展開される。

　それはあまり強い倍率ではないが、正面方向、本ほん能のう寺じの空にあるものを映していた。

　まず見えるのは、有明だ。

　関東で遠間に見て、そして最近、ヴェストファーレンや各イベントでも世話になった大型の武蔵むさし専用ドック。

　正方形の威容が、かつて本能寺があった位置に、停泊している。

　……浮上してますの？

　その筈はずだが、低空で、巨大過ぎるためによく解わからない。

　更には、有明の周囲に、幾つもの影が見える。

「あれは──」

　雲か何かと思った。

　だが違った。

　空にて睥へい睨げいする光の竜と武神達とは違い、有明の周囲にある影は、群であり、

「艦群ですのね……!?」

　三征西班牙トレス・エスパニアからの派は遣けん艦隊を中核とした、参戦艦群だ。
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「全く、うちがメインで出てやろうと思ったら、数で来やがったか」

　と、輝てる元もとは腰に手を当て、周囲の空を見渡した。

　今、自分達がいるのは有明の北側だ。

　旗艦〝狩猟艦パンシヨン・ヴエルサイユ〟と、武神空母六艦。そして戦艦を中心とした航空艦隊だ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの持つ航空戦力の内、防衛と救難に扱う分を残し、戦力としては大部分をここに集結させている。

　小国ならば数時間で制圧出来る戦力だと、そのくらいの自負はある。

　だが、上には上がいる。

「三征西班牙め」

　口調に笑いがあるのは否めない。

　……上手うまくやりやがって。

　現在、欧州の艦群と、極東の艦群が、有明周辺に浮上し、陣を組んでいる。

　第二の月へと向かうのだ。

　だが、どれも別の国のものだ。形もサイズも違うものが多く、性能だって違う。

　ゆえに、そういった艦群の間を繫つなぐものが必要となる。

　そこに入ったのが、三征西班牙トレス・エスパニアの派遣艦隊だった。

　元は超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ。ほぼ無傷で残ったそれらは、数では世界最大の規模を誇る。そしてそれらを厳選し、持ち込んだ上で、三征西班牙は各艦群の連結役とした。戦艦や軽戦艦、防御艦なども持ち込んでいるが、一番数が多いのは高速防御艦ともいえる輸送艦だ。

　これによる伝達や仲介で、何もかもバラバラな各国を潤滑させ、連結する。

　これは三征西班牙の艦隊規模でなければ出来ない事だし、

「裏方に徹する、というのは、各国の支持を得るだろうね」

　太陽全裸が言う通り、上手うまくやったものだと思う。

「攻撃特化仕様みたいなうちが、子供みたいじゃねえか」

「いいじゃないか輝てる元もと。堂々と道を切り開くのは大人の仕事だよ」

　さあ、と彼が見上げた南の空。そちらには、接近して来る巨影が二つある。

「武蔵むさしも大和やまとも揃そろう。あとは、──第二の月へと向かい、果たすだけだ。

　もはやアンヌが選んだ〝受け継ぐ〟事は、私達の方針となった。

　運命にも、それを教え込んでやろうじゃないか」
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　それは、一つのオブジェだった。

　本ほん能のう寺じの周囲、広大な窪くぼ地ちを持った山渓の空に、ゆっくりと白の正方形が上がって行くのだ。

　現場から離れた位置、三み河かわや姫ひめ路じからも確認出来たそれは、有あり明あけだった。

　緩やかに、昼過ぎから上昇を始めた有明は、その下部にあるものを吊つるしていた。

　骨にも見える連結した影。

　フレームだった。

　流体光の脈動を持つそれは、全長約七キロ。薄く、ただ長さと全体の幅だけはある骨組みだ。そのフレーム群は有明に吊るされ、懸架によって持ち上がっていく中で、自らを分解した。

　それまで、多重の構造だったフレームは、左右対称に分離し、連結性をもって吊ちよう架かされる。

　形は、開いた魚の骨に似ていた。そして、

『有明、射出用フレームを解除致します。──以上』

　響いた声と同時に、有明が真下に吊るしていたフレームをパージした。

　もはや西日となっていた空の中に、骨組みのフレームは放置され、

『射出用フレーム、自己展開開始。──以上』

　音がした。高い、駆動の響きだった。それによって〝射出用フレーム〟と呼ばれた鉄骨は、自らを空中で組み上げ始めた。

　左右対称で、魚の骨に似た形が、その肋あばら骨ぼねを閉じ、上下にまた二枚、三枚に開いていく。

　単純に縦三倍だ。すぐにその高さは、有明を抜き、

『──射出用フレーム、空間固定を開始。──以上』

　各所、高空の大気に白い雲や霧の弾はじきを生みつつ、表示枠サインフレームを纏まとって全身を形作る。

　時折に聞こえる駆動音や、フレームの移動箇所から火花を散らし、それは二列の姿を完成させていった。

　そして、先端が地上高十八キロに達した時、全身が青の脈動を得た。

　姿は、双胴の長大な艦影に似ていた。

〝有明〟が告げる。

『第二の月到達用射出フレーム〝安あ土づち影かげ〟、完成致しました。──以上』
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　ふう、と大和やまとの艦橋上で、三みつ成なりは一息をついた。

　眼前、有明が東の空に下がっていくのが見える。

　そして自分のいる大和は、〝安土影〟と名付けられた射出用フレームを前に、武蔵むさしの後続をしている。

〝安あ土づち影かげ〟は、つまり武蔵むさしと大和やまとにとって、第二の月に向かう滑走台だ。

　このフレームに大和と武蔵を垂直状態にして接続。武蔵からは〝道〟を接続し、フレームには〝加速力〟を展開。直上へ伸びる〝道〟上に、二艦及び随伴艦の艦群全てを発射する。

　それがこれから行う手て筈はずの全てだ。だが、

「……あまり〝安土影〟は保持出来ません。専用の燃料系が薄く、使い捨ての設計ですからね。保もって明日の明け方まででしょう」

・黒　竹：『三みつ成なり君、〝安土影〟は、どんな感じです？』

・成成成：『現状、震動などを消去しつつ、各部の強度とストレスを確認中ですね。これまでは水平展開で各部を試験してましたけど、完全に全体を垂直展開したのは初めてなので』

・きめえ：『使えるの？』

・成成成：『あ、基本は補正術式で強引に整える設計です。無理を承知、という前提です』

　だけど大丈夫。

・成成成：『短時間ですが、行けます。だって、──あの安土のフレームの転用ですからね』
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　第二の月に向かう〝道〟を付ける。

　武蔵書記の発案で、当初は不可能と思われていた事だ。だが、第二の月が自分を固定させたため、出来る事となった。

　そこで必要となったのが、道を作るための負担の軽減策と、やはり武蔵と大和の初速を得るための発射台だった。

　道を作るには四し聖せいの武神が要る。が、何から何までを四機に任せていたのでは、機体の負担も大きく、また、燃料の消費も激しくなる。なので、基部役としての支持台を作ろう、という事になったのだ。

　巨艦二隻の発射台。

　四聖の負担を軽減するために、道を保つ機構。

　これらを叶かなえるものを一ヶ月で設計、開発するのは無理な話だった。

　だが、間に合わせられる手立てがあった。

　琵び琶わ湖こ安土にて保管されていた安土のスペアフレームだ。不足分はあったが、回収し、計測してみると、強度としては充分な事が解わかった。後はこれに機動展開システムを施し、表面と裏面に値する場所に、加速術式を展開する流体経路を設ければいい。

　製作と言うよりも、もはや工事や事業といったレベルの大工作は昼夜を通して行われた。結果として初期展開部を有あり明あけの懸架によってオミットする事で、何とか間に合った。

　そして今、だ。

　安土影のフレームは、安土六艦の内、二艦ずつを縦に並べ、僅わずかにその艦首や艦尾を重ねたような形になっている。更には中央から水平にスライスし、更にスライドする事で、伸長距離を獲得した形だ。

　ゆえに縦に長く、薄い。

　三みつ成なりは、かつて自分達が乗っていた艦のフレームが、骨組みの滑走台として天上を差したのを見上げる。

「……御見事です」





●






〝大和やまと〟は、空を突くように展開した己の旧フレームを見上げた。

　安あ土づちは武蔵むさしの二番艦ではあるが、その設計思想をベースとしたものであり、同じ艦という訳ではない。

　そして安土を用いていたのは羽は柴しばだ。

　今、頭上に展開しているのはスペアフレームだが、己はそこに過去を想起する。

　……随分と、この姿で戦ったものです。

　デビューは三み方かたヶ原はらの戦いだ。そして各地を転戦し、無茶を幾つもやらかして、山やま崎ざきの合かつ戦せんで轟ごう沈ちんした。

　大和への乗り換えが無ければ、このフレームを活いかして次の安土を建造していただろう。

　羽柴勢はもとより、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、P.A.Odaの顔であった艦だ。

・ＡｎＧ：『安土か──』

　羽柴勢としても、懐かしいという思いがある筈はずだ。

　……良い思い出がある事でしょう。

・きめえ：『風ふ呂ろが広くて良かったわね』

　ある筈だ。

・黒　竹：『食堂でよくえろりましたね──』

　あって。

・６　　：『怪奇現象で死に掛けた』

　あって御願い。

・義　　：『何か派手に側転して意味が無かった事あったよな』

　貴女あなた呼んでないです。

・黒　狼：『というかいろいろやりましたわね。轟沈直前の時間帯とか、特に無茶な挙動で』

・しとお：『やはり今後も、ああいう挙動をガッツリやるので御座ろうか』

　何となく、昔の話題はアウトな気がしてきたので、己は答えた。

・大　和：『こ、今回は、〝道〟が作られるので基本は一直線です。私が武蔵の前に出て引きますが、下手へたに回避運動をとれば武蔵に攻撃が行く事になるので、あまり無茶な事は出来ないと、そう判断しています。──以上』

　言うと、わずかな間があった。そして不意に、

・ＡｎＧ：『盾か──』

　そんなハッキリ言わなくても。
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　フアナは、懐かしいものを見た。

　夕刻直前の空ではあるが、三征西班牙トレス・エスパニア主力艦の甲板から見上げる威容は、

「──全竜ですね」

　今、武蔵むさしが、仰のけ反ぞるようにして、垂直姿勢をとっていくのだ。

　加速射出台である〝安あ土づち影かげ〟に底面を接続し、滑走体勢を確保する。そのための挙動だ。

　自分達にとっては、アルマダの決着の時だ。あの夜、最後の追い詰めを成立しようとした時、武蔵が夜空への後方一回転を決めた。

　その時程勢いがある訳でもなく、また、自分達も追っている訳ではないが、

「味方だと考えても、勇ましい姿だねえ」

　総長の言葉に、自分は頷うなずいた。

「アルマダ後に、武蔵の映像や、いろいろな精査を行い、調べたものです」

「他国にそれを情報として流したかい？」

「いえ。──同じ目に遭うといいと、そう思いました」

　向こうで同じように空を見上げていた隆たか包かねが笑いを漏らす。

「確かにな。俺おれ達だけ損をしてたんじゃ堪たまらねえ」

「フーさん、アルマダ以降でキャラが随分変わりましたよね、と」

「隠しておく必要の無くなった事を、隠さなくなっただけです」

「いい事だよ」

　総長が、不意に言った。

「隠すも何も、余計な事を付け加えられるより、遙かにいい。それに、隠すのをやめてくれたから、僕はかつての事を、誇りに持てた訳だからね」
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　垂直になっていく武蔵上で、武蔵むさし野の甲板へと移動していた忠ただ興おきは、横を行くクリスティーナが不意に口元を押さえてしゃがみ込んだのに気付いた。

　何か悪いものを食っただろうか。

「おい、どうした」

　大丈夫か、と聞くと大丈夫であります、と答える女だ。出来過ぎている。何となく、最近気付いてきたのは、そういう出来過ぎな女を思う自分の内心だ。

　出来過ぎていて困ると同時に、出来過ぎているところが良いとも思う。

　表裏というか、善悪というべきか。否、

　……惚ほれてるんだから全部一ひと纏まとめか。

　なので、しゃがみ込んだ嫁の傍そばに戻ると、彼女が応じた。

「あっつ、ちょっ、駄目……」

「は？　大丈夫か」

　つい言ってしまうと、嫁が、はっとして身を起こした。手にしていた表示枠サインフレームを手て捌さばきで消して、こちらに手を振り、

「あ、いや、何でもないでありますっ」

　と嫁が、視線を水平となっていく空に送る。その先、西には三征西班牙トレス・エスパニアの主力艦隊が浮上しているが、

「友人に、良い事があったのであります」

「貰もらい泣きか」

「貰い……、え、ええまあ、それに近いであります！　吐血が目から出るような」

　……ホラーかよ。

　静かに思うが感性の違いなので放っておく。というか昨今、

「この曲がいいでありますね」

　と言われたのが全力のオルタナ雅楽だったので「これは逸材……」と思ったが、ひょっとしたら俺おれより先に行ってるかもしれねえ。

　……北欧はそこらへん激しいしなー。

　だが、まあ、嫁は落ち着いたようだ。視界は今、高く、落ちかけの夕日がまた浮き上がって見えている。日没の国と言われた三征西班牙の友人にとっては、良い光景だろう。

　こちらとしては彼女の手を引き、

「その友人も来るんだろう。出撃の会合には、さ」
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　おお、という声があがった。

　英国艦隊の旗艦から、ドレイクは皆の驚きを耳にし、共に空を仰ぐ。

　武蔵むさしが垂直姿勢をとり、〝安あ土づち影かげ〟の接続軌道に入った事もだが、

「もっと上を行くか！」

　大和やまとだ。

　黒と白の艦影。中央に巨大な砲身を持った巨影が、武蔵の上、更に高い位置に接続を狙ねらい、上昇していくのだ。

　それは各部の加速器を、全開ではないが常時発光させたもので、

・水泳男：『低速状態を保って、超高々度での姿勢制御と機動。──正直、スマートではありませんが、英国にも欲しくなりますね』

・男　狼：『技術的にはうちも武蔵むさしと同じってか、技術供与受けてんだがな。まあ、加速系は、うちは受動型だから、ああもいかねえか』

　だが、と己は苦笑した。

・男　狼：『あんな大型艦、英国にあるとしたら、維持費だけでハワードが三人は必要だろ。

　それに、あったらあったで、英国が本当の海賊国家になっちまうだろうな』

・妖　女：『乗っ取ってみるか？　許可は要らぬだろう？　私し掠りやく船』

・男　狼：『いやあ、ダメダメ』

　ドレイクは、大和やまとと〝安あ土づち影かげ〟の間に、無数の表示枠サインフレームが出たのを見た。接続軌道が確立し、誘導と牽けん引いんが始まったのだ。だが、既にその状態を武蔵側では終えているのを見るに、

　……最初に武蔵が接続して、その出力と安定干渉を〝安土影〟に与えてるのか。

　先に武蔵が接続して助力。ゆえに大和の接続が容易となる。そういうシステムだ。

　出来てやがるなあ、と思うと共に、言葉を送る。

・男　狼：『妖精女王、──三征西班牙トレス・エスパニアなんかも気付いてると思うんだが、アルマダの時とは武蔵が随分と変わってる』

　あの夜、武蔵の後方宙返りは随分と派手な大技だった。

　だが、それを行う武蔵の艦上や、艦内は大騒ぎだった筈はずだ。実際、艦内の水質などは艦尾側から漏ろう洩えいして霧を生み、艦全体にも相当なストレスが掛かったのだ。

　今、それが武蔵には見受けられない。

　否、当然のように負担は存在する筈だ。

　しかし現在の武蔵も、大和も、垂直状態の姿勢を特殊なものではなく、是と出来る。

　……欲しくなるねえ。

　当たり前だ。誰だれだって思う事だろう。だが、その思いは意味が無い。

「いずれ、だ」

　自分の艦が、その浮上システムなどに武蔵と同等のものを持っているのと同じように、英国もまた、武蔵のような艦を作り得る筈だ。

　それが必要かどうかは別として、指をくわえて見ているだけではない。

「この戦後、……そういう時間が得られるなら、いろいろ考えてみたいところだな」
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・ゆたか：『うわー……、安土の側転とか、私、艦橋トップから見てましたけど、今回のこれは、ちょっと比じゃないですね』

・黒　竹：『〝安あ土づち影かげ〟の上側ですからね──。既に無茶苦茶な高度ですよ──』

　竹たけ中なかの言う事に、豊ゆたかとしては頷うなずくしか無い。

　自分がいるのは中央前艦の表層部。やや前側の位置だった。

　ここに、突貫ではあるが、神社が設けられていて、その最終調整を行っていた。

　武蔵むさしに東とう照しよう宮ぐうが出来、艦の運用に対してそれなりの影響を与える事から、大和やまとでも同じ位置に同様の設備を設ける事となったのだ。

　自分は、母から貰もらった東照宮の設定コピーを参照に、この二週間程はここの設定に勤いそしんでいた。

　安あ土づちの流体経路はかなり掌握していて、機関部なんかも自分のもののようだったが、大和はそうもいかない。各艦の独立性がある上で、主機関としての中央前後艦が重要で、バランスを把握するだけで一週間掛かった。

　シミュレートだけでは危険なので、何度かうどん王国の上空を回って貰い、そのたびごとに沿岸の小国に「やる気か……!?」と勘違いさせていたのも師走しわすのいい思い出だ。よくない。

　とはいえ母の設定は、かなり前から煮詰めてあったようで、役に立った。ついでにそこには父の設定も関わってくるのだが、

「おおう……。父さんがこの段階の加護を発揮と言う事は、ええと、母さんとどのくらい深い合体とかをしていて……」

　と逆算が捗はかどる。

　大体が見えたところで思わず訓練中のネイメアのところに走って行って、

「ネイメア！　合体のデータです！」

　と声をあげたら訓練中の麾き下かが一度頭を下げて距離を取ろうとしてネイメアにはツッコミの手て刀がたなを食らった。

　だけど帰宅して夜に二人でデータを照合しながら盛り上がった。母には気付かれてないと思うが、嘉よし明あき達の母が描く同人誌はもうちょっと惜しい。ページが足りない。

　ともあれそんな感じで、この社は緊急の建造とはいえ変に愛着があったのだが、

「おお……」

　先程から、空に目を奪われていた。

　外ともいえる艦外の風景だ。垂直になった大和から水平を見れば、それは艦橋を視野に入れる事となる。

　ここまで高い位置に達する事になるとは。

　……大和が先行するからですね。

〝安土影〟を発射台として用いるにしても、大和は武蔵よりも先行しなければいけない。

　だから〝安土影〟に接続された時、武蔵よりも上になる。

　単純に見て、地上から十三キロ強。

　もはや眼下の地表は青く霞かすむ光景だ。下に控えている各国の艦群も小さく見える。

　この静止状態で、既に各国の主要艦船は辿たどり着くのが至難な高度にいる。

「うわあ……」

　と、軽く目眩めまいのようなものを得た瞬間だ。顔横に表示枠サインフレームが来た。

・ＡｎＧ：『いやあ、艦首凄すごいよ！　馬鹿みたい！』
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　脇わき坂さかが送ってくる映像を、豊ゆたかは見た。

「おおう……」

　彼女が嘉よし明あきといるのは、自分のいる位置よりも二キロ程高い現場だった。

　画像の下側、橋のように伸びるバウを見るからに、左さ舷げん二番艦の艦上にいるのだろう。

　送られてくる画像は、東西を見渡したものだが、

・□□凸：『うひゃあ、江え戸ど湾ですかコレ。ぎりぎり見えますね！』

・立花嫁：『失敬、西もぎりぎりですが、下しもの関せきが見えます。随分な高度です』

・銀　狼：『この星を一周した時はもっと高い位置を巡りましたけど、でも、極東上では高度を下げましたものね。なかなか無い高さですわ』

　記録的に見れば、山やま崎ざきの合かつ戦せんの際、不意打ち狙ねらいで高度を上げた〝叫食シヤウエツセン〟と〝蛮族改アルトバイエルン〟の輸送艦が、P.A.OdaとM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク通しての最高高度であったように思う。

　だがこれは、現状でそれを超えるのではないか。

　……年末の晴れ間というのも、ありますね。

　見通しがいい。そして一年が変わる手前と言う事で、末世に対してざわめきながらも、各所の神々や精霊達が年越しを待っている。

　世界はきっと、静かなのだ。

・ゆたか：『母さん、そっち、見えますか？』

・あさま：『え？　あ、上ですね。見えますよ』

　見ると、自分の頭上に照準術式の被ロックオン警告が出ていた。

・ＡｎＧ：『容赦ねえ……』

・きめえ：『監視社会の一歩寸前という感じね』

　よく考えたら以前も武蔵むさしと大和やまとの艦間で射撃し合った仲だ。視線は通っているならば、

「あれ……？　見えないんですけど」

　中央前艦の後ろは楼ろう閣かく型の風防がある。

　どうやったら見えると言うか、ロックオン出来るのだろう。

「あ、そうか」

　更によく考えたら、曲射の無茶苦茶上手うまい母だった。照準術式も曲射指定可能となっていて、視覚もそのように捉とらえられるのだろう。

　謎なぞは解けた。安心。でも母さん頼むから警告は消して。周囲の人達がちょっと心配して振り向いてる。なので周りの皆に向かって、笑顔で言っておく。

「大丈夫です！　母子の繫つながりってヤツなので！」

　言葉を送ると、作業中の皆がわずかに動きを止めた。そして、

「…………」

　軽く頭を下げて作業を続行されるが、何かマズい事を言っただろうか。

　だが、大和やまとの接続は完了した。こちらの手元でも、出力系は間違いが無い。ならば、

・ゆたか：『こっちはこっちで、開戦宣言待ちですかね？　それとも武蔵むさしに一度戻りますか？　どうします？　竹たけ中なか』
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・黒　竹：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、調整が早く済んでるみたいなので、これから急ぎで戻って、宣言は聞きましょう。そこからまたこっちで。あ、その時、大和組は、そこだけでもM.H.R.R.神聖ローマ帝国の制服で来て下さい。M.H.R.R.とのコネ強化というか、極東への所属変更の正式認可の代わりに、建前をくれと、そんな流れになってますんで』

　と応じる竹中は、恐らく人類史上最高高度でのえろに成功していた。

「えろえろえろえろ」

　中央前艦の艦橋上。ここでいろいろと作戦関係を纏まとめ、指示を出していたのだが、とにかく眺望が良過ぎる。

　ただでさえ、表層部は下に有り、足下が不確かな感があるのだ。それが九十度上を向いて超高高度で静止とか、シャレにならん。

　まあ後先考えずにいいか、と艦橋端のスペースからえろると、

　……あっ、何か凄すごく浮遊感あって、アトラクションみたいですね──。

　えろは表層部に落ちるかと思えば、途中で〝大和〟が重力制御を切っているのだろう。そのまま九十度軌道を変えて、大地の方へと散っていった。

　微妙に輝いて見えるのは、恐らくこの高度ゆえ凍結しているのだろう。下の人達に直撃とかしなければ良いが、まあ心配してもしょうがない。

　ともあれ胃を楽にして、平ひら野のから来た話を考える。

「何だかんだで、遂に運命相手に開戦なんですねー……」

　今、表示枠サインフレームで確認すると、福ふく島しまと清きよ正まさが武蔵にいて、十じつ本ぽん槍やりの他は皆こちらに来ている。

　福島は突撃隊として副長との打ち合わせを。

　清正は、英国との遣り取りのために武蔵に残っている。

　二人はM.H.R.R.の制服姿だ。だとすれば、

　……福ふく島しまさんと清きよ正まささんは、このまま開戦宣言まであっちでいいでしょう。

　最終的に、羽は柴しば勢は、大和やまとに乗る。

　それが決まりだ。
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　羽柴勢が大和に乗るのには理由がある。

　運航のために必要な人員を確保する事もだが、対外的な意味が大きい。

　合流の際に確認した事だが、大和は壁役だ。

　武蔵むさしを、可能な限り無事な形で第二の月に届けるのが、大和の役目である。

　全損。大破どころか轟ごう沈ちんも是としている。

　それを操艦するのは当然羽柴勢しかいないが、参加する他国からしてみると、羽柴に借りを作る事になる。

　武蔵に敗れるまで、武力を前面に出して支配構造を作っていた自分達だ。武蔵勢に比べて、他国からの警戒、牽けん制せいといった意識は免まぬかれない。

　それゆえに前に出る。

　罪滅ぼしではないが、一種の禊祓みそぎだ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国が開戦宣言時に制服の着用を進言したのも、羽柴は欧州勢と繫つながりがあると示すための、気遣いだった。

　ともあれ、これを経た後で、他国から文句を言われる筋合いはない。

　だが、これから武蔵上で行われる開戦の宣言には参加をしておきたい。

　……最悪の場合、親子どちらか、または両方が失われる可能性だってありますからねー。

　そういう状況を想定してしまうのが自分だが、だとすれば、一度、正式な挨あい拶さつというか、別れの時間は持っておきたい。

　……あ、私、今、保護者というか、教員的な考えですね、コレ。

　十じつ本ぽん槍やりの他の面々が、年下という事もあり、そんな感覚を得る事は否定しない。

　だからここは、

・黒　竹：『皆さん、そろそろ手が空いた頃ころだと思うので、武蔵に一度戻りましょう。総長の開戦宣言は、また何かやらかしそうですし』
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　開戦宣言と言っても、ちょっとした挨拶のようなものだ。

　だが、全員を纏まとめるため、必要なものでもあろう。

　義よし光あきは、極東勢の代表として、政まさ宗むねや義よし康やすを連れて武蔵むさし野のの艦首甲板にいた。

　既に周囲には、各国の代表達が少人数で集まっている。

　武蔵に懇意な六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや上越露西亜スヴイエート・ルーシ、英国だけではなく、三征西班牙トレス・エスパニアやK.P.A.Italiaといった旧派カトリツク勢。そしてP.A.Odaも参上しているのが特徴だ。

　……ヴェストファーレンで、随分と距離は縮まったものよのう。

　皆、制服姿だけではなく、礼服や勝負服もあり、更には武装も何も身に着けたまま、というのが剛ごう毅きだ。だが、この時点で荒事をすればどうなるかはよく解わかっている。

「あ。やらかそうとした場合、東とう照しよう宮ぐうの方から試験中の神罰が行きますから、皆さん気を付けて下さいね」

　と、東照宮代表が幾つもの表示枠サインフレームを抱えながら言うのが、いつも通り過ぎる。

「異教は便利だな。変態皇帝」

「ええ、そうねえン。──便利だから、もっと導入しておきたいところよォン」

　などと、代表同士が言う辺り、もはや教譜はツールか何かなのかも知れない。

　……考え方を変えていかんと、時代に乗り遅れるのう。

　最も上がみは、ただでさえ引きこもりがちな北国だ。

「政まさ宗むね、貴様、後に歴史再現で欧州に留学生など出すであろう。あれ、定期化しておくといいぞえ？　うちも便乗していきたいところだからのう」

「Ｔｅｓテスタメント．、欧州も、たとえば伊達だての武神技術や、最上の地下生産農場などの技術は知りたいところでしょう。交換、と出来るといいですね」

　その言葉に、義よし康やすが半目で首を傾かしげた。

「余裕があるなあ。貴様ら」

「そういう場ぞ。余裕が無ければいきなり第二の月に向かっておろうに」

「Ｔｅｓ．、里見は先陣に加わる事が出来るから、尚なお更さらでしょう」

　政宗が、背後を見る。

　伊達の旗艦、青あお葉ば城じようの甲板に立つのは青せい竜りゆうだ。四し聖せいであり、それゆえに、

「私達は〝道〟を作るために後衛です。安定が確保されるまで、動けず待つしかない。里見のように動けるのが羨うらやましいです」

「活躍の場が残せるかは保証しないぞ」

　義康も言うようになった。

　と、空を仰ぐと、輸送艦が来ている。羽は柴しば勢が、甲板横の接せつ舷げん部に直接乗り込んでくるという事だろう。ならば、

「そろそろ武蔵むさし総長の出番かえ」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、義よし光あきが辺りを窺うかがっているのを見つけた。

　保護者枠としての位置が完全についてしまっているのが彼女だ。自分は現役だが、義光は今も伊達と里見の代表を引率して辺りを確認している。

　武蔵むさし総長を探しているのだろう。

　……世話好きですわねえ。

　と、己は、周囲に設けられたビュッフェ代わりの屋台で貰もらった〝二艦焼き〟を口にする。ものとしては単純な大判焼きだが、表面は武蔵の形、裏面は大和やまとの形をしている。中身も武蔵側は粒つぶ餡あんで大和側はカスタードクリーム。

　ここだけの限定という事もあり、他の軽食とは違って各代表が思い切り囓かじって〝食い物〟にしているところや、土産みやげに抱えている画像を通神帯ネツトに流しているのが特徴だ。

　自分も袋で買った。

　極東と欧州の味の合一と言えば、目め出で度たいものとして買う理由にはなろう。

　武蔵と大和を〝食う〟というのも、何となく面白いし、

　……実際、武蔵も大和も、運命の側が、幸運のバージョンを出してきますのよね。

　縁起担ぎとして〝食っておく〟のは意味があろう。なので己は、袋を掲げた上で、右腕が持っていたお盆から梅酒のグラスを手に取り、人の垣根越しに声を掛ける。

「どうしましたの？　最も上がみ総長。あ、これ要ります？」

「ああ、武蔵総長が何処どこ行ったかと思ってのう。──ああ、何でも貰うぞえ？」

　許可が出た。じゃあ行こう。自分は、輝てる元もとに軽く手を上げて場を離れるハンドサイン。周囲がこちらに気付いて道を作ってくれるのに会釈して、義よし光あきの処ところに歩み、

「どうぞ、〝二艦焼き〟ですの」
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　義光が、素直に袋からそれを取り出したのを、人狼女王レーネ・デ・ガルウは見た。

　自分も取り出し、一口で半分を頂く。

「中、こうなってますのよ？　金型使った合わせ焼きだから出来る技ですわね」

「貴様こういう場の順応が早いのう」

　まあまあ、と里さと見み生徒会長と伊達だて家け総長にも餌え付づけをしておく。伊達家総長がちょっと興味深げにこちらを窺うかがっているのは、何となく理由が解わかる。だから、

「伊達家総長？　いいですの？　私達、一緒に温泉入って卓球やったりと、そういう付き合いのママ友ですの」

「……何と。叔母おば様を宜しく御願いいたします」

　よしよし、と頭を撫なでると、角が本物だ。結構硬い。

　……出す時、痛かったでしょうに……。

「人狼女王、今、貴様、変な事考えとらんか？」

「いえ、人間工学的に普通の発想ですのよ？」

　[image: ]しかられましたの。

「でも、何ですの？　武蔵むさし総長を探してますの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、あの馬鹿、何処どこに行ったのかえ？」

　と、義よし光あきが指さすのは、甲板の中央に置かれた壇だ。五メートル四方のものだが、今は武蔵総長の姉が軽く身を翻ひるがえしており、各国代表のサインや撮影に応じている。

　向こうでは東とう照しよう宮ぐう代表が広報用の術式を広報委員と調整していたり、うちの娘が警備の手配を第一特務と進めてもいる。

　そろそろ宣言の時刻だというか、

「予定の時刻はもうドンピシャですわね」

「遅刻はあの馬鹿らしいといえばそうだが、何処どこに行ったのかのう」

　という問いかけに、自分は彼女に〝二艦焼き〟を再び差し出した上で、近くの行列を示した。

　ん？　と義光が首を傾かしげて走らせた視線の先。行列の奥には屋台がある。

　そこでは、武蔵の姫と裸エプロンの総長が金型相手に〝二艦焼き〟を大量生産しており、

「お!?　何だヨシコ！　今、行列が出来てるから、コレをカタしたらオメエの分も作ってやっかんな！　ちょっと待ってろ！」

「いいから先に宣言しとかんか……！」

　伊達だて家け総長の驚いた顔は、相当レアな表現ですわよねコレ。







[image: 第七十二章『宣言台の馬鹿』]
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　羽は柴しば勢がM.H.R.R.神聖ローマ帝国の制服で合流し、場に動きが出たのを正まさ純ずみは確認した。

　……やはり存在感のある連中だなあ。

　目印としては島しまがいるが、竹たけ中なかも意外にルックスが目立つ。こちらに手を上げ、進行オーケイと示してくれるが、肝心の馬鹿がいない。

　否、今さっきまでいたのだが、全裸でエプロンだったのがいけなかった。教皇総長が、

「貴様！　俺おれ達に宣言をする時、全裸にエプロンを纏まとっただけとは何事だ！」

　と、誰だれが聞いてもどう読んでも真っ当な事を言うのは、ハイその通りとしか言いようがないのだが、これに馬鹿が三人突っかかった。

　うちの馬鹿に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの馬鹿に、阿蘭陀オランダの馬鹿だ。

　全裸タカ派の意見としては、

「エプロンだと！　そのようなものを身に着ける事も神に対して不ふ遜そんだぞ！」

「そうだとも阿蘭陀総長、同意しよう！　武蔵むさし総長、覚かく醒せいした時の姿でいるといい！」

・金マル：『これは一体何語かな……』

・成成成：『こうしてみると、羽柴勢というか、P.A.Odaは真ま面じ目めでしたよね……』

・ふわあ：『あー、でも、ある意味全裸でチンコ丸出しの存在いるのよねー』

・モリー：『不ふ破わ様！　チンコとか言わない！　あと僕、全裸じゃないです！　冬期は寒いので帽子を被かぶってます！』

　という、全体的に邪教じゃないだろうかこいつら、という事があったのだが、とりあえずホライゾンが馬鹿に後ろから蹴けりをぶち込んだら収まった。浅あさ間まが着替えを持ってきている辺りは流石さすがだが、甲板に入る通路の陰で着替えるのはやめろ。

　ともあれちょっと時間に余裕が出来ている。

　すると、声が来た。

「あら、正純、一人だと政治ゲームに付き合わされますわよ？」
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　ミトツダイラだ。

　警備の流れか、総長連合の人員をクロスユナイトと割り振って周囲を固めている彼女が、こちらに近づきながら言葉を作った。

「自己評価が低いのは油断がなくていいですけど、ちょっと政治的に不用心ですわね」

「そういうものか？」

　自分としては壁の花のつもりだったが、

「いろいろ決着した状態だ。この場所で、今、私に話し掛けてくる代表はいないだろう」

「あら、皆、貴女あなたの事、気にしてますのよ？　だって貴女に直接コンタクト出来れば、多くの問題が解決出来るかも知れませんものね。だから──」

　とミトツダイラが辺りを手で示す。

「困った事に、世界は、方針を持ったとしても纏まとまってはいませんのよ？」

　言われてみれば、多くの代表者達が、言葉を交わしている。

　今までは何となく、談笑か意見交換かと思っていたが、

　……まあ、確かにな。

　聞こえている言葉を拾っていくと、北方の海路の安全や、河川貿易の縄張りの事、中東山間部の氏族ゲリラの事や、地質燃料の歴史再現についてなど、いろいろだ。

　思ったよりもローカルの情報や遣り取りが多いが、このような場で意見調整出来るのは、そういったレベルの事かもしれない。

　逆にいえば、大きいレベルの事は、ここで明かさず、別で、となる訳だ。その事は、今、広いレベルの権限を持つ〝第三者〟としての自分に声が掛からない事と矛盾しないが、

「世界は政治が好きだよな」

「次から次へといろいろ出ますのよね。ホントに、我が王やホライゾンが言った通りですの」

「それは──」

　と問いかけを作りかけ、やめた。

「何かあったとしても、その先があるという事か」
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　ミトツダイラは、正まさ純ずみの言葉に頷うなずいた。

　……終わりは、ありませんのよね。

　言う。

「私、神界で我が王を生き返らせる時、正直、これが我が王との関係のフィニッシュかも知れないと、そう感じましたの」

　でも、

「それから地球一周でしょう？　更には娘達と合流して、その上でこのところまたいろいろあって、と……。何から何まで更新され続けて行きますの」

「本舗組のイベントの多さは、如何いかにも葵あおいに関わった者達の末路というか、現在進行形で、何かの番組かと思う時がある」

「楽しいですわよ？」

　それに、と自分は正純を指さした。

「貴女だって、相当なイベント気質ですのよ？　お忘れ無く」

「今、誰だれも話し掛けてこない程度の政治家だぞ？」

　あらあら、とミトツダイラが、己の視線を、こちらに解わかるように外に飛ばす。

　促されるようにして彼女の目を追えば、

　……いるなあ。

　大おお久く保ぼには、加か納のうがついている。大久保自身はかなりアクティブなため、自分から有益な相手に話し掛けに行っていた。阿蘭陀オランダ代表や瑞典スウエーデン陣営などが意見交換の相手となるのだが、その際に近寄ってくる相手には、加納が対応し、ガードする。

　また、瑞典総長などは教皇総長やスレイマンと意見交換をしているが、その際、ガードについているのはやはり長なが岡おかだ。年少組だが、これは結構、瑞典総長が認めている事もあり、お互いが助け合ってガードになっている、というところか。

　一方で竹たけ中なかや石いし田だなども同様だが、こちらは島しまや糟かす屋やなどがついている。

　ともあれ、そういう光景を見ていて口から出るのは、次の感想だ。

「やはり襲名者は人気があるなあ」

「正まさ純ずみ？　そっちではなく、こっちですの」

　ミトツダイラが苦笑して、こちらの足下を指さした。

　……右側？

　何かと思えば、そこに右腕がいた。

　背筋を伸ばし、辺りを窺うかがって牽けん制せいしているのは、

「ふふ、ある意味、ここにおいて最強のガード役ですわよ？　……だから、貴女との話を都合つけてくれないかと、そんな風に私に問うてくる者は結構いたんですからね？」

「本舗組のケアは心強くて何よりだ」

　言うと、声が幾つか波のように上がった。中央の壇上に、葵あおいが上がったのだ。

「ちゃんと服を着てるか……」

「心配するのはそこですの？」

　言いつつ、狼おおかみが馬鹿の方に身を移動する。こっちは、右腕がこちらを見上げているので、

「行くか？」

　促すと、頷うなずきと共にそちらに向かう。

　気付いた者達が慌てて道を作るくらいには右腕がメジャーだ。

　……慣れてるな、私……。

　しみじみ思いながら、壇の近くにいる皆と、合流する。
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　挨あい拶さつは簡単だと、浅あさ間まは彼から聞いていた。

「長くてもしょうがねえだろ」

　という事で、実際、出航は早い方が武蔵むさしと大和やまとの負担も少ないのだ。

　そして今、壇上で、彼が原稿用紙の束をポケットから出した。

　皆、自分達も、各国の代表者達も、この時だけは彼に視線を向け、見守る。

　……うわあ。

　店たな子ことはいえ、一緒に生活している相手が、全世界の注目を浴びている。これまでの武蔵むさしの紆う余よ曲きよく折せつや、ヴェストファーレンもあったが、これはちょっと違う。

　何というか、誇らしいというと変だが、〝自分の事〟感がある。照れるというか。

　参りますね、と思う視線の先、彼が原稿用紙を広げた。

　広報委員や、各国の委員会が用意した放送用の表示枠サインフレームが、それぞれ録音モードや集音モードに入る。

　これから聞こえる開戦宣言を全世界に広め、記録とするのだ。対し、彼は、

「えーと」

　ふむ、と鼻息を付けて、彼が文章を読んだ。

「私がして欲しい事。──浅あさ間ま・智とも」

「──な、何をいきなり古い二度ネタをやってるんですか!!」
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　やらかすわねー、と、オリオトライは、教導院の橋上で笑った。

　酒さか井いとヨシナオは艦橋上だ。こちらは他教員達と共に、教導院に控えている。

　後ろ、三さん要ようがやや引き気味に、

「だ、大丈夫なんですか？　真ま喜き子こ先輩」

「大丈夫よ。ああいう事が出来てるなら全然平気」

　思えばこのネタは三み河かわでもやっているのだ。それと重ねる訳ではないだろうが、

「どうかしらねえ」

　自分は、空に浮かぶ第二の月を見上げ、呟つぶやいた。

「運命は、私達に、何をして欲しいのかしら、ね」
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「ま、軽く確かめに行こうぜ。──運命が、ホントに死にたいのかどうか、よ」

　トーリは、ホライゾンの蹴けりを食らい、壇上に倒れた状態で言った。

　……やべえ、〝芯しん〟に蹴りが入ったぜ……。

　速度重視の、音が派手に鳴るタイプのキックではなかった。踏み込みと、大地の反力を利用した蹴りが急所よりも骨盤をガツンとやって、コレは効いた。

　なので、まあ、このままでもいいか、と思いながら、

「俺おれは、こう思うんだよな」

　言う。

「運命にも、夢って、あったんじゃねえか、って」
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　そうだろう。無い訳がねえ。

「自殺したくなるってのは、そういうのを失った時だ」

　自分がそうだった。

　昔、夢を定かにしてないホライゾンがいて、だから自分は、皆の夢を叶かなえる王様になると、そう言って、だけど、

　……ホライゾンが、いなくなっちまってな。

　朝飯の事で、自分の責任だとも感じたのは確かだ。ホライゾン一人の事で、全体を否定されたように思うのもいけねえと、今は言える。だけど、

「運命も、自分しか見えてねえんだろうな」
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　ミトツダイラは、王の言葉に頷うなずいた。

「余裕の無い時と言うのは、何かを失ったり、そうなり掛けた時、ですわね」

　横、浅あさ間まが静かに首を縦に振る。

「人間関係などは、特にそれです。変化や別れは、もう、取り戻せませんから」

・金マル：『言い訳タイムが始まったかな？』

・貧従士：『浅間さんとか、言い訳だけで生きてるフシありますよね……』

・十ＺＯ：『どうでもいいけど倒れたままのトーリ殿に言及はないで御座るか？』

　我が王のアレはパフォーマンスですの。

　ともあれアデーレの意見には同意だ。智ともは何を首傾かしげてますの？

　だが、運命もやはりそうだとしたら、

「運命は、多くを失い過ぎたんですのね」
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「じゃあ行くか」

　と、トーリは身を起こした。

「何か、運命っつーか、アイツ、〝不幸〟なんだとさ。

　だから死にたいんだって。

　だから同じ〝不幸〟な俺おれ達が死のうとしてないのが不思議なんだって。

　だから〝幸運〟の俺達を呼んで、俺達に敗北して欲しいんだって。

　だからその後で〝幸運〟の俺おれ達と一緒に消えて、自分が優越浸りたいんだって」

　だけど、と中腰になって下腹を叩たたき、一回ポジションを直し、軽くジャンプし、

「よし、よーし……！」

　立ち上がると、周囲が躊躇ためらいなく半目を向けてきていた。だが気にしない。そんなオメエらの表情程度、ホライゾンが今まで向けてきたものに比べればチョロ過ぎる。

　ゆえに、言う。

「〝だから〟じゃねえよな!!　死にたい、ってのは、今、生きてるって事だ。

　じゃあこう言えよ！　〝不幸〟だけど〝生きてる〟って！」

　その声に、応じる者がいた。地上側、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の守りについている瑞典スウエーデン副長だ。

『そうだヨ──！　〝だから〟は〝だけど〟で返せるヨ──!!』
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　アクセルは笑った。そうだ。〝だから〟じゃない。〝だから〟で沈んだら〝だけど〟でアゲろ。たった数語で物事は変わるし、それはもう、その程度の事なのだ。

　自分は視覚素子で、空を見上げる。見送る側の存在として、手を振って言う。

『あたしは馬鹿だけどサ！　だけど生きていたいヨ──!!』

　皆がそうであればいい。
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　ああ、とトーリは頷うなずいた。

「運命の自殺を止めるぞ。

　あいつがどれだけ、何もかも失われるばかりで、それを強制されると言っても、だ」

　言ってやらないといけねえ。

「たとえ何もかもに絶望して、死ぬ事を選んだとしても、俺達がいると言ってやろうぜ。

　それがどうしたと言われたら、俺達を信じろと言ってやろうぜ。

　信じられないと言われたら、えーとおいセージュン」

「振るなよ!!」
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　コイツは……、と思いつつ、正まさ純ずみは言葉を作る。

「その時は、そうだな。信じられないと言われたら、こう言ってやれ。

　──信じる必要ないから、私達にちょっと付き合え、と。それで充分だ」

　充分過ぎる。何故なぜなら、

「ほんの数日で、甲板を右腕が這はってても違和感得なくなる。──認識を変えるなんて、うちにくれば余裕だろう」

　皆がこちらから視線を逸そらしたが、それは私の言葉が事実だからに相そう違いない。
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「じゃあ、──行こうぜ皆。出撃ってやつだ。全員一緒に行って、一緒に帰ろうぜ」

　呼びかけた声に、総勢が応じた。

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と重なる声もあれば、Ｓｈａｊａと繫つながる響きもある。はい、と頷うなずき、ただ首を下に振る者もいて、しかし全体は、

「──Ｊｕｄ．！」

　Ｊｕｄ．、Ｊｕｄ．、Ｊｕｄ．、我ら審判を受けた咎とが人にんなり。

　罪あってしかし消さず、それを飲んで生きる者達なり。

　ならば、なれど、それでこそ、

「我ら運命を友とする用意有り……！」

「我ら運命の自殺を解除する者なり！」

　そして、

「我ら王と姫と共に、失わせぬ事を望む者達なり!!」
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「じゃあ、ちょっと隠し球だまをプレゼントですの」

　という声が、熱気と、何か動き出そうという甲板上の人々の間に生まれた。

　ネイメアがその言葉に反応したのは、身内のものだったからだ。

　……大御母様？

　一体何を持ってきたというのだろうか。

　小こ牧まき長なが久く手ての戦いの前には、母達に銀鎖の追加や王賜剣エクスカリバーを送ってきた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだ。位置的、立場的に多くの国に対して優位な存在で、中立地ではあるがIZUMOもある。

「──何を持ってきましたの？　大御母様」

「ええ、だから、──実弾ですのよ？」

　と、大御母様が後ろ髪の間からひき抜いたものがある。

　……銀十字アルジヨント・クロワ？

　否、違う。似ているが、十字ではない。

　長大な箱。銀のケースは、流体光を散らしていた。ただ、その光には懐かしい感覚がある。しかし周囲からは、

「……!?」

　各国代表に、その光から何かが届いたのだろう。自分にとっての懐かしさとは別のもの。警戒すべきを感じたのか、術式用のランチャーとなる表示枠サインフレームを手元に準備する者もいれば、代表達の前に回って身構える者達もいる。

　……どういう事ですの？

　見計らったところ、大別して四通りだ。

　自分のように受け入れる者。

　警戒する者。

　何か解わからぬ者。

　そして最後の一つは、

「おやおやカーチャン様、何か土産みやげですか」

　いつも通りの者だ。
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　うわ、と各国代表達が身構えたり、興味の視線を持って輪を作る中。ネイメアは、ホ母様と大御母様が向き合うのを見た。

　そして大御母様が、長方のケースを杖つえのように軽く弄もてあそびながら、ホ母様に問うた。

「運命の自殺を止めるために大罪武装ロイズモイ・オプロを撃ち込みますのよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、思い切り、寝覚めの良いようにガツンとやってやりますとも」

　彼女の足元で、左腕が拳こぶしを握って軽く飛び跳ねる。

　それを見て、各国代表が呟つぶやいた。

「やる気だ……」

「ああ、やる気だぜ、あれは……」

「もう止まらねえ、って感じだ……」

　……両腕のキャラも、随分と理解されていますのね……。

　右腕の方は副会長のガードとして、胸を張って立っている。そちらはそちらで、気付いた各国代表が頭を慌てて下げているから、序列も高めのようだ。

　だが、大御母様が、再び問うた。

「では質問ですの。──大罪武装で、第二の月にどれだけの威力を叩たたき込めますの？」





●






「正直、未確定ですわよね？」

　しかし、

「〝失わせない〟のであるならば、貴方あなた達の狙ねらいは、信のぶ長ながではありませんわ。

　狙うべきは第二の月。あの巨大な賢鉱石オレイ・メタロの塊に威力を叩き込まねばなりませんのよね。

　しかし大罪武装ロイズモイ・オプロは、射程も威力も、第二の月に対して少々物足りなくありません？」

　問うと言うよりも、これは確認だ。

　すると武蔵むさしの姫が、こう言った。

「──大罪武装を第二の月に撃てば勝ちなのではないのですか？」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、武蔵の姫が、壁の方でこちらを見ていた副会長に呼ばれたのを見た。

　左腕と一緒に、武蔵の姫がそそくさとそちらに向かい、人の波が割れる。

　そしてこちらには、娘の王がやってきて、

「あ、ママン、さっきの〝二艦焼き〟とは別で、これ、〝長おさ船ふね焼き〟な」

「まあ、大和やまとのアピールのために、ですの？」

　棒を刺してある円筒状の粉モノ焼きだ。匂においとしてはお好み焼き。外に塗ってあるのはデミグラスだろうか。口にすると、

「まあ、中に長い鬼おに公く方ぼうが……！」

「生地もキャベツ入れたうえで、野菜ベースのソースな。デミグラ系に感じるだろうけど」

「この前、ホライゾンが作ったお好み焼きグラタンの応用ですか、トーリ君」

「まあそんな感じ。中にチーズ仕込んだけど強度が足りなくてなー」

「やはり芯しんが無いと駄目ですわよね」

　と頷うなずいて頂いていると、姫と左腕が戻って来た。彼女は左腕に手を上げさせ、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、確かにカーチャン様の言う通り、大罪武装だとチョイ弱い気が！」

・武　蔵：『割り込み失敬します。この件についてですが、当艦より説明をさせて頂きたいと存じます。──以上』

　という〝武蔵〟の挨あい拶さつと共に、頭上に大判表示枠サインフレームが何枚か展開した。おお、という皆の声に重ねて仰がれるのは、〝武蔵〟が映った事もだが、

「〝大おお兼かね定さだ〟の説明ですのね」
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　Ｊｕｄ．、と艦橋上で酒さか井いとヨシナオを前に、〝武蔵〟は表示枠を展開した。

　映すのは、武蔵と第二の月の概要図だ。

「第二の月に、運命の中枢とも言える部分が収納されている……。これが内だい裏りにて判別した事実でした。その一方で、信のぶ長ながは創世計画のため、内部に運命の人格を抽出しつつあります。

　これがどのような状態かと言えば──」

「創世計画では、信長の中に抽出した運命をＯＳによって強制的に殺すのだったね？」

　ヨシナオの問いに、己は頷うなずいた。しかし、

「大罪武装ロイズモイ・オプロは威力のある武装です。幾ら大罪をどう捉とらえるかの修正を含んでいたとしても、直撃すれば信のぶ長ながは消滅するでしょう。これは〝失わせない〟という前提を覆くつがえします。

　ゆえに、こちらはその逆を行います」

　つまり、

「第二の月に、大罪をどう捉えるかの修正を叩たたき込み、信長ごと一気に修正を掛けます。

　──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、つまり抽出された人格云うん々ぬんは無視して、本体ごと一気に行こうって訳だ。

　でも〝武蔵むさし〟さん、それ、ちょっと無理があるよね」

　と酒さか井いが身を起こし、右の指を立てた。そして彼は概要図の第二の月を指し、

「信長に対して、第二の月は巨大過ぎる。第二の月をどうにか出来るなら、それが楽だけど、しかしあの塊はあまりにもデカい。──信長に人格を抽出しようというアイデアは、多分、そういった事が原因だよね。

　じゃあどうやって、デカ過ぎる第二の月に、修正案を叩き込むんだい。〝武蔵〟さん」

「出来ない、という解答例は出ないのですか、酒井様。──以上」

「〝武蔵〟さんに出来ない事ってあるの？」

　問われ、己は考えた。ややあってから頭を下げ、

「──出来なかった事の事実が検索にありませんでしたので、是と判断します。

　では説明を続けましょう。要は威力です」

　つまり、

「大おお兼かね定さだと大罪武装をリンクさせ、大兼定を巨大な大罪武装とします」
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「──出来ます」

　と浅あさ間まは概要図の追加を頭上に出した。

「ホライゾンの大罪武装は、アップデートによって武蔵との出力連動を持ちました。

　これは逆抽出も可能という事で、現状では〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟という扱いとして、大罪武装の流体的特性を大兼定の砲撃に乗せる事が可能です」

　これは、兼定が流体をもって構築される砲門だから出来る事だ。

　弾体形成も含め、大罪武装の連動によって、特性をコピー出来る。ただ、

「〝焦がれの全域〟という事は、全大罪武装の連動結果、という事になりますわね。

　正直、兼定として〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟などが使えると結構便利だと思いますけど、そのような個別の選択使用は出来ませんの？」

「武蔵との連動自体が、〝焦がれの全域〟による全大罪武装と武蔵各艦の連動です。

　だから出来るのは、現状では〝焦がれの全域〟のみで、この特性は、──先程から話にある通り、大罪の捉とらえ方の修正と、そうなります」

　この辺り、ちょっとシステムが難しい。

・黒　狼：『どういう事ですの？』

・巨　正：『ええと、全大罪武装ロイズモイ・オプロが共通で持っているのが〝大罪の捉え方の修正〟ですね？　そして〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟には攻撃力などない一方で、全大罪武装を連動し、武蔵むさしとも連動が出来ます。だから〝焦がれの全域〟は、武蔵に対し、全大罪武装共通の〝大罪の捉え方の修正〟を付与出来る、という事ですね？』

　……うわあ、頑張ってくれてるけど、凄すごい解わかりにくい……。

・ＡｎＧ：『大罪武装は武蔵と連動すると説教砲撃しか使えないって事？』

　こっちはちょっとスっ飛ばしてるけど結果として正解だ。

　両方をまとめると、どうなるか。

・ゆたか：『〝焦がれの全域〟によって、武蔵は出力の強化などを得た上で、〝大おお兼かね定さだ〟を〝大罪の捉え方の修正〟を乗せた大型の大罪武装とする事が出来るんですね』

　そういう事だ。

　……豊ゆたか達が意見をまとめるプロセスが、今ので何となく解りますね。

　詳しい者が正確な把握をして、解らない者がそれなりにまとめて、専門家が注釈をつけて正解とする。

　うちの方でも似た流れがあるが、もうちょっと雑な気がする。

　この子達を〝花園アヴアロン〟に選別したのは誰だれか解らないが、結構いい選択だと思う一方で、選ばれなかった子達が入っても、また違う方法が導かれただろうと、そう信じもする。

　ともあれ、何がどうなるかは見せた。だとすれば、

「ミトのお母さん、武蔵は第二の月に対し、〝大兼定〟の最大出力をもって、大罪武装の威力を撃ち込みます」

　言う。

「第二の月の作りは純粋な賢鉱石オレイ・メタロです。真ま芯しんを捉えれば破壊も可能と言われていますが、私達はその一撃を為なす事で、こう考えています」

　一瞬、彼とホライゾンを見ると、彼が頷うなずき、ホライゾンが首を傾かしげた。

　……えっ。

　大丈夫だろうか、と思うが、ホライゾンの向こうで正まさ純ずみが必死に首を下に振っているから、有りなのだと思う。だから、ちょっと狼狽うろたえつつだが、言葉を繫つなげた。

「う、運命の引きこもる第二の月を破壊し、運命を解放しようと、そう思います」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは頷いた。あやうく、Ｊｕｄジヤツジ．、と言いかけたところだ。

　だがその意気や良し。

「第二の月が破壊された場合、賢鉱石オレイ・メタロが地球の周囲に散って、私達異族はその流体的影響から、かなり元気になると思いますわよ？」

　元気……、という呟つぶやきが半目の娘から生まれたが、元気は元気と言う事だ。隠語ですの。

　ただ、そこまでを言うならば、これを出す意味もある。

「IZUMO、──ミツという名の、女性技師の事は知ってますわね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　と応じたのは、武蔵むさしの総長と姫だ。総長の姉も、東とう照しよう宮ぐう代表も顔を向ける。

　その反応に微笑を自覚して、己は言葉を継げた。

「IZUMO全座長、出雲いずも・邑ゆうから預かりましたわ。ミツ技師長の、半年を掛けた一品」

　手にしていた長方のケースを倒す。

　乱暴にしている訳ではない。これはそういうものだ。

「〝持っていくが良い〟、という事ですの」

　衝撃によってストッパーが弾はじけ、蓋ふたが外れ、中に収められたものが見える。

　刀身のように基部を固定され、宙に浮いたような形となっているのは、

「……!!」

　周囲の者達が、あるものは引き、あるものは息を詰め、あるものは身構えた。

　……解わかりますのね？

　流石さすがは各国代表。その中でも教皇総長が帽子を外し、眉まゆを立てた。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ！　それは──」

「ええ、全長二メートル弱。長大な剣の刃やいばにも見えますが、解る人には解りますわね？」

　誰だれもが、問い掛けに固い唾つばを飲んだ。

　豪剣というにはやや細いが、だからこそ威力が解る。これは切るのではなく、

「通すもの」

　流体が溢あふれていく。それも、神気とは別の、綺き麗れいでも汚くもない、ただただ純粋な流体だ。

「第二の月から降ってきた隕いん石せき。つまり第二の月の賢鉱石を集め、固めて作り上げた実弾。

　これを武蔵が放つ〝大おお兼かね定さだ〟の成形弾体の芯しん核かくに使いなさい。

　同じもの、等しきもので出来ている以上、第二の月に対し、必ずや通るでしょう」
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　ミトツダイラは声を聞いた。

「思い出したぞ！」

　誰かと思えば、各国代表の中、少人数だが周囲に距離を取らせている小柄な影だった。

　……義よし経つねですの？

　そうだ。彼女が、冬の艦上と言う事で纏まとっていたストールを翻ひるがえし、叫んだ。

「IZUMOを去る時、それが持ち込まれるのを、わしは見ておったぞ！」

　誰だれが持ち込んだのか。その人物の名は、

「松まつ永なが・弾だん正じよう・久ひさ秀ひで！　──あいつの手によるものだ！」
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　義よし経つねは思い出す。かつて下らない話を交わし、笑った相手を、だ。

「破壊者じゃ」

　その言葉に、竹たけ中なか・半はん兵べ衛えが静かに言葉を作った。

「松永公も、運命の真相を知っている一人ですねー……」

　ならば、そういう事だ。

「松永め……！　三み方かたヶ原はらで散り、自分はここまでだと言っておきながら！　破壊者の自分はここで終わりだと、そう言っておきながら……！」

　目の前にあるのは、何だ。

「第二の月という、最大の獲物を破壊する手段を、──貴様達に預けたのじゃぞ、武蔵むさし勢！」

[image: ]





●






　……馬鹿者が。

　何を考えているか解わかりにくいような男で、しかし、芯しんが通っていた。

　自分が自分である事に妥協をしない。

　だからこそあの場所で散る事を選び、また、

「破壊者として、最大の破壊を、手がけるか」

　死して尚なお、破壊者たるために。

　……継がせたと、そういう事よのう。

「あの馬鹿も、悔いはないじゃろう。──さてどうする武蔵むさし勢」

　と言って足元を見ると、そのケースが無い。

　……は？

　人狼女王レーネ・デ・ガルウも、いつの間にか消えているケースに、あら？　と首を傾かしげた。

　一方で、その近くにいた武蔵の姫が、気付いたように辺りを見回している。その挙動があまりにも〝棒〟だったので、

「おい、ちょっと、貴様」

　と呼びかけ、気付いた。壁際、通路の方に、左腕がケースを静かに引ひき摺ずって行っている。

　だがそれは、気付かれると動きを速め、

「万引きするな馬鹿者……！」

　声を荒げると、壁際にいた武蔵副会長が、こちらに見える動きで両耳を手で塞ふさいだ。

　……こ、コヤツら……！

　一気に血圧が上がるのも、どれだけ振りだろうか。というか、わし、かなり落ち着きキャラだった筈はずだが、まあ松まつ永ながの事でテンションが上がっているのだろう。

　コヤツらが原因とは思いたくない。

　すると武蔵の姫が、こちらに対して全身ごと首を傾げた。

「あいや義よし経つね様、今日もまた良いロリババア加減で。おやどうしましたか。ココには元から何も無かったと思いますが。何かやたら長い砲弾でもお探しで？」

「おい！　コイツ！　何か人格変わっておるだろう！」

　その声に、皆が顔を背ける辺り、自分だけ解ってない感が超悔しい。
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　そして甲板上の皆が、やれやれと動き出す。

　正まさ純ずみは、横に誇らしく構える右腕をおいて、全体の流れを見た。

　もはや馬鹿に対して、視線を送るのは身内だけだ。

「……最後、纏まとまるところが、グダつくのがうちらしいで御座るなあ」

　クロスユナイトの言う通りだ。向こうでは、大おお久く保ぼが手を打ちながら、

「はい、解散やで──。解散──。土産みやげは出口で貰もらってな──」

　とやっているが、ここまで雑でいいんだろうか。

　各国代表、しかし初めはこのノリに戸惑いつつ、すぐにそれぞれの艦や、国、または外交館に戻るため、一斉に動き出す。

　……何とも不思議だ。

　先程までは、この現場であっても、政治劇をちらつかせていた各国代表だ。

　先月にヴェストファーレン会議をやった上でここにいるが、あの会議であれだけ議論した一方で、既に各国の中では外界開拓は無論の事、国家間の衝突が生じていて、容易たやすく全てが纏まってはいない。

　だが今は、また息を揃そろえている。

　無論これも、ここだけのものだろうと、そんな冷めた見方はしてしまう。

　しかし今は、こうも思っている。

　……逞たくましいよなあ。

　ああ、これか。

　先程、ミトツダイラが示し唆さしていた事。

　馬鹿やホライゾンが言っていた「続いていく」という事だ。

　そう。どれだけ印象が強く、意味深いものがあったとしても、その先はあるのだ。

　失われない限り、何もかも、次から次へと発生してくる。

　そうなると、大事なのは、意味や印象ではなく〝新しい〟という事だ。

　……何よりもまず、〝次〟であるという事。

　どんなに意味があっても、印象が強くても、それはすぐに〝古い事〟となる。

「不思議なものだ」

　物事の価値とは、何処どこにあるのだろうと思い、では自分の〝交渉〟とは、一体、何の意味があったものだろうかと、そう感じる。

　意味や印象が、すぐに〝古い事〟となるならば、真剣に交渉をしたのは、無意味な空回りだろうか、と。
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　どうだろう、と今、もはや武蔵むさし勢と極東勢の一部だけになった甲板上で、己は思った。

　こういう〝今〟も、自分達の〝古い事〟がなければ、生まれ得なかったのだと。

　だとすれば、

「あ──……」

　しまった。

　自分達は、新しく作って行く者達だという観点でいたが、

　……新しく作っても、次の瞬間から〝古い事〟になるんだよなあ。

　何となく、教皇総長の言っていた事や、彼の立場が解わかる。

　今までも、解っていたつもりではあったが、違った。だが、当事者感が今はある。

　旧派カトリツクとて、きっと、古いだけではないのだ。

　その時その時に、選択をして、新しいものと立ち会って時代を決めていくならば、それは〝新しい事〟だ。

　ただそれが〝古い事〟になるのを自覚して、ライブラリ化し、自分達の判断のメインにするのが、旧派だろう。

　対する自分達は、では何が〝新しく作って行く〟なのだろうか。

　こんな事を思っているのは、やはり先程、懐かしい名前を聞いたからだろう。

「松まつ永なが公か」

「セージュン」

　馬鹿が、呟つぶやいた名前に、手を上げた。

「松永のオッサンが、いいものくれたな」

「お前はホント、気楽でいいなあ……」

「当たりめえだ。オメエがその分、面倒くせえ政治の事ウキウキやってんだから」

「まあ、それが私の望んだ事だしな」

　そこに噓うそはない。だからだろうか、馬鹿が首を下に振り、こう言った。

「いいじゃねえか。オッサン達が壊して、俺おれ達が作る。そういう事だぜ」

　言われ、己はふと、思った。

　……〝古い事〟っていうのも、いろいろ種類があるよな。

　旧派のように積んでいくものもあれば、松永のように壊すものもある。

　だが自分達は、

「作る、か」

　失わせない、という言葉の、別の言い方だろうか。

「私達が先行して、失わせずに行けば、……後から来るものは、それを積み、また、壊す事も出来る、か」

　そこには循環があるような気もするな、と思った時だ。

　己は、残っていた武蔵むさし勢が皆、首を傾かしげてこちらを見ているのに気付いた。

「……何だよ一体」

「いや、さっきからセージュン、ぶつぶつポエム口にしてる傾向だから」

「傾向」

　ふむ、と理解の声を見せたのは、通路から入って来ていた二ふた代よだ。彼女はこちらの肩を叩たたき、何も解わかってない事が明確な笑顔を見せ、

「やはり戦場に出ていないと寂しいで御座るか正まさ純ずみ。──何処どこか席を用意しようで御座る」

「何か私のキャラ、勝手にいろいろ出来てないか？」

　皆が更に首を傾かしげるのはどういう意味だ。
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　そして夕刻、午後五時二十分。

　既に地上では日没だが、高高度にあるため夕日を受ける大和やまとと武蔵むさしは、〝安あ土づち影かげ〟のフレームから直上の空へと射出された。

　それはまず武蔵の準備から生じるものだった。

　四し聖せいだ。

　武蔵中央前艦、武蔵むさし野のの甲板に青せい竜りゆう。

　左さ舷げん二番艦、村むら山やまの甲板に玄げん武ぶ。

　右う舷げん二番艦、多た摩まの甲板に朱雀すざく。

　そして中央後艦奥おく多た摩まの甲板に白びやつ虎こが控える。

　四機のＯＳは、既に浅あさ間ま神社と東とう照しよう宮ぐうの流体経路を通じて武蔵からの流体燃料供給を受けており、本来ならば一時的にしか発揮しない〝山さん川せん道どう澤たく〟の力を常時として発揮した。

　まず、それぞれのＯＳが、四種の獣を象徴するマーキングを得た表示枠サインフレームを展開。それを何枚も多重に己の周囲に公転させ、時たまに別の獣のものも織り交ぜ、

「接続──!!」

　機関部長、泰たい造ぞうの号令で、〝道〟の白虎が咆ほう吼こうした。

　全身を震わせて駆動する白虎。その肩部装甲が跳ね上がり、隠していた虎顔が表出。合計三つの顔が吠ほえると同時に、生まれるものがあった。

　道だ。

　武蔵の後部から、流体の揺らぎが生じ、そこから道が跳ね上がった。

　野道だった。左右に金の麦畑を広げた大道が、夜空へと走る。

　それを見て、K.P.A.Italiaの学生が呟つぶやいた。

「四聖武神は、技術的に旧派カトリツクの由来があるというが、本当かもしれんな」

「それは──」

「欧州では、古来、死した後に、金の麦畑の広がる野に行くという」

「まだ死んでねえぞ俺おれ達……！」

　ああ、と誰だれかが呟いた。

「成人迎えたら、道を外れても家には帰れるだろう。現地解散。だけど家に帰るまでが末世解決。そういう事だ！」

　声と共に、大和やまとが出た。

　加速器を下方に全開したと共に、下にいる武蔵むさしが前方に防護障壁を全面展開。それをブラストディフレクターとして、大和が一気に加速器を加圧した。

　大和の前方、空の直上方向に、幾つもの表示枠サインフレームが縦に並んで展開する。

　そして〝大和〟の声が聞こえた。

『大和、〝安あ土づち影かげ〟より武蔵型射出用術式カタパルト〝大だい慧けい道どう四十八式〟展開──』

　大和を迎える鳥居型の加速術式が千八百枚。誘導路として連立した。

『行き先は天上、第二の月。地球の自転、公転、歪わい曲きよく補正順応。〝安土影〟ら大和及び武蔵への慣性残存計上補正順応。極東上、目的地まで観測範囲の天候良し。

　──最終誤差範囲七十メートル内と予測。この不始末、現場にて補正します。──以上』

　告げられた。その内容に、加速光を頭上で浴びる〝武蔵〟の声が応答する。

『武蔵より報告。充分な自己補正範囲です。見事な誘導、感謝致します。──以上』

　直後、わずかな間をおいて、〝大和〟が叫んだ。

『大和発進。直後に武蔵を牽けん引いんします！　──以上！』
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　それは激突に似た発進だった。

　空へと、ただ大和が全身を震わせて走った直後、ブラストディフレクター代わりにしていた防護障壁を自壊させ、武蔵も続いた。

　散っていく障壁を艦首で打ち割り、空に霧の爆発と大気の鳴動を作って武蔵が行く。

　両艦の間を牽引帯が引き、先行した大和の上昇加速が緩みそうになる。

　武蔵という重量物だけではない。武蔵からは、他の国が参戦するための各艦が、牽引帯や重力制御で懸架されているのだ。

　それらは大和にも牽引帯で繫つなげられており、明らかに大和の速度が鈍った。

　だからこその大和と武蔵の牽引だったが、

「────」

　誰だれもが、両艦の操作系に関わる者以外、見守るしかない時間が生まれた。

　軋きしむ加速系の響きと震え。横から照らす夕日も、強烈な振動で影と直射が躍おどり続けた。

　だが、最後の一艦。極東勢の代表艦としての新しん山やま形がた城じようが、〝道〟のラインに乗った直後。

『大和、──中央神社流体経路変更確定。第二加速入ります！　──以上！』

　告げられた言葉と共に、全てが動いた。

　ゆっくりではない。加速の術式は正面に四桁けたの数で展開していたのだ。

　後は艦首を届かせ、突き抜け、

『行きます……！　──以上！』

　乗った以上は一いち蓮れん托たく生しよう。

　直後に、空を望んだ悉ことごとくが天へと吹き飛び、

「……！」

　反動で火花を散らした〝安あ土づち影かげ〟が、道の終端として己を固定しながら、勢いよく大地へとその下部を突き刺した。

　長大な黒の多重フレームは片面を赤熱させ、流体によって溶解もしていた。だが道は間違いなく空に保たれ、裏面では冷却術式や流体をマテリアルとして固定化するための加護が展開。突き刺さった地表部側でも、地殻の固定化と、流体の放出によって地相が変動しないよう、〝安土影〟に格納されていた鳥居型の結界器が地面へと打ち込まれた。

　鎮守される。

　一方、空には音が遠ざかっていた。

　まるで雪のように流体光を散らしながら、天に伸びた野の大道の先を、力が行くのだ。

　速度を上げ、第二の月へと向かう。
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「行ってしまったというか。行ってしまっているねえ」

　という男の声が、空を超えていく流体の残光を仰いだ。

　スーツ姿の男、彼の声が生まれた場所は、IZUMOだった。浮上して中立を保つ大企業組合の島は、現在、多くの国家の航空艦船が集う場所となっていた。

　各国の主力が武蔵むさしと共に第二の月に向かう一方で、その中継や、途中で生じるであろうトラブルの対処。または地上側で起きる事象に対応する場が必要になったのだ。

　ゆえにIZUMO南側、自然の森が残り、荒れ地の平野が広がる場は、その野原に天幕や臨時の会議場が建設され、陸りく港みなと兼集会場という状態だ。

　と、先の男の声に続いて、老女の言葉が通った。

「──誰だれも彼も、時間を有効に使いなよ。ぼうっと空を見上げてないでさ」

　言った人影、極東の衣装に長衣を纏まとった老女に対し、スーツ姿が身を向ける。

「あっち、娘さんも乗ってるんでしょ？　更には孫、曾ひ孫まごもいるとか、すごいじゃないですかミツさん。うちとか、下で遊んでるだけなのにねえ」

「お前のところはお前のところで忙しいだろ。各地の国くに津つ神かみに頭下げて協力願いだ」

「そっち、御お孫まごさんが四国の件で国津神のウケがいいようで。ヒルコ系が協力的とか、レアでしょ。ねえ？」

「……トーリや喜き美みや、否、皆の〝在あり方かた〟の御お陰かげさ。こっちは人狼女王レーネ・デ・ガルウ経由で芯しん弾だんも渡せたし、これで一息といきたいんだけどねえ……」

「松まつ永なが公からの話だと、そうも行きますまい、と」

　そうさ、とミツは空を見上げかけた視線を下げた。手元に表示枠サインフレームを開き、

「既に第二の月が空に固定されたところで、極東の周辺海域の潮位が上がりっぱなしだ。海流もちと乱れていて、簡単な異常気象による不作や水産物などの乱漁を招いている。

　それが各国を第二の月に向かわせてる原動力の一つでもあるが──」

「ここから先、地上への影響が出る、と見てますか？」

「羽は柴しばが各地に輸送艦や、避難所になる施設の資材を置いて行ったのは何故なぜだい？

　創世計画で皆が獣になった時のシェルター？　違うだろ？　輸送艦は獣には動かせない。

　創世計画という言葉通りの事が、生じると、そう予測していたのさ」

　つまり、

「あたしゃ歳としなんで見てるだけにするが、アンタまだ若いだろ、邑ゆう。うちの母がどんだけ怖かったか、憶おぼえてない訳じゃあるまい。──その母に気に入られた孫が上で遊ぼうってんだ、アンタ一つ仕事をしてくれなきゃね」







[image: 第七十三章『入り口の障害達』]
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　ああ俺おれは今、苛いら立だっているな、とインノケンティウスは悟る。

　今、自分達は、宇宙空間の規定となる高度百キロの位置を超え、第二の月に向かっている。しかし宙に敷かれる〝道〟には風が有り、麦の畑が左右に広がる。それらの向こう、周囲がどこもかしこも夜空のように見える事を除けば、道行きは夜の海を行くのにも似ている。

　初期の、重力による圧を抜けた現在は、快適と言っていい。

「垂直上昇からの、重力の影響も有り、第二の月に到達するのは六時間後、か」

　正面に三征西班牙トレス・エスパニアの艦隊が並び、その向こうに牽けん引いん役である武蔵むさしが見える。が、まあ、これも仕方ない事だ。だが、

「──K.P.A.Italiaの旗艦が外交艦というのは格好つかんなあ、おい！」

「とはいえ予算がないから仕方ないものは仕方ないぞ元少年」

　ガリレオの言葉には、嘆息するしかない。

　……オリンピアに金策しろというのは無理だからなあ。

　オリンピアの歴史再現には、〝国家レベルの浪費〟がある。神代の時代の自分は、それを工面したり隠したりで結構苦労するのだ。

「君は重々変なところで真ま面じ目めだな」

「栄光丸レーニヨ・ユニートの新型が欲しい俺についてはどう思う？」

　ふむ、とガリレオが、自分で描いた天文図と、窓から見える実際の宇宙の有様を見比べながら呟つぶやいた。

「真面目である事と子供っぽい事は矛盾しないだろう元少年」

　じゃあ、と己は椅子の上で姿勢を崩した。サイドテーブルの水の瓶を手に取り、

「栄光丸を失ったのはホントに痛手だったなあ、おい！　ヴェストファーレンで武蔵の連中に賠償を要求しておくべきだった！」

「子供っぽいのがいいと言った憶おぼえはないのであるぞ元少年」

「矛盾していなければ問題ない。あるがままだ元教員」

　しかし、と己は呟いた。外交艦は、急ぎの改修を入れたものだが、

「防御重視仕様で、砲門も積んでいるため、少しは面めん目ぼくが立っている、か」

「そんなに前線に出たいのかね？」

「俺は旧派カトリツクの代表だからな。陣頭にいる意味は大きい」

　大事な事だと、己は思う。
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　世界は、極東の側からならば、松まつ平だいらの名の下にまとまる。

　だが、各国として見た場合、世界は統一されていない。

　ゆえに武蔵むさし勢が覇は者しやという構図は、自分達からすると、都合良く使え、また、都合良く忘れる事が出来るものだ。

　この辺り、まだ本ほん多だ・正まさ純ずみが追及していないのは、いい政治判断だと思う。

　今のところ、これを悪用して何かを〝失わせる〟ものがいないのだ。ひょっとすると、逆に、何かを救うために転用出来るかも知れない。それなのに規制をするならば、単なる覇者の高圧だろう。

　しかし、ここから先の戦場では、何が起きるか解わからない。

　そういう時、国家の枠を超えた教譜のまとまりは大きい。

　互助される、という安心感は、ヴェストファーレンで列強以外の国が容易たやすく外界開拓に靡なびいたように、小国を勇ましく変えるものだ。

　自分達の後ろには、ムラサイ勢力としてP.A.Odaが続いており、アジアや印イン度ド方面の各教譜や政治をまとめた存在として義よし経つねの武装商艦隊も続いている。

　改派プロテスタントも、他教譜なども、同じくだ。

　それら教譜集団の先頭として、旧派カトリツクである自分達K.P.A.Italiaがいるのだが、

「……ここで栄光丸レーニヨ・ユニートがないのは、本当に体裁が出来とらんなあ、おい」

「帰投したら記録に残しておこう。〝延々と愚痴を天上で漏らした教皇ここにあり〟と」

「Ｔｅｓテス．Ｔｅｓテス．、たくさん残しておけ。俺おれが如何いかに影響力あったかという証あかしだ」

　ともあれ艦群の行程は順調なようだ。

　各艦隊、それぞれ道上での航行を確定しており、乱れが無い。ならば、

「いざとなったら、階段作って下に行くか」

「なかなか不思議な結界だなこの〝道〟は。──必要ならば天動説と地動説で送り迎えなど出来るから自由に行ってくるといい」

「Ｔｅｓテスタメント．、天上を歩いた初の教皇として、記録に名を残すのも悪くはない」

　外の〝道〟だ。

　そこには重力制御の性能があるらしく、先程、実証として武蔵副長が降りていた。

　不思議な事に、武蔵副長は、立ち止まっていられた。

　武蔵も自分達も、高速で第二の月に向かっている。だが、

「四し聖せいが基準となっているので、この道自体が、四聖の乗る武蔵の速度で流れていると、そう思ってくれて構わない」

　との説明を、武蔵副会長からは受けている。

「つまり、この道上では、普通に戦士団が戦闘を可能とする訳だ」

　それならば、瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンを持ち込んでいる自分達にも参加権がある。そう言った政治的な部分も含みで、ここに至っている。

　すると報告が来た。自分達がいるのは外交の間だが、相手側がいるべき壇下には敷居が設けられ、艦橋機能や通神機能が移動している。

　敷居の陰から、広報委員長が一礼してやってきた。

「武蔵むさし側、牽けん引いん帯たいを解除するそうです」

「ようやくか。〝道〟に乗ったと、そういう事なのだな？　さっきの説明だと」

「Ｔｅｓテスタメント．。道上の範囲ならば、流体的経緯を通した移動が可能だそうです」

「仮想海移動か……。重力航行の技術を出せと、それを要求するのに、この道程みちのりはいい理由になるかもしれんな」

　言うと、ガリレオがこちらを見ていた。

「……君は間違いなく全体の中でも有数の子供だと思うぞ今」

「否定する気が起きないのは俺おれが現役だからだなあ、おい」

　そう言って笑った時だった。広報委員長の後ろから、声が来た。

「委員長！　緊急です！」

　何事か。その理由は即座に告げられた。

「正面約二百キロの位置に、莫大な流体反応あり！　敵の先陣と思われます！」

　来たか、と、己は椅子に座り直した。

「──来ない筈はずが無いな。向こうからはこちらが見えている。偵察に借体も飛ばしていた。

　委員長、全体の行程としては如何いか程ほどだ？」

「現状、十五分の一程だと思われます」

「距離を詰めていってどうなるか、というところだな。──向こうも本気だ。

　まずは先頭を行く武蔵勢と極東勢の手並を見るとしようか……！」

「現状維持と言ったらどうかね元少年」

　違うなあ、と己は言った。

「生意気な連中の見物だ……！」
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　Ｔｅｓ．、と一礼した広報委員長は、敷居の裏に身を移す。そして、

「はあ……、あのお二人の遣り取りをまた特等席で見られるとか、旧派カトリツク最高……」

「委員長！　委員長！　早く伝令の発布を……!!」





●






　竜だった。

　展開している〝道〟は、天上に入ってからは幅約二キロ半。

　武蔵と大和やまとがある程度の余裕を左右にもってすれ違える幅だ。そう設定された大道の向こうに、巨影が多重に展開した。

　流体だ。

　宙に突然、滝のような瀑ばく布ふが生じたかと思うと、それが竜の群となった。

　数にして水平七十体、飛ひ翔しよう出来るものが上に三列。

　合計二百十体の竜が、出現と同時に最大速度での突撃を走る。

　天上方向から武蔵むさしまで一直線に二百キロ。

　既に距離は詰まっていたが、巨体の速度は一瞬で音を超えた。

　左右の麦畑が散り、それぞれが衝撃波によってあり得ない大気を散らし、自分達の周囲を歪ゆがめ、暗くする。

　突っ走った。
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「思ったより遅かったね。もっと早くこうしてくるかと思った」

　というネシンバラの声を、正まさ純ずみは武蔵むさし野のの艦首甲板で聞いた。

　……随分と余裕だなあ。

　思って彼の手元の表示枠サインフレームを見る。するとそこには、手描きらしい直線の道が描いてあった。

　図示した自分なりのタイムラインだろう。

　そして、描かれた道の序盤、やや中央側に描いてあった矢印と注釈にダメ出しの斜線が重なっており、そこから曲がった矢印が、道の下の方に伸びていた。

「おい」

「何だいヅカ本ほん多だ君。僕の緻ち密みつな作戦は君には理解出来ない。覗のぞくのをやめるんだ」

「いや、今チラっと見たところ、お前、中盤くらいで攻撃が来るつもりだったとか」

「予定の変更もこちらの作戦の内に入っているよ！　本当だよ!?」

・●　画：『負けたら誰だれの責任かが明確になったようね……』

・○べ屋：『あ、じゃあそういう時のための書類作っておくね！』

・未熟者：『負ける事を前提にするのはやめるんだ！　縁起でも無い！』

　まんざらでもなさそうな言い方するな。

　だが、先行する大和やまとから声が来た。

・黒　竹：『敵の先陣が竜ってのは、ちょっと驚きですねー……。別のものが来ると思ってました』

・成成成：『どういう事だと思います？　竹たけ中なか様』

・黒　竹：『練習でしょうね。流体による大規模な軍勢の展開。それもこっちの〝道〟合わせになるんで、そこらへんの様子見です』

　だとすると、と伊達だて家け副長が応じた。

・不退転：『相手には、燃費の概念もしくは装そう塡てんの概念があるという事？』

・副会長：『どういう事だ？』

・貧従士：『あ、ええと、運命はこっちの世界のいろいろなコピーとかを出して来ますけど、それは第二の月を原料としつつ、その時その時でも、無尽蔵じゃないって事です』

　……解わからん……。

　辺りを見回すと、葵あおい姉あねがこちらの視線に気付いた。彼女が、首を傾かしげながら自分の胸を両手でリフトしたが、あれは多分全く関係ない。釣られると負けだ。

　ただ、ミトツダイラが軽く手を上げた。

「運命が、敵勢を射出する時、一回で出せるマテリアルの総量には限界がある。──そういう事ですのよ、コレは」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが軽く上を見た。

「豊ゆたか様──！」
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　……うっわ、声が大和やまとに届いてきた……！

　加護付きなのか、ちょっとホ母様の声量に驚くというか、自分でもこれは無理だ。

　自分達も中央前艦の艦首にいるため、大和一艦分の距離を飛んで呼ばれた事になる。

　応じてる暇があるかどうか、竹たけ中なかに視線を送ると、手で促されたのでつまり許可。

・ゆたか：『はい！　──つまり運命は、人類の監視、介入という能力においては並列処理が可能ですが、恐らく今回のように流体をマテリアルとしての成形射出する場合、それがあまり出来ない、もしくは出来ないのだと思います』

・ホラ子：『成程！　よく解りました！　しかしトーリ様が全く解っていないようなので、チョイと簡単な説明を頂けますか！』

　……私、今、死んでもいい……。

「豊！　豊！　くねくねしてる場合じゃありませんのよ!?」

「何言ってるんですネイメア。一日に適度なくねくねはメンタルの健康を保ちます」

　肩を上から摑つかんでそう言うと、視線を逸そらされましたが、まあいいです。

・ゆたか：『つまり運命は、流体から何かを作り出すのが、下手へただって事です』

・６　　：『下手』

・ホラ子：『Ｊｕｄ．！　どうですかトーリ様、お解りですか？　お解り？　お解り。オッケお解り！　そういう事で豊様、有り難う御座いました！　現場からはこれにて！』

　凄すご過ぎる。

　正直、何言ってるか解らんところがあるが、母達はこれで毎日鍛えているのだろう。

　……敵かなわなくて当然……。

　そんな事をしみじみ思うが、確認しておく事がある。

「三みつ成なり！　接敵はいつになります！」

「発生直後から計上して八分強です！」

　随分と間がある。ならば、と己は大和やまとの流体経路の確認に入り、通神に叫んだ。

「こっちの迎撃準備、急いで下さい！」
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　警報が鳴る。

　それを大和の背から頭上に聞きながら、アデーレは問うた。

「これ、相対的な速度って、あるんですか？」

「道の上だと、武蔵むさしが速度ゼロで、しかし道ごと武蔵の本来の速度で第二の月に流れてる、と、そうなってますね」

　と、浅あさ間まが、四し聖せい武神の統括をしている江え良ら・房フサ栄エから送られてくる報告を見つつ、応じた。

　なんともよく解わからん理屈と結果で動いているが、

「要するに、第二の月に向かって移動していくのは武蔵に任せておいて、こっちはこの道と、その結界範囲で戦っておけと、そういう事ですね？」

「そうですね。敵がどれだけ勢いよく突っ込んできても、この四聖の結界内では、入った瞬間にアジャストされます。運命の非干渉状態を境界面に作る結界だからです。

　ただ、物理障壁ではないので、突っ込まれるのと、やはり武蔵の出力系を利用しているため、永続性がないのが弱点です」

「フフ、何時間くらい通るの？　この長大なステージ」

「六時間程で、そこから先は道幅を狭めるなどして対応、という予定みたいです」

　出力のラインなども浅間には届いているらしい。だとすれば、

「向こうから来る障害によって、武蔵が速度を落とさなければいい、そういう事ですね」

「はい。だから一応、道幅も武蔵と大和が横並びに行けるようにしているんだそうで。

　万が一、強力な障害が出ても、大和で受け止め、その横を武蔵が抜けていくと、そんな手法をとれる訳ですね」

　ほう、と何人かが頷うなずく。

　……いろいろ考えてますねー……。

　明らかに、書記補佐となった竹たけ中なか辺りの考えだろう。大和を犠牲にして武蔵を活いかすというアイデアは、羽は柴しば勢の彼女から生まれるものだと思う。

「とはいえ、向こうの竜に対して、こっちはどうするの？」

　と言ったのは、第四特務だ。既に魔女テクノヘクセン衣装に着替えている彼女は、第三特務と一緒に長大な砲のような機殻箒シヤーレベーゼンを携え、大和の艦尾を指さす。

「前から勢いよく突っ込んできてるなら、私達がカウンターアタックで崩す。そういう方法でいいんじゃないの？」

「というか、このところでそういう訓練してきてるよね」

「──いや、まだ君達の手を明かさない方がいいと思う」

　と言ったのは、書記だ。
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　アデーレは、書記の言葉を聞いた。

「君達が手を明かすと、これから出てくるであろう君達の幸運バージョンに何らかの手が加わる可能性が高い」

「アドリブで何かやったら、それも計上されるって事ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だから、下位戦力と、機械的に対応出来る事なら、それで済ませる」

　その言葉に、自分はちょっと不安になった。

「大丈夫ですか書記、……ちゃんとロジックで喋しやべってますけど」

「バルフェット君もなかなか言うね!?」

　いやまあ、と己は両の手の平を見せて言う。

「確かにこの戦場、一直線で、戦術的には〝何を出すか〟の叩たたき合いですからね」

「言われてみると三み河かわ同様、一直線で御座るなあ」

「ま、待て！　そのタイミングや仕込みが難しいんだよ！」

「じゃあ、まず、何が出るのかな？」

「ああ、それは簡単だよ」

　と、書記が眼鏡めがねを上げた。

「竜には、当然、竜をぶつけるしかないだろう。さあ、ナルゼ君の作ったルールに従って、あの敵を〝瓦が解かいの竜属〟と名付けよう。今から奴やつらは僕達の敵だ」
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　それは一斉の動きだった。

　大和やまとの中央一番艦、左右の一番艦の甲板に直結した貨物庫が扉を開け、そこから、

『いくぞ野郎ども……！』

　地竜だ。

　真さな田だの筧かけい・虎とら秀ひでを主とした航空型地竜や、やはり真田や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズなどに住すみ処かを持つ地上特化型の地竜達が、姿を現したのだ。

　数は二十一。全長も最大で百五十メートル程と、〝瓦解の竜属〟よりも一回り以上小さい。

　だが彼らは飛ひ翔しようし、道を駆け、一気に天上を駆け上がった。

『手を抜くなよ……！』
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　竹たけ中なかは、あっという間に距離を離していく地竜達を見送った。

　勝算は戦術として充分にある。が、ここで確かめておきたい事があった。

・黒　竹：『私の見立てでは、この〝瓦が解かいの竜属〟は、これが全てではないと思うんですよねー……。何しろここは手始め、よって今後、混合部隊などの構成を持ったり、要所で壁になるなど、たびたび障害としてこちらを押さえに掛かってくるんじゃないかと』

　だが、だからこそ、ここで確認したい。

　その内容は、虎とら秀ひでに伝えてあり、各地竜達も解わかっている。なので、敵に対してやや遅れたタイミングで出動を促し、

　……そろそろですね。

　三千世界で確認する接敵情報。武蔵むさし側でも武蔵総艦長代理が模造で全てを確認している。

　そして、画面に引かれた赤のラインを、虎秀達が越えた。

・黒　竹：『気を付けて下さいよ──！』

　叫んだ瞬間。前方で光が突っ走った。

　敵側。〝瓦解の竜属〟の内、竜砲を放てる者達が、その威力を走らせたのだ。
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　爆撃だった。

　走る運命側の竜属は、自分達を〝幸運〟の竜属と自覚していた。

　そんな彼らの内、射撃式の竜砲を走らせたのは百五十に渡った。

　皆、現在、〝道〟のルールに縛られている。

　だが〝道〟のルール自体が、現実準拠で矛盾許容などを含むものだ。竜砲の威力はほぼ制限されず、一部は置き換わって熱量化し、本来のものよりも攻撃力を上げた。

　熱砲。音撃。圧壊。断裂に打撃や凍結。石化など、ありとあらゆるものが正面方向の道と空域を薙なぎ払い、破裂した。

　ある竜属は空間断裂を用いたため、他の皆よりも突出して前に飛んだ。

　威力は確実に果たされ、宙が弾はじけ、空間が陽かげ炎ろうのように揺らいだ。そこには幾つもの力が集い、力場の結晶化ともいえる、物理法則を無視した流体の凝着が生じ、

『……！』

　爆発した。

　ありとあらゆる力が飽和して弾けたのだ。空域を裂くようにして、法則融合の連鎖が矛盾許容の中で突っ走った。

　法則が破壊されるのもまた法則。

　矛盾そのものの言葉を放った竜属の砲撃は、その先端が最大で八十キロ程の位置にまで届いていた。

　各所では〝道〟すらも破壊され、しかし修復される。

　だが、先行して飛び出していた空間断裂の天竜は、それを見た。

　敵がいないのだ。

『……!?』

　散ったか？　それとも消滅させたか。または法則融合と爆発の中に飲み込んだか。

　解わからない。が、敵失は確かだ。

　疾駆する。

　竜属とは攻撃の塊だ。敵がいなくなれば次の敵を食らうしかない。

　そして突っ走り、〝幸運〟の竜属達は不意を受けた。

　左右の両翼。そこを疾駆していた者達が、外へと弾はじかれたのだ。

　激突であった。
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　音は直接全身に通った。

　虎とら秀ひでを初めとする激突部隊の目的は、〝瓦が解かい〟の竜属の分断だった。

　瓦解の竜属の列を、三つに割る。

　方法は簡単だ。

　自分達を二隊に分け、中央側から斜め打ちに敵列の左右へと突っ込むだけだ。

　小こ賢ざかしい技など必要ないと、そう言いたいくらいの方法だが、しかし、技はあった。

『胴元ならではだな！』

〝道〟だ。

　自分達は〝道〟を作る側で、〝道〟の特性などは、流体経路を通じて武蔵むさし側に理解をされている。それも、〝花園アヴアロン〟などの技術から、多角的に、だ。

　ゆえに用意されたのが、〝道〟に沈む技術だった。

　これは半竜達の持つ影渡りや闇やみ渡わたりの技術の応用で、〝道〟を短時間〝向こう側〟に沈ませる、というものであった。

　元々、〝山さん川せん道どう澤たく〟自体が、架空の世界を結界の向こうに出現させるものだ。

　ならば沈むのは〝向こう〟だ。

〝山川道澤〟の中に浸つかり、だが、〝向こう〟の存在になってはいけない。

　描かれた絵の中に入っても、描かれた存在となっては終わりだ。

　出てこられる時間は数秒。

　しかし、その数秒の獲得が、勝負を決めた。

〝瓦が解かい〟の竜属達が、走りながらの竜砲をキメてくるのは解わかっていた。スケール比から考えて、その距離は平均約八十キロ。ちょっとした対艦砲並だ。

　勿もち論ろん、食らえば、地竜とて無事では済まない。竜属としての最上位竜が放つ一撃は、それぞれが固有の物理法則のようなものだ。食らえば終わりだと、そう見ていい。

　だが、付け入る箇所がない訳ではない。

『竜砲にも、射程限度ってのがあるんだよ』

　それが、虎とら秀ひでの見据えた隙すきだった。

〝瓦解〟の竜属達が、突撃する自分達に竜砲を吐いたとしても、それは射程の短いものから〝道〟に落ち、炸さく裂れつする。

　見た目は派手なようだけど、届かない着弾は〝道〟を震わせる一方で、爆発が視界を封じる壁となる。

　それが重なれば、完全な煙幕だ。

　続くタイミングで〝道〟を渡る。

　後は簡単だ。

　自分達の強さ故に、こちらを見失った〝瓦解〟の竜属に、〝道〟の下から跳ねて激突する。

　疾駆中の全身に下からぶち当たるのだ。動物が自分より遙かに小さな石に躓つまずいて転ぶように、〝瓦解〟の竜属達が如何いかに大きかろうと、路ろ肩かたの石よりも大きな自分達は、そのストッパーたり得る。

　竜属は最強の生物だ。

　だけど、竜害の時代を経て、そういう〝常識〟は既に終わった。

　ならば、こう言うべきなのだ。

『我ら竜属！』

　何であるか。

『史上最強の戦力ぞ!!』

　だから後は言うだけだ。

『根性──!!』

　叫び、激突を押し通した。
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「行ってくれ！」

　海うん野のは、大和やまとの中央前艦の甲板上で叫んだ。

　砲撃を〝道渡り〟で回避し、下から強襲を掛ける。

　竹たけ中なかの戦術が当たったというところだろう。

　……肝としては、やはり皆を先行させたタイミングか。

　相手の竜砲を誘発させた事が、意味深い。それは〝道渡り〟で回避が出来るものだが、先に撃たせておく事に意味があるのだ。

　竜砲は、連射出来ない。

　多くの竜属が体内に駆動器のような加速器官を持っているが、これは飛ひ翔しよう用だ。それを口からぶちまけるとなると、喉のどや口こう腔こう部の負傷も発生する。

　だから先に撃たせた。そうする事で何が起きるかと言えば、

「大和やまとに向けて竜砲が発射されるのを、事前に防いだ訳だ」

　上手うまく行った。だから、

「いいとこ見せてくれよ……！　皆！」
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　当たるのを、竹たけ中なかは見た。

　平ひら野のが用意した望遠術式は遠距離の歪ゆがみも補正し、流体光のノイズもキャンセルする。

　そこに映る光景とは、ある事実だった。

　幸運とは何であるか、という問い掛けに対する答えだ。

「実力ですね」

　竹中は、答えを見た。

　虎とら秀ひでを初めとした地竜達が、〝道〟からの激突を狙ねらい、しかし一撃で叩たたき潰つぶされたのを、だ。

　カウンターアタックに対する、アンチカウンターであった。
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　正面に展開した表示枠サインフレームの中、アデーレは、〝瓦が解かい〟の竜属がこちらの不意打ちと勢いを容易たやすく潰したのを見た。

　踏む足で打ち崩し、巨体で蹂じゆう躙りんし、全身ではね飛ばす。

　あの虎秀も同様だ。

　武蔵むさしに被害を与えた巨体でも、〝瓦解〟の竜属より小さい。突撃は叩き返され、唸うなる前足で〝道〟へと叩き込まれて行った。

　明らかな蹂躙。そういうべきものをアデーレは見た。

　それを悲惨と感じ、口から言葉が出る。

「いいとこ無し……!!」

　皆が振り返り、真さな田だ系の一部が眉まゆを歪めているので、自分は反省した。だが、

　……マズいじゃないですか!?

　懸念を伝えようとして通神帯ネツトを見る。どうして皆、そんな落ち着いてるのかと。

・成成成：『ちょっ、ちょっちょっちょっちょっちょっちょっと、ああああれあれあれ？』

・カニ玉：『うわあ！　何て言うか！　うわあ！　凄すごいですね！　超パワーです！』

・□□凸：『ええと、あの、これ、大丈夫ですか!?』

・ＡｎＧ：『何か通神帯ネツト見てたら逆に落ち着いて来ちゃったよ……』

　ナイトとナルゼの娘に酷ひどく同意だ。しかし、

「どうするんですか!?　こっちの最大戦力とも言える地竜部隊が散々ですよ！」

　叫んだ抗議に、反応が来た。

〝瓦が解かい〟の竜属ではない。

　その遙か向こうに、竜属を生んだ時のような流体光の怒ど濤とうが発生したのだ。だが、

「……ん？　新あら手ての追加出現ですか？」

　と首を傾かしげてしまったのは、理由がある。

　どう見ても、その怒濤の大きさが竜ではなく、〝道〟幅一杯。高さも最上限まであるような、

「……壁!?」
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　気付いたのは鈴すずだった。

　武蔵むさしの知覚系は、今、大和やまとの知覚系とも連動をしている。

　面白い、と思ったのは、大和の方が流体検知や地脈の異相検出など、非物理系検知能力が高めになっている事だった。

　これは、大和に浅あさ間ま神社のような専属施設の存在がない事と、その経験が薄い事、そして何よりも、それらが得意な武蔵を相手にする、という前提があったからだろう。

　だから自分で気付いた。

　前方、四百キロという、いつもならば絶対に検知出来ない位置に、それを知覚したのだ。

　……大量の流体マテリアル!?

「〝武蔵むさし野の〟さん！　縮小率を一気に上げて！」

　と、武蔵の模造を両手で摑つかんでかき寄せる。その動きで一息に武蔵や大和、随伴の各艦隊も縮め、遠くのものを引き寄せる。すると、

　……あった！

　道は既に手元で四センチ幅程となっていて、武蔵や大和もその幅だ。

　そして前方に、それが存在していた。

　手を伸ばし、触れようとするこちらの背後で、〝武蔵野〟がようやく気付く。

「あれは──。──以上」

　解わかる。

　流体の霧のようなものだ。先程もあった。

「来るよ！」

　霧が滝のように溢あふれ、そこから来たものは、しかし竜ではなかった。

「壁……！」
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「は？」

　と、豊ゆたかは、遙か正面に出現した光に、疑問詞を投げた。

　照準術式で捉とらえ、拡大表示する前方。地球の丸みなど無いので、ただ真っ直ぐに見える正面の遙か向こうで、片かた桐ぎりの母が示したように流体の射出が生じていた。

　今、此方こちらには竜属が迫っている。

　これを凌しのいだ後、

「次もやはりワンパで竜が来るだろうと思っていたんですけど……」

　違う。

　迫る〝瓦が解かいの竜属〟達の向こう、望遠の画面に出たのは、光だった。

　壁だ。

　だが、実際には壁ではない。

　此方に向けた断面が平滑なだけの、流体の巨柱だ。

　……ちょっと！　サイズが……！

〝道〟を下にしているため、蒲かま鉾ぼこ状のそれは、幅が〝道〟の外に出て七キロ程。最高度となる緩やかなトップも、やはり六キロを下らない。

　その外縁の辺りが砕け、天上に散っている辺り、〝道〟の結界が持つ許容範囲を超え、結界内と外の差で砕けていると、そういう事なのだろう。

　だが、奥が見えない。

　今、片桐の母が、此方に突き込まれる流体の壁柱の長さを計測している。が、その計測終了を告げる言葉が来ないのだ。

「な、何ですの!?」

　今になってネイメア達も気付いたらしい。

　あれは、というところで、計測が来た。

・ベ　ル：『百二十キロ!!』

　更に、

・ベ　ル：『時速六百八十キロで突っ込んで来る、よ』

　ああ、と、その数字を聞いて、己は思った。竜属を凌いだとしても、流体マテリアルの柱を、これからどれだけ破壊出来るかの勝負ですよね、と。

・ＡｎＧ：『流体マテリアルファックか──』

　その通り過ぎる。が、何か無意味な笑顔になっている事を自覚して、己は皆に言った。

「調子に乗ってるって、やつですか？」
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・貧従士：『え!?　輸送艦アタックじゃなくて、流体壁柱アタック!?』

・きめえ：『直撃したらどうなるのかしら』

・ゆたか：『向こうの密度に潰つぶされて終わりの上、地球にスタンプされると思いますね！』

・黒　狼：『豊ゆたか？　何で笑顔ですの？』

・礼賛者：『というかこれ、効率だけ考えたら無茶苦茶正しい戦術じゃないですか？』

・不退転：『トコロテンのアレみたいなものかしら』

・ウキー：『カニの脚食う時に、下脚で押し出すアレのような感じだな』

・あさま：『ちょっと喜き美み！　踊りながらファックファック叫ばない！』

・銀　狼：『智とももですのよ──!?』
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　ともあれ、とネイメアは前を見た。

「まずは〝瓦が解かい〟の竜属ですの！　突撃を掛けて来てますのよ！」

　大和やまとの中央前艦は、その甲板部に長おさ船ふねの基部が柱として立っている。

　ゆえに眺望は中央を裂かれていて、やや視認が面倒なのだが、

　……竜達が、横一直線に来てますわ！

　このままだと竜属の突撃を食らう。だが、

「竹たけ中なか！　迎撃は間に合いますの!?」

・黒　竹：『え？　ああ、Ｊｕｄジヤツジ．、大丈夫。間に合いますよ』

　既に距離としては百キロを割り込んでいる。それなのに竹中は、

・黒　竹：『じゃあ、砲撃用意、御願いします』

　単純な砲火による迎撃を選択したのだ。
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　馬鹿な、とネイメアは思った。

　機動力のある天竜クラスだ。空を飛んでいるものもいる。

　それに対して、正面から砲撃をしたところで、回避されるだろう。更には、

・黒　竹：『使用は実体弾。無誘導で撃ち込みます』

「大丈夫ですの!?」

　疑問に、しかし応じる声があった。

・巨　正：『大丈夫です！　前を、遠くを見て下さい！』

　清きよ正まさだ。防御、迎撃と言えば彼女のセンスだろう。ゆえに、通神に見えたその声に促され、己は前方へと視線を飛ばした。

〝道〟がある。ずっと遠く、第二の月へと繫つながっている〝道〟だ。

　そこを、まず、〝瓦が解かい〟の竜属が加速してくる。

　彼らの向こうから、まるで何もかも排除するブラシのように、巨壁が飛んでくる。

　だが自分は、違和感を得た。

〝瓦解〟の竜属と壁柱の間に、ある筈はずのものがない、と。それは、

「先行した地竜達は、何処どこに行きましたの……!?」
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　彼らは、声を見て、聞いた。

　それは馴な染じみ深い人の、

・巨　正：『皆さん……！』

　届いた。

・巨　正：『出番ですよ……！』
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　いきなりだった。

　走る〝瓦解〟の竜属達が、一斉に転倒し、地面や空中を吹っ飛んだのだ。

　それを見ていたネイメアは、あるものに気付いた。

「影……！」

　そうですの、と己は思い至る。

　大和やまとから疾駆した地竜達は〝道〟を渡る術式で潜行し、〝瓦解〟の竜属を強襲したのだ。

　だがその攻撃は効かず、カウンターを食らって叩たたき潰つぶされたと思ったが、

「別に、〝渡り〟の術式は、〝道渡り〟だけではありませんのね……!?」

　元々〝道渡り〟の方が、既存にはなかった術式だ。あったのは闇やみ渡わたりや影渡り。ならば、

「カウンターを受けた瞬間。〝影〟を渡りましたの！」

　答えは明確だった。

　走る〝瓦解〟の竜属が、自分の影から現れた敵に脚をとられ、転倒していく。

　空にいる者達も同じだ。

　自らの下部に存在する影からリントヴルムやワイバーン、または地上型の地竜達が出現し、高速域の挙動中に絡み、

『落ちろ!!』

　落下でも滑降でもない。挙動を封じられ、乱され、何かに叩たたきつけられたような風の爆発をまとい、地上へと落下した。
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〝幸運〟の運命側に対し、〝不運〟と呼ぶべき武蔵むさし側の地竜達は、全力で挙動した。

　危険なのは、空にいる〝瓦が解かい〟の竜属の影を〝渡る〟時だった。

　全域に気を配り、危険な位置にいる仲間は引き揚げ、そして、

『逃げようとするんじゃねえよ！』

　振り払い、打ち払おうとする〝瓦解〟の竜属に、彼らはしがみつき、嚙かみ付いて全身のタックルを敢行した。

『幸運なんだってな!?　羨うらやましい話だ！』

　だけど、

『〝不幸〟ナメんな！　日常茶さ飯はん事じだぞ！』

『〝幸運〟の御客様、一体入りま──す！』

『この場に出たなら、実力勝負だぜ……！』

　倒す。回す。浮かせて吹っ飛ばす。必要ならば零ゼロ距離からの竜砲もぶち込む。そのようにして全体を次から次へと乱し、

『いいスよ清きよ正まささん！　──一斉砲撃を！』

　声はすぐにその願いを叶かなえられた。

　急ぎ影から脱出し、瓦解の竜属達を蹴けり飛ばして前に走った地竜達の後ろ。

　崩壊した横列をどうしようもなく、流体の破砕光をもって転倒した〝瓦解〟の竜属に、それが飛んだ。

・大　和：『無誘導、実体弾。敵は全て知覚素子にて確認、十二秒分の先行予測を含め、一斉砲撃を行います。──以上』
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　砲撃が竜を砕いた。

　既に、竜とは言え、無防備な状態を転がしているだけの存在だった。

　一部は無事で、走り、飛びもしたが、それ故に突出して浮き、

『────』

　大和八艦。主砲と副砲の連射は、二百十体の竜属の数を容易たやすく超える。

　無論、防護を固め、障壁を作る竜もいる。

　だが無駄だ。

　後続の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。艦隊の指揮を執っていた村むら上かみ・元もと吉よしは、頰ほお傷きずを撫なでながら呟つぶやいた。

「現在における対艦砲とは、P.A.Odaの鉄甲船、全長八百メートルの戦艦を想定したものだ。大和やまとも同等の思想でそれを用意しているであろうし、だとすれば如何いかに天竜クラスが頑丈とはいえ、その連射に抗あらがえるものではない」

　言葉通りの破砕が生じた。

　横一直線に、しかし空へと跳ね上がる流体光の炸さく裂れつは、正しく二百十体の数を数えた。

　そして、

「──終わりか」

　英国側、旗艦の上で呟いたエリザベスの言葉通り、二百十の流体光が、柱となって〝道〟の空に散った。しかし、

「へへへ陛下！　更に大物が来ています！」

　解わかっている。

　壁だ。

　巨壁の柱が、竜属達を発生させた流体光の残ざん滓しを潰つぶした。

　その巨体は、竜属の群の比ではない。だが、

「撃破せねばならんな！　さあどうする武蔵むさし勢！　──何だジョンソン、その目は！　楽しんでなぞいないぞ私は！　ああ、心配だ！」
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　海うん野のは、望もち月づきと共に走った。吹き荒すさぶ流体の破片を吹雪ふぶきのように浴びながら、前に行く。

　大和の左さ舷げん一番艦、その艦首甲板だ。

　前方、戦った地竜の皆が帰投してくる。

「ほら！　早く戻りな！」

　彼らの背後には、急速に流体光の壁が迫っていた。

　明らかに、最初よりも加速している。だから、

「急いで艦上に戻るか後ろに回りな！」

『海野様、実際には〝道〟の速度を決めているのは武蔵なので、大和が速度さえ上げれば皆に近づいていく事が出来ます』

　……望月、空気読まないなあ……。

　思う視線の先、皆が戻ってくる。が、やはり疲労気味だ。

　ただでさえ、〝影渡り〟の術式を使ったのだ。

　あれは一部の半竜達に伝わる技で、自分達の存在を別の、しかも独自の〝界〟に通すようなものだ。だが、これを半竜が行えるのは竜の持つ〝型〟の強さゆえだろう。

　負担はあるが、半竜ならば堪えられるだろう。

　しかし、巨大な地竜達が使うには無理がある。

　全身の置き換えが高速で行われるが、巨大故にタイムラグが発生する。それはまるで、

『ローラーに掛けられて頭から尻尾しつぽまで潰つぶされたような感じだよなー』

『メシとか、当分、食う気にならねえって』

『つうか一日一回どころか、一週間一回くらいの技だろ、これ』

　との事でなかなか不評だ。

　だが、勝った。

　しかしその一方で、

「次のが、もう来てるぞ!!」

　壁が、もはや見上げる山のような形で、此方こちらに距離を詰めているのだ。
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「次と言われても、これ、もう〝次〟じゃないよね」

　ネシンバラは、自分が描いた進行表を、やや前倒しに描き直しながら呟つぶやいた。

「恐らく運命側は、莫大な流体マテリアルの投下スケジュールを既に組んでいる」

「音ゲーですか」

　バルフェットの言葉に、己は頷うなずいた。

「この〝道〟が譜面だ。音符のように障害が降ってくる。そして今、まだ始まったばかりで、単に運命が音符の置き方について下手へたなだけだ。だから〝次〟なんて感覚がある。

　今の攻撃はこっちの出方を見るのと、向こうが〝道〟のルールを知るためのもの。だからこっちも、手の内をなるべく晒さらさない方法を選んだ」

「じゃあ、ここからですか？　書記」

　自分は首を下に振る。

　前を見る。そこには大和やまとの艦尾があるが、気にしない。前を見て、手を翳かざすのだ。

「ここからが本番だ。向こうの総勢は、最大量で言えば第二の月全てをマテリアルとして成形出来るだけの量がある。

　だから対するこちらは〝道〟を作った。戦場を限定する事で、敵が出せる数を限定する事が出来るからね」

「じゃあネシンバラ、相手はこれからどう出てくる？」

　本ほん多だ・正まさ純ずみの問い掛けに、自分は進行表を見た。

　先程前倒しにして、斜線で消した文字を読む。

「──この巨壁は、向こうにとっても時間稼ぎの余裕を与える。だから多分、これが終了する辺りからは複合攻撃の連打だ。多分それが、〝道〟の空一杯に来て、止まらない」

　だから、と己は言った。

「竹たけ中なか君？　片かた桐ぎり君と組んで、状況の精査と敵の解読を頼む。戦場は流動的で、会議なんてしてられないから、見つけた情報は全て喋しやべるくらいのつもりでいてくれ」

「何かバラやん、楽しんでない？」

「楽しんではいないよ。あと──」

　言った。

「悪い予感というのも、期待の一種だよね」

　そう告げた瞬間だった。

　大和やまと全艦が表示枠サインフレームを無数に展開した。

　警告だ。危険が迫っているという事の報知。そして警報音が鳴り響いたと同時。

『目標〝壁柱〟！　全艦迎撃態勢……！　──以上!!』

　大和の向こう、正面側に多重の光が炸さく裂れつした。重なるように届く鳴動は、

「壁を破壊するための砲撃だ……!!」
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　やべえ事になったな、というのが、輝てる元もとの感想だった。

　敵の放った〝壁〟が到達するまで約十五分。余裕があるようでいて、無い。

　だが、こちらに出来る事は、あるにはあるのだ。それは、

「大和やまとの主砲、大おお長おさ船ふねは外せねえだろ」

　恐らく人類側が持つ最大の攻撃力だ。都市破壊級武装ではあるが、

「輝元、強力だが、それによって全長百二十キロの流体マテリアルを破壊出来るかい？」

「やらなきゃ地上まで押し戻されて潰つぶされるぜ？　やらなきゃあ、駄目だろう」

　指を鳴らす。

「Mouri-01、必要なら、あたし達の方でも手を貸すと、そう伝えてくれ」

「Ｔｅｓテスタメント．、姫様の意向という事で武蔵むさしに伝えます」

　とMouri-01の応答が来た時だった。不意に自分は一つの音を聞いた。

　回転音。空気が歪ゆがむような擦過の響きは、

「……コイル音!?」

　見上げる。それが何かであるかより、先に答えが見えたのだ。

　頭上とも言うべき高度。眼前の宙に展開をしていくのは、

「武蔵の主砲〝大おお兼かね定さだ〟だと!?」

　何をする気だ、と己は思った。何故なぜなら、

「──テメエの正面には大和がいるだろうが！」
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「姫様！」

　Mouri-01の声が響いた。彼女は通神用の表示枠シーニヤカドルを開いて、

「大和、大長船の発射準備に入りました！　更には──」

　武蔵から幾いく条じようもの影が来る。森のように、しかし倒木のように四方の宙からこちらの両横へと突っ走り展開していくのは、

　……牽けん引いん帯たいか！

　巨大な圧力を前にして、武蔵勢が何を企図しているのかは解わからない。

　だが、隣に立つ太陽全裸が、こう言った。

「まだ私達の出番じゃないと、そう言っているのだろうね、輝元」

　ならば、

「この状況、安心して楽しもうじゃないか。──Mouri-01、関係国も同意見だろう。逆に、ノリの解らない小国や遠国に伝えてやってくれ。とりあえず、耐ショック体勢をとったくらいにして、状況を楽しめと」

　言っている間に、正面にある光が強くなった。

　武蔵むさしが主砲を展開していく先で、

　……壁柱が来たか！

　音速を超えた一撃だ。無音で来る百二十キロの全長は、流体の光を帯びている。夜の天上において、それは最大級の光源だろう。

　まるで照明を前にしているかのように、逆光となった武蔵の艦尾上、大おお兼かね定さだの砲弾装そう塡てん部が成形された。発射準備が整っていく。だが、

「壁柱、激突まで五分を切りました！」
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　流体供給の速度が全てを決めると、浅あさ間まは理解をしていた。

　敵も本気だ。ここから先、何が起きるかと言う事を想定の上で、こちらも対処をする。

「武蔵内流体供給制御、浅間神社と東とう照しよう宮ぐうをリンクの上、分配を左さ舷げん一番艦から三番艦と、中央、右う舷げん艦に分けて行きます」

　表示枠サインフレームを操作し、ハナミと共に決定を重ねていく。今ここで為なすべきは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ連動。砲門への連動は除外し、駆動系のみに連動を許可」

　甲板上、ホライゾンが出した大罪武装が、武蔵八艦の構図として浮き、流体光で結ばれた。大罪武装で流体経路などの処理を代行するのだ。これによって浅間神社、東照宮、大罪武装、そして各艦橋と、多重の処理構造が構築され、

「トーリ君！」

　おお、と彼が手を上げた瞬間。その頭上に表示枠が展開した。

　大おお椿つばき系に由来する技術で構築された、彼のみが有する流体供給術式。創作術式ではあるが、制約や条件は一つだけ。

　……もはや、哀かなしんでは駄目と、そういう内容ではありません。

「──笑う事です」

　そうだ。

「貴方あなたが望んでいる事。貴方が良いと信じた事。貴方が仲間と認めた事。そういった事象に対して、貴方の〝喜〟が隅々まで通じますように」

　流体供給術式を展開する。

「創作術式〝地平祭〟、──発動許可します！」
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　ようし、とトーリは武蔵の艦首甲板にて両の手を広げた。

　背後、展開した術式表示枠サインフレームに、武蔵むさし野のの中央後部、東とう照しよう宮ぐうからの流体供給帯が接続する。それは快音を立て、流体光の飛沫しぶきを漏らし、竜のように脈動した。

　直後、広げた両の五指や腕、それらの動きそのものに流体光のラインが絡まり、

「以前より、色気があるじゃねえか、これ……！」

　走った光が、前は直線的だった。

　だが今は、流れ、見ようによっては川を流れていくような緩さと、しかし強さをもって、

「届かせるぜ……！」

　護衛に控えるミトツダイラの向こう。目の前ではホライゾンが大罪武装ロイズモイ・オプロを展開している。その前では、姉がこちらの術式を加圧させるための舞と歌を奉じている。

　背後には浅あさ間まが術式の調整と管理をリアルタイムで行っていて、

「発動、頼むわ……！」





●






　葵あおいと同じく、艦首甲板にいた正まさ純ずみは、それを見た。

　流体の譜面だ。

　五線譜にも見える譜面が、枝分かれしながら、葵の両腕と動作から武蔵むさし全艦に流れ、走って行く。それは膨大な量だが、絡む事もなく、描かれる雲や風のように空を行き、各艦の底部や側面に届き行き、

『──では、武蔵の皆様、武蔵王、武蔵副王二名の要請により、武蔵前方、現状の進行方向障害物撤去のために主砲を使用致します。主砲発射は総艦長〝武蔵〟がセイフティ解除。総員、対航空都市級障害物重力制御砲ACC-GC0021〝兼かね定さだ〟を展開準備してください。

　要は耐ショック体勢です。

　今回の展開はメインバレル状態、ACG-GC0021L〝大おお兼定〟にて行います。──以上』

　既に武蔵各艦は発射のための変形を終えている。だが、通神帯ネツトは大騒ぎだ。新型となっても、以前に一度砲撃をした経験があったとしても、これは免まぬかれ得ぬ事だろう。

　……落ち着きがないよなー。

　と思うが、仕方ないと、そんな事を考えていると、各艦が位置を決めた。そして空中に全長八キロを超える流体製のロングバレルを確定していく。

『浅あさ草くさ、品しな川がわ共に外そと舷げん側重力航行加速器群、水平射撃展開準備完了……！　──以上！』

『多た摩ま、村むら山やま、同様です！　──以上！』

『高たか尾お、青梅おうめも同様です！　──以上！』

『武蔵野、奥おく多た摩まも同様！　──以上！』

『Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵総艦、射撃姿勢固定。──以上』

　既に武蔵は、〝道〟上にありながら、各艦の放出する流体光に満ちていた。光の海を行くような光景だが、

・武蔵野：『壁柱、激突まで二分を切りました！　──以上！』

　構わない。自分もこのプロセスは見慣れており、経験上、充分に速いと解わかるのだ。そして、

『武蔵むさし〝大おお兼かね定さだ〟、──メインバレル・オープン。完了。──以上』

　方針が確定した。ならば後は、決定事項だけ。それを示すように、〝武蔵〟から言葉が一つ、送られて来た。

・武　蔵：『正まさ純ずみ様、生徒会側からの一次承認を御願いいたします。──以上』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、己は思った。

　……文官として、手放しでこの戦場を見守るだけかと思っていたが。

　このような大がかりの流れとなれば、生徒会側のチェックは必要になる。が、それもまた、形式的なものだ。自分は展開した〝承認〟の表示枠サインフレームを叩たたき、何もかもを通した上で、

「おい！　葵あおい！　砲撃の表示枠を送った！　確認しておけよ！」
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　声を送った向こう。馬鹿が此方こちらに振り向いた。

　……おいおい。

　お前は今、全艦の要かなめになっているんだから、振り向くなよ。

　馬鹿だなあ、と思うが、振り向かれなかったら、別人な気もする。私も大概、我わが儘ままだな、と感じながら、艦橋からの報告を聞いた。

・ベ　ル：『壁柱、あと一分切った、よ……！』

　直後。それが生じた。

　眼前にあった大和やまとの巨影が、いきなり跳ね上がったのだ。
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『大和上昇！　武蔵の直上に行きます！　──以上！』

　大和からの連絡と、大出力任せの急上昇を、鈴すずは全域にわたって把握していた。

　……ここが大事……！

　これから複数の挙動を執り行う。その手始めがこれだ。

　模造の世界の中、三十秒先の推測を捉とらえつつ、己は武蔵を動かした。

　今、大兼定が発射態勢にある。だけど、

「全速前進……！」

　武蔵を前に出した。これは本来、大兼定を発射している際に耐反動用で行うシークエンスだが、今回はそこに出力を多く割く。トーリの流体供給先を浅あさ間まに誘導して貰もらい、本来ならば反動で後退する部分も押しとどめるつもりで、

「……出るよ！」

　叫び、武蔵むさしを押し込んだ。その直後、〝武蔵むさし野の〟が通神に声を放った。

『〝大おお兼かね定さだ〟、目標眼前、流体──』

　と、そこで止まった。

　……え？

　と振り向くと、〝武蔵野〟が慌てて通神帯ネツトに検索を掛け、〝それ〟の名称を統計的に引っ張り出そうとしている。だが、

・不退転：『トコロテンのアレ？』

『それで！　発射します！　──以上!!』
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　葵あおいが、両腕の掲げる発射許可の表示枠サインフレームを押した瞬間。正まさ純ずみはその認可が通った事を確認。

　武蔵全域に、副会長の役目として通達した。

「〝大兼定〟、──発射!!」
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　破壊の一撃が発射された。

　距離既に十五キロを切った寸前の位置で、武蔵の先端、大兼定の砲ほう口こうから爆圧が発射された。

　流体光を弾はじかせて飛んだ弾丸は、発射直後の爆圧からそのまま壁柱に激突。衝撃すら起こさず、威力そのままに貫通した。

　射撃側も防御側も、同じく流体のマテリアルによるものだ。相性は良く、砲弾は馴な染じむように壁柱の内部へと疾駆し、その直後に、

『衝撃震動確認しました！　──以上！』

　砲弾が通過した後に発生する衝撃波は、砲弾と壁柱内部の間に大気が無くなった場合でも、消えはしない。異物が高速で飛び込んだ分の歪ゆがみは、何処どこかに吸収されねばならないからだ。

　よって流体マテリアルの内部から、砲弾一発分の歪みが、しかし確かな震動としてその内破を呼んだ。だが、

「まだ！」

　武蔵野艦橋内で、鈴すずは知覚した。

　武蔵の放った砲弾が、壁柱を貫通せず、途中でロストしたのだ。

　原因は簡単だ。同じ流体マテリアルであるがゆえ、貫通中に砲弾は馴染み、溶けるようにして削れて行ったのだ。水の中に氷を落としたようなもので、鈴の知覚の中では、百二十キロある壁柱の内、それは八十キロ程を貫通し、消えていた。更には、

「トコロテンのアレ！　速度を落としていません！　──以上！」

　一瞬だった。

　貫通力があり過ぎたといえばそうだが、壁柱の超重量に対し、大おお兼かね定さだといえどストッピングパワーには足りない。しかし鈴すずが叫んだ。

「砲撃──!!」

　それは、主砲や副砲による切削を促すものではない。

　二発目だ。大兼定に匹敵する大砲は、世に一つしか無い。

「──〝大おお長おさ船ふね〟、発射!!」
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　教皇総長パパ・スコウラは、眼前でそれを見ていた。

　武蔵むさしの真後ろ。牽けん引いん帯たいによって更に後方に流された自分達の正面に、大和やまとが降着したのだ。

　綺き麗れい、とは言い難い降下だった。

　落ちるように加速し、叩たたきつけるように着地した。だが全艦は揃そろっており、

「あの大砲を撃つか！」

　叫びに応じるように光が来た。武蔵の成形していた〝大兼定〟が解除され、巨砲を作り上げていた流体が解放されたのだ。

　花のように散る流体の砲門が無くなれば、ある結果が生じる。

「……射線がとれるか！」

　武蔵型、一番艦と三番艦。武蔵と大和は、その形状がほぼ同じだ。

　違うものがあるとすれば、実体砲である大長船がそれだろう。

　そして前にいる武蔵が仮想砲身である大兼定を解除したならば、

『〝大長船〟、射線確保しました！　──以上！』

　行う事は一つだ。武蔵の橋状艦橋の下を通し、大長船を発射する。

　それも、武蔵が放った弾道を完全にトレスして、だ。

『〝大長船〟、──発射!!』

　武蔵の総艦長代理の声と共に、威力が炸さく裂れつした。
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　教皇総長は、知っている。

　過去のある一点を、今、眼前で行われている光景から思い出したのだ。

　安あ芸き轟ごう沈ちんの瞬間である。

　あの時、自分は大和から真正面に撃ち込まれた。ガリレオの天動説が無ければ失われていたかも知れないし、そうではなくても、随分と紆う余よ曲きよく折せつがあった。

　現在もまだ安芸は落ちたままで、多くの復旧は不可能だとされている。

　破壊の一発だ。

　発射から着弾までのタイミング。そして大気の破壊と激音は、未いまだに憶おぼえている。

　そして今、同じものが放たれた。かつて自分から何もかもを奪ったもの。

　だが、自分は奮った。

「くそ……！」

　発射される一撃に腰を上げ、手を掲げて声をあげた。

「俺おれにも寄越せ！　同じような力を……！」

　望んだものは、直後に飛んだ。爆圧を飛ばし、武蔵むさしの艦橋を潜くぐる曲撃ちが為なされたのだ。
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　鈴すずは、正座した。

　すぐに〝武蔵むさし野の〟が気付き、対衝撃用座ざ布ぶ団とんを床に滑らせ、トスしてくれる。

　大和やまとの〝大おお長おさ船ふね〟によって衝撃波が来るのは、艦尾側から。

　今、武蔵の表層部は全域に防護障壁が最低三十枚は交互に重ねられており、特に自分がいる橋状艦橋はその内側に三征西班牙トレス・エスパニア直じき伝でんの交差十字式防護障壁展開が行われていた。

　自分の身体からだにも、衝撃を受けた時の体調管理術式が掛かり、

「……っ」

　座布団に落ち着いて身構えた瞬間。下から上に来た。

　階段を踏み外した、というような衝撃だった。が、

「……！　──以上！」

　自動人形達の多くが、一回天井くらいまで吹っ飛び、何人かは天井にしゃがみ、その反動で床側に跳躍復帰した。自分は座布団のおかげでちょっと浮いただけで済み、

「わ」

　武蔵の表層部全域に警告が走っていた。

　砲弾の通過した先々で武蔵の艦体が激震し、ストレスが掛かっている。それはしかし、防護障壁と艦のフレームや装甲の対衝撃能力と復元性で押し返す事が出来、

「砲弾……！」

　追跡は即座に達された。正面。迫る壁柱が、その速度を止めはしないものの、

『内部崩壊します！　──以上！』





●






　先に武蔵の一撃が通り、しかし、貫通しなかった事が意味を持った。

　大和の追い打ちとなる一発は、正確に姉妹艦の攻撃を追ったのだ。

　その結果。一番の武器となったのは、天上には存在し得ない大気だった。

　砲弾が行く先、衝撃波が震動を生んだ壁柱の穴には、大気が高速で流入しつつあった。

　そこに砲弾が突き刺さり、一気に押し込んだ。

　先の衝撃波の余よ韻いんで、壁柱の穴は反動による収縮が始まっていた。

　ゆえに逃げ道の無い筒穴の中、砲弾は一気に大気を押し込み、

「砲弾ファ─────────────────────────────────ック！」

　喜き美みの叫びと同時に、断熱圧縮が起き、流体の壁柱は内部から過熱した。それはしかし、押し込められ、壁柱の内部に超々高温の圧縮大気が成立する。

　そこで全てが終わらなかった。

　大和やまとの砲弾は、己の弾速による過熱を防ぐために、耐熱処理が為なされている。

　ゆえにそれは武蔵むさしの一撃目をレールのように利用し、未貫通の残り四十キロを貫いた。

　抜ける。

　そして二発目の衝撃波が発生した。

　流体は、基本、周辺の空間に馴な染じみ、溶けていくものだ。

　熱は内側から色を持たぬ火か焰えんと化し、振動によってそれは全域に走った。

　力の逃げ場は、貫通痕である。

　全長百二十キロの壁柱がその先端を細くし、砲弾の抜けた後端を膨張させた。

　抜けるのだ。否。

「咲くのよ！」

　壁柱の後部が破裂に咲いた。

　空。天上。底において先細く、上において広がった青白い柱が、その最上部から火焰を高くにぶちまけたのだ。
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　地上側、〝有あり明あけ〟と共に武蔵と大和の状況をモニタしていた者達がいた。

　有明IZUMOの長、三み科しな・翔しよう一いちと、〝有明〟だった。

　彼は頭上に展開した壁柱の崩壊を、九州方面から見たと仮定される再現画像で確認していた。

　もはや夜の天上。地上に固定された〝道〟は行く先を細く見せないが、咲いた花は赤く、陽かげ炎ろうの揺らぎを夜天に羽ばたかせた。

　高熱の度が過ぎて透明な揺らぎであった火焰が、大気と〝道〟の外に零こぼれて色づき、青から黄色、そして赤へと咲き散らす。

　基部には青白い流体の柱。底部は細く、上は広がるその上に咲く花は、

「花束のようだ」

　翔一の言葉に、〝有明〟は天を見上げ、こう言った。

「まあ、いいでしょう。──以上」

「な、何です!?　その〝まあ認めてやっか〟みたいな物言い！」

「別に認めていません。訂正願いは出さないでおいておきますので、被害妄想はやめて下さい。──以上」

　ただ、と〝有あり明あけ〟が言った。

「これからが、本番ですね。──以上」
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　衝撃は与えた。内破させ、後部からの破壊によって、前進力を削った。だが、

「未いまだ壁柱の速度は時速百三十キロ強持続！　対応を御願いします！　──以上！」

　艦橋内からの声は、鈴すずにとっては無意味だった。

　先端部を収束させ、奥側へと埋没させて壊れていく壁柱だが、

　……完全に破壊出来てはいないよ、ね……！

　衝突まで三十秒強の位置で迎撃。そして速度を本来の五分の一に落としたところで再計算。

「衝突まで十二秒です。鈴様。──以上」

〝武蔵むさし野の〟の声を食うように、その途中から己は叫んだ。

「二艦とも重力加速器展開！」

　やる事は一つ。否。二つだ。

「武蔵むさしと大和やまと！　艦の交換と〝道〟の分離をするよ！」
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　武蔵野艦橋上、対ショック態勢のため、シェルター部に一時避難していたオリオトライは、それを眼下に見た。

　武蔵と大和の分離と交換だ。

　重力加速器を内側に向け、艦体に航行速度を一瞬で与える芸当は、武蔵が回避運動の時などに見せるものだ。

　その動作を、今、艦間クラスの距離で行った。

　しかも、ただの移動ではない。

「武蔵と大和の、艦を入れ替えるのね……!?」

　大和は斜め左前にスライドし、武蔵は右にスライドした。

　単純な軌道変更の中で、ヨシナオが疑問した。

「武蔵が右に移動しても、〝道〟ごと右に移動するだけではないかね!?」

「いえ、違います！」

　自分は、何をするかを知っている。これは一つの曲芸なのだ。つまり、

「道を作る四し聖せいの乗った艦を、二艦で分け合うんです！」
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　鈴すずは、その操作を素早く行った。

　艦の交換だ。

　手が三つも四つもあればいいと、そう思う。

　武蔵むさしの左さ舷げん艦と、中央後艦を、大和やまとのそれと入れ替える。

　接続設定などは、既に浅あさ間まと彼女の娘が行い、トーリが出力の平均化や調整をしている。

　……凄すごい。

　三み河かわの頃ころに比べて、出来る事が格段に増えた。そして増え続けている。出来る事を組み合わせて、更なる新しい事も出来るとなると、逆に今、何が自分達には不可能なのだろうか。

「うん……」

　眼前には、崩壊しつつある壁が迫っている。だが自分は艦を入れ替え、牽けん引いん帯たいをなるべく接続出来るように艦位置で気流を調整し、

「出来た、よ……！」

　並んだ。流石さすが姉妹艦。左右艦と中央後艦の入れ替えた姿はぴったりで、

「お揃そろい……！」
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　ああ、と武蔵の右舷二番艦、多た摩まにいた直なお政まさは思った。

　……鈴は所々で〝地〟が出るさねー……。

　完全に格好つかないのが、彼女のキャラだろう。

　だが準備は出来た。

　今、朱雀すざくはレンチを前に立てて起立しており、翼を全開状態で保っている。

　自分の目にも、当たってるんじゃないかと思える距離に壁が迫ったが、

・煙草女：『白びやつ虎こ……！　始めてくれさね！』

・独眼竜：『東のこちら、問題ありません！』

・６　　：『やって』

　夕ゆうがちゃんと要求しててちょっと驚き。正直無言が来るかと思っていたが姉は嬉うれしい。そして被かぶるタイミングで、言葉が来た。

・ＢＡ３：『もうやってますよ──、と!!』





●






〝道〟を作っているのは白虎だ。

　四し聖せいの内、〝道〟の生成は白びやつ虎この仕事で、その道を構成する世界を、他の三機が担っている。その中では朱雀すざくが道上の加速性を扱い、重力制御を玄げん武ぶ、青せい竜りゆうが大気などの自然環境を作り上げているが、

「ここは私の役目なのよね……！」

　既にそれは行っている。咆ほう吼こうによる道の生成が出来ているのだから、

「咆吼列化……！」

　叫ぶ。白虎の両肩の出力を、統合ではなく分化して、それを武蔵むさしに届かせて、

「〝道〟を左右に分けるわよ……！　と!!」
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　空が裂けた。天の野を行く道が、左右に分かれたのだ。

　武蔵と大和やまとが、入れ替えと同時に離れたからだ。

　今、〝武蔵〟には朱雀と青竜。〝大和〟には白虎と玄武が存在する。

　武蔵の構造と、進行方向から見て、南の朱雀は右で、北の玄武は左だ。

「列化成立……！」

　房フサ栄エの声と共に、白虎がいない武蔵側にも、白虎のＯＳが艦尾に表示枠サインフレームを連立した。

　行く。

　大和は左。武蔵は右。〝道〟は分離して、分かれながらも並行する。

　一瞬で割け、戻らない。

　だが、この動きについて行けないものがあった。

　壁柱だ。

　それは中央正面から、いきなり生じた〝道〟の割け目に激突。

　結界の外と中の差を刃やいばのように受け、一気に中央部へと剝むくように裂けて、

『トコロテンのようなアレ、──分断します！　──以上！』





●






　狙ねらうのは転てん覆ぷくと迎撃だった。

　裂け目に当たって断裂した時、壁柱は大きく左右に割れた。

　砕ける。

　壊れて割れて、散って連鎖し、

「断裂、中央部より深部に到達！　自然に割れていきます！　──以上！」

〝武蔵むさし野の〟の報告と共に、割れた壁柱の先端が〝道〟の外に吹っ飛んだ。

　二艦が離れていく動きに合わせ、中央から何もかもが左右に削そがれて剝けていく。

　崩壊流だ。

　まるで鉄砲水のように、破壊された流体壁が、先行していく〝道〟の断裂に分かたれ、左右へと自分を壊し、ぶちまけていく。

　だが、進行する二艦にとっては、壁が常に正面を左右に流れている状態だ。故に、

「迎撃開始……！　──以上！」

〝大和やまと〟の号令に応じるように、左右の道から〝壁柱〟の断裂面へと砲火が飛んだ。

　左右に広がって砕けていく壁を、更に左右に押すように。狙ねらうのは正面の壁ではない。

　逆側、武蔵むさしは大和の正面を流れる壁を撃ち、大和は武蔵の正面を流れる壁を撃った。

　連射する。
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　竹たけ中なかは、書記の発想を評価していた。

〝道〟を分けるという発想は、出撃前からあったものだ。

　相手が大量の戦力を投入してきた時への対応だ。

　……運命側が、左右非対称の陣を組んできたり、中央に主力を置いてきたら、左右分断で優位に立てますからねー。

　そのために用いるのは四し聖せいの〝道〟を分ける制御と、艦の入れ替え。これらは上手うまく出来ているが、艦の配分は書記が決めたものだ。

　そして現実に艦を分けて入れ替えると、解わかる事がある。

・黒　竹：『内うち舷げん側に大和の艦を入れているため、このような撃ち分けの場合、攻撃力の高い大和が二艦あるような状態なので、有利ですねー』

・未熟者：『ああ！　そりゃ当たり前だよ！　だって向かい合った時、どっちから見ても砲門が並んでる方が格好いいだろう!?　当然だよ！』

　評価改めますかねー……、と思った瞬間だった。

「え？」

　不意の被弾を己は見た。

　大和の左さ舷げんに、防護障壁の自動展開と、光の一撃が重なったのだ。

　明らかに、外部への対応。そして来たのは、やはり外からの砲撃だった。
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　反応したのは浅あさ間まだった。

　自動照準術式〝枝えだ葉は継つぎ〟が、ぎりぎりで敵を捕ほ捉そくしたのだ。

　今、この砲撃と破壊の流れの中に飛び込んできた敵戦力の正体。それは、

「〝瓦が解かい〟の竜属！」

　何故なぜ、そんなものがいきなり大和の左舷側に出現したのか。

　疑問の答えは、頭上で既に展開していた。

・ゆたか：『壁柱の破片です！　これが竜属へと姿を変えているんです！』

　豊ゆたかの言葉が届いた瞬間。視界が光で埋まった。無数、と言っていい数の竜砲が至近より叩たたき込まれ、武蔵むさしと大和やまと両艦の空が防護障壁の展開とその破壊で埋まったからだ。





●






「有りなんですか!?」

　無茶苦茶です、と三みつ成なりは思った。その時だった。

『前方傾注──！　──以上！』

〝武蔵むさし野の〟の声が、全体に響き渡った。

『敵群、追加入ります！　──以上』
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　追加？　という疑問が、皆の中に浮かんだ。

　武蔵と大和が左右に距離を取った奥。第二の月から、それが飛んできた。

「……柱？」

　水晶柱のように、両端が尖とがったものだ。それが二本、〝道〟の空域内に射出され、

『第二の月、柱状結晶を射出！　総員防御態勢を御願いいたします！　──以上！』

　何だ一体、と、そんな疑問が生まれた。

　飛んでくる柱は二本、浮いている位置は、恐らく〝道〟の結界内ぎりぎりの高度だ。

　そこを滑るように突っ込んできた二つの柱は、しかしこちらに達し切る前に分解を開始した。まるで吹雪ふぶきのように全体を崩し、散らしていく結果は、

『〝瓦が解かいの竜属〟多数発生！　最終的に五桁けた、一本当たり約二万五千を超えます！』

　しかし、〝武蔵野〟の言葉はそれで終わらなかった。

『柱状結晶、──七本追加されます！　──以上！』
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　鈴すずは、息を詰めた。

　今、模造の空が止まっている。これから起きる事の膨大量に、武蔵の処理関係がディレイ状態になり、揺らいでいるのだ。

　飛んでくる柱状結晶は合計で九本。一本当たりで、約二万五千の〝瓦解の竜属〟を生成出来ると予測されたから、最終的には二十二万五千体の〝瓦解の竜属〟が相手となる筈はずだ。

　……無茶！

　それだけではない。

『鈴すず様！　後部です！』

　言葉に手元を確認した自分は、それに気付いた。

　背後の空に、あり得ないものが発生していたのだ。

「こっちにも、〝瓦が解かい〟の竜属!?」

　一体ではない。眼下、〝道〟の存在出来る領域を埋める程の量で、航空特化や地上を疾駆する白の竜属が追撃してくる。

　……どういう事!?

　と、確認の意識を更に武蔵むさしの後ろへと飛ばした己は、あるものを確認した。

　壁柱だ。先程破壊し、〝道〟の外へと大和やまとと武蔵が叩たたき落とした流体マテリアルの塊が、遙か眼下で〝道〟に巻き付くように沿い、干渉し、

「──分解して〝瓦解の竜属〟を生成してる……！」





●






　第二の月の下。

　二つの道を分け、巨壁を破壊していく武蔵に対し、柱状結晶が次々と分解した。

　竜属が道に溢あふれる程に出現し、背後からも追い立てる。

　そんな光景を、更に上から見下ろしている姿があった。

　運命だった。

　信のぶ長ながの姿。第二の月の前に本物の信長は浮いているが、

「御免ね。この姿が〝今〟だから」

　と、運命は彼女の横、何も無い空間に腰を落とす。

　座る。

　眼下では、まだここまで〝道〟が届いていない。ただ正面。遙か向こうでは、朱あけ色いろの花が大きく咲き、更にその向こうでは白い覆いのように、幾つもの柱状結晶が砕けている。

「失わせない、ですか。でも、そうだとしたら、自分達はどうなんでしょうか？」

　今、彼らがどうなっているか、解わかる。相当数の竜属に襲われ、危機的状況だろう。

　だけど、と己は思う。

「運命に抗あらがうというのは、その程度で済む事じゃないと、解ってくれますか？」
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　武蔵と大和に牽けん引いんされる各国の艦隊は、上空と背後に出現した竜属の群に追われ、軽いパニック状態になった。

　後続、後衛、必要ならば補給役に回るくらいと考えていた参戦国もあったのだ。

　それに対し、〝瓦解〟の竜属が走り、または飛ひ翔しようし、

『……！』

　竜砲の射程に入ったと同時。一斉の開口と咆ほう吼こうが放たれる。

　防護障壁が展開するが、敵の数と威力が違う。

　被弾が発生した。迎撃の力も飛ぶが、敵の増え方が異常だ。

「くそ……！」

　阿蘭陀オランダの武装商船団を攻撃特化して持ち込んでいたウィレム二世は、全裸から発生する改派プロテスタントビームで竜属を撃ち、艦砲撃をそこに叩たたき込む連携を行っていた。

　しかし、敵の数が減らない。そして、

「武蔵むさし！」

　武蔵むさし野の艦橋直上の空で、竜属に転化した破片があった。

　不意打ちだ。竜属もそれを理解している。竜砲では自動展開する防護障壁に阻はばまれる。だから全身を、やや正面方向から加速器で叩きつけ、

　……艦橋を潰つぶすつもりか！
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　鈴すずは、いきなり腕を引かれた。

〝武蔵野〟だ。彼女が此方こちらを抱き締め、

「防護障壁展開!!　──以上！」

　そして己は気付いた。今まで縮尺を強くしていたために気付かなかったが、武蔵の直近に竜属が出現していたのだ。それも、

　……艦橋前!?

　幾ら何でも気付かな過ぎだ。ゆえに間に合わない。防護障壁は展開しているが、既に三枚が砕かれた。来る竜属の体たい軀くの大きさから言って、重ね張りでも間に合わない。

　当たる。そう思った瞬間だった。

・俺　　：『オウ、ペタ子ったら素敵ぃ──!!』

・義　　：『この程度で褒めるな……！』

　迫る竜属の首が文字通り飛んだ。
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　鈴は、今こそ縮尺を１[image: ]１状態にした知覚系で、それを理解した。

　いるのだ。

　艦橋から見えるところ、上にはオリオトライや〝武蔵〟に酒さか井い、ヨシナオもいて。

　周囲の空には義よし康やすの八やつ房ふさや、里さと見みの〝信しん〟もいる。

　そして飛来した竜属が、流体の破片に散った。

　……うわ。

　残った五体が、跳ね上がるように爆散する。

　村むら雨さめ丸まるの一刀を受け、自壊したのだ。

　その破砕を近くし、自分は理解する。一人ではないのだと。

　ここで己を抱きかかえている〝武蔵むさし野の〟の他、甲板上にはトーリがいて、ホライゾンがいて、浅あさ間まや喜き美み、ミトツダイラもこちらに顔を上げている。

　彼の周囲にはアデーレやメアリ、点てん蔵ぞうや、他、梅組の皆がいて、

・俺　　：『よーしベルさん。こっち解わかってくれてるか』

・ベ　ル：『う、うん。でも──』

　どうしよう、と、言いかけた。だがその時だった。

・ホラ子：『この程度、アルマダの比ではありませんね』

　言われた。

・ホラ子：『あの時、ホライゾン達には、ほとんど味方がおりませんでした。しかし──』

　と、ホライゾンの足元で、両腕が左右にその手を大きく広げた。

　知覚する。

　外。親しい皆を中心として、広くへと、ようやく知覚を近くから外へと拡大する。

　すると解った。

　大和やまとがいて、後ろには義よし光あき達極東勢がいて、教皇総長達や、他、他国の皆がいて、

　……うん。

・ホラ子：『世界がこれだけ揃そろっているのに、この敵群、──アルマダ海戦の密度や、やっちまった感に比べれば、余裕でしょう』

　その言葉に、己は息を吸った。だが、言うべきはこうだ。

・ベ　ル：『そうだ、ね』

　言う。自分は総艦長代理だ。更には梅組の中では役職者でもない。だけど、だからこそ、ここで言う。そんな自分が、言うべきは、

・ベ　ル：『余裕だよね!!』
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　ようし、と王が言うのを、ミトツダイラは聞いた。

・俺　　：『じゃあベルさん、何か今、すげえいろいろやる事多くて、現在進行形だったりもするんだけどさ。どーすりゃいいの？　湯屋の仕事とかテキパキやってるベルさんから、ちょっと教えてくんね？』

　ん、と鈴すずの言葉が見えた。そして、

・ベ　ル：『目の前の事から、一つ一つ、やっていこうよ』

・俺　　：『それで間に合わなかったら？』

・ベ　ル：『ん、誰だれか呼んで、手伝って貰もらう』

・俺　　：『それでも駄目だったら？』

・ベ　ル：『ん』

　鈴すずが、やや考えた。彼女にして、そんな経験はレアなのだろう。

　……良く出来た湯屋の女将おかみですものねー。

　だが、良く出来ているだけあって、親の教えもあるのだ。答えは確実に来た。

・ベ　ル：『あのね？　その時はね？　それでも何とかして、やっつけちゃう』

・俺　　：『間に合わなくても？』

・ベ　ル：『うん。だって、お客さん、間に合わなかったとしても、うちが開いてる方がいいもの。──私、そこは絶対、間違わない、よ？』
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　鈴の言葉は、聞こえた先で激震を与えた。

　その内の一人、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、ルドルフは艦上で大きく笑った。

　今、自分の再生能力も何もかも、この現場では役に立たないものだ。だが、

「艦隊内の裁定関係を全部こちらに流すのよォン。滞ってる処ところは全部私の直接可否で通す事にするわァン」

「ですがルドルフ様、ルドルフ様がそのような事をされずとも……！」

「馬鹿ァン。──解わからないのォ？　今、手が空いてる、呼ぶべき〝誰か〟は私なのよオン」

　ルドルフは、強制権限で手元に書類型の表示枠レルネンフイグーアを一気に召喚した。それは軽く手元から床に達し、更に二列、三列となる。

　……結構あるわねェン。

　だがどうにかなる。身体強化の術式には、当然、視覚補助や認識能力の強化もあるのだ。本来ならば偵察、索敵用のものだが、書類仕事に使うとなれば一瞬だ。

　無論、そんな事をしていれば、すぐに疲弊はしよう。しかし、

「再生能力。無痛覚。──当然、疲労の蓄積はあるから治療や軽減術式は必要だけど、パワー任せに書類関係処理出来るのは、世界でもワ・タ・シ・だ・け。

　さあ、面倒な事は皇帝に任せて、貴方あなた達は迎撃に専念なさい」

　解るゥ？

「──無名の、襲名者でもなければ役職者でもない、肩書きも代理の少女。

　その子こそが、今まで、私達が必要としていた、手が足りない時の〝誰か〟なのよォ。

　その子が、どう見ても間に合わないこの戦場で、間に合う事が大事って言って。

　でも──、余裕って、そう言ったのよオ」

　解わかるゥ……!?

「その強がりを助けなくて、何の役職者！　何の襲名者！　Ｔｅｓテスタメント．！　解ったらとっとと全力を尽くしなさい！　私が一番だけどねェン」
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　確かに、とクリスティーナは頷うなずいた。

　今、明らかに非常事態だ。

　自分などは、この現場ではどうしようもない。忠ただ興おきもまた、そうであろう。

　空から襲い来る竜属は、今、艦上に至る程に接近している。

　現状では何とか堪えているというのが実際だ。

　ここで凌しのがねばならない。

　だが自分にはどうしようもないと言うならば、こういうのはどうだろうか。

『各艦、砲撃の方で、動態指示は可能でありましょうか』

　誘導や追尾砲撃を、相手の動きに対して行うという方法だ。

　竜属は動作し続けている。照準用の設定として使うならばこれしか無いが、

・大　和：『竜属の動きが激しく、対応が難しいです！　何か手段が!?　──以上』

・自爆娘：『Ｔｅｓ．、なので動態の先行把握情報を作ったであります』

・大　和：『は？　──以上』

　　何か上手うまく話が伝わっていない。なので自分は、正しく説明した。

・自爆娘：『動態指示による誘導、追尾を確定させるため、動態を見つけて反応する即時対応ではなく、その動態の形状を先行登録して対応させるための先行把握情報。

　そのデータを、ほぼ全竜属対応で作り上げたであります』

　これがあると、どうなるか。

・自爆娘：『現状、八割以上のケースで、相手竜属を自動迎撃出来るでありますよ？』
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　馬鹿な、と誾ぎんは思った。

　空に来る竜属を砲撃し、宗むね茂しげが竜を渡って刃やいばを振るのを補佐しながら、疑問した。

・立花嫁：『それは、三征西班牙トレス・エスパニアが新大陸で駄竜相手に未いまだ完成していない情報です！』

・自爆娘：『ケース抽出量が少ないのと、適時に適材が〝無い〟からでありましょう』

〝ある〟者の意見が来た。そう思う。だが事実だ。

　瑞典スウエーデン総長が言った。

・自爆娘：『忠興様の照準術式で拾い続け、記録化したでありますよ』

　……無茶苦茶な！

　竜属は、一個体が一新種と呼ばれるくらいに個性が強い。

　氏族、部族などもあるが、その中でもまた階級や交雑によって形が変わるのだ。

　そして面倒な事に、この差異と同定の区別が難しいため、自動人形にはこれらを一気に精査する事が出来ない。〝丁度いいところ〟での区別が出来ないのだ。

　だがそれを、彼女は行ったという。

　ここに展開している竜属であっても種類は五桁けたを超える筈はずだ。

　それを精査し、情報化した。

　情報を取得するのは簡単だろう。照準術式で捉とらえ、記録すればいいのだから。しかしこの現場で、五桁の登録情報を扱うには、制御術式も必要だが、個人の記憶能力と把握能力がいる。

　……それを、出来るのですね。

　瑞典スウエーデン総長だ。

　瑞典副長の砲撃タイミングを全て記憶から再現して対応し切った彼女にとって、このような記録の収集などコレクションを集めていくのに等しいのだろう。

　ならば、と己は応じた。

・立花嫁：『私の方でも自動迎撃システムの術式があります！　それに適用出来るでしょうから、こちらにも下さいませんか!?』
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　空が空いたと、誰だれもが悟った。

　各艦の砲撃が、正確性を高くしたのだ。明らかにこれまでとは、敵への命中度が違う。

　誰もが振り向いた先で、直近の竜属が被弾する。それが連打となれば、

「押しのけられるか！」

　距離が開けば防御に余裕が出来る。竜砲の内、物理処理出来るものは防護障壁が、そうではないものは緩衝術式が可能な限り対応していく。

　直近、各艦から二百メートル圏内の竜属には全て照準ロックの表示枠サインフレームが貼はり付いた。それが明示されている竜属は砲撃や防護障壁に任せていい。ならば後は、

「艦上に来た連中だ……！」

　と、甲板に降り立ち、破壊の疾駆をぶつけようとする竜属に、皆は挑んだ。

　誰も彼も、各国の戦士団だ。精鋭と言われる者達が乗っている。そして、

・ベ　ル：『頑張って！　──どうにかするから……！』

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　走った。既に皆、顔横に表示枠を出し、自分達の連携を取り戻している。これもまた、瑞典総長の手によるものだ。この戦場にいる全ての人員の情報を記憶している彼女が、その位置などを一度全部座標抽出し、各艦の艦橋へと情報を送った。

　全員の位置は確認し直され、そこから先は、

「最適の割り振りをするのが生徒会の役目だ！」

「瑞典スウエーデン総長に任せていたら名折れだからな！」

「だけど御礼として瑞典の発禁動画を通神帯ネツトで予約したぜ！」

　男達は勢いよく手を打って突っ走った。行き先は強行着地した〝瓦が解かい〟の竜属だ。

「まずは行くぜ！　希臘ギリシヤ教導院建築部！」
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　建築部員は走った。人数は六人。

　竜属が来る。甲板を走り、砲座を破壊しようとするその足元に、先行が飛び込んだ。

「爆砕！」

　爆砕術式を三人で竜の各部に設置。その上で、

「チェック確認よーし！　──足場保護！」

　後続の三人が、竜属の走る速度を歩幅から計上し甲板に硬化術式を設置。

　そして六人が竜属の疾走範囲から脱した直後。

「確認よーし！　……整地──!!」

　言葉と同時に、竜属の腹部で爆砕術式が一斉に爆発した。

　直後に甲板が硬化し、その爆発を完全に受け止める。

　威力は上に通った。爆発は竜属の巨体を押し上げ、浮かせ、

「第二発よーし!!」

　竜属の顎あご下したで、追加の爆発が生じた。

　位置は正確に逆げき鱗りんだ。唯一の明確な弱点を破断され、竜属が仰のけ反ぞった。だが、

『……！』

　首を上げる動きは、竜砲の身構えだ。逆鱗を砕かれた怒りを喉のどに込め、突進力を失った代わりに、竜砲を放つ。

　それは、浮き上がった上半身と共に、首を勢いよく振り下ろすもので、

「馬鹿が!!」

　竜の、眼下を確認する動きが、勢いよく咎とがめられた。

　足場だ。硬化された鉄パイプと接合パーツを絡めた檻おりのような足場が、竜属の正面を阻はばむ幅と高さで組まれていた。

「建築部だって言ったろう。──走った時には安全確認まで終了してんぜ」

　竜属が動く、暴れ、足場を崩そうとする。しかし、

「砕ける訳ねえだろ。希臘は最大の石造建築の国だ。デカい生き物なんざ相手になんねえよ」

　と、安全ヘルメットを目深に被かぶり直し、部長が叫んだ。

「爆破処理よ──し!!」
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　各艦の甲板で、乗り込んでいた竜属が排除されていく。

　だが未いまだ頭上から柱状結晶の竜属が降る下で、武蔵むさしと大和やまとは巨壁の破断処理を続行中だ。

　撃つ。穿うがつ。砲撃を重ね、道を捻ひねって裂く力を加速する。そして、

『〝武蔵〟様！』

　橋状艦橋の上、総すべてに視線を配る〝武蔵〟に、〝武蔵むさし野の〟から声が飛んだ。

『前方にてトコロテンのアレの終端が確認出来ました！　あれを割ってしまえば通過可能です！　──以上！』

「Ｊｕｄジヤツジ．、いえ、まだです」

　気を付けねばならない事がある。

「左右落ちていく壁の終端は、切れた瞬間どうなるか、──予測は出来ているでしょうね。

　──以上」

　言ったなり、それが生じた。

　断裂音は岩山の崩落する音。高さ六キロの終端は燃えており、予想より早い位置で熱の花が一気に裂けた。

　だが、そこで終わらない。

　切れた終端よりも、これまで崩壊しながら落ちていった方が遙かに長く、勢いがある。

　ならばこれはどうなるか。

「跳ね上がり、叩たたき付けられて来ます。──迎撃を、そしてまだ、終わりではないと、次の準備をしなさい。──以上」
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　それは巨大な叩き付けだった。

　終端の花が割れ、何もかもが左右に飛ぶ。だが、左右に分かれると言う事は、両方が自由になったという事だ。

　これまで張り詰めていた分、一気に跳ね上がって、躍おどる。

　その叩き付けが、真っ直ぐに左右の先頭を行く武蔵と大和に降った。

　届く。

　だが直前で、迎え撃つ者がいた。

　外そと舷げん。武蔵の品しな川がわと浅あさ草くさの艦首甲板に、立つ影があったのだ。

『左さ舷げん一番艦艦長、〝浅草〟。迎撃準備出来ております。──以上』

『右う舷げん一番艦艦長、〝品しな川がわ〟。迎撃準備出来ております。──以上』

　言って両者は頭上に降ってくる瓦が解かいの柱を気にせず、腰の得え物ものを振りかぶった。

　重力刀にも見える、刃やいば無しの一刀だ。だが、それを頭上に掲げ、両者は共に告げた。

『参ります。──以上』


《焦点用》



　そう示された表示枠サインフレームが重力刀の柄つかで頭上に掲げた時。力が来た。

　防護障壁だった。三十二メートル四方、密集多重化の刃は、連続射出されて一キロ超のブレードとなる。

『接続──!!』

　刃を保つのは武蔵むさしの各艦だ。それぞれ自分達が供出した防護障壁の座標と角度を計算し、そして、

『──以上!!』

　手首の返しを入れて加速を付けた一刀が、左右それぞれ、頭上から降る柱を叩たたき割った。
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　輝てる元もとは、壁柱を割り、外に散らした刃が振り切られるのを見た。

　自分達は左さ舷げん側にいる極きよく東とう艦隊の先頭だ。

　ここから見る左の一刀の持ち主は〝浅草〟と言ったか。かなりいいスジで振る。うちにいたら前線任せていたろうな、と思うが、

「……ん？」

　不意に、牽けん引いん帯たいで引かれる〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟が揺られた。そして、

『武蔵、大和やまと、共に合流の後、再び艦を入れ替えます。──以上！』
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「どういう事だ」

　輝元が見る視線の先、左の道の大和が右に寄り、右の道の武蔵が左に寄る。

　二つの〝道〟は合わさり、大和の艦尾にいた白びやつ虎こが咆ほう吼こうし、完全に接続された。

〝道〟の全域からアジャストの表示枠が立ち、秒で砕けて流体光に散る。

　状況は元に戻ったのだ。

　だが武蔵と大和が動き続ける。前進するだけではなく、再度、艦を入れ替えていく。

　両艦、今度は外そと舷げん側に大和を配置する形だ。更に、

　……こっちの牽引帯を離さねえ？

　コントロールを保持したままで、どうするのか。そう思った時だった。

　いきなり目の前、甲板上に白の巨体が落ちた。

　竜属ではない。

「〝瓦が解かい〟の武神か!!」
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　複合だった。

〝道〟の果てから、柱状結晶から、六枚翼の武神群が竜属達と絡み、突撃を掛けてくる。

　武神は、竜属よりも遙かに小さいサイズだ。

　だが全長十二メートル以上。更には六枚翼の高加速をもって、竜属に対して加速力で勝る。

　これは結果として、

「砲撃を潜くぐってくるぞ！」

　艦周囲、艦上への突撃が、果たされるのだ。







[image: 第七十五章『戦場の管理者』]
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　クリスティーナは、疑問した。

　……何処どこまで続くのでありましょうか。

　突撃し、攻撃を重ねてくる武神がいる。数は無数だ。今、自分と忠ただ興おきがいる多た摩まの空にもそれがきて砲撃し、防護障壁で防がれては流体光を散らしている。

　明らかに艦上への攻撃、到達を目的とした動きだというのは解わかる。

　実際に甲板上に達し、外に排除されている個体もちらほらある。

「キリがねえな……！」

　忠興も、先程から自分達のいるウイングデッキの迎撃所で射撃を繰り返している。

　連結銃、三十六歌か仙せん。

　総すべてを連結してアンチマテリアルライフルとすれば、武神の非装甲箇所を撃ち抜ける。狙ねらうのは顔面、各関節部、そして、

・煙草女：『後部側、特に翼部の下となる脇わき辺りを狙うといいさ。爆砕などの範囲型ならその空間を狙うだけでいい』

・６　　：『排気系』

　そういう事だ。

　武神である以上、武神のルールで機動している。排熱などは高性能だろうが、その奥に駆動系などは存在している。当然、外部からの異物に対するフィルタ処理などはされているに違いないとしても、腕利きが狙ってぶち込むのだ。

「ただでは済まないでありますねえ」

「先輩達の方が外すの恐れてなくて上手うめえ」

　呆あきれたように、感心したように言う彼の肩を叩たたきかけ、止める。狙そ撃げきの最中だ、気を散らしてはいけない。

　運が良いというか、都合が良いのは、今、敵の艦上乗り込みのメインが武神になっている事だろう。竜属より小さいので砲撃は当たりにくいが、軽いので防護障壁で排除出来る。

　飛来した機体に対して、ほぼ零ゼロ距離からの射出でカウンターとするのは武蔵むさし側の得意とするところだった。

・武　蔵：『各艦、砲台と加速器を重点に防御しなさい。相手は人員を狙っていません。それら要所の攻略を狙っていると統計的に判断いたします。──以上』

　……この辺りは自動人形の強さでありますねえ！

　何もかも記録して並べ、判断する。最適とかアバウトの無い自動人形にとって、純粋な〝量〟をベースとした統計は相性がいい。

　そして忠興を始め、射撃系の技術を持った学生達は、要所にいて狙撃を行う。特に武蔵育ちの彼らは、何処どこが〝着地のためにターンする空域〟かを知っている。

　障害物や気流によって、着地のために旋回をしなければならない場所。本来ならそこが空中ロータリーのような緩衝空域となるのだが、

『──弾薬が足りない勢いで来やがる……！』

『測距士が弾込め屋になってるぞ！』

『まあ！　たま込め屋ですの!?』

　何か混じった気がするであります。だがこちらは忠ただ興おきが迎撃所内でのポジションを移動するのに合わせながら、空を行く武神を記憶していき、

　……押されているでありますね……！

　事実だ。

　与くみしやすい部分があるとしても、数としては増え、対応の方法も増やされた。

　一方で、削られるように、一度は広げた空の制圧圏が縮まってきている。

　……やる事は、やっているのでありますが……！

　総艦長代理の言ったように〝間に合わない時〟が現実となるのだろうか。

　だとすれば損切りは何処で、と思った時だった。

「────」

　己の耳は遠雷のような響きを聞いた。

　背後だ。牽けん引いんされている各国の艦の内、どれかが被害を被ったのだ。
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　改派プロテスタントだった。

　出場しているのは極東由来の航空艦六艦。クラーケン級六百メートル、元は輸送艦であったものを、改造を入れて防御主体の戦艦にしたものだった。

　その内の一艦が火か焰えんを吹き上げていた。

　やられたのだ。

　巴ともえ御ご前ぜんの指揮する艦隊であり、改派諸国の艦隊に対しては、中枢と言える六艦だった。

　だが、それゆえ、各艦へと人員と力を割く事となってしまった。

　五艦目が砲座を武神に食われ、そこに竜属が飛び込んできた。

「自爆攻撃か……!!　巴御前、ビームはいるか!?」

　改派全裸の言葉に頷うなずきながら、巴御前が叫ぶ。

「輸送艦突撃と同じ事を考えるのは、信のぶ長ながの記憶ゆえか……！」
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　巴御前は、五艦目の廃棄を即決した。通神に向かって、

『四艦目、五艦目の廃棄を急げ！　自律駆動と自動砲撃の設定は所定の通りに行い、人員は急ぎ脱出！』

「巴ともえ御ご前ぜん！　四艦目も、ですか!?」

「見てれば解わかる！」

　言った時には、既に四艦目と、崩壊しつつある五艦目が浮上を開始していた。

　皆、急ぎ艦から飛び降り、負傷者においては術式で五体を固定の上で他艦に投げ飛ばす。緩衝術式があるのだ。不ふ馴なれに負傷者を抱えて降りるより、下で受け止めた方が安全だ。

　……この辺り、改派プロテスタントが他国と貿易を行える〝派〟で幸いしたか。

　航空艦の扱いなど、得え手てなのは北海側からの貿易を重ねていた改派だ。

　改派首長の責任感から、他国をフォローしていたが、

「私も、カンが鈍ったか……！」

　口くちの端はに浮かぶのは自じ嘲ちようであって欲しいが、どうだろうか。ただ、

「行け……！」

　言葉と同時に、第四艦と、第五艦がスタートした。加速し、空を前に、先行する武蔵むさし達を追い抜いて飛んだのだ。

　行く先は第二の月だ。無論、直撃を狙ねらっている訳では無い。

　囮おとりだ。

　空、こちらに来る竜属と武神は、飛ばした二艦に寄せられるだろう。

　二艦の内、第五艦はほぼ大破だが、どちらもまだ砲撃が可能だ。更に二艦とも、自爆用の爆砕術式を積んである。両艦を廃棄したのは、誘爆を恐れたからだが、これを囮として群がった竜属と武神達は、自爆によって潰つぶせるに違いない。

「──少なくとも、負債を返せるくらいの数は破壊出来るだろう！」
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　竹たけ中なかは砲撃の管理と全体の消耗を計測していた。

　自分達がいる大和やまと艦橋の頭上、改派の投げた二艦が突撃していく。

　……これで少しは空が空きますかねー。

　思いながら、至近で爆発を耳にする。うるさい。こっちは仕事中なのだ。自動人形達から送られてくる各国、各艦の情報は、統計からの予測を作る三千世界と非常に相性が良い。

　……でもまあ、全体、結構やられてますねコレ。

　多くの国が、艦の幾つかを中破状態にまで持って行かれている。強力な旗艦を持たない国は、補給艦や防御艦を大破状態にまで持ち込まれ、投棄すべきかどうかの判断を代表者達に投げている有様だ。

　まだ、全体は瓦が解かいしていない。充分に持っている。だが、

「分ぶん水すい嶺れいが見えてきましたね」

　損耗率による、敗北の指標だ。と、こちらの表示枠サインフレームを覗のぞき込んで来た三みつ成なりが問う。

「竹たけ中なか様、全体、どのような率で見ています？」

「あ、今回は兵へい站たんがほぼ戦闘集団の中で解決出来てるので、敗北査定はかなり緩いです」

「？　よく、三割損失で敗北とか、そういう話では？」

「うちがそんなんやった事ありましたっけ？」

　三割理論は、一種の概念的理論だ。

「あれは全体における戦闘集団の比率から求められるものなので、補給が半分、みたいな定じよう石せき的パッケージだと適用されます。今は、大規模な兵站が要らない短時間勝負ですから。

　だから補給二割で、残りが六割切ったら危険水域で、──撤退か突撃か、ですね」

「ええと、じゃあ大体五割が損失、で判断ですか？」

　なかなか計算が速い。だけどまだ考えるべき事がある。

「ぶっちゃけ大和やまとと武蔵むさしで全体の三割以上押さえてますし、大和と武蔵が残っていれば充分といえば充分なんですけどね。だからそれは各国用です。私達は、可能な限り最後まで行く、そういうハイダメージ想定ですよ」

　と言った時だ。不意に艦橋上に六枚翼が着弾した。

　勢い任せで突撃を掛けた武神だろう。床となっている艦橋のトップが僅わずかに歪ゆがむが、

「残念でしたねー」

　横殴りの砲弾が、着地から身を起こした武神に直撃した。

　当たり。何となく解わかってきた事だが、武神にしろ竜属にしろ、一度成功した事を全体が真似まねする傾向を持っている。粗い学習能力と言うべきだろうか。だが、

「ん……？」

　今の突撃に、自分はふと思った。空が空いてない、と。そして見上げた視界。無数の竜属と武神のアタックに防護障壁を展開し、砲火を返す天上において、

「あれ……？」

　先程改派プロテスタントが投げた輸送艦が、ずっと遠くにある。

　何も群がっておらず、無傷だ。
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・俺　　：『あれあれ？　何か格好付けて俺おれらの頭上を輸送艦投げたけど？　トモ子、オメエ、ひょっとして二艦無駄にしちゃった？　しちゃったでちゅかあ？』

・午前様：『く、くそ！　やられてみると張り倒したくなるなコレは……！』

・副会長：『慣れろ。慣れてくるとやられてなくても張り倒したくなるぞ』

・貧従士：『というか、どういう事なんです？　フツー、少しは気に掛けますよね？』

・教　皇：『改派プロテスタントは運命に嫌われておるのではないかなあ、おい！』

・午前様：『はあ!?　やるかオラァ！　三十年戦争、もう一ラウンド行くか!?』

・礼賛者：『何ですかこの教譜指導者による見苦しい展開』
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　義よし康やすは、何となくの疑問を口にした。

　今、自分は時とき茂しげ達と共に敵の武神達を排除しているが、

・義　　：『恐らく、という話ではあるが、──この敵は、大部分が偽物だ』

・黒　狼：『──あら。──あ、いえ、どう言う事ですの？　偽物って』

　何か不穏な感嘆詞があったが、気にしない事とする。ともあれ水み戸と領主の娘に答えるには、これが一番解わかり易やすいだろう。

「貴様だ」

　航空用の武神。多分、三征西班牙トレス・エスパニアの〝猛鷲エル・アゾウル〟をベースとしたものだ。

　こちらに気付き、距離を取ろうとするが、遅い。その機体がどれだけ強化されていようと八やつ房ふさの方が上なのだ。そしてそれゆえに追いつき、向けられた長銃の下に割り込み、肩で跳ね上げ、一刀を抜き打ちする。

　当てて、削そぐ。

　敵の武神は流体光として散るが、

・義　　：『先程から、同じ機構の武神を何体も叩たたき切っている。──幾つか差はあったが、だが時茂や小こ西にし達が落としている機体も、やはり同様だろう』

　ふと、問うてみる。

・義　　：『瑞典スウエーデン総長、武神の搭乗者は、機体数は？　全国合わせて何人程いる？』

・自爆娘：『現役でいいならば、戦闘系は三百十二名、一般系を含むと二千七十六人と、その辺りであります。機体数は二百八十一、一般系を含むと二千百一機であります』

　ならば、と己は言った。

・義　　：『死者の分を掘り返しているのでなければ、それ以上の数の武神がここに出ている事となる』
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　……確かにそうですね。

　浅あさ間まはそう思った。迎撃と状況把握のために〝瓦が解かい〟の武神を先程から観察していると、何となく解った。

「武神のほとんどは、複製品です！」

　浅間は、言いつつ表示枠サインフレームを操作。

〝枝えだ葉は継つぎ〟の形状を武蔵むさし八艦に合わせた形にして、後続艦にも神しん道とう系列ならば展開出来るよう設定を送る。その折に各艦の状況も照準部分から確認するが、

　……結構来てますねー……。

　中盤の艦隊が特に被害を受けている。危険なのは殿しんがりかと思えば、全体の砲撃は前から後ろへと流れるし、砲門も振り向く事が多いので、自然と後部に弾幕が行くのだ。

　今、改派プロテスタント艦隊と阿蘭陀オランダ艦隊が合流し、阿蘭陀が破損の多い艦を後ろへと放棄した。

　流す。

　だがそれを敵は構わない。放置して、こちらの方へと掛かってくる。

　……どういう事でしょう。

　と、上空に来た竜を見もせずに矢の一撃で吹っ飛ばし、己は首を傾かしげた。

・あさま：『何となく疑問があります』

・貧従士：『浅あさ間まさんが何でそうナチュラルスナイパーなのか、ですか』

　いやいやそんな事は。

・あさま：『敵が、ええと、複製品？　そうであるのに、判断力を持ってますよね？　それも結構、即座に判断して、相手すべきかどうか決めてます』

　これはどういう事か。

・あさま：『運命は、この〝道〟の上では自由に降りてくる事が出来ません。だからこちらの行動などは、何処どこかから見て判断していると思うんですけど、何処なんでしょう？』





●






・●　画：『自動人形の共通記憶みたいなのを持ってるんじゃないの？』

・青　梅：『失敬、そうだとしたら、連携が悪いと、そう判断出来ます。全体で波状の攻撃を行ってきていますが、隊列、班、部隊などの組み方が無いのですね。──以上』

・不退転：『馬鹿なの？』

・十ＺＯ：『いや、彼らの出しゆつ自じは、つまり個々の成功で御座ろう。なので基本、成功を作った部分以外の関係というものを必要としていないので御座らぬかな？』

・きめえ：『だとすれば、何故なぜ、判断を共通的に持てるのか、という事？』
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「簡単な事ですよ」

　各艦の間。防御艦や高速艦を行き渡らせる指示をしていたフアナは、帽子を外して髪を払った。流石さすがに、両肩のアーマー下の伝讃器ＰＣも出して表示枠コルテチエフイルマを天球式展開していると熱が籠こもる。麾き下かの女子が持ってきた陶器のボトルから柑かん橘きつ味の補給飲料を口に含み、

「──監視役がいるのです。それが全体の中、私達を窺うかがって、指揮をしているのでしょうね」

　自分達が、アルマダ海戦の際、サン・マルティンと武神団の連携で行ったのと同じだ。

　ならば答えは見えている。

・ふあな：『恐らく隊長機が何処どこかにいます。それは武神達の、原型に近い存在。最強機体の〝幸運バージョン〟。何だか解わかりますね？』

　これが答えだ。

・ふあな：『里さと見み教導院所属、八やつ房ふさ。──その複製品を見つけなさい』





●






　判断は即座だった。

　武蔵むさし野の艦橋部はクリスティーナに武神の大分類を依頼。既に忠ただ興おきの照準術式で武神全体の割り出しを行っていた彼女は、この現場に出ている敵の様相は三十八種類と大別した。

　その中、八房型は既に何十機かが見つかっていたが、

『──確定しました！』

　正面。未いまだ半ばを砕いている柱状結晶の間。中央の空にそれがいる。

　白の八房型。

　義よし康やすは、報告を貰もらい次第、飛ひ翔しようした。

『全く……！　偽物とばかり戦っているな……！』

　自分が飛ぶ事で、武蔵側は手勢が少なくなる。だが、武蔵の第五特務が叫んだ。

「任せなさいな！　この戦場にいる相手、複製ならば、総すべて既に勝った相手ばかりですわ！」

　鋭い[image: ]しつ咤たと共に、八房が一気に天上を加速した。

　狙ねらいは一機。己とは違い、鳥型の六枚翼を持った八房だ。

『里見教導院生徒会長兼総長！　里見・義康！　──参る！』
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『馬鹿！　貴様！　何勝手に飛び出してるの!?』

　と、一緒に飛び出してくる時とき茂しげはホント付き合いがいいよな、と義康は思った。

　時茂が乗る〝信しん〟の武装は剣砲だ。しかも散弾や列弾が撃てる型。だとすれば、

『時茂、周囲の竜属や武神を任せる』

『はあ!?　無茶言わないでよ！』

『無茶だから貴様に頼んでる。少しでも怯ひるませればいい。深追いしなくても、武蔵と大和やまとの砲撃補助だと思え』

『──理不尽！　って、こら！　強引に加速しない！』

　そう言われてもＭＵＲＩだ。

　正面からは既に敵の武神と竜属が来ている。周辺のものや追撃は時茂に任せるとして、正対するものはこちらの範はん疇ちゆうだ。

　群が来る。柱状結晶の破砕がやや早くなり、彼我の間に白の流体光が満ちた。

　何もかもが敵だ。背後からの援護砲撃も数が足りるものではない。

　迫る武神は小こ牧まき長なが久く手ての戦いを思い出す。

　一方、来る竜属に対し、こうして立ち向かうのは、何となくアレを思い出す。小お田だ原わら征せい伐ばつのアレだ。幻げん庵あんが使用した機き鳳ほうに、搭乗せぬまま立ち向かった時の事だ。

　……比率は、しかしまだあっちの方がマシだったか。

　だとすると、鍋なべ島しまの大気不足と戦った時か。それとももうちょっと昔で、真さな田だの筧かけい・虎とら秀ひでに突っかけた時か。

『まあいい。いつも、何とか凌しのいで来たのだ』

　上空。破砕音が聞こえる。時とき茂しげが　上手うまくやっていると言う事だろう。

　ならば自分も、

『──行くか』

　行く。前方から来る総数は大挙の二文字が合うだろう。

　回避出来るならば良し、そうでなければ、

「村むら雨さめ丸まる……！」

　抜刀する。
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　義よし康やすを追い、時茂は、あるものを見た。

　霧だ。

　……これは……！

　今、自分は武神の身だ。外部の知覚系はあるが、人間の感覚に比べれば、鋭敏にはなりこそすれ、端的なものでしかない。

　しかし霧を感じた。

　薄い、雨が消えかかって生まれた霧だ。それが天上の空を水平一直線に疾駆して、

『────』

　鳴き声を聞いた。

　明らかな咆ほう吼こう。戦闘の意を宣言する犬の、長く響く吠はい声せいだ。

　そして天上が割れた。霧を焼き追って、透明な陽かげ炎ろうの一直線が揺らいで割った。

　聞こえる。何もかもを裂く直前。霧の染みる宙に、緩やかに声が乗った。

　村雨丸の一撃。そのシステムを発動させる言葉が、ただ響いた。それは義康の声で、

『──泣け、村雨丸』
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　黒の天上が破裂して、泣き叫んだ。

　破裂の声が、霧とその焼き跡を追って斬ざん撃げきとなる。

　霧の雨が舞い、煽あおられるように成立したのは距離約二キロの切断軌道だ。それは振り返るように巻き上がる村むら雨さめの雲と霧によって彩られ、

『────』

　左右の空にあった柱状結晶と、その間に展開した武神群と竜属が一斉に破砕した。
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「義よし康やすが、村雨丸を抜いたかえ」

　そうかえ、と砲撃の飛ぶ下で義よし光あきは自らも動いた。

　新型となった山やま形がた城じようは、牽けん引いん帯たいによって位置を決められている。

　だが、設計自体は以前のものを踏襲しており、砲門の角度などはこちらの鉄扇と同調だ。

　現在、一瞬だけ敵群の動きが止まった。

　……指揮系が、八やつ房ふさを危険と見なしたのであろうよ。

「遅い」

　己は笑う。浮き足だったと、そう見える敵群に砲撃を叩たたき込む。

　撃つ。笑う。笑って撃って、砲門を前に向ける。

　祝砲だ。援護の砲撃。当たる祝砲というのもなかなか良い。

　いい事だ。

　昔に何もかもを失った子犬は、大口を叩き、そして今、

「貴様は、失った何もかもになり、その上で、更に先に進むのだえ、義康」

　行くといい。

「戦う犬が食らいついたら、どうなるか、幸運の貴様に見せてやるといいぞえ……！」
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　これは私だな、と義康は思った。

〝瓦が解かい〟の八房と、そう言うべきだろうか。

〝瓦解〟の義康と、そう言うべきだろうか。

・俺　　：『おい！　ペタ子が〝瓦解〟のペタ子と戦闘してるぞ！』

・あさま：『違いますよ。〝瓦解〟のヨッシーちゃんですよ、トーリ君』

・ホラ子：『いえそれもまた違います。〝瓦解〟のペタ子様です』

　全員やかましい。

　だが共に空を行く。

　己が追い、己が追われる。

　己が追われて、己が追う。

　不思議な感覚だ。飛ひ翔しようし、敵の武神や竜属の間を抜け、かいくぐって追撃し合っているだけだというのに、そこに自分が見えている。

　姉や、義よし頼よりではない。自分だ。だがそれは、

「……貴様は、正当として。八やつ房ふさを受け継いだのか」

〝幸運〟の己と相あい対たいするのは、恐らく自分が最初だろう。だとすると、いずれ皆も今の自分と同じような感覚を抱くのだろう。

　……そうだな。

　目の前にいる相手は、恐らく姉も義頼も失っていない。二人に鍛えられ、教えられ、里さと見みも無傷でいるのだ。

　どちらが劣っているかといえば、こちらだろう。

「く」

　武神達の砲撃を躱かわし、手を伸ばすように追いすがる。そこにもう一人の己が振り向き、刃やいばを振り、打ち合い、また離れて剣砲を放ち、

「……っ！」

　動きが洗練されている。

　姉でも義頼でもない。自分だ。だが動きに無駄がない。これは、

　……この私が、〝不幸〟ゆえ荒れていると、そういう事か！
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　義よし康やすは思う。一体何が正解なのかと。

　自分は現状において最善とは思わないが、生き延び、八房を得た。これは正解の筈はずだ。

　だが、向こうは、最善をもって、生き延びるような事もせず、八房を得る事も出来ている。

　これは何だ。

「ああ、そういう事か」

　全裸がたまに言う事がある。義頼も言っていた事がある。

　死ぬために生まれてきたのではなかったと。

　この言い方をするならば、己はここで、こう言うべきなのだろう。自分については、

「荒れた生き方をするために生まれてきた訳ではないのか」

　違う生き方でも、正解に至れた。だが、

「──だからどうした」

　身を奮う。

　相手は恐らく、自分が失った何もかもを持っている。成功を生きてきて、無駄がなく、自分よりも経験が豊富であろう。だが、

「私は、今までの何もかもが好きだぞ」

　負け惜しみや、羨うらやむ事の裏返しではない。

「正解だから好きなのではない」

　こういう事だ。

「正解ではなく、だが尚なお、大事だと思うから、好きなのだ」
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　八やつ房ふさが加速した。〝瓦が解かい〟の八房も同じく速度を上げた。

　両者は六枚翼を全開し、黒の天上を振り解ほどくように疾駆する。

〝瓦解〟の八房が前を行った。

　白の八房は、武神群と竜属を手た繰ぐる。それは砲撃であり、竜砲であり、体当たりであり、

『……！』

　その悉ことごとくを義よし康やすが回避した。

　武神が長銃から放つ追尾弾を振り払い、急激なカーブを入れて誘爆を誘い、空に光の花を散らしながら八房が〝瓦解〟の八房を追撃する。

　剣砲は用いない。追うにおいて、義康の動きは荒れている。先を行く白の八房の軌道は激しいが、そこに無理も乱れも無く、ともすれば距離は離れるのだ。

　流れとしては、緩急を付けて空を飛ひ翔しようする〝瓦解〟の八房に対し、突発的な高加速を入れて強引に追う義康という二極だった。

　両者同じであれど、違う。

　距離が離れ、義康が加速を入れた。

　そして義康が、距離を縮めるために、一つの方法をとった。

　回避をやめたのだ。

　割り込んでくる武神や竜属に対し、これまでは大きく回避運動をとっていた。

　やめる。

『荒れているならば、それでいい……！』

　打つ。村むら雨さめ丸まるで割り、更に砕いて散らし、

『この方法が好きだ……！』
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　……無茶苦茶ね……！

　時とき茂しげは、自分もまた、〝瓦解〟の信しんと言うべき武神を相手にしていた。

　正直、キツい。何しろ〝信しん〟は四枚翼だが、〝瓦が解かい〟の方は六枚翼だ。

　空中戦での出力が大きく違う。

　しかし凌しのがねばならない。ここで退けば、この〝瓦解〟の信も、義よし康やすの方へと向かうのだ。

　そして今、義康は無茶苦茶だ。

　敵を一直線に追うため、目の前に来る何もかもを叩たたき切り、剣砲で破壊して行く。

　馬鹿。

　最強機体とされる八やつ房ふさを、そのように使う馬鹿が何処どこにいるのか。

　だけど、自分はまた、ある事実を知っている。

　……義よし頼より。

　前総長が、最後の突撃を掛けた時、どうであったか。

〝忠ちゆう〟と剣砲。その組み合わせによる空中の疾駆は、やはり回避を最低限として、目の前に出た航空艦などは正面から破壊して行ったのだ。

　否、これはもっと前にもあった事だ。北ほう条じようとの戦闘で、彼女の姉はどう戦っていたか。ああそうだ。まだ完全に出来てはいない八房を持て余しながら、全力で機動していただろう。

　ならば、これは、何が正しいのか。

　最強の機体として、触れられる事なく無駄のない軌道で回避と攻撃をすべきか。

　最強の機体として、搭乗者を散らさぬように、如何いかなる挙動でも是とするのか。

　解わからない。

　だが、何が正しいか解らないなら、

『義康……！』

　己は、空中の挙動を全開にしながら叫んだ。

『貴様とて、間違ってはいないのよ……！』
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　叫び、時とき茂しげは宙を飛ひ翔しようした。

　己の剣砲は連続弾を撃つ事が可能だ。

　敵の剣砲も同じ。

　お互いは宙を走り、撃ち合って絡んだ。

　敵の性能が高く、こちらよりも上だと言っても、戦い方は充分にある。何しろこれまで、速度ならば自分達より上の機き鳳ほう隊を相手にしてきたのだ。

　飛ぶ事も大事だが、基本的に必要なのは、

『低速制御……！』

　相手は、勝手に速度を上げて大きく動けば良い。

　こちらは標的なのかもしれないが、それはつまり、中心は自分だという事だ。

　回避は充分に出来る。ならば宙を大きく動く事なく、常に相手と正対し、

『ついてこられるかしら!?』
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　豊ゆたかは、表示枠サインフレームで追っていた二機の〝信しん〟の動作に対し、戸惑いを得た。

　二つの武ぶ神しんから生まれる一つの動きを、そこに見たのだ。

　……螺ら旋せん？

　絡むように交差する立体が、天上の高い位置から落ちてくる。

　どちらも里さと見みの〝信〟だ。

　照準術式で確認する限り、片方は紫色で四枚翼、もう片方は白で六枚翼。明らかに後者の方が出力が高いが、主導権を握っているのは前者に見える。

「振り回していますのね……!?」

　と、防御用の装甲資材を左さ近こんと三枚ずつ運搬していたネイメアが振り向く。

「……どういう事なんです？」

「六枚翼の方は、性能が高いが故に、旋回半径が大きくなりますの」

「自重と出力の関係……、ですか？」

「ええ、敵の方が六枚翼仕様としては最高の出力と旋回性能であっても、だからこそ、四枚翼で軽量の旋回性能には、敵かないませんの」

　そして、

「あのように絡み合い、正対しての攻撃の遣り取りは、離脱しようとすれば背を見せてしまいますの。──ゆえに六枚翼の敵は、四枚翼のこちらに振り回されているような構図ですの。分は悪いけれど、それを利用して戦うには、あり得る方法ですのね」
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　時とき茂しげは、剣砲同士の至近戦を体感した。

　……これは……！

　慶けい長ちようの役えきの際、どれだけ武蔵むさし第六特務が緊張していたか解わかる。

　こんな、列弾を発射出来る上に近接攻撃可能な武器で至近の戦闘をするべきではない。

　正対しており、後ろをとろうとするための加速と。

　正対しており、広範囲弾を回避するための加速と。

　どちらも重なるがゆえ、攻撃を行い、回避をするたびに絡んで旋回する速度が上がる。

　落ちていく。既に飛ひ翔しようよりも回避運動の方に出力が回っている。これは相手も同じだろう。六枚翼の全てから陽かげ炎ろうが昇り、強引な出力で此方こちらを上回ろうとしてくる。

　……く！

　余裕が無い。

　義よし康やすと逆だ。

　こっちは繊細に最小限の動きで全てを行わねばならず、敵は力任せにこちらに追いつこうとしてくる。

　だがまだ行ける。お互いが剣を打ち合い、

『……っ！』

　剣砲を発射して、距離を開こうとしながら回る。

　しかし離れない。遠ざかろうとして加速すれば回る相手に背を見せる事になるし、正対してバックダッシュを入れても、すぐに相手に追いつかれるだけなのだ。

　手を取り合って踊るように、剣を打つ。

　首、肩、手元、一発でも当たれば、掠かすれば、勝負は決まる。

　だが〝瓦が解かい〟の自分は弾はじき、凌しのぐ。

　きっと向こうも、同じように思っているだろう。そして、

　……いい動きをするわね！

　出力が違う。本体出力も恐らく向こうは一・一五倍くらい上だ。腹立つ。どういう整備や改造を入れているのか。それとも運良く〝合い〟の良いパーツばかりで組まれているのか。

　ただ思う。迷いない攻撃と連打を弾き、その合間に己の最低限の動きによる一発を打ち込んで火花に変えながら、ここから先、挽ばん回かい出来る差があるとするならば、

　……私か！
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　きっとこの〝瓦解〟の自分は、里さと見みの苦労を知らない。

　誰だれも失っておらず、誰もが幸いの里見という、無理のある世界の住人だ。

　義康も、多分、同じ事を考えているだろう。

　だが、こういう己も、あり得たのかも知れない。でもそれは、よく考えると、

　……馬鹿じゃない義康がいる世界か……。

　想像出来ん。この私、どういう世界に住んでいるんだろうか。

　というか何？　その里見、ひょっとして皆、義康の事心配せずに笑顔で任せてヤッターとか言ってる？　大丈夫？　否、ちょっと待てよ。ここは逆転発想よ。そう、詰まり、

　……私にとっての幸運は、義康が馬鹿な事だとしたらどうなる。

　こうなる。というか今の私がそれだ。幸運でも何でもないがな！

・俺　　：『おい！　ペタ子の友人が〝瓦解〟のペタ子の友人と戦闘してるぞ！』

・あさま：『違いますよ。〝瓦解〟のヨッシーちゃんの友人ですよ、トーリ君』

・ホラ子：『いえそれもまた違います。〝瓦解〟のペタ子様の友人です』

　貴様ら黙れ。人の名前憶おぼえろ。馬鹿には無理か。

　しかし、ヌルいと言える己が、随分とやってくれる。

　少数精鋭。

　実力主義。

　性能の良し悪しに負けて堪たまるかと、そういう里さと見みで鍛え上げた己が、

『……性能押しで来るとはね……！』

　直後。己は動いた。

　既に眼下には〝道〟が見えているのだ。

　そろそろ落下の臨界点。お互いがそのくらいは解わかっているだろう。ならば、

『これが決着よ！』

　己は、剣砲を相手へと叩たたきつけた。







[image: 第七十六章『空の味方』]
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　豊ゆたかは、それを見た。

　照準術式で追う前線の中、時とき茂しげが使ったのは、砲撃ではなかった。

　……空砲！

　それも実弾を撃つより流体燃料を多くし、爆圧を上げたものだった。

　完全な至近だ。相手は時茂の挙動に対して、自分の刃やいばで受けようとしていたが、それゆえに爆圧は防げまい。

　この場合、どうなるか。

　……吹き飛ぶ!?　いいえ、この場合は──。

　時茂の〝信しん〟は、反動で後ろへと弾はじかれるだろう。しかし六枚翼で重い〝瓦が解かい〟の信は、爆圧を直じかで食らう。恐らく六枚翼は衝撃を緩衝しようとして、空中で静止状態になる筈はずだ。

　狙ねらうならば、そこだろう。

　既に地上まで百メートルを切る位置にいる。撃って、落として、そこで勝利だ。だが、

「……え？」

　照準の表示枠サインフレームの中で、自分は二つの光を見た。

　攻撃や防御と言ったものではない。翼だ。一対の翼が宙に捨てられ、流体に戻ったのだ。

〝瓦解の信〟が持つ六枚翼。その内の二枚がパージされたのだ。
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　義よし康やすは、視界の隅にその流れを収めていた。

　今、自分は、〝瓦解〟の八やつ房ふさを、正面に捉とらえていた。剣砲を放ち、他の武神達や竜属の攻撃を促していた〝瓦解〟の自分に対し、その軌道の振幅と己の加速を合わせる事で、振り回される事なく距離を詰めたのだ。

　目の前にあるものは破壊する。だが、

『邪魔だ……！』

　村むら雨さめ丸まるを剣砲として放ち、武神だろうと竜属だろうと破砕する。

　切って散る流体光には何の変わりもない。

　ただ光を抜け、しかし視界の隅に、

　……時茂！

　爆圧の反動で後ろへと弾かれた〝信〟がいる。だが、紫色の機体が攻撃姿勢を取り直すより早く、爆圧を堪え、翼を捨てて軽量化した〝瓦解〟が動く。

　動いた。

　剣砲だ。本来の〝信〟よりも強力な八連弾が、叩たたきつけられるように〝信〟へと飛んだ。

　そして自分の正面に、

『……！』

　いきなり来たのは、竜属だった。否、ここまでに様々な竜属を切って破砕してきた。このタイプの竜属も既に破壊を経験済みだ。

　違った。

　運用だ。これまでの竜属が、こちらを邪魔するように飛びかかって来たのに対し、

『砲弾代わりか……!!』

　吶とつ喊かんだ。恐らく、柱状結晶から生まれ、そのまま直上方面に上がってからの突撃だろう。

　高速で、輸送艦突撃を模した速度と不意打ちだった。だが、

『おお……！』

　見えた以上は対応出来る。

　視界いっぱい既に迫っている竜属。リントヴルム型の頭部に、己は一刀を叩たたき込んだ。
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『今、あれ、虎とら秀ひで爺じいさんの〝幸運〟バージョンじゃね？　破壊されたの』

『おい、おめえ、ちょっと、待てよ。俺おれか？　俺か？　俺の向こうの出番、終わりか？』

『いいじゃん爺さん単体で！　俺なんか、さっき向こうで七体くらい破壊されてたぜ！』
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　義よし康やすは急いだ。時とき茂しげがどうなったか、という事もだが、時間を掛けると本隊の方が危険なのだ。故に、炸さく裂れつした莫大量の流体光を加速の陽かげ炎ろうで揺らし、己は前に飛んだ。

　いる。白の六枚翼で、八やつ房ふさ型。その背に自分は加速し、

『……違う!?』

　解わかる。

　あれは〝瓦が解かいの八房〟だが、違う。

　あの中にいるのは、己ではない。先程まで追っていた〝瓦解〟とは別だ。

　……複製か!?　一体、いつ替わった!?

　疑問し、気付いた。何故なぜ、今の竜属が一直線に突っ込んできたのかを、だ。

　こちらの視界を一瞬でも奪うためだ。そして、

　……この偽物を、連れてくるのだとしたら……!?

　複製が振り向くより早く、一刀を撃ち込んで破壊した己は、本物を探した。

　もう一人の自分。それは、

『──泣け、村むら雨さめ丸まる』

　姿よりも先に、声が響いた。
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　義よし康やすの視界の中央に、白の姿があった。

　正面だった。竜が隠し、複製がいた向こう。

　もう一人の自分はずっとこちらを見ていたのだろう。

　既に霧は揺らいでおり。

『────』

　直後に、天上が一斉の切断を受けた。
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　形なり振ふり構わぬものである。

　ミトツダイラは、前方の空で左右の柱状結晶が破砕したのを見た。

　もう一人の義康。〝瓦が解かい〟の八やつ房ふさの一刀だ。それは自分達の味方となる結晶を破壊し、しかし充分だとする結果を得たのだろう。

　義康がどれだけ高い評価を得ているか、間接的に理解をするものだが、

「随分と思い切った事を……！」

　義康だけではない。先に爆圧の攻撃を無効化された時とき茂しげもいるのだ。未いまだ戦場は動いており、竜属も武神達もこちらに突撃を掛けてくるが、自分は問うた。

「二人とも……、無事ですの!?」
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〝瓦解〟の信しんは、疑問を得ていた。

　今、己は、もう一人の自分を倒した。その筈はずだった。

　相手は四枚翼で、出力が足りず、こちらが先に爆圧の解除を行った時も、まだ動けなくなっていた。否、あの状況で動けたとしても、出力不足で満足な挙動など出来なかったろう。

　差があるのだ。だが、それなのに、どうしてだろうか。

『残念ね』

　自分の機体。最新型〝信〟の胸から、光るものが生えている。

　刃やいばだ。己の剣砲に似ているが、違う。

『──貴女あなた、足りなかったわ。私の持つものに』

　背後から聞こえる声が誰だれのものか。こちらを背から貫いた刃の持ち主は誰なのか。

　問う意味も無い。ただ、

『……何故なぜ？』

　自分は負けた経験がない。何にも勝ち、満足に過ごしてきたのだ。それがこうなるとは、

『いいじゃない』

　もう一人の己が静かに言った。

『敗北知らずで来たのだろうから、敗北の理由も意味も知らず、消えなさい』

　直後。身体からだに突き刺さっていた剣砲が咆ほう吼こうした。

　一撃だった。
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　時とき茂しげは、一息を吐いていた。

　……危ないところだったわね。

　爆圧のフェイントの中、相手がこちらと同じ条件を選択したのは、正直、天晴あつぱれだった。

　だが、違ったのだ。

『そうよね』

　と呼びかけたのは、顔横。〝信しん〟の視覚素子の右に出ている表示枠サインフレームだ。

　小こ西にしが映っていた。

『──やはりそういうもんやな。成功だけで生きとると、他人を頼らん』

『どのくらい使ったのかしら？』

『帰投すりゃええねん。──呆あきれるで』

　代演だ。小西はかつて〝孝こう〟を使い、その動作には金を用いた代演で対応していた。

〝信〟も〝孝〟も、同じ八はつ犬けん武神だ。だから彼女に、補佐を頼んだ。

　……最大の問題は、私の事は私の予算でする事、か。

　小西が金を出すと、小西の事になってしまう。が、里さと見みは貧しい土地だ。解放から後、なるべく節制してきたが、こちらの提示出来る額を述べると、こう言われた。

「まあ、この金額やと、大加速か大出力一回くらいやで？」

　との事で、結果、今のタイミングとなったのだ。

　一回限りの逆転。幸運というべきだろうか、違うと言うべきだろうか。

・コニ子：『しかし何や、上、生徒会長の方は助けにいかんの？』

・信　　：『私が行くまでもないわ。それに──』

　急ぎ、自分は武蔵むさしへと帰投する軌道と加速を得ながら、静かに告げた。

「救うならば、私ではないのよ」





●






　義よし康やすは、荒い息を得ていた。

　正面、こちらに振り向いてくるもう一人の自分がいる。

　その挙動が明らかに違和を得ているのが、全身に感じられた。

　あってはいけない事が起きて、それを確認しようとする動作だ。

　恐れ。

　そのようなものを得るのは、〝幸運〟の私にして初めてか。

　……そうだろうなあ。

　剣砲。村むら雨さめ丸まる。放つ一刀に断てぬものはない。信頼出来る姉と先せん達だつから八やつ房ふさを得て、負け知らずで、さっきの一刀は恐らく、無敵の証あかしであったろう。

　だが、

「──生きているぞ」

　かわせる筈はずのない一撃だった。それは認める。だが、自分が今、生きているのは、

『助けに来たのか』

「ええ」

「まあ、来るっしょ」

　答えが左右から聞こえた。

　見えている。全天視界の中、八房の左右に、新しい翼が展開しているのだ。

　黒と白。その大きさは八房の全長に匹敵する。

『双姫ツヴアイ・フユルステイン』

　飛び込んできたのは二機の機殻箒シヤーレベーゼンだった。彼女達に己は重力制御で拾われ、救われた。

　何故なぜ、来たのか。

　何故、救ったのか。

　何故、自分なのか。

　彼女達は何も言わない。

　言えば何だ。偽善か。それとも罪滅ぼしか。または贖しよく罪ざいを狙ねらった欺ぎ瞞まんか。

　ああもうどうでもいい。

　解わかるのは一つだ。

　私が一人で突撃しても、共に来る者達がいて、私はそれを打ち払わない。

　私は、私の敵であり、仇かたきであろうと、仲間に出来るのだ。

　ならば答えは見えている。

『貴様の負けだ』

〝幸運〟だろうと、何だろうと、こちらの勝ちだ。何故なら、

「行くわよ」

「行こう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、咎とが人にんの頷うなずきは、多分正当だ。正しくないものが勝ちにいくのだから。

　白の八房。恐らく最強の武神だ。乗っている自分もまた、最高の私だろう。

　対するこちらは、寄せ集めのような白と黒の翼を追加して、自分もまた、不出来で、しかし、既に全力を放つための表示枠サインフレームや確認は進んでいる。


《装甲組替：通常起動[image: ]全力攻撃用・確認》



　駆動系出力をマックスパワーにシフト。


《全駆動系最高出力用意：確認》



　攻撃に用いる駆動系を更に集中解放。


《八玉駆動系準備》



　全身、八カ所に仕掛けられた駆動系が過熱する。そして、

「──敵戦力に対応するために全兵装・全能力を超過駆動開始。迎撃します」


《八玉駆動系・完全展開開始：確認》
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《武神〝八やつ房ふさ〟より搭乗者へ》



　駆動系完全展開のため搭乗者との思考接続を０・０００２秒シャットダウンしました。

　リスタートします。
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　白の八房が、全力を放った。

　対する義よし康やすは、ただ、身を前に送った。

〝瓦が解かい〟の一撃が両の腕ですれ違いざまの一発を抜き打つ。

　義康は右手一本で村むら雨さめ丸まるを縦に振った。

　正面だった。

　すれ違う筈はずの〝瓦解の八房〟を、義康が真っ正面から通り抜けた直後。

　二人の距離は軽く二キロを離れており、

『〝瓦解〟の八房、討ち取ったり……！』

　刃やいばを鞘さやに収めた瞬間。二キロの背後で〝瓦解〟の姿が爆砕した。
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「今だ、ね……！」

　鈴すずは武蔵むさしの形を戻した。

　空では、指揮者を失った武神達がその動きの統括性を失い、竜属達も戸惑っている。

　武神達は大グループごとにある程度の統率やパターンを持っているようだが、全体の連携や、スペース取りが出来なくなっている。

　空域の確保が上手うまく行ってないため、衝突したり、竜属と激突する機体も幾つかある。

　そこに、艦を戻した順に武蔵と大和やまとからの砲撃が飛んだ。

　数があっても、動きに戦術がなければ単なる的だ。

　後続の各国も砲火の意味を取り戻し、こちらは、

「……皆、ちょっとの間、走る、よ……！」

　武蔵むさしを〝道〟から剝はがし、飛ばしたのだ。
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　武蔵が一番前に出て大和やまとや各艦隊を牽けん引いんする。

　無論、仲介をする大和も出力と速度で補助を行い、全艦隊は〝道〟上を急ぐ。

　これまで、武蔵と〝道〟は連動をしていた。

　それを変えた。

〝道〟の速度は先程までのものを保ち、差分で前に移動出来るようにしたのだ。

　既に高速域であったため、速度が急激に上げられる訳ではない。だが〝道〟上を武蔵は確かに急いだ。

　白の霧を弾はじき、夜の天上を急ぐ。

　それは頭上に散り、武神達を生成していた柱状結晶の下を通過し、

「逃すなよ……！」

　新しい指揮機が作られる可能性はある。それに背後の安全は確立しておくべきだ。ゆえに全体は空に向け、砲撃を連続した。

　既に武神用の自動照準化も設定が出来ており、当初と違って動きの鈍くなった武神群はその標的として有効だった。

　だが、まだ敵は諦あきらめた訳ではない。

　砲撃と追撃は共にあるものだった。

　大和と武蔵の砲撃に、極東勢を初めとした艦群の迎撃も加わった。

　頭上と背後から襲いかかる竜属と武神の群に対し、正に砲弾の傘とも言える弾幕が作られ、攻撃によって防御を果たす。

　敵の量が多い。元が莫大な流体のマテリアルだ。

　全ての艦隊を合わせても、その十倍は下らない量の竜属を発生させられる。

　しかし、だからといってやめる理由にはならない。

　燃費と節約のため、砲撃は、実弾よりも流体砲や術式砲にシフトされ、燃料の多くは武蔵や大和から各艦にトーリが術式で供給を行った。

　欧州を初めとした各国の艦隊は、今後を考えて砲撃に専念し、

「凌しのげ……！」

　追撃と迎撃と、その交差の眼下では、追いすがる竜属の量が莫大なものとなっていた。

　もはや前に行くものを踏み越えて追い越し、一いつ行こうへと到達しようとする。

　その勢いは止まらず、だが数は減り、穿うがつ。抜ける。更には、正面の空を覆う敵群に対し、巴ともえ御ご前ぜんが呆あきれ顔で手を前に振った。

「ここで使うか。──放て！」

　彼女の指示が生じた瞬間。敵群中央に、爆砕の火炎が上がった。先に飛ばしていた四、五艦目が、自動で張っていたステルス防護障壁を解除せず、爆発したのだ。

　音が届くよりも先に、敵群の中央が爆圧で空き、武蔵むさしが加速した。

　だがその動きに合わせ、全体から幾つかの艦が遅れた。

　三征西班牙トレス・エスパニアの防御艦だった。

　これまでの戦闘で、他の艦の代わりとして前線に出て立ち回り、既に装甲はその多くが失われている。出力系も不備が出ていた五艦が、皆の進行についていけず、遅れ、

『……！』

　群がるのは、竜属と武神達だ。

　我先にと、手柄を確保するように飛びかかり、集団となり、覆い、そして、

「やはり、統率を失うと、目の前の成果に飛びついてしまうんだね」

　見送るセグンドの言葉と共に、五艦が一斉の大火球となった。

　火船であった。
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・金マル：『……あのオッチャン、おとなしく見えて無茶苦茶誘い攻めだよね』

・●　画：『歳としを食うと火遊びが好きになるって、本当よね……』
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・ふあな：『も、もう、おじさんったら、ちょ、超格好い、いい……っ。ふ、ふひひっ』

・自爆娘：『ああ！　来ますね！　ジワーっと、ジワーっと来るでありますよね!!』
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　後続を一斉に片付け、武蔵と大和やまと、後続の艦列は柱状結晶を破砕した。

・ベ　ル：『行くよ……！』

　ピークを抜け、一気に加速する。その大和艦橋上で、竹たけ中なかは一息をついた。

「うわ、これでちょっと一息ですかね」

　ここまでの敵の攻撃は、意外に解わかり易やすかったですね、と、竹中はそう思う。

　流石さすがに口にはしない。全体は相当な疲弊をしたのだ。

　だが、かつての村むら上かみ水軍や、武蔵勢などに比べると、力押しの一直線は有り難かった。

　竜砲の発射タイミングと射程の平均も、三千世界の持つ情報からすぐに割り出せるものだ。皆の出撃時間を読むのは、アドリブでも出来る。そして今の敵の攻撃で、解わかった事がある。

「やはり、敵の〝幸運〟とは、出しゆつ自じのみの限定ですね」

　行動している際に、全てが幸運で成功するとか、そういうものではない。

「運気は当然、最良の状態だと思いますが、何もかも上手うまく行く訳じゃないって事です」

・□□凸：『何でなんです？　そのくらいの介入、運命なら出来そうですけど』

・あさま：『──運命とは、長期で為なされるものだからですね』

　手段的なところから解説がされるかと思えば、違った。

　東とう照しよう宮ぐう代表が、告げる。

・あさま：『運命は、死す人の運命を止める事が出来ず、ゆえに疲れ、無力を感じて自殺に至ったとされています。しかし死す人の運命とは、連綿とした結果です。いきなり不注意で死ぬのでなければ、布石が有り、言い換えるならば、〝死ぬために生まれてきた〟ような、そんな確立が為されるんです』

　そして、

・あさま：『元々、運命に期待されていたのは、歴史再現の補助です。そして歴史再現もまた、記述があったからと言ってそれが端的に為されるのではなく、多くの人達の流れや決断の積み重ねです。特に外部要因として、天候などの自然環境の動きなんかは、人レベルではどうしようもなく、こういうの、運命の手が入るならば任せたい部分ですよね』

・ゆたか：『じゃあ、運命の介入とは、人の意思の決断とか、行動の成功化とか、そういう事ではなく、……小さな積み重ねを、上手く行ったり、悪く行ったりとする方向性や、調整を行うという事ですか？』

　平ひら野のの言葉に、自分は、何となく得心が行った。

・黒　竹：『〝瓦が解かいの総勢〟も、そういう事ですね。──一個の、成功し続けてきた存在というのは、運命にとっては作りやすいものなんでしょう。何もかも、総合的に、成功するように。手元の中で環境を調整してしまえば良いので』

・ＡｎＧ：『頭の中では上手く行ってる、ってやつかな？』

　その通りだ。

〝瓦解の総勢〟は、現実に存在していなかった。ここでステージに立っているが、その下積みとなる時期は、運命によって作られた架空のものだ。

・あさま：『運命とは否定出来ない流れです。それによって、多くの人が、上手く行ったり、失われたりもしました。しかし〝瓦解の総勢〟の場合、否定出来ない流れは運命の手の中だけで作られたもので、実際においては、いきなりここで投入された訳です』

　その時、〝瓦解の総勢〟はどうなるか。

・あさま：『その時、否定出来ない流れは寸断されて、性能がいいだけのものとなります。運命は介入したくても、決定的なものではなく、補助程度でしょう。

　運命は人の意思に介入出来ませんから、外に出した以上、直接操作は出来ませんからね』

　だとすれば、付け入る隙すきはある。

　先程の自分達が行ったような、裏の裏を搔かく戦術もだが、

・未熟者：『僕達よりも遙かに性能が高く、上手うまく行って来た連中が、考え、行使する手段。

　それを覆くつがえす嫌がらせをした方が勝ちか』

・金マル：『嫌がらせかー』

・不退転：『人類の運命は嫌がらせが得意かどうかで決まるのね』

・貧従士：『何か変な安心感出てきたんですけど、気のせいですか!?』

　もうちょっと言葉を選んだ方がいい気がするんですけどね。
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「何つーか、アレだな」

　という王の言葉を、ミトツダイラは聞いた。

　横の浅あさ間まが小さく息を吸う意味が解わからなかったが、すぐにその謎なぞは解けた。王が、大和やまとの向こうに見える第二の月を見据え、こう言ったのだ。

「否定出来ない流れを作るとか、良い方にだったら楽しいかもしれねえけど、失わせる方にやらなきゃいけねえとか、嫌だろうよ、そりゃあ」

「単純に、一個の選択を左右する、とかだったら、まだ割り切りが出来たかもしれませんね」

　浅間が、ゆっくりと言った。

「ただ、運命が、否定出来ない流れとしてそれを行うならば、──全ては運命の責任と、そういう勘違いも発生します」

　勘違いと浅間が言った意味は解る。

「──実際のところは、歴史再現による喪失を強制したり、政治に用いたりした人々の責任なんですのよね……？　運命はただ、〝歴史再現の補強役〟として働く事を義務づけられていただけですから」

「だから尚なお更さらだろうな。自分がそういうものなんだ、とも思い切れねえ。他人に従って、その流れには逆らえねえんだから。──運命自体が、自分の運命を否定出来ねえんだ、コレ」

「トーリ様、ではどうなさいますか」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、今の俺おれが抱いている怒りを収めるには、オッパイを揉もむしかねえと思うんだけど、揉んでもいいか？」

　ホライゾンが右腕と左腕を外した。それぞれの腕は王の肩に乗って、その両手を外からとり、

「おやトーリ様、不思議な事に、トーリ様にもオパイが二つ。──さあ、必要条件は満たしました。存分に揉んで下さい」

「あア──！　俺おれのオッパイ気持ちいい──！　怒りがみるみる消えていく──！」

・ウキー：『怒りが消えて死にたくならんか』

・傷有り：『点てん蔵ぞう様は告白の時、どのような感情だったのですか？』

・十ＺＯ：『えっ？　あっちょっ、オウっ？　いきなりで御座るな！』

・巨　正：『…………』

・十ＺＯ：『──それはもう、幸福で御座ったよ!?』

　下手へたに応じると内外の御家族から攻撃を食らう案件だが、第一特務の凌しのぎ方としては充分良い方だと思いますの。

　……ただ、敵の傾向は見えたと思いますわね。

　と、そう思案した時だ。不意に自分達の行く先に、光が見えた。

「……え？」

　第二の月の他に、光源が出来た。否、第二の月が、新しい光を生んだのだ。
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「また柱状結晶か？　物覚えの悪い運命だな」

　エリザベスが視界に捉とらえたのは、確かに柱状結晶だった。

　第二の月を砕いて生まれる流体のマテリアルだ。

　しかしその位置と大きさがおかしい。

　……ん？　〝道〟の外か？

　そうだ。これまでの柱状結晶は〝道〟の結界内に飛ばされてきていた。〝道〟の中と外の差によって断裂し、削られる事を避けての事だろう。

　だが、今、道の外に飛ばされた柱状結晶は四本。その大きさは、

「へへへ陛下！　先の巨壁と同様、百キロ以上ある大物です……！」

「ぶつけるつもり──？」

「そのくらい思い切りが良ければ、既に向こうが勝利しているであろうな」

　ふふ、と笑うと、不意の言葉をシェイクスピアが告げた。

「──月が近い」

「？　どういう事だ？」

「解わからないよ。だけど、何か今、思ったんだ。──感覚として、月が近い、って」

　と、彼女がそう言った時だった。飛来する四本の柱状結晶がいきなり解ほどけた。

　先端から、まるで切削していくように形を失い、しかし、代わりに勢いよく放たれてくるものがある。それは、

「──〝道〟!?」

〝道〟だ。柱状結晶がその形を変え、長大な〝道〟をこちらの〝道〟に突っ走らせてくる。

　幅は自分達の大道以上。更にその基部とも言える先端に、あるものを己は見た。

「本命が来たか！」

　各国の旗艦や、戦力の姿が、そこに見えたのだ。
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　敵勢が見えた瞬間。武蔵むさし上に不意の警報が走った。同時に生じた言葉は、

・ＢＡ３：『武蔵！　静止して！』

　突然の指示に、しかし鈴すずは迷わなかった。今、敵が〝道〟を作り出している一方で、こちらからはやはり〝道〟の生成を担当する房フサ栄エからの言葉なのだ。

　……何!?

　と言われる意味は、すぐに解わかった。止めるまでもなく、艦橋内から声が響いたからだ。

「警告します！　〝道〟の速度が急激に減衰中！　──以上！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　〝道〟への武蔵からの連動が無効化されつつあります！　──以上！」

　更には、

「〝道〟からの影響は継続中！　これは〝道〟に対する武蔵の主導権が奪われているものと判断します！　──以上」

・成成成：『病原ウイルスです！』

　三みつ成なりの即断が来た。そして確認するように、房栄が言葉を送ってくる。

・ＢＡ３：『敵側が、こっちの〝道〟の生成システムを解読して、乗っ取りを掛けてるのよ、ね、と……！　だから武蔵は止まって！　現状、武蔵側の権限を奪われつつある上で、〝道〟との接続が続行してるから、このままだと〝剝はがれ〟て自壊するわよ、と』

・俺　　：『えーと、どういう事？』

・超正義：『敵が、こちらに乗り込む際、こちらの〝道〟を解読し、更には自分達の〝道〟を繫つなげてハッキングを掛けて来た、と言う事です』

　つまり、

・超正義：『武蔵を止めた上で、各国の〝瓦が解かい〟を投入。一気にこちらを押しつぶそうと、そういう戦術なのでしょう』
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　三成は、大和やまとの艦橋上で大おお谷たにと手を打った。

「大谷君、逆ハッキングで、まずは武蔵の自由を取り戻しに行きましょう！　私のＯＳを利用して地脈内から解除に行きます！」

『Ｊｕｄ．！　──三成君と共に出るのは、試作段階以来ですね』

「──行きましょう。早期に自由を取り戻します。皆さん、それまで凌しのいで下さい！」

・ゆたか：『でも、どうするんです？　これから武蔵むさしのコントロールを取り戻すとしても、マッハじゃないですよね？』

　平ひら野のの言いたい事は解わかる。既に敵は〝道〟を作って接続。こちらの〝道〟に乗り込みを掛けつつあるのだ。このままでは、自分達の大道に敵が溢あふれ、結局は分厚い壁の足止めとなる。

「接続された道は四本。こちらの主道に、それらからの敵の流入を、防いで下さい」

　そして問う言葉は、確認だった。

「出来ますか？」

　それしかない。そのつもりの問いかけだ。だが、

・妖　女：『ほほう、──羽は柴しば勢の代表は、意外と弱気なのだな』

　不意の声は、妖精女王だった。
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　うわー、面倒くせえ事が来るぞー、というのがドレイクの感想だった。

　……来るよな。

　今、何が生じているかは解る。柱状結晶が砕けて生まれた〝道〟が、こちらの大道と強引に連結を始めたのだ。

　道と言うより、車線を増やしている感覚だ。

　しかも不思議な事に、四本、左右から〝重なっている〟のだが、視線の運び方で、どちらかの〝道〟にも平坦な繫つながりをしているように見える。

「これは認識のレベルが違うという事だね！　Everyone！」

　とジョンソンが興奮したように言うが、やめろ。出来れば〝あり得ない〟と判定してくれ。

　だが、キャベンディッシュが通神で問うて来た。

『あの、副部長、来てますよね？』

　ああ、と己は頷うなずいた。こればかりは誤魔化しようがない。

　こちらから見て右の上段の車線。そちらにあるのは、間違いなく自分達の艦隊の〝瓦が解かい〟だ。高速フリゲート式の艦群と、その下にいるのは、

　……うわあ。

「あれは私達だよEveryone！　そして麾き下かの皆もだ！」

　うるせえ言うなジョンソン。あとお前、語ご彙いが意外と少ないだろ。だが、

「来るか」

　来るのだ。追加の車線を、第二の月を背後に、自分達の〝瓦解〟が来る。だが、

　……武蔵は動けねえんだよな。

　と、思った己の眼前で、妖精女王の背が言った。

「武蔵〝は〟、動けないのだな？　そして動けぬ間、私達の〝瓦解〟が大道を埋める、と」

　だが、と彼女が言った。

「──私達〝は〟、動けるのだな？」

　……来た──。

　そして面倒が現実となった。妖精女王が胸を張ってこちらに振り向き、告げたのだ。

「──これより我々は、次期英国を守るための闘争に入る！

　総勢、ここは武蔵むさしに任せず、前に出る！　いいな!?」

　それはどういう意味か。ダメ押しのように、妖精女王が宣言した。

「私達は、私達の〝瓦が解かい〟が大道に溢あふれるのを止め、武蔵及び、次期英国後継者への道を開ける！　最大の護まもりがここにあるぞ！　続け!!」
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　ホーキンスは、息を吸った。肺活量は自慢の己だ。気合いも充分入る。

　そして隣を見れば、ドレイクが嫁手作りの骨粉入りドーナツを食いながら、艦隊運動のパターンと戦闘員の降下タイミングについて表示枠サインフレームで計上を始めている。

「副部長、──面倒くさがってる割に、真剣ですね」

　言うと、ドレイクが嘆息した。

「真剣にやらなきゃいけねえから面倒なんだよ。──手、抜けねえからな」

「ははは！　期待してるぞドレイク！　見せ場を頼む！」

　妖精女王の容赦ない言葉に、半狼ハードウルフが口を歪ゆがめ、だが笑った。

「見せ場なんて、何処どこにだってあるじゃねえか。──妖精女王の現場だぜ」
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・妖　女：『英国総員、聞け。──これより我々は〝瓦解〟の我々と相あい対たいする。

　向こうは、私達に勝ち、この世界での存在を確定して貰もらいたいらしい。しかし結局は運命と共に滅びる。それが、その程度が、この世の〝幸運〟だそうだ。なかなか笑わせる。

　──では皆、我らの〝不運〟を武器に戦に行こうぞ！』
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　そんな、と清きよ正まさは思った。

　大和やまとの後ろ、英国艦隊が、気鋭の声をあげ、機動の段階を一つあげたのだ。

　仮想海がこちらに届く程の霧を生み、風力制動と駆動系が高い音を上げる。

　行くのだ。

「叔母おば様！」

　答えなどある筈はずもない。だが、

『各国、ここまで何をしていた』

　妖精女王が、自分達の事として、こう告げた。

『武蔵むさしと大和やまとの背後で守られていた時間は終わりだ諸衆。武蔵が動けず、敵が大挙する。だがそれは私達の〝瓦が解かい〟で、彼らの〝道〟を来るという。

　止めるのは誰だれだ？　道を空けるのは誰だ？　──未来を守るのは誰だ、各国、諸衆』

『応じよう』

　声がした。後ろ、直後の位置にいる赤の艦隊は、

　……三征西班牙トレス・エスパニア！

『日の沈む国は、貴国との戦闘で多くのものに守られた。その負債を返すのも、借金王国として悪くないだろう。──三征西班牙。アルマダを向かい合った仲として英国に並ぼう』
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「じゃあ行くしかねえなあ。野郎ども、ついてこい！」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　という声を受け、〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の甲板上で輝てる元もとは手を打った。

　……少しは格好つけねえとな！

　思って口端に笑みを感じる横、太陽全裸が笑って言う。

「輝元、これは虚栄ではない。そう信じていいね？」

「目の前の月が眩まぶしくてな」

　己は、艦隊の組み替えと、前進の指示をMouri-01に送って言う。

「──あたしが光るにゃあ、あたしが前に出ねえと駄目だろう」
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　三みつ成なりは、背後を見渡していた。

「これは……」

　どういう事か。

　第二の月へと、武蔵が引き、乗り込んでいく。そういう構図だった筈はずだ。

　だが各国、各艦、疲弊のある状態だが、何もかもが機動音を高くして行く。そして馴な染じみ深い艦隊が、出力を上げる警告音を周囲の艦群に向けて発した。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを主とした、M.H.R.R.とP.A.Oda艦隊だ。

　旗艦となっている大型艦の上で、こちらにルドルフ二世が手を振り、大仰に一礼した。

　行くのだ。

「どうして……」

　自分達は、武蔵の自由を確保しようとしている。敵が大道に溢あふれたとしても、元のように行けば、何とか出来る筈はずだ。こちらには大和やまともあり、壁役にはなれるのだ。だが、

「急いだ方がいい、というのは、解わかりますよね、三みつ成なり君。──創世計画の流れを考えた時、幾つかの危険が生じる場合がありますから」

　と、竹たけ中なかが三千世界を展開し、振り向いた。彼女は眼鏡めがねの視線で、やはり全体を見るように促し、そして、

「各国の〝瓦が解かい〟を、大和と武蔵むさしが先頭になって崩していく場合、やはり時間もですが、疲弊が重なります。そしてこの先、大詰めとなった時、武蔵が使えなくなっていたら駄目です。

　だけど各個撃破として、先行して各国が動くならば、もし彼らが敗れたとしても、私達は随分と楽になります」

「それでいいんですか!?　それが最善ですか!?」

「いえ、そうは思いません。やはり時間の問題はあるとして、安全が大事です。しかし──」

　しかし、

「各国が何処どこまで出来るかは、私達が決める事じゃありません。どの国も、行けると思っているから行く。そして私達を無傷でこの先まで通そうとしている。

　ならば、──私達はここで自分達を整え、動けるようになったと同時に、行くべきです。

　皆の負担を続けさせないよう、最速で、この先に、ね」

　そこまで言って、竹中が笑った。眉まゆを下げ、困ったような笑みだ。

「──ま、そんな感じでおねーさん思いますけど、信じましょう。ここからは、皆の出番なんだと」
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　各国の艦隊が出撃準備を急ぎ整える中、右上の車線が三征西班牙トレス・エスパニアを中心とした〝瓦解〟だと、そんな房フサ栄エからの連絡をフローレスは受けていた。それはフアナにも通じているもので、

・ＢＡ３：『──恐らくだけど、このところの戦闘で、〝四し聖せい〟の意味に運命が気付いて、その複製を作り上げているんだと思うのね、と』

・風呂無：『つまり向こうも道みち征ゆき白びやつ虎こ達の複製を作って〝道〟を作ってきて、その上でハッキングもして、こっちに主導権やらない、って事ですか？』

・ふあな：『運命は、信のぶ長ながの知識しかなくても、現場での判断力はついている、という事でしょうね。しかし──』

　と、フアナが望遠術式で右上の車線を降りてくる敵勢を見た。そこには自分達がいて、超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダや武神隊もいるのだが、

「信長の頭の中だと、どーいうまとまり方だったんですかね、私達」

「信長君の知識では、三み河かわとアルマダ海戦の僕達が最新なんだろうね」

　それは一体、どういう意味を持つか。

　セグンドが、僅わずかに息を詰めたフアナに一度頷うなずき、こう言った。

「あっちの僕達は、アルマダ海戦で勝利している。──皆で勝とうと思って、皆で勝った僕達が、あちら側だ。それをこれから倒しに行くよ？」
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〝道〟の連結と、そこを侵攻してくる〝瓦が解かいの総勢〟は、明らかに武蔵むさしの障害として用意されたものだった。

　まだ〝道〟の接続が確定しておらず、敵勢も接近中という段階で、鈴すずを初めとした知覚、分析系が敵を精査。そして解わかったのは、

・未熟者：『敵の新戦力、遂に僕達の〝瓦解〟が来たよ。既にこちらに接近してきているけど、射程に入るのは恐らく七分後。それまでに各員、対策を講じておいて』

　敵戦力は、車線のそれぞれに纏まとまっている。


・右上：三征西班牙トレス・エスパニア

・右下：M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクと改派プロテスタント、K.P.A.ItaliaとP.A.Oda

・左上：英国と上越露西亜スヴイエート・ルーシ勢

・左下：六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ



　更に第二の月の正面。自分達の〝大道〟の先には武蔵や大和やまとといった〝影〟が確認された。

　竜属、武神団、そういった数と力ではなく、正面からの正当な抵抗だ。

　だがそれらや、武蔵の足止めとは別で、一つの異常が生じていた。

「第二の月が、高度を下げている……!?」

　これは地上側からの観測で明らかになった事で、車線の生成と同時に、第二の月がその高度を緩やかに下げ始めていた。

〝道〟上にいる皆には解らない事だったが、一部の異族や、感覚の鋭い者はそれを察知していた。だが、

「何故なぜだ？　何故、地球との距離を寄せる必要がある？」

　皆の疑問に応じるように、月から幾つかの光が分離した。

　柱状結晶だった。
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「……あれを地球に撃ち込むのか!?」

　月の欠片かけらの最大たるもの。その青白い、光を帯びた立体が、夜の地球へと向かっていく。

　すでに星の上は夜に暗い雲が幾つもの渦を作っており、そこへと向かう柱は、

「おい……！　逃すな！」

　砲撃が飛び、しかし〝道〟の結界差で通用しない。

　そして柱状結晶が、擦れ違う中で分散を始めた。

　割れるのではない。初めからそのような形になるように、等しい大きさの柱へとクラスター式に分散したのだ。

　落ちていく。こちらは見送るしかない。否、出来る事はと言えば、

「……急げ！　そして地上に伝えろ！　天候異変だけではなく、竜も降ってくると！」

　地上側では、既に潮位の上昇や天候の悪化が始まっていた。その勢いは第二の月の接近と共に強度を増し、事態の早期解決は必須となったのである。







[image: 第七十七章『天上天下の決意人』]
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　雨が降り始めていた。

　風も強く、夜に見えぬ勢いで荒れていた。

　台風と呼ぶには強弱に疎うとく、ただ強い大気の動きが、地形によって変化しているだけ。そのような暴風が、まるで下から上に生まれていく。

「──来たね。嵐あらしの上、空からは竜属が降ってくるそうだよ」

　とIZUMOの上、総社と呼ばれるIZUMO本部の中で、ミツは呟つぶやいた。ここはＶＩＰ用のホール。耐爆仕様の大窓が売りの、天井が高い場所だ。

　ここに退避をするよう邑ゆうに言われ、とりあえずの荷物を持ってやってきた。

　だが、要人は現場主義というのがIZUMOの〝癖〟だ。

　そして名誉職となった自分のような連中は、ほとんどが食堂で騒いでいよう。

　大体、このホールにも非常用や持ち出し用の機材が詰め込まれては搬出される。要人用だけあって外への退避が早期に可能な位置にあるからだ。今も職員達が降下装備や食符の箱詰めをキャリアや自動人形に運ばせ、そしてこちらに気付き、

「あ、ミツさん！　うちの息子むすこが御世話になってます！」

「いつも野菜とかどーもです！」

「え!?　こんな偉い人だったんですかミツさん……？」

「全員本音で何よりだよ」

　言って、追い払う手の振りをすると、皆すぐに持ってきたものを置き、持つものを持って外へと向かっていく。彼らの〝戻り〟がない辺り、忙しいのであろうし、

　……まあ、派手にやってくれるもんだ。

　月の欠片かけら、柱状結晶とやらから竜属達が生まれるというのは、付帯事項だ。

　大事なのは、第二の月が接近している事で、地表側に変動が生じているという事だろう。

　第二の月自体は、巨大とは言え、天体としては小規模だ。だが流体の塊ゆえ、その急激な軌道の変化は地脈を揺らす。

　IZUMO側からの計測では、約八万キロとされている通常の距離から、一気に六万四千キロにまで割り込んだ。

　接近しているので、突撃を掛けている元気な連中には有利になるかと思えば、

「武蔵むさしは〝道〟のハッキングで足止めを食らうし、その〝道〟は圧縮されていて、〝距離〟自体は変わらないとか、相変わらず無茶苦茶だね」

　おかげでこちらは、事態が早く済む事を祈るしかない。

　既にIZUMOには接せつ舷げん制限が為なされている一方で、その上部、南側の広場には何百という数で輸送艦や各国の航空艦が着底している。

　ミツの手元の表示枠サインフレームでは、北の空にあるものが接近していた。

　英国だ。

　IZUMOと同技術の浮上島。英国側の方がアップデートが少ないためにやや旧式だが、風の強くなる洋上よりも本土側への退避を選んだのだ。

　とはいえこちら、本土側も強風が増しており、先程から上層部はIZUMO自体が生む谷風を避けるよう、退避場所を選択中だ。

　一方の自分としては、技師故、出来る事などはないのだが、

「話し相手になれるとしたら、──ひょっとして有益な情報が出るかね？　三十二号、そして、──〝本ほん多だ・正まさ信のぶ〟」

　振った言葉の先、二人の自動人形がいる。

　森もり・蘭らん丸まると、三み河かわにてサルベージされた自動人形だ。

　後者は、精査したところ、〝本多・正信〟の襲名者だった。
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　蘭丸は、大窓の前に立つ〝本多・正信〟の動きを見た。

　サルベージから確保され、ボディとしてはほぼ新品に交換している。時折に記憶の整理で動きを止める事があるが、それは自分のようなものにもある。ベースとしている母集団が少なく、記憶が複雑であればある程、共通記憶任せの処理を頼りにくくなるからだ。

　今も〝本多・正信〟は、窓の外を見ていた。

　大窓だ。

　夜ではあるが、窓には加護が掛けられ、外を夕暮れ程度に見通せる。

「──月が降りてきたのは創世計画のせいかと思いましたが、違うようですね」

　言うと、〝本多・正信〟が小さく首を下に振った。

「元もと信のぶ公の推測では、第二の月にいる運命が、何らかの形で人格を死した場合、第二の月が一時的にコントロールを失う可能性が示し唆さされていました」

「それは聞いてる。P.A.Oda側でも、大体は知らされていたからね」

　と、ミツが言葉を挟んだ。ならばそれを受けるのは、自分だろう。

「──信のぶ長なが様が、各地に資材や輸送艦を送ったのは、そのためです」

「創世計画とはよく言ったもんだ」

　ミツが、呆あきれたように呟つぶやいた。

「このまま第二の月が近づけば、地脈が歪ゆがんで影響が出る。潮位が上がり、雨が降りしきり、恐らく第二の月の見える範囲では連日の暗雲と洪こう水ずいで、多くが水に沈むだろう」

「海面の上昇はどれくらいになると？」

「七十メートルから百八十メートル。──地球の裏側の水がどのくらい動くか、現地に行けない以上、精査出来なくてね」

　つまり、と彼女が言った。

「ノアの箱舟。洪こう水ずい伝説。これこそが〝創世〟だね。──解わかっていた以上、既に人々を高地に避難させてはいたものの、現状はもう一押し来るようだ」

　その言葉に、〝本ほん多だ・正まさ信のぶ〟が振り返った。ミツに軽く頭を下げ、

「私共の計画当時の予測より、随分と急ぎの進行ではあると判断します」

「計算ミスかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──予想外の事が重なり続けた事が原因かと」

「たとえば？」

「──元もと信のぶ様の御息女があんなキャラになるなんて」

「いい子だよ？」

〝本多・正信〟が何も言わなかったのは、思考の整理に入ったからだろう。賢明だ。

　一方で、元信公達の計画を受け継いだ形になった自分達も、言う事がある。

「運命が、焦っているのですね」
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　ミツは、三十二号の言葉に、一つの評価を与えた。

　ほう、と応じて、認めたのだ。そして外を指さし、

「一個の人格が焦るだけで天変地異さ。これは何だと思う？」

「正に神である、と？」

「違うよ」

　自分は言った。二人の、歳としを隔てた自動人形をそれぞれ指さし、

「アンタ達は、この現状に対し、自動人形なりに戸惑い、予定外の原因を精査する事で〝正しい流れ〟だったと、そう思おうとしている」

「Ｊｕｄ．、不整合である事を理解出来ない。当然の事をまず理解するために費やした時間を〝戸惑い〟というならば、それは是です。ミツ様」

「いい答えだ。三十二号はどうだい？」

「──面倒なのでどうでもいいかと判断しかけましたが、弥や助すけ様が空にカっ飛んでいく前に〝御願いだから蘭らん丸まる君、穏便にね！〟と言って来たので、まあ、それなりに面倒な事が生じたのかと、そう判断します」

　そして、と彼女は一つの表示枠サインフレームを開いた。

　そこにあるのは三つのアイコンだ。

「三種の神じん器ぎのオリジナルです。──もしも何もかもが失敗した時は、これを利用して運命を〝任せる〟と、武蔵むさし勢は気軽に言いましたが、誰だれが帝みかどをやるんでしょうかね」

「アンタじゃないのかい？」

「全人類に御願いされたら考えましょう」

「──いい答えだ。狭いところで生きていくと、自動人形も随分とヒネる」

〝本ほん多だ・正まさ信のぶ〟が半目表現をするのを己は無視し、苦笑で言った。

「同じさ」

　同じ事だ。

「自動人形ですら一体一体で個性が違う。それと同じで、運命も単なる〝個性〟だ。ただ単に、扱えるものが違うと、そういうだけでね。もはや異族の一種に過ぎない。

　そして運命は、自分がそういうものであると、急速に気付きつつある。

　だから焦って、自分を変えたくないと、守ろうとしている」

　三十二号が言った通りだ。

「この天変地異は、その証明だ。──運命は気付いたのさ。目の前のものを払うだけじゃなくて、その基礎、この地上からの援護を止めねばならない、とね」

「……本ほん能のう寺じにある〝安あ土づち影かげ〟と、それが作っている〝道〟の基部ですか？」

「本能寺からは、極東全土に地脈の網で流体供給の援護が行ってる。その関係先を潰つぶすとしたら、たしかに近寄って揺らして殴るのが一番だろう」

　これはどういう事か。

「上にいる連中は、上手うまく行ってるんだろう。運命を、自殺から止めるには、大罪武装ロイズモイ・オプロ云うん々ぬんもだが、まず何が必要か。それを果たしているんだろうからね」
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　眼下、月光に照らされる地球が、白の雲に覆われていく。

　その白に対する、黒の天上では、砲火の交差が始まりつつあった。

〝道〟につながる車線の内、最も早く来るのは三征西班牙トレス・エスパニアの〝瓦が解かい〟であった。

　彼らの擁ようする超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダが、アルマダ海戦同様のロングレンジ砲撃を行い始めたのである。

　散発と言うには密度のある砲撃の響きと展開を余儀なくされる防護障壁の下、義よし光あきは、奥おく多た摩まの艦首甲板で里さと見みの武神二機を出迎えていた。

　今も忙しく、敵襲のある現場だ。車線からの砲撃だけではなく、散り損ねた竜属や武神が纏まとわり付くように空を行き来し、時折に突っかけてくる。

　……面倒よのう。

　が、既に竜属や武神への迎撃態勢は出来ている。

　牽けん引いん帯たいや高速艦を通しての艦間補給は可能であり、最も上がみは新しん山やま形がた城じようが大型艦で備蓄もあるため、食糧配給役だ。

　自分は、八やつ房ふさから離脱し、大和やまとに戻る双姫ツヴアイ・フユルステインに鉄扇子を振り上げて挨あい拶さつとし、

「随分と派手に立ち回ったのう」

　と、降りてくる義よし康やすに声を掛けると、彼女は力なく手を前後に振った。

　疲労が濃いらしい。

　だがまあ仕方あるまい。向こう、〝信しん〟から降りた時とき茂しげも、その場で座り込んでしまい、女子の救護班にとりあえずの応急処置を頂いている。

　そして目の前で、義康が言った。

「──一周したみたいだ」

「そうかえ」

　言っている意味は、本人にも定かではないだろう。だが、何となく解わかる。

　いろいろな事が、この子にはあり、しかし、

「一周かえ」

　何もかも失い、しかし関東を解放し、指導者として八房に認められ、そして最善ともいえる自分自身に対し、己を証明した。

　もはやこの子にとって、過去の何もかもは〝失った〟のではない。

　……それらを基礎として、貴様から〝始まる〟のだえ。

　その手助けを、己はしていく事になるのだろうか。だが、

「どうした？　手首か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、最後の一刀をコンパクトにした時、引っかかったようだ」

　そうか、と己は義康の頭に手を当てた。髪と言うか、その下の頭を撫なで、

「大事な仕事をしたのう」

「そうか？」

「ああ。──今後、〝瓦が解かいの総勢〟には、貴様と時茂が欠ける。こういうバランスの崩しが、勝利につながるであろうよ。だから急ぎ、治療に行っておくがええ」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいた頭を一回押して、行かせる。

　小走りに甲板端、緊急用で設けられた救護所に向かう義康とは別に、自分は前に歩いた。着地し、片かた膝ひざを着いた八房の整備が、急ぎで始まっている。が、己は手を上げ、

「班長は？」

「俺おれだ。──義康さんが、何かあったか？」

　こっちの遣り取りを見ていたのだろう。眼鏡めがねの初老の問い掛けに、自分は小さく笑った。

「あやつ、少しだが背が伸びておるぞ。それで手首を痛めたとか、──一度登録数値を洗い出して再設定してやるといい」

　と言っている間に、動きがあった。

　左右。英国艦隊に続き、朱あけ色いろの艦隊と、黒の艦隊が前に出て行くのだ。

「三征西班牙トレス・エスパニア主力艦隊と、K.P.A.Italia艦隊かえ」

〝瓦が解かいの総勢〟の先端。自分達の幸運に対し、抵抗する。

　そのために、三征西班牙とK.P.A.Italiaという旧派カトリツク勢が行く。
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　義よし光あきは声を聞いた。

　三征西班牙とK.P.A.Italiaの学生達が、こちらに手を振る。そして自分達も手を振り、

「先に行くぞ……！」

「行って来い……！」

　追い抜いてやる、とか、早く来いよ、とか、そんな声が聞こえ、皆が行き、皆が見送る。

　その前進故、正面から密度を上げ始めた迎撃に、防御艦が前に出た。

「行くかえ」

　三征西班牙もK.P.A.Italiaも、合わせて大艦隊であるが、出し惜しみはないようだ。艦から多くの人員が降下し、〝道〟上を走り、前線を構築していく。

　防御の布陣も、陸上部や野球部も、そして空には航空戦仕様の武神も出る。

　短時間で勝負を付けるつもりだ。

　行く。その動きの何もかもに、風を義光は感じた。

　これまでも吹いていたものだが、今の風は妙な懐かしさを感じる。

『勇ましいですモン！』

　鮭しやけ延のべの言う通り、戦場の風と言うべきか。

　……否。

　仲間だ。

　率いるのではなく、導くのでもなく、自分がトップの一人として、共に多くを預けられる場所に吹く風。

　追い風であればいい。そう思い、見送った。艦群はもはや艦尾を見せつけ、敵側からの砲撃もこちらに充分届いてくる。

　そして砲音が返った。その響きの中で、声が聞こえた。

『先行するよ。──三征西班牙、K.P.A.Italia、皆への道を付けよう』

　三征西班牙総長だった。
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　セグンドは、主力艦と呼ばれる大型艦の艦首甲板で前を見ていた。

　今、右上と、そう呼べる〝道〟。丘のような斜面から、こちらへとやはり自分達が侵攻をしてくる。

　彼らの狙ねらいは、〝道〟を塞ふさぐ事だろう。そしてこれは、他の車線でも同じだ。ならば、

『各国、道を付けよう』

　やるべき事は一つだ。正面。大道の先にも敵勢の姿が見えている。それも武蔵むさしや大和やまとという巨影だ。

　……あれは、僕達の相手じゃない。

『武蔵勢に、この大道を進ませる。──それが僕達の役目だ』
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『各国、前に出よう』

　セグンドの言葉に重ね、メアリは、英国艦隊が左さ舷げん側から追い抜いて行くのを見た。トップを行くのは、明らかに艦隊運動を無視したグラニュエールで、それに続いてドレイク艦隊が並び、阿蘭陀オランダや瑞典スウエーデンと言った改派プロテスタント艦隊が続いていく。

　旗艦の上には、妹がいた。彼女は王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを立て、こちらに振り向かない。

　……見事です。

　英国は武蔵よりも上。三み河かわを抜け、一番に協力を願いに行った先であると、そしてまた、いろいろな指示を与えた国であると、そういうプライドだろう。

　こちらを守るべきものとして前に出て、この戦場を戦うのだ。

　だからだろう。甲板上にいた者達が、妹以外、不意にこちらに向かって整列した。

　右の手を前に上げる古式の敬礼。それを送る相手は、

「ジェイミー」

　大和やまとの艦橋上に出ていた彼女だ。英国の後継者。英国の大義名分は何よりも彼女の存在を最優先とする。そして、セグンドの声が聞こえた。

『皆、前に出よう』

　自じ嘲ちようめいた吐息がする。

『──まあ、前に出ようと言ってもね、僕は弱気でさ』





●






・金マル：『アルマダであんだけエグい事して弱気って一体』

・●　画：『本性は隠れてるものなのよ……。おとなしい程、裏で無茶苦茶濃いのよ……』

・貧従士：『浅あさ間まさん、そういう意見がありますが、どう思われますか』

・あさま：『いや、私、極東風味なので薄口！　薄口ですよ！』

・現役娘：『ええ！　口は薄く使うのがコツですわよね!?　正解ですわ！』

・ホラ子：『浅間様、今の時代、大事なのはスパイスです。さあ、神啓レデイオ体操第一を』
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　M.H.R.R.神聖ローマ帝国艦隊が前に出る。続き、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも前に出る。

　それらを見送り、手を振り、前に行かせながら、正まさ純ずみは三征西班牙トレス・エスパニア総長の声を聞いた。

『勝たなくていい。道を空ければいいんだ。引き分けでも、ジリ貧で負けていてもいい。

　武蔵むさしを向こうに届かせれば、僕達の勝ちだ』

　だから、と彼は言った。

『勝とう』

　無用な力のない声で、三征西班牙トレス・エスパニア総長が告げた。

『皆で勝とう。──僕は明日の昇る日が見たい』
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　そして〝道〟に車線が重なり、〝瓦が解かいの総勢〟が波状的な陣を作って行く。

　それが完成する前に、各国の艦隊、総勢が激突し、押し返しに入った。

　手始めに砲撃が生じ、すぐに接敵が生じ、近接へと変わり、

「押し返せ……！」

　武蔵を通過させるために、それぞれの抵抗が開始されたのだ。
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　一番先に接敵したのは、やはり三征西班牙だった。

　基本、先頭に陸上部。何よりも〝道〟は、彼らのシンボルの一つともいえる道みち征ゆき白びやつ虎こが作るものなのだ。ゆえに、

「他の国に後れを取ったら恥だと思え！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　走る。その頭上を機き鳳ほう隊が行き、〝猛鷲エル・アゾウル〟の四小隊が突き抜けていく。

　そして右上に、丘が見えた。

　来る。自分達の〝瓦解〟だ。だがその姿は、

「白かよ！　夕日の色で来いよ!!」

　流体のマテリアルで出来ているのだ。幾らかは色が乗っているのだが、発光しているためにほぼ白と陰影のみで出来ている。しかも、

「翼付きか!!」

　六枚翼だ。解わかってはいた事だが、

「くそ……！　うちの国は長寿系以外の異族がほとんどいないってのに……！」

　陸上部の一人が叫んだ。

「……ちょっといいじゃん、って思っちまったあ──！」

「あー、Ｔｅｓテス．Ｔｅｓテス．、でもな？　あっちにいるの多分お前」

　見ると、確かに翼の生えた自分達がいる。大体同じ隊列だ。走ってくる彼らを見て、

「ウワー、痛い。落ち着いて見ると凄すごく痛い」

「おいおい何か羽ばたいてるよお前。天使？　天使なの？　お前」

「うるせえよ！　あっちにいるお前も痛いじゃねえか！」

　聞こえたのか、向こうが全力で槍やりを投げてきた。

　接敵する。







[image: 第七十八章『フィールドの迎撃手』]
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　当たりは同等ですね、とフアナは主力艦の甲板で幾つもの表示枠コルテチエフイルマを見ながら思った。

　今、自分達は丘の麓ふもとにいる。僅わずかに上り加減だが、向こうは上からの打ち下ろしで砲弾を寄越してくるのが厄介だ。

　……しかし浮上すれば敵は地上部隊を押し込んできます、か。

　とはいえ、負けてはいない。その事に気付いたのか、護衛のフローレスが首を傾かしげた。

「ぶっちゃけ、思い切りドカンとやられるのも覚悟してましたけど、かなり堪こらえますね」

「Ｔｅｓテスタメント．、あまり低い評価はしたくないですが、学生達の多くは、さほど戦闘能力に差がある訳ではなく、その鍛錬において強烈な経験があった訳でもありません。成功などは、あまり差を与えないと判断しています。逆に、──役職者クラスの方が、差が大きく出る場合があるので、バックアップが必要ですね」

「じゃあ、まだその辺りの大物がぶつかってない現状、どうします？」

　その答えは既に出ている。形として見えたのは、着弾だ。長い丘の斜面上に、背後の艦隊から全てを撃ちつけるような連打が叩たたき込まれる。

「敵は私達を越えて大道に行かねばならない以上、丘を下ってくるしかありません。私達からしてみれば、斜面上の敵などはいい的です。ゆえに──」

　頭上に控える防御艦が、一斉に防護障壁を展開した。

　敵が、地上部隊に対するこちらの攻撃を少しでも止めようと、砲撃を放ってきているのだ。

　だが向こうにとっては、位置が悪い。

「ただでさえ艦砲は下向きに撃ちにくいです。地形があるので下部砲塔の利用も制限されます。そしてこちらは斜め打ち降ろしの砲撃を傾斜した防護障壁で弾はじけばいいだけですね」

　ならば、と己は言った。

「機き鳳ほう隊と武神隊によって制空権の確保を行いつつ、隆たか包かね副長達に侵攻をして貰もらいましょう。上下の地形差はあれ、今回の条件ならばこちらが優勢です」





●






　隆包は、フアナの許可を確認して前に出た。

　野球部の内、防御力と脚の速い連中を選抜し、前進する。

　今、自分達が上っていく丘は、敵のいる丘の上面まで約二キロ程。だが、

「主将！　あれを……！」

　と、横を行く捕手の副主将が、水平の空を指さした。

　丘の横、麦畑の向こうに、町並や山が見える。

　三征西班牙トレス・エスパニアの街だ。白壁の家屋と、斜面の畑が見え、

「エナレスだ……！」

　ある。地形としてみるとおかしく感じるのは、それが実際のものではないからだろう。恐らくは、この〝道〟の元を作った者達が、設定したものなのだ。

「山さん川せん道どう澤たくの世界、ってか……」

　旧派カトリツクが主導となって設計された、という話も聞くが、どうなのだろうか。

　……まあ、俺おれが考える事じゃねえけどな！

　思った頭上、こちらを狙ねらった砲弾が来る。が、下りの斜面に沿って撃ち込むのは至難だ。遙か背後に着弾し、跳ねた砲弾が防御艦の防護障壁に拾われた。

　用心しねえとな、と思い、足先の無い霊体の足を急がせる。

「あっちの射手も、腕が無茶苦茶良いって訳じゃねえみてえだな！」

「あいつら多分、アルマダに勝ってっから、自うぬ惚ぼれてやがるんですよ！」

　だよなあ、と皆が頭上を行く砲弾に頭を下げ、走りながら言った。

「負けてから、どんだけ練習したと思ってんだ……！」

「御陰で甲こう子し園えんではベスト８まで行ったがな！」

「だけど京都で観光してたら傭兵やろうって、そりゃねえよ！」

・ふあな：『聞こえていますので、戦後、改めて京都に行きましょうか』

　うわあ、と皆が声をあげる。だが、

「おっと……！」

　直撃弾を、己は朱塗りのバットでバントした。

　……あぶねえ！

　空に跳ね上げた鉄塊は、三十センチ級の砲弾だ。

　対艦砲。それを対人で撃ち込んでくる、というのは無茶があるが、そういう戦場だ。

　もはや向こうも、丘上を人員で占領しようとは考えていない。

　……だけど相手が無防備過ぎねえか？

　と思った時だ。頭上を音が飛んでいった。

　機き鳳ほう隊だ。おお、と皆が声をあげるには理由がある。

　攻城杭くいだ。かつてアルマダで武蔵むさしに打ち込んだ重量物。それを八本、機鳳が急上昇を掛けながら投下した。

　戦艦群で砲撃を引きつけ、更にこちらが前進して囮おとりとなる一方で、その援護のために敵艦へと爆撃を上から叩たたき込む。

　敵側も機鳳を出して来ているが、こちらの機鳳隊は既に散開して退避軌道だ。後は爆撃が当たり、相手の砲撃が沈黙したところで一気に丘を駆け上がる。だが、

「最後の一発かよ……！」

　丘上から、爆撃直前の一発が正面打ち下ろしで飛んできた。
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　受ける。

　いつもの事だ。バント処理は日々の練習がものを言う。

　ある意味、機械的な処理こそがそれを成功させるのだと、己は知っている。だが、

　……何だ？

　自分は、不意の歪ゆがみを感じた。まるで、知らないクセ球を投じられた時のような感覚だ。それが不意に、気分よりも全身に来て、

「……っ！」

　直撃した。
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　フローレスは、視界の中で、レアなものを見た。

　隆たか包かねのバント処理は成功した。だが、

「主将！」

　バットだ。彼専用の防御仕様バットが折れ、宙に飛んでいたのだ。

　それだけではない。

　……あれ？

　おかしなものが、目に見えていた。

　機鳳隊が空に投じた攻城杭くいが、まだ、落ち切っていないのだ。緩やかに、それは孤を描いて落下し、隆包のバットの破片が落ちるのとほぼ同時に敵艦の上に達した。

　金属音と言うより、打音が響いた。それも八発。続いて丘の上から届いてきたのは、重量物が硬い床の上を転がる音だった。

「……攻城杭が通じなかった!?　何かの加護ですか!?」

「違う！」

　という声は、丘から響いた。

　副主将から交換バットを受け取った隆包が、丘上をその先端で指し示したのだ。彼のバットが向く先、そこにいるのは、

「俺おれ達か……！」

　隆包と、書記だ。どちらも流体光で出来ていて、翼を持ち、更には、

「あれは……」

　両者が手に翳かざしているものを、自分は知っている。否、三征西班牙トレス・エスパニアに住む者ならば誰だれでもそれは知っているだろう。その名は、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ、〝身堅き節制クルース・テンペランテイア〟、新代ノウムと旧代ウエトウス……！」
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「やはりそうであったか。ヴェストファーレンで見て以来だな」

　と、景かげ勝かつは前に出た。自分達が行くのは左上の車線。既に英国艦隊に引かれるようにして丘上に達し、そして奥に、

　……あれか！

　見えるのは、幾つもの艦に守られた巨きよ軀くだ。北の玄げん武ぶ。この〝道〟を作るために、ジェネレーターとして配置された〝瓦が解かい〟だろう。あれを制圧するか、凌しのぐか。その二択の上に自分達はいるが、制するための地上戦として、厄介な相手が出てきた。

　自分達だ。更には、

「景勝様！　あやつは……！」

　と朝とも信のぶが鍾しよう馗きの屛びよう風ぶ刀とうを元に戻して横に退く。既に彼が一度引っ掛け、試したのだ。

　正面。〝瓦解〟の己の肩を飾る肩当てがある。流体光を羽根のように散らすそれは、

「我が露西亜ロシアの聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝肩越しの希望ブラキウム・スペス〟旧代ウエトウスと──」

　もう片方、隣に立つのは、やはりマルファの〝瓦解〟だ。彼女の肩、自分の〝瓦解〟と対になる形で装備されているのは、

「〝肩越しの希望〟、新代ノウムであるか……！」
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・未熟者：『な、何だって……!?　〝肩越しの希望〟は、旧代の能力が〝与えられた運動を別の方向に転向する〟で、新代は〝平和を自覚するたびに勝利を得る〟だったね！

　これはまた、間違いなく強敵だね……！』

・ＡｎＧ：『ママー！　書記先輩がダイレクトにおかしくなった！』

・金マル：『まあ、そこまで説明風にならなくてもいいんじゃないかな？』
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　同じく、上越露西亜に先行し、左上車線を制圧に向かっていたのは、英国だった。

　丘上で、既に戦闘は開始されているが、やはり敵にいるドレイクとダッドリーが厄介だ。白くて目立つのは別として、どちらも〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟の旧代ウエトウスをそれぞれ持っている。

　しかも相手は十の盾たて符ふが揃そろい、万全だ。その上で、

「ハ、結局は私か……！」

　妖精女王が王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを持って振り向いた視線の先。

　そこに六枚翼の彼女がいた。光る翼、散る羽毛、それを見た妖精女王は苦笑する。

「妖精女王は蝶ちようの羽根だぞ!?　解釈違いにも程があろうに……、それに──」

　と、妖精女王は相手の手を見た。左右、両の手を大きく覆うのは、

「旧代ウエトウスとは左右逆の、しかし一対式！　〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・新代ノウム〟を、両で持ち出すか!!」





●






・元ヤン：『おい！　本ほん多だ・正まさ純ずみ！　あいつら卑ひ怯きようだぞ！　こっちが持ち込み不可だった聖譜顕装テスタメンタ・アルマ！　あっちの派手なあたしが使ってて行動宣言面倒くせえしキレるし、相手の全裸がチンコ光らせて無敵だぞ！　どうなってんだ！　オイ！』

　……私に言われてもな……。

　しみじみ思って、正純は視線を上げた。

　今、大和やまとから武蔵むさしに羽は柴しば勢が輸送艦で移動してきている。

　これまでとは逆に、武蔵は防御専念。大和は背後から砲撃で援護だ。やがて前に出る時、武蔵が前に出て〝道〟全体を加速する。そのための構えと人員再配置だった。

　ゆえに皆が合流する中で、疑問を投げるべき相手がいる。

「竹たけ中なか！　──各国代表の〝瓦が解かい〟は、何故なぜ、聖譜顕装を出して来るんだ？」

「あー……、何でここで聖譜顕装なんだ、って事ですよね？──正直、よく解らないです」

　と困ったような笑みを竹中が見せる。失望されるのが苦手なんだろうか、と思う視線の先で、彼女は手を左右に振り、

「──聖譜顕装は、各国の地脈にチューニングされたものです。三十年前、各国の総長達が何処どこからか持ち帰ったってアレですが、その由来からすると、まあ、何でしょうね」

　言われた。

「元もと信のぶ公達が、運命と対話しつつ、次代の三種の神じん器ぎを作ろうとしたのかも知れませんね」
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　これは推測だ。そう思った上で、その使い手の一人として竹中は言う。

「何処にもない教導院で、運命に対して言葉やものごとを教えていったと、そう聞きました。だけどその時、何も知らない子供にまず教えるべきは、何です？　しかも、その子が、自殺を進めているとなったら、何を教えます……？」

　問い掛けに、はっとした顔で姫が手を上げた。

「ため込んでいた有給休暇を全部使ってバイトを三十二連休する方法を伝授とか……」

「多た摩まの朝の時間がちょっと平和になる気がするわね……」

　第四特務がなかなか厳しい。しかし、吐息付きで第二特務が言った。

「道徳か」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあそういうところでしょう。運命の人格は制御情報プログラムですから、枢要徳を制御情報にして奏塡インストール出来れば、良心故に自殺を留とどまるかも知れませんね」

「でも、……だとしたら、何で聖譜顕装テスタメンタ・アルマを用いない流れになったんです？」

「何処どこにもない教導院にいた運命は、道徳が必要な子でしたか？」

　問い掛けに、皆が言葉を噤つぐんだ。でしょうね、と己は頷うなずき、

「恐らく、授業の中で、聖譜顕装のベースとなった概念は、運命に収められているんだと思います。だけど自殺は止まらなかった訳ですね」

　つまり、

「良心は、弱い。だから大罪を叩たたきつけた方がいい。そういう判断があったのかもしれませんね。でも、こういう風にも見えます。──結局、未来では大罪が効かなかったようだ、じゃあやっぱり良心だろうか。ならばまず、良心の武装を作ってみて──」

　そしてどうするのか、

「良心と大罪、両方合わせたらどうだろう？　──ええ、断罪武装の理論は、大罪武装ロイズモイ・オプロに〝道徳的な意味を重ねたもの〟ですよね。道徳的な悪として大罪を殴りつける訳ですから」

　言ってみて、どうだろう、と思う。自分にしては飛躍が凄すごい。それに、

　……聖譜顕装が各国に渡されたのも、意味深ですねー……。

　元もと信のぶ公は、良心に基づく運命のバックアップのようなものでも、考えていたのだろうか。

　その辺りは今となっては解わからない事だろう。ただ、

「……こういうの、知ってる人が、何で教えてくれないんですかねー」
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　大フアナは、円形教室の間取りを改めて表示枠コルテチエフイルマで計測しながら、ノックの音を聞いた。

「何事です？　デイル卿きようが東北の巡回ルートに出てトラブルでも？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．！　太陽の使者ラス・カサス参上、え、ええと……！」

　息が切れていて、整うまで三十秒を要した。そして彼は、粗い息を一つ吐くと、

「武蔵むさしの代表委員長から質問が来ました！」

「おや、今、上でハシャいでる頃ころですか。何でしょう。私でしたら、洪こう水ずいの避難所としてここを使うため、いろいろな間取りを考えている最中です」

「Ｔｅｓ．！　やはりレスラーは世界に奉仕すべし！　その通りです大フアナ様！　しかし質問は違います！　〝何で聖譜顕装の事、黙ってた〟と」

　おや、と己はまた言った。首を傾かしげて、

「問われてもない事をペラペラ喋しやべる教員が何処にいますか。また、知っていたとして、教えるのは、引退の時か、一番美お味いしい時ですよ。──レスラーならば、ね」
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「くっそお──！　またやられた！」

　正まさ純ずみが床に表示枠サインフレームを叩たたきつけて割るのを見て、浅あさ間まは思った。

　……正純、三征西班牙トレス・エスパニアの人とは結構相性悪い気が……。

　だが、既に予告があったとはいえ、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの揃そろい踏みは強敵だ。

「……他の国の人達、大丈夫なんでしょうか」
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「成程なあ、……何となく、不可解が解けたぞ、おい」

　と、教皇総長パパ・スコウラは、自分と向き合う〝瓦が解かい〟の存在を見て、言葉を作った。

　己の背後、ガリレオが、今の台詞せりふを補足するように問うてくる。

「一体、何が不可解だと言うのかね？　元少年」

「K.P.A.Italiaに寄越された聖譜顕装、〝天渡りの信仰カプトフアイデス・新代ノウム〟の効果だ」

　旧代ウエトウスは、信仰を持つものを不死とする。これはP.A.Odaに送られ、御お市いちが用いた。彼女は旧派カトリツクではないが、信仰とは信心だ。その強さ故に聖譜顕装が惹ひかれたとなれば、

「聖譜顕装がTsirhcツアーク由来でありながら、個人にその本質を委ゆだねるという事」

　そして、と己は眼前の相手を見た。

「オリンピア」

〝瓦解〟のオリンピアだ。

　若い。否、老いている。恐らくは六十歳くらいか。見た目は二十歳はたちそこらの女性だが、

「──その辺りでお前は〝完成〟されると、そういう事か」

　出来の悪い妹であり、姉だ。義理の存在だが、非常に頼りない。

　だが、次期教皇総長には有りだろうと、己はそう思っている。何故なぜなら、

「俺おれは、世俗や欲を肯定し過ぎたからな。──夢ばかり見ているような教皇が次代でもいいだろうと、そう思うのだよな、全く」

　ゆえに本人はここに連れてきていない。夢見で竜を呼ぶのは一大戦力かもしれないが、繊細なところのある少女だ。〝瓦解〟を相手にした時、嘆きもするだろう。

　見れば、〝瓦解〟のオリンピアは、緩やかに翼を動かし、浮いていた。一対の翼で自分を守るようにも抱いている。

　そして彼女の頭上にあるのが、それだ。

「〝天渡りの信仰・新代〟」

　効果は熟知している。

「──一定範囲の言語を無効化する」

　単純に、言葉を封じるというだけではない。言語の概念がなくなるため、

「術式、加護の内、人為的なものが無効化される他、思考も言語化出来なくなる」

　まさかオリンピアが、使えるようになるとは。発見だ。

「俺おれが淫いん蕩とうを捨てなかったら、合わせて強力な防御結界を組めたろうな。こちらは術式、あちらは物理、非常に相性が良い」

「だが元少年、この効果は──」

　使用者不在だったので封印したままだ。ゆえにガリレオも詳細は知らない。知っているのは、自分と、前教皇くらいだろう。そして、今、理解出来たのは、

「この効果は、──運命の人格を破壊し、関係が消失した状況に近い」
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　使い手がいれば、創世計画やこの末世解決に対し、研究をする事が出来たろうか。

　教皇総長パパ・スコウラはそう思い、苦笑した。

「お前を、世俗や権力に預ける、という発想はないなあ。危なっかしくて」

　だがまあ、ここは義理の兄でもあり、弟でもある自分の出番だろう。

「オリンピアは俺が対応する。ソッコだ。俺の良い処ところだけで終わらせてやる。だから──」

　自分は、背後に控える麾き下か、戦士団やガリレオ達に告げた。

「貴様らは、俺の唱える言葉を有り難がる用意をしておけ。いいな？　おい」

「……Ｔｅｓテスタメント．!!」

　その言葉に、自分は頷うなずき、前に出た。

〝瓦が解かい〟側は、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの効果を受けない。つまりあの聖譜顕装は〝瓦解〟側、運命のものだと、そういう事だ。物理効果でもなければ同士討ちがないとなると、

「随分と卑ひ怯きようなものを持ってるなあ、おい」

　相手は瓦解のK.A.Pa.Italia戦士団。そして、

　……出すか。

　眠るオリンピアの背後に、流体光で出来た地竜が射出されていく。一体ではなく、一気に三体、更にも続く動きが見える。

　時間を掛ければこちらが不利なのは、常の事だろう。だが、

「──圧倒してやろう。最近、本気を出していなかったからな。──三十年程」

　言って、己は上着と帽子を捨て、前に出た。
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「そういう事ねェン。……道理で」

　と、現状の相方である変態皇帝の声を、巴ともえ御ご前ぜんは聞いていた。

　丘上。遠くにM.H.R.R.神聖ローマ帝国の町並が見える麦の道に、血煙が霧となってまた戻る。

　貫通だ。ルドルフ二世が、心臓のあった位置を正確に背まで貫かれ、

「──！」

　爆発にも似た風の断裂が起きた。

　割打だった。

　……つまり、ここでの〝瓦が解かい〟はこいつか。

　運命は何処どこまで〝瓦解〟を作れるのか。自分の視界にいるのは、己の〝瓦解〟と、

「〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の持ち主と言えば、M.H.R.R.神聖ローマ帝国元副長、柴しば田た・勝かつ家いえか」

　柴田だ。背に六枚翼があるのは冗談としか思えないが、ただでさえ巨大な五体が倍しているようにも感じる。更には、

　……御お市いちもいるのか。

　いる。柴田の背後、彼女は無理のない笑みで、手には円形の武装を持っている。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマだ。K.P.A.Italiaの〝天渡りの信仰カプトフアイデス・旧代ウエトウス〟。だが、

「……使わないようだな」

　それを使う信心に満ちており、聖譜顕装からも認められているだろう。しかしこの御市は、武器も持たず、戦列に加わる素振りもない。ただ、

「────」

　柴田が御市に手を振って、彼女が手を振った。

　……そうなのか？

　御市の〝幸運〟とは、浅あざ井いに行って、そこで幸せに一生を終える事だと思ったが。

「ああ」

　御市は織お田だ家の人間だ。浅井と会う前に、柴田と会っている。ならば、浅井に行って不幸を得るのではなく、先行的な出会い優先で、柴田がそこに収まったという事か。

〝瓦解〟であろうに、二人の関係があるのは、特殊な合致だからか。だが、

「おい」

　と声を掛けた先、ルドルフ二世が姿を元に戻していた。衣装もそのままだ。

「……服は、無くならないのか？」

「あらァン、これも自前よォン。ちょっと炭水化物と鉄分？　多めに摂とる必要あるけど」

　こいつも大概化け物だな、と思うが、自分は鬼型長寿族の上に霊体なので、このグループの中では一番濃い。

　……あ！　でも、〝瓦解〟の方が翼生えてるし、私より濃いな……。

　何となく安心した。だから言う。

「そっちは、貴様が出ないのか？」

「あらァン。私、不幸だから今コレなのよ？　幸運だったら、荒れたM.H.R.R.のために改造とか処置とか、そもそもそういう家系無しで、平和な生活してる筈はず」

　言って、彼女が笑った。

「そういうのに憧あこがれもして、だから塔の上で燻くすぶったのよォ。そうじゃないならば、もう、こんな生活は望まないでしょうねえ。──こっちはこっちで楽しいって、目覚めたけどォン」

「武蔵むさし勢は罪作りだな」

　そうね、と頷うなずく彼女の身に、もう傷はない。だから、

「解わかったな？　〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の方だ。体感出来たか？」

「攻撃を差し止めるとか、無茶な聖譜顕装テスタメンタ・アルマねェ」

「こっちは負傷者の完全回復だ」

「あら、私と同じィ？」

「一日一回だがな。だから解るか？」

　ええ、と頷いたルドルフ二世が手を上に伸ばすと、手の平から長剣が射出された。

　体内に隠しているのだろう。彼女はそれを握り、

「──まずは貴女あなたの〝瓦解〟からねェン……！　こっちはこっちで粘っておくわ！」

　共闘だ。そのつもりで、まずは、

「私が、濃い方を倒すのを、待っていろ……！」

　言って、前に出た時、遠くから空が鳴るような響きが来た。砲撃か、それとも、ああ、総長、副長クラスなら実力であのくらいの音は立てよう。どちらにしろ、

「戦闘開始だ……！」
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　激戦は、三征西班牙トレス・エスパニアの現状そのものだった。

　戦場は丘の半ばとなっていた、三征西班牙にとってはここが防衛ラインの限界線であり、

〝瓦が解かい〟の三征西班牙にとっては、

「丘上での乱戦ならば砲撃を受けねえとか、そういうセコい判断か……！」

　隆たか包かねは前線を上げる事を目的としていた。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝見堅き節制クルース・テンペランテイア・新代ノウム〟は、こちらの力を使用回数分、分減し、〝旧代ウエトウス〟はこちらの時間を倍に引き延ばす。

　何をやっても、どうやっても、こちらは圧倒的に不利だ。

　だが、自分達には、戦う方法がある。それは、

「スポーツってのは、強いヤツが勝つと限らねえんだよ……！」

　これは事実だ。

　どのように強いものでも、試合の組み立てに失敗したり、メンバーの一人が崩れれば全体が崩壊していく事となる。特にこの〝瓦解〟の連中は、

　……個人能力が高いが、連携性が弱え！

　自分達と同じ姿をしているから、連携も完全かと思えば、違う。まるで、さっき知り合ったばかりのような、悪い意味で堅い連携だ。それも、

「主将！　こいつら、スタンドプレーに偏ってます!!」

　その一言に尽きる。

　だからすぐに前に出ようとするし、隙すきとみれば大振りで突っ込んで来る。

　それが解わかれば、対処が出来る。

・犠打命：『姐あねさん！　ちと頼むわ！』





●






　フアナは退避中だった。丘下に配置した主力艦が、聖譜顕装の範囲に入っており、もはや壁としての役目を果たせなくなっていたのだ。

　……危ないところでしたね。

　隆包が防衛ラインを丘の半ばに設定したとしても、〝身堅き節制〟の範囲は広い。主力艦の前から三分の一程を食われ、防御も攻撃も弱体化させられていた。

　救いがあったのは、範囲外からの攻撃は、分減が一回の設定となる事だろう。ゆえに主力艦と防御艦を投棄前提で壁として立て、その後ろ、範囲外から砲撃を行っているが、

「……私が、何でスポーツの説明を」

　隆包の指示は、各部活のスポーツを検索して、ある事を検索しろというものだった。それは、

「──コンパクトな動作」

　どのスポーツにも、必ずあるものだ。動きを小さくすると共に、回転を増やし、高速化する。それで、我先にと焦るような動きの相手に対応するというのだろう。

・ふあな：『でも何故なぜ、私なのですか？』

・ＢＡ３：『タスク量の差ですよ、と』

　それはどういう事か。

・２ｎｄ：『向こうにも〝瓦が解かいのフアナ君〟がいるだろうけど、〝瓦解〟はスタンドプレーが好きなようだ。だから艦隊指揮をほぼ一人で執っている筈はずだね。でもこっちのフアナ君にはフォローがあり、手が空いている。そして現場ではどちらも隆たか包かね君が頑張っている。

　──だったら、隆包君の仕事をフアナ君が行った方が、隆包君が今以上に動ける』

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマの影響下であるならば、処理を軽減したいという事か。スポーツには疎うとい自分が何故、とは考えない。副長がこちらに任せたのだ。己の速度は二分の一になっているが、

「方法、手筈など、全て各員に届けましょう。──今後も宜しく御願いします」
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　隆包は、直後に、皆の周囲に表示枠コルテチエフイルマが送られて来たのを見た。

　自分達だけではない。陸上部も、サッカー部も、テニス部や他の運動系、そして数少ない文系部活にまで、時間短縮の動作や手筈など、纏まとめ、更には絵の説明までつけて来た。

　……早えな！

　普段から情報系の提示や計算処理は早い人だと思っていた。が、得意分野ではない筈の情報まで扱えるとなると、正直、全部活のマネージャーとして房フサ栄エがすげえ欲しがるんじゃねえだろうか。

　そして皆も、副会長がバックアップについている事を理解したらしい。

　送られて来た情報の殆ほとんどは、それらのスポーツを嗜たしなんでいれば、どこかで学ぶものだ。だがそれを見た事で、この戦場でどう戦うべきか、もう充分に連想出来るだろう。

「いいか！」

　言う。

「細かく刻み、次から次へと動き続けろ……！」

　同じ動き。同じ狙ねらいは分減される。バットやミットは一回使うごとにローテーション。走る時は長い距離ではなく、短くフェイントを入れる。そして、

「踏み込め！」

　己の力が失われ、動作が遅くなろうと、房栄の作った〝道〟は万全だ。

　こちらの踏み込みに対して、絶対の力を返してくれる。もしも相手の攻撃が少しでも浮き足だっていたら、こっちが有利となろう。

　他、次から次へと、副会長がアドバイスを送ってくる。更には、

「俺おれの絵も、ちとスローになるが、足場作りにゃ使えるぜ」

　ベラスケスが必要に応じて突撃用のフィールドを描き、支えてくれる。ならば、

「行くぞ！」

　押せ。目の前にいる俺達。あのアルマダで欲しかった勝利を手にした俺達に、

「勝つぞ……！　他の国の連中に、後れを取るなよ！」
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　三征西班牙トレス・エスパニアの対岸となる英国の戦場は、三つに分かれていた。

　一つは、十の盾たて符ふの内、〝瓦が解かい〟のドレイクを中心とした戦場。

　一つは、やはり十の盾符の内、〝瓦解〟のシェイクスピアを中心とした戦場。

　そしてもう一つは、〝瓦解〟の妖精女王を中心とした戦場だった。

　その内、最も動きが大きかったのは、シェイクスピア同士がぶつかる戦場だった。

　一番初めに展開されたのは、水辺だった。〝瓦解〟の文字によって作られた森と湖畔。そこに〝瓦解〟のホーキンスが飛び込み、水を手た繰ぐると、それは〝瓦解〟のシェイクスピアの文字によって加圧され、容易たやすく怒ど濤とうとなった。

「御お伽とぎ噺ばなしですか……!?」

　水は大気に及んだ。上空から〝瓦解〟のキャベンディシュがオベリスクを幾つも投下し、下にいる戦士団達の動きを制限。そこに、オベリスクをガイドレールのようにして〝瓦解〟のベーコンが大おお槌づちを叩たたき込み、更には、

「────！」

〝瓦解〟のハットンが死者を呼び、逃げ場のない英国戦士団に襲いかかった。死者達は持てる武装を最大限に持ち込み、鉄てつ錆さびに満ちた鎧よろいと武器で突進し、全身でぶつかった。

　そして彼らは、鈍いながらも攻撃をただ勢いで繰り返し、不要なものを宙に投げ捨てる。

　宙に舞った鉄錆は、しかし無駄にならない。

　拾い上げるのは、〝瓦解〟のダッドリーだった。瘦やせていない。鉄球も足に着けていない彼女が聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・旧代ウエトウス〟を左手で操作。

　宙に跳ね上げられた鉄錆の刃やいばや打撃武器を、

「……！」

　これもまた、標準体型に近いセシルが、分け与えの加護で直下の戦士団に見舞った。

　もはや戦場は舞台のようなフィールドだ。まるで役者のように、オベリスクの上で二人のジョンソンと二人のウオルシンガムが相あい対たいし、交こう錯さくする。

　四人は高速で激突し、降りしきる鉄錆の間を抜け、

「Shoot!」

　ウオルシンガムが〝瓦が解かい〟のシェイクスピアやハットンに向かって放った光条数発を、〝瓦解〟のダッドリーがインターセプトした。

　右の手に展開した聖術テスタメントサイン、精霊式のラケットを用もちい、快音付きで跳ね返したのだ。

　一進一退ではない。押され、返されている。この状態は、

「……トゥーサンが書きそうな展開だ」

　全体の動きをメモしていたシェイクスピアが嘆息した。
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・眼　鏡：『ジョンソン、あまり動かないでくれる？　メモがとりにくい』

・薬詩人：『攻撃を食らえって事なのかね!?　そうなのかね!?』

・副　長：『なななな仲間割れはやめなさい！　いいいいわね!?　張り倒すわよ!?』

・耳　血：『それ広義の仲間割れじゃないですかね？』





●






　まあいいわ、と、ダッドリーは戦士団の退避指示を出しながら、作り物の森の陰にいるシェイクスピアに問うた。

「何か策があるの？」

「あるも何も、副長が見立てを言うものじゃないかな」

　そうね、と、己は頷うなずいた。シェイクスピアの物言いは、腹が立つところもあるが、妖精女王のやらかしに比べたら脈拍数が上がらない。やはり陛下の刺激は素晴らしい。死ぬなら心臓麻ま痺ひで『死因：陛下』の陛下死よね、と思っているが、最近ちょっと極東系の食事が多く塩分取り過ぎなせいかもしれない。ただ、作家の言う程度の事は、こっちも出来ている。

「ああああ貴女あなたよ、シェイクスピア」

「そうなの──」

　始まりであり、起点だ。この戦場ともいえる舞台。それは、

「〝瓦解〟の貴女が、しでかしているのよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、じゃあ僕が畳もう。そして──」

　と、シェイクスピアが、メモを取っていた表示枠サインフレームを閉じた。

「向こうの僕が隠しているものを、上演させてみようか」
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〝幸運〟の盾たて符ふは、それを見た。

　第二の月の光の下。湖畔に、小さな影が立ったのだ。

〝不運〟のシェイクスピアだった。

　彼女が軽く左右に手を上げ、こう言った。

「語ろう」

　まずは、

「最初に大仰に言おう。──既に僕がこの舞台を支配した。これから君達は敗者を演じ、敗者として散っていく。これは決まりだ。僕が座長だからね」

　じゃあ言おう。と、〝不運〟のシェイクスピアが、こちらのセシルを指さした。

「セシル、幸運の貴女あなたは、政治も上手うまく行き、反女王運動なども起きず、平和な人生を送ってきた。だから過食症にもならず、その体型を保っている。貴女は、これからも平和な人生を歩み、そして女王にその貢こう献けんを賞賛され、看み取とられながら息を引き取るだろう」

　と、彼女が言った瞬間だった。

　不意に音楽が聞こえた。ファンファーレのような、天から降る喇らつ叭ぱの響きだ。そして、

「……！」

〝幸運〟のセシルが、空に光として散った。
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〝不運〟のシェイクスピアは言う。

「ホーキンス、幸運の貴方あなたは、これまで歴史再現として奴ど隷れい商なども行ってきた。黒くろ藻もの獣や草の獣達の遠征手伝いだ。それは三征西班牙トレス・エスパニアに咎とがめられる事もなく、彼らとの付き合いも友好的で、病死する事もなく、ドレイクと共に海を我が物とし続けるだろう」

「キャベンディッシュ、幸運の貴女は、世界一周を初めて為なした人であり、そして多くの艦船を奪い、沈めて富を手にした。二度目の航海も成功に終わり、これからもまた冒険家として名を馳はせて行くだろう」

「ハットン、幸運の貴方は、幼い頃ころからダンスや詩のセンスに優れ、まあＭＣもかなりいいセン言ってる。そして教譜側からの抗議などもなく、英国の首相を務めた後、裕福に暮らし、そして次代へと繫つないでいく役目を得る」

「ベーコン、幸運の貴方は、いや、貴女かな、まあいいや。君は法律に関わり、改派プロテスタントであったがゆえに難しい問題に巻き込まれそうになるが、しかしそれらは円満に済み、女王との誤解やメアリとの確執もなく、良い子に恵まれ生きていく」

　それの言葉と共に、〝幸運〟の彼らが消えた。

　ファンファーレを得て、月光を浴び、流体の光となって空に昇ったのだ。

　完全消去だった。
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　……ここここここれはどういう……!?

　未いまだ、〝瓦が解かい〟のハットンの残した死者達は残っているが、当人は消えた。その仕掛けを、ダッドリーは考えた。これはつまり、演劇術式的に見て、

「で、でで出番の少ないヤツらから消える……！」

・琴人魚：『ちょっとやめて下さい！　私、ハットンやベーコンより出番多いですよ！』

・箒ｎｓ：『私もジョンソンとのオチ芸があるので主張します……！』

・御　鞠：『おいおいお前ら、上で制空権取り合ってんだからあたしを挑発すんなよ？』

　アンタ意外と出番多いじゃないの、と思うが、背後でハットンとベーコンが沈黙しているのは無視する事とする。

　だが、今のはどういう事か。小生意気な作家は、湖の畔ほとりでこう言った。

「言ったろう？　既にこの舞台は僕が支配した。〝幸運〟の僕、〝瓦解〟の僕、まあどうでもいいや、君が作るものは、面白い事に〝不運〟の僕の足元にも及ばない。

　だから僕は、この面白くない舞台を畳んで行っている」

　つまり、

「面白味のないキャストには、その後のエピローグをつけて御退場願ったのさ。

　だって彼らは生きてもいない。──流体で出来た大道具の一種だからね」

　言う。

「舞台上で、脚本家に敵かなうものがいると思わないでね？」
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「待った！　シェイクスピア！　では私やウオルシンガム、そしてダッドリーの〝瓦解〟が残っているのはどういう事だね!?」

　ジョンソンは疑問した。すると同僚の作家は一つ会釈して、

「ジョンソンとウオルシンガムは、あまりこっちとの差がないんだ。ジョンソンは詩人として名を残し、順風満帆な一生を過ごしたからね。何ならエピローグ語ろうか？　多分、向こうと一緒に消えると思うけど」

・副　長：『ああああ貴女あなた、今、悪気一切無しで喋しやべってるわね？』

　多分そうだからこの作家はシャレにならない。だが、彼女は言葉を続けた。

「ウオルシンガムは、王女の番犬としていろいろな連中を粛しゆく清せいして、仕舞いには女王から遠ざけられた。だがウオルシンガムは、それでこそ、と自分の仕事に誇りを持った。これからどうなるかは解わからないけど、ウオルシンガムが不幸ではなかったのは確かだ。だからこれも裁定がちょっと難しい。そしてダッドリーだけど──」

　ああ、と彼女がこちらを見て言った。

「役者には見せ場が必要だろう。相手には聖譜顕装テスタメンタ・アルマ、副長で、そして〝幸運〟だと馬鹿が見ても解る。──脚本家が何もしなくても面白くなるだろう。アドリブで行ってくれる？」
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〝幸運〟のウオルシンガムとジョンソン、そしてダッドリーは連携した。自分達は個々でも強力な存在だが、敵が連携して来ようとしているのだ。だから、

「……!!」

〝幸運〟のジョンソンが瞬間的なドーピングで加速した。立つオベリスクの上で疾駆し、〝不運〟のシェイクスピアに強襲を掛ける。だが、

「Hoooo！　風が語り掛けます！　上手うまい！　上手過ぎるキック……！」

　正に宙を飛び、〝不運〟のジョンソンが膝ひざから激突した。

　当たる。それを弾はじこうとした〝幸運〟のジョンソンが、しかしバランスを崩した。

　死者だった。

〝幸運〟の呼んだ死者ではない。〝不運〟のホーキンスが高速の泳ぎで駆け、〝幸運〟の死者を砕いた道の中、〝不運〟のハットンが作った死者が新しく湧わいたのだ。

　彼らは吠ほえ、〝幸運〟のジョンソンが足場としたオベリスクを倒し、上にいた彼を揺らす。

　だが、バランスを崩した〝幸運〟のジョンソンの遮しや蔽へいの陰で、〝幸運〟のウオルシンガムが、千本薔薇十字Wars of the Rosesを構えていた。

「Shoot……！」

　声を放った。それは砲門から光を呼び、だが、

「見えてるのー！」

　セシルだ。一瞬の判断で、〝不運〟の彼女が光条を捉とらえたのだ。

　光の一撃に懸かけた〝分け与え〟は一瞬だったが、しかし確実に〝幸運〟の一撃が曲がった。

　当たらない。代わりというように、〝不運〟のジョンソンが空中で身を捻ひねる。

　そして空から〝不運〟のキャベンディッシュの落としたオベリスクが八コース分、落下する。

〝不運〟のジョンソンは詩的に言った。第五コースの降る底面を蹴けって加速し、

「──眠れ、私の幸運よ！」

　幸運に対し、上から落とすのは高速の蹴りである。

　当たる。当たった。激音と共に〝幸運〟のジョンソンがオベリスクのトップに背から叩たたきつけられ、そこに今、〝不運〟のジョンソンが足場とした第五コースが落下した。

　圧壊する。砕ける。その手前で、〝不運〟のウオルシンガムが千本薔薇十字を砲撃した。

　彼女の一撃は〝幸運〟のジョンソンを潰つぶした第五コースを貫通し、その向こうにいた〝幸運〟のウオルシンガムに向かう。

　当たる軌道だった。だが、〝幸運〟のウオルシンガムがそれを読んでいた。

　千本薔薇十字を盾として構え、

「Guard!!」

　叫びと破砕は一緒だった。

　寸秒の激音で千本薔薇十字Wars of the Rosesの刃やいば千本が散り、機殻部分が弾はじけ飛ぶ。砲門は折れ、だが〝幸運〟のウオルシンガムは、衝撃を手で押しのけるようにして後ろに飛んだ。しかし、

「だから見えてるの……！」

〝幸運〟のウオルシンガムの全身に対し、上からの打撃を与えたのは、やはり〝不幸〟のセシルだった。彼女は〝分け与え〟の加護を、ピンポイントで与え、更には、

『──！』

　自動人形の後頭部から、手で搔かき捨てるように、一つの小さな姿が剝はがされた。

　二頭身の姿。〝幸運〟のウオルシンガムの本体であり、ＯＳだった。それが宙を転ぶのを、〝不運〟のウオルシンガムが空中で手で拾い、セシルへと投げ渡す。

　状況は明らかに〝不幸〟優勢となる。その時だった。光が走った。

「まだまだよ……!!」

　皆の正面。動いたのは〝幸運〟のダッドリーだ。そして彼女が左の〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟を翳かざした瞬間。流体光の弾けとともに、ある事が生じた。

〝幸運〟のウオルシンガムが散らした千本薔薇十字の刃が、空中で自律したのだ。

　数にして千本。割れて剝がれて数を増やした刃が、

「……！」

　風を巻き、裂波の暴風として不運の皆を襲った。
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　それは〝瓦が解かい〟の刃による切削だった。

　硬化石材のオベリスクは防御の盾にならなかった。

　一瞬で芯しんまで削られ、擦過音をもって柱は虫食いのオブジェと化す。

　ウオルシンガムの千本薔薇十字も、同質である筈はずだが、勢い負けした。

　刃を力として叩たたきつけられ、ガードの外装が吹っ飛ばされ、

『……！』

　こちらの刃は宙に散り、水に落ちた。

　え？　と下の惨状に気付いたキャベンディッシュが上空の艦から声をあげる。

「ィヤあ──！　私の好きな第八コースが！」

「どういうフェチシズムだお前」

　オマリの声とは別に、眼下では暴風が走り、オベリスクの野を洗っていた。

　そして確かに被害は出た。

「ダッドリー！」

　セシルを退避させようとして突き飛ばしたダッドリーが、暴風を受けたのだ。
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〝幸運〟のダッドリーは、相手のミスを悟った。

　今、湖畔で余裕をカマしている〝不幸〟のシェイクスピアは別として、あちらの自分は、セシルを救うべきではなかった。寧むしろ、セシルを盾にするか、彼女が回避出来なくなる事を前提として、〝分け与え〟で刃やいばの風を少しでも落とさせるべきだったのだ。

　だがそうしなかった。ならばこれは戦術のミスだ。

　視界の中、〝不幸〟な自分は、傷ついていた。

　瘦やせ、細くなった身体からだに鉄球をつけ、何のパフォーマンスか。誰だれに見せつけるものか。

　血を零こぼし、傷だらけになっている。衣装も各所切られ、副長として情けない姿だ。

　美しくない。

　だが私は私で美しい。幸運が共にあるとはそういう事だ。

　対し、貴女あなたは何なのか。血を流し、ボロ屑くずとなるべき服を纏まとい、仲間を護まもって損をした貴女は何なのか。

〝不幸〟と、そう言うべきだろう。ゆえにこちらは幸運続行のため、刃の風を回す。こちらの後ろを通し、加速を付けて今度こそ一気に刻む。

　行く。

　その時、己は見た。相手の右手に、一本の流体ラケットが握られているのを、だ。
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「──ままま全く、なな情けないわね。過信したわ」

〝瓦が解かい〟の刃が迫るのを目前として、ダッドリーがそう言うのを、セシルは聞いた。

「あああのくらい、右手一本で全部リターン出来ると思っていたのにね」

　そうだ。彼女は今、あの防風を〝弾はじいた〟のだ。だからその程度の負傷で済んだ。

「ダッドリー」

　Ｔｅｓテスタメント．、と相方は頷うなずいた。そして彼女の足元で金属音が響いた。

　鉄球の足あし枷かせを、ダッドリーが外したのだ。

　……うわ。

　ダッドリーがこちらを見て、微笑した。それは、瘦せ細り、目の力だけが強く、顔の皺しわを強調するようなものだったが、

　……きれい。

　己はそう思った。だから、

「セシル。……足枷を外した事、へへへ陛下には内緒よ？」

　彼女の言葉に、自分は全身を下に振った。すると相方は、微笑を力ない笑みに変え、

「────」

　行った。
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　瞬間だった。

　ジョンソンの目は、それを見た。

　無数のオベリスクの上。広がる水面の上。風ふう刃じんの前、そこにダッドリーの姿が一斉に現れ、

「実像分身！」

　数にして十一。僅わずか一瞬の事だが、

「〝解放の喜び〟」

　ダッドリーの言葉をもって、両手に振られたラケットが、豪風の刃やいばを爆砕した。

　それは砕け、桜吹雪ふぶきのように散り、その中央で副長が加速した。

　敵。〝幸運〟の彼女へと、〝不運〟の彼女が一瞬で飛び込んだ。

　打つ。その直前、声がした。頭上、グラニュエール同士で戦闘を続けるオマリから、

『上だ……！』

　飛び込むダッドリーと、迎える〝瓦が解かい〟のダッドリーの間に、土下座が落ちた。

〝瓦解〟のハワードによる、フォールダウン土下座であった。
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　全ての判断は、変化と継続だった。

〝幸運〟のダッドリーは、〝幸運〟のハワードによるフォールダウン土下座を、敵に対するインターセプトになると判断した。

　一方〝不運〟のダッドリーは、己の思いを変えなかった。ラケットを左右で統合し、デカラケットにすると、全力で振りかぶったのだ。

　対する〝幸運〟が叫んだ。

「違法よ……！」

　土下座、尊重すべし。しかし、皆の目は見た。

　こちらの土下座と〝不運〟のダッドリーの間にある地面が、割れているのだ。

〝迫せり〟の仕掛けだ。そしてその上に、駆動音を付けて上がってくるのは、

「予約土下座よ……！」

〝不運〟のダッドリーの言葉通りのものが、〝不運〟のハワードによって表現されていた。

　予約土下座。その土下座は、つまり、〝こうなる運命〟の待ち技であった。

　フォールダウン土下座は飛び込み技。待ち技対空カウンターである予約土下座に判定負けした〝幸運〟のハワードが流体に砕け散り、〝幸運〟のダッドリーが息を詰めた瞬間。ダメ押しが来た。

　ニコラス・ベーコンだった。

　宙に叩たたき込んだ国王の印が、この場に〝英国〟の文字を確かに記しるす。

　この時、ここは舞台ではない。〝英国〟だ。ならば、

「英国副長！　ロバート・ダッドリー！　ここにありや……！」

〝不運〟の言葉と共に、デカラケットの一発が叩き込まれた。

　全力のサービスエースだった。





●






　散った。勝った。そういうべきだろう、とシェイクスピアは思った。

　……やはりダッドリーを組み込んで正解だった。凄すごく面白かった！

　演者のアドリブを自画自賛してしまうが、正直、あそこまでやるとは思わなかった。

　ダッドリーは指揮系の副長で、本人の戦闘能力は低い。これは彼女自身の言でもあり、実際でもあろう。だが、

　……妖精女王に救い出されて、彼女を護まもろうと思わない訳が無い。

　だから、窮地に放り込んでやった。結果として見られたのは、荒技だ。あの実像分身が発揮されたのは僅わずか一秒あまり、突撃の時には失速していて、だからラケットを合わせてフルスイングしたのだ。

　奇襲の一発にしか使えないだろう。しかし、

「……二桁けた超えの実像分身なんて、一瞬とはいえ、聞いた事もない」

〝幸運〟のダッドリーが、もしもその素質に自ら気付いていたならば、この力を発揮していたのだろうか。

　だが〝幸運〟である以上、彼女は、妖精女王に認められても、救われるシチュエーションには至る事がない。

　難しいなあ、と思いながら、己は歩き出した。

　湖畔から湖で、しかし水の上を己の舞台として歩きながら、前を見る。

　すると、対岸の森の中に、自分がいた。六枚翼の、〝瓦が解かい〟の己だ。
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「さあ、批評をしようか」

　シェイクスピアは言葉を投げた。〝瓦解〟の自分に対し、両の手を広げ、

「君は思っている筈はずだね。何故なぜ、自分の演劇術式が乗っ取られたのかと。

　だってこれは、──四大悲劇を合成させた、巨大なオリジナル演劇なのに、と」

　そうだ。湖畔。森。どれも英国に親しく、自分の劇にはよく出てくるものだ。

　特に史劇の要素を持つものには多く、つまり四大悲劇はここを舞台に出来る。

「だけど、さ」

　己は言った。

「──シェイクスピアは後年に悲劇を書くのをやめるんだよね」

　これは事実だ。

　四大悲劇をものにした後、シェイクスピアは、贖しよく罪ざいや許しをテーマとした内容に打ち込み、作家人生を終えるまで、その作風を貫いた。

　だからさ、と己は言った。

「──僕は、襲名とかじゃなくて、本当の意味で、そこに行くつもりなんだ」
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　ジョンソンは、水に浸つかりながら、シェイクスピアの言葉を聞いた。

　……才能ある作家が、成功に浸らず、歴史再現に頼らず、〝次〟へ行くのか。

　四大悲劇だけで充分だろう。

　そして〝先〟を望むとすれば、キャリアとしては早過ぎる。だから〝瓦が解かい〟の彼女も、四大悲劇を今の自分にとって最高のものとして出したのだ。だが、

「僕は先に行くよ。君はどうなんだ？　君は成功で、幸運で、だけど僕にとっては──、後ろからついてくる僕だ」

〝幸運〟では駄目だと彼女は言っている。それでは〝先を行く〟作家に飲まれるだけだ、と。

　つまり、新しく生まれるものは、幸運すら過去として内包している。それゆえ、

「たとえ僕が不幸だとしても、共に来ない君は僕に勝てない」

　更に、とシェイクスピアが言った。笑みで、頷うなずき、こう言った。

「それでは、〝私〟も我慢出来ないだろう？」

　告げた。その先で、〝瓦解〟のシェイクスピアが動いた。

　彼女もまた、頷き、苦笑したのだ。

　直後。全てが散った。周囲の森も、湖畔も、〝瓦解〟の何もかも。流体光として空に散り、頭上では、

『そこだ……！』

　この演劇術式によって、補助を得ていたのだろう。〝瓦解〟のオマリが操るグラニュエールが操艦を乱した処ところに、キャベンディッシュの砲撃援護を受けたオマリのグラニュエールが、その艦首を側そく舷げんから突き刺した。

　爆発は起きない。ただ、砕ける軋きしみの音がして、空に莫大な流体光が散っただけだ。

　一瞬だけ、支えを失ったグラニュエールが失速するが、落ちはしない。

　……これで勝利か……！

　だが皆、相当に疲労している。シェイクスピアも、組み立て式の椅子を白衣の裏から出して一息を吐いていた。

　そんな彼女に、浸つかっていた水の濡ぬれもない事を笑いながら、己は問うた。

「おやおや、他の皆を〝語り〟で助けないのかい？」

「あっちは大丈夫だよ。それこそ、正面勝負でカタがつくと読めてたからね。

　……気になるのは、妖精女王だ」

　ああ、と己は頷うなずいた。

「Lady、付き合いがいいからねえ」
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「演劇側は終わったか。アイツら、こっちを心配してねえだろうなあ」

　嘆息が響く。英国の、三つの戦場。その一つだ。

「二度ネタだよな」

　と言うのはドレイクだった。

　彼は息をついて前を見る。

　正面にいるのは自分だ。背に羽が生えているのはギャグだろうか。

　……ライオンに翼生やしてるのは、ベネツィアの紋章だよな。

　狼おおかみに翼は聞いた事が無い。
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・現役娘：『まあ！　よく考えたら、私の〝瓦が解かい〟は、私に六枚翼なんて、大天使のようですわ！　私、遂に天上モードに入られますのね！』

・銀　狼：『あら、その時は私もですのね。我が王、どう思いますの？』

・俺　　：『ちょっと衣装考えてえな！　あの布のドパっとした隙すき間まの多いヤツ！』

・黒　狼：『あ、あのっ、私も！　私もですの！』

・十ＺＯ：『……そこの御家庭、条件如何いかんでストッパーが不在で御座らぬかな？』





●






　二度ネタだ、とドレイクは、もう一人の自分に言った。

「あのな？　その右手にある〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・旧代ウエトウス〟な？　既に二回、攻略されてんだよ」

　武蔵むさしが英国にやってきて、三征西班牙トレス・エスパニアが乗り込んで来た時だ。あれから、対策なり、シミュレートなり、しなかった自分達ではない。そして最適解は何かと言えば、

「ここに、M.H.R.R.神聖ローマ帝国副長である柴しば田た・勝かつ家いえに対して、手数の多彩さで押したのがいる」

　ウオルター・ローリーだ。

　そしてウオルターの前に、やはり〝瓦解〟のウオルターがいる。

　他の連中は、他の連中で、楽しくやってるのだろう。こっちは男二人というか四人だ。

「まあ、仲良くやっか」

　ウオルターと己は、位置を入れ替える。

　ウオルターが〝瓦が解かい〟の自分と相あい対たいし、己は〝瓦解〟のウオルターと当たる。

　袖そでをまくって身構えると、〝瓦解〟の二人が、同じように身構えた。特に〝瓦解〟の自分は、ウオルターが相手になると想定してなかったようだ。だが、

「諦あきらめろ」

　己は言った。

「お前じゃあ、ウオルターに対して、絶対に勝てない理由がある」

　そして、と、自分は〝瓦解〟のウオルターを見た。口を開き、

「お前じゃあ、俺おれに対して、絶対に勝てない理由がある」

　は？　という顔を、相手二人がした。だが構わなかった。既にこちらのウオルターが前に出ているのだ。ならば、

「どっちが速いか、勝負すっか」

　自分も前に出た。解り切った勝負を、しかし結果を出すために行く。
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　何とも、と呟つぶやきが生じた。

「〝幸運〟の盾たて符ふの、大半が敗北したか。……演劇で陣を張った戦術が失敗だったのだろうな」

　と、〝幸運〟のエリザベスは現状を感想する。

　今、目の前にいるのは、不幸を許容している自分だった。

　己は今まで何もかも成功し、達成してきた。それに対し、劣っていると、そう言える相手だという事は解わかっている。

　だが自分は、聡そう明めいなので、一つの事実を推測している。この相手は、自分よりも、不屈であったのだろうと。

　自分は恐らく、挫くじけた後も立ち直れるだろう。何事も達成してきたのだ。一回挫けたくらいで立ち直れなくなるのは勿もつ体たいないし、意味が無い。

　やり直せば良い。

　しかし目の前の自分は、そういうものが何度あったのだろうか。一回限定という筈はずは無いだろうから、大なり小なり、いろいろあった筈だ。

　つまり能力は自分が上。装備などもこちらが上。

　だがメンタルや、経験では向こうが上と、そういう事だ。

　自分は幸いだと思う。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマも左右共に使えるなど、幸いの極みだ。

〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・新代ノウム〟は、旧代ウエトウスとは左右が逆の効果を持つ。左が正義への行動制限、右が武装などのコントロールだ。

　両腕を装備している自分は、左右の手に王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを持ち、宙に二型を操作する。

　一型がメイン武器だ。二刀が格好良い。

　王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを引き抜いた時、共に得た一型だ。

　姉が賞賛してくれた。

　姉はいい人だ。

　こちらの理解者で、諸処問題あって難しい襲名をしながら、補佐を務めてくれる。

　しかし、今、対する相手は、二型だけだ。

　そして彼女は、こちらに対しての行動を制限される。

　実際、されている。が、

　……何だ？

　不思議な事がある。

　相手に、こちらの攻撃が当たらないのだ。
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　回避は、行動制限の範はん疇ちゆうに入る。すぐに確定し、同じ動きが出来なくなる筈はずだ。

　だが、何だろうか。

　この相手は、こちらの二刀を避け、翻ひるがえって外し続ける。

　既に彼女の衣装は、スカートなどを裂いているというのに、その肌に傷つける事が一切出来ていない。

　無論、こちらも攻撃を受けていない。

　もう一人の自分が、攻撃をしてこないからだ。しかし、

「────」

　両の一型も、飛ひ翔しようする二型も、何故なぜか相手を傷つける事が出来ない。

　何故だ。何故、当たらない。

「不思議か」

　いきなり問われた。彼女が、目の前で身を回し、二型の攻撃をターンで避けて言った。

「別に、私自身が〝英国〟だから、英国の正義に逆らってはいないとか、そのような雑な仕掛けではないぞ」

　言われた。ならば、

　……何故？

「解わからないか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じた。声を出した。言葉を発する事は、己の存在を世界に記録させる事。この、不幸の世界に己を記録するのは、自分が不幸になるようで避けたかったが、

「────」

　何故、と問うた先。相手が微笑した。

「貴様の世界では、姉は、幸せなのだな」
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　エリザベスは理解した。やはりそうなのだと。

〝瓦が解かい〟の世界では、姉と自分は、仲良くやっていて、多分、姉には苦労があるのだろうけど、それはこちらが苦に思わない程度になっているのだ。

　ならば、己が悔いたり、ものを思う事は、目の前の自分には起きていない。

　言おう。

「私の大事な存在が、役目によって多量の人を殺あやめた。──その数、三百人だ」

「────」

　貴様には、言っておく。

「その事実を聞いた時、役目として必要な事と自分を納得させながら、苛いら立だった。

　しかし苛立ちの意味が解わからなかった私は、三百人の霊を大法官に呼び出させ、その人が、如何いかに正当な立ち会いをしたのか、知った」

　知っていたとも。

「だがかつての私にとって、それを認める事は、負けだった」
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　穢けがれた話だ。目の前の自分にはあり得ない事だろう。

　しかし事実だ。

「私は、その人の剣を、三百人から学んだ。──三百人、疲労も何も無視してただ相手の名誉のために向かい合った人がいたのだ。殺された者達は、皆、その人に感謝をしていた。

　自分達は、英国の礎いしずえとして、確かな事をしたのだと」

　どうだ。

「私は〝英国〟か？」

　笑う。

「そうだろうな。私は〝英国〟だ。だが、そうではない〝英国〟もある。その時に気付けば良かったが、私はそれをせず、剣を学んだ」

　三百だ。

「基準は三百。三百の相手を切り続け、そして、その人以上であるため、傷を一切受けずに三百の回避を立ち回る」

「────」

　言葉を失うな。貴様とて、出来る事だ。

　ただその機会が無かっただけだが、な。

「この三百の動作は一動作だ。そして入りが違えば違う動作だ。最後に攻撃を失敗してやろうとは思うが、──さて、何処どこまで耐えられる？」

　笑いが出る。

「私の穢れこそが、これから私の穢れを祓はらう！　私ではない〝英国〟を生み、次代とする人に、この無傷の三百を献ささげよう!!」

　言って、初めて王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを抜いた。

「聞かせてくれ。──私の得られなかった幸いの時を、な」
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　ドレイクは身震いを感じた。

　……妖精女王が、アゲたな？

　自分の方では、決着がついたばかりのタイミングだった。

　そこに、妖精女王が動いた気配が届いた。

　明らかに、彼女はこちらが結果を出すのを待っていた。最後のトリは自分だとするために、己とウオルターが勝負をつけるまで動かなかったのだ。

　そんな空気がじっと伝わってきていたから、こちらは急いだ。そして、

「やってやったぜ。前座の終了だ」

〝瓦が解かい〟の自分が、ウオルターの重力刀で、思った以上の結果になっている。

　両肩の切断。それも肘ひじを断たれ、鎖骨を重力刀で縫い止められた上での両断だった。更に膝ひざを割った上で、腿ももと臑すねを縦に貫通するよう、重力刀を差し込まれている。

　重力刀は万全の切断力を持つ筈はずだが、その切断性でバランスを取るという、極東の侍ならばこそ出来る芸当だろうか。結果、もう一人の己は、倒れていない。

　その上で、胸部に、ウオルターのシンボルとも言える大重力刀が突き刺さっていた。

　明らかに心臓を割っていた。

　……容赦ねえなあ。

　以前、ウオルターとの相あい対たいを武蔵むさし副長が凌しのいで逃げていったと聞いた時は、本音として賞賛したものだった。

　ウオルターは、完全近接系。間合いを詰める技や、リーチの長い大重力刀は、近接に持ち込むための手段であり、そこからの補助やとどめとなるものだ。

　近接にて、相手の攻撃を手数で塞ふさいで詰め切る。

　得え物ものや武装は違うが、伊達だて家けの副長が似ているだろうか。

　そのウオルターに位置取りで勝り、手数を受けずに回避してのけたのが武蔵副長だ。天然か才覚かは解わからないが、以後、気になっているようで、

　……わざわざノヴゴロドまで、援護に行ったよなあ。

　そこで柴しば田た・勝かつ家いえを追い詰めつつ、基準を超えたタフぶりに下がらざるを得なかった。

　そして技術を磨き直し、ここにいるのだ。

「幸運で、全部上手うまく行ってたら、そうはならねえよ」

　一瞬で全ての重力刀を引き抜き、収めたウオルターの正面。もう一人の己が膝をついた。

　両腕は既に流体光に消えている。だが〝瓦解〟の自分の顔が、ウオルターに向き、

「────」

　何かを言おうとして、無理だった。

　全身が、ぶちまけるように流体の欠片かけらと散った。そして己も、

「まあ、そういう事だ」

　正面を見ると、そこに、〝瓦解〟のウオルターがいた。

　相対する自分は、かなりやられていた。腕や胸に重力刀が突き刺さったままで、彼のシンボルである大重力刀は、右の脇わき腹ばらに突き刺さっている。だが、

「まあ、このくらい、俺おれの治癒能力だと、三日ってとこだな」

　相手はそうもいかない。

〝瓦が解かい〟のウオルターは、両の腕を捻ひねり砕かれ、左の肩から胸が、やはり砕けていた。

　立てない。出血と負傷で、既にショック状態になっている。だが膝ひざを着かないのは、己が彼の下腕を握り潰つぶしながらも支えているからだ。

「解わかるか？」

　自分は言った。

「俺が、聖譜顕装テスタメンタ・アルマを、持ってねえからだ」
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　ドレイクは、相あい対たいした時から、結果を読んでいた。

　……聖譜顕装だ。

　聖譜顕装〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア〟は、手てつ甲こう型だ。強力な聖譜顕装だが、片手が塞ふさがる。握ってグリップするにはいいが、攻撃動作など、細かい動きは無理だ。つまり、叩たたきつけたり、爪そう部ぶでの攻撃は出来るが、実際の手を用いたような細かい攻撃に使えない。

　片手が不備な状態で、ウオルターに相あい対たいするのは、無理がある。

　幾ら相手に同じ動作をさせないと言っても、ウオルターは立たち花ばな・誾ぎん同様の達人だ。そして自分は、かつて〝巨きなる正義〟で片手を埋めて、立花・誾に後れをとった。

　ただ、あちらの自分は、立花・誾に勝ったのだろう。だがどうやって？

　……バナナの皮が落ちてなかったんだろうさ。

　聖譜顕装に頼った己が、今のウオルターに勝てる訳が無い。

　そしてこちらの相対も、同様だ。

　ここまでのキャリアで勝ち続けてきたとしたら、このウオルターは、柴しば田たに勝っている。

　だが現実のウオルターは、柴田のタフ振りに後れを取った。

　この〝瓦解〟のウオルターは、柴田のタフさを超えたと、そう言っていいだろう。

　だが、相手の耐久度を苦戦もせずに攻略するには、それこそ桁けた外はずれの実力差か、持久戦となる前に一発ノックアウトの幸運が必要だろう。

　後者だと、そう判断した。

　ウオルターの武器で、柴田を一発で倒すとしたら、大重力刀だ。

　決まりだ。

　相手がそれを持ち出したならば、覚悟の上で食らう。そして踏み込み、捕らえるのだ。

　そうしてやった。

　そうした上で、圧力を叩き込んだ。

　両の手をホールドし、深く嚙かみ付き、そこから〝狼砲ウオークライ〟を放ったのだ。

「負けるのも意味があるって事だ」

　かつて攻略されていなかったら、読めなかっただろう。そして相手が〝幸運〟であるがゆえに、何が足りないか、読み切る事が出来た。

　両手を離す。捨てるようにすると、〝瓦が解かい〟のウオルターが文字通り崩れた。こちらに突き刺さっていた重力刀も消え、

「……傷口は消えねえか」

　血が零こぼれる。勿もつ体たいねえ。だが武蔵むさしの鶏とり肉にくとか、立たち花ばな・誾ぎんを相手にした時より軽傷だ。

「おい、ウオルター」

　振り向いた同僚が、女王の戦場を指さすのに対し、己は手を前後に振る。身体からだの周囲に治療術式の表示枠サインフレームが出ているのを確認しながら、

「今度、サシで試合してみっか。──って何だよお前。結構いい顔で笑うじゃねえか」

　まあいい。

「さて……！　そろそろ決着ついたところもあるんじゃねえか？　妖精女王はまだじっくりやってるみてえだけど──」

　言うなり、遠く、声の群が聞こえた。戦いの響きではない。あれは、

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ側……、何が起きてやがる!?」
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　……英国勢は派手でいいね……！

　というのが、景かげ勝かつの感想だった。

　こちらはというと、さっきから地面に倒れている。

　空が見え、でもよく考えると、これは〝道〟上なので、地球に対しては垂直の始点なのだ。だから見上げているというよりも、水平を見ている？　どうだろうなあ。宇宙って面白いよなあ。今度は天文台を作ろうか。でも税金はどうしようか。じゃあやっぱり最も上がみから冬場も耕作可能な施設を導入しよう。それがいい！

「おい景勝」

「何だマルファ、今、我は、最上から無限に食料を得る手段を思案しているのだ」

「ククク、野生の誇りを失った獣を飼い慣らすだけでは駄目か……！」

「ああ、獣の悲鳴は堪えられん！」

　本当に堪えられないから、なるべく郊外でやって欲しいんだけど、こういうのは偽善かなあ。どうであるかなあ。ただまあ、

「何だマルファ、話を続けるといい」

「ああ、先程から私達が倒れてるのは、やはりアレか。聖譜顕装テスタメンタ・アルマか」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだ。〝肩越しの希望ブラキウム・スペス〟新代ノウムと旧代ウエトウス、あれらのせいだな。──平和であるがごとに、勝利を得る。そういう強制平和武装だ」

　どういう事か。新代と旧代の二つの組み合わせによるが、

「使用者が、平和である事をアピールするたびに、相手は敗北する」

　自分達は、つまり、相手の平和アピールによって叩たたき伏せられたのだ。

　そして今、朝とも信のぶがまた動こうとしている。鍾しよう馗きの屛びよう風ぶ刀とうを杖つえのようにして立ち上がり、

「景勝様！　しかしこのままでは我ら敗北のまま！　武蔵むさし勢との約束のため、何とかせねばなりますまい！」

「行くのか朝信」

　大丈夫であるかなあ。怪我けがだけはしないで欲しいものであるが、

「──では私めが、〝瓦が解かい〟の姿に一刀を……！」

　と、朝信が立ち上がった。屛風刀を背後に振り、その戻りを反動として、

「いざ……！」
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　本ほん庄じようは、地面に仰向けに倒れていたため、朝信が瞬殺されるのを確認出来た。

「ぐあああああああ！」

　立ち上がり、一歩も前に踏み込めぬまま、不可視の力で地面に叩きつけられたのだ。屛風刀が派手な金属音を立てて倒れるが、自傷していないだろうかと少し心配になる。だが、

「大丈夫であるか！」

　問うた先、朝信の声が聞こえた。それは、彼の息を切らした声で、

「恐るべし、〝肩越しの希望〟……！」

　確かにそうである、と自分は思った。

　正直、旧代の方だけだったら、効果が〝与えられた力を別の方向に転向する〟という位相防御系で、このタイプの武装としてはよくあるものだ。上越露西亜スヴイエート・ルーシでも、大規模な整地や除雪を行う際に、〝平面でも地滑りを起こす〟ために活用されるのだ。

　……聖譜顕装テスタメンタ・アルマの平和利用とは、景勝様らしいな……。

　だが問題は、〝肩越しの希望・新代〟だ。何が問題かというと、

「あの聖譜顕装、上越露西亜ではマルファが使い手だが、使用したのを見た事が無いな」

「フ、当たり前だ。上越露西亜は恐怖と力の支配する魔人族の国。平和のアピールなどとそのようなものが行える訳が無い」

「ああ、まあ、そうであるな」

　何となく棒読みになりながら、先週に動物園の新年フェアのポスター撮影で思い切りセンター張ってたのは彼女だったよな、とか思い出す。

　そして自分は、視線を動かして確認した。

　敵。〝瓦が解かい〟の自分達が、こちらを打ち倒すためにどのような平和アピールを繰り出しているかを、だ。
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　カフェだった。

　本ほん庄じようの視界の中、幾つもの装飾豊かなテーブルセットが置かれ、給仕達が動き、各テーブルに菓子や軽食、飲み物をサーブしている。

〝瓦解〟の戦士団は、誰だれも彼も武装を横に置き、装甲もハンガーや臨時のクロークに預け、歓談をしていた。それも大半が、男女一組ずつだ。

　男と女が、笑って、お互いの話を聞き、認め、時に共通の話題で盛り上がり、時に相手しか知っていない事を片方が聞き、深く知る。その遣り取りを行いながら、話題がなくなると手元の菓子や、昔話に興じるのだ。

　そして、時にはお互いの手を取り、身を寄せ、近くにやってきた〝瓦解〟の平和の鳩はとや〝瓦解〟の平和の子犬達を愛めでる。

　更には、彼らの向こうには、〝道〟の脇わきにある麦畑を刈り取って作られた広場があった。

　歓談に充分を感じた男女は、手を取り合ってそちらに行き、軽く羽根突きや球技を楽しんだり、空の星を眺め、語り合っている。

　……これは──。

　平和の一斉攻撃であった。

　実弾として明らかに供給過剰。戦場でいえば、立ち上がった瞬間に上半身が消えているような、そんな弾幕以上の〝壁〟だ。

　即死術式の結界と言っていい。

　だが自分は見ていた。平和攻撃を常時展開する彼らの手前、最前線にいるのは、

「やはり……！」

〝瓦解〟の景かげ勝かつと、〝瓦解〟のマルファであった。

　二人はティーセットをお互いに眺め、笑い、手を伸ばし合い、

「────」

　何をするのかと思わず顔を上げたため、平和の直撃を食らって己は地面を三回転がった。

　直撃であった。
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　マルファは、それを見ていた。

〝瓦解〟の景勝が、〝瓦解〟のこちらの髪に手で触れ、零こぼすようにその質を確かめ、

「────」

　褒めたのだ。そして〝瓦が解かい〟の自分は、頰ほおを静脈の色に染め、恥じて、

「────」

　彼の手に頰を寄せた。

「何と……！」

　馬鹿な。あんな事を自分がするものか。我は魔神族。王侯階級の女だ。それが恐怖や力ではなく、あのような媚こびた態度を見せるとは、

　……超───────々─────────羨うらやま────しい────────────！

　思わずロングレンジで叫んでしまったが、表に出さなければいいだろう。そう、表に出さなければいいのだ。表に。

　表に出してる連中というか自分が目の前にいて超悔しい。

　……あ──！

　何か内心で子供のようにじたばたしている。というかちょっと待て、私、その手にした菓子を、おいおいおいおいおいおいおい、景勝も受けるな、口を開けて、あ────、恥を！　恥を！　ああああああああ！　指ナメとかああああ！　オイイイイイイイイイイイイイイ！

　あいつら全員殺してやろうかと、本気で思ったがまた朝とも信のぶが気合いを入れて立ち上がって吹っ飛んだ。

　しかし、ふと、この状況を正座で眺めている馬鹿がいた。

　直なお江えだ。
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　マルファは、直江を見た。

　愛の兜かぶとを被かぶったＴシャツ短パンは、冬の上越露西亜スヴイエート・ルーシでもハートアタックパワーで大丈夫らしくつまり変態なのだが、今回、動いてない割に一発も食らってない。

　相手の平和攻撃を、受け入れているという事だろうか。その辺りが気になって、

「おい、直江、──貴様、軍師でもあろう。何か策を出せ。そうでなければ、我々はこのまま敗北するぞ」

「ああ、Ｔｅｓテスタメント．、マルファくぅん。それについてぼぉくは思うんだけどねえ？」

　言われた。

「これ、あっちも動けないから、これでいいんじゃないかなあ？」
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　景かげ勝かつは、考えた。

　……どうであろうか。

　自分達の役目は、〝瓦が解かい〟の勢力を、下の〝道〟に届かせない事だ。

　だが自分達の〝瓦解〟は、こちらを倒すために聖譜顕装テスタメンタ・アルマを用い、平和アピールをせねばならない。そしてこの平和アピールは、この丘上から動けないものである。

　……んン？

　戦術的に見ればどうであろうか。否、これは充分ありなのだ。彼らは動けないが、それはまた、こちらを釘くぎ付づけにしているという事でもある。

　魔神族という最大級の個人戦力が、ここから動けないのだ。

　そして直なお江えが、こう言った。

「動けないなら、どぉうかなあ？　──敵対してる意味って、あるのかなあ」
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〝幸運〟の景かげ勝かつは、〝不幸〟の自分が立ち上がったのを見た。

　……おや。

　これまで、もう一人の自分達は、こちらに抗あらがおうとして、打ち倒されていた。

　……やめた方がいいのであるよ！

　そうだ。この〝肩越しの希望ブラキウム・スペス〟新代ノウムと旧代ウエトウスの組み合わせには、戦意が効かない。

　素晴らしい聖譜顕装だ。慈愛と尊重、そこから希望は生まれるのだ。人々はこの力の前で素直になり、もし諍いさかいがあったとしても、お互いの距離をもち、適切に振る舞える。

　そして今、〝不幸〟の自分とマルファが立ち上がった。

　どうするのであるか、と思った時。もう一人の自分が言った。

「フ、我ら上越露西亜スヴイエート・ルーシの土地にて封印していた聖譜顕装、見事な脅威としての活用だ」

　聞こえた言葉に、己は頷うなずく。

「ハハハ、恐れを成したか……！　我が上越露西亜、恐怖や力など、既に恒常として持つもの。ならば平和というものを、手中に収め、使いこなしてやっているのだ……！」

　この言い訳を思いついたのが、人生最大の幸運だった気がする。

　そしてこちらのマルファが、椅子を寄せ、肘ひじに手を絡めてきた。

「ハハ、この淫いん猥わいたる下げ卑びた何もかも！　これが平和と、人類は何と愚かか！　我ら魔神族、恐怖と力に並べるは、この卑俗な畏い怖ふであろう！」

　その言葉に、平和の鳩はとがやってきて、マルファの肩に止まる。

　……平和だ……。

　いい。

　凄すごくいい。この時間が永遠に続けばいい。

　しかし、〝不幸〟の自分達がいる。彼らは敵だ。ここから何か、策を出すだろう。それは、

「フ、いいか、〝幸運〟と幸いに満ちた我らよ」

　もう一人の自分が言った。

「──そのような平和攻撃、我々の方でも会得しているのである。それは心の中に秘め、常に隠しながら育はぐくんだもの。──今こそそれを見せようぞ！」

「やるか、〝不幸〟の我らよ！」

　己はマルファと共に、もう一人の自分に右の親指を上げた。

「よくぞ吠ほえた！　魔神族にとって最も危険な領域に踏み込むか！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　貴様らの幸福話、茶菓子の興として聞かせて貰もらおう」

　……ああ！

　いいなあ！　そうだ！　我はずっと、不幸だったかも知れない。武蔵むさし総長と言う友人は出来たけれども、我自身やマルファの何もかもを話せる存在がいなかったのである。

　それが今、目の前にいる。

　我は幸運である。

「──下げ衆すのテーブルセットを倍用意せよ！　どちらが優れているか不幸と勝負だ！」

　応じるように、皆が手元の飲み物や、花を掲げた。上越露西亜スヴイエート・ルーシならこう言うべきだ。

「挨プリ──拶ヴエート……!!」

　ああ。

「──ようこそ不幸の者どもよ！」
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　正まさ純ずみは、浅あさ間まが通神用の表示枠サインフレームを展開するなり手を上げるのを見た。彼女は、大おお久く保ぼと竹たけ中なかにそれを転送しながら、

「上越露西亜が、〝瓦が解かい〟の上越露西亜と全面対決に入ったそうです。お互い、魔神族の禁きん忌きの技を出し、一歩も動かぬ状態で技と力を叩たたきつけ合っているとか」

「おおおう、景かげ勝かつの野郎、派手にやってんのか！」

「魔神族のトップクラスの戦闘となると、見ただけで呪のろわれそうだな……」

　ですわね、とミトツダイラがメアリと共に頷うなずく。

「あの、寒々しいホールで見せた麾き下かに対する体罰、恐ろしい教導院でしたわ」

「あれだけ厳しい方が、本気で禁忌の技を出し合っていると言うのですね……」

「あ、じゃあ、そっちと擦れ違う時、視界に入れないように結界を作っておきますね」

　だとすれば、とりあえずは安心か。上越露西亜とは、あまり本格的に話し合った経験がないなあ、と思うが、

「──とりあえずこれで、妖精女王を除き、英国、上越露西亜のラインは押さえが利いたのか」

「あの、うちの妹は──」

　どうだろう、と己は思った。妖精女王には、一つ気掛かりな処ところがある。

　……あいつ、身内については内面かなり甘いんだよなー……。

〝瓦が解かい〟の彼女は、彼女にとっての身内だろうか。







[image: 第八十一章『未来の勝利者』]
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　切った。

　弾はじけば火花が散り、そういう武器だったのだと思い知る。

　三百。まだ五十二だ。程遠い。

　切って、避けて、前に出て突いて抜いて、かわして肩から当たって、

「どうした」

　二型が飛んでくる。そういう使い方もあったか。だが切る。

　今ここは、自分と姉が重なっている時間だ。

　切る。切る。切っていく。横から。上から。上から突き刺すようにして、おい、何だ、スカートが裂けた程度で驚くな。私のはもうそうなっているから下段で跳ね上げる。

　まだ八十一。右からの振り下ろしによる連撃を重ね、回るようにして左を連続し、打ち払って、更に逆手に持ち替えて加速し百七。百八は煩悩の数というのはミルトンだったか。あいつも第四階層の畑をつついてないで、オクスフォードの花壇でもつつかせねば。

　百十五。ここでタメる。そして一気に、おお、そちらも来るか。面白い。打って打って、手に響かせて回して跳ねて手を打つぞ打つぞ打つぞよく気付いたな本命は首だしかし二型がよく防いで百五十一。

　いいな。ひどく安心感がある。だが振っていて、軌道が私の好みと合わない時がある。

　姉の身体からだに合わせた剣術だ。

　髪は重く揺れ、デカい胸は正直邪魔だ。だが動きの中に姉がいて、百八十九を超え、ああ、もういいや、既に重なっているのだ。

　果たす。

　二百──、三でいい。これが九十九になったら、次は失敗だ。

　打つ。火花が散る。それを潜くぐって、常に正対するのが礼儀だ。背は見せない。切って払って、前に出てまた跳ね上げて、三十一、切って三十二、そこから回して持ち替えながら跳ね上げ続けて四十一、そして四十二、続けて四十三、四、五、六、七、切り替えて九、十。五十一でまたターンして正対して、二、三、四、五、六、七、八、九、放って十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九──、ここで外して、

「──次の〝一撃〟、行くぞ」

　ああ、と己は思った。己が穢けがした姉の事を、これで祓はらえると。

　あの穢しは、ここで、勝利をするためのものだったと、そう祓える。だから、

「────」

　己は、三百を数え、故意に失敗し、次をまた始めた。姉と共に過ごす三百を、だ。
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　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

　一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。一、二、三、四、五、六、七、八、九、十。

「感謝する。──姉さん」

　己は、次の一を、叩たたき込んだ。
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　踏み込み、入れた。

　もはや相手はついてこられない。三百の剣は、一発一発が違う相手に送ったものなのだ。

　一人の人間として成功を続けたとて、三百の相手を己に重ねる事は出来ない。

　ゆえにその一刀は、必ず届き、

「────」

　当たる。それを確信した直前に、光がきた。

　……これは──。

　奥だ。〝瓦が解かい〟の自分の向こう。

　流体光が溢あふれ、人の姿となった。

　姪めいだ。

　手には王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフ。背には六枚翼。

〝瓦解〟の次代が投入されたのだ。そして、

「──！」

　自分は、未来の一刀に貫かれた。
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　丘上に上がったダッドリーは、その光景を見ていた。

　妖精女王が、正に、〝瓦が解かい〟の己に打ち勝つ瞬間だった。だが不意に、その間に飛び込んできた者がいた。

　ジェームズ一世。それも〝瓦解〟の存在だ。

　運命が介入したのか、または先に用意されていたのかは解わからない。

　しかし、妖精女王にとって、致命のタイミングだった。真っ直ぐ振り下ろした剣では、〝瓦解〟の自分の陰から飛び込んできた新あら手てには対応出来ない。

「へへへ陛下！」

　叫んだ時だった。自分は、一つの動きを視認した。

〝瓦解〟の妖精女王が、身を振り、背後の一撃の前に立ち塞ふさがったのだ。

　……え？

〝瓦解〟による王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフの一撃が、〝瓦解〟の妖精女王を貫いていた。
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　妖精女王は、理解した。

　今、目の前で、自分のした事に焦り、泣き出しそうな次代の後継者がいる。

　それは〝瓦解〟で、成功ばかりの生き方をしてきた子だ。こちらの後継者とは全く違う人生だったろう。

　だが、次代なのだ。そして、

「次代の英国を、護まもったか。──〝幸運〟の私よ」

　そうだ。王賜剣三型の刃やいばを抜き、立てて構えたもう一人の己は、眉まゆを立てた笑みを見せた。

　どういう事かは解る。

「我らは、古きものだ。次代には、〝我ら〟の闘いを継がせる訳にはいかぬ」

　言うと、もう一人の自分が首を下に振った。

「古きもの、穢けがれも、不要なものも、全部、私達が持っていくのだ」

　だからだ。だから、この闘いから、次代を護った。

　そしてもう一人の自分が、後継者を抱いた。泣きかけた顔を見て、大丈夫だと笑みを見せ、抱き締める。すると後継者は、安あん堵どの息をつき、深く抱き締め返した。

　……ああ、そうか。

　お前もいずれこうしろと、私に、そう言っているのか。

　かつて、姉に、こうしてやれなかった事を。次代に継がせるために、こうしろと。

「育ちが良過ぎるぞ、──〝幸運〟の私よ」

　言った時だ。笑みがこちらに向き、

「────」

　全てが、空に返った。何もかもが散り、そして己は、駆けつけてくる皆を見て、こう言った。

「何だ、どいつもこいつも疲弊した面構えで！　私を見ろ！」

　告げる。するとダッドリーが目の前に膝ひざを着き、頭を下げた。

「へへへ陛下。お言葉ですが──」

「何だ？　許す。好きなように述べてみよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼女が、静かに言った。

「……勿もつ体たいなく、涙を流しておられます」





●






　ああ、とエリザベスは頷うなずいた。たまにはこういうものもいい、と。

　そして、涙を止めるために、己ではない事を考える事にした。

「状況は？」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが両陣営、未いまだに布陣中。しかし三征西班牙トレス・エスパニアは、決着がつきつつあります」

「超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダを一部持ち込み、元気潑はつ剌らつでやっているか。──結果は？」

　Ｔｅｓ．、と、やってきたドレイクが手を上げた。そして彼は、右を指差し、

「──何か劣勢だと。キャベンディッシュがそう伝えてきてんぜ？　大丈夫か？」
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　三征西班牙の戦場は、崩壊していた。

　フアナは、丘下を封じていた主力艦から下船し、それを見ていた。

　……ここまで、とは。

　破壊だ。防御の分減。迎撃の分減。何もかもの速度二分の一。三征西班牙が誇る主力艦は、壁としては単なる装甲の集まりに過ぎなくなり、機き鳳ほう隊も武神隊も、制空権を聖譜顕装テスタメンタ・アルマの範囲ぎりぎりで何とか保持していた。

　だが、無理だ。

　砲撃によってマスト型の防護障壁発生器が砕かれ、落ちていく。その下の艦体は横並びにした五艦どれもが火を噴き、〝道〟の空に黒煙を棚引かせていた。

　聖譜顕装という武装がどれだけのものか、自ら思い知った形だが、

「副長！」

　崩壊しようと、破壊されようと、未いまだ戦闘を続けている者達がいる。

　野球部を始めとした、隆たか包かね達、総長連合を含む戦士団達だ。
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　陸上部は攪かく乱らんに入り、サッカー部はフィジカルの時間帯に入った。

　一発退場は文字通り当たり負けた時に発生し、投げる槍やりや蹴けりつける鉄弾は、スクリュードライブを重ねて尚なお、分減と半減によって弾はじかれた。

　逆に攻撃を食らった者が万歳吹っ飛びをした時などは、そこにベラスケスが砂場を描き、キャッチする。彼は右の全ての指に筆を挟んで手数を増やし、

「危ねえけど、食らった時は受けてやっから気にすんな！　派手に跳べよ！」

　敵は自分達であり、強敵であった。

「くそ……！」

　二人同時のキックで放ったツインシュートをキャッチャーミットで防がれ、サッカー部のフォワードが叫ぶ。

「あり得ない強敵だ……！」

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマに、絶対の〝幸運〟を生きてきた経験ってやつか」

　今、どちらも持っていない。片方は永遠に手に入る事がない。だが、

「──ここは通さん……！」

　僥ぎよう倖こうなのは、背後からフローレスが援護をくれる事だった。

　彼女は、兄譲りとして、一人で消える魔球を投じる事が出来ていた。それもアンダースロー。つまり上りの斜面に対し、的確な角度で投げる事が出来るため、敵にとっては分減と半減があっても手元でいきなり生じる鉄弾だ。

　一方で丘上からはアンダースローで下に全力投球するのは難しいし、〝瓦が解かい〟の兄ペドロはオーバースローだが、背の高さもあって、やはり下向きに投げるのは容易ではない。

　皆はその事に気付くと、

「ヘーイ！　ピッチャーこっちこっち！」

「兄貴の方、ビビってるゥ──！」

「ハイハイリードリード!!」

　などと激しめの挑発を行い、敵射撃系全体への陽動を敢行した。

　そして丘半ばの防衛線はぎりぎりで保たれ、その中心はやはり野球部で、

「おおお……！」

　隆包がバットを折り、副主将からまた新規のバットを補給されていた。だが、

「主将！　それが最後のバットです！」

「充分だ！」

　隆たか包かねが力を振るい、前に出る先。そこには、もう一人の自分がいた。

〝瓦が解かい〟の己だった。
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　隆包は、遂に敵を正面に見据えた。

　自分だ。

　己が前に出てきて、打ち合いとなった。

　文字通りの打撃戦だ。お互いがバットで殴り合う。それだけだ。

　だが、向こうが、違う。

　……随分と、勝ってきた俺おれだな！

　基本がフルスイングだ。

　自分の基本はバントで、よくてバスター。主将たるもの、皆を活いかす見本にならねばならないと、そう自律してきたのだ。

　だがこの自分は、フルスイングだ。

　打撃し合い、バット同士がぶつかり、快音を連打する。こちらは刻む動きで、向こうは全力で、ただただ当たりをよくするためにポジションを入れ替え、振り、叩たたき、

「おおお……！」

　弾はじき、押しのけ、振り払い、打っては返される。それもやはりフルスイングだ。

　……ああ、そうかよ。

　解わかった。

　コイツはきっと、試合に出られる俺なのだ。そう思った。

　見れば、そうだ。気付いてなかった。

　足先がある。

　死んでいない。だとすれば、

・犠打命：『房フサ栄エ』

　問う。

・犠打命：『死んで、良かったと、そう思うか』
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・ＢＡ３：『タカさーん』

　奥おく多た摩ま後部。艦尾搬出用甲板にて白びやつ虎この制御を行っている房栄は、周囲を見た。

　皆、〝道〟を作る出力系や、術式系。展開している術式陣の整備や調整を続けている。が、今の遣り取りが見えたのだろう。皆、腰を低くして、手の平を上に促しのジェスチャーをこっちに送ってくる。

　どうぞどうぞ！　と、そんな感じだ。だから己は、向こうの状況を表示枠コルテチエフイルマで見つつ言う。随分と派手にやられて、崩壊寸前と言った処ところだろうが、

・ＢＡ３：『タカさんとなら、死んで良かったと思いますよ、と』

　だって、

・ＢＡ３：『タカさんホンっとカタいから、一緒に死ぬ時じゃないと、告白出来なかったですからね、と』

　周囲が拍手するのは、出来れば通神に乗らないで欲しい。
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　はは、と隆たか包かねは笑った。

　……そうだよなあ！

　多分、目の前の俺おれは、そういうのも上手うまく行ったのだろう。だけど一つ、今、リアルタイムであるならば、コイツには解わかってない事がある。

「あのなあ。俺、死んで良かったと思う事が一つあるんだよ」

　バントで、弾はじき、言っておく。

「房フサ栄エは長寿族だからな。──霊体になっちまえば、一緒に死ねるかもな、って」

　房栄に言わせてしまったから、こう返した。良い思い出というか、今も続く自分の一部だ。

　だが、

「お前には、それがねえだろう……！」
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　隆包は、機動した。

　力の分減が何だ。

　速度の半減が何だ。

　俺には大事なものがあり、仲間がいて、守るべきも勝つべきもある。

　幸運かどうか。上手く行って来たかどうかじゃねえ。

「あるか、どうか、だ……！」

　弾く。穿うがつように叩たたき、飛ばして踏み込む。

　いい地面だ。白びやつ虎この踏み固めが効いている。

　俺の女房の作った地面だ。

　お前が踏んで良いものじゃねえ。だから、

「おお……！」

　フルスイングを弾き、上に飛ばす。相手の脇わきが空いた。隙すきだ。しかし、

「────」

　相手が脇わきを締め、肘ひじを引いて姿勢を戻した。

　……コイツ！

　こいつもまた、動きをコンパクトにしたのだ。そして、

「ああ」

　視線がこちらを見ていた。真っ直ぐに、睨にらむように、ただ、真剣に、だ。

　……すまねえ。

　少し僻ひがんで、自分のいいとこ自慢をしてしまった。だけどお前は、ずっと、そんな事気にせず、こっちと勝負していたのだな。

　お前は良い奴やつだ。

　俺おれもそうする。だから、

「行くぞ」

　高速化したフルスイングと、限界まで動きを削そぎ落としたバントと。

「おおお……！」

　当てる。もはや狙ねらわない。目を切って、当たる事を信じて全開で動作する。

　小さな刻んだ動きに、しかし全力を込める。

　分減だ。

　半減だ。

　だが全力を出す事に、それらは無意味だ。分減されようと、半減されようと、俺が全力を出さない理由にならず、そうしていない事にはならない。

　打つ。

　弾はじいて前に出て、押し、打ち落として、

　……前だ！

　バントは、落とした瞬間には、一塁に走らなければならない。だから、前だ。

　行け。行って、踏み込み、両手で振り、弾き落として、

「……！」

　入った。

　相手のフルスイングを弾き、身を回させ、距離を詰めた。ならば、

「バスター！」
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　振った打撃がヒットした。

　強烈な当たりだった。

　だがそれは、もう一人の己を打ったのではなかった。

　鉄球だった。

　いきなり目の前に飛び込んできた一発を、己は打ち果たした。そして、

「……!!」

　バットが、中央部から破砕した。
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　フローレスは、丘下の位置でそれを見ていた。

　丘の上に、〝瓦が解かい〟の自分がいる、彼女はしかし、こちらを見ていない。

　……主将達の方……！

　今、もう一人の自分が、消える魔球を放ったのだ。それは戦う二人の主将の間に飛び込み、こちらの主将のバットが破砕された。

　あれが最後の一本だった筈はずだ。もはや主将に武器は無い。だが、

「おおおおおお！」

　主将が、折れたバットを強く振り、そして止めて、叫んだ。

「総長──!!」
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「ああ、よくやってくれた。隆たか包かね君。充分な働きだ」

　丘下。崩壊した主力艦隊の残ざん骸がいの脇わきで、フアナはセグンドの声を聞いた。

　自分と同じように、主力艦から退避した彼が、右腕を軽く前に振る。

　指示だ。既に主力艦を失い、隆包も武器を使い切った状態で、誰だれも彼も、疲弊をして、

　……更には、敵はほぼ無傷ですが──。

　セグンドが、こう言った。

「全艦、残存を全て、主力艦の残骸を中心に積載。──砲座として、また、バリケードとして、その丘下を封鎖する」
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　警報が鳴った。轟ごう音おんが鳴った。

　背後で、主力艦の残骸を、それこそ踏むための足場として、三征西班牙トレス・エスパニア全艦が自ら積み重なり、壁となるのだ。

　これから来る艦群の砲門は生きている。防護障壁も展開出来る。

　そして作られるバリケードは、主力艦隊で作っていた時よりも密度も高さもあるものだ。

　それらが積まれ、金属の音を立てる前で、隆包は言った。

「どうだ？」

　荒れた息で、ふらつきながらも、彼は言う。

「今から、あのバリケードを破壊して、道を空けるのに、どれだけ掛かる？　そろそろ武蔵むさしは発進して、そこを通過して行っちまうんだぜ？」

　その言葉に、〝瓦が解かい〟の三征西班牙トレス・エスパニア戦士団が、眉まゆを歪ゆがめた。

　対する隆たか包かねが、小さく笑う。

「そうだろうな。──まともに勝負をすると見せかけて、時間を稼ぎ、最終的には残存艦で行き道を閉鎖する。最初からこれやってたら、お前らも、全部破壊出来たかもしれねえが」

　だがそうしなかった。

　全ては、このためだ。

「──今からだと、間に合わねえだろう。残りの全てを壊して、武蔵を止めるのは、な」

　警報が聞こえる。空に響くその音は、ある事実を示している。

　それを、隆包は宣言した。

　無傷で、何もかもが上手うまく行っていて、実際に自分達に勝った相手に対し、

「ゲームセットだ!!」
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　隆包は、ふらつき倒れかけた。だが、

「主将……！」

　横、一斉に手をさしのべられ、支えられる。

　一列だ。野球部だけではなく、運動系、文化系、誰だれも彼もが肩を組み、丘の中腹を封鎖した。

　無論、分減され、半減された身だ。疲労も濃ければ、負傷もある。相手が突破しようとすれば、容易だろう。

　だが、皆が叫ぶのを、己は聞いた。

「He──na──re──s──……!!」

「おお……！」

　……こいつら。

　思うが、何が〝こいつら〟なのか、解わからない。ただ、多分自分は、愉快なのだろう。

　だから両腕に力を込めた。そして聞く。

「通さねえぞ!!」

　正面。こちらを見据え、動かない〝瓦解〟の自分達に皆が言う。

「衰退で！　負けて！　日が沈んで！　だが、──俺おれの中からは何も失ってねえんだ！」

「そんな俺達が、負ける訳が無い！」

　ああ、と一人が言った。

「日の沈む敗者から、日の沈む勝者に宣言する！」

　叫んだ。

『tr──iunfo──!!』

　勝利あれ。その言葉に皆が声を重ねた。

「triunfo……！」

　そして、続く。

『Victo──ria──!!』

　栄光あれ。

「Victoria……！」

『Glo──ria──!!』

　輝きぞあれ。

「Gloria……！」

　栄光あれ。

　ただそのまま、勝利あれ、栄光あれ、輝きぞあれ、三征西班牙トレス・エスパニア。

「Tr──iunfo！　TresEspana!!」

「Victo──ria！　TresEspana!!」

「Gloria　TresEspana──!!」

「He──na──re──s──!!」

「He・na・re・s!!　──Henares！　Henares!!　Henares[image: ]」

　全員が肩を組んだ姿勢を低く、

「Testament!!」

　身構え、動かない。

　誰だれ一人として、もう、退ひかないのだ。
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「タカさあん」

　機動音を高くして行く白びやつ虎この肩上で、表示枠コルテチエフイルマを前に、房フサ栄エは言った。一度、目め尻じりを親指で拭ぬぐってから、

「泣いちゃ駄目ですよ。まだ終わってないんですからね、と」
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　隆たか包かねは、それを見た。

　目の前、〝瓦が解かい〟の己が、まるで警報音を見上げるように空を仰ぎ、

「────」

　視線を下ろすと、笑みをこちらに向け、ヘルメットを脱いだのだ。

　直後。

「あ」

　身構えた皆の正面から、一斉の流体光が空に昇った。

　舞い散り、走り、勢いを上げて風に散った全ては、砂煙のようで。

　ただ後には、〝道〟のみが残っている。

　これは、何なのか。己は、呆ぼう然ぜんとする皆の中央で、こう言った。

「やるじゃねえか、俺おれ達」

　ああ、そうだ。

「どんなに上手うまく行って、調子乗ってても、──戦った相手への礼儀は忘れねえってよ」
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　三征西班牙トレス・エスパニア、英国と上越露西亜スヴイエート・ルーシという強国が役目を果たした事を、巴ともえ御ご前ぜんはゲーリケの声で確認していた。

　……こちらは戦闘中なのだがな。

〝瓦が解かい〟の柴しば田たを、ルドルフ二世がよく捌さばいている。

　柴田が持つ聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟の効果は〝敵対行動を一瞬停止させる〟という強力なものだ。あの立たち花ばな・宗むね茂しげが退けられ、本ほん多だ・二ふた代よにおいては、まだ未熟な時期とは言え重傷を負い、自分が持っていた旧代ウエトウスの世話になっている。

　ルドルフ二世の場合、武蔵むさし第五特務が持つ瞬発加速の甘いバージョンと、距離の見定めが利いている。

　基本、ミドルレンジに身を置き、攻撃は擦れ違うように、等距離を保ちながら、自分の腕に持つ武器の先端で行う。

　攻撃が差し止められても、その直後に瞬発加速で停止分を補い、もし反撃を受けても、

「あらあらァン、危ないわねェン」

　再生能力だ。

　深い一撃は与えられないが、削っている。明らかに柴田に出血を起こさせている。だが、そういう傷は得てして浅いものだ。柴田の回復力も常人のレベルではない。すぐに血は止まり、何も変わらない状態となろう。

　……と、私が批評していていいものではないな。

〝瓦解〟の自分が持っている〝意欲の慈愛・旧代〟が問題だ。

「──一日一回、味方の負傷を限定で全回復だ」

　これを先に使わせねばいけない。そのためには、自分が〝瓦解〟の己を打ち崩し、使わせねばいけないのだが、

「──っ」

　なかなか、もう一人の自分が、やる。

　だが、と己は思う。幸運のバージョンの自分達というものも、意外に対処がしやすいな、と。

　単純に言えば、弱いと、そう思うのだ。
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　侮ってはいけない。

　しかし、各所からの戦闘報告を聞いていると、〝幸運〟というのは万全ではない。寧むしろ、それが解わかっているからこそ、プロファイリングなどを通しての落とし穴が見つかる。

　何よりも大きいのは、相手の経験にトライアンドエラーがないという事だろう。

　自分と相手の経験は違い、相手は自分の良いところを伸ばして行っている。ここの差は決定的で、長所として自分が持つものは、大概、相手も持っていて、強化されているのだ。

　自分としてみれば、改派プロテスタント術式がそれだ。

　思った以上に、多くの傍系を修め、それを使ってくる。特に防御系。こちらの攻撃を弾はじき、しかも反動がないタイプとか、どういう研究の深度だろうか。

　だが、無いものもある。

　それはやはり経験だ。

　今、各所の戦闘内容が、報告として通神帯ネツトを飛び交っている。戦闘中の自分にもそれは伝わってくるのだが、見聞きしている限り一つだけ言える事がある。

　……幸運とは、争いの無い事なのだな。

　衝突は、勝っても相手が失われる。それは恐らく不運だと、運命が判定をしているのだろう。だから〝幸運〟の世界では、訓練などは行っても、失わせるような戦闘は回避され、幸運の自分にとって良い結果に誘導される。

　だがそれは、勝利経験を得て、有効なものを自分の中に積んでいくのとは別で、失敗からのいろいろな試行錯誤がなくなるのだ。

　己の場合、特にその傾向が強いと思う。何故なぜなら、

「……まず、義よし経つねに成敗されていないだろう」

　否。源げん平ぺい合戦自体があったかどうかも疑わしい。もしそうならば、

　……どうなるんだ？

　もはや別人じゃないだろうか。凄すごく興味はあるが敵だ。というか義よし仲なかとは上手うまく行ったんか？　伊い子ことかどうなったんだ？　オイッ。ちょっと聞かせてみんか。

　……オッサンになってどうする。

　落ち付け。プロファイリングだ。

　まあ大体は同じであろうが、そうだとして、何か理由があって、〝瓦が解かい〟の私も大陸に渡ったのだ。そして紆う余よ曲きよく折せつが有り、欧州に至るが、

「────」

　無理があるだろう、と、ふと思ってしまった。

　第二の月をチラ見してしまうのは、そこに〝瓦が解かい〟のシナリオを作った運命がいるからだ。

　だがちょっと、無理じゃないのか。

　大陸に渡ってから、相当、いろいろあったのだ。世は宋そうの時代で荒れていて、水すい滸こ伝でんの百八星がどうのこうのとなっていて、いろいろ巻き込まれてよく殴った。実は持ち武器がハンマーになったのはその頃ころだ。

　それまでは長刀なぎなた由来で青せい竜りゆう刀とうだった。

　しかし青竜刀は、格好がつき過ぎるのだ。こっちが強いとすぐに英雄視され、困った事に馬鹿がすぐ突っかけてくる。

　切るのは余裕だが、ザッパリやってしまうと、評判になって、すぐにHere come new challengerだ。貴様らそんなに切られるの好きか。

　なので武器を変えた。ハンマーにしてみた。

　ビジュアル的に、戦闘シーンがかなり発禁になるのだが、ザッパリ切るよりも、周辺の連中が恐れてくれるようになった。

　これはイケる。

　なのでハンマーを武器にして大陸を渡って欧州に至ったら、ハンマーは職人の象徴だというもので、M.H.R.R.神聖ローマ帝国が重用してくれた。

　……だよなあ。

　この流れから考えると、ハンマーがおかしい。

　何で今、目の前にいる〝瓦解〟の私は、ハンマー使ってるんだろうか。否、使い方は私より随分下手へただ。頭を割るのに慣れてない。慣れなくて良い。慣れない人生で生きたかった。だがそうだとすると何でお前というか私、ハンマー使っておるのだ。アア!?

「設定ミスじゃないか!?」

　というかプロファイリングで弱点を見いだすって、コレ、私はちょっと無理がないか。
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　だが巴ともえ御ご前ぜんは、声を聞いた。ゲーリケだ。彼の方も、〝瓦解〟の自分と向かい合い、他の戦士団と共に激突やら何やらをやっているのだが、

「巴御前！　細かい事に悩んだら負けです！」

「細かい事だと？　じゃあ〝瓦解〟の私が何故なぜ、ハンマー使ってるか、言えるか!?」

　ゲーリケが、〝瓦解〟の方と共に一瞬止まった。ややあってから、彼らはお互い、顔を見合わせ、こっち側が代表としてとりあえず言う。

「え、ええと、──気分じゃないでしょうか！」

「気分だと？」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と二人のゲーリケが頷うなずいた。

「そうです！　気分です！　そういう曖あい昧まいな、理由が定かではない事だって、幸運の人生にはあった筈はずです！　それらを考慮せねば、成り立たない事もあります！」

　……意外と真っ当な事を言うな……。

「Ｔｅｓ．！　成程、気分か！」

「Ｔｅｓ．！　そうです、気分です！　──でも巴ともえ御ご前ぜんの場合、多分何処どこかのタイミングで人の頭を吹っ飛ばしたくなったんだと思いますけど」

「喧けん嘩か売ってんのかコルァ!!」

　言いつつ、ハンマーを振るってふと思う。あ、私、結構頭狙ねらいだな、と。







[image: 第八十二章『追いかけの指導者』]
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　巴ともえ御ご前ぜんが顔面狙ねらいをしまくっている頃ころ、ゲーリケは、〝瓦が解かい〟の自分と争っていた。共に真空の使い手だが、相手が義腕ではなく、機動殻の両腕バージョンなのがちょっと興味深い。自分は両腕の義腕化を結構前向きに行ったのだが、やはり契機は戦争での負傷だった。その辺りが〝不運〟という判定になされたのだろうか。

　だが向こうはこちらより重い筈はずで、ダイレクト感に欠けるだろう。彼、というのも変な自分だが、時折にこっちの義腕に視線を向けてくる辺り、やはり向こうも気になっているらしい。

　しかし手て練だれだ。真空作用によって真空波を放つ事や、引き寄せ、地形の変動や、隙すきを見て真空土下座を打ち込もうとしてくる。

　お互いにステップを踏みながら構え、何を繰り出すかと考えるのは、久しぶりに脳が熱をもつものだ。あ、噓うそです。先週にナルゼ様の原稿で脳が熱を持ちました。親子ネタ、いいですよね。「こるぇぜったいいっぱい印刷すりゅううううう！　すりゅのおおおお！」とか変な声出ました。ああ改派プロテスタントで良かった。〝瓦解〟も多分ここは同じだろうかと。

　だが闘いつつ、巴御前が気になる。彼女のこれまでの人生を酔っ払った時の愚痴として聞かされてきた身としては、非常に気になる。何故なぜなら、

　……幸運だったら、ああはならないのでは？

　運命のシナリオライトがいい加減過ぎるというか、結果から書いてません？　途中ちょっとすっとばして、タップ三回で百年くらい飛ぶような荒い事やってません？

　出来れば私、幸運の巴御前がどんだけまともな人か見てみたかったというか、不運の方、ちょっと何か察してこっちを蔑さげすみの目で見るのやめませんか。

　しかし、何だろうか。ひっかかる。

　自分は、幸運であっても、機動殻による力と技の補ほ塡てんがある。

　つまり、幸運であっても、何か、抜けた分の穴埋めはされているのだ。先程聞いた話では、妖精女王などは〝瓦解〟側が王賜剣一型ＥＸ．コールブランドと二型を共に使っていたと言う。

　それなのに巴御前の方は、

「────」

　こちらの巴御前が押している。さっきから頭ばかり狙っている気もするが、しかし一方的だ。幸運の巴御前は防護術式が充実しているが、

　……その程度の充実では割に合わないのでは？

　彼女のプロファイルに、何か見落としがないだろうか。
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　浅あさ間まは、ゲーリケからきた通神文メールに首を傾かしげた。なので手を上げて、

「すみません。ちょっと出撃準備中ですが、急ぎの質問が改派プロテスタントからきました」

　通神帯ネツトに投げる。

『失敬。少々質問があります。巴ともえ御ご前ぜんについて、何かおかしな処ところはないでしょうか。

　あ、あと、東とう照しよう宮ぐう代表、有り難う御座います。いっぱい印刷します！』

　何だかよく解わからん。でも後でナルゼは[image: ]しかる。超[image: ]る。そして、

・金マル：『あのクラスの人達って、大概おかしいよね』

・●　画：『特殊な性癖の持ち主だったりする訳？　それでいいのね？　解ったわ』

・礼賛者：『いやいやいや駄目ですよ駄目！　特殊は駄目です！　十歳以下じゃないと！』

　だが、不意に振り返る影があった。クリスティーナだ。彼女はこちらに視線を合わせ、

「〝瓦が解かい〟の方とで、何か引っかかったのがあるとすれば、アレであります！」

「アレ？」

　アレよー！　と叫ぶ喜き美みは無視して手で促すと、クリスティーナが応じた。

「ヴェストファーレン会議と三十年戦争であります！　巴御前という、本人ではなく、幸運の彼女がいた世界が、おかしくなっているのでありますよ！」
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『ヴェストファーレン会議と三十年戦争です！』

　という東照宮代表からの言葉を見た時、ゲーリケの視界の中で、巴御前がラッシュに入っていた。

　聖書ハンマーを振るい、彼女が、同じ武器を持った〝瓦解〟の己を押していく。

〝瓦解〟の側が防護術式を張ると、こちらの巴御前は強化系を張った。改派は商売や労働と結びついた術式が多い。ゆえに単純な運動の補強や、仕事と結びついた強化術式は多いのだ。

　踏み込み。振り被かぶり。打撃。全身運動として腰の補強は外せない。労働者の膂りよ力りよくを高め、痛めぬように反動を軽減し、祈るは聖書のみだ。

　ハンマーの打撃部に仕込まれた打撃用聖書が幾つかのページを流体光に変えて散さん華げ。

　攻撃の強化として打撃し、火花を生んで跳ね上げた。

　……おお。

　心配は無いか、と己は思った。

　巴御前も、打撃しながら、深追いになるような踏み込みは避けている。だからこそ打撃部までの距離は制御されており、強化系の術式は軌道の安定性をも確立する。

　攻める。

　攻撃は強く、加速し、相手の方はもはやハンマーの軸で防御する形だ。

　だが引っかかる。

　……何がヴェストファーレンであり、三十年戦争なのです？

　思った瞬間。激音がした。

　巴ともえ御ご前ぜんの下段からの一撃が、〝瓦が解かい〟のハンマーの軸を下からかち上げたのだ。

　完全な隙すきを作る一発だった。

〝瓦解〟の彼女の事を、余りに弱いと、何となく思った。その時だ。

「あ」

　己は不意に悟った。何がヴェストファーレンで、三十年戦争なのかを、だ。
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　巴御前は、視界の中央に相手の顔を見た。

　これまでハンマーで護まもっていたものが、露あらわになっている。

　今、相手は万歳状態だ。ハンマーに引っ張られるように、後ろに仰のけ反ぞっていた。

　ゆえに自分は追い、前に出た。下段で振り上げた一撃を返し、相手の胸元へと叩たたき込もうと手首を返す。

　打つ。その時だった。ゲーリケが叫んだ。

「巴御前！　ヴェストファーレンと三十年戦争です！」

　何だ、と己は思った。否、そのような事はプロファイリングで、既に思案している。

　争いのない世界だというなら、三十年戦争は生じていまい。宗教改革は望まれて生じ、認められ、平和で、選択の余地のある世が成立した筈はずだ。

　ヴェストファーレン会議は、きっと、違う要件で発生したに違いない。だが、

「ヴェストファーレン……」

　己は思った。そこで結ばれた内容は、何だったかと。そして、

「────」

　気付いた瞬間だった。目の前に立つもう一人の己が、両の手を開いた。

　ハンマーを宙に捨て、こちらの振り下ろす一撃に対し、恐れなく相手が動く。

　両手。そこに展開するのは光だ。改派プロテスタントがまだ未熟な力。

「攻撃術式！」
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　光だ。しかしそれは、改派がまだ開発を済ませていないレベルのものであった。

　巴御前の記憶では、対艦砲クラス。教皇総長辺りが使用するものだ。

　それを己がインスタントに使用する。更には、その術式には、異質な要素があった。

「十字を結ぶ……、旧派カトリツク術式だと!?」

　解わかった。気付いた。違和感であり、補ほ塡てんとは、これだ。

　この〝瓦解〟のいた世界では、三十年戦争は生じなかった。宗教改革は起きたが、平和裏に事は進んだ筈はずだ。

　そうなったらば、何が生じるか。ヴェストファーレン会議では、その始まりとも言うべき流れが決定していた。

　……旧派カトリツク領土内での、改派プロテスタントの行動の自由。

　これが、平和と幸運によって、もっと行き着いたらどうなるか。

「旧派と改派の、都合良い融合か……！」

　宗教改革で、恐らくそれは果たされた。改派の自分が、旧派の術式を使用する世界。己が幸運であるならば、世界はそうでなくてはいけない。

　変動のスケールが個人単位ではない。運命が手を掛けるとは、そういう事だ。そして、

「……っ！」

　振り下ろしたハンマーを途中で捨て、己は防護術式を展開した。

　目の前に既に広がった旧派の対艦級の光条を見て、間に合うかどうか、

　……耐えろ！

　思った瞬間。光が炸さく裂れつした。
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　当たった。誰だれもがそう想ったのは、光が破裂したからだ。

　当たらねば、光条は空に抜ける。

　そして音も響いていた。着弾して散る金属の高鳴りと、その後で大気が割れる破裂音だ。

　多重の光と音量の示した結果は、直撃だった。巴ともえ御ご前ぜんの防護障壁が割れる音はなく、何もかもが間に合わなかった事を示していた。

　だから、誰もがそれを見た。二人の巴御前が、無傷だという事実を、だ。

「え……？」

　全員の視覚が、その姿を確認した。

〝不運〟と〝幸運〟の女二人の間に一人の男が立っている。勢いよく飛び込んだ彼の名は、

「駒こま王おう丸まる……！」
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「いやあ、何というか……、いろいろな意味で同期なんですよう？」

　と、左さ近こんは、武蔵むさし野の艦首艦橋から、遠く前方で展開している戦場を見通そうとした。

　だが見えない。当たり前か。望遠術式か、鬼おに武たけ丸まるの方で画像補正を貰もらえば別だが、

『……俺おれ達が武蔵むさしに移るのに合わせ、運搬が必要かと思えば、いきなり出るとは』

「小こ牧まき長なが久く手ての戦い以降、沈黙していたんですよう？」

　言って、左近は首を傾かしげた。

「鬼おに武たけ丸まるさん……、何で全く沈黙しないですよう？」

『俺おれは燃費がいいのと貴様が勝手に動くから常時機動だ！　この前、流体値を計測させたら〝鬼武丸さん？　数値、正常です！　若い連中よりいいですよ！〟と言われたくらいだしな』

「うわあー……。成仏出来ない人ですよう……」

　まあいいだろう、と鬼武丸は言った。

『ともあれアイツが、ここで動く事を選んだ。巴ともえ御ご前ぜんが二人いて、こちらは〝不幸〟なのだと、そう聞いたら動き出して、な』

　どうだろうか。

『不幸を止めに行くのか、幸運を止めに行くのか。──坂ばん東どう武者、その末路は不運であったがゆえに、ここで動くか、駒こま王おう丸まる』





●






　巴御前は、駒王丸が振り返るのを見た。

　知っている動きだ。いつも前にいて、何か不平を零こぼすと振り返り、

『────』

　頭を撫なでられた。髪を軽く遊ばれ、そして、また前を向く。そんな事でこっちを労いたわったつもりか、と思っていたが、あれは本当に、貴重な時間だったのだ。

　だが砕けていた。

　死者の身体からだに機動殻を当てたものだ。対艦砲の一撃には耐えられない。

　その上半身は左腕を肩から失い、胸部も左が殆ほとんど損失していた。保もたない。流体は、燃料も、恐らくは彼自身も、霧のようになり、光って風に消えていく。

「おい！」

　己は、手を伸ばした。散っていく彼の欠片かけらを、何とか押さえ、留とどめようとする。

　無理だった。

　かつて手に入らなかったものが、ここでまた、手指の間から漏れていく。

「おい……！」

　気付けば泣いていた。情けない。ここは何処どこだ。私は何のためにここにいる。だが、

「やめてくれ……！」

　去らないでくれ。行かないでくれ。折角、形があったのだ。もう二度と、自分と共にはいないのだと、そんな絶望を寄越さないでくれ。だが、

「……！」

　散っていく。昇っていく。何もかも、ばらばらに零れていく。

　……何故なぜだ。

　何故、自分はこんな目に遭うのだと、そう思った時だ。

　目の前に、影がきた。白い姿。それは、

「お前……」

　私だった。

〝瓦が解かい〟の自分が、こちらに歩み寄っていた。己と駒こま王おう丸まる。特に彼を見上げ、

「────」

　微笑した瞬間。光が生まれた。

〝瓦解〟の自分が左肩に下げる大盾。聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・旧代ウエトウス〟だ。

　その効果は、一日一度、味方の負傷を限定で全回復する。
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　巴御前は、見た。

　自分の正面に、姿を取り戻した駒王丸がいる。

　無論、実体ではない。霊体だ。それは損失無く、しかし、

　……どういう事だ。

〝意欲の慈愛・旧代〟は、負傷を治す事が出来る。これは霊体も同様だが、失った血液などは戻せないし、損失した流体や拝気ブレスなども、取り戻したり、補充出来ない筈はずだ。

　それなのに、駒王丸の魂が、密度高く元の姿に戻っているという事は、

　……聖譜顕装の力だけではない？

　ならば、答えは一つだ。

「そちらの私は、霊体を補完し、残念化を促す術式を持っているのか？」

　解わかる。〝幸運〟である己は、かつて駒王丸と別れた筈だ。その時に、彼の魂を失っては、不運になる。ゆえに、きっとお互いが、この術式を用意したのだろう。それが幸運だ。

　魂の残念化。一種の死霊術式に違いない。

　それによって、彼女は彼と共に欧州にまで至ったのだろう。そのあと、きっと、旧派カトリツクで前まえ田だが用いたような死霊術式の、基礎を造った筈だ。

　そして〝意欲の慈愛・旧代〟だ。

　旧代の性能は変わっていないが、彼女の術式がそれを強化する。

　人の傷を治し、残念化の術式と重ね、戦場での死者の魂も救うのだ。

　何と都合の良い聖者か。だがそれが、あちらの私なのだ。こちらとは、全く違う。

「────」

　駒王丸の巨きよ軀くの姿が、依より代しろである機動殻に沈む。消えて、流体光を宿らせ、だが散らない。

　鬼武丸同様、これからはずっとそこに留とどまるのだ。

　……何故なぜ。

　何故、彼が、残る事を選んだのか。

　否、それは解わかっている事だ。残念があったのだ。そして何が残念かといえば、

「私か」

　意味は解らない。ただ、事実があるだけだ。問うても答えないだろう。

　己は振り返った。〝瓦が解かい〟の自分の正面へと、だ。

　笑っていた。

　……そうか。

　私達は、きっと、何もかもが違う。私は不運で、貴様は幸運だ。そしてお互いは闘い、果たそうとした。だが、私達を繫つなぐものが来た時、恐らく、貴様の考えが変わったのだ。

　これでは不幸になる、と。

「私の不幸は、私の不幸か？」

　問うと、もう一人の自分が、確かに頷うなずいた。だから己は、頭を下げた。

「私の負けだな。──不運な私が、少し、不運ではなくなってしまったのだから」

　神とは赦ゆるすもの。

「貴女あなたの助けを受け入れよう。足りぬ改派プロテスタントの私として、だ」

　告げた。もう一人の己。旧派カトリツクも改派も共に修める自分は、静かに微笑し、

「────」

　その姿が、光に弾はじけて天に消えた。

　幸運の行き道とも言える場所に、恐らくは戻ったのだ。
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　……素敵な話ねェン。

　ルドルフ二世は、美談を信じている。

　だがこれまでは違った。これまでは、そんなものは都合のいいもので、作り話で、自分には起こりえない事だから、あり得ないと、そう突っぱねてきたのだ。

　しかしそれは起きた。

　初夏の夜。訪ねてきた王と、その部下である狼おおかみが、自分を解き放った。

　美談は激烈な厳しさでもあった。

　共についてくる者もいたが、そこから先、外に出て触れる何もかもが、今まで万全としてきた知識では足りず、初めてと言っていいものばかりだった。

　騙だまされる事も、誤魔化される事も、勘違いや、また、自分がそうである事に気付かされ、反省する事も多々あった。

　だが、それは起きたのだ。美談は麻薬だ。一度ハマると、いつかそれがまた起きるのではないかと待ち、そして欠乏すると自らそれを為なしてしまう。

　気付けば、ついて来る人が多くなっていた。そして決めたのだ。自分も訪ねる側に回ろうと、そして己を救い上げた者達を、今、助けに来て、

「──じゃあ、私が、万能者であるところ、見せてあげるわァン」

　相手は柴しば田た・勝かつ家いえだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟は、敵対者の行動を止める。

　これまで幾度も止められ、しかし抗あらがい、〝瓦が解かい〟の柴田には手傷を負わせてきた。無論こちらも、幾度か切られたが、再生能力持ちだ。問題は無い。

「五秒よォン」
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　一秒で、ルドルフ二世が前に出た。

　二秒で、〝瓦解〟の柴田が前に出た。

　三秒で、〝瓦解〟の柴田がルドルフ二世の胸に〝瓶かめ割わり〟を貫通させた。

　四秒で、ルドルフ二世の左半身が割打された。

　五秒で、〝瓦解〟の柴田が敗北した。
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　は？　というのが、現場にいた者達の反応だった。

　不運な者達も、幸運な者達も、ただ同様だった。

　皆の視界の中央。ルドルフ二世が急速に再生していく。

　一方の〝瓦解〟の柴田は、胸に一つの造形を立たせていた。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクのお抱え企業組合、神M.聖騎R.士団鉄R.鋼会Mの長剣。その柄つかだ。

　背からは、極太の両刃が高く突き出している。

　だが、皆は疑問した。何故なぜ、と。

　彼の右肩に装備された〝意欲の慈愛・新代〟は、流体光を灯ともし、機動しているのだ。

　そしてこれまで、柴田は、動きを差し止めたルドルフ二世の攻撃をかわし、手傷は負いながら、致命傷を受けた事がない。

　それが何故、今、予告と共に、一撃を受けたのか。

「聖譜顕装がある事で、カンが鈍ったのかしらねェン。……明らかに、差し止めてから対応しようかと、そんな風情があったわァン。でもそれよりも──」

　だけど、とルドルフ二世が見上げる先、〝瓦解〟の柴田が動いた。

　彼は胸の柄を握り、刃やいばを引き抜いたのだ。そして、

「────」

　膝ひざを着き、ルドルフ二世に剣を掲げた。

　奉還だ。

「そうねェン」

　ルドルフ二世が、M.H.R.R.神聖ローマ帝国最強と言われた副長の〝瓦が解かい〟から剣を手に取った。

　己の眼前に掲げ、

「これが貴方あなたの、幸運のシメよねェン。幸運の柴しば田た・勝かつ家いえ。何故なぜなら、──貴方は最強であるが故、貴方の世界では、最強であり続ける事になってしまった筈はずだもの」

　そして、ルドルフ二世が、〝瓦解〟の柴田の背後を見た。

　そこにいるのは、〝瓦解〟の御お市いちだ。

「貴女あなたねェン。……柴田の、これからの幸運は」
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　……美談だわァン。

　不幸と幸運の、バランスというものを、ルドルフ二世は感じた。

　瓦解の柴田にとって、幸運とは、自分が最強であり続ける事だろう。だが彼は、幸運であるが故、御市を浅あざ井いに送る事なく、妻とした。

　最強である事は、幸運があれば楽な事だろう。しかし、最強であり続けるには、幸運だけでは難しい。

　だから御市だ。

　手に入れた幸運の行き先の一つ。御市に、柴田は自分を向けつつあった。それは、〝幸運〟の御市が、戦うキャラではないのに、柴田を信頼している事からも解わかる。

　もはや彼らは、戦う事で結びついていないのだ。

　ならば〝瓦解〟の柴田にとって、あり続ける事が難しい最強の座は、時間と共に不幸となっていくだろう。

　何処どこかで剣を捨てねばならない。だがそれもまた、幸運が必要だ。

　最強であるが故、剣を奉還する相手は、自分より格下になる。だとすれば、

「不思議ねェン。運命は、何処までを見ていたのかしらァン。……だって、幸運の世界にはいない柴田以上の総長が、ここにはいるんだものォ」
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〝瓦解〟の柴田を倒すのは、簡単であり、楽ではなかった。

　ネックとなるのは、やはり聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟だ。

　攻撃が差し止められるならば、柴田の頑丈な体たい軀くに致命の一撃を与える事は難しい。

　だから準備をした。

「血よォン」

　血だ。

　幾度も攻撃を散発的に行い、〝瓦が解かい〟の柴しば田たに流血を促す。そして時に自分も攻撃を食らい、その再生時に、ある事をする。

「私の中に、〝瓦解〟の柴田の血を入れていくのよォ」

　入れて、保ち、培養を行う。〝瓦解〟の柴田は流体の存在だ。聖譜顕装テスタメンタ・アルマは条件判断をする際、加護的な検知からそれを行っているため、

　……〝瓦解〟の柴田の血が私の中に流れれば、聖譜顕装は知覚を鈍らすわァン。

　この思索は、果たして現実となった。

「人間の血液量は、体重の約十三分の一。私の体重が六十キロとして、血液は約四・六キロ。

　あとは〝瓦解〟の柴田の血を組み込み、それを参考に血液を〝変態〟させ、半分以上を柴田のものにしてしまえば、聖譜顕装は戸惑うわァン。

　──ここまで流体化した存在の血液を真似まねるのは、初めてだけれどねェン」

　他の誰だれにも出来ない方法だ。そして〝瓦解〟の柴田が、聖譜顕装に頼っているがゆえ、通じる手段だった。

〝瓦解〟の柴田は、しかし、何処どこまで解っていたのだろうか。これが幸運だとして、甘んじてこちらの一撃を受けたようにも感じる。そして、

「さようなら。──貴方あなたを副長にしていた未来をここで得られて、私は幸いよォン」

　言う視線の先。〝瓦解〟の柴田が、闘いを望まぬ御お市いちと手を取り合った。

　これが彼らの幸いだ。

　直後。彼らの姿が流体の光に包まれ、天へと走った。その光景に、

「……Ｔｅｓテスタメント．!!」

　その場にいたM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクも、改派プロテスタントも、胸に手を当て、頷うなずいた。

　偉大な副長は、〝幸運〟であったのだ。
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　ふう、とルドルフ二世は一息を吐いた。周囲、既に〝瓦解〟のM.H.R.R.の姿はなく、自分達が役目をやり遂げた事を無人によって教えてくれる。

　だが己は、言葉を送った。それは、

『マティアス。──聞いてくれるかしらァン？』

『おや、何だい姉さん。こっちは今、ちょっと洪こう水ずい気味でね。騎士連盟と大騒ぎだ』

　あら大変。でも私の方も、感慨に溺おぼれかけてるの。それは、

『幸運の連中。〝瓦解の総勢〟に、私の幸運バージョンがいないのよねェン』

　どういう事かは解る。

『幸運の私は、やっぱり、全く違う存在なのよねェン。……皇帝の家系に生まれ、そして優しい家族に囲まれ、平和に暮らしているんだわァン』

　だから満足した。

　幸運な自分が、不運のいるこの現場に出る事がなくて、良かったと。

　私は不幸だ。だが、

『言う程悪くないわねェン』

『姉さん』

　弟が、こう言った。

『私は、姉さんがいて、幸運とか、不運とか、そういう事ではなく、──良かったと、そう思っているよ』
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「そろそろトリになるな、じゃあ、遊んでないで、こちらも俺おれがシメに入るか」

　既に動いている処ところもあろうが、見本となる決着は俺が為なそう、と教皇総長パパ・スコウラはシャツの袖そでをまくった。どうせなので手袋も外しておく。

　……面倒な話だなあ、おい。

　正面には、竜の空間がある。

　恐らくは結界だ。何しろ、常駐している竜達が、ある一定範囲を飛び出さない。これは〝瓦が解かい〟の側の戦士団に対して、巻き込まないようにするための配慮だろう。

〝瓦解〟のオリンピアは眠っている。

　不安があるのだと、彼女は言っていた。夢見で、竜が世界を襲うと。そこには竜だけではなく、もっと多くの敵がいて、世界が圧倒されるのだと。

　笑って聞き過ごせなかったのは、彼女の夢見が予言だからだ。

「だとすれば、どうなんだ？　おい」

〝瓦解〟のオリンピアは、何を不安で竜の夢を見るのだろうか。そして、

「行くのか、元少年。あの聖譜顕装テスタメンタ・アルマの結界内では、君の術式も加護も、何も役に立たんぞ」

「では面白いものを見せてやろう。──何故なぜ、あの聖譜顕装〝天渡りの信仰カプトフアイデス・新代ノウム〟が、K.P.A.Italiaにもたらされたのか、その理由を、な」

　言って、己は軽く手を振った。

「じゃあ本番だ。──行ってくるぞ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　K.P.A.Italia戦士団の一斉の声を受け、己は前に出た。

　結界に入る。
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　ガリレオは、それを見ていた。

　教皇総長パパ・スコウラが〝瓦が解かい〟のオリンピアに向かい、歩いていくのを、だ。

〝天渡りの信仰カプトフアイデス・新代ノウム〟の結界内では、ありとあらゆる言語が破壊される。これは記しるしてあるものも加護系統も壊されるもので、つまり術式などは一切発動出来なくなる。

　それなのに、自信を持って行くとなると、

「────」

　と、教皇総長が、ふと踵きびすを返した。竜属が突進しようとしていたが、彼の動きにタイミングをズラされたのだろう。姿勢を戻し、首を傾かしげた。

　そして教皇総長がこちらに歩いてきた。何かと思えば、彼は結界から出て、

「……何か違ったな？　こう、……こうだったか？」

「何をいきなりボケ入れているのだ元少年」

　周囲、K.P.A.Italia戦士団と、瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンが、どう反応して良いか迷っている。だがまあ、そんな事には構わず、教皇総長はどことなく楽しそうな口調で、こう言った。

「いや、やはり、頭の中で予測していたのと、実際は違うな。賢さかしらになるところだった」

「賢しら？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──神というものは何であるか、それが解わかってこその教皇総長だからな。

　貴様も、そういうのを考えた事があるだろう。たとえば、地球は何故なぜ、太陽の周囲を回っているのだ？」

「いきなり破門案件だがそれは恒星と惑星達が生まれてこの太陽系を成り立たせる際にそれら惑星の基礎となったものが集まりながら渦を描いていたからだろう」

「それは何故生まれた？」

「それは引力やそれぞれの重量によって──」

「違う。それでは解ではないなあ、元教員。賢しらだ」

　は？　と問い返すが、教皇総長は応じない。周囲にいた戦士団達も、何人かが首を傾かしげるが、やはりこちらと同じ事を考えていた筈はずだ。

　……何が天体運動を〝たとえば〟とするのだ？

　解らない。だが、解らないと言う事は、面白い。だから己は目を細めた。

「面白いものを見せようというのか」

「その通りだ。そして我が旧派カトリツクの教えの深淵。その一端を見るといい」

　言って、一回自分の両頰ほおを叩たたき、教皇総長がまた身を翻ひるがえした。

「──行ってくる。今度は正解だな」
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　ガリレオは、教え子が行くのを見ていた。

　昔から生意気な子供だったが、やる事は確実にやった。有言実行出来なかったのは酒さか井いの排除くらいだろう。

　だからここでも大丈夫だという安心感はあったが、確信はない。何故なぜなら、彼を支える旧派カトリツクの加護も術式も、その結界内では役に立たないからだ。

　……ならば──。

　と思った時だ。〝瓦が解かいの竜属〟が、教皇総長パパ・スコウラに突っかけた。四体同時。我先にと、一斉に疾駆し、詰め込むような激突を望んだのだ。

　当たる。

　明らかに踏み潰つぶし、磨り潰し、撥はね除のける。そういう動きが当たった。

「……お」

　夜空に影が吹き飛び散ったのを、己は見た。

　だがそれは、元教え子の姿ではなかった。

〝瓦解の竜属〟四体が、吹っ飛ばされていたのだ。







[image: 第八十三章『現場の現役者』]
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　言葉無き世界において、言葉持たぬ獣達は最強である。

　このルールでは、強さとは攻撃力であり、体格と速度と力、頑丈さが、基準だ。

　竜属が四体いる。どれもこれも、竜属基準としては随分と強きよう靱じんな個体だ。

　人間が一人いる。背は高く、体格もそこそこで、人間基準としてはしかしもっと上がいる。

　強さの差を埋めるものが、人間の発明であるとするならば、言葉無き世界でそれは通用しない。武器も術式も、正しく使うには言語化された技術や制御、そして強化を必要とするからだ。

　ゆえに竜属はその人間を蹂じゆう躙りんする。これが基本だ。

　そして結果として、その人間が竜属を蹂躙した。

　否。蹂躙をするまでもなかった。竜属の幾度とないアタックは弾はじかれ、吹き飛ばされ、叩たたきつけられ、触れる事も能あたわず、ただ彼らはこの結界内で逃げる事も出来ず、

「────」

　尻尾しつぽを身体からだの下に巻き、身を伏せたのだ。
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「ガリレオ臨時副長！　……一体、これは……！」

　と、戦士団の隊長格の疑問は、この場にいる全員の疑問だったろう。

　だがガリレオは、思案した。

　……これは賢さかしらではいけないのだな。

　元教え子が言った通りだ。ゆえに己は皆に告げる。

「考えてはいけない。神の御み心こころは人の思考などを超越している絶対だ。──ただただあるがままを受け入れろ。そういう事であるなこれは」

「……は？」

　今のが全てだが、解わからないのも無理はない。

「私達は歳としを経て経験を積む事で大事な事を忘れてしまうのだ」

　それは何か。

「神界の存在や多重化などいろいろな事はあろうとも、──主は存在するのだ」

「それは──」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は首を下に振った。

「教皇総長パパ・スコウラともなると、術式や加護といった〝力を定義するもの〟で、それを明確化しなくても、主の力を使えると、そういう事なのだろう」

　何故なぜなら、

「主の視線、主の力は何処どこまでも隅々にまで届いているのだ。寧むしろ、言葉の定義で矮わい小しよう化かされない方が、その力を最大限に使用出来るだろう」

　今、目の前で起きていた事が、それだ。

　……種族特性に近いな。

　言葉無き結界の中でも、竜属は動け、人もまた動ける。これは生命活動が〝言葉〟ではないからだ。この辺り、〝たとえば〟で天体運動の話を出された事に通じる。

　そして竜属達は流体を検知し、竜砲を吐き、高速の治癒能力なども持つ。これらもまた、〝言葉〟ではなく、種族特性といったものだ。

　つまり言葉とは、そういった本来の何もかもに対し、後から生まれたものである。

「術式も加護もそれを解わかり易やすく誰だれでも使えるように言語化しシステム化しただけに過ぎない」

　ならば原初において、主の業は、どのように人に与えられ、使われていたのか。

　単純に言うと、こうなる。

「あるがままに受け入れよ」

　己は、主の御み業わざを通す葦あしの茎だ。

　その事を理解したのか、戦士団の隊長格が、こう言った。

「達人は、……呼吸や日常動作と同様に、剣を振り、打ち払い、それゆえにその動作は他人から剣技として知覚されないと、そう聞きますが……」

「教皇総長パパ・スコウラもそのレベルの存在だという事だよ。我らK.P.A.Italiaの長であるという事はそういう事なのだ。──彼は主の力を、呼吸や心音のように扱える」

　達人。

　そして今、教皇総長は、その域にあるのだろう。

　竜を下し、〝瓦が解かい〟のオリンピアの目の前に達し、彼がゆっくりと手を翳かざす。

　彼女の額に手を当て、ただ、首を下に振った。その直後、

「……！」

〝瓦解〟のオリンピアが勢いよく目覚め、身震いした。そして、

「お兄ちゃん……!?」

　彼女の言葉を合図に、〝天渡りの信仰カプトフアイデス・新代ノウム〟の空が割れた。

　硝子ガラスの破砕音に似た響きと共に結界が砕け、竜達が一度頭を下げ、舞い散った。後に残るのは〝瓦解〟のオリンピアと、彼女を抱き上げた教皇総長だった。
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「さあ」

　と教皇総長は言った。

　視線の先。正面。そこに〝瓦解〟のK.P.A.Italia戦士団と、自分や、ガリレオがいる。まだ聖者に列席もしていないのに六枚翼付きとは、随分と驕おごったものだ。だが、

「これから貴様らも全員殴り倒す。武蔵むさし勢という面倒な連中を通すためになあ、おい！」

　だが、参考となる言葉を送っておこう。

「俺おれがこの領域に達し、──否、達していたのを理解したのは、初めて敗北した後の事だ。

　つまり〝幸運〟の俺よ。貴様がもし、幸運にも酒さか井いに勝利した時、この領域に達していなかったら、貴様はこれから俺に超説教をされる」

　説教の内容は一つだ。難しい事ではない。

　両腕の中にいるオリンピアを立たせ、その頭に手を置き、自分は一いつ喝かつした。

「義妹であり義姉であるオリンピアを、不安に浸らせておくとは何事だ!!」

〝瓦が解かい〟のオリンピアのいる世界では、末世がないだろう。あればそれは不運だからだ。

　ゆえに彼女が夢見で竜属を見て、不安に思うというなら、理由は一つしか無い。

　自分の夢見る竜属が、この世界以外の何かを破壊してしまわないか、心配になったのだ。

　他人思いの良き心だ。次期教皇総長パパ・スコウラとして、推す事は出来よう。だが、

「俺がいなければ、竜属の脅威を排除出来なかったろうが、この馬鹿めが……！」

　俺だというのにこの不手際。説教に値する。

　故に指を鳴らし、前に出ながら、自分は手を上げた。

「復唱せよ！」

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　背後に控えた皆が一斉に吠ほえる。その声に己は振り向かず、しかし会釈して、

「──主の御み心こころある世界において、結果は全て救いに満ちている!!」

　その声に、音が応じた。背後のK.P.A.Italia戦士団や瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンが腕を振り上げ、

「──主の御心ある世界において、結果は全て救いに満ちている!!」

「──Ｔｅｓ．！」

　声が上がった。Ｔｅｓテス．、Ｔｅｓテス．、Ｔｅｓテス．、

「我らは主の御心を受け入れ行動せり！」

「我らは主の御心を受け入れ結論せり！」

「我らは主の御心を受け入れ前進せり！」

　行くぞ、と己は前に出た。

「言葉は要らぬだろう！　──全てを受け入れよ!!　なあ！　おい!!」
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「酒井様」

　と、〝武蔵〟は、正まさ純ずみから浅あさ間ま、そして大おお久く保ぼを経由してきた情報を確認し、言葉を作る。

「各国の状況など、見ていて思ったのですが、酒井様、──どうやって、以前、教皇総長様に勝利されたのです？　──以上」

「え？　何いきなり？　……てか、疑問に思うところ？　そこって」

「いえ、向こうの持ち上げ振りが異常なので、現実を目の前にしている当艦としましては、少々疑問に思ったところです。──以上」

　うーん、と長椅子の上で酒さか井いが思案に入った時だ。横に座るヨシナオが苦笑した。

「これはまあ、相性もあるだろう。神を冠するならば、Tsirhcツアーク系、否、寧むしろ欧州全体が、極東の剣術とは相性が悪いと言えるのだよ」

「相性問題ですか？　それは、どういう事です？　──以上」

　ふむ、とヨシナオが身を起こす。彼は前を、遠くで行われているであろう戦闘を思うように目を細め、

「欧州では、剣は、たとえば王に献ささげ、王はそれを神への誓いとして、宗教指導者に献げる事がある。だが、──極東では、刀は、鍛うっている段階で既に神のものなのだよ」

　これはどういう事か。

「統計などをとれば解わかる事だが、欧州の術式、加護などに対し、極東の武装は抵抗能力を持つ。業わざ物ものであればある程、だ。そう言った相性もあった上で──」

「何でしょう？　──以上」

「酒井君は達人の域だよ。それも学生時代から片鱗を見せていた。──まあ、やる気が伴わないのも当時からのようだがね」

　その言葉に、前に身体からだを倒してやり過ごしていた酒井が、右の手を前後に振る。

　彼は一息入れて、

「いろいろ、後の付き合いが面倒になるから、〝気軽に勝つもんじゃないねえ〟って思ってたんだけどね、俺おれ。──まあ、こういう流れなら、それも善し悪し、くらいには収まるかねえ」
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　動きは総勢の展開と再構築、そして侵攻だった。

　輝てる元もとが立つ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦場は丘上。〝瓦が解かい〟側が侵攻し、丘のトップを取るより先に、三銃士達が急行し、小こ競ぜり合いを経て確保を間に合わせた現場だった。

　初期には航空艦同士の砲撃と防御の遣り合いがあったが、それは直に収まった。輸送艦から六護式仏蘭西の本隊が降下したからだ。

　完全な確保が出来ないと解った時点で〝瓦解〟側は下がり、布陣を組んだ。それは、

「うへえ、武神団が先頭かよ。それも重装突撃型だぜ」

「向こうの戦術は、やはりこちらとは違うようだね。──幸運とは難しいものだ」

　太陽全裸の言葉に、輝元は頷うなずいた。

　……思ったより、違うもんだなあ。

　想像では、こっちの〝性能のいい〟バージョンが出てくるのだと思っていた。ゆえにシミュレートや模擬戦では、力や速度を上げた自分達を想定し、訓練してきたのだ。

　すると、違うものが来た。

　訓練が無駄になったとは思わないが、ズレに対する意識や、補正は必要だ。

「というか、まさかこんな狭所で戦う事になるとはな」

　車線の〝道〟幅が狭い。横に二キロも無いだろう。

　……航空艦を横付けしたら二艦でクリアランスもぎりぎりか。

　航空艦の砲撃を行いたいが、同時に防護障壁も張る必要がある。防御艦をどちらも差し込む事が出来ないなら、お互い、ガード無しの殴り合いか、ガード優先の打撃無しだ。

　無論、そういう戦場があるからこそ、武神戦力は意味を持つ。

　しかし、と己は前置きした。

「三征西班牙トレス・エスパニアの方でも武神や機き鳳ほうの〝瓦が解かい〟バージョンがいて、制空権の確保とかやってるそうだけどよ。運命はどういう調整してやがるんだろうな」

　言うと、周囲の隊列指揮をとっていた三銃士の内、アンリが首を傾かしげた。

「調整とは、どういう事です？　姫様」

「Ｔｅｓテスタメント．、あたしら人間って、画一されてねえし、思考の規範もテメエらなんかより緩いだろ？　だから例えば武神乗りの重騎士なんて、人毎に〝幸運〟が違うから、どんな武神に乗ってたかも、そいつごとに変わる筈はずだ」

　だけど、と己が指さした敵の武神団は、武神が統一されている。

　その事実に気付いたのか、あ、とアルマンが声をあげた。

「……確かに幸運の調整が為なされていると判断出来るな。幸運ではあるが〝乗る武神〟はルートが運命によって決まっていると、そういう事だろうか」

「うちの重騎士、あそこに並んでる十六機分、割り出せるか？」

「巴パ里リ防衛戦で出たのがエース級、第五世代適応訓練も始めている十八人だ」

　と太陽全裸が言うと、各所調整中のMouri-01から、通神の声が来た。

『巴里防衛戦で出た重騎士の内、重装突撃仕様の機体の適応訓練を行っているのが十六名。

　数は合います』

「だとすれば、向こうも一杯一杯か。──その十六人の内、こっちは何人いる？」

「十二人です。残り四人は本国で避難対応などに当たっています」

「……〝瓦解〟の方はそういうの無くて、卑ひ怯きようだよな……」

「そういう意味では強敵だ。ただ、ここにいない者でも呼び出せるのか、少々疑問だ」

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ所持者は出せるんだったよな……」

　と言っていると、背後で金属の軋きしみが聞こえた。

　駆動音と、装甲の重なる音を立てて来るのは、重武神だ。

　準対艦砲を装備した十二機だった。
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　輝てる元もとは、前に出ていく重武神隊に手を上げた。

　近接系八機、遠距離射撃系四機。細身の姿は、武神空母となっている輸送艦から、それぞれが出てきて丘上に一列に並ぶ。

　……何というか……。

「IZUMOで武蔵むさしと相あい対たいした時を思い出すな。あの後、地味に出禁くらったけど」

「あれ以後、連絡は密に取ろうと、そういう流れになったよ。尼あま子こ制圧以後、IZUMOとは少し疎遠なところもあったからね。良い結果だ」

「じゃあ始めるか」

　向こうは重装突撃型十六機。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの伝統的なスタイルだ。

　……上からの艦砲射撃に、ある程度備えた機体だな。

　盾を構えているため、直撃弾もある程度までは凌しのぐ。この手のは垂直式の誘導弾で上から殴るのが常道だが、足回りも良さそうだ。

「……重武神だけで防御固めるとなると、向こう、防御用の中武神は持ち込んできてねえか」

「数が多くなると幸運の擦り合わせが難しいのかも知れないね」

　そういうもんか、と思って、そういうもんか、と納得する。自分達とて、防御役で足の遅い中武神隊は今回オミットしているのだ。

　……確かに防御役で〝幸運〟って、想定しづらいよなあ。

　しかも、ここに登場させても、幸運はここに適用されない。

　ならば勝つためには、ある程度の選抜が必要だ。

「さっきもちょっと言ったけど、向こうは、勝つための調整をしてるよな。──あたし達と同じものぶつけりゃ、確実に相打ちとか狙ねらえるだろうに」

「いや輝元、その考えは危険だ」

「そうか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、同じものを出したところで、向こうは的確な運用を知らないからね。勝率は落ちる。たとえば、朕ちんを知らない人は、朕をどのように運用するというんだい？」

　……すげえ説得力だぜ……。

　コイツとつきあい始めてから今までで一番説得力があったかもしれない。やはり自分の事は大概よく解わかってるという事か。

「かつての未来において、運命は誰だれの知識も参考に出来なかったろう。だから来る者達の〝最善〟を出してぶつけた。今回は信のぶ長ながの知識をベースとしているので、少しは色気があると、そういう事だろうね」

「確かに、……ここであたし達を押し切ってしまえばいいだけなら、重装か」

　言った時だ。敵の観察を行っていたMouri-01から通神が来た。

『姫様！　敵列の後ろを！』

　見る。すると重装武神の列の後ろに、流体光の怒ど濤とうが追加された。

「二列目が追加かよ……！」

『三列目も来るかも知れませんね。結構、今、気軽に追加してきた感があります』

「でも後ろ、ぎりぎりじゃねえかなあ」

　流石さすがにそれ以上は重くなるだろう。なってくれ。頼む。それとも、

「おいエクシヴ。……ちょっとした矛盾ってか、テキトーだなあ、ってのに気付いてるか」

「ああ、今ので朕ちんも気付いたよ。これは……、明らかに矛盾があるね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。

「あいつら幸運過ぎる。一列目を排除だ。それを第一目標とする」
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〝幸運〟の毛もう利り・輝元は、自勢の戦力調整に、一つの満足を感じていた。

　重装の突撃用武神を二列目。更には、

「────」

　三列目が来た。

　油断はない。物量で一気に押す。大国かつ覇は者しやの国とは、そういうものだ。更に、こちらには聖譜顕装テスタメンタ・アルマもある。

　有り難いのは、ここで会う皆が、自分達の役目を解わかっている事だった。何しろ、誰だれも彼も、お互いの記憶にいるのとは別人なのだ。状況把握は手間取ったが、何をすべきかは解っている。

「あたし達の〝不運〟を消すのさ」

　自分達は〝幸運〟で、運命に作られた。その自覚はある。

　目の前にいるのは自分達の〝不運〟で、滅びるべき要因のある者達だ。

　彼らを破ったところで、運命が消えれば、自分達も消える。〝幸運〟でもどうにもならないのが運命。そういう事だ。だが、

「それでもあたし達は、〝幸運〟にも最後まで残る事が出来るだろう」

　運命の手の中、自分達はその最善を目指す。そう作られたと、自覚する。

　そして向こうが列を整えた。

　始まる。

〝不運〟の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、近接重視の自動人形武神隊を八機前に。四機は射撃用としてその後ろに。更に後列には、人と自動人形の列が並んでいた。

　こちらは重装武神隊を三列に、その後ろに、人と自動人形の隊列だ。

　彼らに自分達を追い越させ、自分はエクシヴと共に行く。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマの用意もある。自分の〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・新代ノウム〟は、相手の行動を宣言無しでは認めない防御の聖譜顕装だ。これに対して〝不運〟の自分はどうするのか。

　期待だ。

　敵であるもう一人の自分と出会う前に、戦場はどうなっているだろうか。

「──戦闘開始だ！　手を抜くな！　幸運の覇は者しやとして行け！」
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　戦闘の開始は、両者の喇らつ叭ぱによるものだった。自動人形の内、長身の姿が片手一本で号令喇叭を構え、拡声術式でその音を両陣に拡散する。

　おお、とどちらも声が上がったのは、両者ともに同じメロディだったからだ。

　空いた手で、しかし〝幸運〟の吹き手は総勢を示し、〝不運〟はトップ二人を示し、

「────」

　両の武神団が疾駆した。
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〝幸運〟の武神団が持つ懸念は一つ。相手には砲撃手がいるという事だった。

　竜害の時代に基礎的な思想が生まれた重装型は、竜砲を受ける事を想定している。現代に至っては、第五世代だとショック吸収機構が進化し、術式無しで艦砲射撃に耐えられる程だ。

　だが、ここは決戦地だ。不備を作る事は避けたいという思案があった。

　ゆえに重装の三列はある程度身を寄せ、前に出た。

　とはいえ重装突撃型だ。警戒していても前に出る速度は高い。

　武器としては脇わきに搭載した小砲がある。準対艦砲まではいかないが、突進バランスを崩さない五・六センチ流体砲。着弾した砲弾が風の術式で破裂するものだが、対人に良し、敵の装甲を跳ね上げ、砕くのにも良し、だ。

　それを最前列が散発し、盾を眼前に掲げて防御を固め、前に行く。

　最大の警戒は、敵の武神隊よりも、その遙か背後にいる三銃士のイザックだった。大砲を搭載した砦とりでのような存在は、最終局面での課題になると、そう推測されていた。

　一方の〝不運〟の武神隊は、軽快に走った。両者の距離が半ばに達するまではステップを踏むようにして。それ以上を割った段階で、一気に加速した。

　その時だった。〝幸運〟の輝てる元もとが、自分の背後に聖譜顕装を掲げた。

〝聖骸の賢明・新代〟、翼に見えるそれが光を放ち、

「────」

　戦場にて、〝不幸〟側は〝行動宣言をしないと動けない〟状態になった。

　動きを封じられたのだ。
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〝幸運〟の輝てる元もとは、結果を見た。

　こちらに突撃を掛けて来ていた〝不運〟の武神隊八機が動作を止めたのだ。

〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・新代ノウム〟が効いた。

　行動宣言を必須とする場合、武神のような複雑な機構の塊は、動かす事が至難だ。

　だから制御出来なくなり、止まる。

　八機それぞれ、即座の転倒はしない。武神の自律機構が働き、脱力したように走りを止め、そしてその場に頽くずおれていく。

　こちらの重装突撃隊は、罠わなである事を考慮した。倒れた八機に五・六センチ術式破裂弾を集中。その装甲を砕き、爆砕術式などが仕掛けられていないかを確かめようとする。

　直後。金属の重音が正面から激突した。

「……!?」

　いきなりだった。

　こちらの、突撃を掛けていた最前列。十六機の内、三機が、正面からの打撃装甲を破砕され、転倒してくるのだ。

　正面やや上、何も無い虚空からの、しかし〝何か〟による高速激突だった。
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「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神隊と、聖譜顕装テスタメンタ・アルマに御座るか？」

　と、二ふた代よは正まさ純ずみの質問に疑問した。武蔵むさし野の甲板上、福ふく島しまと自分達の〝瓦が解かい〟を相手にした時の戦術を話している最中だった。だがとりあえず手を止めると、

「そうだな二代、武神隊と聖譜顕装、両方同時に相手したのはお前くらいだろ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でも行動宣言はそのままで御座ったなあ。……あれはまあ、自分がこれから何をどうするかを口にして行けばいいだけなので。軽いで御座るよ」

「母上、聖譜顕装と武神隊を同時に相手というだけで、軽くはない気が……」

　そういうものだろうか。だが、あ、と福島が手を上げた。

「六護式仏蘭西で御座りますが、少々、隠し球があるで御座りますよ？」

「隠し球？」

　Ｊｕｄ．、と福島が頷うなずいた。

「毛もう利り攻めの最中、軽く引っ掛けられまして。迎撃をしたので御座りますがなかなか手て練だれ。しかし、──運用差で御座りましょうか、試作的なものだったのか、それ以降、見る機会が無かったものに御座ります」

「？　運用？　……巴パ里リの籠ろう城じよう戦とか、迎撃の布陣じゃなくて、か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あれは強襲用に御座りますな。特に狭所にて有効かと」

　さて、と福ふく島しまが前を、遠くの戦場を見て呟つぶやいた。

「──空から、突然武神が発生するので御座りますよ」
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　輝てる元もとは、結果を見た。

　武神隊だ。それも、先に地上を突撃させたものではない。

「短時間航空戦が可能な有翼型。そして、──専用ステルス武神空母〝カスティエ門レ・カステイエ〟、羽は柴しばの毛もう利り侵攻が長引いてれば山岳地域で強襲掛けてやったんだが、急に足速めやがってな」

　当時、羽柴の侵攻艦隊に対し、二機が突入。それなりの被害を与え、福ふく島しま・正まさ則のり、加か藤とう・清きよ正まさを相手に立ち回りを行った。今の彼女達と相あい対たい出来るかというと、それなりの準備が必要になるが、ある程度の襲名者相手に有効打を放てたと言う事実は、武神隊の有利点を確認する事となった。後の巴パ里リ防衛戦で、武神隊が羽柴勢を恐れず働けたのは、あの強襲に拠よる部分が大きいが、あの二人のファンも多くなったので仏蘭西フランス人は気軽過ぎないかオイ。

　だがここで正式運用だ。基本、奇襲かつ強襲で価値を働かせるものだが、

「ドンピシャじゃねえか。──〝幸運〟の六護式仏蘭西は羽柴との争いも無いか、少なくとも国内侵攻はさせてねえだろうから、こんな装備想定してねえよな」
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〝幸運〟の輝元の視界の中、飛び込んできたのは四機だった。

　重装突撃の列の内、破壊されたのは三機。追加で一機が大きくバランスを崩している。

　だが残りの十二機は列を保っている。流石さすがにとっさの対処は出来ないが、自分達を乱さない事には成功した。更には、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマの効果がある！　こちらが有利だ！」

　ならば十二機は前に出ろ。後続で、飛び込んできた四機を潰つぶす。

　しかし己は見た。不意の動きが発生したのを、だ。

　地面だ。丘上に倒れていた最初の武神達八機。それがいきなり立ち上がり、

『……！』

　急ぎ通り過ぎようとした突撃隊の前線に、内部からの砲撃を加えたのだ。
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　どういう事だ、と〝幸運〟の輝元は思った。

　……空からいきなり来た四機もだが、倒れていた八機が何故なぜ動ける!?

　芝しば居いだ。そして敵が一ひと芝居打った狙ねらいは、明らかに前線潰しだ。

　倒れていた八機の武装の内、メインは準対艦砲。空中からの四機が開けた穴に、八機が身を低く背中合わせに飛び込み、即座に砲撃していた。

　重装突撃の武神は、正面防御性能が高いが、側面はそれら接続パーツや駆動系の塊だ。

　そこに準対艦砲だ。

　直撃弾が連続し、恐らくストックの四発を全てぶち込まれた。

　合計三十二発。これによって、こちらは最初の四機に追加して、次の六機を失った。

　前線一列目は瓦が解かいした。残り六機がいるが、そこで〝不運〟の方から指示が飛んだ。

『退避……！』

〝不運〟のMouri-01の号令に、宙を飛んできた武神が四枚翼で高速のバックダッシュを掛けた。その動きには牽けん制せいの砲撃もついており、第二列に火花が散り、

『確保……！』

　最初の八機が、後退飛ひ翔しようする四機の放つ牽引鎖をホールドし、共に後退する。

　こちらの突撃部隊は彼らの牽制と、僚機の残ざん骸がいに阻はばまれ、進行速度が落ちた。残る六機は前進すべきかどうかを迷い、そこに〝不運〟のMouri-01から声が再ふたたび届いた。

『砲撃……！』

〝不運〟の号令によって開始されたのは、敵の射撃隊四機の砲撃だった。

　列を保ち、防御を固めていれば、防げる砲撃だった。だが、浮き足だった上で、宙からの飛び込みがあったため、防御を下に振っていいか、上に振っていいかの迷いが生じた。

　下だった。

　精密な四重射撃が左から右に残存を穿うがち、六機が膝ひざを着いていく。

　何故なぜだ、というのが感想だった。こちらには聖譜顕装テスタメンタ・アルマがある。武神の操縦など、言葉で宣言してどうなるものでもなかろうと、そう思うのだが、

「……どういう仕掛けだ!?」

　問うた己は答えを見た。退避した敵の武神。最初に突撃し、倒れる芝居を打った八機の一つから、見慣れた姿が出てきたのだ。

　翼の無いMouri-01だった。
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　……は？

　疑問に思ったのは、相手が自動人形を武神に乗せた意図だ。

　自動人形用の武神と言う事は女性用。それも空母に搭載してくるとなると、重武神とはいえ、小柄で装備を纏まとめないといけないだろう。そしてそれは事実となっていた。だが、

　……自動人形を武神に乗せる……？

　自動人形の中でも、Mouri-01などの主力を武神に乗せているらしい。

　それでは自動人形部隊が貧弱になる。武神と自動人形は別運用とすべきだろう。

　だが、そこに答えがあった。こちらの聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・新代ノウム〟に対し、

「自動人形の精せい緻ち性と機械性を利用したのか！」
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「自動人形の武神隊転用は、関東解放の時にやった流れだ」

　輝てる元もとは、全員の指揮を改めて取り直すMouri-01を見た。

「行動宣言も、自動人形なら逐一可能だ。自動人形は、自分の身体からだを動かすための全てのタスクを実際的には頭の中で命令してるからな。それを口に出せば良い」

　そして、

「実地で当てた事で、うちの連中は、テメエらの前線、その突撃隊の武神の動きを計測したぞ？　これ、意味が解わかってんだろうな？」
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「突撃停止……！」

〝幸運〟の輝元は、急ぎ指示を出した。

「降着姿勢を取れ！　防御専念！　攻撃は砲撃主体とする！」

　叫んだ。だが遅かった。降着用に姿勢を低くする動きが、完全に読まれていた。

　二列目が高速連打の狙そ撃げきという、あり得ないものを食らった。

　……自動人形か！

　高速思考をする武神と、同様の高速処理が出来る自動人形は、確かに重ねれば相性が良い。自分達も、武神の各所に自動人形を乗せ、計測や状況判断を任せる時もある。

　だが武神に自動人形を合一し、戦場に出すと、どうなるか。

　……戦場のデータを、当事者として完全に確保出来る……！

　こちらの突撃に対し、歩幅や震動、その装甲の動きはおろか、砲撃に対してどのような動きを取ったかまで、完全に計測出来る。更には共通記憶で瞬時に共有出来るならば、

「────」

　砲弾を何処どこに撃つべきか解っている動き。自動人形ならば、正確な動作を行い、完全な高速狙撃を行えるのだ。しかし、

　……武神に正規の搭乗者ではなく、自動人形を充あてるような戦場が、あるのかよ……!?
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　まあ普通の運用じゃねえよな、と輝元は、相手の二列目が大半瓦が解かいしたのを見て思った。

　それをするには、まず、彼女達を学生登録しないといけないし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの慣習として存在する〝武神は騎士階級のもの〟という、そんな観念を打破する必要がある。自分の場合だって、関東解放という事で、極東勢として、更には遠い国外だから認められたようなものだ。

〝不運〟であるがゆえ、だろう。

　向こうは〝幸運〟で、王道の戦術を分厚く進化させて来たに違いない。だから、そういう意味では、〝覇は者しや〟を名乗ってこんな事やってるこちらは卑ひ怯きようだともいえる。しかし、

「勝てば官軍、ってな」

　戦術は、罠わなと奇襲だ。最初に前に出した八機に、聖譜顕装テスタメンタ・アルマに引っかかった振りをさせて転倒を促し、敵の意識が下に向いたところで上から強襲。

　その強襲に、敵が意識を上に向けつつも前進を選んだところで、倒れていた八機が至近より砲撃を加える。あとは退避と牽けん制せい。狙そ撃げきという流れだ。

　最初の八機がよく頑張った。聖譜顕装の効果範囲に入ってからの芝居もだが、その開始タイミングがズレていれば、相手に違和感を与えただろう。更に、相手の遠隔武装が五・六センチ破裂弾と解わかった上で防御系を組み直したが、ある程度の被弾を是と出来たのは、やはり自動人形として、感情を持たぬがゆえだろう。

　そして一つ、こればっかりは相手に同情出来ないところがある。それは、二列目と三列目の追加を運命が行った事だが、

「一列目を、〝複製〟したろ？　──そんな雑な数の増やし方だと、うちの自動人形達の計測で、完全対応出来るに決まってるじゃねえか。第二列の崩壊はそのせいだぞ」

　更には、

「こいつを貰もらってくれ」

　言った瞬間だった。まだ無事だった敵の三列目が、一斉に破砕した。

　音も軽く、ただ〝道〟が震動する程の連打が続く。その跡形にあるのは、大質量の着弾物だった。

〝道〟に突き立つのは、対艦用の攻城杭くいが八本。

　一瞬の精密爆撃が生じたのだ。それを行った者達の正体は、

「いい腕だぜ」

　上空、高い位置を一気に散開して、丘下の空へと戻っていく八機がいる。

　三征西班牙トレス・エスパニアの、機き鳳ほう隊であった。
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　頼んでみるもんだなあ、というのが、輝てる元もとの感想だった。

　三征西班牙の〝瓦が解かい〟は、やはり聖譜顕装を出した。だが、これが三西班牙の装備と相性悪く、機鳳隊は手空きの状態となってしまった。制空権の取り合いはあるが、聖譜顕装が強力過ぎるがゆえ、その範囲を超えた衝突か牽制レベルに留とどまったせいだ。

　その情報を手に入れた直後、依頼をした。タイミングを教えるから、不発となっている攻城杭くいをぶち込んでくれ、と。

　大したものだと思うべきは、許可を出した三征西班牙トレス・エスパニアの副会長と、操縦者達だろう。相手に接近がバレないように、丘下の超低空を飛来し、アタックの瞬間だけ上空に飛び出した。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマの結界に引っかかる事無く、ロングレンジの投とう擲てきを行い、離脱。

　……コイツらと、西せい仏ふつ戦争やるんだっけか……。

　外界の開拓もある。あまり衝突したくねえ相手だな、と思っていると、こちら、武神の操縦室から顔を出したMouri-01が手を上げ、

「姫様！　向こう、徒歩かち戦士団が出ます！」

「こっちの狙そ撃げきは？」

「相手の残存した武神を牽けん制せいする必要がありますが、それは無しにしますか？」

「艦砲は？」

「あちら、降着で盾を構えたので、壁になるつもりです。向こうの艦は今、何の反応もしていませんが、こちらが砲撃をすれば、やはり砲撃で対応してくるでしょう」

「壁役がいない分、こっちが不利かよ。──砲門構えるだけにして、向こうには撃たすな！

　空の一角を空けて、ステルスからの強襲用意があると見せかけとけ！」

　つまり、

「向こうの大物どもに防御を固めさせろ！」

　相手の砲撃は相変わらずの五・六センチだが、残り十六機。こっちの狙撃役は準対艦砲だが四機で、防御は強襲の四機や装甲の破損を得た八機で行う事になる。

　……武神側は、牽制しあっての膠こう着ちやく状態になってるな。

　航空艦同士も、ここで睨にらみ合いだ。

　ならばここは、向こうの戦術に乗る。

「武神隊は、相手の武神隊に地上側を撃たせないように狙撃を続けろ。──こっちも徒歩部隊を出す。それで決着だ……！」

　行くぞ、と上空の艦隊を指揮している村むら上かみ・元もと吉よしに防護障壁の指示を出し、己は叫んだ。

「決着だ！　覇は王おうの国、覇は道どうの国、月と太陽の国が、偽物の月を相手に負けるな！　ここから先は、一気に押すぞ！」
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「出来ました!!」

　と、三みつ成なりは声をあげ、閉じていた目を開けた。

　……うわ。眩まぶしい。

　これまで、通神帯ネツトに接続して、そこから〝道〟にアクセスしていたのだ。

〝道〟の権限を運命から奪い返し、武蔵むさしの航行を自由にする。大おお谷たにと共に行き、それを果たして、戻って来たばかりだ。

　やる事は簡単だった。

　地脈の中、武蔵の〝型〟があり、これが第二の月から伸びる新しい〝道〟に強引な接続をされていたのだ。だから武蔵は動けない。なので、その接続を、流体的に切ってやる。

　切る部分は、解わかり易やすかった。武蔵と〝道〟の融合部分は、流体として見た時、武蔵でも〝道〟でもないものとなっているからだ。

　隠いん蔽ぺいや攻性防御、または防護が仕込んでない辺り、大谷に言わせれば、

『おそらく、運命が〝道〟を武蔵目掛けて飛ばした、という事なのだと思いますね。

　ただ、運命は地脈や流体を呼吸や動作として扱えるので、投げた〝道〟は寧むしろ自動的に地脈系の質をもって武蔵と接続してしまったのではないか、と』

『意識的にやった事ではない、と？』

『Ｊｕｄジヤツジ．、──子供が、嫌った相手にものを投げつけた、という、そんな事なのだと思います。ただその子供が、神に等しいような力であった、という事で』

　そこから〝道〟の解除に入ったが、時折に地脈内からも感じられる柱状結晶の動きや、そこから生まれる竜達の余波には警戒した。下手へたに気付かれ、地脈内にアプローチをされたり、〝そういう事が出来る事実〟を運命側に気付かれると厄介だからだ。

　ゆえに切断は、運命が飛ばした〝道〟同士を末端で接続し直し、座標固定する事で、その端を留め置いた。運命側が、違和感から武蔵が動き出す事を悟らないように、だ。

　それら作業を終え、そして戻ろうとした時、大谷が提案した。

『一つ、情報を遡そ及きゆうしてみませんか？　この〝道〟は第二の月に繫つながっています。

　向こうの情報を、精査せず可能な限り引っこ抜いて戻ります。どうでしょう？』

　それによって、状況を大きく変える事が出来るかも知れない。

　ゆえに許可を出し、自分は大谷の緊急帰還用のコードを預かり、

『────』

　引き戻しの合図が彼から来て、リターンを実行。そして目覚めたのだ。
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　三みつ成なりは、息を意識して吸った。ここが外界だと実感するためだ。

　一瞬、周囲がどうなっているか理解出来なかったのは、目を閉じる前は大和やまとの中央前艦の艦首甲板にいたからだった。

　場所を移されている、という事を解るまで数秒。

　だがその時間を経過するまでに、平ひら野のがこちらに気付いた。

「三成が起きました！」

　おお、と副会長達がこちらにやってくる。彼女達の足音が響く間、自分は、

「大おお谷たに君！」

『ええ、ここにいますよ』

　言う彼の姿は、甲板の上で二頭身だ。出力節約で小さくなっているのではない。

「削られました？」

『経路を気付かれぬためには、補ほ塡てんをしなければいけませんからね』

　すまないと思うのは、自分にはそのような隠いん蔽ぺい能力が無い事だった。自分は病原ウイルスではないのだ。だが地脈を通神帯ネツトとして通過出来る技術は自分に由来するもので、

「〝道〟の権限確保、どうも有り難う御座います」

『いえ、出力の高い場所だったので、なかなか面白かったし、いろいろ仕込みも出来ました。更には──』

　と、大谷が、それを展開した。こちらの様子を見に来た竹たけ中なかの足元、縮小状態だが三メートル程に重なる量の表示枠サインフレームが射出された。

　……随分とありますね……！

　流石さすがだ、と思う先、大谷をいきなり竹中が拾い上げた。そして彼女は、

「かなり出力落ちてます。ちょっとすみませんね」

　見ている間に、竹中が表示枠の一つに大谷を押し込み、内部に入れた。幾つかの設定を素早く操作し、流体供給用の表示枠に転化。管理権限を上位者として自分に代え、

「──ハイこんなもんで」

「ええと、あの、竹中様、大谷君なら、私の方で──」

「非常用の確保だと、大谷君の権限が三みつ成なり君のものになってしまいますよ。まだ三成君はいろいろ経験少なめですから、それは行き過ぎです」

　と、頭を一つ叩たたかれる。そして、

　……あ。

　自分が彼に対して、どのような事をしようとしていたか、そこで気付いた。

　……うひゃ──。

　自分の不始末的判断に戸惑っていると、竹中が小さく笑った。その意味が解わからず、

「な、何です？」

「いやあ、このところでしっかりしてきたかと思うと、真ま面じ目めな部分だけが長所として伸びただけですね。おねーさん、ちょっと安心というか」

　言われると言葉も無い。ただ、竹中が大谷の表示枠を空中で範囲指定して、三千世界の管理下に組み込んだ。そこから東とう照しよう宮ぐう代表やこちらとの共有設定を素早く行い、

「副会長、三成君と大谷君が、〝道〟の権限奪還もですが、第二の月側から多くの情報を奪ってきました。ちょっと精査しましょう」

「時間、あるんですか？」

「あと一国、〝道〟の確保を行っている最中です。まだ余よ裕ゆうはあるんじゃないかと」

　ああ、と副会長も頷うなずいた。

「今、地上側なども、潮位の上昇から洪こう水ずいが始まりつつある。急がねばならないが、また運命に何かされるのも面倒だ。あと一国、それを待ちながら、武蔵むさしを機動状態に移行。これらの情報を精査して、〝道〟の安全が確保出来次第、最大全速で突っ込む」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と周囲の皆が頷いた。第四特務が苦笑して、

「いきなりこっちが束縛切ってダッシュ掛けたら、向こうも焦ってカウンター飛ばしてくるわよ？　これ、きっと、私達の出番よね。マルゴット、嘉よし明あきも安あん治じも、待機しとかないと」

「じゃあ、ちょっと早いけど、戦闘準備って事だね……！」

　Ｊｕｄ．！　と皆が頷き、動き出す。こちらは、大おお谷たにが竹たけ中なかの表示枠サインフレームの中でスリープ状態に移行しているのを確認し、疑問した。

「あの、残りの一国とは──」

「Ｊｕｄ．、──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだ」

　副会長が、前方を見た。足元、ゆっくりと武蔵が出力を上げ、震動を得ていくのに合わせ、

「──まあ、輝てる元もとの事だ。ガッツリとシメてくれるだろう。それだけは間違いないさ」







[image: 第八十四章『相同域の相対者』]
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦場は、二重の構図であった。

　武神の砲門よりも上の位置では、お互いが睨にらみ合い、ともすれば〝不運〟の側が空の船を動かし、相手が地上側に気を向けないよう牽けん制せいする。

　一方で地上側は、〝瓦が解かい〟の地上部隊が一気に前に出た。先頭に戦士団を置き、後ろに自動人形部隊を並べ、

「突撃……!!」

　突破力は戦士団の得え手てだ。彼らが当たり、敵を崩したところで、精密な突撃と支配地域の確定を自動人形の槍やり持もちが行い、戦場を有利に進めていく。

　一方で〝不運〟の側は、地上部隊を選抜した。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・新代ノウム〟に対して有効な突撃隊を用意したのだ。それはやはり、〝瓦解〟の側に言わせれば、

「自動人形部隊を出すか!?」

　先程の武神隊と同じ選択だ。行動宣言が必要な戦場には、自動人形が有利となる。だが、

「こちらは先に戦士団を出している！　この戦士団はそちらの自動人形部隊を削るが、こちらにはまだ後続として〝幸運〟の自動人形部隊が居るのだぞ！」

　その指摘に、〝不運〟の六護式仏蘭西突撃部隊は、こう応じた。

「じりりりりりりりりりりりり!!　ベルが鳴ってまあ──す!!」

「あっさでっすよぉ────!!」

「コックェリッコ──!!　あ、これ、六護式仏蘭西弁での鶏にわとりの鳴き声です！　憶おぼえましたね!?　じゃあこれから朝です！」

　自動人形部隊ではない。選抜された彼ら、全員がこう叫んだ。

「おはようございます！　仏式旧派ガリカン、突撃部隊が、天上での朝をお知らせします！」
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「一日一拝──！」

　彼らは叫んだ。

「おはようの挨あい拶さつは一日の始まりを告げる行動宣言！」

「おはよう御座います！」

「目覚めの呼吸は一日の心身を浄化する大切な儀式！」

「おはよう御座います！」

「朝のジョギングは身体からだの循環を整える清澄な運動！」

「おはよう御座います！」

「さあ！　貴僧も貴殿も」

「おはよう御座います！」

「野郎ども突撃だ！」

「おはよう御座いまあああああああす！」

　全部一ひと纏まとめにした荒っぽい行動宣言で、彼らは突撃した。
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　当たりは全開だった。

　激突し、容赦なくお互いが吹っ飛んだ。だが、

「おはよう御座います！　何だお前！　俺おれの友人で先週に〝最終決戦前だから〟って結婚した奴やつによく似ているからここで沈め!!」

　殴りつけていると、相手が流石さすがに吠ほえた。

「クッソ！　何だこいつら！　仏道と旧派カトリツクを一緒に使ってやがる！」

「おはよう御座います！　だって俺達〝仏式旧派ガリカン〟ですしぃ──！」

「というか何だそのトゲ付き鉄球と棍こん棒ぼう！　旧派の武器じゃねえだろ！」

　言われた仏式旧派の皆は、左右の手に持っている武器を見た。

　右の手に、持ち手を付けたトゲ付き鉄球。左の手には鉄の棍棒だ。

「何だその武器！　旧派の持つようなものかよ！」

「おはよう御座います！　説明しよう！」

　隊長格が、乱戦の中だが、器用に攻撃を避けつつ、解説した。

「我ら朝を告げる仏式旧派なので、使用武器は基本的に明けの明星のモーニングスターだ。

　しかし今回、天上に上がるとなると、星が近い。手に取れるようではないか！」

「それが一体、どうした!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！　だから今回、実際に、手に取ってみたと言う事だ」

　右の手には明けの明星。左の手にはそれを指し示す棒。これは何か。一言で言うと、

「無線式コードレスモーニングスター」

「──ねえよ！　トゲ付き鉄球と棍棒だろうが！　どこの野蛮人だよ！」

　言われた皆が、一瞬顔を見合わせた。その直後に、

「おはよう御座います！　まずはそいつからだ！」

「うわあああ！　心が狭いな仏式旧派!!」
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「仏式旧派も、教皇関係が面倒で作ったアレだから〝瓦が解かい〟の側にはねえんだろうな」

　あってよかった仏式旧派。そんな事を思っていると、Mouri-03が首を傾かしげて言った。

「……うちら、勝ってるっていうか、相手が対応出来ない選択肢出してるだけじゃない？」

　そうとも言うかもしれん。Mouri-02は視線を逸そらすな。

　だが、乱戦が一息ついたところで、殴り合ってる野蛮人の群が割れた。

　奥から、敵が来る。鏃やじりのような形で陣を作った〝瓦が解かい〟の自動人形の突撃隊だ。更には、

「姫様！　自動人形部隊に続いて、敵武神隊も来ます！」

　……おお、来たか。

　敵側、自動人形部隊の後ろで、重装突撃仕様の重武神達が腰を上げた。彼らは前に出ながら、やはり鏃型の突撃陣形を組み、頭上に盾を片手で掲げた。

　こちらから砲撃があっても耐えると、そういう事だろう。

　ならばこっちはこうすべきだ。

「切り札、出すか」
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〝幸運〟の自動人形部隊は、眼前に敵を見た。

　やはり〝不運〟が出して来たのも、自動人形だった。だが、

　……一人!?

　見覚えがある。小柄な子だった。特に目立ったところも無いが、悪いところも無く、ただ、茶を淹いれるのは上手うまく、そこが姫様に褒められるところだった。

〝幸運〟の彼女は、この戦闘には含める程突出したものが無いとして、現場には来ていない。これは各員の共通記憶を見てもそうだ。

　非戦闘で、幸運な同僚。それが何故なぜ、ここに一人で出るのか。

「不運ゆえ？　不幸ゆえ？」

　だが自分達は知っている。この〝不運〟の総勢とも言えるもう一人の自分達は、その不運や不幸の原因や、そこから得たもので自分達を強化しているのだ、と。それは場合によっては、こちらの実力をも超える事があり、

「警戒──！」

　手を抜かない。全員、排気全開の駆動を身体からだに許し、ただ前に行く。

　高速で駆け、槍やりを構え、場合によっては口に近接用のナイフを咥くわえ、

「御覚悟……！」

　行く。すると正面の彼女が、背後から左右に大きなスーツケースを並べた。旅行用というにはあまりに大型のそれを置き、何処どこにでもいるべき彼女がこう言った。

「お初にお目に掛かります。──世せ鬼き・政まさ定さだと申します」

　彼女は眼鏡めがね越しに、突撃速度を上げたこちらを見て、軽く頭を下げた。

「自動人形に、──人かと思えば、それを複製した武神隊ですね。オリジナルは先に破壊された事から、複製品と判断します。──宜しいですね？」
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　疾駆する〝幸運〟の自動人形達は、花が咲くのを理解した。

　世せ鬼きと名乗った自動人形に対し、八体が殺到した。危険と判断し、排除に動いたのだ。

　そして世鬼が言った。突進の陰に埋もれながら言葉を作った。

「三歩出ます」

　行動宣言だった。

「対応します」

　その言葉が終わるより先に、世鬼の右腕が飛んだ。仲間の先鋭が先手必勝というべきタイミングで攻撃を放ったのだ。

　突進力はある。武器も最新式だ。突き刺すだけで弾はじき切る。だが、

「────」

　世鬼の周囲に、金属の花が咲いた。

　八つ。その始まりは彼女の腕を貫いた仲間の槍やりだった。それが何故なぜか行き過ぎて回り、補正をするように走って、しかし、

「──！」

　仲間を貫いたのだ。その数は三体に及び、しかし彼女達は世鬼への狙ねらいを外さなかった。

　悉ことごとく、身内を貫き、一人は空振りから自らの身体からだを穂先の根元まで穿うがって割った。

　風音は金属の断たれる響きに等しく、八つの花を背後に落とした世鬼が、

「交換します」

　背後のスーツケースを開け、そこから代わりの右腕を取り出した。直後に接続。握力を確かめる動きで、

「武器を持ちます」

　黒のロングナイフを手に、世鬼が宣言した。目の前、何が起きているか解わからない自動人形部隊に向かって、左の手でスーツケースを引きながら、

「七歩出ます」
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　連続で花が散り、金属音が弾はじけて、ワイヤーが張力を全開にして千切れた。

　何もかもが世鬼に動きを合わせる事が出来ず、世鬼もまた合わせられない。

　世鬼が言う。

「有り難う御座います」

　前に進み、掛かる全てを破壊と自壊に散らして自動人形が言う。

　腕を断たれれば交換し、顔面に刃やいばを突き立てられれば交換する。だがその交換が一つ入るためには、相手の破砕が二桁けたを必要とした。

「──！」

　意味が解わからぬと言う相手に対し、世せ鬼きは軽く頭を下げた。

「五歩を進みます」
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　素晴らしいです、と世鬼は思った。

　今、目の前に自動人形の群がいる。誰だれも彼も、自分の同僚達で、優秀な者達だ。それが更に背中に翼を得て、明らかにバージョンアップ！　肩書きには〝幸運在中〟とあるに違いない。高級機体だ。どう考えても自分のような木こっ端ぱ人形が視線を合わせていいようなものではない。

　素晴らしい。

　現世にあり得ない高級機体に、自分のようなものが抗あらがうなど、とんでもない。

　不良品がこんな神出来の機体にたてつくなど、あってはならない事だ。

　ゆえに彼女達には、自分で自分を破壊して貰もらう。

　流石さすがは〝幸運〟の機体達。同僚達の更なる上位品。自らを破壊出来る権利を持っている。

　自分は不良品で良い。そうでいいと、主人が言ってくれた。だから、

「あら」

　眼前に、彼女達を割って、巨体が来た。白の武神だ。だがこれも中身は複製だ。

　オリジナルではない。そして武神の動作範囲と性能は幸運であり、一級品。ならば、

「咲いて下さいますね」

　武神の砲撃は当たらず、即座に切り替えて放たれた攻撃は、こちらの頰ほおを削そいだ。だが、

「お強い腕です」

　触れたなり、短刀を持った武神の腕が高速で曲がり、その上半身を縦に勢いよく割り咲いた。





●






「うお」

　と、莫大な流体光が花として咲き散ったのを、輝てる元もとは見た。

　世鬼が、武神を自害に弾はじいたのだ。

「〝瓦が解かい〟の武神までも行けるか。──前には北ほう条じようの無人機で出来たけどな」

「姫様の読み通り、〝瓦解〟の総勢も、複製となると、最初に出てきた竜属や武神のように、あまり明確な判断力を持てないようですね」

　そうなると、出来の悪いＯＳで動いているようなものだ。武神の特性は強く出る事となり、世鬼との相性は良くなっていく。そして見ていると、

「あ、お姉ちゃん！　今、〝瓦が解かい〟のお姉ちゃんがぶちまけられたよ！」

「まあ、お恥ずかしい」

　見ていると小柄なのが飛びかかってぶちまけたが、

「あれテメエか、Mouri-03」

「いやいやいや、私、あんな風に飛びかからないよ！　あとあんなに中身詰まってないよ！」

「要らん事威張るなよ」

　笑う太陽全裸が、しかしこちらの肩を叩たたいた。彼は微笑を見せ、前を指さした。

「輝てる元もと、君の自動人形が花道を付けてくれる。味方としても、敵としても、だ。そこを行こう。行動宣言を歌にでもして、ね」
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　世せ鬼きは、〝道〟を行った。風が吹き、花が咲き、正面に満月のある無人の野だ。

　連続で叩き込まれる鉄の何もかもに、自分は告げた。

「一つ不運の迷いごと」

　己は詞を続ける。

　天に届かぬ足音と、流体光に千切れた衣装を揺らし、髪を搔かき上げ直して言葉を流す。

「──浮き世は末世　場は天上　胸を張れない不良品」

　唱歌する。

「五体全箇所　断たれて捨てては　取り替え捨てて　礼を尽くすが不良品」

　刃やいばは風になるだけだ。敵はこちらに近づき、一撃を振るい、撃ちもするが、

「不運上等　この身の全て　捨てても当然　不備を笑うが不良品」

　何もかも、視界の中のものが咲く。優秀であるが故に自壊し、咲く。そして、

「──目の前断てば　主は認めて　よくやったなと　誇りで言われる不良品」

　左右に咲いた。背後に咲いた。空に舞って咲いた。己の部品も散り、交換を掛ける。

「前に御覚悟　歩む道みち征ゆき　己は欠片かけらに　尽くして果たすが不良品」

　衣装が破れ過ぎだ。ゆえにスーツケースから交換品を出し、翻ひるがえし、

「さて」

　もう一度、己は言う。ロングナイフをそれぞれ握る両の手を、新しい衣装の袖そでに通し、

「塵ちり芥あくた」

　第二の月を見た。

「怖れはしない」

　髪を流体光に踊らせ、左右に大きな花を散らし、

「前を見て行け」

　己は行った。

「──不良品」

　花道を通したのだ。





●






　破損の酷ひどい事を誇りと思う。

　そんな自動人形の頭に、輝てる元もとは手を置いた。

「褒めてやる」

　あ、と世せ鬼きが、その手を取ろうとするが、右肘ひじから先はなく、左手も親指側が半壊だ。

　だからその分、

「撫なでてやっから」

　……あ、ここら、接合緩んでるな……。

　などと思いつつ、スキンシップそして、

「言ってやるから聞け。──テメエ、どうやら世界的に不運判定食らったけど、一番の不運はあたしのところに来た事だからな？　だから──」

　言う。今の世鬼は、ちょっと頰ほおに槍やりの破片刺さってるけど、Mouri-02が手配するだろ。右足の先がないのも、左の脇わき腹ばらがグシャっとなってるのも。

「これからもガンガン使うから、不運でいろよ？」

「返答はＴｅｓテスタメント．です……！」

　いい返答だ。いい顔もしてる。そして自分は前を見た。

　そこに、もう一人の自分がいる。手が届くような距離だ。そこまで世鬼が引っ張ってくれた。だからまず、流体で出来た己の全身を見て言うべきは、

「ここまで連れてきてくれた皆を代表して、言うぜ」

　言った。

「背に六枚翼とか、ダサくねえか……？」
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　浅あさ間まは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの方から回ってきた通神記録を、ナイトとナルゼ達のいるこの現場に公開するかどうか思案した。何しろ、下手へたすると出版される。気を付けねば、だから、

「あのう、……ナイト？　ナルゼ？　あちら、〝瓦が解かい〟の方、六枚翼持ってますよね？　そういうの、有翼系から見て、どう思います？」

「え？　あー、何か中途半端だよね。だって、見てる感じ、最大六枚？　有翼系とか、英国なんかにもいる訳だけど、七枚以上って話が来てないから、多分ナイちゃん達、この〝瓦解〟の方でもルックスこのままだよ？」

「やっぱ信のぶ長ながに、そこらへんのセンスがないって事なのかしらね。──そこらへん、どうなのホライゾン？　アンタ、信のぶ長ながの〝元〟よね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　信長汁の原液と言えばホライゾンであります！」

　元気に両腕を跳ねさせて言うホライゾンに、ナルゼが話題を振った。

「じゃあ、あたし達が、たとえば合わさって十二枚翼になった時って、想像出来る？」

　長い時間が発生した。

　ホライゾンが、鈍い汗を搔かいたあとで、ふと手を上げる。こちらも同じ汗を搔きつつ、

「どうぞ」

「Ｊｕｄ．！　まあぶっちゃけ、最終的には六枚ではないでしょうか」

「そうなの？　合わさって十二枚にならない？」

「Ｊｕｄ．！　なぜならお二人が合わさった結果、あちらが六枚です」

　とホライゾンが指し示したところに、嘉よし明あきと安あん治じがいる。

　成程、と思ったので素直に拍手すると、皆も続いて、ナイトとナルゼがホライゾンの頭を撫なでたりモッシュする。なのでこちらも安心して、

「ええと、まあ、毛もう利りの輝てる元もとさんが、〝瓦が解かい〟の自分の六枚翼がダサいって言ってまして」

　それを聞いたナルゼが、嘆息した。ハァ──、と解わかり易やすい息をつき、魔術陣マギノフイグーアを開き、

「なぁにぃ──？　描いて欲しいのォ──？　しょうがないわねえアイツったら──」

　正まさ純ずみが止めに来たが、仕事を増やしてすまないと思いました。
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「忠告してやる。その聖譜顕装テスタメンタ・アルマ収めて家に帰れ、あたしの機嫌がいい内にな」

　と、輝元が言った瞬間だ。〝瓦解〟の輝元が身を捻ひねった。

　……トルネード？

　とこちらが思った直後だった。叩たたくとか、打つではなく、破裂するような響きがこちらの左頰ほおに弾はじけた。

　……おお。

　やるじゃねえか、と思った。表面を打つような手打ちじゃなく、腰の入った一発だ。

　一瞬視界が揺れた。打たれた頰の内側が、歯に貼はり付いている感覚があるので、唾つばを吐く。

　赤い。

　血が出るのも当然。その位のいい平手打ちだった。だから、

「じゃあ次こっちな」

　トルネードから〝瓦解〟の左頰に、右の握り拳こぶしをブチ込んだ。
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　まあ、とMouri-01は、姫の凶状を見た。

　今、姫が全力全開で右の拳こぶしを斜め打ちに、天に翳かざしている。

　その向こうで、何かえらくマズい音と共に、〝瓦が解かい〟の姫が回った。

　頭から〝道〟に激突してその場で転がり、聖譜顕装テスタメンタ・アルマが落ちて跳ねていった。

「あ」

　という声をMouri-03が出したのは、これまでそういう小さな声すら行動宣言が必要だったからだ。だがそれを出せたと言う事は、

「おい」

　と、姫が中腰のヤンキー座りで、転倒から復帰しようとしてガクガクやってるもう一人に声を掛けた。

「こういう差があるんだよ、あたし達、な？　こっちは育ちが悪ぃーの」

「素晴らしいです姫様！　御自分の事をそんなに理解されてるなんて！」

「褒めんな褒めんな。だがまあ──」

　と姫が言いかけた時だ。やや離れた所にいた〝瓦解〟の太陽王ロワ・ソレイユが、こちらに手を伸ばした。

「待て！　やめるんだ〝不運〟の輝てる元もとよ！」

　まあ、愛ですね、とそう思ったこちらの正面。自分達の姫が首を傾かしげた。

「テメエ、今やってんのは、厳密に言うと〝テメエの輝元〟に対する浮気だからな？」

「そう言われて見るとそんな気もするが、だが止めるくらいの時間は過ごしたとも！」

「おっと、それならば、朕ちんの方をまず相手して貰もらおうか」

　そう言って、六枚翼の全裸を羽は交がい締じめにしたのは、こちらの太陽王だった。

　背後から押さえ込む。その動きに、〝瓦解〟の全裸が、ふと動きを止めた。

「あー！　さっきから朕の尻しりの辺りに当たるのは何ィ──！」

「失敬な。ゴッドフレスコは効いているから気のせいの筈はずだが、君らに術式レジストの加護があった場合、高度が結構等しいから結論だけ言うと朕は責任を持ちたくないね」

　二人の姫が、酷ひどい視線を二人の馬鹿に送りました。

　対する全裸二人は、何か言おうとして、視線負けした。ややあってからお互い肩を叩たたき、

「あっちの後にしようではないか」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだね、流石さすがは私だ！　聡そう明めいだな！」

　などとやり出したので、放置しておく事にする。

　一方のこちらでは、姫が、〝瓦解〟の姫の襟えり首くびを取り、立たせる所だった。

　そしてうちの姫が、相手の顔を指さし、こう言った。

「テメエの不運は、たった一つだ。──こっちのあたしが、不運だったって事だな」
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　輝元は、言って、五秒してから、Mouri-01達に視線を向けた。

「今の……、何か良かったから、これからシメに使って行くか？」

「姫様、そういうところがいけないのではないかと思います」

　そういうものだろうか。まあいい。言葉は資産だ。そう思い、己は言う。

「安心した。何となく、気に掛けていた事があるんだ。

　あたしは、不幸だからこの位置にいるのかもしれねえな、って。

　でもやっぱ実力か。──テメエ見てると安心したよ」

　言葉を送る。すると向こうも頷うなずいた。右の拳こぶしを握り、ゆっくりとこちらの頰ほおに当て、

「──その逆も然りだ」

　じゃあ、と己は聖譜顕装テスタメンタ・アルマを拾って、もう一人の自分に渡す。

「大事にしとけ。アンヌから受け継いだんだろ？」

　頷かれ、やはりスタートは似ているのだな、と思う。そして馬鹿の方を見ると、翼の生えた恥ずかしい方が、こちらに視線を向けて言った。

「これで、敗北とするのか……!?」

「じゃあ、テメエも、聖譜顕装を使うか？」

「それは──」

　と彼が言った時だ。単なる全裸の方が、相手の肩を一つ叩たたいた。

「やめた方が良い。意味は解わかるな？」
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　輝元は聞いた。こちらの太陽王ロワ・ソレイユが、髪のフレアを靡なびかせ、こう言ったのだ。

「いいか。その聖譜顕装〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・旧代ウエトウス〟は、〝光に対し、光量に応じた力を与える〟というものだ。だからここで、貴様がその全裸でフル朕ちんドライブを掛けたならば──」

「英国弁かよ」

「あまり気にしないでくれ輝てる元もと、深夜の神啓レデイオドラマ〝海老えびシーン〟が面白くてね。まあそんな感じで君が本気を出した場合どうなるか」

　彼が言った。

「〝聖骸の賢明・旧代〟は、〝光量〟を対象としている。所有者限定ではないのだ。だから私も介入し、フル朕ドライブしよう。するとどうなるか」

「どうなんだ？」

「幸運のまま、ただ光っている朕より、日に平均七回股こ間かんに木刀を食らっている朕の方が、強く光り輝く」
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　Mouri-01は、姫が、太陽王の近くに行き、額に手を当て熱の有無を確かめるのを見た。

　そして彼女は首を傾かしげ、

「解せねえ……」

「何がだい輝てる元もと！　よく考えてくれ。ただ光り続けているものよりも、翳かげらされ、時には止められ、しかし尚なおも光ろうとしたものの方が強く光り続けるのだ。──君のように！」

　最後の一言で、姫が重心を低くした右の一本拳こぶしを太陽王ロワ・ソレイユの脇わき腹ばらに叩たたき込んだ。

　鈍い音がして、全裸の身体からだがくの字に曲がったが、これは照れ隠しなのでセーフ。アウト。

　しかし姿勢を戻した姫が、もう一人の姫を見た。

「股こ間かん殴っていいってさ。だけど衛生の問題あるから何か使え？」

〝瓦が解かい〟の二人が、信じられないものを見る目を、こっちの二人に向けた。

　だがまあ、

「────」

　己は聞いた。〝瓦解〟の輝元が、こちらの二人を見て、一つ頷うなずいたのを、だ。

　……そうでしょうね。

　運命の事や、優先すべき云うん々ぬんはあるのだろう。だが、解わかったのだ。

　違う、と。そして、それでいいのだと、解ったのだ。

　運命の支持がなくても良いものがある。それを簡単に自分が言うと、こうなる。

「うちの姫様達に、敵かなう者は何処どこにもいませんよ」

　告げる。すると〝瓦解〟の二人が笑って背後に振り向いた。そこに、〝瓦解〟の皆がいる。いつの間にか、先程、世せ鬼きが咲かせた者達も元の姿を持っており、皆、頭を下げ、

「……!!」

　消えた。空に昇る前、咲いて誇り、それから星のように散った。

　太陽と月の前、違う姿を求めたと思うのは、出来過ぎだろうか。
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　輝元は両手を振り上げた。各国全て、聞こえるか。そのつもりで、

「終わったあ──！　ざまあみろ[image: ]」
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　やった、という感慨が各国側にあった。ひとまずの結果を出したと。

　だがそれと同時に、地表側からの報告が来ていた。

「さっき落下していった柱状結晶が、下からも確認出来たそうです！」

　地表側では、既に暴風や雨と、潮位の上昇が始まっている。その上で戦闘だ。だが、

「任せるしかねえな。〝安あ土づち影かげ〟なんかを護まもるのは、下の仕事なんだ」

　隆たか包かねは言って、背後の、夜の雲に覆われた星を見た。

「頼むぜ？　俺おれ達のゲームを、まだまだ続けさせてくれよ……!?」
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「上では、ひとまずの危機を乗り切ったようですね。ここから先は、こちらも、という状況ではありますが。──以上」

　と、空を貫いてくる柱状結晶の群を、地上側から最速で捉とらえたのは、有あり明あけだった。

　夜の下では既に大雨が幾重のカーテンの如ごとく揺れ、叩たたきつけてきている。

　だが防護障壁を傘かさにした〝有明〟は、本体の知覚素子で遙か上空より来る流体光を確認していた。天上方面からは鈴すずがやはり全てを捉えていて、座標情報などを寄越してもいるのだ。

　……捕ほ捉そくは万全です！

　だが懸念があった。

　天上側からの報告では、柱状結晶は〝瓦が解かいの総勢〟を生む。

　だとすれば、この事態において、運命が地上へと〝瓦解の総勢〟を送る意味は何か。

「問われるまでもありませんね。──以上」

　今、自分の正面。西側には、豪風と雨に干渉術式で耐える〝安あ土づち影かげ〟が立っている。その先端からは〝道〟が確定し、空へと走っているのだ。

　敵が狙ねらうのは、IZUMO総社からの推測では、まずこの〝安土影〟だ。更には、

「〝有明〟君！　武蔵むさし総艦長代理が指定した座標と、極東本土の照合は出来たかい!?」

　傘とした障壁の下、駆け込んできた白衣姿の翔しよう一いちの声に、己は振り向いた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そちら、IZUMO総社を通して、各国の総長連合と生徒会、その残存との連絡はついていますか？　──以上」

「Ｊｕｄ．、出来ている。だから見せてくれ。──落下地点の照合を」

　その要請に、自分は担当の自動人形にハンドサインを送って促した。直後、床に極東の概要図と、柱状結晶のクラスター落下予測地点がポイントされる。

「合計で三百二十カ所。どれも、極東内では有力な神社、仏閣、そして各教譜の施設や、流体槽のある箇所です。──以上」

「そこが狙ねらわれる見立ては？　君の統計として」

　問われて指を鳴らす。すると図上、本ほん能のう寺じ上空を中心に、極東全土に光の編み目が走った。

「今回、この〝安土影〟の制御と、〝道〟の確定と保持のために、本体のみの燃料などでは不可能と判断し、確定後は本能寺の地脈システムを利用しました。つまり、この〝安土影〟と〝道〟は、全国の要所からの流体供給によって成立しています」

　つまり、

「〝道〟を解読し、このシステムに気付いた運命は、ここと、流体供給の要所を破壊するために手勢を送ったと、そう言って良いでしょう。──以上」

　自分は翔しよう一いちを見た。彼は有あり明あけIZUMOの代表であり、この艦の艦長でもある。そして、この〝月の指輪〟作戦においては、地上側の責任者だ。

　声がする。空を確認していた自動人形が、声をあげたのだ。

「上空！　柱状結晶のクラスター、転化します！　竜属！　及び武神群です！　──以上！」

「正に創世ですね。いえ、黙示録と言うべきでしょうか、翔一様。──以上」

　ああ、と彼が頷うなずいた。そして手を上げ、こう告げた。

「IZUMO総社に繫つないでくれ。──これより地上側、全土の総長連合、生徒会に対して戦闘開始の号令だ」

「非常態勢と避難指示などを既に要請していますが？　──以上」

「それどころじゃなくなる。──地上側が対処出来なければ天上側が〝道〟を失い、崩壊だ。

　役職者、有力者は空に行ったが、残りの皆とて、無力じゃないだろう」

　さあ、と彼が言った。

「明日の朝まで八時間も無いだろう。だが密度をお互い上げていこう。──運命と人類と、どっちが抵抗し続けてられるか、殴り合いだ」







[image: 第八十五章『背後の控え者達』]
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　鐘の音を、夜の嵐あらしの下で、オリンピアは聞いていた。

　K.P.A.Italia、教皇総長パパ・スコウラが座る謁えつ見けんの間だった。自分は代理としてここにいて、しかし明確な仕事は生徒会と代表委員に任せている有様だ。

　……全くもって、傀かい儡らいねえ。

　だが、いるだけでも、結構違うのだと理解した。

　誰だれも彼も、現状がどうであるかを、こちらに報告に来る。そして自分は話を聞き、問題点があるならそれを口にさせ、解決したか、する流れが見えたら労ねぎらい、賞賛するのだ。

　もしも何も解決せず、立ち向かいに行くだけならば、こう言えば良い、

「大丈夫。主は貴方あなたを見捨てないわ」

　それだけで、人々は保もつ。

　つまりは息抜きね、と自分は考える。皆、報告に来ているのは確かだろうけど、実際はそうする事で不安の内包をやめ、共有化をしているのだと。

　これは〝救い〟というものだろうか。

　兄の仕事も、大半はこういう事だったのね、と、今更ながらに気付かされる。これなら平時は傀儡やっていても、緊急時の時に役に立てる、と。

　しかし、何となく、周囲の忙しさが増してきた。こっちに報告に来る頻度が下がり、自分の方でも通神帯ネツトから各所の状況を知るようになり始めたのだ。

　さっきまでは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国のマティアスと通神で話をしていた。彼も今、留る守す番ばん状態で、こちらと同じような事をしているらしいが、

『そろそろ避難しなければいけないようだ。では、──両方共に、兄や姉の帰ってくるのを待ちたいところだね』

　というのは、確かにその通りだ。

　そしてこちらも、避難の時間が来た。なるべく最後に、と希望を出しておいたが、傀儡でも教皇代理が先に動かないといけない場合があるらしい。腰をあげ、まだ〝若い〟わねえ、と一息を入れていると、謁見の間にも案内人の戦士団が来た。彼らは万が一の際の折り畳み式ボートを担いだ姿で、

「失礼します！　一階部分に浸水が始まってます！　まだ通神や、道が生きている内に！」

　成程、物理的に限界が来ているならば仕方ないと、そう思う。だが、

『警告！　東側大通り、第五聖堂方面は、市民、一般学生の接近禁止です!!　瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルン、第三、第四大隊は、市街を道どう雪せつ様に任せ、急ぎ急行して下さい！』

「接近禁止？　立ち入り禁止じゃなくて？」

　はい、と戦士団の女子が、こちらの救命術式などを確認しつつ言う。

「旧派カトリツクの誇る、流体燃料槽を、空から来た〝瓦が解かいの竜属〟が狙ねらっているようです。

　現在、瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンが迎撃態勢を整え、展開しております。教皇代理は、裏口から急ぎ、退避の方を御願いします」

「退避？　──外はあれよね？　ヴェネツィア辺りが軽く沈むような状況よね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、沿岸部、または水上都市は軒並み浮かされました」

　じゃあ、と自分は言った。

「そんな状況なら、何処どこに行っても同じよ。──私、お兄ちゃんにおとなしくしてろって言われたの。〝夢見〟てるから。現場に連れて行って頂戴」
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　ローマ市街。主教導院であるKure Papa Allenza Scoula、K.P.A.S.の白い希臘ギリシヤ様式の建物は、幾つかの並びが破壊されていた。

　雨の夜だ。広大な敷地は芝の広場が全て池となっており、下の状況が見通せない。

　運が良かったのは広場以外の通路は石畳で水はけも良い事だ。その上に展開する瑞西傭兵団は、堅い足場をベースに大型武器を展開する事が出来ていた。だが、

「くっそ！　二匹は倒したが、まだ三匹いるのか!?」

　半壊した中隊、二十三名が、破壊された図書館から通りに出てくる。

　街灯は、この教導院のある丘の下、遠くの街に見えるものだけだ。皆、手元や腰に提げた投光術式でお互いの無事や負傷を確認する。

「急げ！　次に行くぞ！」

　丘上の教導院は建物も多く、各所で火が上がっている。

〝瓦解〟の竜属は残り三匹。この教導院敷地内で、東の流体燃料槽に向かっているようだが、

「隊長、他部隊が交戦してるの、たまにチラっと見えますけど、随分と場所が移りますね」

「建物が結構デカいから、解わかりにくいよな」

　斥せつ候こうが表示枠カデナフイルマを開くが、すぐにそれを叩たたいて壊した。

「ダメっス。さっき倒したのの流体余波がデカくて。画面真っ白ス」

　彼の言葉に続くようにして、光が上がった。図書館の外観。屋根を失い、壁も大半が瓦が礫れきとなった向こうで、大規模な白い光が空に昇ったのだ。

「ハ、〝瓦解〟の竜も、消える時は流体光か。出来れば明かりの代わりになって欲しいもんだが。──全員、確認は終わったか!?」

「負傷者います！　重傷あり！」

　四人がここで離脱し、丘下にいる予備隊と合流すべきと判断された。彼ら四人は、自分の装備の内、使い切りの術式や、すぐ消費出来る加護や食料などを皆に分配し、

「頼む」

「いや、お前ら、下も下だぜ？」

　丘下。街の方はまだ無事だが、やや離れた海岸向こうの丘では、やはり青白い光の竜が身を振るって暴れている。砲撃の光も見える辺り、武神か何かが出ているのだろう。

「あっち、確か古い神殿を利用した聖堂があるんだよ」

「各所施設狙ねらいってマジかよ……！」

「〝道〟を保つための協力先を全部潰つぶしに来てるって話だ。──知ってるか？」

「何をだ？」

　副隊長が、空を指さして言った。

「落ちてきてる〝瓦が解かい〟の竜属。実は人を襲わないらしい」
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「は？　竜属だろう？　あまり知能も無い設定って聞いたぜ？　それが人を襲わない？」

　防御役の一人は、先程の戦闘で大きく曲がった大盾を掲げる。

「この調子だぜ？」

「あの竜属を、止めようとするからだよ」

　副隊長が言う。雨と風に揺れる投光術式の光に下から照らされながら、

「止めようとするもの、阻はばもうとするもの、敵対するもの、そういったものを察知して、竜属は排除する。そうでなければ見過ごして、自分の目的を果たしにいくらしい。

　だから避難民や、輸送艦は、奴やつらの侵攻ルートを避けて動くように通達が出てる」

「通達って、何でそれを俺おれ達に言わなかった？」

　その言葉に、隊長格が軽く手を上げた。

「言わなかったんじゃない。今、伝えるように指示を出した。──何故なぜなら、もうこの中隊は、中隊としては機能不全だからな」

「それは──」

「小隊単位でこれから分ける。そして他の中隊、──大隊が生きてるならそこと合流だ。

　だが希望者は撤退を許可する。副隊長についていけ」

　皆が副隊長の男を半目で見た。すると副隊長が、

「何だよその顔！　俺の家がヤベえんだよ……！　新築だぞ！」

　あー、まあ、と皆が同情の頷うなずきを作った。そして隊長格が苦笑した。

「現状、他の中隊や大隊が生きているかも解わからない。捜索がまず必須で、結果としてもう何もかも遅かった、という事もある。だから、俺はここに残るが、それは義務感だ。

　もし俺達が最後だったら、誰だれかが記録し、報告せにゃいかんからな。

　ここは激戦区だから、寧むしろ先に損切りして、他の箇所に援護に行った方がいいと思う」

「……よし、じゃあ、俺について丘下るヤツ、手を上げろ」

　その言葉に、皆が顔を見合わせた。だが、

「──他、援護に行ったら、俺おれ達、勝てますか？」

「こんなところで合計五体相手にしてるより、楽だろ。それにここは流体燃料槽の規模はデカくて竜も多いが〝一カ所〟だ。他は小規模で竜も少なく、でも〝一カ所〟。効率から言えば、他行った方がいい」

　これは逃げ場であり、誘導だと、誰だれもが理解していた。だから、

「────」

　副隊長以下、一人を残し、手を上げた。残存の一人は斥せつ候こう役だ。

「ま、俺がいないと、隊長、地図読めないっしょ」

　まあな、と隊長格が頷うなずいた。そして副隊長が息を入れ、

「一応、要所の加護状況など確認しつつ降ります。補助になると思うんで」

「あまり時間掛けるなよ」

　と隊長格が笑い、お互いが手を上げた。その瞬間だった。

　図書館の瓦が礫れきを跳ね上げ、極圧の暴力が通りに飛び込んできた。
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〝幸運〟の竜属だった。青白い姿は無傷で、膂りよ力りよくのままに身を回した。

　そして障害物であった瓦礫をはね飛ばし、通りにて足場を確保しようとした時だ。

「く……！」

　竜属は、目の前にて、長銃を構える人間を見た。

　二人だった。敵対する意思有り。態度。行動もその通りだ。故に竜属は、突入してきた勢いのまま、

『──！』

　咆ほう吼こうで敵の動きを止め、全身を振って〝不運〟の抵抗者をはね飛ばした。

　一瞬だった。
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　隊長格と斥候役が、十数メートルを飛んで、通りの先に転がったのを、副隊長は確認した。

　それだけではない。今、自分の眼前に、

『────』

〝瓦が解かい〟の竜属の顔面があるのだ。

　……おいおい……。

　ちょっと待てと、そう思った。何故なぜこんな事に、と。だが、

「え、ええと」

　己は、上ずった声をどうにかしようともせず、言葉を放った。

「敵じゃなきゃあ、……に、逃がしてくれるんだよ、な？」
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　竜なのに息をしてねえんだな、というのが、不意に出た感想だった。

　だがそれ以外は、何もかも、完全に保身の一手だ。

　……マジで、敵意さえ無ければ見逃してくれるんだよな!?

　ともすれば散り散りになりそうな思考をまとめる。というか、何でこの竜属、こっちを窺うかがうようなムーブしてんだ。ってか、ああそうか、さっきお前の仲間、倒したもんな。それでもって隊長も下手へた踏んだ。俺おれ達が、敵意ある一派と思われても仕方ない。じゃあ、ええと、

「ええと、ああ、悪い悪い！　こっちの右手、長銃持ってたらダメだよな！　ああ、これ、三征西班牙トレス・エスパニアの〝清らか大市サン・メルカド〟の特注でさ。ほら、コルシカの火災チャリティで出されたヤツで三十個しか出てねえんだぜ？　〝猛鷲エル・アゾウル〟バージョンで赤いの、いいよな。でもこれ、ほら、持ってると、お前の敵って勘違いされて、それダメじゃん？　だから」

　捨てる。投げ捨てる。硬い音がして雨の石畳を転がる銃をちょっと見て、

「ほら、ポイーって、ポイーって、いいよな？　今の、有りだよな？」

　そして、

「こ、こっちのほら、左手、この盾な？　いいだろ？　〝機械仕掛けの明星フイーノ・アルバ〟の新製品でな？　前の球技大会の景品で、ほら、ここに安あ芸きのマーク入っててな？　障壁効果、高えんだ。でもこれ、ほら、持ってると、何かお前が攻撃してくると疑ってるみたいでダメだよな。

　だからこれもほら、捨てる。捨て──る。はい捨てましたあ──、池の中！」

　言いつつ、気付いた事がある。

　隊長格と斥せつ候こう役が、生きているのだ。

　彼らの装備が揺れ、石畳に落ちた音がした。

　……マジかよ！

　安あん堵どした。ろくに動けないようだが、見れば、武装のシルエットが上下していた。

　息はある。しかし、

「────」

　顔を上げた隊長格が、竜属の流体光に照らされながら、顎あごの動きでこちらを促す。

　行けと、そう言ってる。こっちだってそのつもりだ。だけど、

　……アンタ達を連れていかねえと、駄目だろ！

　とにかくここをやり過ごす。その事に、撤退以外の目的が出来た。だから、

「なあ、おい！　いいよな!?　このまま、ほら、こう、何もしないから！」

　手の平を広げて見せて、左右に腕を開ける。

　どうだ。と、全身の震えを膝ひざに感じながらアプローチした。その時だ。

『────』

　竜属が、こちらから視線を外した。

　見逃されたのだ。
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　よし、と、その場にいる全員が思った。ここを切り抜けた、と。

　だが、続く流れで、誰だれもが一つの危険を感じた。

　竜属が、こちらから視線を外し、しかし、

『────』

　荒れた息をもって、竜が隊長格と斥せつ候こうの方に顔を向けたのだ。そして巨大な獣は、右の前足を彼らに向かって上げ、

「──おい」

　副隊長が声を放った。
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　副隊長は、一度、息を詰めた。今の言葉で、竜属がまたこちらに顔を向けたからだ。

　だが、竜属は、未いまだに、右の前足を振り上げたままだ。その状況を見て、己は今更ながらに、自分が何をしたか気付く。だから慌てて、

「あ、いや、おい、って、──オイッ！　あ、いや、ちょっとした発声練習！　練習！

　オイイイイイ！　って武蔵むさしの姫みたい！　って何でもないから！　気にすんなよ！」

　言う。何も持ってない両の手を振る。すると竜属はまた、

『────』

　こちらから視線を外した。

　……あぶねえ！

　つい、変な良心で、大きなミスをするところだった。だが、

「……おい」

　自分は見た。竜属が、右の前足を、未だ下ろしていないのを、だ。
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　皆は、目の前に立つ副隊長が、雨風に震える声を生んだのを聞いた。

「あのなあ……」

　言う。

「俺おれさあ、瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンに入ってさ、ほら、教皇直属だろ？　だから身分確かだってんで、娼しよう館かんの一番の身請けして、……来月、ガキも出来るんだよ」

　言う。

「ホント、実家にも五年以上帰ってねえんだ。両親、俺おれがマクデブルクで死んだと思ってるらしくてな。女房が、子供出来たら挨あい拶さつ行こうって」

　言う。

「まあ、そりゃあ、悪い事したさ。瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンの前は、御約束の独逸傭兵団ランツクネヒトでな。学校出た後は自由学生でそっち行ってさ」

　言っている間に、副隊長の、上げていた手が下ろされていく。

「金チョロまかして、出先の都市で遊んで防衛、いい身分だった。後でバレてしこたま殴られたりもしたけどな、当時の団長も〝もっと上手うまくやれ〟って言ってくれてさ」

　手が、背に回った。

「女も引っ掛けたさ。──、先輩格の彼女をどうにかしてものにしようってな。それが今、俺の女房なんだけど、決闘仕掛けたよマジに」

　ハンドサインが送られる。

『撤退しろ』

　全く。

「いろいろ悪い事、やったさ。敵前逃亡も、いや、ありゃ敵が多過ぎた。弾薬を申請以上に摑つかみ取って花火みたいに打ちまくったり、食料を皆で勝手に開けて夜通し騒いでな」

　だけど、

「──だけどな」

　副隊長がハンドサインの手を腰の後ろに当てる。

「仲間を見捨てて逃げた事は一度もねえんだよ」

　そこには、対竜属標準装備として、爆砕術式の束がある。
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「おい」

　お前だ。そこの図体のデカいの。

「おい！」

　向け。こっちだ。俺だ。そうだ。お前だ。武器持ってねえから解わからねえか。

「──聞けよ！　いいか……!?」

　クッソ、超口だけだ俺。無茶苦茶震えてる。彼女の前に大金置いた時みてえだ。何かもう、涙出てきて、よく訳わかんねえ。

「運命を止めに俺達はやってきたんだ！」

　だけど、

「さっき図書館で、十七人やられた！　いい働きだった！　そして俺おれは一人だ！」

　いいか。お前だ。

「お前の十七分の一を！　俺が止めてやる！」

　言った瞬間だった。不意に、横から声が響いた。左右一列、一斉に、

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　撤退を促した全員が、そこにいる。
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　副隊長は、浮いた涙を雨に流した。

「……馬鹿、お前ら……」

　横に立つ射撃手はそれを無視した。彼は記録手に問い掛ける。

「先程、図書館の竜属を倒す前、うちの中隊は何人だった？」

「Ｔｅｓ．！　三十六人であります！」

　では、と陽動を兼ねる近接武術士ストライクフオーサーが問うた。

「今、何人になった？」

　ああ、とやはり近接武術士の女が応じた。

「──合計で十三人ですね。向こうで寝てる二人は入れてません」

　じゃあ、と記録手が言った。彼は大仰に手を振って、

「図書館では十七人が離脱する間に、竜属を一体倒せました。そして今、私達は十三人です。

　──言ってる意味、解わかりますか？」

　その言葉に、防御役が笑う。

「はは……！　俺達が運命を止める助けをするには、あと四人足りねえ、ってところか！」

「Ｔｅｓ．、その通り。──さてどうでしょうか、副隊長」

「何がだ？」

　ええ、と記録手が、言葉を作った。見ればその口元は震えている。だが、確かに彼はこう言った。

「運命を止める助けをする程度なら、四人くらい、──誤差ですよね」
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　副隊長は応じなかった。ただ、

「計算、無茶苦茶じゃねえか」

「有り難う御座います。──誤差範囲以上まで行けるかもしれませんね」

　馬鹿が、と見る先、竜属がこちらに一歩を踏み出した。

　速い。当たり前か。だが、

　……クッソ、怖えな！

　だがポリシーだ。ここで仲間を見捨てたら、女房に言い訳出来ねえ。告白の時、言われたんだ。あっちは俺おれのしでかした事、何もかも知っていて、だけど彼女はこう言った。

「アンタ、仲間見捨てないから、──もっと大事なあたしの事、見捨てないよね」

　ああそうだ。Ｔｅｓテスタメント．だ。どうにかしてやる。だから、まず大事なのは、

「失わせねえよ……！」
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　叫んで前に踏み込んだ頭上を、いきなり白の巨きよ軀くが三つ突き抜けた。

「……!?」

　竜属だ。流体光で出来ている。だがそれは〝瓦が解かい〟のものではなく、

「教皇代理……！」

　言った横を、一人の姿が通り過ぎた。

　初老の女。しかし教皇の衣装を纏まとった彼女は、目を伏せ、流体の欠片かけらを散らし、

「御免なさい。眠くてあまり確かに身動きとれないのよね。あちら、戦士団の皆もいるけど、彼らは公的な部隊だから、──貴方あなた達、私的戦士団として、護衛についてくれるかしら？」

　彼女が手で示した背後、先に離脱した四人が手を振っている。

　これで合計十七人。そして、更に後続の部隊の中から、

「K.P.A.Italia陸上部──!!」

　高速の疾駆が二人、〝瓦解〟の竜属と〝夢見〟の竜属の間に飛び込んでいった。

　本隊の主力だ。片方は裸足はだし、片方はシューズの二人は、何か言い合いながら加速し、

「……確保！」

　倒れていた隊長格と斥せつ候こう役を拾い攫さらって駆け抜ける。更に、

「おおお……！　俺の重い打撃を食らえ……！」

　と中年の近接系を中心に、K.P.A.Italiaの戦士団が突っ込んでいく。

　彼らが壁となり、安全は確定した。ならば、

「──行くぞ！　何も見捨てねえからな!!」
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「──行けるか」

　正まさ純ずみが受けたのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから〝道〟の安全確保が出来たという報告だった。

　正面。第二の月が見える。

　その間には、当然、〝瓦解〟の竜属の群などが見えるが、〝道〟は浸食されていない。

　行ける。

　ならばする事は一つだ。既に武蔵むさしは機動状態にあり、それを止めているだけなのだ。

　ゆえに己は、皆の先頭で手を軽く上げ、前に振った。

「武蔵、大和やまと、──全速前進!!」

　告げた瞬間。武蔵は弾はじかれたように前に出た。
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　鈴すずは武蔵を走らせる。

〝道〟上を、急いで距離を詰めなければならない。

　今、地上側は危険な状態なのだ。知っている土地、知らない土地、人々が、こちらとは別で必死になっていると、そんな報告がやってくる。

　……大和も来ている、ね。

　急ごう、とただ前を、先に行った各国の後を追うように急ぐ。すると、

『鈴様。──各国の代表達から、通神が来ています。──以上』

〝武蔵むさし野の〟の言葉と共に表示枠サインフレームが幾つも開き、声が聞こえた。まずは三征西班牙トレス・エスパニア、野球部主将の隆たか包かねだ。彼がこちら、恐らくは武蔵勢に対して言葉を寄越してくる。

『よう。──とりあえずこっちは制圧というか、押さえ込んだ。これから奥にある、白びやつ虎こか？　その〝瓦が解かい〟を潰つぶして〝道〟の片付けもやろうかな、ってところだ。

　そっちは急げよ？　こっちも、後から追いつくけどよ』

　ああ、と己は思った。

　これまで、任せて、そしてここから、任されるんだね、と。
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　正まさ純ずみは、加速を続ける武蔵の上で、各国代表の相手をしていた。

　特筆なのは、英国側だろう。

　エリザベスが、酷ひどく興奮した笑みでこう言ったのだ。

『そちら、ジェームズ一世の〝瓦解〟は私が始末した！　感謝するといい！』

　これには清きよ正まさが恐れ入ったが、エリザベスは気にしない。一方、メアリが対応に出ると、エリザベスはただ一言、こう言った。

『有り難う。──姉さん』

「いえ、よく解わかりませんけど、──死ねましたか？」

　静かな笑みで告げられたその言葉に、妖精女王はただ微笑を返しただけだった。やや離れたところ、向こうの画面に映らない位置でクロスユナイトが腕を組んで何度も頷うなずいてるが、大丈夫かお前。

　そして別の方では、ルドルフ二世が、馬鹿やミトツダイラと言葉を交わしている。

『世話になったとか、思っちゃ駄目よォン？　これからこちらこそ、そちらの世話になり続けていく筈はずだものねェン』

　というのは、外界開拓の事だろうか。巴ともえ御ご前ぜんが何か言いたそうだが、彼女はスリープ状態に入った駒こま王おう丸まるが気になるらしい。そして向こう側、休息用に島しま津づ勢がうろつき出す中、

「正まさ純ずみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシからですが、こんな感じで通神文メールで来ました」

『おぞましき儀式が我々の勝利で終了し、〝瓦が解かい〟どもが空に昇った。今、その後始末をしているところだが、凄せい惨さんな現場だ。見せるには及ばぬものとして、先に行くが良い……！』

　流石さすがだなあ、と己は思った。ホライゾンも頷うなずき、

「流石は上越露西亜、自らの破壊の力を理解されているのでしょうねえ」
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　景かげ勝かつは、ゴミ袋を片手に、賑にぎやかに続いた宴うたげタイムの後片付けをしていた。

　……ああ！　もう！　こんなにゴミを出してしまって、凄惨な……！

　これは流石に人に見せられない現場だ。超上位種族である魔神族が、恋だ愛だなどと語り合った上で、スイーツの食べ散らかしとは。

「おい、マルファ！　……マルファ！　何を表示枠サインフレームを眺めてニヤついておるのだ！」

「は？　ハアアア!?　何だ!?　画面見たか!?　見たら殺すぞ貴様!!」

　本ほん庄じよう君、あっちへ行けというハンドサインはやめてくれないものであるかね？
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　上越露西亜、恐るべし……、と皆でしみじみ頷いていると、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから報告が来た。

　画面には、第二の月を背後にした輝てる元もとが映っている。こちらに軽く手を上げるので、自分の方もツキノワと一緒に応じる。

「よう」

『──おお、そっちどうだ？　飛んで……、ああ、来てるの見えるな。とっとと行け』

「またお前、テキトーだなあ」

『否、何かまあ、〝瓦解〟を相手にいろいろ考えちまってな。

　──お前の方も、覚悟をしておけよ？』

「いや、私、非戦闘員だから、多分向こうは出して来ないぞ」

『盾くらいにはなれるじゃねえか』

「そんな風に人命扱えるなら、運命は自殺しないと思うぞ？」

『まあそれもそうか』

　という輝元は、ミョーに肩の力が抜けている。

　……〝瓦解〟との相あい対たいで、いろいろ思うところがあった、か。

　何がだろうか。否、向こうが喋しやべる気がないものを追及したり、思っても仕方ない。いずれ機会があったら、と、そう考えて、自分はふと気付いた。

　……私は、随分と〝先がある〟と信じるようになっているんだなあ。

　武蔵むさしに引っ越してきた辺りは、明日がどうなるかも解わからない位だったというのに。

　だとすれば、輝てる元もとは、同じように〝先〟か何かを〝瓦が解かい〟を相手に思ったのかもしれない。

「じゃあ、こっちは行ってくる。そっち、皆に、感謝する。そう伝えておいてくれ」

『ああ、大した事はしてねえけどな、マジ被害出てねえようなもんだし』

　そっか、と頷うなずく自分は、ふと、視界に光を見た。

　……ん？

　輝元から太陽王ロワ・ソレイユの挨あい拶さつに移った画面。その背後に、光が見えた。

　それは大きくなってくるが、太陽王は気付かず、

『さあ、私達が空けた道をいくといい。感謝は不要だ。それと──』

「いや、あの、太陽王、……輝元を戻せるか」

『おやおや、輝元は人気者だね。輝元、武蔵副会長が呼んでいるよ』

『は？　何だ？　こっちの協力に改めての感謝か？』

　という彼女の声が聞こえる間に、遠くにあった光の正体が見え始めた。

　柱状結晶だ。
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　……ちょっと待て！

　何故なぜ、ここで今更、柱状結晶が出る。

・青　梅：『嫌がらせですかね……。──以上」

　被害者枠の〝青梅おうめ〟が言うと説得力あるな、とは思う。

　だが輝元や太陽王はそれに気付かない。何やら誰だれが活躍したとか、そういう話を始めている。対するこちらは、このままでは危険だと思うし、それに、

　……ええと、他はどうだ!?

　と振り返った皆の方。誰も彼もが、自分が応答してる表示枠サインフレームを指さしていた。その上でこちらに向くのは、完全に無表情な顔だ。

　……まさか。

　そう思って、二、三歩退ひいて確認した各国代表の表示枠。

　誰も彼も、自分達の活躍や今後を満足げな顔で話している。やはり〝瓦解〟との戦闘でテンションが上がったのだろう。

　しかし後ろからそれぞれ柱状結晶が飛んでくるのに気付いていない。

　だからこちらは、皆で声をあげた。

「おい！　後ろ！　後ろ!!」

　すると画面の向こうで、各国の代表者が肩越しに後ろを見た。

　逆方向だった。ゆえに皆が、

「右から振り向け──！」

「左を見ろ……！」

　などと好き勝手言うが、大層本音だ。そして画面の方からも、向こうの自動人形が、

『あの、姫様！　後ろ！　後ろです！　あ、だからそっちじゃなくて──』

　自動人形のナンバー２が、輝てる元もとの腰を摑つかんで逆に回した。強引だな……、と思うが、その頃ころにはもう柱状結晶が割れ、竜属や武神の群を下に落としつつある。

　各国代表者が振り向き、今、起きている事を確認するまで数秒。その後に彼らは、奥の空を指さしながら、こっちに向かってこう叫んだ。

「何だあれは……!?」
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　降下してくるのは、やはり武神群と竜属の群だった。更には、

「人か……!?」

　違う。似ていて、その形をしているが、違う。各国、それぞれの衣装を模して、恐らくはこの相あい対たいで屈強だった者をモデルとしたのだろう。だが、

「顔が無いぞ……！」

　遺跡のレリーフにあったものと同じだ。顔の無い、だがそれだからこそ誰だれの運命でも有り得る存在。その形が、作られた〝道〟の果てから、一斉の突撃を掛けてきた。

　怒ど濤とうであった。
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　ミトツダイラは、見苦しいものを見た。

「おいおい教皇のオッサン、何一体？　オメエのやった事、実は超無駄？　どうなの？」

『貴様ぁ──！　俺おれ達が如何いかに苦労して相手を倒したか、教えてやろうか！』

　そうねえ、とナルゼが頷うなずき、ナイトが首を傾かしげた。

「コレ、あれだよね？　ゲームだったら、ここで別ファイルにセーブして、各国代表が戦う前まで一回戻って、こうなるのを避ける方法があるかどうか探るアレ」

「その手のって、出来ませんわね、と思って進行すると、翌週くらいに解法がでたりしますのよねー……」

『貴様らあ──！』

　[image: ]しかられましたの。だが、まあまあまあ、と間に入るのは浅あさ間まだ。彼女は、皆を静めるため、一つ手を打ち、堅い汗を搔かいた笑みで言う。

「──ええと、とにかく非常事態なのは確かなので、煽あおらず行きましょう。各国代表はちゃんと役目を果たしたと思います。後からこうなったのは仕方ない事ですが、各国代表の本来の目的は違うものですし、彼らの努力と協力を無視してはいけないんじゃないかと」

　はい、と言い終えた彼女に、自分は小さく手を上げた。

「何です？　ミト」

「ええ。……その物言い、各国代表が役に立ってないという王の意見を、全く覆くつがえす事なく、逆に認めてますわよ？」

　言った先、浅あさ間まがちょっと考えた。

　そして、右から左にエア荷物を置いて、

「──あっ」
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・ホラ子：『浅間様の、説得力あるようでいて全く逆になる話術、今回も冴さえますね……！』

・あさま：『いや、まあ、言われてみるとどうフォローした方が良かったのかと……』

・ＡｎＧ：『教皇先輩達、やってる事無駄だったの!?』

・貧従士：『厳密に言うと悪化した気がしますが、ここは曖あい昧まいが求められる時間ですよね』

・賢姉様：『フフ、そうよね！　さあアデーレ！　無いって言ったら駄目なのよ！　無いって言ったら負け！　さあ、じゃあここはどう……、あら、あるわね！』

・貧従士：『おっと！　残念ながらそこは腹肉です……！』
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　相変わらずだなあ、と思うが、各国の表示枠サインフレームが賑にぎやかになってきた。

「つーか、ぶっちゃけ〝瓦が解かい〟弱くない？　と思ってたら、物量かー」

「でもこれ、かつての未来で、現状のような用意など無しで食らったら、かなり危険ですわよ？　疲弊したところに波状で、恐らく延々と来ますのよね？」

　ミトツダイラの言葉に、皆が顔を見合わせた。その中で正まさ純ずみが手を上げ、

「急ごう。今は優勢でもやがてジリ貧だ。向こうには耐えて貰もらって、その間にこちらは早期解決で、お互いを補助し合おう」

「でも向こう、何か、パニック映画の撮影のアレみたいだよね、ライブ映像っぽいアレ」

　確かに画面の向こう、やたらな喧けん噪そうや、機材やら何やらをひっくり返す音がする。そして、

『まだ帰投用意は無し──！　はい戦闘続行です続行!!　島しま津づ！　皆を起こして！』

　画面の外から聞こえる三征西班牙トレス・エスパニア副会長の声がなかなか厳しい。

　更には通り過ぎようとして気付いて挨あい拶さつしていく三銃士のアルマンやイザックやらもいて、仕舞いには教皇総長が、

『おい！　とっとと通れ武蔵むさし勢！　こっちはこれから第二ラウンドだからな！　おい！』

　大丈夫かなあ、と思う武蔵は、しかし向むか井いが気まずさに負けて押したのだろう。真っ正面へと一気に加速した。
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　行く。武蔵が大和やまとと、極東の艦群をつれて〝道〟を加速する。

　その通り過ぎを、確かに各国の代表達は見送った。

「行け！」

　隆たか包かねが、列を成して突っ込んで来る武神群に、野球部の遠投やサッカー部のドライブシュートの援護を得ながら皆で突っ込んでいく。もはや機き鳳ほうも航空用の武神達にも、制限は無い。

「行け！　アルマダとは違い、まだゲームはこれからだぜ！」
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「ああそうだ。これは遊びだ。派手に世界を賭かけた、な」

　と、妖精女王は、自分が舞台に組み込まれていく事を自覚しながら笑った。

　劇は何だ？　いつもは森と湖だが、今回は浜辺だ。海がある。これは、

「──試作中だけど〝冬物語〟だよ」

　シェイクスピアが、敵勢の突進を前に言う。

「──王、リオンディーズは、友と妻の密通を疑い、友を毒殺しようとする。友は逃れ、妻は投獄され、行方ゆくえ不明となってしまう。しかし神託により、密通は誤解で、友との仲を回復せねば、リオンディーズは後継者を得ないと、その事が解わかってしまうんだ」

「それで、友との仲は回復するのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、友の息子むすこが見み初そめた羊飼いの娘が、実は逃れた妻の産んだ子でね。その婚姻を巡るドタバタから、娘の正体も明かされ、結婚を認めた王と友は仲を回復、妻も復縁して大団円。──悲劇を書いていたシェイクスピアが、こんな話を後には幾つもものにするんだ」

　さあ、とシェイクスピアが、通り過ぎていく武蔵を見た。

「何だって有りだ！　何だって！　運命が何もかも決めようとするならば、トゥーサン、この世は僕達による運命の二次創作だろう！　それを示してやってくれ！」
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「まあそういう事だ！　こっちはこっちで仕事続行だ！」

「Ｔｅｓ．！」

　自動人形部隊は先程一切出番が無かった。そして武神隊も、まだ健在だ。艦砲も充分に使えるのだ。仏式旧派ガリカンも砂丘連隊が機馬で輸送艦から飛び出してきた。

「ヒャッハー!!　１６ＸＸ年、月の沙さ漠ばくは今こそ流体の炎に焼かれた……！」

「だが、それでも砂丘のラッキョウと暴力は滅びていなかった……！」

　元気だなあ、と、走って行く砂丘連隊を見送り、よし、と輝てる元もとは、太陽王ロワ・ソレイユと手を打った。

　既に通り過ぎ、艦尾を見せつける武蔵むさしを見て、

「こっちは派手にやってっから、帰りも頼むぜ。──武蔵勢」
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　トーリは、それらを、展開しては消える表示枠サインフレームで見ていた。

　幾つも現れ、挨あい拶さつし、

『じゃあ、帰り、待ってるわよォン』

『あまり怖がらせてはいかぬものであるぞ、武蔵総長！』

　おうおう、と手を振った。そして、

「──義よし経つね」

『おお、何じゃ』

　声だけの通神が来た。だからこちらが何も言わずにいると、

『気が利かぬヤツじゃのう。少しは気にかけんか』

「おお、どうよ、そっち」

『Ｔｅｓテスタメント．、何やら、他の下々が騒いでる奥で、出て来おってな』

「オメエか？」

『否。駒こま王おう丸まると、兄上よ。──まあ、わしの責任範はん疇ちゆうじゃからの。捻ひねってやったが』

　一拍の間が空いた。

『二度目でも、何じゃ、疲れる連中じゃのう』

「義経様」

　ホライゾンが声を掛けた。

「一息ついたら、ラーメン食いに来ませんか。神界の塩ラー餃子ギヨーザ付きです」

『それでフォローのつもりか……！』

「まあいいじゃねえか。──でも残念だよな。ここ、ガチ戦闘系の〝瓦が解かい〟しか出ねえから」

『何が残念だと？』

　そりゃあ決まってる。

「オメエがオメエの〝瓦解〟に会ってねえって事は、オメエの〝瓦解〟は、戦う事とか選ばなかった御姫様って事だ。見てみたかったぜ」

『……御姫様がラーメン餃子付きを食いにいくと思うか？』

「ホライゾンは副王やりつつパン屋の店員ですが？」

『こういう時は目上を敬って〝ハイそうですね〟じゃ、馬鹿者……！』
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　まあいい、と義よし経つねは立ち上がった。

〝道〟の上。遠く武蔵むさしが飛んでいく。

　左右の果てでは、強国達が〝瓦が解かい〟の総勢を押しとどめ、殿しんがりの役割をしている。

　自分は、空に昇った二つの流体光の風を見送り、

「……こっちには本物がいるからな」

　後ろを見れば、佐さ藤とう兄弟もいる。

「……しかし、貴様らの〝瓦解〟が出なかったと言う事は、貴様ら、戦力扱いされていないのではないか？」

「いやいやいや！　コイツと！　コイツと運命は勘違いしたのですぞ！」

「そうで御座います！　こっちの貧弱と勘違いされたので御座います！」

　やかましい。と思えるのも贅ぜい沢たくだ。何はともあれ、

「行くといい。──ここに呼ばれなかった者達も、報われるじゃろうて」
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　そして第二の月を正面に構えた武蔵は、自分達の敵を確認した。

　奥に信のぶ長ながを、手前に、

『武蔵と大和やまと……！　いるよ！』

　だがそれだけではなかった。周囲に浮かぶ流体片が重なり、迎撃として新たな形を取り始めたのだ。更には、

「来たわね。──あれ、どう見ても機殻箒シヤーレベーゼンの白魔術ヴアイステクノと黒魔術シユヴアルツテクノの加速系」

「……重力制御の、加速残光も見えるわ」

　ナルゼの言葉に嘉よし明あきが補足し、まずはしかし、竜が出た。

「かつての借りを返そう……！」

　真さな田だの天竜、信のぶ繁しげと、〝大気不足〟が。それらを露払いに、

「──武蔵第三特務、第四特務、共に補佐、……出撃するわ！」

　先陣として、四機の機殻箒がはね飛ばされるような加速で武蔵の前に出た。

　そしてナイトとナルゼ、嘉明と安あん治じも、初速確保のために合体状態で加圧離陸を行った。

「一つ、賑にぎやかに行こうじゃない……!!」

　対運命としての戦闘が、武蔵勢にとっての始まりを得たのである。







[image: 第八十六章『天上の加速者達』]
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　有あり明あけ上は、力の激突場所だった。

　有明本体の防護と加護、そして有明IZUMOや、住人達による防御隊が、連携をもって〝瓦が解かい〟の竜属を撃墜し、または乗艦してきたものを排除していたのだ。

　広い艦上だ。なかなか全てを守り切る事は出来ないが、作業用武神団によって可能な範囲の装甲修復や臨時砲座の設置も行われ、

「──なかなかこちら盛り上がっているようだね。代表の、三み科しな君だったか」

　と、精徒ジンのガルーダが乗った打撃で竜を一撃排除した姿が手を上げる。風雨にも濡ぬれず、寧むしろ周囲を乾燥させている長身は、

「スレイマン閣下……！　天上に行かないと思ったら、こちらに？　光栄です」

「Shaja、上に行って足を引っ張るのも何だからね」

　彼は、空を見上げて呟つぶやいた。

「ヴェストファーレンでの竜属や武神を見るからに、運命は、知覚系を信のぶ長ながの模造に頼っている。自前で何か持つよりも、遙かに高性能な既製品だからね。逆に言えば、彼女に知覚されないのであれば、満足な〝瓦解〟にはならない。──天上に行ったもの程〝瓦解〟が生まれやすくなるならば、行かない事もまた戦術だ」

「誰だれも行かず、完全に自動制御と遠隔で武蔵むさしを使って戦闘、というのも考えましたけどね」

　ほほう、と、上から落ちてきた竜属を、スレイマンが手で払う。その軌道から精徒ガルーダが大量に出て、まるで群で体当たりするように竜属を打撃した。

　楽器を束でぶつけたような音に、一瞬で竜の巨体が砕けて光に散る。その膨大さゆえ、周辺の戦士団や有志住人達が「うわあ」と声をあげるが、スレイマンは構わない。

「それはそれで、今の運命ならば武蔵を逆に取り込んで、信長をそうしたように情報を取り出し、キツイ模造をこちらに叩たたき込んでくるだろうね」

「まあ、そんなところです。〝道〟幅もあるので、行ける人数が制限されてますし、〝瓦解〟相手には何とか凌しのげてるみたいですね。問題はその後の物量こそが本命のようで」

「かつての未来でも、このような流れだったと思うかね？　このまま押され、敗北する、と」

　どうでしょう、と翔しよう一いちが応じた。彼は一度白衣を払い、水気を一気に飛ばし、

「かつての未来と〝今〟では、ズレが生じていると思います。まず前提として、不幸であれば、強くなる。これは確かな事で今、天上では皆、そこから得たもので戦っていると思います。ただそれも、その後に勝ったり、負けてもリスペクトをして〝不幸に意味があったと気付く〟事をしないと駄目でしょう。不幸は、そのままだと、単なる不幸です」

　だから、かつての未来と〝今〟は、ここが違う。

「かつての未来で人類が敗北したのは、誰か、〝気付かせる〟人がいなかったせいだと思ってます。負けても、挫くじけず、笑って、これもまたいいじゃねえか、って言える馬鹿が、ね」

「その馬鹿の親が、ここに来ているそうだね？」

「こちらじゃなくて、あっちです」

　と、翔しよう一いちが雨の向こうを指さした。防護障壁や、砲撃の重なる先。そこにあるのは、

「〝安あ土づち影かげ〟、その上で、降ってくるのを迎撃していますよ」
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　スレイマンは、それを見た。有あり明あけから見ても遙か上方。〝安土影〟のフレーム上では、確かに竜属が降り立ち、纏まとわり付いては破砕されている。

　……防衛機構かと思えば、違うのか。

　見れば、一人ではない。更には、フレーム上に、顔の無い光の人型が生じ、

『……！』

　その咆ほう吼こうで、竜属を空に連続で破裂させた。お、という声の響きはこちらにも届き、有明が明らかに震動する。この響きの正体は、

「偽神の召しよう喚かんかね!?　面白い！　たびたび災厄として出るものだが、使役出来るのか！」

「先代の武蔵むさし総長です。現総長の父親に〝鍛え直し〟として、何人か共々、極東全域を連れ回されていたようで」

「？　何のためにかね？──何のために、現総長の父は、そんな事を？」

　ええ、と翔一が応じた。

「彼の友人が〝何処どこにもない教導院〟の生徒だったそうで。その人が二に境きよう紋もんによっていなくなった時、真相を求め、武蔵を出たらしいんですね。──やがてそれは、末世解決の方法に気付く事となり、各地にて、こうなる事への対処として、多くの学生を鍛えた、と」

　今、その結果が出ている。〝安土影〟の上でも、高速の銀光が最も多くの竜属を屠ほふっているのが見えるのだ。だとすれば、

「──松まつ平だいら・元もと信のぶに言ってやらねばなるまいね。貴様の学校の外にも、優秀な生徒がいるじゃあないか、とね」
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　自分は優秀ではないな、と空を加速し、信のぶ繁しげは思った。

　遠くに見えていた〝瓦が解かい〟の武蔵と大和やまとが、急速に近づいてくる。

　あちらも加速しているのだ。恐らく、交差から擦れ違い、方向転換をしての交戦が始まる事となるだろう。

　可能な限り、敵の戦力を削っておきたいと、そう思うが、

『私の〝瓦解〟も来たか！』

　正面の空から自分と等しいものを見た。色は赤ではなく、流体光の青白い姿だが、見間違える筈はずも無い。あれは自分だ。

　向こうはどのくらい優秀だろうか。恐らくは小こ牧まき長なが久く手ての戦いで、武蔵むさしを落としている筈だろう。そしてまた、兄との衝突も無かった筈だ。優秀で、いい生き方をしていよう。だが、

『──真さな田だ副長！』

　ついてくるのはやはり朱あけ色いろの機竜。〝大気不足〟だ。こちらの挙動に追随出来る唯一の機竜も、やはり〝瓦が解かい〟の姿が、向こうに見えている。

　しかし、〝大気不足〟の操縦者である鍋なべ島しまが言った。

『私達、上手うまく行ってない枠だわ』

『同意見だ』

　そうだわね、と彼女が言葉を続ける。だが、

『私達、結構、というレベルでは上手く行っていたと、そう思うんだわ。それでいて──』

『Ｔｅｓテスタメント．、──あちらの私達は、〝私達〟ではなかった筈だな』

『Ｊｕｄジヤツジ．、そのつもりで、──行くわ！』

〝大気不足〟が前に出た。そして〝瓦解〟の武蔵と大和やまとが動いた。

　……おお……！

　側転機動だった。
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　双嬢ツヴアイフローレンと双鉄ツヴアイアイゼンの四人は、正面の空にそれを見た。

「〝瓦解〟の武蔵と大和の同時側転……！」

　流石さすがに初しよ見けんだ。だがこれは、戦術としては正解だろう。

「後ろを取るつもりね……!?」

　その通りといえる高度と軌道を両艦が保つ。下に位置するこちらの武蔵と大和は、

・ベ　ル：『全速前進……！』

・未熟者：『流石にこれは壮観だなあ！　今度僕達もやろう！』

・武蔵野：『ネシンバラ様、機械的にイラっと来たので黙って貰もらえませんか。──以上』

　馬鹿は放っておいて、急がねばならない。何故なぜなら、自分達にはよく見えている。

〝瓦解〟の武蔵は、既に空中で仮想砲身を展開しているのだ。

　側転撃ちは武蔵の得意とするところであり、ここでもそれが行われるならば、

「急ぎなさい……！」

　ナルゼが叫んだ瞬間。四人は爆圧を予測して散開ブレイク。側転の二艦と擦れ違った。巨大な影が回り、風が左右から起き、その直後に、

「……！」

　激震ともいえる砲撃が二発。〝瓦が解かい〟の大和やまとと武蔵むさしから放たれた。

　小しよう兼かね定さだと、大おお長おさ船ふねによる砲撃だ。

　だが、双嬢ツヴアイフローレンと双鉄ツヴアイアイゼンの四人は、その直前に大気の爆圧ともいえるものを正面から浴びていた。

　空が爆発する二砲撃の上、飛来したものがある。

「〝瓦解〟の私達ね……!?」

　それだけでは無い。

　飛行型の竜属。〝瓦解〟の大群が、第二の月の光から生じていた。

「うっわ、何度ネタだコレ……」

「アンジー、余裕でいい事だわ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じて、四人が飛ひ翔しようする。こちらに衝撃波を与えて行った自分達の〝瓦解〟を追って、加速したのだ。
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〝瓦解〟の〝武蔵〟は、あり得ない結果を見ていた。

　側転機動を終え、〝不運〟の艦隊の背後を取った自分と大和だが、

『小兼定と、大長船のどちらも命中していない？　──以上』

　当たらずとも、その場合は〝道〟を破壊し、そこで生じた衝撃波によって少なからぬダメージを与えている筈はずだ。だが、そうなっていないのは何故なぜか。

　その答えは精査によってすぐに判別した。

　……〝道〟！

　武蔵と大和が行ったのは、即座の艦の組み替えと、二艦が向き合うように九十度全体を傾ける挙動だった。

〝道〟は一瞬だが二つに分かれ、壁のようになったその上を二艦が突っ走っていた。

　こちらの砲撃は中央に開いた穴に飛び込み、小兼定は余波で二艦を震わせたものの、

「────」

　艦上の誰だれもが、わああ、と派手な挙動に声をあげただけだった。そして直後に砲撃が来た。弾幕とも呼べるものが連続し、

　……固めに来ましたか！

　こちらの武蔵の橋状艦橋狙ねらい。後ろについた大和よりも、武蔵狙い優先の砲撃だ。

　先手をとって防御を強制させて来たのは、主砲封じだろう。確かにこれで主砲に注力すれば、防御は手薄になり、被弾は免まぬかれ得ない。

「……出来ますね。──以上」

　その評価を絶対として、己は大和と共に加速した。

「防御専念！　砲撃は大和やまとに任せ、射角を確保するタイミングを狙ねらいます！　──以上」

　追撃を開始する。
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　戦場は武蔵むさしと大和の周囲の空。そこでナイトは戦闘に入り、言葉を作る。

・金マル：『御免！　竜属対応はそっちで頼む！』

・ゆたか：『あ、はい、選り取り見取りですね！』

・●　画：『下手へたに近寄ったら駄目なタイプ？』

・あさま：『いえ、選別してますけど、奥に重なられると軽く貫通したのがちょっと届いて当たっちゃうかなー、みたいな？』

・きめえ：『みたいな？』

・ＡｎＧ：『当たってるよソレ！』

　その通りだからやはりアサマチ凄すごい。とはいえちょっと面白いのが、

「武蔵と大和が二艦ずつって、凄い違和感あるね！」

「そうね。このところ空戦シミュレータで武蔵と大和を相手にしたのを幾つもやったけど、こっちのを含めて乱戦状態ってのは想定外だったわ。──処理の関係？」

・武　蔵：『処理的には問題がありません。ただ、〝道〟幅の関係から、正面からの攻撃というものしか想定はありませんでしたので。──以上』

　だが、〝瓦が解かい〟の武蔵と大和が、独自の軌道を取ったと言う事は、一つの事実を示す。

・ベ　ル：『〝瓦解〟の武蔵と大和も、〝道〟を作ってる……！』

　言われてみるとそうだ。

　……〝道〟の限界高度って、大体六、七キロくらいだけど、側転したらケツはその上を余裕で超えるよね。

　二艦がそれを無事行ったと言う事は、〝道〟の概念が彼らにもある。つまり、

・金マル：『ウワー、想定外だけど、先に予測出来なかったのかなコレ』

・未熟者：『あっ、今、遠間で僕が責められてるね!?　いいとも来い！　ここで責められた事が記録になれば、後世での再現動画で出番が増える！』

・貧従士：『駄目な武将の駄目検証番組って、今でもあるんですけど大丈夫ですかね。あ、浅あさ間まさん、豊ゆたかさん、こっち下さい！』

　武蔵の右う舷げん方向に光が連続して散ったが、狙そ撃げき親子は万全なようだ。だがこちらも、

「方向０５０４で来てるわママ！」

　なのでこちらは散開。竜の飛ぶ空は綺き麗れいだと思うが、その間を抜け、ナルゼと子供達の位置を確認しながら、

　……あれか！

　双嬢ツヴアイフローレン・后ケーニギン。

　父や母から受け継いだものを、やはり〝瓦が解かい〟の自分達も使用している。
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〝幸運〟の嘉よし明あきは、〝不運〟の母達が双嬢・后と呼ぶ機殻箒シヤーレベーゼンを使用している事に安あん堵どした。

　……良かった。

　自分の記憶の中でも、母達はそれを受け継いでいた。魔女テクノヘクセンの訓練の初期の内はよく乗せて貰もらったが、やがて自分達の双姫ツヴアイ・フユルステインが重力制御系として確立するに従って、自分は乗らなくなったのだ。

〝乗り味〟が違い過ぎるのが原因だ。だがそれはこちらの選択で、安治アンジーなどは遊ぶように乗せて貰っていて、それを微笑ほほえましいと思うのは、多分、幸運なのだろう。

　その安治も、自分の知っている安治とは違う。軽く打ち合わせは母達ともしたが、母達はこちらが一度未来に行って降りてきたとトンチキ言うのだ。つい思わず、

「それ、設定ミスが生じてない？　運命の」

「いや、まあ、コレが通る世の中だったんだよ、多分……」

　と母達に言われる辺り、無茶な運命というのはあったのだ。きっと。

　だとすれば、今、空にて相あい対たいしている〝不運〟の母達は、きっとそれだ。自分達もそれだ。一番幸運なのは私達だろうと、そう思う。だけど、

「一番不運なのは、そういう過去の上で、敗北した、──そちらの私達？」
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〝瓦解〟の自分達は、的確である。これがナルゼの感想だ。

　……基本、うちの子達狙ねらいね！

　幸運と不運、もしも自分達が幸運だった場合、どういう世界か、というのを一度話し合って予測した事がある。食堂使った作戦会議で、かなり脱線した。

「そう！　つまり僕の同人誌がシャッター前で馬鹿売れして動画なんかになる世界だ！」

「無理だわ……」

「自分、思うんですけど、運命って、人を幸運にするより、そのしわ寄せの解消に一番労力割きませんかね、こういう事例を聞いてると」

　その通り過ぎる。が、幸運な場合と不運な場合、自分達親子を考えると、小こ牧まき長なが久く手てでこちらが勝利している分、子供達の方がこっちより不幸とも言える。ならば、

　……狙うのは、やっぱり子供達という事ね！

　相手の四機が一斉に双姫の背後に付け、二人が加速した。それを確認した自分達は、

「行くわよマルゴット……！」

「合点承知！」

　全身を使った後方宙返りから、それらの背後よりまとめて追撃だ。

　加速する視界の中、幾つもの戦闘が生じている。ウルキアガと成なる実みも、〝瓦が解かい〟の自分を相手に半竜同士が姉だ何だと言い合いながら戦闘しているし、

　……大物もやってるわね！

　真さな田だ・信のぶ繁しげもまた、航空機動での〝瓦解〟との戦闘に入っていた。
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〝瓦解〟の自分がなかなか出来る。

　これはきっと、誰だれもの感想であろうと、信繁はそう思った。

　今、空を駆け、大和やまとと武蔵むさしの周囲を貫くように飛ひ翔しようし、時折に、

『────』

　切断咆ほう吼こうと言うべき竜砲を放ち、かわし、お互いが宙で絡み合う。

　わずかな面白さを得るのは、やはり自分と同等の相手だからだ。天竜という存在である以上、匹敵する実力のものは少ない。真田でも佐さ助すけや才さい蔵ぞうがいたが、彼らは高齢で、もはや次代となるべく如何いかに清澄な死に様を得るか、という段階にいたのだ。

　太平洋で、まだ見ぬ同族があれだけいるというのは僥ぎよう倖こうだった。

　彼らとは、きっと、外界開拓などが始まれば邂かい逅こうする事になろう。否、

　……〝瓦解〟の方では、既にそうなっているかもしれんな。

　飛ぶ。

　時折に至近に届き、お互いが位置を取り合うように螺ら旋せんを崩した軌道を描き、

『……！』

　竜砲をどちらかが撃ってかわされ、距離を得る。
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　天竜同士の戦いに対し、鈴すずが悟っていたのは、僅わずかな実力差の事だった。

　信繁については、模造がちゃんと出来ている。小こ牧まき長なが久く手ての戦いの御陰だ。かなり自信作だったので遠距離省略用でＳＤ版も作った。真田で立体化されて売られているらしい。

　ちょっと得意だ。〝瓦解〟の信繁も、同様の模造で行けると、そう思っていた。だが、

　……違う、ね。

　こちらの信繁の各部の装甲。特に首の下と裏、その装甲が小さい。〝瓦解〟の方が形が揃そろっている事を見るに、〝瓦解〟の方が正解なのだ。これはつまり、

　……小牧長久手での負傷！

　天竜の回復力は高いが、それは復元力ではない。だとすればこれは不備なのだ。そして、二体の天竜が竜砲を交差し、距離をとった時、己は叫んだ。

「危ない、よ……！」
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〝瓦が解かい〟の竜属だった。

　信のぶ繁しげの視界の中、これまで障害物のように、武蔵むさしと大和やまとへ向けて突撃と竜砲を放っていた群が、いきなりこちらに首を向けたのだ。

　……これは──。

　機械的、と言ってもいい動作に、自分は思った。指揮権か、と。

　戦闘初期において、敵群の指揮権を取っていたのは、里さと見み生徒会長の〝瓦解〟だった。だとすれば、ここで竜属の指揮権を〝瓦解〟の自分がとっていてもおかしくはない。だが、

『……く！』

　これは危機だ。しかし抜けられる。

　竜砲を放つ。咆ほう吼こうし、視界の水平を叩たたき割り、竜の弾幕が張られる前にその壁に断裂を与えた。あとは自分の咆吼を追い、弾幕の間を抜け、

『────』

　竜属の壁を撃ち、一斉に切断した自分の咆吼が、眼前でいきなり割れた。

　それはまだ充分に力を持ち、飛ぶ筈はずだった。だが流体の欠片かけらとなり、破裂音で散ったのは、

『〝瓦解〟の咆吼か!!』

〝瓦解〟の切断咆吼が、カウンターで来た。

　壁の向こうにいる〝瓦解〟の自分が、タイミングを合わせて咆吼したのだ。

〝切断〟の力が激突し、こちらが負けた。先程、竜属を穿うがった分の減衰もあるのだが、

　……負傷ゆえ、だな……！

　小こ牧まき長なが久く手ての戦いで、逆げき鱗りんと背の対称部分を破壊された。この箇所は喉のどを押さえるもので、竜砲の支えとなるものでもある。

　発射には充分な回復をしたと思っていたが、彼ひ我がの相あい対たいでは差が出たのだ。

　だが現状は危険な状況だ。正面から来る敵の切断咆吼に、飛び込んでしまっている。

　自分の〝不運〟が、この流れを呼んだと言うべきか。否、

「兄上！」

「おお！」

　背の装甲の陰から飛び出した兄が、こちらの頭上でそれを構えた。

　短刀だ。

「頼りねえお前には、やっぱり兄ちゃんの力が必要だな！」
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　受ける。止める。

　信のぶ之ゆきは身構え、腹に気合いを入れた。

　……何だ馬鹿野郎！　〝瓦が解かい〟ったって、やる事同じじゃねえか！

　切断力はそれを照準時に反射する事で無効化出来る。ならば、

「弾はじいてやるぜ！」

　と言った時だった。

『兄上』

「おお、何だ信のぶ繁しげ！　兄ちゃんを賞賛するにはまだ早えぞ！」

『否。よく考えたら、弾くのは照準時の段階ではなかったろうか』

　よく考えたらそうだった。
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　鈴すずは、正確な挙動を再現するため、信繁の模造に指を引っ掛けて下に振った。

「鈴様、ちょっと扱いがぞんざいな気がしますと判断します。──以上」

「い、いや、これよりもっと酷ひどい動きだから」

　よく避けたなあ、と安あん堵ど以上に感心した。

　だけど、

・ベ　ル：『あの、真さな田だの総長さん、下に落ちたから、ウルキアガ君辺り、拾って？』
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〝幸運〟の信繁は、落ちていく信之を見送った。

　……何だあの兄上！

　自分は、真田の副長をしている。そこに至る途中、兄はすぐに道を違たがえ、生徒会の方に進んでくれた。真ま面じ目めな兄で、真田の運営には父と共に尽くしている。だが、

「憶おぼえてろよ！　絶対許さねえ──！」

　自分の兄上、こんなじゃないんだが。

　だが今が勝機だ。〝不運〟の自分は完全に挙動を乱した。故に真上から加速し、

『貰もらった……！』

〝不運〟であった事が貴様の不運。その通りの流れだ。だから、

『……っ！』

　全力で竜砲を咆ほう吼こうした。それがもう一人の己への礼儀であろうと。すると、

「意外な展開！」

〝不運〟の自分の背から、武蔵むさし副長が槍やりを掲げて跳び出した。
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〝武蔵むさし野の〟は、鈴すずが、降下気味の信のぶ繁しげの背へと、副長の模造を力なく置いたのを見た。

・ベ　ル：『良かったのかな……？』

・□□凸：『母さん！　母さん！　テンションを上げて下さい！』

・副会長：『いやまあ、歴史的にも〝真さな田だは何やってもいいか〟なところあるからな……』

　他、〝国くに立たち〟が、フォローに声を掛けようとするのを手で止める。

　首を横に振る。

　なるようになるしかないから放っておいた方がいい事がある。
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　竜砲が消えた。

　だが〝幸運〟の信繁は、まだ勝機を摑つかんでいた。

　こちらは上から。そして下の信繁は、ようやくに体勢を整えるところだ。

　迎撃は出来ない。逃げる事が優先だ。そして自分達の加速系は主に後ろ向きに配置されている。つまり退避するには前に出るしか無い。

　ならばこちらはその軌道を先読みし、斜め打ちの降下軌道に変更する。そして、

『……！』

　飛びかかる。上から確保し、零ゼロ距離からの竜砲を叩たたき込むつもりで行く。すると、

『ん？』

　眼下の自分が、予想外の挙動をした。

　前に加速せず、その全身を外側に向け、捻ひねって回したのだ。

　軸転。こちらが上から突撃して行くのに対し、位置をズラす動作だ。更には、腹を上に向けるという、無防備な姿勢だが、

　……竜砲か！

　確かに迎撃ならば、今は上を向くのが一番だ。そして竜の身体からだでは、首だけを傾かしげて上を向くのは難しい。だとすれば仰向けになるのは理に適かなっている。しかし、

『見えているぞ！』

〝不運〟の口から竜砲の軌道と発射タイミングを読み、自分は軌道を再修正した。

　避ける。当たらない。竜砲の口を補正されても、もう大丈夫だ。後は下に入って、相手と同じ事をすればいい。空中で上下にすれ違いざま、こちらが竜砲を叩き込む。

　そういう流れだ。

『余所よそ見みだわ』

　下からの激突に、己は破砕した。
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　一瞬の勝負だった。

　砕け散る自分自身に、何が起きたか、〝幸運〟の信のぶ繁しげは、短い時間で確認した。

　……〝大気不足〟か！

　羽は柴しば勢、鍋なべ島しま・直なお茂しげの機竜だ。それが超高速のカウンターで下から激突してきたのだ。

　何故なぜ、と思った。何故、〝大気不足〟がここにいるのか。

『〝幸運〟の大気不足と、戦っていたのではなかったのか……？』

　違った。そして己の視界は見た。

　遙か眼下。落下していく小さな姿がある。兄だ。彼は手に、光る符を掲げていた。

　救難用のもので、通神帯ネツトに自分の位置を知らせる役がある。だがこの場合においては、

　……突撃すべき座標を知らせるものか……!!

　ならば〝不運〟の〝大気不足〟は、これを狙ねらっていたのだ。〝不運〟の自分が、最後にこちらを全身で仰いだのは、〝大気不足〟に軌道を空けるのと、こっちの意識が己に向くようにするためだろう。

　解わかった。

　自分達は、〝不運〟の自分達と戦闘をするために飛ひ翔しようした。

　だが彼らは違った。

　連携だ。

　だから今、〝不運〟の自分が、そのまま全身をまた回す。下を向く。そこにいるのは、〝不運〟の〝大気不足〟を追って急上昇を掛けてくる〝幸運〟の〝大気不足〟だ。

　カウンターで〝不運〟の竜砲が、〝幸運〟の大気不足を切断した。

　そして自分は、流体の光に還元されながら、こう思った。

　……見事！

〝不運〟の真さな田だは、〝不運〟であっても生き残る方法を知っているのだ。
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　……空が空いた！

　ナルゼは、竜の戦闘が終了した事で自由を感じた。空を来る竜属の動きも、先程まではある程度の方向性を持っていたが、今はそれぞれが種類ごとに固まって攻めてくるだけだ。

「じゃあ行きなさい！」

　それが合図というように、先頭をいく嘉よし明あきと安あん治じが武蔵むさしの艦間に飛び込んだ。

　追って〝瓦が解かい〟の自分達と娘達も続く。

　こちらもマルゴットと顔を見合わせ、

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　飛び込む。
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　武蔵むさし、大和やまと、武蔵、大和。

　この並びを面白いと〝幸運〟のナイトは思った。そしてまた、

　……へえ。

　前を行く〝不運〟の嘉よし明あきと安あん治じが、武蔵の艦間の移動を見事に行う。

　自分達のいた世界では、下手へただった。それもその筈はずで、彼女達を撃墜した後、双姫ツヴアイ・フユルステインの二型の検証が間に合っていなかったからだ。流石さすが未来の機体の特注品、〝見下し魔山エーデルブロツケン〟でも研究開発すら始まっていないので、かなり難度が高いらしい。

　ゆえに子供達には、一型を預けて馴ならしていたものだったが、当然、乗り味が全然違う。こりゃ一からやり直しだね、と、笑っていたのだ。

　だが〝不運〟は、やる。

　飛び方にセオリーは感じる。配送業のアレだ。軌道の取り方が狭い処ところのインをつくものが多く、これは誰だれの飛び方だったか、と思うが、憶おぼえていない。

　自分達は、ランキングを苦労せず上がり切り、無傷だったのだ。だから、

「関係ない、ね」

〝不運〟の子達より、こちらの方が艦間の機動は上手うまい。その事実をもって、自分はナルゼに手で前を促し、

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　行った。
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　引きつけて、落とす。

　それが先を行く場合のセオリーだと嘉明は理解している。

　双姫は、後方への対応手段が充実した機体だ。特に防御系は独特で、加速板を細かく分解してチャフのように散らし、敵の弾幕を一気に誘爆させる事が出来る。

　これらの仕掛けと加速力の強みから、先頭を行くのは有利だ。

〝瓦解〟の方もそれが解わかっている。だから先に〝瓦解〟のママ達が引き、後続するこちらのママ達の前を防ぐように、〝瓦解〟の自分達がついている。

　お互たがい、利点を活いかしての前進と追撃だ。

　一方で、ちょっとこちらが不利な部分がある。それはやはり、

「三ヶ月程、武蔵むさしの艦間移動は訓練したんだけどね……」

「やっぱ向こうの方が育ちが良いね！」

　あちらの自分達は、そもそも末世が無いのだ。子供の頃ころから万全な武蔵があり、多分、大和やまともあっただろう。それからこの歳としまで、配送業などの仕事をしていたとなると、

　……一番下手へたなのは、私達ね。

　上手うまいのが向こう、と考えない辺り、自分の狭量だろうか。しかし、障害物の大型木箱コンテナが艦間移動していくのをぎりぎりで回避し、移動距離を縮めても、

　……ついてくるわね！

　流石さすがは幸運つきのママ達。そう思いながら、決めた。一発ミスが危険だが、

「アンジー！」

「アイヨー！」

　瞬後に双姫ツヴアイ・フユルステインを合致。一気にその姿を大きくし、

「双姫・合体……！」

　高加速で艦間に突入する。







[image: 第八十七章『月空の魔女達』]











●






　ウルキアガは、〝瓦が解かい〟と自分達の艦隊の間、空にいた。

〝瓦解〟の自分と、先程まで、高速で戦闘していたのだ。これは成なる実みも付き合っており、二人というか、四人で当たったり削ったり吹っ飛ばしたりをしていた。

　かなりやったし、かなり削られた。

　こっちの右腕は山やま崎ざきの合かつ戦せん以来、久しぶりに切削されたし、向こうも右翼の第一装甲を失っている。そして成実に至っては、向こうは頭部周辺を大きく失って半顔が見えていて超格好良いし、こっちの成実は破損が無いように見えて左胸部の動作が出来ない。身体からだを折った動きが出来ないのは致命だろうが、それで相手の頭部を破壊したのだから超々格好いいぞ成実。

　だが今、自分と、〝瓦解〟の自分は向き合っている。

　横、同じように向かい合う事となった成実が問うて来た。

『どうしたの一体』

「ああ、先程から航空戦闘中、お互いで言葉を交わしていてな。ほら、あるだろう、戦闘中、相手と一緒に〝拙せつ僧そうの方が強いとか〟そういう事を言い合うの、格好いいだろう？」

『怒らないから続けて』

　……流石さすがだ成実！　寛容だな！

　なので続ける事にする。〝瓦解〟と共に、お互いの表示枠サインフレームを出しながら、

「拙僧は言い合った。挑発し、説得もした。その中で、成実、貴様の事も当然話題に出た」

『……そう、たとえば？』

「ふむ、やはり成実は礼儀を大事にするので、拙僧を気にかけ始めたのは、やはり青あお葉ば城じようでパンツを渡された時に相違ないと」
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〝瓦解〟の自分が半竜を張り倒したので、成実は、こっちではやめておく事にした。
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　それで、だ、と己は言った。

「成実の自慢から、当然、姉ジャンルの話に移行した。

　同じ、姉信仰の持ち主、ここで話が合えば和解や説得の道もあろうと、我々はそう判断しながら航空戦を続けた。貴様がいろいろ補助していた頃ころだな」

『……ふうん、……私が援護とか、あっちとやり合ってる時、そういう話を……』

「その通りだ。だが、そこで不可解な事が起きた」

　明らかに不可解な内容だった。

「姉ジャンルのエロゲや漫画草紙、動画や小説なども、──同じタイトルであっても、あちらにはアンハッピーエンドになる話がないのだ！」

「当たり前だ！　姉が不幸になるなどと、そんな物語が生まれる世界があってなるものか！」

「何を言う!?　姉とは存在が尊いもの！　大事なのは共感だ！」

・●　画：『アチャ──』

・金マル：『世界観による地雷か──』

　貴様ら艦間をスっ飛んでるのに随分と余裕があるな。まあいい。

「そういう訳で、これはまず決着より先にどちらが正しいか明らかにせねばならん！

　これを確かにせず、戦闘でカタを付けた方が〝正しい〟など、あってはいかんからな！」

　と、お互いがオススメ姉ジャンルリストを掲げる。これらを照合し、

「よし！　どちらが正しいか、話し合うぞ！」

　言って共に身構える横、成なる実みが〝瓦が解かい〟の成実に手招きした。彼女は、脇わきの空中を指さし、位相空間から酒瓶を取り出すと、こう言った。

「こっちで飲みましょ。──長くなるわ、コレ」
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　上空で〝飲み〟が始まったのを、梅うめ椿つばきを使って武蔵むさし野の艦首で射撃中の豊ゆたかは見ていた。

　剣状矢とは違って、中型の矢は軽く、まっすぐ飛ぶ。曲射には術式や加護設定が楽だが、母はこの切り替えが随分早かったのだと思う。だが、照準術式を使っていると見えるのだが、

・□□凸：『嘉よし明あきさんと脇わき坂さかさん、連絡とれませんか!?』

　あの二人が、今、通神も出来ないくらいに必死なのだ。

　先程、こちらの左脇。左さ舷げん艦と中央艦の間を抜けていくのが見えたが、

　……無茶苦茶な速度で……。

　艦間で出していい速度ではない。短距離の短時間移動用の〝勢い〟で、更に加速している。

　御陰で艦間は防護障壁と緩衝術式の壁が立つ程だが、それは〝瓦解〟側も同様だ。そして〝瓦解〟側の彼女達の母も、彼女達も、続くこちらの母達も、同様の速度で追撃する。

「うわ」

　艦首向こうの空で、強引なターンをしながら更に加速が入った。

　既に全ての機殻箒シヤーレベーゼンはそれぞれ合体し、四機が続いて宙を削って回る。

　これから戻って左舷側の空に飛び込んでくるが、

・黒　狼：『だ、大丈夫ですの？』

　実は、ちょっと危険なところがある。

　……武蔵むさしの艦間移動ですね。

　大和やまとの艦間を移動するのは、大丈夫だろう。それなりに慣れがある。ゆえに〝瓦解〟の大和の艦間でも、不安感はない動きをする。

　だが、武蔵むさしだと、まだ迷いがある。これは〝瓦が解かい〟の艦間を行く時に顕著になるのだが、

「次辺り、〝瓦解〟側の武蔵に飛び込んだ時、──そこが勝負ですね」
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〝幸運〟のナルゼは、言葉を作るのをやめていた。

　否、誰だれも何も言わなくなっている。

　既に集中力が全てを決める段階に入っているのだ。

　……やるわね……。

〝不運〟の子供達が、かなり頑張る。下手へたに姿勢制御を気にするより、当たるかもしれないという恐怖を度胸で潰つぶして速度重視とは、魔女テクノヘクセンとして見事な選択だ。

　だが追いつける。〝不運〟の大和の艦間を抜ければ、次のルートはこちらの武蔵だ。ホームグラウンドであり、この周回で大型木箱コンテナや輸送艦などの位置も理解した。

　こちらは恐れなく追撃に入れる。だから、

　……来るわね……！

〝不運〟の大和やまとの艦間を抜けた。〝幸運〟の武蔵の艦間に入るまで、僅わずかな間がある。

　そしてここで来た。前を行く双姫ツヴアイ・フユルステインが、その後部のウイングを展開し、

「誘導追尾弾……！」

　三桁けたを超える後部攻撃の要かなめが、こちらへとぶちまけられた。
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　一斉に飛来する誘導弾の滝に、〝幸運〟のナルゼは微笑した。

　容赦ない。そしてセオリー通り。だが叫んだ。

「マルゴット！」

　相方が胸で頷うなずき、砲撃した。一直線。しかし飛来する弾幕に対して撃ったのではない。今の一発は先行する子供達狙ねらいだ。だからこちらの防御としては、

　……描くわよ！

　右手一本。正面から来る誘導弾の群に、頭から飛び込んでいく。
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　遙か後続のナルゼは、もう一人の自分が何をしたのかを知った。

　……描画誘導!?

　基本、自分の誘導弾や、機体制御に使うものだ。だが、もう一人の自分は防御に使った。

　飛来する弾幕を全て描写し、その全軌道を、

「曲げた……!?」
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〝幸運〟のナルゼは描いた。描いて抜ける。そうだ。描き、そして間に合わぬものはかわし、滑り込むように描画し、切れ味という言葉そのものとなっていくのだ。

　描画システムを最新式のものに置き換えたせいもあろう。強引に切り抜け、マルゴットが機体をくねらせるように前に出る軌動を、被弾の全てをかわせるものに再描写し、更には、

「届きなさい！」

　相方の放った弾丸に合わせ、誘導ラインを３Ｄ遠隔操作で描き切った。

　一直線。その行く先は、〝不運〟の子供達だ。

　背後で誘爆が生じる。何もかもが炸さく裂れつし、破壊の音が追ってくる。その熱と火か焰えんに追走され、しかし振り切りながら、自分は見た。

　突っ走ったこちらの砲撃の行く先、〝不運〟の娘達が、加速板を散らしたチャフを撒まく。

　それは光り、空に弾はじけ、

「悪いけど、誘導も何も一直線よ！」

　閃せん光こうの吹雪ふぶきの向こうで、爆発が上がった。

　直撃したのだ。
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〝幸運〟の安あん治じは、母ならぬ母達が、もう一人の自分達を穿うがったのを見た。

　……うへえ──。

　自分達は母達とガチ勝負をした事がないのだが、やったらああなっていただろうか。否、それでも自分達は勝つだろう。そのくらいの自信がある。

〝不運〟だから負けたのだ。そして自分達も〝幸運〟の武蔵むさしの艦間へと飛び込んだ。慣れている。何が何処どこにあるかも解わかっている。だが、

　……ん……!?

　もう一人の自分達が散った爆発。その爆炎と、そこから散る破片に、己は色を見た。

　加速の金属板は、〝不運〟の子達だと白と黒。だが、

「硬化木材……!?」

　おかしい。そんな事はない。だったら今の爆発は、

「大型木箱コンテナを破壊して、加速の上でかわした……!?」
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　鈴すずは表現した。

〝瓦が解かい〟の武蔵むさしの艦間で輸送される大型木箱コンテナ。これまでは障害物として避けていたそれを、嘉よし明あきと安あん治じがこのタイミングで撃ったのだ。障害物だが、敵の艦の構成物なのだと、今更に気付かされる。そして二人は、追いすがる砲弾を大型木箱の破片に激突させ、

「行こう」

　空だ。艦間ではなく、〝瓦解〟の武蔵むさし野のの上に、双姫ツヴアイ・フユルステインが飛び込んだ。超低空。学生長屋の間を抜くような低さだ。だがそれをする意味はある。

　……凄すごい。

〝瓦解〟のナイトとナルゼが、乱れずに追撃を掛けて来ているのだ。
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〝幸運〟のナイトは、容赦をしなかった。

　相手は武蔵野を超低空で疾駆している。このまま行かせれば上昇して武蔵野艦橋だ。

　撃って良し、体当たりをしてもいい。この状況では大きな一手となるだろう。だからこちらは、上から砲撃して、艦橋へと上昇させない。押さえ込み、艦尾まで連れて行く。ならば、

「ガっちゃん……！」

　返答無しで相方による誘導弾が弾はじけ上がった。それは彼女の描線をもって、先行するもう一人の娘達に叩たたきつけるような軌道で追う。だが、何もかもはかわされ、前に逃れられて、武蔵野表層部の長屋や、床代わりに展開した防護障壁が砕けていく。

　当たらない。その事実に、ナルゼが連射し、描きながら問うた。

「どういう仕掛けよ……!?」
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「見たもの。合流してから」

　嘉明は、静まっている己の息の底で、呟つぶやいた。

「ママの描く絵、久しぶりに見たから、──その描き方、絶対忘れないって、そう思ったの」
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・貧従士：『誰だれ描いてたんですかね』

・ゆたか：『ええと、前期だと多分、私達と母さん達の組で誰かで……、中期だと各国代表者で、後期だとうちの母さんかネイメアの母さんと父さんか、三人一緒か……』

・黒　狼：『真ま面じ目めに答えなくていいんですのよ──!?』





●






　かわされる、当たらない。だけど、

「今からだと艦橋撃ちは間に合わないよ！」

〝幸運〟のナイトは判断した。艦橋撃ちのタイミングは過ぎたと。だが、

『ママ──！』

〝幸運〟の安あん治じの声に、自分達は悟った。

　……危険!?

　軌道を殴りつけるように落とした瞬間。自分達の頭上を砲撃が一発抜けていった。

「……〝不運〟の……！」

　最後尾に位置していたもう一人の自分達だ。

　子供達を助けるためか。それともこちらを狙ねらったものか。だがかわした。

　やった、と思ったのは相手の出力の事だ。いくら〝后ケーニギン〟の出力が高くても、それゆえに主砲撃では全体の力は失われる。〝不運〟の自分達は、これで速度を落とすだろう。だから、

『行くから！』

　と子供達が迎撃に向かった。双姫ツヴアイ・フユルステインは重力制御で飛ぶが故、極端な挙動としては真後ろに振り向いて進路転換出来る。速度を落とした〝后〟を撃つなら、今がベストだろう。

　そして自分達は、後ろを任せ、行くべきだ。先行したもう一人の子供達は、頭を押さえつける事が出来なかったが、

「……ん？」

　見た。武蔵むさし野の艦橋の向こう、空を切り裂き上がって行く影がある。

　双姫・二型だ。もはや武蔵野狙ねらいではなく、ただただ巨大な円弧を描き、頭上を回っていく。その豪快なターンは一切速度を落とさず、武蔵野艦橋を一度越えて戻ってくる軌道を描き、

「まさか──」

　振り返る視界の中、〝不運〟の双鉄ツヴアイアイゼンが分離した。

　回る二機の軌道の先、速度を落とした〝不運〟の双嬢三型・后がある。

　両者の軌道は合い、重なり、

「合体するの……!?」
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　合致した。后を姫が左右から挟む。跳ね上がるような振動は速度故、後は一直線に、

「行くよ……！」

「良いわよ……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

「アイヨー！」

　爆発的な蹴けり味で、機体が瞬発した。

　加速と補正は姫が行い、伸びる出力と安定は后が役目とした。こちらに振り向いていた〝瓦が解かい〟の双姫ツヴアイ・フユルステインに対し、一瞬で距離を詰めた四機は、

「────」

　すれ違いざまに放たれた誘導弾の全てを防護障壁と回避で〝寄った〟。

　振るように接近し、砕ける障壁の破片を散らし、彼ひ我がの距離を三メートルにまで詰め、

「Herrlich……！」

　相手の双姫。合体時に中央に並ぶ主加速器系を撃ち抜き、破砕する。

　その形が爆砕するまでに、〝不幸〟の全てはもう一機の〝后ケーニギン〟に飛ひ翔しようした。
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〝幸運〟のナルゼが選んだのは、回避だった。

　急ぎ飛ばし、機体をマルゴットに捻ねじらせ、追撃してくる四機の姿を確認。その上で、

「……！」

　描く。軌道は矩く形けいで、フェイントを混ぜて途中で誘導弾を発射する。

　相手の機体は大型だ。だから高速で吹っ飛ばし、

「……こうよ!!」

　武蔵むさし野の艦橋の内壁際から、その外に飛ぶ。一瞬陰に入って視線を切らせた後で、

　……根性！

　相手もこのくらいは出来る、という確信の上で、九十度真上に跳ねた。

　行った。震えた。骨が明らかに縮んで、身体からだの内部、補正の術式があっても、内臟が真下へと垂直に落ちた。

　だが行った。加護によって強引に血圧が上がり、目に力が入るが、

「負けるか……！」

　凌しのぐ。そして見た。敵の巨影が、眼下で、自分達の前に飛び出したのを、だ。
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　オーバーシュートだ。

〝幸運〟のナイトは急いだ。今しか機会が無い。いくら出力があっても、双姫の重力制御による補正があっても、大型化して重くなれば動きは振られるのだ。

　現在、〝不運〟の機体は、前に加速している。

　……急がないと！

　あちらの方が出力があるのは確かだ。このままだと一気に距離を空けられ、同じ事になる。

　だから、

「急ぐよガっちゃん！」

　叫び、自分達の〝后〟を合体状態の最大出力で前に飛ばした。

　撃つ。そして照準術式を展開し、倍率は初期状態のままで狙ねらった。そして、

　……え？

　己は気付いた。正面を行く合体した双嬢ツヴアイフローレンと双姫ツヴアイ・フユルステインの中、

「〝不運〟のナイちゃん達がいない!?」

「マルゴット！」

　ナルゼが胸の間で叫んだ。それは、諦あきらめたような、苦笑を含んだ声で、

「御免、上だわ。前ばかり見てた」
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　撃墜され、落下して、光に還元されていきながら、〝幸運〟の嘉よし明あきは見た。

　今、〝幸運〟の母達に対し、空から直線に下ってくる一つの力がある。あれは、

「双嬢・二型……！」

〝不運〟の母達だ。

　恐らく、合体し、自分達を仕留めた後、母達を追う中で離脱したのだ。

　直上。

〝不運〟が狙ねらったのは、最も気付かれにくい位置からのトップアタックだ。

　強引な離脱はどれほど全身に無理を掛けるものだろう。つまり無茶苦茶だ。

　そして〝后ケーニギン〟を囮おとりに、旧式となった二型を使うという選択。

　自分達とて、やはり母達の最上級装備は〝后〟だと思っていたが、しかしだからこそ、

「そんな〝不運〟な装備で、……でも、勝つのね」

　横、落ちる安あん治じがこちらの手を取った。そして降る一直線の力から、声が聞こえた。

　対魔女テクノヘクセン部隊の黙もく禱とう。古くからの、魔女に伝わる鎮魂の言葉だった。
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　照準術式に全てを収め、ナイトはパワーダイブを敢行した。

　見える。遙か眼下の合体した后の中、〝瓦が解かい〟の自分達がいる。こちらを見上げ、

「────」

　その笑みに頷うなずき、自分は告げる。ナルゼと告げる。

「すべからく　戦いにて抵抗しなかった者　背を見せた者は　最低の魔女なり」

　その通りだ。誰だれも彼も、自分達は一人も戦場から逃げなかった。

　だから己は、ナルゼと共に逆十字を切り、

「Nema　全てが逆であった事を頷きます」

　帽子の鍔つばに手を当て、下げる。そしてナルゼが誘導ラインを描き、自分が引き金を絞り、

「──Herrlich」

　己の〝幸運〟と〝不運〟に、決着を付けた。
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〝幸運〟の子供達は、こう思った。

　散った光は、母達のものだろうか。それとも、自分達のものだろうかと。
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　空に消えた四つの光を、ナルゼは見上げた。

　最後、もう一人の自分達が抱き合って笑みを見せたのを視界に入れ、

「よく考えたら、あっちの私達、厳密には別のところから呼び出しだから、浮気なんだけど」

　……でも撮影しておけばよかったわ……。

　見るとマルゴットが照準術式を構えたままだったので、後で録画してないか聞こう。

　ただ、四機合体を強引に回してこちらへ来る子供達を見て、己は笑う。

「あーあ。何か、プラマイゼロって感じ」

　見れば〝瓦が解かい〟の武蔵むさし野のも、大和やまとの艦橋方面も、既にかなり強めに防護障壁で固めている。空から来る竜属も未いまだ止やんでいない。だけど、

「ちょっと何か一発入れるくらいは──」

　と言った時だった。不意に視界がズレた気がした。

　……え？

　絵を描く観察眼が、妙な二重を感じたと思った直後。〝瓦解〟の武蔵と大和が左右に出た。

　こちらの武蔵が作る〝道〟の外。自分達の〝道〟を利用して、

「前に出るの……!?」
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　片かた桐ぎりは、艦橋で母が作る模造の複製を、武蔵野艦首甲板に展開していた。

〝百ひやく紋もん検けん知ち〟で出来上がる流体光の模造同様、今、〝瓦解〟の武蔵と大和がこちらを追い抜いて行く。その先行は砲撃を伴うもので、至近の打撃戦に音と火花が鳴り止まない状態だ。

「これは──」

「フ、元々、後ろに回ったのは小しよう兼かね定さだと大おお長おさ船ふねを撃ち込むための側転のせいだね。それが効かなかった場合、無理に後ろに居続ける必要は無い。武蔵の前進を止めるならば──」

　模造の〝瓦解〟二艦が、前方に出て、ゆっくりを身を回した。

　……前に出て、向き合うんですか!?

　危険だ。〝瓦解〟の武蔵も大和も、兼定と長船を持つ。先程はそれらをかわし、砲撃を即座に与えて固める事で第二射を避けられたが、この動きは仕切り直しとなる。だが、

『警告します！　──武蔵むさし、航路変更不可能です！　──以上！』

「……は？」

　言われている意味は解わかる。武蔵が、何故なぜかまた、先程同様に動かせないというのだ。だがそれは、武蔵が自らの〝道〟の中央を塞ふさいでいると言う事で、

「それだと、後ろにいる大和やまとが前に出せませんよ！」

「ネシンバラ、オメエ、こういうの読めてたら、もっと早く……」

「い、いや、こういう手て筈はずがあるなんて、知らなかったよ！」

　その間に、〝瓦が解かい〟の大和と武蔵が、それぞれの主砲である長おさ船ふねと兼かね定さだを準備しながら、射角の確保に入った。斜め撃ちでもいいから武蔵を破壊すれば勝ち。そういう事だ。

　……でも、武蔵が動けないのは、どういう事です!?

　考えろ。武蔵が前に出られなくなったのは、恐らく〝道〟だ。〝瓦解〟の武蔵と大和は独自の〝道〟を発生させている。先程、車線の先を接続されて武蔵が止められたように、

「〝瓦解〟の二艦はこちらを自分達の〝道〟で差し止め、砲撃を行うつもりですね!?」

　ならば対抗手段は一つだ。

・□□凸：『三みつ成なり様！　大おお谷たにさん！　再度〝道〟の解読です！　そして〝道〟の病原ウイルスです！　〝瓦解〟の武蔵と大和がこちらに向けてる接続を、変更して下さい！』

　直後。左右舷げんから発光現象を伴った爆圧が生じた。

　二艦の主砲が、武蔵目掛けて放たれたのだ。
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〝大和〟は一瞬の判断を間違わなかった。

　武蔵との牽けん引いん帯たいを緩め、一部は解除し、速度を落として距離を取ったのだ。

　理由は一つだ。武蔵総艦長代理が、模造データを送ってきたのだ。その内容に拠よれば、

「〝瓦解〟二艦の砲撃は、当たらない!!　──以上！」

　叫んだ瞬間。眼前で力が激突した。全ての表示枠サインフレームが歪ゆがみ、加護が一度アジャストされた。轟ごう音おんが光を伴って弾はじけ、大和を震動させる。これは、

　……武蔵が二艦の直撃を受けた!?

　否。そうではない。ノイズに一度散りかけた武蔵からのリアルタイムデータは、健在の事実を示している。つまりは、

「〝瓦解〟の主砲二発、武蔵と当艦の間の空間で激突！　──武蔵、無傷です！　──以上」
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　鈴すずは息を吸った。鼓動が流石さすがに速くなっている。

　だが答えは明確だ。自分達の左右前方に、〝瓦解〟の二艦が艦首を向けて相あい対たいしている。

　しかし、正面ではない。艦橋のメイン表示枠サインフレームの中、大おお谷たにが青い背景内で手を振っていた。

『お騒がせしました。〝道〟のシステムを解読中だったもので、緊急事態として相手の〝道〟を病原ウイルス仕込んでロックしました。お互い、位置と姿勢の変更は出来ませんが、主砲の射線は外しているので、今はそれで御容赦下さい！』

「ありが、と……！」

　息を吐き、漸ようやく力が抜けた。背後、〝武蔵むさし野の〟が支えてくれるのに任せ、〝瓦が解かい〟の二艦が、それぞれ砲門を向けてきたのを知覚。だが更に、

「え？」

　艦首の向こうで、動きがあった。

〝瓦解〟の武蔵むさしと大和やまとが防護障壁を張ったのだ。それも、艦首の高さで水平に、だ。

　……これって、ひょっとして……。

　障壁を広域展開し、こちらに向かって床を作り上げていく。

「乗り込んでくる気!?」

・貧従士：『架け橋です！　防護障壁を、橋にしてるんです！』

　アデーレが、声をあげた。その間にも、障壁が、砲撃で砕かれても尚なお続き、押さえられ、

・貧従士：『──障壁は床です！　それを利用して敵はこちらに乗り込んでくる気です！

　地上部隊は急ぎ、武蔵艦首に集中して下さい！　艦間戦です！』







[image: 第八十八章『橋上の攻防者達』]
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　艦間戦。

　古来より、艦と艦を結ぶ橋や、牽けん引いん帯たい、ネットなどによって行われてきたものだ。

　今、〝道〟の干渉による固定を受け、甲板が防護障壁で結ばれる。

　上では砲撃と障壁の打撃戦が行われ、下では乗艦を巡っての対人戦だ。

　武蔵むさしが不利だった。

　何しろ向こうは大和やまとと武蔵の二艦がいるが、こちらは武蔵だけの相あい対たいだ。特に〝瓦が解かい〟の大和からの砲撃が激しく、

・大　和：『武蔵は防御専念として下さい！　砲撃は背後から曲射します！　──以上！』

　その言葉通り、分担を分けた前後の攻防が彼ひ我がの間で生じた。

　不思議なのは、実際において武蔵の航行は止められているのだが、

・あずま：『……何か、止められた割には結構な速度で進んでない？』

・ゆたか：『無茶苦茶説明しづらいんですが、こっちの〝道〟の上では、武蔵は前に進んでるんです。ただ、接続された向こうの〝道〟の上では、正面から止め合ってるんですね。

〝道〟を巡って二つの相反する事象が同時に生じてるせいだと思って下さい』

・自爆娘：『アキレスと亀でありますね』

・金マル：『史上初のアキレス腱けん固めが決まったアレだっけ……？　だよね？』

・自爆娘：『……ええと、足の速いアキレスが、いくら亀との距離を詰めても、詰める以上、その隙すき間まは無限に細分化出来るので埋まらない、という矛盾であります』

　それを今の状況に置き換えるとどうなるか。はっとした顔で浅あさ間まが言った。

・あさま：『矛盾許容が思いっ切り利くので、このままだとどんなに頑張っても第二の月に辿たどり着かないんですね……!?』

・銀　狼：『つまり、向こうの〝道〟を解除するしかない訳ですの？』

　どうすべきか。正まさ純ずみが言った。

「解わかり切った事だ。──〝瓦解〟の武蔵と大和の、〝道〟を制御するシステムを破壊する。

　ただし両艦の撃沈も含む。そういう事だろう」
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・俺　　：『オメエ、何であれだけ役に立たないアピールしてソレなの？　どうなの？』

・長安定：『いや、ちょっと私、引いたで……』

・労働者：『安定のウォーモンガーだな！』

・副会長：『いや待て！　いつも通り！　いつも通りの筈はずだぞ！』

・成成成：『いつもこんな感じで、うちの時も……』
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　現場は、荒れていた。

　アデーレは前線派だった。馬鹿どもとの実況通神チヤツトは正しく息抜きだが、

「奔ほん獣じゆう、艦間に出します！　対砲撃態勢とれますので、要所教えて下さい！」

　……とか言っても、かなりこなれてないですね、コレ。

〝瓦が解かい〟側は戦士団に見えるものが、大半は複製品だ。無限湧わき、と考えると嫌気が差すが、基本は突撃と静止攻撃。カバーリングなどされると面倒だが、そこまでは出来ないらしい。

　今、床は、武蔵むさし側からも補強があり、迎撃を支えている。相手側だけに任せて放置していると厚みを確定されて乗り込まれるし、かといって自分達が乗った時に破壊されると困るからだ。その上で、こちらの戦士団は、武蔵が壁として射出した障壁を利用して射撃主体だった。

　ある程度の制圧が確保が出来たら、艦間上に武蔵が新しく壁を作り、前進する。

　討つべき目標はある。

　……二人です！

　右う舷げん側、〝瓦解〟の武蔵むさし野の艦尾にいる羽は柴しばの〝瓦解〟と、大和やまとの中央後艦艦尾にいる竹たけ中なかの〝瓦解〟だ。相手としては当然あるものだろう。だがこの二人には付属物があった。

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ……！」

　P.A.Odaに預けられたものだ。

・黒　竹：『まあ当然、おねーさんの〝瓦解〟は、〝聖骸の勇気クルース・フオーテイテユード・旧代ウエトウス〟を持ちますよね』

・成成成：『でも羽柴様は聖譜顕装を使用していませんでしたよ……!?』

　だから該当者無しで、〝聖骸の勇気・新代ノウム〟は保留扱いだった。しかし、

・煙草女：『K.P.A.Italiaでは、同じように、該当者じゃないオリンピアが聖譜顕装を使っていたさね。恐らく、大事なのは〝幸運の末に適格かどうか〟なんだろうさ』

　だとすると、と己は準備期間中にあったレクチャーを思い出しつつ、確認した。

・貧従士：『〝聖骸の勇気・新代〟の効果って、あれですよね……。面倒なアレ』

　ええ、と竹中が答えた。

・黒　竹：『〝攻撃しか出来なくなる〟ってヤツです。確か』
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　聞いた瞬間。アデーレは奔獣の操縦系をロックし、手足を操作部分から抜いた。

　……危な！

　攻撃しか出来なくなるとはどういう事か。考えるまでもない。物事の選択が攻撃系のものしか無くなるのだ。相手の聖譜顕装、二つの効力を重ねて考えると、

　……味方には防御力、敵に対しては攻撃性を与える事になる訳で──。

・○べ屋：『あれ？　それって、こっちに有利じゃないの？　攻撃出来るんだよね？』

・礼賛者：『いえ、こっちは遮蔽や遅滞、防御が出来ないという事ですよ！』

・未熟者：『それでいて、あちらは、そうやって飛び出してきたこっちの攻撃を無効化出来る訳だから、つまり戦場の支配化だよね。一組で運用されると厄介だ』

　その通りだと思った時だ。鐘のような音が二つ響いた。

　見れば向こうの竹たけ中なかと三みつ成なりが掲げる聖譜顕装テスタメンタ・アルマが、流体光を帯びている。

　……うわ。

　と内心で声を作った瞬間だ。周囲で防護障壁の陰から射撃していた学生が、ふらついた動きで遮しや蔽へいから出た。そしていきなり手を振り上げ、

「突撃ィ──!!　ぐああああ！」

　と〝瓦が解かい〟側からの射撃によって彼が打ち倒され、戦士団がざわめく。

「おい！　何を出オチやってんだ！　そんな事よりも持ち場を突撃ィ──!!　ぐあああ！」

「馬鹿か貴様！　聖譜顕装に踊らされおってそう言う時は心頭突撃ィ──!!　ぐあああ！」

「待てお前ら！　距離を取るんだ。そのためにまず相手を確認突撃ィ──!!　ぐあああ！」

　……何でこんなところで馬鹿やって人員減らしてるんですかね……。

　しみじみ思ったが、こちらもこちらで、いつの間にか脚部駆動系に足を突っ込み直しているから恐ろしい。これはつまりアレだ。

「何かちょっとでも行動しようとすると、攻撃行為に置き換わっていくんですね？」

・貧従士：『コレ、うちらみたいな馬鹿連中には凄すごく効く聖譜顕装じゃないですか!?』

・金マル：『ウワー、全然否定出来ない……』

・ゆたか：『素敵……』

・武蔵野：『というか問題の御時間です！　アデーレ様のいらっしゃる艦首方面から敵との艦間に、防御用の障壁を張る事が出来ません。砲撃に置き換わります。──以上』

　ちょっと待った、と思った。〝武蔵むさし野の〟の言う事が本当ならば、

・貧従士：『あの、防護障壁って、今張ってあるので打ち止めですか？』

・武蔵野：『いえ、範囲外では張れますので、前線を下げて頂くしかないかと。──以上』

　下がると危険なのは〝武蔵野〟にも解わかっていよう。甲板上まで侵攻されたら、床を抜くなりして内部侵入が可能になるのだ。

　……だったら、ここで持ちこたえないと……！

　そう思った時だ。鈴すずの声が響いた。

・ベ　ル：『気を付けて！　前方と後方の空から、一気に来る、よ……!?』
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　鈴は模造を動かした。〝瓦解〟の艦尾に指揮者クラスの存在が出たからだろうか。二つの統制された動きが相手側に生じた。

　一つは前方。〝瓦が解かい〟の戦士団が、その武蔵むさしと大和やまとの艦尾から一気に流れ出してきた事。

　そしてもう一つは、後方の空だ。これまで雑多な動きで襲ってきていた竜属が、武蔵のある箇所を攻撃に入った。それは、

・ベ　ル：『四し聖せいの居場所……！　そこを護まもって！』
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　四聖は応じた。

　自分達は今、道みち征ゆき白びやつ虎この〝道〟をベースとして連動しており、結界内から動く事が出来ない。だが、それは、全く動けないという事でも、力を振るわないという事でもない。

「甘く見て貰もらっちゃ困るわね……！　と！」

　白虎は、護りを武蔵の障壁に任せ、咆ほう吼こう列化と打撃で竜を破壊し、青せい竜りゆうは雷撃の範囲展開を攻撃かつ防護とした。日ひ溜だまり玄げん武ぶも重力結界と過か多た突つきで対応し、しかし、

「こっちはそんな便利な範囲系がないんだがね……！」

　危険なのは地じ摺ずり朱雀すざくだった。あるのは加速力だが、これは移動系もしくは砲撃系で、範囲攻撃の出来るものではない。その事を理解したのか、他の四聖を攻撃していた竜属も含め、一斉の流れが、朱雀へと集中した。

　多た摩ま外交港、朱雀のいる結界に、蒼そう白はくの竜達が殺到する。
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　朱雀の立ち回りは、直なお政まさと朱雀の連動で出来ていた。

　直政は周囲の知覚と、敵を投げ飛ばす動きの伝達を。

　朱雀は自律判断で、回避と、手の届くところにいる敵の破砕を担当した。

「夕ゆう！　右から来てる」

　言うなり、右から来る竜に、朱雀がレンチを叩たたきつけた。大きさの差は遙かにある。普通はこれで潰つぶれる竜はいない。なので自分は手首のスナップを伝達して、

「しつこいさね！」

　投げる動きで、相手の確保部位から先を捻ねじって〝砕く〟。

　関節を強引に極め、折るようなものだ。

　そうすれば、竜は己の勢いと、自重で自らを破砕する。

　ゆえに今は〝投げる〟。レンチで殴る。そして時折に来る援護の砲撃を見定め、

「頼むさ……！」

　だが上空。まるで白い雲が広がっているように、竜属の群が来た。こちらの周辺、各艦にいた武神隊の射撃部隊が対空砲火を見舞うが数は減らない。

　……面倒な連中さね……！

　そして群が到達した。巨体が連続して着地し、こちらに突撃を掛けてくるものもあれば、

「おい！　甲板の破壊を狙ねらってる！」

　その通りだった。四し聖せい結界の専用施設などは中枢部が甲板下のブロックにあるのだ。

　だが敵は、それらごと甲板を破壊し、〝道〟の生成を止めようとした。

　……頭来るさねえ……！

　思った瞬間。破壊されようとした甲板下から色が生じた。

　ピンク色のガスだった。人の形をとる正体は、イトケンだ。彼は手を上げ、

「はははは！　こんにちは！　武蔵むさしの何処どこでもやってくるイトケンのお兄さんだよ！」

　それだけではない。竜属の打撃を、受け止め、軟化させる者がいる。それは、

「我輩、ネンジの粘着パワーに、竜属程度の攻撃が効くと思うな……！」

　二人は一人ではない。同種族、近似種族が朱雀すざくの周囲に展開し、

「さあ！　イトケン、ネンジお兄さんの、深夜のディフェンスの始まりだ……！」





●






・不退転：『さっき、相手の中にいた変な煙を着地の時に散らしてしまった上で、床に広がってたのも思い切り衝撃波で吹き飛ばしてしまったんだけど……』

・あさま：『え、ええと、他人の空似というのもありますし……』

・銀　狼：『幸運だろうと不幸だろうとあまり変わらない人材って、いますのねー……』

・俺　　：『イトケンとネンジの幸運って何よ？』

・いんび：『規則正しい生活をして、日々、健康に過ごし、社会に寄与が出来る事だね！』

・粘着王：『Ｊｕｄジヤツジ．！　困った人を助け、また、街の浄化などに尽くせる事である！』

・貧従士：『凄すごい真っ当なんですけど、毎回、凄い根本から間違ってる気が……』
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　加勢が来た事に幸いを感じるのは、悪くない。直なお政まさはそう思い、

　……あたし達の〝瓦が解かい〟は、さっきの車線の元にいるんだろうさねえ。

　こちらに四聖が来ない、というのは僥ぎよう倖こうだろう。だが、

「なかなかこいつらもしつこい！」

　左手側に一体が来た。これも〝投げる〟。そして砕いて散らす。だが、

「竜砲!?」

　竜砲だ。しかしこれまで何発も撃たれ、防護障壁や回避で凌しのいで来た。

　それが今更驚いたのには理由がある。

　……仲間ごと撃つのか!?

　そうだ。これまで、竜属は指揮系統の精度が低い動きをしていて、衝突などは何度もあった。だが仲間を撃つような、セキュリティを無視したような動作はしていなかった。

　その一発が来た。

　予想外であったために対応が出来ない。イトケン達も間に合わない。当たる。

「朱雀すざく！　左肩はくれてやんな……！」

　と、左手を翳かざし、下腕を盾にしようとした時だ。

『直なお政まささああああああああああああああああん！　森もりでええええええええええええす!!』

　いきなり上から飛び込んできた武神が、その胸元に竜砲の直撃を食らった。
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　……あ、死んださね。

　というのが、直政の感想だった。というか実際、胸元から右背に貫通してる。どう見ても致命傷だ。だが目の前の武神は、正面にいた竜属を打撃し、

『だ、大丈夫ですか、直政さん！』

「誰だれ？」

『えっ!?　あ、いや、ええと、その──』

　向こうの武神の周囲に幾つか表示枠サインフレームが出た。しかしその武神が、それらを急いで叩たたき割り、

『も、森です！　ほら、ノヴゴロドで！』

　言われて思い出した。あー、いたさねー、と、ちょっと頷うなずく。だがこちらとしては、

「首、思い切り穴開いてるけど、大丈夫さね？」
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・モリー：『やったあああ！　直政さんに心配して貰もらってる……！』

・お前だ：『明らかに〝変なのが来た〟って顔されてるよ』

・ふわあ：『まあこれが最後だろうから後悔ないようになさいよね』

　……いいんですよ別に！　これからの時間が大事です！

　己は、ポーズを取った。

『首は気にしないで下さい！　小こ牧まき長なが久く手ての戦いで、貴女あなたに射撃されて死ぬ筈はずでしたから！』

「あー、井い伊い・直政の。──でも、いや、あたし、襲名者じゃないから。無関係さね」

　……く、挫くじけない心を持つ事が大事！

『ともあれ援護します！　それに──』

　上空で、連続の破砕光が展開した。空から降る竜属に、青の飛竜の群が襲いかかっているのだ。その竜砲は小さいが、ピンポイントで空からの巨体を穿うがっていく。

『天竜、ベルンハルト……！』

『Ｔｅｓテスタメント．……！』

　空を攻め、削って青の色を増やしていく天竜が、応じた。

『我が友らの最期、看み取とった分の礼はしよう……！』

　空が空く。天竜も反撃を受けているが、そのプライドに掛けて退ひきはしまい。

　己は直なお政まさに背を向けた。迫る竜属も、自分の膂りよ力りよくなら技術次第で対応出来よう。更には、

「従属機──！」

　叫びと共に、空から〝人間無骨〟の複製機体が八機着地してきた。どれもこれも、自分と連動して戦闘が出来る代しろ物ものだ。ならば、

『ここからは、僕達も手伝います……！』
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「……各国からの援護が来た？」

　と呟つぶやいた正まさ純ずみは、しかし、視界の左右に、あり得ないものを確認した。

　各国の代表達が戦い続ける丘が、そこにあるのだ。

　……え？　どういう事だ……？

　各国代表としても、意外だったのだろう。妖精女王が嫌気全開の顔を表示枠サインフレームで寄越し、

『おい！　武蔵むさし副会長！　何をしている!?』

・ベ　ル：『ご、御免なさい。〝道〟としては前に進んでいるんだけど、向こうの〝道〟が押し返して来てるの』

　という向むか井いの声と共に、艦橋側から模造の概要が来る。見れば確かに、現在位置は常に前進している。が、〝瓦が解かい〟の武蔵と大和やまと基準で〝道〟を見ると、押し返されてるのだ。

・薬詩人：『つまりこれは、弓を引き絞っているようなものかね!?　People！』

・副会長：『まあそういう事だ！　ちょっと張力強くなり過ぎてる気もするが、すぐに発射するから見ていてくれ』

　見れば向こうも激戦だ。だが、表示枠の中、巴ともえ御ご前ぜんが前に出ていた。横には巨体があり、

　……駒こま王おう丸まるが、動いたのか。

『──いい激戦だ。十五世紀の、竜害の再来は小規模だったが、それを思い出す』

　彼女が言った。

『戦線は並んだ。私達は今、同じ事を考えている。ならばやろうではないか。

　──運命を止めるため、武蔵を押し出す手伝いを、だ』
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　シロ君、とハイディは呼んだ。

　甲板脇わきの通路だった。声を掛けた先、シロジロが戦場の現場を商材として記録しつつ、各所における輸送艦の手配を続けていた。

「関東で、こういうのの手配、かなり上手うまくなったねえ」

「あっちは小規模取引が無数にあるからな。それが知識ではなく体感で解わかるまで損をした」

　だよね、と頷うなずく自分が処理しているのは、艦間戦闘で消費される術式の補ほ塡てんだ。メインは浅あさ間ま神社で、ぶっちゃけ浅間の後任の豊ゆたかは、こっちに対して手加減が無い。アサマチはこっちの顔を立ててくれてたんだあ、と今更気付かされるくらい、〝分〟を持って行かれる。

　なのでこちらは、神社が扱いにくい魔術テクノマギや、他教譜のインスタント術式を確保、補充する。下手へたに食い合うよりも利点のある他のもの。そういう事だ。だが、

「……戦後は、竹たけ中なか・半はん兵べ衛えに教えを請うか。彼女の〝三千世界〟は、ＡＩ的な処理を行っているから、私達の仕事に導入出来れば随分変わる」

「これまで、手元の計算や経験で処理出来てたけどねえ」

「扱うものが、額ではなく、範囲として大きくなったというべきだろうな」

「どうするの？　──武蔵むさし、出る？」

　その問い掛けに、ふむ、と彼は顎あごに手を当てた。
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「所属は武蔵で、他国に拠点を置くのは悪くない。狙ねらい目は三征西班牙トレス・エスパニアだ。開拓において自前の艦隊もあるというのは大きいし、副会長が経済に詳しい。外界開拓期間における欧州市場の構成は、彼女か、武蔵が一番に寄る六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが作るだろうからな」

「あー、個人が強い三征西班牙と、全体的に強い六護式仏蘭西なら、小回りの分だけ、三征西班牙の方が対処しやすい、か」

　そうだな、とシロジロが、両手を構える。

「六護式仏蘭西は中枢に極東勢力の毛もう利りがいるから、土下座が極めにくい場合もあろう。しかし三征西班牙は中枢で欧州勢が強いので、土下座も極めやすい。やはり三征西班牙だ」

「考えてるねえ！　ここで負けるとか、思わないの？」

「ここで負けても、世界が希薄化するだけだ。金の価値は薄まらない」

　流石さすがだ、と思った時。彼が言った。

「それに、私達の〝瓦が解かい〟はないだろう。私達が前線に出る事もない」

　言われ、思った。自分達が幸運か不幸かを、だ。

　……幸運だったら、どうだろう。

「……私、まだ、両親の下で仕入れの勉強程度かなあ、やはり」

「私は、ひょっとしたら荷馬車の管理しながら〝見て憶おぼえろ〟だったろう」

　言って、しばらくして、お互い笑った。通路の外、甲板上は戦場だが、

「人並の幸運な生活は、出来ないねえ」

「刺激が足りん。──スパイスで世界は変わった。スパイスで生き方が変わった姉弟がいて、私達もまたその余波でこうなってると言えるだろう」

　外、爆発が生じ、爆風が来る。その風を加護で二人弾はじきながら、己は言った。

「悪い刺激は、商売になるね。戦後、開拓が楽しみだけど、──皆、大丈夫？」
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「かなり押されてるじゃねえか、大丈夫か」

　というのが、武蔵むさし上の戦闘を見ての、輝てる元もとの感想だった。

　艦隊を指揮する村むら上かみ・元もと吉よしから、武蔵の各所の情報が送られてくる。それで見る限り、武蔵上は、どこもかしこも激戦だ。破壊の光と鳴動がない箇所は一つも無い。

　援護は送っている。右う舷げんの空でベルンハルトが舞って、削られながらも凌しのいでいるのだ。

　……焦って出さなくて正解だったな。

　パワーバランスを崩せる存在だが、高齢で、これまでの疲弊が大きい。ゆえに自由参加としていたが、ここで名乗りを上げた。その理由は、ただ一言だった。

『すまない』

　充分だ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのためでもない。武蔵のためでもないのだ。

「──謝るな。行って来い、天竜」

　その言葉に、彼は笑った。そう思う。そして、

「おい、あれは……」

　最も厳しいのは艦首側だった。艦間戦闘、そこではもはや武蔵の戦士団が、突撃をもって相手を排除に入るという状況になっていた。だがその中で、己は見た。

　竜だ。竜属ではない。紋章だ。

　昔見た、懐かしい人の背が、そこにある。
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　アデーレは、勝手に前に出始めた奔ほん獣じゆうの中から、それを見ていた。

　ペルソナ君だった。

　この激戦の中、彼は前に出ていた。攻撃しか出来なくなる戦場だ。だから、彼にしては珍しく分厚い装甲を身体からだに纏まとい、そして巨大なシールドを武器にして、立ち回った。

　攻撃する。突撃する。だがその動きは、こちらの戦士団をフォローするものだ。攻撃に誘い込まれた味方。彼らを攻撃する者を優先し、シールドアタックやフィジカルで対処する。

　防御ではない。だが攻撃で抗あらがうには位置取りと動線が重要だ。

　そして的確な彼の動きを見て、己はある事を思い出した。

　……ペルソナ君は、こういうゲームの全一なんですよ……！

　挙動を叶かなえる体たい軀くが動き、しかし被弾しない訳では無い。既に武蔵むさし側の防御障壁はほとんどが削られた。彼に攻撃や射撃が集中し、

「……！」

　だが、こちらを護まもるように前進するペルソナ君を見て、自分は気付いた。

　竜だ。彼の背中に竜がある。

　……え？

　入れ墨かと、最初は思った。だが違う。それは、

「……血？」

　そうだ。右構えで発達した背筋や肩周り。そこを流れる血が、筋肉の彫りをラインとして浮かび上がらせ、躍動する竜のような模様を造っている。
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　輝てる元もとは、息を詰めた。

　……くそ！

　血か。だとすれば、かつてそれを見た時、自分も相当な危機にあったろう。だがそこから護り手が退ひかなかったからこそ、今がある。そして現在、彼は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに由来する従士の機動殻を護っていて、

「誰だれか！　どうにか出来ねえのか！」

　叫んだ直後。応じる動きがあった。

　しかしそれは、こちらの願いを叶えるものではなかった。〝瓦が解かい〟の武蔵と大和やまとの艦尾、そこに、戦場で護られている機動殻の〝瓦解〟を先頭に、一斉の敵戦士団が出現したのだ。

　駄目押しとも言える追い打ち。そして〝瓦解〟の機動殻が槍やりを構え、疾駆した。
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　アデーレは叫んだ。前に出ようとして、

「ペルソナ君！　自分が盾になります！　だから──」

　いつもこちらを抱え、盾としていた。あれと同じ事をすべきだ。だが、

「────」

　ペルソナ君が笑った。そう見える雰囲気の中で、彼が両腕を掲げた。

　両の手には、シールドがあるのだ。既に変形し、穿うがたれてもいるが、これではこちらを抱え、盾にする事など出来ないと、そういう事だろうか。しかし、

　……駄目です！

〝瓦解〟の自分と奔ほん獣じゆうは疾走出来る。あの一撃はペルソナ君にしても致命となろう。

「誰か……！」

　叫んだ。ペルソナ君が身を低く構え、攻撃の誘いに抵抗しながらも前に出る。その後ろで、

「誰だれか助けて下さあ──い！」
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　そして己は見た。こちらに突撃を掛けていたもう一人の自分が、いきなり、左さ舷げん側へと吹っ飛んだのを、だ。

　……は？

　打撃音は高かった。だがいきなりの〝瓦が解かい〟の自分の消失と、身を低く構えたペルソナ君の向こうに立つ人影、その見覚えに、自分は言葉を失った。

　知っている。そこにいるのは、

「佐さつ々さ・成なり政まさ!?」

「違いまーす。その名前でもあやかりでえ──す。馬鹿な女が勝手にそうしましたあ──」

　ケと息を吐き、彼が背を向ける。

「あ────！　一般戦士団は大変じゃねえか畜生────！」

　攻撃一本槍やりの男が、それだけでしかない現場に跳び込んでいく。そして己は聞いた。この状況を、自分が協力して解決出来る一つの方法を、だ。それは、

「ンっ……ァアデーレ……！　ハンマアぁ────！」
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　不ふ破わは、さっきから前まえ田だとまつが視線を逸そらしているのに気付いていた。

　……そういう事か。

「でも一応聞いておくけど、どういう事？」

「いや、……〝入院費を半額は出さねえと発言権がねえから、傭兵にしろ、生きてる方で〟って、そんな就職願いが……」

　息を吸った。なるべく笑顔にしようと思ったが、無理だった。

「──馬ー鹿！　馬ー鹿！　入院中の世話とか諸処の人件費とかそういうのもあるんだからね馬ー鹿！　有給なんてとっくに吹っ飛んでんだから!!」





●






　戦場は芯しんによって蹂じゆう躙りんされた。

　ミトツダイラの膂りよ力りよくによる水平発射は、銀鎖も含んで多くの敵を穿うがち、薙なぎ払った。

　だが敵も、これを知っている。〝瓦解〟の竹たけ中なかが指揮を執り、敵戦士団が防護障壁を張った。その効果は確かにあり、一度アデーレハンマーが宙に跳ね上げられる。

　浮いた時は緩んだ時だ。ゆえに、〝瓦解〟の竹中が聖譜顕装テスタメンタ・アルマの光を強くし、

「──！」

　突撃指示を出した。その時だった。

　宙に浮いたアデーレハンマーの向こうに、高く飛ぶ影があった。

　黒の狼おおかみだった。

「アデーレ先輩スパイク……！」

　いいトスからの全力アタックが、〝瓦が解かい〟の戦士団に叩たたきつけられた。

・きめえ：『先輩って付けた方が逆に失礼じゃない？』

・黒　狼：『え、ええと、現場の流れ優先ですのよ!?』

　だがその反撃に、武蔵むさし戦士団が前に出た。

　ハンマーは叩きつけられて相手の前線を砕き、その戻りが緩い場合は黒の狼がカウンターでアタックをぶち込む。その循環はいつもの捌さばきの二倍近い速度で敵陣に激震を与え、

「ナイス芯しんで──す！」

「アデーレ先輩、メイン芯有り難う御座います！」

「これはうちの勝ちパターンですよ！」

・貧従士：『何かいつもより多く叩きつけられてるんですけどね……！』

　構わず、ミトツダイラは全力の一発を放った。その行き先は、

「竹たけ中なか……！」

　一直線のアンダースローが、防護障壁を割り砕き、〝瓦解〟の竹中に叩きつけられた。
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　直撃だった。

　だが〝幸運〟の竹中は散っていなかった。〝聖骸の勇気クルース・フオーテイテユード・旧代ウエトウス〟の御陰だ。自分にも勇気があったのか。今の一撃に対して最大の防御が効いた事になる。

　……ならば建て直しですね──……！

　復帰はすぐだ。聖譜顕装も、亀裂が一部入っているが、まだ破砕されていないようだ。

　だったら決まりだ。これからは障壁を倍の数用意する。そのために安全を確保し、身を起こし、一時退避しようとした。敵が勢いづいているのだ。だから一度、防御を固め、

「布陣を再構築します！」

　言った瞬間だった。艦間の通路ど真ん中に、高く飛び込んで来た二つの影があった。

　商人だった。

　……しまった……！

　何が起きるかは予測出来た。だが対応出来ない。あの二人の〝幸運〟はこの戦場に存在していない。英国のハワードの〝幸運〟は既に散っている。他、有力な専門商人は間に合わず、

「……！」

　全体の中央。宙で一度衣装を翻ひるがえし、しかし乱れもせずに土下座二つが着地した。

　震脚ならぬ震土下座が入り、全体が上下に揺れる。この土下座は、

「広範囲用、グランド土下座……！」

　攻撃的防御であるそれが、ダブルで叩たたき込まれた。
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　土下座が、場を制する。

〝幸運〟の竹たけ中なかが危険を感じたのは、全体がその動きを止められる事もだが、

　……しまった。

　自分が食らった事で、〝聖骸の勇気クルース・フオーテイテユード・旧代ウエトウス〟がその力を発揮していない。

　それだけではない。

　何かが、〝聖骸の勇気・旧代〟に二度当たった気がした。

　前を見る。すると、一人の少年の屈託無い笑顔がこちらに向いていた。

「女を殴る趣味はないから、殴るなら聖譜顕装テスタメンタ・アルマだな！」
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　自分の〝瓦が解かい〟がいない者がいる。

[image: ]

　シロジロ達もそうだが、ノリキもそれだった。そして、

　……いい事だ！

　理由は解わかっている。何故なぜなら、自分がもし、幸運だったとしたならば、

「そもそも女だったかもしれないからな！」

　どこまで〝幸運〟が適用されるのか解らない。

　だが、この戦場で、自分や、自分に該当する女を見かけない。それはきっと、〝彼女〟が、戦う必要の無い生活をしているという事だ。

　一国の姫として、こちらは男であろう氏うじ直なおと、ああ、氏直もまた、自動人形の身体からだではなく、生身であろう。そして北ほう条じようは御家騒動などもなく、安泰としていくのだ。

　いいじゃあないか。

　一昔前の自分ならば、ここでその事実を認めて、そいつの分の不幸を俺おれが背負っていこうと、そう思ったかも知れない。

　だが違う。今は違う。自分にだって、幸いを摑つかんでいく事が出来ると、そう解った。先行きが難しい生活と未来でも、ここにいない自分とはまた別の、

「俺は幸せ者だ……！　妻に笑って見送られてここにいるんだからな！」

　殴る。女は殴らない。だから、

「三発殴って〝幸運〟の聖譜顕装テスタメンタ・アルマを破壊しろ……！」
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　三発目が入り、〝聖骸の勇気クルース・フオーテイテユード・旧代ウエトウス〟が砕けて飛んだ。その直後、〝幸運〟の竹たけ中なかは見た。

「……！」

　対岸。〝幸運〟の武蔵むさし上で、羽は柴しばが打撃を受けていた。

　佐さつ々さ・成なり政まさだ。

　既に引退している筈はずの彼が何故ここに、と思う自分の耳に、声が聞こえた。

「俺達ゃ確かに〝不幸〟かもしんねえけどな。だからって〝幸運〟だけが楽しいかって言ったら、そうじゃねえだろ。──羽柴」

　直後。二発目のハンマーが来て、己は破砕した。
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　凌しのいだ、と誰だれもが思った。敵の戦士団の襲来を防ぎ、竜属も払った。ならば、

「──ここからが本番か！」

　最後の勝負。そう身構える皆の眼前で、〝瓦解〟の武蔵と大和やまとの間に、防護障壁が多重展開した。

　防御のためではない。甲板の高さから雛ひな壇だん上に造られ、こちらと結ばれるのは、

「ステージか!!」

　架け橋の上、〝瓦が解かい〟の敵が並ぶ。それはもはや戦士団ではない。

「拙せつ者しやや宗むね茂しげ殿、誾ぎん殿に、福ふく島しま殿達も……、あと、ええと」

「武蔵むさし主力と言いなさい、本ほん多だ・二ふた代よ。更には──」

　と、甲板にフル装備で出て来た誾が視線を向ける処ところ。ステージ上にはある人物の〝瓦解〟が腕を組んで立っている。

「よく解わかっていらっしゃいます。──総長の姉君ですよ」

　フフ、と声が聞こえた。〝瓦解〟の武蔵と大和やまとからだ。それは明らかに喜き美みの声で、

「さあ──て！　愚衆ども！　あっちとこっちで二倍になったら祭も二倍よ！　フェスティバルが二倍でフェスティ倍！　あらやだ私ったらバイリンガル……！」

　その言葉と両腕の振り上げに、〝瓦解〟の武蔵と大和が応じた。一斉の砲撃を空に上げ、直上降下型の打撃として叩たたきつけてきたのだ。

　空、上空に迎撃の表示枠サインフレームが展開し、花火のように流体光の破片を散らした。

・貧従士：『喜美さんが倍になったら自分が倍になってバランスとるべきですかね』

・ホラ子：『おっとアデーレ様早かった。しかしコレ、やはりラスボスよりもラスボスらしいというアレですかね』

・銀　狼：『ともあれ総長連合と役職者は全員前に出ますのよ──！』

　だが、皆は音を聞いた。

　一音。それは高くステップを踏む音だ。

　既に音響術式を展開し、光と鳴り音を散らす用意をした〝瓦解〟の喜美が、声をあげた。

　響くのは勢いのあるリズムに乗せて唄うたわれる歌詞で、

「──通りませ」

　通し道歌だった。
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〝瓦解〟の武蔵と大和が、動き始めていた。

　……え？

　鈴すずが知覚したのは、これまで左右前方に完全固定されていた二艦が、その隙すき間まを詰めつつあるという事だった。そしてそれは、

「〝瓦解〟の武蔵と大和、射角を得に来ます！　──以上！」

〝国こく分ぶん寺じ〟が叫んだ通りだ。こちら、〝道〟に施した病原ウイルスなどは一切破られていない。だというのに〝瓦解〟の武蔵と大和が動いていくのは、

『通りませ──』

〝瓦解〟の喜美の歌だ。両艦を閉じるようにして、射線を〝通す〟つもりなのだ。

　ゆえに己は指示を飛ばした。全艦。特に艦首側に集まった皆に対して、

・ベ　ル：『〝瓦が解かい〟の喜き美みちゃんを止めて！　──御願い！』

　その言葉に合わせ、皆が前に出た。舞を奉納し、唄うたう〝互解〟の喜美を巡って、両陣営の役職者が艦間での激突を開始したのだ。
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〝幸運〟の喜美は、声をあげた。

　両手を振り上げ、軌跡に光を乗せ、拡声術式で、

『幸運、いいわね。でも私知ってるわ。幸運でいられるのって、ごくわずかな人なんだって。

　そして私はその一人。そして幸運は幸い。だから私は唄うの、伝えるの。

　私の幸いが皆に届くようにって……！』

　声をあげる。

『私が世界の中心！　そういう事よね。だから世界が終わる？　世界が消える？

　それがどうしたって言うの？　私の世界ではそんな事無かったわ。

　それはこの世界が〝不運〟だから。出来れば救ってあげたいけれど、私達がこっちに来ているように、貴方あなた達が私達に侵食する可能性だってあるのよね。

　でも私の幸運が幸いであるならば、貴方達の不運は不幸せなの』

　だから、

『──ここで貴方達の〝不幸〟を止めてあげる。〝不幸〟で、そのままで、固定。もう〝不幸〟を祓はらわなくていいように、諦あきらめさせてあげる。そして──』

　そして、

『滅びるまでを幸いとして生きましょう。

　失われるまで全てを大事なものとして。

　サヨナラと言える事に素敵を感じるの。

　お別れの時を笑顔で迎えて行きたいの。

　そんな覚悟の上で不幸を受け入れるの』

　アハ、と己は笑った。

『終わり！　終わり！　終わっていくのよ！　咲いて枯れない花がないように、いつか何もかもが終わっていくの！　失われてサヨナラするの！　それを不幸だなんて、花は思ってる!?

　それを不幸と思うのは生きる事にしがみつく愚衆の行い。

　ならば私を見るといいわ。世界の平均が不幸だとしても、私がいればその世界は幸運よ。

　滅びる世界だったとしても、私が一時いただけで充分な幸運。それは幸い。──だから御仕舞にしてあげる。舞う仕事を奉納し終えたら、何もかも御仕舞。そうしてあげる』

　舞い、全てを跳ね上げながら、世界に届けと声をあげる。

「私の幸いが、この世界を御仕舞にしてあげる」
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　動き出す。その光景を眼前にしながら、浅あさ間まは急いで生なま楽器の取り寄せを大おお久く保ぼに頼みつつ、術式の鍵けん盤ばんとギターを出した。今の内は自動演奏に任せる事となるが、基本、喜き美みの要求には応こたえられる設定と音源を入れてある。だが、

「喜美！」

　こちらの喜美が、腕を組み、動かない。珍しく何か考え込んでいる。しかし、

「ちょっと、向こう！　あっちの喜美はスタートしてるんですよ!?」

「いいから。──少し待ちなさい。今、考えてる事があるの」

　喜美が、一度首を傾かしげた。

「決めたら出るわ。そして余裕で片付けてあげる。──だから全員、それまで凌しのぎなさい。

　コレはホント、大事な思案だから、時間を頂戴。良いわね？」







[image: 第八十九章『加圧場の後継者達』]
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　空から降る竜属を砲撃で穿うがつ。

　当然のように戦闘艦のする仕事だ。だが地上側は、主となる戦闘艦を天上側や本ほん能のう寺じの防護に供出しているため、手薄となる地域が生じていた。

　関東北部は、有あり明あけを出しているため、いろいろな手が足りていなかった。

　無論、人口の関係で狙ねらわれる社寺も少ないが、平野であるために水没地域が多い。ゆえに要所においては人々の救助を戦闘艦が行う事にもなり、

『てるるるるる、とりとりとりがやかましましましましまししししし』

「Ｊｕｄジヤツジ．！　俺おれも思うよ、何で三み河かわコーチンなのに関東農場あるんだって！」

　白しら鷺さぎ城じようは新型というか、改修が出来たのだ。その初うい陣じんなのに、

「ストレスに弱いからという理由で、格納庫が一個埋まるのどうにかならないかなあ」

　表示枠サインフレームで空を確認すると、照準がてきぱきと動いて砲撃を行っていく。刑部おさかべ姫ひめのＯＳ処理によるものだ。初めは竜属に対して経験不足で、どういう個体に何発撃ち込むかが解わかっていなかったが、時間が経過するにつれて対処が正確になっていった。

　……優秀なんだなあ。言語関係だけがトチってるというか……。

　おかげで、艦橋内は救難を求める人々や、各地の教導院との繫つながりを確保するセンターとなっていた。とはいえ白鷺城の輸送区画は小さい。高速艦なのだ。だから関東南部に羽は柴しばが用意していた輸送艦を牽けん引いんし、手配を進めていく。

「……羽柴様の施策は、こういうのを読んでいたんだな」

『てるるるるてるてる？』

「何だ？　刑部姫」

『──有り難う』

　単語は素直に言えるのか。だが、何の感謝かよく解らない。

「どうした？」

　問うと、刑部姫が表示枠に空を映す。照準。砲撃。移動しつつの砲撃もこなす。

　安あ土づちと共に作られた艦だ。安土が拠点化可能な高速艦という設計だったのとは別で、白鷺城は常時高速機動を行う純粋な戦闘艦。残念ながら武蔵むさしに撃沈され、後続艦は予定にあるものの、時勢ゆえ建造スタートはしていない。そんな艦のＯＳとして、彼女は、

『ここここっちいてくれて』

　ああ、と己は頷うなずいた。関東北部に来ている事か、と。
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　白鷺城がここにいるのは、理由があった。

　いろいろだ。天上行きに加わるには準備や試験が足りないという事や、天上側で出る〝瓦が解かい〟の勢力に、打撃艦であり、性能の見切れていない白しら鷺さぎ城じようが加わる可能性もあった。

　そして関東南部での補修を終えるまで、当然のように、地元の教導院や勢力と付き合いをもっていた事も、重要視された。

　結果。有あり明あけ不在の広い地を、高速艦が防護する。フォローには新大陸から来た機竜部隊が二小隊、空を大きな弧を描いて奥おう羽う方面の守りを手伝ってくれている。

　ちょっと面白いと思っているのは、今回の救助や防護に、白しら河かわ地域の隠れ里から、藤ふじ原わら一門の協力が得られた事だ。代表の藤原・秀ひで衡ひらは武蔵むさしと繫つながりがあり、人々の救難や輸送、臨時の隠いん蔽ぺいに、自分達の艦やステルス技術を出すと言い、確かに世話になっている。

　そういう協力もあって、一年生だがやってられる、というのが実情だ。

　……ぶっちゃけ、先輩達も、砲撃や障壁の管理を刑部おさかべ姫ひめがやってくれるから、安心してるだろうなー……。

　何しろ農場経営が長過ぎた。かなりナマっているのは確かだ。だがそうして考えると、刑部姫の技術などは、先代の滝たき川がわが培ったものだろう。彼女達に感謝しないとな、と思って、

　……あれ？

　ふと気付いたので、刑部姫に聞いてみる。

「刑部姫、さっき言ってた、こっち、って、何処どこだ？」

『ここここここっち』

　と、刑部姫が、両手を広げて大きく振った。それを見て、己は気付いた。彼女の言うこっちは、関東とか、そういうものじゃない。

　滝川は、白鷺城を降りて、そして、去って行ったのだ。それは彼女として正しい選択だが、

「俺おれはこっちだよ、刑部姫。──ヒヨってるから」

『てるてるてるるるる、ヒヨヒヨヒヨ？　かかかかくかくのうこ？』

　そこにいるのとは違う。だけどまあ、天上組は今いま頃ごろ派手にやってんだろうけど、

「……あっちの現場いたら、俺、ストレスで死ぬね」
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　現場は宴たけなわだった。

「──通りませ」

〝瓦解〟の喜き美みの歌が聞こえる中、幾つもの相あい対たいが交こう叉さした。

　二ふた代よはその中で、もっとも大きく動いていた。自分と相手の加速術式が長距離の移動を必要とするものだからだ。だが、

　……〝瓦解〟の方が上で御座るか！

　理由は、何となくだが、想像出来ている。この相手が〝幸運〟だとするならば、

「父と鹿か角づの様は存命で御座るか!?」

「鹿角様？」

　問い返され、自分の推測を改めた。あちらには鹿角すらいないのだと。

　……母上が、存命で御座るか。

　もはや想像もつかない。ならばここで、一つの懸念を問うべきだろう。

　父と母が存命で、こちらよりも上の体たい捌さばきをする相手、これはきっと、

「貴殿、……父達と、如何いかなる関係に御座るか!?」

　問うた。すると向こうは、小さく笑った。

「父より襲名を受け継いで御座る。二代目、本ほん多だ・忠ただ勝かつ。──貴殿は違うので御座るか？」
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　誾ぎんは、空の光を感じた。〝瓦が解かい〟の総長の姉が唄うたい、舞う流れに重ね、〝瓦解〟の武蔵むさしと大和やまとが砲撃を送り、こちらが防御をするという、そんな流れが生まれつつあるのだ。これは一方的なものに見えて、しかし、

　……〝瓦解〟の総長の姉が、機先を読んでいるのです……！

　タイミングだ。どこを攻撃して叩たたけば、どこが連動して警戒するか、そういうものを捉とらえていて、こちらに反撃のタイミングを与えないのだ。

　まるで打楽器のように、ループするテンポで武蔵が打撃され、防御専念となる。これは背後から撃ち込んで行く大和に対しても同様だ。〝瓦解〟側は完全に読んでいて、こちらも楽器を打ち鳴らすように空中で大和の砲弾が叩かれて散っていく。更には、

・武蔵野：『相手の砲撃が、……外してきます！　──以上！』

　拍子を完全に理解した状態で、それを外すとどうなるか。

「……！」

　鳴動が各所から甲板に響いて来た。武蔵の完全とも言える防御に対し、〝外す〟事で命中弾を寄越してきたのだ。

　流石さすが、と一瞬思ってしまうのは、相手の実力を知っているからだ。大体、関東解放の時、彼女は扇を利用した連動で砲撃や防御をやってのけた。これはその応用だろう。

　そして自分達にも〝瓦解〟がいる。今、十字砲火アルカブス・クルスの砲撃で援護すべきは、

「そこです……！　　気の抜けた動きをしないように！」

　福ふく島しまだ。どうも先程から、散漫な動きになっている。
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　誾の視界の中、福島が、発射した砲弾に仰のけ反ぞった。

　が、その直後に〝瓦解〟の彼女の刃やいばが、先程まで顔のあった位置を薙なぐ。

　……危ないところでした。

　恐らくは、本ほん多だ・二ふた代よだ。福ふく島しまの戦闘は、記録を見る限り、誰だれかとのミックスアップでその能力を発揮するものが多い。何故なぜ記録を見たかは聞かない。いいですね。

　ともあれ、その本多・二代が押され気味だ。というか完全に後手に回っている。

　相手は恐らく、本多・忠ただ勝かつの襲名をした彼女だろう。だらしない、とは思うが、

「────」

　確かに、本多・二代は、こちらの事を襲名者として上におく事もあった。だとすればそれは彼女のコンプレックスなのか、何なのか。しかし、

　……こんなところで、そんな相手が出るとは……！
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　宗むね茂しげは、〝瓦が解かい〟の宗茂が、ふと動きを止めたのを見た。気付けばあちらは、こちらの誾ぎんに視線を向けており、

「……いいですね。やはり、そちらの誾さんも」

「ええ、そちらもやはり、そうですか」

　そうですね、と、応じ、自分は、何となく思った事を聞いてみる。

「そちら、〝幸運〟だそうですが、まさか、誾さんに勝った、とか？」

「いえ、初見から殴られて負けましたよ？　──惚ほれた女性に殴られる。〝幸運〟でしょう」

　成程、とお互い頷うなずき合う。そしてまた、福島に何かアドバイスしている誾を見て、

「しかし、やはりああやって、他人ひと事ごとに燻くすぶるのが、こう……」

「こう……。ええ、そうですね。こう……」

　向こうの誾に砲撃を食らったが、軌道が完全にこちら二人を巻き込むところも素晴らしい。
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　そして幾つもの相あい対たいが進行し、動きを上げていく中で、正しく均等に密度を高くしていく剣けん戟げきがあった。

　メアリだ。彼女は〝瓦解〟の自分と王賜剣エクスカリバーの遣り取りをしながら、それに気付いていた。

　……私の剣術と違います……！

　不思議だが、剣を重ねていて解わかった。相手は防御主体なのだと。

　どういう事かは解らない。だが、妙な嚙かみ合いを先程から起こしているのは確かだ。

　そしてこちらが攻撃を入れるのに合わせ、向こうの自分の背後から、

「ハーイこっち！　こっちで御座るよお！　それともいやいや、こっちー！　こっち！」

　と〝瓦解〟の点てん蔵ぞうが陽動に入るのだが、ひょっとしてもう一人の自分、俯うつむき気味なのは笑いを堪こらえているからだろうか。そしてこちらも、

「オフォーイこっち！　こっちで御座るぞ！　あいやこっちー！　こっちで御座るかなあ？」

　私は笑いを堪こらえています。
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・巨　正：『御父様、あの、ちょっと、後でお話が……』

・俺　　：『だから何でオメエ、こういう時だけハジケるの？』

・労働者：『盾になって切られるとか、やってみたらどうだ!?』

・十ＺＯ：『いや、さっき、前に出ようとしたら、向こうの自分と顔を合わせてしまって。ああ、これ多分、一緒に出ようとしてて、そうしたら二人一緒に切られて終わりで御座るなあ、と思ったら、お互いに〝やめとこう……〟と、そんな空気で御座ってな？』
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　……というか、結構、危険ですわよ！　全体的に！

　思い、ミトツダイラは前に出る。今、己は、ネイメアと共に〝瓦が解かい〟の自分達と戦闘中だ。やはりというか、一番の違いは、ネイメアの髪の色だろう。王の色をしているのだ。

・ゆたか：『ズルい……！　ネイメア！　許しちゃ駄目です！』

　外野が濃い。だが自分達が瞬発加速で位置取りをし、こちらは銀鎖と銀剣、ネイメアは銀釘アルジヨント・クルウ同士での応酬をしていると、

「……！」

　いきなり、派手な存在が飛び込んできた。

　母だ。それも〝瓦解〟の、だ。突然の大物で、銀十字アルジヨント・クロワを携えている。更には、

　……マズいですわ……！

〝瓦解〟の喜き美みが、通し道歌を三周終えた。そして間奏に入ったのだが、彼女の姿がステージにいない。だとすると、

「警戒──！」

　叫んだ瞬間だった。二ふた代よの姿が、宙高くに吹っ飛ばされていた。
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「アハ……！」

〝幸運〟の喜美は笑った。そして唄う。

「──通りませ」

　通し道歌だ。歌と舞が生むのは動作と高速。月の光が影をも飛ばす。

　ステップは防護障壁の床を強く光らせて巨艦を揺らし、声は万物の芯しんを震わせた。

　行く髪は月の風。回せば流体光を散らし、衣装は翼のように空に広がる。

「──通りませ」

　全ての拍子は読めている。

「行かば　何処いずこが細道なれば」

　剣豪も襲名者も全ての武器も流派も、

「天てん神じん元へと　至る細道」

　跳ねて寄り添い手を重ねて笑い、

「御意見御無用　通れぬとても」

　直後に何もかもが弾はじけ、または回って宙を飛び、

「この子の十の　御祝いに」

　そして自分は速度を重ね、更に舞を奉納し、

「両のお札を納めに参ず」

　踏む足は音を天上に響かせ、

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　ここは神に近いところ、ならば何の神を呼ぶべきか、

「我が中こわきの──」

　来たれ神しん道とうの天あま津つ神かみ、ステージを照らすならばお前しかいない、

「通しかな──」

〝幸運〟の最高神よ、下しも僕べとして顕現されるといい。

「──!!」

　そして光が爆発し、起動した。
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　早い！　というのが〝瓦が解かい〟の喜き美みに対する浅あさ間まの感想だった。立ち上げではおとなしく感じたのはタメだろう。ステージを降りた瞬間から一気に来た。

　床。防護障壁が、そのまま神界に接続され、莫大な流体を湧わき上がらせている。

〝瓦解〟の喜美の姿は各所、戦う者達の近くに何体も現れ、踊っては消えてまた現れ、

「うわ……」

　加速した。

　音楽が速度を上げ、通し道歌が正に道を空けていく。それは、

・武蔵野：『〝瓦解〟の武蔵むさしと大和やまと、移動速度を上げました！　あと〝通し道歌〟一回で射角を確保します！　──以上！』

　だが、もっと速度は上がるだろう。何故なぜなら、

「アハ……！」

　笑い、ハシャいで、全身で〝幸運〟を表現する〝瓦解〟の喜美が、両腕を空に広げた瞬間。〝瓦が解かい〟の武蔵むさしと大和やまとの間に、それが来たのだ。

　艦間に立つ〝瓦解〟のネシンバラが言葉を作り、奉じる頭上。

「天あま津つ神かみ最高神、──アマテラス！」

　白の光に満ちた女性神が両手を振り上げた瞬間。〝瓦解〟の総勢が爆発した。

　その六枚翼から光を炸さく裂れつさせ、こちらの皆へと加速したのだ。
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　清きよ正まさは、入り直した前奏に合わせ、援護に出ようとした。

　だが、現場はどうなるか解わからない。下手へたすると〝瓦解〟の武蔵と大和の砲撃を食らうかも知れないのだ。だから、通路待ちをしている副会長に、急ぎ声を掛ける。

「あの、副会長、宜しいでしょうか？」
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「ああ、Ｊｕｄジヤツジ．、何だ？　現場に出るのか？」

　正まさ純ずみが問うと、清正が頷うなずいた。

「私の〝瓦解〟は叔母おば様に倒されていますから、私の分は加勢になります」

　そっか、と頷き、妖精女王は何やってんだろうな……、と思いもする。だが清きよ正まさが、ふと懐から鎖のようなものを出して来た。

「これ、福ふく島しま様の忘れ物なのです。こちら、取りに行っている間にこんな状況に」

「渡さないのか？」

「現場で、何があるか解りませんから。もし私に何かあれば、副会長から福島様に」

　君よりも福島の方が危なっかしいがなー、とは思ったが流石さすがに言わない。だから差し出されるそれを受け取る。すると、

「福島様が、御母様から貰もらった貴石なのだそうです」

「二ふた代よから？」

「いえ、産みの御母様の方だそうです。御守りとの事で」

　へえ、と意味もなく頷いて、己は貴石を見た。そして、

「……解った。もし何かあったらそうする。そうじゃなかったら君に返そう」

「すみません。こうなるまでに、何か〝間〟があると思ったのですけど」

　言って頭を下げ、清正が通路から出ていく。それを見送って、自分はただ一人、通路に残る形となり、

「────」

　掲げた貴石は、黒くろ藻もの獣が、長い時間を掛けて精製するものだ。

　三み河かわで己が受け取ったものと、同じ形をしていた。
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「──私の負けだなあ」

　意味も無く言って、腕を組み、己は通路の壁に頭を預けた。

　何事？　と心配してくるツキノワを撫なで、

「何だ全く」

　顔を手で触れ、己は呟つぶやいた。

「もうちょっと、困った顔しろよ。二ふた代よは向こうで頑張ってるんだから」
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　……頑張りどころで御座るよ……！

　思う二代は、〝瓦が解かい〟の自分に押されていた。

　一撃、二撃と蜻蛉とんぼスペアで受け、しかし吹き飛ばされ、一気に艦間の端に追い込まれた。

　……これは……！

　力だ。武術でも技術でも能力でも何でもなく、しかし、それらであり得るもの。

　万物を等しく圧倒するものだ。

　それをもう一人の己が用いている。対する自分は、しかし、

「おお……！」

　加速術式をその場の踏み込みで溜ため、可能な限り自らを前に吹っ飛ばした。

　激突覚悟で正面から行き、蜻蛉スペアの穂先を叩たたき込む。

　踏み込みは充分。相手の速度にはぎりぎり合っている。だから、敵が蜻蛉スペアの外に身をズラし、踏む込みながら回避をした瞬間。

「翔しよう翼よく……！」

　多重展開し、姿勢制御を詰め、擦れ違った。しかし〝瓦解〟の自分も同様にしている。ただ自分には一つの手て筈はずがあった。

　先に突き込んだ蜻蛉スペアを、手放していたのだ。

　軽くなった分、前に速く跳んだ。飛んだスペアに追いつき、刃やいばに手を掛け、持ち上げた。振り向かずとも刃には背後が映っている。敵は背後だ。ならば穂先を手指でホールドし、

「結べ！　蜻蛉スペア！」

　叫んだ瞬間。己は自分の声を聞いた。それは、さも当然という口調の、

「──結べ、蜻蛉とんぼ切きり」
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　二代は、手て応ごたえがないのを悟った。

　敵は背後にいなかった。代わりというように、

　……これは──。

　姿勢制御を入れている自分の正面に、〝瓦が解かい〟の本ほん多だ・二ふた代よが立っている。

　いつの間に、という問いかけは無意味だ。彼女は本多・忠ただ勝かつなのだ。だとしたら、

「事象割断……！」

　方角を断ち切ったのだ。

　直後。〝瓦解〟の自分が、姿勢制御で動けぬこちらに対して一撃を見舞ってきた。

　それは、事象割断後の出力不足故、何気ない穂先の一発だったが、

「く」

　こちらは蜻蛉とんぼスペアを引き戻し、構えるが、遅い。更には、

「残念ね。お・馬・鹿・さ・んっ」

〝瓦解〟の喜き美みの分身が飛び込み、己は吹き飛ばされた。
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　誾ぎんは、加速する〝瓦解〟の自分と、時折に飛び込んでくる〝瓦解〟の総長の姉をぎりぎりで捌さばきながら、それを見た。空中を回転して落ちていく本多・二代に対し、〝瓦解〟の本多・二代が追い打ちを掛けようとしているのを、だ。

　……容赦の無い……！

　同じ自分だから、というのもあるのだろうか。〝瓦解〟の彼女は割断を狙ねらった。

「結べ、蜻蛉とんぼ切きり……！」

　と、その声が生じるより先に、己は思い出していた。

　それは、かつての事だ。あの馬鹿女が、蜻蛉切を失い、スランプに陥っていた頃ころ、自分は段々と調子を取り戻していた宗むね茂しげと共に、酒さか井いの屋敷を訪れたのだ。

　有あり明あけに武蔵むさしが改修されている時の事だった。

　そこで宗茂が〝浅あさ草くさ〟と模擬戦を行い、〝駆かけ爪づめ〟を見せたのだが、場を共にした本多・二代は、立ち去る時、一つの言葉を残した。あの時、恐らく、自分でも気付かずに漏らしたのだろう。こちらはそれを聞き逃さなかったが、

「負けられぬで御座るな、──と、そう呟つぶやいたのを忘れましたか、本多・二代！」

　再起する西さい国ごく無む双そう。立花の者が新しい自分を見せたのだ。その時、彼女は武器を失い、調子も乱れていたろうが、不敗の意思を見せた。

　それは、挑戦者の言葉かも知れない。無双とは遠い言葉かも知れない。だが、

「勝つなどとおこがましい！　忠、勝つなどと、遠い目標を！」

　ならば言ってやる。こちらも〝瓦解〟の自分の一撃を受け、跳ね飛ばされるところだが、憶おぼえているのだ。あの時、彼女が望んでいたであろう言葉は、

「負けるな……！　それだけです！」
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　……流石さすがは誾ぎん殿！　古くて細かい事をよく憶おぼえて御座る！

　言われて二ふた代よは思い出す。あれから喜き美み殿に一発食らって目が覚めたのだと。

　ならばここで、自分と、やはり喜美殿に一発食らった己は、思い出すべきなのだろう。

　あの時。どうしようもなく燻くすぶって、父を目指した事を。

　……あんな燻りは、もう二度と、せぬで御座る。

　だから、あれから、父の名を目指した。

　だが、今、父の名を目の前にした。

　思った以上に父の名は重い。追ってみて、目の前にそれを見ると、流石さすがに重圧を感じる。

　しかし、もう、臆おくさない。

　臆して良い生き方をしてこなかったのだ。

　だから、挫くじけぬため、宙を落下しながら構えた。

　こちらに向かって飛び込み、蜻蛉とんぼ切きりを構える〝瓦が解かい〟の自分に対し、空中から、

　……拙せつ者しやは、これで御座る！

「結べ！　──蜻蛉スペア！」
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　何もかもが莫大に溢あふれ、動く中で、義よし光あきはそれを見ていた。

　流石に状況が悪いと、援護に出ようとしたのだ。無論それをすれば、〝瓦解〟の自分も出てくるだろうが、そこは何とでも出来る自信はある。しかし、

「要らぬ心配であったか」

　本ほん多だ・二代だ。

　流体が湧わき、光が満ち、音楽が間奏を終えようとしていた現場にて、彼女は立っていた。

〝瓦解〟の自分の背後に、だ。

　先程まで、相手の正面に吹き飛ばされ、それこそ床から落ちかけていたものが、何故なぜ、〝瓦解〟の後ろにいるのか、それは、

「事象を、割ったか」
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〝幸運〟の二代は、刃やいばに映る影に振り向いた。

　背後だ。そこに先程まで正面の宙にいた〝不運〟の自分が立っている。

　彼女は、震えていた。荒れた息をして、自分が今、何をしたか、解わかっていないだろう。だが自分には解わかる。

　……事象を割ったので御座るか！

　何を使って、それを行ったのか。

　見れば解る、が、しかし、解らない事があった。

「何で御座るか、それは……！」

　本ほん多だ二ふた代よの手の中。蜻蛉とんぼ切きりのスペアと見られた一ひと槍やりが、変形をしていくのだ。
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　荒れた風雨の下、南関東を任せていた藤ふじ原わら・秀ひで衡ひらと、翔しよう一いちは表示枠サインフレームで話をしていた。

　だが不意に、手元に出た表示枠に、あ、という驚きを得る。

　……来ましたか。

『あら、何かしら？　こっちに補給でもくれるの？』

「いえ、残念ながらそうではありません。漸ようやくというか、……蜻蛉スペアが、自分の主人に本当の意味で認められ、そしてスペアの方も、それを受け入れたんです」

「……あの蜻蛉切のスペアかね？　蜻蛉切は蜻蛉切で、大罪武装ロイズモイ・オプロの試作とも言われたが」

　と、血が零こぼれる手を雨に振って、空から来る竜属の群に嘆息したスレイマンが言う。

　対するこちらは、彼の言葉に小さく笑う。

「大罪武装の試作品なんて、──IZUMOが気軽に修復出来るもんじゃないですよね」

「だからスペアなんだろう？」

「おやおや、面白いですね。──蜻蛉切は、大罪武装〝悲嘆の怠惰〟の試作なんですよ？」

　という問い掛けに、秀衡が口を横に開いた。

『……まさか、大罪武装の数だけ、蜻蛉切があるの？』

「同じ形をしているのは、だからこそスペアと呼ばれますけどね。破損したのも含めて八つ。基本は各地のIZUMOに預けられ、しかし使い手もいないので研究すら出来ない有様です」

　だけど、

「大罪武装が駆動を段階とするように、〝蜻蛉切〟も同様です。──主人と武器として認め合った時に力を発揮し、上位駆動については、完全に認め合った時です」

　つまり、

「本多・二代は、親のコピーとして本多・忠ただ勝かつを目指さなくなりました。ならば、──蜻蛉スペアが、彼女の蜻蛉切です」
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《PTLP-S02：蜻蛉切02：代理承認破棄[image: ]正式承認結束：確認》

《上位駆動認可：確認：先行試験：既出》

《使用者：本ほん多だ・二ふた代よ：確認》[image: ]《正式名称：不定：応答？》



「Ｊｕｄジヤツジ．」

　二代は応じた。

「拙せつ者しやも貴き槍そうも、父や蜻蛉とんぼ切きりのスペアでは御座らぬ。──拙者、本多・二代であり、貴槍は、やがて本多・二代として本多・忠ただ勝かつを襲名する拙者の蜻蛉切に御座る」

『御了解──』

　変形が終了した。SPAREの文字がTONBOの五文字に変わり、全体が一回り大きく、排気系をラインとして備えた。ならば、

「────」

「あら、避けるのね」

〝瓦が解かい〟の喜き美みのステップを感じられたのだ。

　……おお。

　行ける。テンションが何よりも全てに上回っている。ならば、

　振り返り、こちらに刃やいばを向ける〝瓦解〟の己に、自分は飛び込んだ。
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　二代は何もかもを使った。

　宗むね茂しげ相手に自覚した円軌道の捌さばきで相手の顎あごを反らせ、ウオルター相手に発想した踏み込みからの飛び込みでその身を振り向かせ、誾ぎんを相手に用いた身の振り回しで視線より速く回り込み、柴しば田た相手に確立した軸の制御でその身に寄り添い、

「──!!」

〝瓦解〟の自分が、身を振り回すようにして追随してきた。

　速い。的確で無駄がなく、更には髪の流れなど見ても綺き麗れいな円運動だ。

　本多・忠勝の身のこなしである。

　だが自分は使った。これまでの自分を使った。父は侍であり、その特上であろう。ならば、

　……筧かけい殿！

　侍ではない忍者の歩法。ターンスライドで加速する。

　天竜・佐さ助すけに習った速度で身を回し、そして義よし光あきに憶おぼえた瞬発の位置変更で、

「おお……！」

　振り切った。その上で、更に加速し、

　……福ふく島しま殿。

　お互いがやっている事は、単にそれぞれのバックの取り合いだ。動きとしては三回転程に過ぎない。しかしそこに加速術式と、その制御の流体光が軌道を描き、

「……っ」

　多重の円軌道が、もはや天球図のように宙を描いた。その直後、完全に背後を取られた〝瓦が解かい〟が蜻蛉とんぼ切きりを振り、言葉を放った。

「結べ！　蜻蛉切！」
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　事象割断だった。二発目。蜻蛉切の燃料残存から考えて限界の一発だ。

〝幸運〟の二ふた代よは、〝不運〟に対し、しかしこれを必要な相手だと発想した。ここで手を抜いては倒す事が出来ない、と。だが、

「……不発!?」

　発動しかけた割断の刃やいばが光を失った。

　……これは──。

　燃料不足か、とは思った。だがそうではない。無効化されたのだ。

　刃に映された。しかし、

「誰だれがそれを為なしたので御座る……!?」

〝不運〟の二代は後ろに回り込んでいる。ならば誰がこちらの刃を映したのか。彼女の娘である〝不運〟の福ふく島しまか？　否、その姿もまた離れた位置にある。だとすれば──、

「────」

　己は気付いた。蜻蛉切だ。

　蜻蛉切が、何故なぜか眼前に立っている。それも所持者無しで、だ。

　否、それは蜻蛉切ではない。〝不運〟の持つ蜻蛉スペアという武器だ。しかし、そこに立たされた刃が、こちらの事象割断を無効化したというならば、


《御放置──》



　完全放置。その事実に対し、まさか、という己の思案は幾つかの答えを導く。

　何故、本ほん多だの槍やり捌さばきから、多彩とも言える敵の技に移行したのか。

「私に本多の円軌道をとらせ、そのまま固めるためで御座るか……！」

　槍を捨てたならば、こちらよりも速く動く事が可能だろう。そしてこちらが円軌道を取る事が解わかっているならば、

　……誘導したので御座るな！

　やられたで御座る、と、そう思った。敗因があるとすれば、自分が本多・忠ただ勝かつである事だ。

　流石さすがに、事象割断を出来るようになったばかりのマイ武装を捨てるとは思いつかず、

　……そうで御座った。

　三み河かわを出る時、父はこう言ったのだ。「こいつくらいは自由にしてやりたい」と。

　ならば自分は、その時点で敗北していたのだと、そう思った瞬間。背後から両腕をクラッチされ、後ろに高速で叩たたきつけられた。受け身不能の一発は、

「父直じき伝でん！　本ほん多だ式、クロスアームスープレックス！」

　待ってそれ父上から習ってないで御座るよ？
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　福ふく島しまは、母の見事なブリッジと、〝瓦が解かい〟の母が流体として砕けるのを見た。

　……綺き麗れいなアーチに御座ります！

　普通やらない。それを平然と行う事もだが、基本、〝幸運〟と〝不運〟の対決となれば何らかの感慨や対決構図もあろうに、まさか祖父直伝とは。

　母はといえば、相手が消えた事で支えを失い、後頭部を床にぶつけて転がっているが、まあ許容範囲。

　だが母とは違い、こちらはまともだ。相手である〝瓦解〟の己は的確で、やはり母譲りの円軌道の使い手であり、

「福島様──！　加勢に来ました!!」

　と向こうから掛かった清きよ正まさの声に、〝瓦解〟の自分が反射的に振り向いていた。

　ああ、〝幸運〟の世界でも、自分達はパートナーなので御座りますね、と思った時だ。

　……おや。

　目の前に、清正に振り返って、無防備な〝瓦解〟の背がある。

　不意だったせいか、本気で無防備である。

　……いや、ちょっと、

　いや、いけないで御座ります。加速術式で一気に捕とらえて母のようにガツンとか、それは普通やらない、というか初心者がやってはいけないで御座ります。アー、本当、いけないで御座ります。駄目駄目駄目。こういう相手とはちゃんと対決してメンタルで語り合い哲学戦闘でアーでも無防備、アーこれは本当にいけないで御座ります。アー本当。アー。ア──────!!

「母直伝！　本多式、M.H.R.R.スープレックス!!」
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・●　画：『良いわ……、急速に娘として覚かく醒せいしつつあるわね……』

・ゆたか：『良いかどうかで言ったら駄目なんですけど、まあ良い気もしますね』

・巨　正：『え、ええっと、加勢！　加勢の必要な方いらっしゃいますか！』
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「あの一家は……」

　と、誾ぎんはほとほと呆あきれて呟つぶやきながら、眼前を見た。

　正面。こちらに一刀を放った〝瓦解〟の自分がいる。直剣を首に放ってきた彼女の義腕は、通常の大型ではなく、決着用としていた細身の生体式だ。

　一撃必殺。その割り切りと、この勝負に臨んだ意気が見事だと思う。だが、

「何故なぜです」

〝瓦解〟の自分が、籠こもった声で言った。

「何故、私の一撃より、貴女あなたの方が速いのです」

　相手の一刀は、こちらの掲げた左の義腕に食い込んでいた。

　そして自分の一刀は、ただ己の手元にある。

　代わりというように、〝瓦解〟の己の首に、細い赤のラインがあった。

「簡単です」

　自分は告げた。

「〝幸運〟な貴女達は、ほぼ毎日、お互いが告白を言葉で交わしているのでしょうね」

　と、自分は、刃やいばを持った手で襟えり首くびを見せた。

　そこにあった切断の傷は、消えている。だが、だからこそ、だ。素首を見せた意味が解わからぬ自分ではあるまい。そして、

「──貴女は宗むね茂しげ様より告白が遅かった。それだけの事ですよ」

　言った先、〝瓦解〟の自分が笑みになった。膝ひざを着く、その動きの中で崩れながら、

「有り難う御座います……」

　別にフォローしたつもりはない。本当の事だ。ただ、

「宗茂様」

　振り向いた先、彼も〝瓦解〟の崩壊を目の前にしている。

「そちらは、どうだったのですか？」
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　ええ、と彼が〝瓶かめ貫ぬき〟を掲げて言った。

「誾ぎんさんと同じでした」

「それは──」

「……お互いが、共に、高め合ったのでしょう。私のように、誾さんを目指し、そして勝ち得たのではなかったようで、しかし──」

　しかし、と彼は、やはり傷きず痕あとのない自分の首に手を触れた。

「──ここへの一撃は、以前の誾さんとの告白がなければ、かわせなかったですね」

　見れば、首右のハードポイントパーツが削そがれている。

　かわすというより、これで受けて逸そらしたのだ。

　……宗茂様に〝当てる〟とは。

　見事だ。知らなければ直撃だったと、そう言うならば、

「面倒くさい女にも価値があったようで何よりです」

　自分の方の事は後で言おうと、そう思いつつ、己は皆の方に身を向けた。ステップし、加速を全身に入れ直しながら、

「宗むね茂しげ様。──私達は、何故なぜ、勝てたのでしょう」

　これは不幸や幸運ではあるまい。ただ、答えがあるならば、

「──私達の愛の形が、複雑だったからでしょう」

　首の傷が疼うずく事を平気で言う。そのくすぐったさを貴重と思い、自分は加速した。
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　二ふた代よは皆と合流しながら、叫んだ。

「喜き美み殿……!!」

　何故か近くの影から上半身を出した黒い半竜とハモったが、声は通った。

　艦首に上がるエレベーターから、その姿が現れたのだ。

　こちらの喜美。それは、

「ハアイ！　なによ愚衆ども！　場をちゃんと温めてくれた!?」

　皆と向けた視線の先、金色のドレス姿で、喜美が登場した。
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　浅あさ間まは、とりあえず笑顔で、問う事にした。

「喜美？　今、私が梅うめ椿つばきを射撃寸前にしてるという前提で質問に答えて下さいね？」

「あら何!?　今日の私は下乳南半球って感じだけどアンタ御機嫌斜めね麗うるわシュー！　一体どうしたの!?　嫌な事があったら自分の乳揉もむのよ!?　余って駄目？　じゃあちょっと愚弟に手伝って貰もらいなさい！　ってヤダ私ったら店たな子こ嫁のフォローもバ・ツ・グ・ン」

　正しよう気き度の逸いつ脱だつが長いので途中で射ちたくなった。神しん道とう我慢でとにかく堪える。

「さっき喜美、考える事があるって、大事な事って、言ってましたよね？」

「ええ、Ｊｕｄジヤツジ．、言ったわよ？　そりゃもうとても大事な事」

「何の事です？」

　馬鹿ねえ、と狂人が笑って、手を前後に振った。そしてドレスのスカートを摘まんで、

「この衣装にしようかどうか迷ってたに決まってるじゃない！　だっていつもの制服とか、白いのとか、もう着てるし？　いつも通りも確かにいいけど、でも今日は愚弟とホライゾンにとって大事な日よ？　だからほら、あんたも古式衣装とかじゃなく、もっとスケまくったのとか、そこらで一丁目立ってみたらどう？　あ、そっか！　愚弟用よね！　〝もう、トーリ君ったら、スケてるの、何処どこ見てるんです、か……〟とか言って言って！」

　結構似てたけど射りました。





●






　喜き美みは、超至近距離で飛んできた対艦矢を蹴けり上げた。

　それは直上に跳ね上がり、爆発し、光と音を生み、

「さあ！　賢けん姉ねえステージのスタートよ──!!」





●






〝幸運〟の喜美は、このタイミングを逃さなかった。

　知っているのだ。自分は、曲に入る前、間があると。これは当然と言えば当然だが、場を見渡し、支配するための儀式だ。

　だが、知っていれば隙すきとなる。

　既に通し道歌は始まっている。ラスト一回。これが終われば射角は通る。

　ステージは力に溢あふれ、背後には大神が立ってもいる。そして自分は数十の分身を弾はじき、

「……！」

　まだ何も始めていない〝不運〟の自分を宙に飛ばし、回した。

「フフ！　今更来て、……出番があると思っているの!?　もう御仕舞いよ……！」







[image: 第九十章『ステージの参加者達』]











●






　祭の音が響き続けている。

　艦が音と共に震動し、大気に流体光が散り続けているのを、正まさ純ずみは見聞きした。

「〝瓦が解かい〟の葵あおい姉あねは、こっち以上と言う事か……!?」

　……無茶苦茶だな……！

　今、通路は、加勢をすべきかどうか、その判断を迷う者達で埋まっていた。

　島しまや可か児に、最も上がみ総長達もそうだ。

　そしてまた、先程までの艦間戦で負傷したペルソナ君や、ネンジにイトケン達も、全員、固かた唾ずを飲んで外の様子をみている。

　祭だ。

　通し道歌は始まっている。だが間奏が多い。

〝瓦解〟の葵姉が、こっちの葵姉を吹っ飛ばしているからだ。

　今、戦場では幾つもの姿が動いている。どれも〝瓦解〟側が優勢で、こちらは自由になった二ふた代よ達がかろうじて他の〝瓦解〟側とまともな相あい対たいをしている。

〝瓦解〟の誰も彼もが、加圧されているのだ。

　メアリやクロスユナイトですら、力と速度において、〝瓦解〟側がこちらを上回る。

　頭上、アマテラスが舞い、踊るに合わせ、彼らは速度を上げていく。ともすれば吹っ飛びかけるメアリをクロスユナイトが支え、〝瓦解〟側は自分達の強化に戸惑いもする。

・あさま：『祭です。お祭りに出てテンションが上がるのと同じで、この祭に参加している人達は、知らずと力をアゲてしまうんです』

・副会長：『葵姉が神という事か？』

・ゆたか：『いえ、神は〝瓦解〟の父姉様と、書記によって顕現されてます。〝瓦解〟の父姉様は、その臨時巫女みことして、皆に力を配っているんですね』

　そうか、と納得したのは、〝瓦解〟側の加速と強化が光を伴っているという事だ。アマテラスの加護ならば、光が由来するのも理解出来る。だが、

「フフ、どうなの……!?」

〝瓦解〟の葵姉が、幾つもの姿を各所に見せる。それは光を弾はじけさせ、舞って放って相対の現場に介入して弾き飛ばし、勢いをつけ、

「────」

　通し道歌を、まとめに入る。





●






〝幸運〟の喜き美みは笑った。声をあげて笑い、走って唄うたった。

「──通りませ　通りませ」

　加速する。舞って弾はじき、光を散らして蹴けり立てる。

「行かば　何処いずこが細道なれば」

　相手は〝不運〟の自分だ。

「天てん神じん元へと　至る細道」

〝不運〟など、私にあってなるものか。

「御意見御無用　通れぬとても」

　絶対の能力。絶対の魅力。そして絶対の幸運。

「この子の十の　御祝いに」

　何もかもを成立させ、咲き誇るには、幸運が必要だ。

「両のお札を納めに参ず」

　否。咲き〝誇る〟という時点で、不運なのだ。

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　何もかも、天上の存在ならば、咲くのは当然であり、誇るのは呼吸と同じ常である。

「我が中こわきの──」

　わざわざ咲き誇らずとも天に輝いてこそ私。

「通しかな──」

〝不運〟な私は散るといい。





●






〝幸運〟の喜き美みは、〝不運〟を吹っ飛ばした。軸を弾いて左回りに跳ね上げた。

　連続でそのように蹴り込んでやったのだ。テンポも鼓動も解わかっている。自分自身なのだから、それを縦横に崩して抵抗出来ないようにして、空に弾く。そして、

「フフ！　聞いたわよ、弟を生き返らせるのにアマテラスを殴り倒したって。……だったらここでその意趣返しを食らいなさい！」

　己は手を振りかぶる。頭上のアマテラスとシンクロして、

「シンクロ天あま津つ神かみアタ──────ック！」

　顕現したアマテラスが、弾いた〝不運〟を手て刀がたなで上から打撃した。綺き麗れいなカウンターだ。

　フフ、と己は〝不運〟を叩たたき落として笑う。そして両手を振り上げ、音を更に上げた。

　もはや大気に音色の波が見える程にして、

「さああああ！　主砲のステレオで飾るといいわ……！」

　叫び、呼んだ。既に通し道歌は終わって、インストがループしているだけだ。ならばここで決着。左右の空に流体光の火花を上げ、己は〝幸運〟の武蔵むさしと大和やまとに対し指示を謳うたった。

「主砲発射よ──────────────────────────────────！」





●






　音が鳴っている。光が散っている。その中で勢いに押され、自分達は戦闘をしている。

　だがメアリは気付いた。時間がどれだけ経過しても、戦いは継続していて、

　……あら？

「点てん蔵ぞう様、あの……」

〝瓦が解かい〟の武蔵むさしと大和やまとが、砲撃をしてこない。否、寧むしろこれは、

「二艦の射角がズレていませんか……!?」





●






　は？　と〝幸運〟の喜き美みは、疑問した。

　振り向く。ちょっとアマテラスが邪魔。ちょっとどいて。そうそう。そんな感じ。だけど、

「……どういう事？」

　確かに、〝幸運〟の武蔵と大和が、先程より離れている。





●






・大　和：『えっ？　えっ？　ちょっと！　それ後ろにいるこっちが射角に入ったという事なんですから後退！　後退しますよ！　言って下さいよ竹たけ中なか様！』

・黒　竹：『あれあれ？　何で私なんですかね？　いきなり振られるとそっち行ってえろっちゃいますよ？　今、もの凄すごく床が揺れてますし、口開けると出ちゃうけどいいんですかね？』

・成成成：『竹中様は落ち着いて下さい。というか私達でもないです。一応ちょっと確認したところ、〝道〟の向きが変わってるみたいですが、……歌で、寄せていたんですよね？』





●






　……どういう事？

〝幸運〟の喜美は、何が起きたか解わからなかった。何しろ、自分の歌で〝通していた〟のだ。

　それが何故なぜ、遠ざかる。

「まさか、逆回りになった……？」

「ああ、うん、そんな感じ感じ」

「そうよね、これ。そうなってるとしか──」

　と、そこまで言って、聞こえた声に振り向いた。すると、

「……は？」

〝不運〟の自分が、派手な格好で立っている。それも、服も髪も全く乱した様子はなく、完全に無傷な姿で、だ。

　彼女は、こちらを見ると帽子の角度を少し直し、首を傾かしげた。

「フフ、どうしたの？　鏡よりも綺き麗れいなもの見て驚いた？」

　直後。己は足を打ち込んだ。相手の軸を振り、左回りに一回転させる。すると、快音が鳴り、

「あらあら、乱暴ねえ。全く、でも何してんの一体」

　回った。だが何故なぜか、回った筈はずの彼女が、目の前に立っている。

　……これは──。

　おかしい。知らない。否、軸ズラしと、それを打つのは己の得意だ。そして彼女の鼓動も足を踏むタイミングも読んでいる。だから足を打ち込めたのだ。

　打ち込む。回す。音がして風が鳴る。だが、

「ねえ、さっきから何してるの」

　彼女が言った。

「そんな派手に回っちゃって、流石さすがにラッキーアイアムって感じね」





●






〝幸運〟の喜き美みは、言われている事が解わからなかった。

「何してるって……」

　弾はじいているのだ。軸を蹴けっている。回している。それなのに、

「そんなに派手に回っちゃって、って……」

　どういう事だ。こちらが回ってるとでも言うのか。否、回っているのは向こうだ。だが、

「フフ、馬鹿ねえ。アンタ、常識ってもんが解ってないの？　現実的に考えなさいよ」

〝不運〟の自分が、ハッキリとこう言った。

「この世界は私中心よ？　私が回る時は、私が回ってんじゃなくて、世界が回ってんの。

　アンタ、さっきから、私の前で、世界ごとクルクル回ってんの、気付かなかったの？」





●






「アハ、何その顔、普通よソレが。いい女には世界が従うの。当たり前じゃない。アンタ、そんな事も知らなかったの？　あとね？　アンタ、ちょっと駄目よねえ」

　と、自分は、衣装の下乳を軽く上げて見せる。

「さっきから南半球南半球言ってるのに何で左回転で回すの？　馬鹿？　南半球って言ったら、台風は右巻きでしょ？　外界出ないと解らない事だけど、新大陸の予備知識で私知ってるわ。ヤダ私、博識！　凄すごいわ！　だから今日の私は右巻き！　寿司みたい！　でもアンタ、それをクルクル逆に回したらどうなるか知ってる!?　寿司の逆回しでネジ回し！　だ・か・ら」

　全力右巻きの左打ちトルネードビンタを叩き込んだ。

「こ────の自意識過剰が……!!」





●






〝幸運〟の喜き美みは、ビンタを回避した。

　相手は自分だ。何もかも同じ。経験の違いなどはあっても、鼓動や軸、踏み込みタイミングなど、そこに違いがある筈はずは無いのだ。

　だが直撃した。激音が頭骨に浸透し、高さ五メートルくらいまで吹っ飛ばされたところで、下から跳躍した〝不幸〟の自分に胸布を摑つかまれて下に落とされた。着地する。しかし、いいのが入った。一瞬フラつくが、

「く」

　踵かかとを踏み、軸を整えて姿勢を戻す。すると正面で、手をひらひら振っていた自分が笑う。

「あら、頑丈ね。私負けちゃいそう」

「……何故なぜ？」

　おかしい。これは本当に自分だろうか。だって〝不運〟だ。〝不運〟ゆえ、克こつ己きや違う経験によって、強さに質の差が出る事はあろう。だが、

「誰だれよ、アンタ……！」

「フフ、馬鹿ね。お・馬・鹿・さ・ん。私はアンタと同じよ。同じもので出来てるの。ただアンタ、馬鹿な私みたいね。だから考え違いが三つあるわ」

　一つ、と〝不運〟の自分が、告げた。

「何？　通し道歌って、ここで唄うたう歌？　──ホライゾンがいるのよ？　あれはホライゾンの持ち歌で、あの子がいない場で唄うべきじゃないの？　それに今、うちの愚弟とホライゾンは、凄すごく大事な時間なの。だったら──」

〝不運〟の己が指を鳴らした。頭上から横に手を振り下ろしながら合計十二発鳴らす。音はどんどん高くなっていって、流体光もついてきた。その破裂に合わせ、自分が言う。

「あら？　ここでホライゾンの歌、用意出来てないの？　──減点ねえ」

　音楽が始まる。聴いた事がある曲だ。勢いは強く、それに合わせて〝不運〟の自分が音響術式を立てた。続いて出る一声は、やはり、

「──行くわよ？　〝合体絶対ホライゾン〟」





●






・ＡｎＧ：『あ、コレ、前に聴いた事がある……』

・あさま：『ネシンバラ君が作詞した夕方動画のＯＰですよね？　喜美が作曲して』

・未熟者：『ああ。ちょっと作ったらウケが良かったんだけど、動画はヴェストファーレン会議に掛かる時期だったから、聖連に対抗してる歌詞はちょっと手を入れたね』

・ホラ子：『という事で、実はホライゾンの隠れたテーマソング。誰もが一度は名前をＯＰで連呼したいもの。唄うたうのは我らが賢い姉様、喜き美み様であります……！』





●






　唄う。まずは場を作るために、ここへの参加権を得るために、前フリを。

「駆け抜けろ　月浮かぶ夜空を　ただ手を伸ばして叫べ

　馬鹿だけど　多くを摑つかもう　　世界を全て取り戻せ」

　歌詞が奮ってるわね、と己は思う。

「君の前に友はいるか　認めるだけの力はあるか

　重ならないなら　重ねてやるさ　魂が呼ぶさ　叫んでる」

　叫ぶ。

「届け　運命　九つの心　絶対王者の　切れ味の腕

　合体　絶対　ホライゾン　境界　線上　ホライゾン──」

　ここで前フリのメロディがサビに来る。ちょっと変則的な構成だ。

「走り出せ　　重なる未来を　　泣いて笑って抱き締めて

　夢見たさ　　境界線を行く　　合体絶対ホライゾン」

　行ける。間奏が来て、次から二番だ。

　前を見る。すると〝瓦が解かい〟の自分も音響術式を立てていた。

　……あら、やる気。

　向こうも知ってると言う事は、あちらもホライゾンがいるのだ。ならば、

「──！」

　咆ほう吼こうを一つ入れ、自分は皆の中に飛び込んだ。迎え入れるように、全員が動き、通路からも人影が走り込んでくる。相手も同様だ。こちらに合わせた〝瓦解〟を出してくる。ならばここからは正面勝負だ。

「高めていくわよ……！」

　言って、己は跳ねた。高く、鋭く、全員の上に、だ。





●






　喜美は告げた。皆に告げた。

『フフ、今日ね、私、いい事があったの。凄すごくいい事があったの。何だか解わかる？

　朝起きたら、今日があったの。凄いじゃない。だって世界は私が中心なんだから、朝起きた時、私のやる気が無かったら今日がないかもしれないのよ？　でもあったの！　グレイト！

　朝から私、良い仕事してるわ。世界は何て幸運なのかしら。

　そして起きたら愚弟とホライゾンが起きてて、愚弟が私達用に内緒のスイーツ作ってて。

　朝風ぶ呂ろはちゃんとお湯も出るし泡の立ち方も理想的で超素敵。

　それで風ふ呂ろ出てタオルでパアンってやって廊下に出たら、エロ水着の浅あさ間まとミトツダイラが二人同時に部屋出てきてあらあらアンタ達昨夜ゆうべはお楽しみでしたねみたいな感じ感じ！』

「喜き美み────！」

　いいじゃない。言わせなさい。

『何て素敵な今日！』

　でもね。

『私がそう思うようになったのは、やっぱり愚弟にスパイス食わせるアレがあったからなのよ。あの時、思い切り泣いて、だけど帰ってきたの。──不安の何もかもから、泣いて戻って来たの。愚弟を連れて、ね』

　どうかしら。

『泣く事は不幸かしら。不安だった事は不幸かしら。哀かなしむ事も不幸かしら。

　でもそれらがあったから、私、今日があるだけで幸運だって思えるわ。

　そしてそれらがあったから、私、自分の他に誰だれかがいるだけで幸運だって思えるわ』

　いい？

『不運かもしれないわね。だって、私はね？　一人だと、自分が呼吸出来てるかどうかも解わからなくなっちゃってるんだもの。でも、誰かがいると、今日があると、そう思えるだけで、私の息は通って、そう、──歌になるの』

　ああ、と声を出す。

『あるという幸い

　思いよりも先に　願いよりも先に　それはいてくれるの

　幸運も不幸もその幸いより後にあるもの

　何もかも失われていくとしても　あるという事だけは失われない

　じゃあねまた明日　それをいつでも言っていいの

　おはようと　それをいつでも言っていいの

　嫌な事があっても　誰も味方がいなくても　一人であっても

　高いところから見れば解るわ

　見通せない処ところに　きっと誰かがいて　自分と同じ呼吸をしているって　待ってるって

　私はそれを知ってるの　だから──』

　だから、

『私は貴方あなたの背中を押してあげる。──まだ何も始まってないのよ、って』





●






　いきなりハイスピードだった。

　一歩目どころではない。身動き、初動も何もかも、ゼロのない高速域からの始まりだった。

　誰だれもが息を詰めた。

　多くは四し国こくの夜を知っている。

　だがあれは、二ふた代よと誾ぎんを相手にしたものだった。しかし、

「────」

　吹っ飛んだのは、誰も彼もだった。

　人違いかと思えば、そうではない。既に目の前と背後、そして周囲に残像を残して舞い散らす喜き美みがアハと笑った。

　彼女は、別場所に自分を移動と言うより、表示させながら、

「ボーっとしてないで軸入れて行きなさい!!」

「Ｊｕｄジヤツジ．……！」





●






　馬鹿な、と〝幸運〟の喜美は思った。今の応答に、慣れを感じたのだ。

　ならば、何だこれは。何が始まろうとしているのだ。単なる劇場系の加圧術式ではなく、

「ああ、解わからないの？」

〝不運〟の自分が、着地の勢いで身を翻ひるがえし、そのままこちらに跳ねながら言った。

「ただ単に、私がテンション上げて猛威を振るうのが楽しいって、それだけよ？」





●






「本ほん多だ・二代！」

　と立たち花ばな・誾が名前だけを呼ぶのに、かなりの慣れを感じ、福ふく島しまは幾つかの人間関係を知る。

　……母上には、信頼出来る仲間がいたので御座りますなあ。

　己の記憶では、もう一人の母と、十じつ本ぽん槍やりの母達くらい、というイメージだった。だが、

「加勢だ！」

　皆が来る。負傷していた者達も、そうではない者も。

　対応するように〝瓦が解かい〟の側からも来るが、それらは激突し、しかし力を上げ、

「奉じろ！　思えば勝ちだ！　俺おれ達が〝不幸〟だとしても、〝ある〟事を思え！」

「Ｊｕｄ．！　俺だってそうだ！　一人でも、逃げても、死ぬまで信じるさ……！」

「御仕舞だなんて、そんな選択こそが〝不幸〟だ……！」

　ああ、と声が重なった。全員、一度身構え、

「失われてもいいなどと、そんな言葉を信じるように生きてきた憶おぼえはない!!」

　……そうで御座りますな。

　不幸だから強いなどと、そんな事を言うつもりはない。

　不幸の意味を知らぬから立ち去れと、そんな事を言うつもりもない。だが、

「生きるか死ぬかは、ありつづけるか失われるかは、拙せつ者しや達が選択するもので御座ります！」

・巨　正：『あの、福ふく島しま様？　その、あるべきを司つかさどる運命が、失われたいという選択をしているのではないでしょうか？』

「そうで御座りましたな！」

　だが今のは間違いではない。何故なぜなら、

「拙者は武断派！　口くち下手べたに御座ります！」
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・金マル：『……ニダヤンの娘だね』

・きめえ：『……こんな酷ひどかったかしら』

・巨　正：『い、一応、今のはロジックがあります！　ロジックが！』
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　いいじゃねえか、とトーリは言った。

「勘違いしてるヤツらもいるようだけど、運命は、俺おれらの仲間だぜ。教室の隅で窓の外眺めてて、学食でパン屑くず零こぼしてバレねえように手で払ってる、そういうヤツだ」

　だから、

「そいつが勝手に死のうとしたら、俺達は止めるんだよ。一緒に屋上行って、話してやんだ」

　おやおや、と横のホライゾンが、両腕と一緒に首を傾かしげて言った。

「一緒に飛び降りてゲラゲラ笑う。そのくらいはしてやらないと駄目でしょう」
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　左さ近こんはその言葉に頷うなずいた。

　可か児にと共に、それぞれ〝瓦が解かい〟の自分と相あい対たいし、共に鬼おに武たけ丸まるの技術と自分の膂りよ力りよくで加速しながら、そして聞いた。

・鬼武丸：『小姫。──よくやった』

・小　姫：『何がですよう？　今、賢けん姉ねえ様のセトリ作ってるんで、手短かが推奨ですよう』

・鬼武丸：『貴様には後で説教するが、まあ、昔の話だ。──三みつ成なりが声を掛けてきた時、よく、了承したな。貴様はつまり、一緒に飛び降りて笑う事を選んだのだ』

・小　姫：『……鬼武丸さん、高所落下耐久試験をしたいんです？』

・鬼武丸：『貴様……！』

　いいのだ。

　鬼武丸とて、ネルトリンゲンでそうしてくれた。死んで、痛いと言ってる自分に付き合ってくれたのだ。

　三みつ成なりが今日をくれて、鬼おに武たけ丸まるが明日をくれた。

　自分はどうだろう。でも、これだけは解わかる。

　皆、一緒に飛び降りて、今、笑ってる。

・鬼武丸：『小姫、戦闘中だぞ！　笑うな……！』

・小　姫：『せ、説教は後の筈はずですよう』

　言って、己は加速した。多分。多分だけど〝幸運〟な私は、本当に幸せなんだろう。実験も痛くなくて、学校でも悩む事がなくて、そこで三成様に拾われて、鬼武丸さんとも喧けん嘩かせずに……、出来るんです……？　凄すごいですよう……。どっちかの人格変わってるんじゃあ……。

　まあともかく、いい自分だ。羨うらやましい。だけど、こっちだって充分いいですよう。

　泣いて、笑って、それが幸いだと、こっちの自分はそう信じてる。

　だから戦う。違う幸せは、羨ましいかも知れないけど、私は私の幸いが好きですよう。

　やり方は解っている。全身を振り、しかし剣術の軌道を削そぎ落とし、

・鬼武丸：『小姫！　誰だれで行く!?』

・小　姫：『フィニッシュまでやると残虐行為タイムになるので、──まずは立たち花ばなの女の人の方の技で三割程ですよう！』

　あの剣は、こちらの剣の延長にある。その上で、セトリは組めた。

「ノせていきますよう……！」
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　メアリは、〝瓦が解かい〟の己と剣を交わし、幾つもの火花を上げながら気付いていた。

「貴女あなたの剣は、……三百人の彼らから習ったのですね？」

　そうだ。

　自分が斬きった三百人が、あちらでは、彼女に剣を教えたのだ。

　だが、質の違いは明確だ。お互い、手て固がたく、護まもりの要素が強いが、こちらは彼らを倒すための攻撃の剣。あちらは、彼らから教えられた防御の剣だ。

　自分の剣術が、純粋な護りの剣であれば、と、そう思った事は幾度もある。だが、

「私の護りの証明は、王賜剣エクスカリバーがしてくれますからね。それに──」

　点てん蔵ぞうがいる。彼はこちらを、見誤る事はない。だから、

「恐れません」

　自分は、もう一人の己に刃やいばを打ち込む。共に三百人。その数を経て得た剣術だが、

「行儀の悪い元王女は、英国から出て、それなりに戦っているのです。──三百人分、その剣に護られ、傷つけ、でも、──今の私は、当時よりも強くなりましたよ」

　点蔵が背を押した。頷うなずき、自分は行く。かつて独りであった時に夢見た自分の姿に、

「貴女が支えになった時もありました。それに感謝します……！」
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　歌が進む。一番を過ぎ、二番に入り、

「君についてく友はいるさ　認めて集う心もあるさ

　先のやつらも　追って来るのも　思いが呼ぶさ　求めてる」

　二ふた代よと誾ぎんは交こう叉さした。宗むね茂しげも加わり、更に福ふく島しまと加勢に来た清きよ正まさも、加わった。

「届け　未来に　九つの力　電光石火の　ツッコミの腕

　合体　絶対　ホライゾン　境界　線上　ホライゾン──」

　喜き美みが唄うたい、跳ねるのに、彼らは追いつこうとしていく。

　左さ近こんも加わり、可か児にも、他の皆も入った。

「突き抜けろ　君と友の力よ　　認めて繫つなぎ振りかざせ

　夢見ろよ　　花咲く世界を　　境界を行こうホライゾン」

　間奏が入る。その時には、喜美の動きに合わせ、それぞれが、しかしそれぞれ独自の動きで自分の相手と力を交わしていた。

　剣だけではない。技術でも、術式や物理的な力ではない。

　圧力にも似た〝力〟に乗って、間奏の大気を皆が突っ走った。
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　まだ〝幸運〟は優勢だった。喜美がいて、武蔵むさしと大和やまとには戦力の残存がいるのだ。

　空にはアマテラスが加勢の光を作り、〝幸運〟の喜美自身も既に高い位置にいる。そして、

「──！」

　彼女は声をあげた。唄っているものは同じだ。ホライゾン。自分の大事な義妹だ。

　だけど何だ。こちらの世界で見えている彼女は、自動人形だ。隣にいる弟も、何だろう、私の弟は剣士を襲名した自慢の弟だけど、だけど、

「何!?　馬鹿に見えるのにあの神気は……！」
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・ゆたか：『はア？　ちょっと、何です？　馬鹿とか、誰だれの許可得て』

・黒　狼：『豊ゆたか！　豊！　厳しいですのね!?』
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〝幸運〟の喜美は、しかし加速しながら息を入れた。

　向こうの弟は訳が解わからないが、こちらにだって、呼ぶべき力はある。

「──！」

　声をあげて叫ぶと、背後の雛ひな壇だんにそれが来た。

「丹に羽わ・長なが秀ひでの戦楽部隊メフテル三千人……！」

〝幸運〟の楽団だ。一気の音圧が来る。これは大きい。というか、やはり自分達の利点は流体から一瞬で召喚出来る事だ。ならば、

「三千人をここに今すぐ並べるのは無理よね……!?」
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　武蔵むさしの皆は見た。

　いきなり、今の流れの中に飛び込んで来た人影が二つあるのを、だ。それは、

「──成程、だとしたら加勢しましょう。P.DA.Oda生徒会長、丹羽・長秀です」

　そしてもう一人は、

「巫女みこで舞うなら、あたしを入れなきゃ駄目だろ。真さな田だ十じゆう勇ゆう士しが一人、海うん野の・六ろく郎ろう！」

　既に彼女達は現状の加速にステップ一桁けたで駆け上がり、笑った。

　音圧に対し、舞で流体光を弾はじきながら、

「三千人の音圧？　うちの皆はね、──私に無理させるために頑張ってるんですよ。決して、私を使って、誰だれかを盛り上げるためじゃないですよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と海野が応じた。彼女はしかし、

「じゃあ、私は、誰かを盛り上げよう。──武蔵書記！」

　やる事は解わかっている。

「あたしに合わせて文字を奉じな！」
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　鈴すずは力の奔ほん流りゆうを悟さとった。今、皆が、莫大な沸き上がりの中にいる。

　ああ、あそこに行っておけばよかったと思う一方で、皆を感じていられる自分に安あん堵どする。

　そして力が形を持っていく。真田の海野が、望もち月づきや、浅あさ野の達の手配で楽器を鳴らし、それをネシンバラが描写していく事で、あるものが立ち上がる。それは、

「喜き美みちゃん……!?」

　喜美の巨影が、空に立ったのだ。
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「馬鹿……!?」

〝幸運〟の喜美は、立ち上がったもう一人の己の巨影に、口を横に開いた。

「神ではないものを顕現して、何の意味があるの……!?」

「大いにありますわよ！」

　声がした。眼下、〝幸運〟の人狼女王レーネ・デ・ガルウが銀十字アルジヨント・クロワを構えて宙を押しのけられている。

　先程まで彼女がいた位置に飛び込んで来たのは、やはり、

「〝不運〟の人狼女王……!?」

「ええ、何か向こうで出番ありませんのねー、って焼き肉焼いてたら、こっちが楽しそうじゃありませんの。だから軽く飛び乗って無賃乗艦ですの」

　……飛び乗った……!?

　相当な距離も高さもあろうに、何を考えているのか。だが彼女は言った。

「私、恐怖の生まれですの。でも恐怖とは人の想像。神々も何もかも、モデルがいたとしても、それは人々の想像ですわ。そして私が、恐怖の具現なのに、人並の幸いを得ているのも、全て、そうあれかしと、想像し、動いたからですの」

　つまり、と彼女は言った。空、立ち上がる〝不運〟の顕現を指さし、

「──想像は神を超えますの。それは、運命をも、ですのよ？」
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　ミトツダイラは母と、娘と並んだ。〝瓦が解かい〟も同じだ。そして、

「御母様、ネイメア、──行きますわよ」

　相手は〝幸運〟の自分達。恐怖の具現として不足は無い。

　お互い三人同時に首を振り、身構えた。眼前には第二の月が満月全開だ。ならば、

「獣変調……！」

　変わる。全身に、総毛立ち、洗われるような感覚で力が走る。

　心の月齢が開かれる。

「る、ぁあ……!!」

　咆ほう吼こうする。全身を飾る月のドレスの隅々に流体光が届き、満足が来る。

　全身の力が全て管理出来るような掌握感。

　相手も同様だ。そして気付くのは、娘の髪色がやはり向こうは違う。王の色だ。

　だが関係ない。最大力でぶつかるだけですわね、と思った横で、母が前に出た。

　母は、銀十字を空に回して構え直し、笑みで言った。

「月下に告げる言葉と二十四日の努力で人類側に可愛かわいく御降臨！　現在現役現人狼女王レーネ・デ・ガルウ！」

　無茶苦茶言う。すると向こうにいる母が、

「あら、貴女あなた、不運なのに、初しよ手てから全部の杭くいを打って頂きましたの？」

「あら、別に打って頂いた訳じゃありませんわ。そうなるべきを頂くとは言いませんわよね」

　このまま続けさせていいんだろうか、と思っていると、ネイメアが首を傾かしげてきた。

「あの、大御母様、少し巻いた方がいいと思いますの」

　その言葉に、向こうの母が、首を傾かしげた。

「大御母様？」

　聞こえた反応。それに対して、ややあってからいきなりこっちの母が噴いた。

・現役娘：『プハ……！　と失礼！　恐らくアレですわ！　あっちの私、うちの子の子に、〝お婆ばあさま〟って呼ばれてますのね！　マー！　幸運！　幸運ですわね!!』

・俺　　：『ママンいい空気吸ってんなあ』

・ホラ子：『しかしカーチャン様、偽物がこっち出る辺り、向こうもよく解わかっておられますね』

　そういうものだろうか。ただ、母がこちらを手で示した。

「こちら、うちの娘ですの。将来的にこちらが〝御母様〟になるので、私は今の状態で〝大御母様〟ですのね？」

「成程、では、そちらの、私の孫が母になった場合は？」

「その場合、孫が〝大御母様〟でうちの子が〝御母様〟で私が〝巨御母様〟ですの」

「御母様！　その接頭語、大きさですのね!?　そうですのね!?」

「ネイト、お母さんは超長生きする予定なので〝大[image: ]巨[image: ]爆[image: ]超〟くらい出世していく計画で自分の呼び名を決めていますのよ？　でも貴女あなたはエターナル御母様、そのくらいの覚悟は出来ていますの」

「要らん覚悟ですわ──！」

　ネイメアが無言で手招きするので、二人で視線を返す。すると、

「あちら」

　見ると、向こうの三人が、味わい深い顔でこちらを見ている。

　……あら。

「ネイト、よく考えると、こういう遣り取り出来るの、貴女とガッツンやったからですわね」

「ネイメアも、そういう事になりますわね」

「じゃあ、御母様、大御母様、つまり──」

　ええ、と母が言った。口に笑みを浮かべ、

「刺激の無い家族関係を、これから張り倒しますのよ？」
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　ネイメアは思った。

　父と同じ髪色の自分は、父と母に育はぐくまれて大事にされてきたのだろうと。

　だが今、自分にもそれがある。そして解るのは、あの〝花園アヴアロン〟の中で、母達がいなくなって尚なお、当時を思い、それを信じられるという事だ。

　捨てられたのではない。大事だからという、大前提は疑いようがない。ならば、

「負い目など一切なしに、どちらが今を楽しんでいるか、勝負ですのよ」
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　浅あさ間まは、豊ゆたかが今のネイメアの言葉に頷うなずいたのを見た。

　かつての未来で自分達はやらかしたようだが、しかし、伝わるべきは伝わっているのだ。未来の自分達、なかなかやるじゃないですか、と、その苦労には頭が下がる。

　だが未来は変わる。変えられる。それを知っている豊が言う。

「私の生家、浅間神社じゃなくなっちゃいましたよね、母さん」

「そうですね。──哀かなしいですか？」

「いえ。本舗はネイメアの母さんや父姉様達もいて、……多分、かつての未来でも、ホ母様が呼んだら、母さん達はそこにいたと思います」

　それに、と豊が笑った。

「母さんも浅間神社にいたのは確かですし、だとすると私、実家が二倍だなあ、って」

「うちの道側の壁を、開けましょうか。浅間神社の部屋みたいに」

　言うと、豊が目を見開いた。その瞳ひとみから涙が一つ零こぼれ、笑って、

「実家の引っ越しどころじゃなくて、リセットですね」

　そうだ。それでいいと思う。あるべき未来とも、あったべき未来とも違う形だって選択出来るのだ。自由選択。自分自身が常にそうであったと思うが、

「〝瓦が解かい〟の私達は、──違うんですよね」

　あちらの艦首側、そこにいる自分は、浅間神社の古式装備だ。四連梅うめ椿つばき〝花祭〟を〝瓦解〟の豊共々に装備している。

　対する自分は、見た目はさほど変わらないが、東とう照しよう宮ぐうの設定だ。そして、

「東照宮は武家の神社。だとしたら、これ、ありですよね」

　剣状矢だ。
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　浅間は、発射システムを自分の〝花祭〟に接続。チューニングと変形を合わせ、

「────」

　あちらが先行して射ってきたインターセプト狙ねらいの矢を、豊が逆インターセプトする。見れば豊の方も剣状矢で、

「──あ、まだ劔つるぎ神社の権限残したままですから」

「あ、じゃあ、援護任せますね？　こっち、思い切り行くので」

　と己は剣状矢の大剣を携える。ついクセで胸の上に載せかけ、慌ててズラす。

「さあて、ああ、もう、こんな大きくて派手なの、射ったら危険ですよね、ホント」

　あー、と彼の声が聞こえた。

「でも俺おれ、浅あさ間まの射つところ見てみてえなあ。やっぱスゲー術式とか格好いいんだろ」

　見てみたいとか、またそんな。でも、仕方ないですねえ。ええ、仕方ないですね。えへへ。

　ただちょっと、聞いておきたい事がある。向こうの自分に対して、

「あの、やはり、トーリ君とはどういう風に関係をお持ちで……？」

　えっ、と向こうは戸惑った。だがもう一人の自分は、辺りを窺うかがいながらも、こう答えた。

「それはまあ、……中等部の頃ころ、加護の設定で泉に二人でいたら、お互いモヤっとしちゃって、そのまま大体……」

・銀　狼：『流石さすがは智とも……』

・ホラ子：『流石浅間様……』

・ゆたか：『流石です母さん……』

・あさま：『あれあれ？　私じゃないんですけど？』

・貧従士：『蓋ふたがないとどんだけ凄すごいかって話ですけど、幸運なんですかね……？』

・●　画：『そっか！　そっか！　そういうパターンもありなのね！』

　無しで良いです。とは思うが、コレ本当に別人じゃないだろうか。というか、中等部辺りというとこちらより三年以上アドバンテージがあるとか、未発達な身体からだでとか、うわあ……！

　……蓋が無い人生は楽で羨うらやましいですね……!!

「会いました！」
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「──会わされたの!?　浅間！」

〝幸運〟の喜き美みは、浅間達がいた場所から、流体の散り舞いが発生したのを見た。

　ハジけた流体光が何故なぜかピンク色で、楽しげな雰囲気があるのが謎だが、

　……エロトークか何かが原因で相手を認めたのね……!?

　内心で唸うなる己にも、〝不運〟が追いついてきている。

　お互たがい、舞の加圧中だ。もはや足を踏む場所は床ではなく宙。流体光の欠片かけらですら、上がったテンションの軽さに対しては足場となる。

　それぞれの神、それぞれの巨影。その上を舞い、追い掛け、回ってかわして、しかし、

「訊きくわ!!　〝不運〟のアンタにこれがあるの……!?」

　音響術式だ。だが、モノが違う。単なる術式ではなく、

「世界の誰だれも彼もが協力して私に作ってくれた最高の音響術式！　唄うたえば声は神に届き、響かせる音は天地を揺るがすわ！　神格武装級の〝岩いわ戸と砕き〟……！」

　唄う。響かせる。自分の鼓動を直結させ、世界を自分のものにしようとする。

　だが、自分の視界の中、四つの光が落ちた。黒と白、二本ずつの直下ラインは、明らかに〝不幸〟側の現場にセットアップされた。

　……あれは……！

「あるわ！　その程度の音響術式、私達にとってはゴミ同然よ！」

「余裕だよね！」

〝不運〟のナイトとナルゼと、その娘達だ。

　そしてナルゼが、〝不運〟の喜き美みを指さし、こう叫んだ。

「ネルトリンゲンの借りを返すわよ!!」
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・カニ玉：『あの、竹たけ中なか様！　ちょっと見て貰もらえますか!?』

　という可か児にの要望に、竹中は甲板の脇わきで大体の予想を得つつ、彼女を確認した。

　ああ、と思ったのは、可児の〝瓦が解かい〟との相あい対たいだ。

　彼女らしく、どちらもとにかくよく跳ねる。

　走るよりも飛び、宙を駆ける戦い方だ。圧倒的な強襲戦術の連撃。それが今の可児のスタイルだろう。

　これは〝瓦解〟側も同じだが、

・カニ玉：『うーん！　何か、ちょっと、違うんです……！』

　見れば解わかる。彼女を知っている人ならすぐ解るだろう。だが上手うまくは言えない。何故なぜなら、

　……可児さんが、〝瓦解〟の自分を超えちゃってるんですよねー……。

　可児の何が不運か幸運かを考えた時、あるのは戦歴の勝敗差だろうとは思った。

　幸運の可児は、恐らくこれまでの勝負を全て勝っているのだ。

「だけどそれが、単純に強いかというと、そうでもありません」

　見ている限り、〝瓦解〟の可児は強いが、幅が無い。

　明らかに強い。〝笹ささ群むら〟の調整と強化がバランス良く、投入されている技術が、一つ、二つ程上だと思う。だから滅法速くて切り替えも上手い。気付くと後ろに回られている。

　……だけど幅がないですね。

　可児は、きっと、これまで戦って来た相手から、いろいろと学んできたのだ。

　初しよ手てとなる義よし光あきからは強者の実力そのものを知った。

　義よし康やすとの空詠みカラオケ対決は、自分の得意がさほどでもない事と、相手の伸びを知った。

　武蔵むさし副長からは体たい捌さばきや発想を。人狼女王レーネ・デ・ガルウからは圧倒と、糟かす屋やとの連携の意味を知った。

　森もり達との訓練は強化に繫つながったし、不ふ破わとの戦闘は一撃の構築を知った。

　清きよ正まさには体捌きを習い、義よし経つねからは何よりもまだまだだという事を悟らされた。

　これだけの戦歴があるが、目の前の〝瓦解〟には、これらからの学びが無い。

「……勝ったからですね」

　勝って、しかしそれは、可児を揺るがさないものだったのだ。

　幸運というものが他者からの望まぬ干渉を避けるものであるならば、確かに、相あい対たいによって敵の影響は受けない。

　ただ、可か児ににこれを言っても、通じないだろう。強いものは強い！　そして自分はまだまだ！　と、そう思い込んでるフシがあって、これはホント、今までの戦歴故だ。強いのと当て過ぎた、というと軍師の自分の責任だが、これは確かにそう思う。だから、

・黒　竹：『あのー、可児君、ちょっと気付いたんですけどね？　君の〝瓦が解かい〟について』

・カニ玉：『Ｊｕｄジヤツジ．！　何でしょう！』

・黒　竹：『多分、運命の不具合で、弱い可児君が出てるみたいなんですよ』

・カニ玉：『え!?　残念です！　交換出来ないんですか!?』

　遠い雛ひな壇だん上でいろいろ準備している嘉よし明あきと脇わき坂さかが酷ひどい半目を向けてきたが、無視する。

・黒　竹：『まあそんな感じですみません。片しちゃっていいですよー』

・カニ玉：『あ、はい！　そうします！　次行きます！』

　流体光の派手な飛沫しぶきがソッコで上がったが、ちょっと凄すご過ぎないかな、とは思う。
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　流体が血の代わりに散り、自分が膝ひざを着く。

　その膝を割ったのも自分だ。肘ひじを割り、喉のども割って呼吸を断ったのも自分だ。

・鬼武丸：『小姫、──決着だ』

　Ｊｕｄ．、と頷うなずき、左さ近こんは目の前にいる自分を見た。六枚翼とか、ちょっとやり過ぎな感はあるが、力なく微笑する顔は、やはり自分だ。

　勝敗は、何であるか。

　こちらが剣術を知り、修めていた事も理由だ。しかしそれだけではなかった。

「私、意外と、人と連携出来ていたんですよう」

〝場〟だ。

　安あ芸きでの特訓などがあったからだろうか。乱戦状態での身の置き方などを、思った以上に理解していた。

　身長三メートル。そのスパンを皆の中で立ち回らせるには、やはり訓練だ。

〝瓦解〟の自分もそれをある程度修めていたが、やはりスタンドプレー重視だったのだろう。集団戦を意識し、他の相あい対たいと絡むように動く事で、こちらの速度が上回った。

〝瓦解〟の方が、性能では上だったろう。加圧もあった。だが、〝場〟がそれを許さなかった。

　そして、〝瓦解〟の自分が問うた。

「その力……、望んだものです？」

　問い掛けに、自分は頷いた。笑みで肯定した。

「Ｊｕｄ．──望んで、あって、良かったですよう」

　告げた言葉に、もう一人の自分が、表情を追加した。力ない微笑に、しかし安あん堵どの色が加わったのだ。

「良かったですよう」

　その言葉と共に、もう一人の自分が散った。空に跳ねる流体光を少し見上げ、己は頷うなずく。

　……心配されたですよう。

　環境としては、ほぼ同じだろう。ただ、研究などについて〝不運〟だった場合どうなるのか。それを考えない〝幸運〟のもう一人ではあるまい。だから心配されたし、だから勝って、良かったのだ。

　私は、私からも心配されたりで、幸いなんですよう、多分。と、そう思うなり、

・鬼武丸：『あっちの小姫は、賢そうだったな……』

・小　姫：『あっちの鬼おに武たけ丸まるさんは、余計な事言ってなかったっぽいですよう』

　でもまあそれはちょっと寂しいですよう、と思ったが、既に説教が始まっているので言わないでおく。
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　……随分と決着がついてきましたのね。

　加速しながら、ミトツダイラはもう一人の自分と連続で交こう叉さする。

　驚くのは、〝幸運〟の自分も、瞬発加速が出来る事だった。

　……何処どこかでルドルフ二世と戦いましたの!?

　否、それでは遅い。幸運ならば、もっと早くにそれを悟ったのだ。

　大体、獣変調だって、元から出来た筈はずだ。ならば、

「幼少期には、修めていましたのね……!?」

　だとすれば、〝幸運〟のルートの中に、この技は入っている。だから、

「ネイト！　私の〝瓦が解かい〟、貴女あなたとタイマン張ってない筈だから瞬発加速出来ない筈なのに、何故なぜかしてきますの！　貴女、何かやらかしましたの!?」

「御母様！　私の瞬発加速も、不幸な流れのあった御母様から教わったものですけど、でも何故か〝瓦解〟の私も使ってきますの！」

　……えっ、全部私の責任ですの？

　その通りな気がするからちょっと困る。ただ、戦闘の全体像が、変わり始めていた。

「喜き美み！」

　喜美だ。〝瓦解〟側も、今、誰だれを倒すべきかが解わかったらしい。喜美の舞を妨害し、攻撃する流れが生まれている。

　勿もち論ろんこちらはそれをインターセプトし、敵を弾はじくのだが、

「──喜美！　貴女に合わせますわ！」







[image: 第九十一章『高嶺の咲く花』]
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〝幸運〟の喜き美みは、差というものを感じた。

　……これは──。

　速度差だ。〝不運〟の側とこちらの間に、段差にも似た速度差が生まれつつある。

　向こうが上だ。その事実に何故なぜ、と思う。術式？　加護？　戦術か何か？　そう考え、己は気付いた。皆の中、または中心に、〝不運〟の自分がいて、舞って、踊っているのだ。

　彼女が全員とミックスアップし、全体の速度を跳ね上げている。

　……やるわね……！

　残念ながら、それはこちらに出来ない。自分の知る皆と、ここにいる皆は違うのだ。だから奉納を加護として仲間を加圧し、叫んだ。

「あっちの私を妨害して……！」

　瞬間。戦場に〝森〟が展開した。

　双方の人狼ルウガルウの親子が、その力を発揮したのだ。
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　森の中、二ふた代よは、喜美に攻撃を送り、返してかわされ、加速した。

「誾ぎん殿……！」

　彼女だけではない。宗むね茂しげも、更には、

「福ふく島しま殿……！」

　スライドし、木々の間を抜け、全員で喜美と攻撃の応酬をしながら、速度を更に上げ、

　……そこ……！

　外から飛び込んでくる〝幸運〟の喜美達を排除する。

　向こうも加護で速度を上げている。相あい対たいするには充分。流体光を散らし、一撃ごとに場を飛ばすつもりで己は〝翔しよう翼よく〟を使いこなした。
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　疾駆する二代を追う福島は、清きよ正まさと共に踊っていた。

　もはや〝逆落とし〟すら姿勢制御用にしか使えない速度域だ。回り、流体の棚引きに目を奪われ掛けながらスライドで戦場を突っ走り、清正の手を引く。

　人の間を潜くぐり、森の中を駆けて〝瓦が解かい〟と打ち合い、

「福島様！」

　こちらの横に、清正が来た。金の髪が揺れ、彼女が笑って、

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　二人共に頷うなずき、こちらも疾駆した。清きよ正まさに任せるべきを任せ、それによって限定された空域を支配に行ったのだ。
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　二ふた代よと福ふく島しまの軌道が、清正の投入で変わった。それを誾ぎんと宗むね茂しげは悟り、

「誾さん……！」

「埋めます！」

　二代達の動作は、本ほん多だ・忠ただ勝かつ譲りの円運動だ。だから二人が嚙かみ合い、補助しながら闘うと、そこに流体光の円軌道が多重に生まれる。

　無限重奏の羅針盤。槍やりは針のようで、その中に今、踊るように身を翻ひるがえす清正が加わった。

　彼女の体たい捌さばきと防御は、常に福島の逆張りや前をこなし、敵からの一撃を撥はね除のける。機動殻に王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフを二刀にした防御は鉄壁に近い。だがまだ、円と点だ。だから、

「本多・二代……！」

　叫んで砲撃を叩たたき込むと、彼女がそれを蹴けって位置を変えた。

　ともあれ円と点があり、自分達は〝結界〟持ちだ。砲もあれば敵に接近する加速もある。

「私達で面と線、というのは、やや荷が勝ち過ぎますが──」

　総長の姉が飛び込んで来た。味方だ。だが宗茂と共に攻撃を叩き込むと、

「────」

　木々の間を悠然と回避され、次の瞬間には弾き飛ばされていた。

　……これです！

　始まった。しかし、既に皆は始めているだろう。

　音楽に合わせ、身をぶつけ、高め合う。

　モッシュだ。
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　トーリとホライゾンが、二代達やメアリ達が、左さ近こん達や戦士団も含め、場の加圧が始まった。

「──！」

　喜き美みが声をあげ、辺り構わず当てて行く。それに応じる動きはもはや仲間割れにも見えるが、これでいいのだ。

　ミトツダイラも、もはや曲を加圧する浅あさ間まと豊ゆたかに応じ、ネイメアや母共々その流れに乗った。

　自分は雛ひな壇だんの舞台となっている森を加速し、吹っ飛ばされ、回ってステップし、

「……！」

〝瓦解〟の己を、狼おおかみの森で母娘共にそれぞれ追った。

〝瓦解〟の自分は鋭い。瞬発加速の制御が、こちらよりも利いている。

　……私より、遙かに長い期間、修めてますものね！

　だから自分は、喜き美みの力を借りる。彼女の声に合わせて吠ほえ。響く足音のクラップに鼓動を乗せて瞬発する。

　舞った。

　踊る人々は森の木々。追い立てる獲物は〝幸運〟。そして自分の原動力は、

　……我が王！

　王も踊っている。跳ねている。ホライゾンも、両腕も、だ。

　ここは狼おおかみの森、王の森。

　この戦いの行き先に、王とホライゾンの望んだものがある。だから自分は瞬発し、

「────」

　行く。森の中を一歩一歩加速し、唄うたいながら、野を歩くように跳ね、

　……ああ。

　驚く程に澄んでいる。木々の間、共に踊る者達と手を打ち、そのたび毎ごとに加速し、相手を追って回り込み、迎撃の一発を跳ね上げ、距離を取られてはまた瞬発し、軽く回って削り合う。

　かつて、荒れた時期があった。

　それがあったこその今と、そういう事も出来るが、こうも思うのだ。

　そんな時が無ければ、どうだったろうかと。
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　ネイメアは、もう一人の自分に並び、吐く息に合わせて瞬発した。

　すると〝幸運〟の自分が跳ねた。

　加速はその身体からだを五体に見せる実像分身。一気に吠ほえ声ごえと圧が五倍となった。だが、

「──私もそれは修めてますの。そして──」

　きっと〝幸運〟の自分は、この実像分身を滝たき川がわから習ったのだ。だけど自分は、

　……Ｊｕｄジヤツジ．！

　己の場合、滝川を倒し、失って得た技だ。習ったのではない。受け継いだのだ。

「──ならばそれ以上に、して行かねばなりませんの……！」

　かつて使用した時は、獣変調前だった。今は違う。全ての力を全開にすれば、

「十体」

　滝川の分と、己の分。手た向むけとして、そのつもりで弾はじいた速度だ。

　自分は一瞬で〝瓦が解かい〟五体の正面と背後に展開。銀釘アルジヨント・クルウを穿杭ドリルバンカー状態で激げき震しんした。

　穿うがつ。その瞬間、確かに己は見た。〝瓦解〟の自分がこちらを見て、笑えみで一つ、深い頷うなずきを作ったのを、だ。そして打撃に散る光、それに会え釈しやくを返し、自分は叫んだ。

「狼の森、先を行くのは幸運を喰らう黒の狼ですのよ！」
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「うちの子の子ったら、元気ですわね！　こっちもしっかりしませんと、ねえ？」

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ネイメアの勝利を見届けつつ、相手に声を掛けた。

　こちらもほぼ互角だった。〝瓦が解かい〟の自分もなかなか出来た。

　全て過去形だ。今、自分は、もう一人の自分を決着として抱き締めている。

　右の腕が、彼女の胸部から背まで貫通していた。

〝瓦解〟の己が、荒れた息でこちらを見る。流石さすがは私、美しいですの。だけど、

「貴女あなた、自分が〝幸運〟なのに負けたのは何故なぜか、と、そう訊ききませんの？」

「解わかり切った事ですわ。貴女、未いまだ年とし甲が斐い無くハシャ──、あイタタ！　酷ひどい事しますのね!?」

「貴女だってしたでしょうに。でも、──そういう事ですのね」

　解っている。娘と立ち会い、その技を得たと言う事は、どういう事なのか。

「──勝てたとしても、女王の座を預けましたのね？」

「勝って受け継がせる。──最高の〝幸運〟でしょう？」

「じゃあ私は、もっと素晴らしい方法で、それをしないと駄目ですのね」

「そんな方法が──」

　言いかけ、彼女が言葉を止めた。笑って、そして頷うなずいた。

「勝者は敗者を超えますのよね。それに──」

「ええ、もし、こちらに存在が確定しても、うちの人がいないと、寂しいですわよね」

　だから、と己は口を開けた。森に落ちる影は狼おおかみの姿を持ち、

「一緒にしてあげますわ。──若返りますわね」

　己の〝幸運〟を、自分は捕食した。
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　女王を半減し、森が大きくざわめいた瞬間。〝幸運〟のミトツダイラは動いていた。

　……一発！

　一撃で充分だ。性能は、こちらが上なのだ。だから良い位置を取り、

「──〝勝ち〟を明確にする方法、ありますわ！」

　見つけた。森の中、姉と跳ねている姿があるのだ。それは、

「貴女の王ですの……！」

　叫び、〝幸運〟の銀狼は瞬発した。

〝不運〟の王を銀剣に掛けようとする動きを見せる。だが無論、そんな事はしない。それは動きの無駄で、実際にやれば敗北に繫つながるだろう。でも、もし私が貴女より先に王に届いたら、

「こちらの勝ちで、良いんじゃありませんの……!?」

　行く。瞬発加速はこちらが上だ。相手もスタートした。当然のように自分が先行する。

　そして彼女の王を視界の中央に捉とらえ、後二歩、となった時だ。

　銀の狼おおかみが、いきなり彼女の王とこちらの間に飛び込んで来た。

　……まさか！

　と一瞬思った。こちらの方が優勢だった筈はずだ、と。

　だが理由は見えた。

「銀鎖！」

　銀鎖が、彼女の腰の周辺から、棚引いて剝はがれていく。

　銀鎖に瞬発加速を入れ、自分を押したのだ。

　見事、とそう思った。それでこそ自分。

　だが彼女はこちらの正面だ。姿勢制御にわずかな時間を生じていた。

　迎撃は無い。行ける。だから自分は、全力の一発を目の前の狼に叩たたき込んだ。

　両腕で発射し、瞬発を連動。全身の関節を加速させ、最後は右手一本で放った。

　受け切る事など出来ない。防御すれば叩き潰つぶす。そういう一発だった。

　……行きなさい！

　思った瞬間だ。彼女の王が、こう言った。

「勝てよネイト。──不運もいいもんだって、教えてやれ」
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　激音が響いた。

　森に踊る人々は、空に月以外の光が舞ったのを見た。

　銀剣だ。半ばから折れた破片が、宙に散ったのだ。

　二人のミトツダイラだ。

〝幸運〟が打ち込み、〝不運〟を叩き切る、または潰していた。その筈だった。

　違った。

〝不運〟のミトツダイラは、腰を低く、頭上に渡した一刀で不動だ。

　対する〝幸運〟は、手元を見ている。折れた刃やいばを見つめ、正面の〝不運〟へと視線を移し、

「これは──」

「〝不運〟ですの」

〝不運〟が、喋しやべった。

「貴女あなたが瞬発加速を子供の頃ころから修めていたように、私、重戦車などと呼ばれる程に、この不器用な膂りよ力りよくと親しんで参りましたの。──速度重視の一発を受けるくらい、出来ますのよ」

　そして彼女が来た。

　狼の歌を口にして、銀の光が飛んで来た。
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「正視無く　闇やみを露あらわす」

　狼おおかみの足音が草を蹴けり、

「我は人狼」

　風が視線すらも捲まき、

「人の恐れに　深しん淵えんより嚙かむ」

　影は疾駆となり、

「人狼の　子らよ」

　獲物は逃げられず、

「咎とがめ無く　夜を行く」

　速度は追いつき、

「我は女王」

　不安を与えぬように回り込み、

「月の光に　闇深く踊る」

　響いた咆ほう吼こうは月の銀。

「人狼の　女王」

〝幸運〟が〝不幸〟の牙きばを受けたのだ。
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〝幸運〟の銀狼は、散る時にこう思った。視界の中、〝不幸〟の王を認めて、

　……私の王たるホライゾンがここにいたら、どうでしたでしょうね。

　仲良くなれただろうか。それもまた幸運か、不運か。何も解わからず、ただ微笑で光に消えた。
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「──我が王の〝不運〟に、我が〝不運〟を献ささげますわ！」

　と叫んで獣変調を解除したミトツダイラの頭上、一つの表示枠サインフレームが開いた。

　その画面から下に落ちる小さな影がある。走狗マウスだ。形は三つ首の狼で、こちらの頭に乗り、

「トロコ!?」

　トロコは調整中の自分の走狗だ。まだ出てくるのは早いが、きっと、こちらの危機を感じてどうにかしようと思ったのだろう。だが、

『──!?』

　戸惑ったような、辺りを見回す咆吼に、皆が笑った。自分も釣られて小さく笑い、

「遅いですのよ？　──でも、いい忠義と勇気ですわ」

　そして誰だれも彼も、集まった。駆け寄り、こちらを押すようにジャンプする。

　モッシュだ。

「え!?　ちょっと、ちょっと！　我が王……！」

　王がこちらを掲げて跳ねる。ホライゾンも跳ねる。両腕も跳ねる。喜き美みがその上で笑い、

「行くわよ……！」

　飛び跳ね、背をぶつけ、笑った。
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　片かた桐ぎりは皆の中に入った。

　……うわあ……！

　何だろう。やってる事は何の意味もないんだけど、ただ愉快だ。

　身体からだを動かすのが楽しい、というアレを、もっと大きくしたようなものだ。だけどその中で、総長の姉が笑い、どんどん上に行ってしまう。

　自分は〝瓦が解かい〟がいない派だ。だから戦闘中、状況判断の基軸として総長の姉を百ひやく紋もん検けん地ちで追った。だが、頑張ったのだけれど、あっという間に振り切られた。

　副長も、立たち花ばな夫妻も、福ふく島しまも清きよ正まさも、義よし光あきや水み戸と領主達も、全員が力を跳ね上げ、流体の加速光すら追い越し、

　……凄すごい！

　これが、自分の叔母おばに当たる人なのだと、今更畏い怖ふを感じる。

　そして全てを踏んで、手を取って掲げ、総長の姉が上に行く。

　イメージは笑っている。〝不運〟と定義されているのに、何もかも楽しそうで。

　自分はもはや、そこにいる彼女に視線でも追いつけなくなりながら、しかし叫んだ。

「頑張って下さい！」

　笑みがこちらを見て頷うなずき、自分は、その顔を一生憶おぼえていようと思った。近くで黒い半竜が睨にらんで来ているが気にしない事とする。

　何もかもが止まらない。そしてモッシュの中、総長が笑いながら姉に手を伸ばした。

　差し出された手の平。それを軽く踏んで、

「──フフ」

　彼女が自分の歓喜を表現した。
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　歓喜の舞は速度を跳ねる。それゆえ喜美は皆と加速していた。弾はじけ、それぞれの動きが合っていて、合っていない。皆がバラバラだが、一つの目的で動いていて、真っ直ぐだ。

　愉快だ。その事が嬉うれしい。だから更にテンポを上げた。音響術式を倍に増やし、

「ハ──イ！　長い間奏終了！　三番行くわよ……！」
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　皆は唄うたった。声をあげ、艦を激震させた。

「駆け抜けろ　月浮かぶ夜空を　ただ手を伸ばして叫べ

　馬鹿だけど　多くを摑つかもう　　世界を全て取り戻せ」

　おお、と皆が応じた。喜き美みの髪を追い掛けるのが精一杯でも、皆が笑った。

　動き、回って、己を示す。

「走り出せ　　重なる未来を　　泣いて笑って抱き締めて

　夢見たさ　　境界線を行く　　合体絶対ホライゾン」

　何もかもを圧倒する力。その人の全てを出し尽くし、更に上にいく誘導。

　立ち回りに対して〝幸運〟だけでは足りなかった。

「突き抜けろ　君と友の力よ　　認めて繫つなぎ振りかざせ

　夢見ろよ　　花咲く世界を　　征服しようホライゾン」

　一斉の流体光が散ったのは、剣術や術式ではなかった。

〝幸運〟の者達が、〝不運〟の自分達を、それとして信じられなくなったからだ。

　呼び出し条件の解釈違いに、誰だれもが相手を認め、自壊する。
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　全てが散る。その決着の一撃を放ったのは、義よし光あきだった。

　鬼おに切きりだ。〝瓦が解かい〟の自分が最後に抜き、こちらの係累を討とうとしたのだ。だが、

「〝幸運〟の私よ。──確かに我は〝幸運〟だったと、その事を覚え、帰るとええぞ」

　自分も、懐から抜いた一刀を掲げた。それは黒の影を揺らして纏まとう刃やいばであり、

「〝鬼切・改〟、改修とアップデートで、さて、武蔵むさし総長に効くものかのう」

　同時に、条件違いを含め、〝瓦解〟側が散っていく。〝幸運〟の総長の姉は、映り切らぬようであったが、こちらの鬼切は完全に相手の旧鬼切の出力を映し切り、無効化した。

　散る光と止まらぬ動きの中、自分は、もう一人の己に言った。

「……駒こま姫ひめがこちらにおらず、良かったのう」

　その意味が解わかったのだろう。〝瓦解〟の自分は、〝鬼切〟を収め、

「────」

　頭を下げ、そして仕方なさそうに笑みを作り、静かに散った。

　……全く。

　向こうの自分は、どれだけ賑にぎやかにやっているだろうか。そして向こうがどれだけ幸せであろうとも、

「──こっちの馬鹿騒ぎは、さて、流石さすがに他では再現不能であろうよ」

　視界の中、宙に速度が跳ねた。音を重ね、総長の姉が〝瓦が解かい〟の己を追撃したのだ。
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「アンタ……、違うわね!?」

〝幸運〟の喜き美みは確信する。追いついてきた〝不運〟の自分に対して、だ。

「あら、何がかしら」

　言う姿にステップで足を払った。軸を外に飛ばすつもりで打ち込んだ。だが、

「……!?」

　吹っ飛ばされたのは自分の方だった。何が何だか解わからない。否、解っている事が、この相手に対して、あっただろうか？　己は即座に宙を飛び、空を蹴けり、急いで姿勢を戻すが、その正面には金のドレスの己がいる。そして彼女が笑って言った。

「違うのは、アンタの方よ」

「何がよ!?」

　己は言う。

「幸運よ！　私は何でも出来て、何でも叶かなって、何でも通せる！　無敵なのよ!?　世界の何もかも、私にとっては敵ではなく、私は己を誇るまでもなく私なの」

「根本から違うわ」

〝不幸〟の自分の言葉に、こちらは問うた。

「〝不幸〟だと良いとでも言うの……!?」

「違うわよ。お・馬・鹿・さ・んっ。そういやさっき、三つアンタには勘違いがあるって言って、二つ放置だったわね。だから残り二つ教えてあげる」

　残り二つ。その内の一つは、

「アンタには、愚弟がいないのよね」
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　喜美は言った。

　笑って言った。

「アンタの弟は恐らく優れた弟。アンタの手を煩わずらわせもしなくて、頭の良い賢弟。自慢の弟で、いつも迷わず、正しい事をしているの」

「それが──」

「うちの愚弟はホント馬鹿よ？　私というか他人の世話に超なって。テストは下から数えて私の前で、何かあると考え込んだり、他人頼って、正しくない事ばかりしてるの」

　だけど、

「自らを失わせようとした愚弟が、世界を欲して、大事な人を欲して、叫んでいるの。

　俺おれは幸せだって、生きていて良かったって、泣きながら笑って、叫んで生きてるの。

　絶対に、昔の俺のようなやつを見捨てないって、馬鹿なくせに、私とそう決めたの。

　そして今、大事な人達と生きていくと決めて、泣いてもいいやと前に進み始めたの。

　正しくないけど間違ってねえって、それを認めて、私達ともうずっと一緒に行くの。

　──だから私にとって、世界なんて、支配する必要ない、楽しいだけの現場なのよ」

　言う。

「〝幸運〟だから？　〝不幸〟だから？　違うわ。──私が、愚弟のいる賢けん姉ねえだからよ！　ってキャー！　自分で言っちゃった恥ずかしいィ──！　ぅおりゃああああ切れ味のいい二発目！」

　二発目のビンタを左巻きの右打ちで叩たたき込んだ。
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　ああ、そうね、と喜き美みは言葉を繫つなげた。

「三つ目、実は考えてなかったけど、こうしてあげる」

　跳ね飛ばした自分を、舞う顕現、巨影の手で拾い上げる。そして逆の手で、いろいろやらかしてくれたアマテラスに連続往復ビンタをぶち込みながら、膝ひざを着いた〝幸運〟の前に立ち、

「いい？　アンタがね？　〝弟〟の話をしてくれたら、一緒に盛り上がれるのよ？」

「それは──」

「アンタだって、その、〝賢弟〟が大事でしょう？　アンタと同じもので出来てるんだもの」

　問うて、もう一人の自分の手を取って、己は眼下を見た。

　そこに弟がいて、モッシュから、完全な密集モブのまま、皆がこちらを見上げている。

　そしてホライゾンがこう言った。

「出来ればホライゾンと周囲の皆様の話も聞きたい処ところですね……！」

　そうだな、とか、そうだね、とか、声が聞こえる。

「一五〇一回って、あったと思います？」

「それよりも、まともって事自体、有り得るんですかね……？」

「全裸がまず有り得るのか謎なぞで御座るよ……？」

　あらあら、と己は苦笑した。

「検証が必要ね。でも楽しい苦労よ？　これは〝幸運〟？　〝不運〟？」

　問うた先、背景でアマテラスが土下座していて、浅あさ間まの娘が撮影しているが、確かに貴重。ただ、見れば、〝幸運〟な自分が立ち上がり涙をこぼし、笑って、

「いいわね、それ。私の自慢じゃなくて、私と同じもので出来てる、弟自慢」

　アハ、と声をあげ、〝瓦が解かい〟の自分が強く足を踏んだ。アマテラスとともに散りながら、

「いいと思ったわ！　──私も！　それを!!」
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　直後、鈴すずは全ての結果を知覚した。これまで行き先を封じようとしていた〝瓦が解かい〟の武蔵むさしと大和やまとが、不意の動作で左右に押しのけられたのだ。

　まるで、誰だれかが手で強く払ったようないきなりの事象。これは、

　……〝幸運〟の喜き美みちゃんが……。

　彼女の意地だろう。

　こちらを認め、そしてこちらに出来ない事をしてのけたのだ。

・賢姉様：『フフ、流石さすがは出来が悪くても私！　最後にいい女だったわね……！』

　喜美の言葉に応じ、武蔵の各艦首に、背後の空から落下したものがあった。

・煙草女：『──戻させないさね！』

　四し聖せいだ。玄げん武ぶ、青せい竜りゆう、白びやつ虎こ、朱雀すざくが、結界の表示枠サインフレームを纏まとったまま強行着地したのだ。

・成成成：『〝道〟の成形加護を再構築し、可動出来るようにしました！　四聖はこれで自由に動けますし、〝瓦解〟側から確保出来なくなります！』

・きめえ：『……誰だれもが思った事を、言っていいかしら』

・超正義：『や、やめて下さい！　タスクが多い中でも急いだんですよ！』

　言ってる気がする。だがこれで確定だ。自分は直なお政まさが手を上げたのを知覚し、叫んだ。

・ベ　ル：『今だよ……！』
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　輸送艦突撃の基本ラインと、最終調整の誘導を行ったのは、九く鬼きと片かた倉くらだった。

　大和の背後、伊達だて家けの輸送艦を供出し、組み込んだのだ。

　P.A.Odaは今、並行まで位置が下がった武蔵達に対し、左下の車線だ。そこから孫まご一いちが射撃術式とヤタガラスで三点測距し、九鬼がぎりぎりの誘導臨界点を設けて片倉に預けた。

　鬼おに庭にわの武神隊が輸送艦をぎりぎりまで押さえて発射し、合計十二艦。それらは、

「あ……、僕、ちょっと駄目……、あぁっ、……行っちゃって……？」

　人前に出てダウナー化した片倉の制御は、しかし投げ槍やりに正確だった。武蔵と大和を遮しや蔽へいとした超高速の打撃は、正確に〝幸運〟の大和と武蔵の左右舷げん六艦の艦橋部に激突したのだ。

　そして中枢。中央一番艦艦橋と、後艦の主軸となる機関部には、

「行くわよ……！」

　双嬢ツヴアイフローレンと双鉄ツヴアイアイゼンが、飛ひ翔しよう直後にそれぞれ合体し、高速の突撃を敢行したのである。
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　一直線だった。合体した二機は防護障壁と対空砲火を全て後に置いていく速度で宙を抜けた。

　飛ぶ。双嬢ツヴアイフローレンは〝瓦が解かい〟の武蔵むさしへ。双姫ツヴアイ・フユルステインは〝瓦解〟の大和やまとへと、だ。

　音も声も必要が無い。大体、喜き美みから得た加護と加圧はまだ生きている。ゆえに、

「────」

　主砲からの一撃は、それぞれの橋状艦橋を前から後ろまで撃ち抜いた。

　破砕の穴に飛び込み、衝撃波でその経路を一気に爆散させながら、二機はパワーダイブ。殴りつけるような軌道で行くのは、武蔵では浅あさ間ま神社の後ろ。大和にして中央後艦だった。

　主砲のチャージをぎりぎりまで引きつけて発射し、防護障壁を装甲とフレームごと穿うがつ。

　破壊が跳ねるより先に、中枢へと飛び込むのは白と黒の翼だ。

　突き抜ける。

　両機とも、ぎりぎりといえる開口部に、お互いを密接させ、翼と加速部を閉じて突入。

　中央。空間は広かった。中央に青白い流体光の柱があり、四基の塔型駆動器がその循環を激しく行っている。そこに白と黒の翼は自分達の合体を解除し、

「……！」

　連れてきた風の巻く中、手を取り合い、持ちうる誘導弾と砲撃を全て叩たたき込んだ。

　当たる。何もかもが破裂し、砕け、爆発する中、二人は顔を見合わせ、頷うなずいた。

「出るわ……！」

「行こう！」

　行く先は一つだ。自分達が来た穴より、空へと戻ったのだ。

　飛ひ翔しようする。誘爆を避けるために加速し、僚機となるお互いが無事なのを確認。そして、

「ハッサン──！」

　声の飛ぶ先、既にハッサンが武蔵艦首からカレーを空に散らしていた。それは風によって〝瓦が解かい〟の武蔵と大和に辿たどり着き、浸ったと、そう見えた直後、ハッサンが言った。

「──スパイシーカレーですネー」

　彼の言葉と共に、結果が生じた。両艦が、爆発の炎と流体光を上げたのだ。
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・自爆娘：『……どこまで、本当なんでありますか？』

・あさま：『というかハッサン君の戦歴に〝武蔵、大和を全艦撃沈〟ってつくような……』

〝瓦解〟の武蔵と大和が崩壊し、砕けて光に戻っていく。

　その光景を見ていた皆は、ふと、あるものに気付いた。

　破壊された〝瓦解〟の武蔵の艦上だった。そこに、

「おい……」

　のこのこと、内階段を使ってきたのか、補給役の人影が二つ来た。パンの入った籠かごをそれぞれ幾つも手に提げ、背負っているのは、

「総長と、姫じゃねえか……」





●






　トーリは、ホライゾンと共に、もう一人の自分を見た。

　……幸運か。

　きっと自分は、ホライゾンを事故に遭わせず、仲良くやっているのだろう。

　よく見ると、籠かごには、極東式のものや、欧州式のものもある。だとすれば、

・賢姉様：『フフ、浅あさ間まとミトツダイラが参入してるのは〝幸運〟？　それとも普通？』

・あさま：『マジ答えすると、それがあるべき状態なら、普通ですね。ええ』

〝瓦が解かい〟の二人は、周辺の状況を見て、おおおお、とか驚いている。そしてこちらを見て、

「────」

　目が合った。解わかる。絶対にそうだ。今のは、明らかに視線が合った。

　だから手を振る。すると向こうも手を振り返してきた。気付いて、ホライゾンも手を上げ、

「……！」

　笑みを見たと、そう思った直後。二人が空に昇った。

　気付けば息が止まっていた。だから慌てて籠こもった息を吐くと、横に来た姉が笑う。

「泣くのは早いわよ、愚弟」

「ああ、でもな。……何か、すげえ安心した。俺おれにも、いろいろ出来るんだな、って」

　浅間やミトツダイラが首を下に振る。そしてホライゾンが、こう言った。

「ここでスタッフロールが流れたら打ち切りエンドですね、トーリ様」

「オイオイオイオイオイ、まだまだ！　まだ続くの！　一生続くの！」

　戻って来たナルゼが空中にスタッフロール書き始めるのホントやめて御願い。
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　良かったね、と鈴すずは思った。そして自分も、先程に〝武蔵むさし野の〟から受け取った表示枠サインフレームを指で確認する。熱源で書かれた文字は、

「──あちらの武蔵野艦橋から送られて来た唯一の通神文メールです。──以上」

　誰だれが書いたのだろうか。平仮名で、ただ一言、

『がんばって』

　うん。と己は頷うなずいた。頑張ろう、と。

　きっと〝瓦解〟の自分も、目が見えていない。これは生来のもので、自分の知覚系もそういうものなのだ。だとすれば、あちらの自分は、あまり自分と変わらない気がする。

　頑張ろう。自分と同じくらいでいいから、頑張ろう。

「ん」

　前に顔を向ける。正面に第二の月がある。あとは一直線だ。

「鈴すず様、三みつ成なり様と大おお谷たに様から許可出ました。スタート可能です。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。これから自分は矢を放つ。月に刺さる矢だ。武蔵むさしと大和やまと。ここで極東艦は置いて行く事になるが、義よし光あきを含め、多くの代表者はこちらに乗り込んだ。

　そして彼らに限らず、

　……以前、戦った人でも、今は仲間だね。

・ベ　ル：『トーリ君、いつでもいいよ』

　いつでも、何処どこでも、連れて行ってあげる。
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　そして車線側で敵の抵抗を押しとどめ、また、極東艦として連結解除をされた皆は見た。

　一瞬で、武蔵と大和が、前へ、視界の遠くへと飛んだのを、だ。

　加速光が一気に遠ざかる。

「これで遠くに爆発エフェクトが出て、スタッフロール始まったら、バッドエンドですよね」

　ゲーリケの頭を巴ともえ御ご前ぜんが張った。

「馬鹿者。未いまだ地上側には〝瓦が解かい〟の竜属が落ち、洪こう水ずい状態だ！　こちらから解わかる情報を下に送り、必要ならば先行して輸送艦などを送れ！　勤勉は改派プロテスタントの矜きよう持じだぞ！」







[image: 第九十二章『月前の交渉者』]
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　第二の月をここまで近くで見るのは、初めてだと、正まさ純ずみは思った。

　……まあ、皆、そんなもんか。

〝道〟は走っている。随分と先行して伸ばしていたものだと思うが、

「見えてきましたね」

　浅あさ間まの言う通りだ。表示枠サインフレームで望遠術式を使うと、第二の月の前に、それが見える。

　巨人だ。白と黒の五体で出来た姿は、

「断罪武装だね……」

・金マル：『バラやん、〝……〟は付けない方がいいと思うんだ』

・不退転：『でもどうなのかしら、やる気なの？』

　どうだろう、と応じて前を見ると、しかし、軽い疑念が出た。

「第二の月、……小さくなってないか？」

「あれだけ柱状結晶とか、ガンガン飛ばしたもんねー。赤字だと思うよ？」

　だがそれでも巨大だ。これからあれに、砲撃を叩たたき込む訳だが、

「あの、ちょっといいですか？」

　こちらの横に、一つの足音が来た。石いし田だだ。何かと思えば、

「皆さんに、一つ、報告があります。──絶対的に、極秘で、大事な事です」
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　運命は、信のぶ長ながのＯＳを利用して断罪武装の巨人を呼び出していた。

　もはや竜属や武神などを排出しても意味が無い。行動パターンなどを完全に処理され、自動迎撃の精度が上がっているのだ。ならばこれ以上そんな事をしても、第二の月を減少させ、破壊させやすくするだけだろう。

　こちらは運命として多くの事に介入出来る。だから、

「武蔵むさしの皆さん」

　表示枠を開き、信長の借体で、己は言った。

「私は貴方あなた達の行いを止めます。それでも来るのですか」
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　ミトツダイラは、甲板上に出た表示枠で、運命の声を聞いていた。

　借体は流体のマテリアルだろう。信長の形をしているのは運命の趣味で、皆、顔を見合わせ、

「向こう、宇宙空間なのに声が出せるの……？」

「東あずま君、厳しいようですが、運命だから細かい事無視という話なんじゃないでしょうか」

「便利でいいと、そういう事なのですね」

　そういう事なんだろうか。ただ、ホライゾンが首を傾かしげた。運命の表示枠サインフレームに向かって、

「運命様、チョイと宜しいでしょうか。そちら、信のぶ長ながの身体からだをパクっていますが、正直それは、感情的な判断の誘導ではないでしょうか。出来ればそのような装飾は無しで御願いします」

「ホライゾン！　厳しいですわね！」

　言うと、ホライゾンが右の親指を上げて見せた。そして表示枠の向こうで、運命が頷うなずいた。

『すみません。こちらの方が何となく自分でも解わかり易やすかったもので』

　と、信長を模した姿が消える。画面に残るのは、第二の月だ。青白く輝く塊が、

『──では武蔵むさしの皆さん。私は貴方あなた達の行いを止めます。それでも来るのですか』
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　第二の月からの声に、皆がホライゾンを無言で見た。

　ミトツダイラの視線の先、ホライゾンが軽く全身を傾げ、真顔に変な汗を浮かべている。

　……やはり……。

　と思っていると、それでもホライゾンが、ぎこちなく右手を挙げた。なので、周囲の視線を確認し、自分が問う事とする。

「……どうしましたの？　ホライゾン」

　問うた先、ホライゾンが顔を上げ、眉まゆを歪ゆがめた顔で表示枠に言う。

「あの、運命様、少々申し訳ないというか、先程、クレームで修正頂いたのですが……」

　言う。

「第二の月が喋しやべるという絵面が、あまりにもスピリチュアル過ぎて驚きよう愕がくというか、まさかこんな、出来の悪いネイチャー動画のようになるとは思っておらず。ゆえに誠に、心底申し訳ないのですが、元に戻して頂く事、可能でしょうか」

『…………』

　……あっ、無言。

　月が無言とか、凄すごいですわね、と思うなり、浅あさ間まが手を一つ打って笑顔で言った。

「運命の作る信長の借体って、凄く出来が良いですよね！　そう思いませんか、ミト！」

　……何でこっちに振りますの!?

　見ると母が軽く跳ねつつ挙手を何度もしているが、絶対任せられん。なのでこちらも、

「そ、そうですわね！　髪のサラサラ感とか、目元とかのメイクも綺き麗れいですのよね正まさ純ずみ！」

　正純に凄い顔をされた。そんな歪めんでも、と思うが、彼女はがくがく震えながら、

「あ、ああ、よくあれだけのものをつくれるものだ！　なあクロスユナイト！」

「ああいうのを即座に出せるのは、やはり運命という事で御座ろう！　見事に御座る！」

　さすが第一特務。フォローが見事。そして五秒くらい、間があった。すると、

『仕方ないですね』

　表示枠サインフレームに呆あきれたような、しかしまんざらでもない顔で、運命の借体が出た。





●






・ＡｎＧ：『先輩達スゲーよ……』

・ホラ子：『有り難う御座います！　有り難う御座います！』

・九尾娘：『貴様ら多分、いろいろ前代未聞ぞえ？』

・副会長：『というかやめろ……！　アドリブ振るのは本当にやめるんだ、いいな……!?』

・煙草女：『それは実際のところ〝振れ〟という逆張りさね？』
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　運命は、ただ確認をしておきたかった。

　向こうの大罪武装ロイズモイ・オプロは、自分に対する強制アップデートだ。だが、

『そちらの大罪武装で、私が自殺を止やめるとします。でも、それは矛盾では？』

　問う。

『貴方あなた達は、私をこれまで、仲間だとか、友人のような扱いで自殺を止めると言いました。

　しかしアップデートで強制的に止めるというのは、仲間や友人を相手にする事ですか。

　これは、矛盾ではないでしょうか』
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　大おお谷たには思った。

　……コヤツらならば、するんじゃないでしょうかね……。

　いや、する。絶対する。「まあ更新必要だしなー」くらいのスナック感覚でアップデートする気がする。ただ皆、首を傾かしげながらひそひそと、

「……言われてみるとそうですの」

「わあ！　私、今気付きました！　運命って頭いいんですね！」

「あれ？　そういうものじゃなかったんですかねー……」

「洗脳で世直し！　倫理と正義の相反の物語だね……！」

　自分、病原ウイルスなのに凄すごい不安になってきた。その上で、奥の方で話し合っている副会長や総長達、そして元東とう宮ぐうや担任のオリオトライなどを見る。

　……一体何を──。

　思っていると、副会長が頷うなずき、こちらに来た。

「ちょっといいか運命。今、武蔵むさしは射程を得るためにそちらに急行中だが、その辺り含め、提案と情報の共有を行いたい。──おい、葵あおい、ホライゾン、お前らから言ってやれ」
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　よう、とトーリが手を上げて前に出たのを、運命は見た。横に並ぶホライゾンも、知っている。ついてくる皆も、誰だれも彼も、だ。

　信のぶ長ながの記憶にあるのだ。恐らく、自動人形だった彼女が、統計と判断によって得ていた郷愁と懐古を、今の自分は感じている。

　そしてトーリが、こう言った。

「ちょっとオメエ、気付いてねえようだけど、前フリ？　それとして聞いてくんね？」

「何ですか？　説得ですか？」

「いや、その前フリ。──オメエが姿を借りてる信長、生きてんだって」

　言われ、自分は、断罪武装の横、十字のようになっている信長を見た。





●






　運命が信長の方を見たのに応じ、三みつ成なりは前に出た。両腕に応援の見送りをされ、何枚かの表示枠サインフレームを出す。足を止めれば皆の前だ。あとは運命に向かってこう言うしかない。

「Ｊｕｄジヤツジ．！　信長様は存命です。創世計画のＯＳが、不完全な状態でそちらに昇った事、そしてこちらの介入による確定待ちを可能性とした時、再起動の考慮からぎりぎりの仮死状態で身体からだを保つ事として、信長様の思考系をストップしたようです」

『私は、彼女が亡くなっている事を前提として、記憶などを得る事としましたが──』

「Ｊｕｄ．、貴女あなたが抽出される前提はありましたが、信長様やＯＳへの干渉を掛けてくるのは非常事態としての対処となります。貴女に高い知能があるか、解わかりませんでしたので」

　その場合、どういうセキュリティが働くのか。

・不退転：『現場にて、直接起動などが必要と、そう言っていたわね』

「Ｊｕｄ．！　ＯＳは起動要因としての信長様の制御ＯＳを固定化。抽出された貴女は、それを参照出来ても、改変は出来なかった筈はずです。──だから信長様の身体を借りて動いていないのですよね？　動かせば、創世計画が起動してしまうので」

　そして、

「貴女の干渉が、抽出開始とほぼ同時に行われていたため、信長様のＯＳが自害を行った時、創世計画側のＯＳが介入してそれを止め、固定しています。

　つまり信長様は現状、衰弱し、仮死状態に近いですが、生きています」
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　そうなんですか、と運命は思った。

　信長が生きている。だけど結果として、自分は彼女の記憶や身体を参照出来ても、動かす事は出来ず、創世計画は保持される。だとすれば、

「……私に、何の利点があるんです？　それが解わかったところで」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と三みつ成なりが頷うなずいた。

「創世計画のＯＳを奏塡解除アンインストールします」
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・●　画：『出来るの!?　あ、ちょっと待って！　台詞せりふ直さないと！』

・労働者：『下はかなり派手な事になってるから、印刷所回らないんじゃないか!?』

・金マル：『それが何故なぜか回っちゃうんだなあ、コレが』

　と言う言葉に、変な安心感を得ながら、正まさ純ずみは言った。

「つまり私達は、信のぶ長ながを救う。ＯＳを奏塡解除して、彼女を確保して回復させる」

　だが、と言葉を繫つなげる。

「そうなると、君は信長の中にいられなくなる。ＯＳによる抽出で間借りしている訳だからな。だから君は第二の月に戻る事となるが──」

『……そちらの砲撃で、第二の月に私の改変をする訳ですね？』

「Ｊｕｄ．、第二の月は破壊され、君は外に叩たたき出される、というべきかな。ただ、ここで私達は、諸処確認の上、君と意見交換と、提案をしたい」

　それは、

「第二の月が崩壊した場合、君はどうなる？　月と共に死ぬのか？」

『いえ、それだと、本ほん能のう寺じで呼び出された時、月から出てますんで……』

「そういえばそうか」

・ＡｎＧ：『副会長先輩、……意外と検証しない系？』

・黒　竹：『というか今の、言ってくれれば即答案件ですねー』

　超すまん。というか馬鹿と馬鹿姉は斜め下から変顔で煽あおってくるのやめろ。指さすな。浅あさ間まも記録つけるのやめろって。誠に遺憾である。だが、

「第二の月を失えば、君は、外に出るしかなくなるのか」

『それに何の意味が？』

「いや、外に出る以外の意味はないだろう。ただそうなるならば、──」

　だが、と自分は言った。ここにいる皆を見渡して、こう言った。

「──武蔵むさしに来る事が出来るぞ」
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　正純が手を上げ、下がったので、トーリは前を見た。表示枠サインフレームではなく運命を見据え、

「お互い、やめんのも有りじゃねえかって、そう思うんだわ」

『……それは、脅迫ですよ？　刃物を翳かざしながら、やめようかと、そう言ってるだけです』

「あのな？」

　己は、ちょっと思っていた事を、言葉にした。

「昔のバージョンの大罪武装ロイズモイ・オプロって、多分、効いたよな？　オメエに」

『────』

　だけど、とこちらは言葉を繫つなぐ。

「今のオメエに、じゃねえ。昔のオメエに、だ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。彼女は既に大罪武装を雑に下に広げ直していて、

「ホライゾンの極道親父おやじは、あれで職人気質かたぎなのか、意外と仕事は確実です。

　例えば喜びパーツなどは対象サンプルの耐久度が無いせいもありますが、かなり効率的な成果を収めています」

「ありまああああす！　俺おれの耐久度、ありまあああああああああああす！」

　まあまあ、とホライゾンが両腕にジェスチャーさせて言う。

「──大罪武装が、効果を上げなかったとしたら、それは設計や思想ミスではなく、運命様、貴女あなたに改変があったのでは、と、そう思ったのです」

　つまり、

「大罪武装を無効化した〝罪の前提の理解〟と、そういうべきでしょうか。

　貴女はこれを、あの新大陸の〝何処どこにもない教導院〟で裏切られ、ゆえに知ったのでは」

　これはどういう事か。

「──裏切った極道親父が全部悪いんですが、ホントどうしますか」

「オイイイイイイイイイイイイイ！　ちょっといい話に流れるかと思ったらソレか！」

「言っていて気付く事ってありますねえ。──ハイ、トーリ様、それでは先を」

　……ああ、そういう振りな。

　何となく向こうも解わかっているだろう。だから敢あえて言う。

「俺達が、今、アップデートを撃ち込んだところで、オメエはこれからの経験によって、それを多分、上回る。そしてまた、死のうとする」

『それは──』

　間違いねえ。

「俺達だって、ずっと同じだった訳じゃねえ。些さ細さいな事や、大きな変化で、いろいろ関係や、考え方を変えてきた。アップデートなんて、一時のものだ。俺達がよく解ってる。

　ここで修正しても、オメエはまた、死のうとするかもしれねえ、ってな」
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「儀式です」

　ホライゾンは言った。

「これから全開で第二の月を破壊します。破壊は、こちらが信のぶ長ながに到達する以前に行われるので、運命様は、御実家がパアンした後で、信長から追い出されます。

　運命様はお一人案件なので、外に放り出されますが、そこから何処どこへ行くか、または全世界に広がる？　弾はじける人生もありでしょう」

『それは、私のアップデートをしないという事ですか……!?』

　何を言っているのだ。

「アップデートなんかより、外に全裸で叩たたき出された方が刺激が強いですよ」
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　遙か後方、〝瓦が解かい〟の竜属や武神達と戦う各国勢の中、全裸が二人、勝ち誇ったようにポーズをとってビームを放ったが、皆は無視した。
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「卑ひ怯きようです！」

　運命は言った。

「アップデートがしたいなら、すればいいじゃないですか！　私に生きる事を強制して、頷うなずかせようとしてる！　卑怯です！」

『じゃあどうしましょうか。御実家の撤去は決定事項です』

「何故なぜですか！」

『そちらが死んで世界を消したいというなら、ホライゾンはただただブッ放したい──、あ、いえ、撃って世界を救いたいからです。間違えました。まあそんな感じでお互い尊重ですね』

「えーと……」

　何か凄すごいのが来た。これは何ですか。バランスというか駆け引きというか。

「いやだあああ！　もう理屈じゃないんだからやめろおおお！　って言ったらどうします」

『浅あさ間ま様を見れば解わかりますが、撃ちたいというのも理屈じゃないからイーブンです』

　いや！　いやその！　と浅間が向こうで何か言ってるが、逆に説得力が増す。

「じゃ、じゃあ、感情を尊重しろと言ったら!?　どうするんです!?」

『運命様』

　言われた。

『貴女あなたが死にたいと、そう願う一方で、ホライゾン達にも、生きたいというそういう願いがあるのです。……だからこそ、貴女は、生きたい筈はずのものを失わせて、ヤレたのでしょう』

「────」

　そうだった。今、自分は、失わせようとしている。だが、

「平行線ですね」

『Ｊｕｄジヤツジ．、そうです。ですが、私達の共に立てる処ところはあります。

　貴女あなたの本来の形です。貴女に人格が与えられた目的。そのものです』

　それは、

『滅びようとする人々を貴女が支えるのです』

　そして、

『貴女がメゲたら、私達が支えましょう』

「……それは、内だい裏りのシステムと同じではないのですか？」

　問う。するとホライゾンの右腕が足元を指さし、左腕が背後の地球を指さした。

『内裏ではありません。ここ、もしくは何処どこか。名前も無いところ。そんな場所でダベってメシでも食いつつ、話をしましょう』

　つまり、

『外に出れば、もはや世界の全てが、貴女にとっての境界線上です』
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　そうだな、とトーリは言った。

「諦あきらめるか、満足するまで、終わりはねえんだ。上手うまく行った。ここで結論だ。これが最高だ。これ以上はねえ。って、そう思っても、まだ先は続くんだ。ずっとずっと、〝幸運〟も〝不幸〟も重なって、続いていくしかねえんだ。だから──」

　だから、

「そこに一人でいたら駄目だオメエ。──こっちへ来いよ」

　そして、

「オメエが、誰だれかに自分のやってる事継がせて、ああもう充分だって、笑って一生を終えるまで、俺おれ達は自分達を受け継ぎながら、ずっと付き合ってやるよ」
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　運命は、息を吸った。自覚的に吸った。

　……そうですね。

　もしも自分に、自分を受け継がせるものが出来たら、それはどうなるのだろうか。

　きっとこの世界は〝終わる〟。だけど、

　……子供達が出来るのと同じように、派生していく？

　どうなのだろう。解わからない事だ。それに、今は、まだそうではない。だから、

「……抵抗します」

『おお、やれやれ。やり切って答え出さねえと、ろくな事にならねえ』

「ではそのために、先行して創世計画のＯＳを奏塡解除アンインストールして下さい。──私は第二の月に入り、そこで抵抗します。遠隔操作は出来ますよね？」

『いいのか？　アップデート撃ち込まれて』

「抵抗するんですよ？　撃ち込めず終わりかも知れません。それに、私が本当に死にたければ、──やがてアップデートを上回るんですよね」

　言うと、ホライゾンが頷うなずいた。そしてトーリが笑った。

「運命。やったじゃねえか」

「何がです？」

『解わからねえのかよ？　オメエが自分の意思で創世計画のＯＳ奏塡解除を願って、信のぶ長ながから出るって事は、信長が生き返るって事だ』

　それは、

『オメエは、一人の命を救った事になるんだぜ』

　口が上手うまい。この人は、記憶の中でも、本当に欲しい言葉をくれる人だった。だから、

「馬鹿」

　言って笑って、己は場所を移した。

　第二の月の上。信長の奏塡解除を、待つ事にする。そして、武蔵むさしと大和やまとの接近を見て、

「勝負です……！」
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・武　蔵：『大おお兼かね定さだ、射程に入りました！　砲弾成形、装そう塡てん終了しています！』

　人狼女王レーネ・デ・ガルウから預かった砲弾。松まつ永ながの一発は、既に用意されている。だから正まさ純ずみは、

「葵あおい！」

「あれ？　コレもうイケてんの？　俺おれの流体供給は？」

「後ろの大和と連結して肩代わりさせてんだよ！　二艦分だ！」

・青　梅：『あの、連結管理が私と高たか尾おなので、出来れば早く……！　──以上』

　……青梅おうめの〝瓦が解かい〟は、どのくらい幸運だったんだろうな……。

　思っている間に、ホライゾンが大罪武装ロイズモイ・オプロを連動モードで浮上させた。しかし一番後ろに、砲撃許可の表示枠サインフレームを出し、

「トーリ様、コレを押し込むと、発射します」

「え？　いつもと違うじゃん？　何コレ、二人で押し込むの？　入刀！　みたいな!?」

「いえ、そうじゃありません。見ていて下さい。こう押し込みます」

　ホライゾンが押し込んだ。そして、それを見ていた浅あさ間まが、

「あっ」

　気付いた瞬間。大兼定が発射された。
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　マジか──！　と安あん治じが思う頭上で、大砲の一撃が飛んだ。

　行く。一発の力は、魔女テクノヘクセンの目に確かに見えている。そして、

「抵抗って、アレか！」

　防護障壁だ。運命版というべきか。月とこちらの間に、並んだものがある。

　鳥居型、極東式。しかし大きさと厚みが違う。一枚当たりの厚みが五百メートル程。大きさに至っては高さ幅共に四十キロ程ある。

　それが十枚。一気に並んだ。

　そこに打撃が至り、

「うわ……！」

　空間が打撃され、〝全体〟が歪ゆがんだ。
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　散った。割った。音も聞こえたのはそれが流体製だったからだろうか。

　運命の防護障壁は砕かれ、奥にある第二の月に弾丸が飛び込んだ。

　皆は大規模に拡散した流体光の向こうを検知し、または望遠術式で確認し、

「──！」

　見た。

　第二の月がまだ健在であるのを、だ。

　否。こちらの放った砲弾は届いた筈はずだ。それが、

「何故なぜ……！」

　問いかけの答えは、見えていた。

　月の直上。十字に止められた信のぶ長なががいる。彼女は既に自由となっているが、

「断罪武装……」

　身長四百メートルの巨体が、胸の中央に白の砲弾を受け止めていた。

　盾だ。そして運命は言う。

「ＯＳの奏塡解除アンインストールの際、創世計画が無くなるので、断罪武装は一時的に用無しとなります。

　だからそこで、権限を奪取しました」
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　運命は、自身が立つ第二の月を見た。随分と欠けている。ほぼ半壊だ。今の防護障壁で一気にマテリアルを使ったのだ。自分自身、借体だが息が荒い。全体の出力が半減している。

　……ですけど、行けます。

　断罪武装に両腕を構えさせる。信のぶ長ながの複製として自分は権限を奪取している。だから動く。

　巨体の手の間、黒と白の搔かき毟むしりの光が渦を巻いていく。

「反撃となる迎撃が、無いと思いましたか」

　カウンターの一撃を、己は放った。
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　撃たれた。白と黒の力が来る。それに向き合う武蔵むさしの艦上で、ホライゾンは手を一つ打った。

「ハイ、正まさ純ずみ様早かった──！」

「御題を言えよ！　御題を！」

　そうじゃないんですのよ？　というミトツダイラの言葉を無視して、正純が言う。

「運命の反撃だけに、うん、めいっぱいやってきたなあ、と言う事か」

　皆、無言で迎撃対応に入った。その中で動いたのは左さ近こんだ。彼女は機動殻の肩に大おお谷たにを乗せ、三みつ成なりを抱えて艦首先端に急ぎ、

「三成様！　練習してたアレを！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　だ、出します！」

　叫んで立たされた三成の背後に、それが立った。

「断罪武装！　大型武神モード！」
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　用意しておいて正解だった。創世計画が必要となった場合、信長が乗っ取られている以上、断罪武装が奪われる可能性があるからだ。というかそうなった。

　だからヴェストファーレンでアップデートされてしまった自分の大罪武装ロイズモイ・オプロを、P.A.Odaや、池いけ田だがサルベージした情報から新規奏塡インストール上で設定し直した。

　突貫で、不備ばかりだ。何しろ〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟にあるものが、仮想程度で終わっていて、一回立ち上がればいい代しろ物もので、今も既に各所の崩壊が始まっている。

　だが、表示枠サインフレームに出た名前を、己は叫んだ。怠惰と強欲の両腕に該当する砲撃は、

「断罪武装の両腕！　〝裂け目の左レフト・ペオル〟、〝富払いの剣マモンズ・グレイブ〟！」

・きめえ：『ビミョーに解わかる分、ダサいわね……』

　……そういう名前になってたんですよ元もと信のぶ公の指示で……！

　他もかなり凄すごいが、だが今は、

「カウンター!!」
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　激突した。白と黒、正面から当たった力が、歪ゆがみ、絡み合って咆ほう吼こうする。

　搔かき毟むしりはお互いを捉とらえ、抱き合うように膨らみ、融合反応して、

「────」

　八キロ大の直径を持った光として、破裂した。
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　凌しのがれた、と運命は思った。

　だがこちらも凌いだのだ。何かあっても第二の月のマテリアルはまだ充分に残っている。それも、先程の砲撃をぎりぎり防げる程に、だ。だから、

　……向こうに二発目が無い以上、私の勝ちです……！

　そう思った時だった。副会長、正まさ純ずみの声が凜りんと響いた。

「次弾装そう塡てん──!!」
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　噓うそ、と運命は思った。次弾はない。否、あり得ない。

　あの砲弾が何かは知っている。この第二の月から落ちた破片を、地表で集めたものだ。それが二発目など、あり得るものではない。

　まさか、と思ったのは、今回の戦闘中で、柱状結晶などから成形する事だが、

　……無理です！　鍛造の時間がありません！

　ならば何故なぜ、と視線を走らせた自分は、それを見た。武蔵むさしではない。その背後。大和やまとだ。巨艦の中央後艦。艦橋となっている教導院式の建物の屋上に、幾つかの影が立っている。

　そこにいる一人の名を、己は知っていた。

「オリオトライ・真ま喜き子こ……」
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「あるのよ、次弾が」

　オリオトライは、背の長剣を眼前に回した。

「私が未来から持ってきたもの」

　長剣だ。鞘さやからパージし、柄つかとシャープナーを解除すると、それは一つの姿を持つ。

「未来で、これが足りなかったのではないかと、終わった後に作り上げられた無念の一発よ」
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　オリオトライは、横に座って怪我けがの治療を行う石いし川かわを見た。彼女は横目でこちらを睨にらみ、

「その剣を傷つけるとマズいから、〝瓦が解かい〟の私を相手にしてとは、貴様……！　私との戦闘では普通に使っていたのは、馬鹿にしていたのか!?」

「頼りにしてましたよ？　ホント。酒さか井い学長達の〝瓦解〟と戦えて良かったじゃないですか」

「酒井様はあんなに弱くない……！」

　何か地雷を踏んだらしい。ともあれ自分は砲弾を掲げる。

　重力制御で拾われた刃やいばが、空中で流体によって芯しん弾だんとなり、成形されていくのを見送る。

「頼むわよ。──それの設計は、やはり、松まつ永ながさんの遺した資料によるんだから」
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　鈴すずは構え直した。

　一発目が不備だった訳ではない。だが、相手が想定を上回った。だから、

・ベ　ル：『──ネシンバラ君！』

・未熟者：『ああ、飛躍しよう！　──武蔵むさしと大和やまとをつなげ、連結砲にする！』

　形は出来ている。大事なのは武蔵側の改造だが、

・大　和：『そちらの砲身をこちらに伸長し、接続部を構築して下さい！　加速系の出力、回転数などは、その間にこちらで合わせます！　──以上！』
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〝大和〟は、橋状艦橋から前方を見た。

〝武蔵〟は、橋状艦橋から後方を見た。

　お互いの間。流体の砲身が武蔵側から構築され、接続部が作られていく。そして二人の手元に〝結合〟認可の表示枠サインフレームが出た時、それぞれは腰の一刀を抜き、同時に叫んだ。

「大おお兼かね定さだ、大おお長おさ船ふね、結合認可です！　──以上！」
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　トーリは、ホライゾンと共に、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟をトリガーとして現れた〝砲撃許可〟の表示枠に手を掛けた。そして、

「……ん？」

「おい！　どうした馬鹿！　早く押せ！」

　正まさ純ずみに言われる。だから押す。しかし、ホライゾンと一緒に押しても、

「何か、動かねえんだけど」

「何言ってんだ馬鹿！　ホライゾン、押してやれ！」

「いえ正純様、確かにこの貧弱と違い、ホライゾンの両腕パワーやフンガーアクションで押してみていますが、動きません」

　はあ？　と周囲の皆が疑問の顔をこちらに向けた時だ。自分は気付いた。

「何か、……この表示枠、横にメーターついてんだけど？」

　最大値五億。しかし最大目盛りはその少々下に設定されたメーターだ。これは一体、

「何だ？　ってか、何コレ？」
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「抵抗です！」

　運命は、安あん堵どの息というものを作りながら、言葉を生んだ。

「試しましょう。トーリ様、ホライゾン様、そして皆様、生きている誰だれも彼も！」

　問います。

「これより、地球と〝道〟上、全世界の生きて抵抗している人々の、手元、または意思の中、または感情や理性の判断の中に、問いを送ります。……地球上にて相あい対たい出来る人口で全てを判ずるのは傲ごう慢まんですが、各種族など合わせて、現在約五億人。その数に問います」

　疑問の内容は一つだ。

「〝死にたい〟私は貴方あなた達全員の運命として、砲撃のトリガーを止めます。しかし、もし、貴方達が、〝生きたい〟と思うならば、目の前に出る表示枠を押すなり、思うなり、または願わずとも生きる事を全人類で肯定して下さい。その場合、砲撃を許可したものとしましょう」

　つまり、

「私と勝負です。──全人類」







[image: 第九十三章『不断の進行者』]
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「よーし決まりだ！」

　トーリは、ホライゾンと共に、目の前にある表示枠サインフレームを押した。

「死なすんじゃねえぞ、俺おれ達！」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　はい。Ｔｅｓテスタメント．と、他、幾つもの声が応じた。

　喜き美みも浅あさ間まもミトツダイラも、正まさ純ずみも鈴すずもアデーレ、点てん蔵ぞうやメアリや清きよ正まさも、二ふた代よや福ふく島しまも、立たち花ばな夫妻も、竹たけ中なかや三みつ成なりや左さ近こん、可か児にも、豊ゆたかやネイメアや、オリオトライも、酒さか井いや〝武蔵むさし〟や〝大和やまと〟達、義よし光あきや人狼女王レーネ・デ・ガルウや義よし康やす、クリスティーナや忠ただ興おきや、他にも、集う皆や、戦士団も、一般の協力者達も、目の前に出た表示枠を押した。

　彼らの遠く背後、控えていた極東勢も、その背後で戦闘を続けている各国勢も、戦いを続けながら、無言で目の前の表示枠を押した。

　迷わなかった。
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　地上、暴風と雨の下、竜属達と戦う者がいた。

　関東方面。有あり明あけが抜けた東北の空に、寺社を狙ねらって竜属が降下したのだ。

　人々を巻き込まぬよう、政まさ宗むねの母、義よし姫ひめは、仙せん台だい城じようの戦力を出しつつ、それを押した。

　そして同じく六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが抜けて手薄になった欧州山間部で、抱き枕二体が竜属を相手に善戦をしていた。彼らはビームを放ち、敵を破壊し、不規則な動きで惑わしながら、

「ははは！　コニタン！　正純がよくやっている！　認可だ！　認可しかないな！」

「そうですなノブタン！　人々を護まもりつつですが、これは大事な認可です！」

　しかし、その背後から、いきなり巨大な竜属が立ち上がった。

　砕けた嶺みねの陰に巨竜がいたのだ。二人はそれに高速スピンで振り返りつつ、

「ぬ……！」

　間に合わぬかも、と二人が思った時。一つの声が聞こえた。

「掛かれ、──〝瓶かめ割わり〟……！」

　同時。風雨の中で竜属の全身が割り砕ける。

　散る光は逆光。その向こうに巨きよ軀くが立っている。片腕で、空いた肩に、やはり隻せき腕わんの女性を乗せた彼の姿。豪刀を振り被かぶり直す男に、二人は声をあげた。

「貴方あなたは……！」

「はは、何だ何だ。上の連中、しっかりしてねえから、湯とう治じから出てきちまったよ」

「そうねえ。でも、……上に対して、これで協力出来るんですよねえ？」

　問いかけと共に、二人が、手元に出た表示枠を確かに押した。





●






　嵐あらしの夜空では〝安あ土づち影かげ〟の防衛戦が、最終局面を迎えている。その事を自覚する皆の前にも、表示枠サインフレームが提示され、誰だれもがそれを押した。しかし、

「くそ……！」

　防衛を行う〝安土影〟の守備隊が、航空艦の砲撃を行使しながら叫んだ。

　傭兵として投入された真さな田だ勢、昌まさ幸ゆきの率いる佐さ助すけや才さい蔵ぞう、穴あな山やまや根ね津づ、由ゆ利りと言った面々は、武蔵むさし勢ＯＢと共に竜属の排除や防護の手配などを行いながら、それと相あい対たいした。

「アンタ！　ちょっと上を見なよ！」

「──ここで〝指揮者〟が出るのかよ！」

　佐助の呆あきれた声が示すのは、大竜だった。全長三百メートル程のリントヴルム型で、極東の竜にも似ている。その姿が、多くの竜属を従え、〝安土影〟を波状的に攻撃して来るのだ。

　これまでのように雑多ではなく、無秩序でもなく、しがみついても来ない。回遊し、時折に攻撃を加えながら、的確に竜砲で削っていく。そして、

『────』

　咆ほう吼こうを重ねた集中砲火によって、〝安土影〟を護まもり、立っていた偽神が破砕した。

　その事実を確認した〝有あり明あけ〟は即断した。風雨の下、本体の加速系に出力を入れたのだ。

「代表！　盾になります！　迎撃プラットフォームの役を解除して下さい！　──以上！」

　行くべきだ。有明は巨大な平面。一方向からの攻撃しか凌しのげないが、それでも充分な壁にはなろう。

「──天上の状況が解決するまであと少しです！　ならば──」

　と〝有明〟が声を飛ばした時だった。同じく有明上で雨を浴びていた翔しよう一いちが言う。

「大丈夫。来たよ。救援が」

　それは、と〝有明〟が知覚系を確認した時だった。

　来た。下からだ。

　風雨と低い雲の底。散って止まぬ流体の欠片かけらと、雨を隠かくれ蓑みのにして、それが来た。

　輸送艦だった。高速突撃を掛ける一艦が跳ね上がるように雲を貫き、〝安土影〟に飛んだ。

『P.A.Odaの土地だが、いろいろ世話になったね。その借りを返せる力を送った』

　マティアスだ。表示枠の向こう、彼もまた雨の下にいて、認可のサインを押していた。

『人類は不屈だが、運命の傀かい儡らいではないよ。──面倒くさい事にね』
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　空。竜属の群は、下から来る力を脅威と感じた。

〝指揮者〟の大竜はまず回避を選択。輸送艦の軌道を考慮して、自分達の群に穴を開け、そこに敵を通そうとした。

　そして砲撃を加える。竜砲だ。三百六十度の全てから、空を駆け上がってくる輸送艦に力を叩たたき込む。その瞬間だった。

　輸送艦から、斜め打ちに発射されたものがあった。

　砲撃ではない。もっと細く尖とがって、しかもこちらの竜砲を回避し、跳ね上がるもの。

　加速の数は三十二だ。それら全てが、輪を作った自分達の先陣に向かって叫んだ。

「我らM.H.R.R.神聖ローマ帝国地対空機動殻騎士団、〝蛮族改アルトバイエルン〟！」





●






　激突が破裂した。砲弾仕様の爆砕術式を芯しんに入れた〝蛮族改〟の槍やりは、竜砲を撃とうとしていた竜属達の喉のどを破砕し、一斉に爆散。突撃の数だけ竜を散らした。

〝指揮者〟の竜属は、しかし砲撃を管理し、見届けている。

　今の爆発に恐れを成して下がれば、輪を作った全体はぶつかり合い、混乱するだろう。

　ゆえに〝指揮者〟は、残る竜属の竜砲を連撃させながら、自分を筆頭に降下を選んだ。

　まっすぐ下くだれば、全体は、昇っていく敵から遠ざかる。

　そして輸送艦はすれ違いざまの被弾を得た。竜砲の数は〝蛮族改〟によって減ったが、しかし残存は充分だ。ヒットは重なり、防護の装甲は崩れ、輸送艦は貫通跡から煙を噴いた。流体光を散らして、空を昇っていく先には竜属はいない。だが、だからこそ、声が響いた。

「Ｔｅｓテスタメント．！　──敵が下にいるなら俺おれ達の出番だ！　──〝叫食シヤウエツセン〟総員！」
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　砕け散っていく輸送艦から、彼らは飛び降りる。

「野郎ども！　避難所のメシには手を付けてないだろうな！」

「Ｔｅｓ．！　我が家の保存食は脂と塩分多めで二週間分！　ビールが捗はかどりました！」

「うちの体重計、長い付き合いで俺に惚ほれたのか、眺めただけで壊れちまいましたよ!!」

　ははは、と笑って全員が空に加速した。腕を閉じ、足を伸ばし、

「連結合体……！」

　先頭が真下に直立し、その足を後続が、またその後続が確保する。

　展開する術式は速度の直列強化加護だ。一列十八人。八列態勢は〝叫食〟の予備役も含めた最大人数である。M.H.R.R.歴代屈指の不健康どもが、そこから更にスピンを掛けた。

「最大、八倍速回転……！」

　眼下には下降していた〝指揮者〟の大竜が見えている。高い位置の雲は抜けた。ならば、

「食らえ人類の培ってきた命の重みを……!!」

　大気が一いつ喝かつされた。そのような響きが空に多重した。

　風雨の空。〝指揮者〟の大竜に八連続の質量弾が激突したのだ。だが、

「──まだ生きているか!?」

　インパクトの瞬間、大竜が降下速度を上げ、首を下に振っていた。それで衝撃が逸それ、致命を逃れ得たのだ。

　全身は逆立ちのような垂直で、そこから放たれる咆ほう吼こうは怒り。身震いは憤りだった。

　しかし大竜から打撃を終え、散開した〝叫食シヤウエツセン〟も、先に道を付けた〝蛮族改アルトバイエルン〟も、全員が声をあげた。それは夜の大空、〝道〟が伸びる先で赤の花を咲かせた輸送艦へと。

「副長──[image: ]」

　その声に応じる者がいた。直上から一気に飛び降り、加速する巨体だ。

『解わかってるよオ──────!!』

　現M.H.R.R.神聖ローマ帝国副長、アクセル・オクセンシェルナが、空の直上から吶とつ喊かんを掛けたのだ。
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　アクセルは笑った。己の肩上に出て、顔横に認可の表示枠レルネンフイグーアを置き、

『加速系全開だヨ──!!』

　飛ばす。飛ばないものを飛ばす。それは〝叫食〟も〝蛮族改〟も同じだ。

　一瞬の隙すきを有効とするため、竜の速度を凌しのぐ加速器を搭載し、その背後から撃墜する。

　今、大竜は姿勢を大きく崩している。倒立状態からは回復が必要だ。

　つまり砲撃すべきは真下方向。反動で速度を落とさないためにも加速系は必須となり、

『アハハ[image: ]』

　馬鹿だけど、流石さすがにこりゃ凄すごいヨ──、というのが感想だ。

　だが撃つ。全身に配置された砲門にただ力を放つ許可を送り、大竜の全身を砕いていく。

　逆腰に位置した清きよ原はら・マリアが視界の不備を補ほ塡てんし、全天全地の射角を確保する。

　しかし迎撃が来た。周囲の竜属が〝指揮者〟の指示で竜砲を放ってくるのだ。

　構わない。装甲は山積みだ。砕かれ、散って、外付けの接合が千切れたらパージ。何もかも無視して加速系を全開にし、動力降下を敢行する。

　行く。そして大竜の顔面が見えた。こちらを振り仰ぎ、竜砲を見舞おうとしている。いい判断だ。ここから逃げようとしても自分の砲撃は余裕で届く。だが、

『遅いんだヨォ──！』

　何故なぜ遅いか。答えは馬鹿にでも解る。

『あたしを予習してなかっただろオ──！』
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　アクセルは、砲門の内、生きているものを前に。眼下の竜の口に向けた。

　竜砲の光が溜たまりつつあるが、構わない。

　使うのは腰のアームから引き出す対艦砲だ。それを構え、

「全砲門展開フルバレルオープン……！」

　砲撃の合図は、認可の表示枠レルネンフイグーアだった。それを押し、天上にいる総長クリステイーナを思う。

　……こっちは大丈夫だヨ──！

「馬鹿だけど、サ」

　砲火を一斉に相手に叩たたきつけ、砕きながら、己は叫んだ。

「馬鹿だけど世界を救うヨ──……！」
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　各地、各所、認可が溜まっていく。トーリは正面の目盛りが、赤の色を重ねるのを見た。

「押せ！」

　皆が応じた。誰だれも彼も、既に自分の分は押しているが、それを押し込み、戻さない。

　これは意思だ。力だ。自分達の信じるものだ。だから、

「離さねえぞ！」

『何故なぜです！』

　運命が叫んだ。

『何故、そんな事を！　何故、私を死なせないんですか！』

「うるせえ！」

　己は叫んだ。手を広げた。背後にある地球──、あるよな？　な？　大和やまと邪魔で見えてない？　ない？　まあそこらは流れだ。ホライゾンは後ろに回らないで？　ね？　そして言う。

「──ここまでで解わかったろ！　お前もまた、解りたかった筈はずだぜ！」

　それは、

「自分が不幸だから、不幸な人類も、滅びてくれないかって。──でもそんなこたああり得ねえって話だ！」

　自分達は凌しのいだ。これは、勝ったとか、負けたとかじゃあ、ない。

「俺おれ達は！　皆！　皆で！　俺達を！　皆を！　諦あきらめねえんだ！」

　あ、言ってる意味がよく解んねえ。まあいいや。テンション。通じろ。いいか。

「誰だれだって、生まれた時には、生きたいって、そう思ってんだ！　生まれた時に、死にたいとか、失わせたいとか、そう思ってるヤツはいねえんだ！　もしそんな風に思ったなら、諦めさせられそうになったら、お前以外が間違ってんだ！　絶対そうだ！　だから──」

　だから、

「生きたいって、無理だったら、それを夢に見ろ！　俺が、それの叶かなう国を作ってやる！　全世界が、そうなるようにしてやる！　だから来い！」

『駄目です！』

「何がだ！」

『駄目なんです……！』

　だって、と、運命が、両の瞳ひとみから涙をこぼしながら言った。

　彼女が眼前に一枚の表示枠サインフレームを掲げる。それは、

『最後の一枚は、私の分だからです……』
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　これは罠わなです、と運命は思った。

　この仕掛けを作った以上、自分は死ぬしかない。だからそうして、ハメたのだ。

　だけど、しかし、それなのに、

「何で泣いているんでしょうか、私……」

　言った時だ。表示枠の向こうで、ホライゾンがこう言った。

『泣きましたか。──ではホライゾンの一勝。勝利です』





●






「東あずま様────！」

　ホライゾンの呼び声に、東は動いた。既に自分の分の表示枠は認可している。だけど、

「二人の表示枠を、一緒に押してあげて」

『うん……！』

　少女だ。半透明の、姿不確かな者。自分とミリアムの大事な子供。それは、

「余よとミリアムが出会った事で生まれた可能性！　ミリアムを母として、だとすれば余を父として、こちらに生まれてくる運命あなたの可能性だよ！」

・金マル：『アチャ──。結婚する前に子供出来ちゃってたかー』

・きめえ：『先輩達、その率高くない？』

・超正義：『大半は君達が原因ですが、元東宮様は違いますね』

　だったら余はセーフ。アウトか。開き直らないとミリアムに[image: ]しかられる気がする。

　そして彼女が、押した。一人分の、軽い追加だった。

　だが、それに力を得て、

「フンガ────────────!!」

　トーリの手の上から押していたホライゾンが、トーリが棚引く勢いで押し切った。
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　そしてホライゾンは朗じた。

　声を通す。

「通りませ　通りませ」

　歌が通る。

「行かば　何処いずこが細道なれば」

〝道〟の上、その先端にて。

「天てん神じん元へと　至る細道」

　天上の運命の下へと。

「御意見御無用　通れぬとても」

　何もかもを撥はね除のけ。

「この子の十の　御祝いに」

　十年を経た再会から始まった歌。

「両のお札を納めに参ず」

　両の手を重ね、押し切られ。

「行きはよいなぎ　帰りはこわき」

　生まれるのは易やすく、出づるのは怖く。

「我が中こわきの　通しかな──」

　だがその怖さを越えて、歌が遠くから呼ぶ。





●






　発射された。

　二つの加速砲を通った砲弾は、出現した防護障壁と断罪武装を一瞬で砕いた。

　そしてもはや、第二の月も使い切り、ただ存在していた運命に、その一発として届いた。

　全てが決まる瞬間。運命は、泣きながらの笑みで、正面から届く光に手を翳かざした。

　言う。それは、かつて、教室という場所で、皆とよく交わした言葉だった。

「また、明日……!!」





●






　東あずまは、次の瞬間に、大事なものを受け止めた。

　空中。虚空から、彼女が零こぼれ、そして抱き締めて離さず、

「ミリアム……！」

　可能性を確立する事を、運命が選んだのだ。





●






　武蔵むさしを飲んだのは、正面からの光だ。

　白の地平だった。武蔵むさしはあり、自分達もいるが、それぞれの足下に白の光が満ちている。

「え？　何これ、神界？」

　呟つぶやいた直後。トーリは、ホライゾンと共に、ある場所にいた。

　……コレって、オメエ……。

　後悔通り。

　祭のパレードがあるようだ。通りは道を空け、左右に人が並び、何かが来るのを待っている。

　何かは解わかる。自分の後悔の記憶だ。これは間違いない。

「二度ネタですね、トーリ様……、こんな大事なところでマンネリとは……」

「オ、オメエのネタでもあるだろうがよ、コレは……！」

　と言っていると、後ろに気配が来た。振り向くと、姉を先頭に皆がぞろぞろと、

「って、あれ？　姉ちゃんや、浅あさ間まにミトツダイラも──、ってか、何オメエら全員で！　そんなに俺おれの恥ずかしい過去が気になんの!?　だったら言えよ！　案内してやっから！」

「いや別に、コレ多分、巻き込みの人身で御座るよ、多分」

「ええ。多分ですけど、運命がこれを自分の基準にしたいんじゃないでしょうか」

　浅間が言う。それはどういう事かと言えば、

「これが、スタートライン。そうしたいんだと思います」

　そっか、と言った時だ。横を、小さな影が走って行った。

　ホライゾンだ。左さ近こんが三みつ成なりを見て「おお、似てますね」というが、こっちがホンモノな？

　そして暫しばらくしてから、

「あの！　こっちに！　黒い髪の女の子、走ってこなかった!?」

　馬鹿が来た。
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　トーリは思った。あの時、俺は、親切な人に教えて貰もらったんだっけ、と。

　今がソレだ。教えてやれば、あの時の過去が再現されるだろう。

　スタートラインは、運命の中に正しく作られる。だけど、

「──おお、走って行った行った！　だから、おい、行くぞ！　追うんだろ！」

　自分は馬鹿の背を押した。そして皆と走り出す。急ぐ。捜しながら急ぐと、時間が掛かる。

　……あー。今更気付くけど、当時スゲエ遅れたの、捜しながら走ってたからだな。

「──トーリ殿！　ホライゾン殿が、あそこにいるで御座る！」

　点てん蔵ぞうの指す方を見れば、確かにいた。列の向こう。そして馬鹿が言う。

「ホライゾン！」

　声デケエな俺。でも子供のホライゾンが、こっちを見て、目を見開いた。

・貧従士：『よく考えたら、見知らぬ怪しいのが集団で追い掛けてません？』

　やっちまった！　まあ前向き！　前向き！　ってかコレ轢ひかれる直前で、

「ホライゾン──！」

　馬鹿が急ぎ、自分から列に飛び込んだ。

　どう考えても間に合わない。つまり後悔確定かなコレ？





●






　走り込んだ右腕が、動けなくなっているホライゾンの腰を摑つかんで歩道に投げ、左腕が飛び込み過ぎている馬鹿の腰を摑んで戻し、両腕とも馬車の車輪の間を側転して回避した。

　皆の視線の先。馬車が通り過ぎた後、両腕が余裕の頰ほお杖づえをついている。
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・ＡｎＧ：『両腕先輩スゲエ──！』

・あさま：『ええと、でもこの流れだと、ホライゾンが自動人形にならない……？』

・ホラ子：『ま、そういうのも、有りじゃないでしょうか。実際の流れは、既にありますし』
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　スゲエな、とトーリは思った。今、ホライゾンと自分が、お互い謝りあって、こちらに頭を下げて歩いて行く。祭では姉が派手にやっているのだ。そこに行くのだろう。

　この流れでは今のようにはならない。だけど、

「何処どこかで、俺おれ達のようになるかも知れねえよな」

〝幸運〟だったり、そうではない場合もあるのだ。先はそれぞれだろう。だが、

「おい、そこで停とまった馬車の中のオメエ。──一発くらい、殴らせろよ」

　そうだ。馬車の中に、ホライゾンの親父おやじがいる。彼はこちらを、自分とホライゾンを見て、

「────」

　笑った。解わかっているのだ。どういう仕掛けなのか、仕込みなのか。彼がこちらを知覚して、窓を開けた。そして、

「生徒は、教師を超えていくものだね」





●






「……コレでサヨナラだろ？　ホライゾンに、何か言ってやれよ」

　流石さすがに腹が立つ。するとドアを開けて、極ごく道どうオヤジが石畳の上に降りた。意外と背が高い。

　そして彼はこちらの目の前に来た。首を傾かしげるホライゾンの頭に手を乗せ、しみじみと、

「ホント、……私に似なくて良かったなあ」

「似ていたら展開が変わっていたかもしれませんね」

　……スゲー親子だ……。

　親父オヤジと深く頷うなずき合うホライゾンが、しかし手を上げて言う。

「では突然ですが質問です。ホライゾンのP-01s、ｓは何の略でしょう？」

　その問いかけに、極道オヤジが眉まゆを上げた。やれやれと彼は笑顔で肩をすくめ、

「ｓはsentiment！　感情の意味だよ！　ホライゾンの大事なもの、気付かなかったのかね！」

「いえ、ホライゾンは気付いていました。ええ、気付いていましたとも、優秀なので」

　そうかそうか、と頭を撫なでるオヤジちょっとすげえ。だが、ホライゾンがまた首を傾かしげ、

「次は、何処どこで会いましょうか。あの世ですか。そちら、地獄に落ちなければいいのですが」

「うーん、自信が無いけど頑張ろう。優秀な娘の願いだからね、あと」

　は？　と思った瞬間だった。自分は、いきなり右の頰ほおに一発食らった。いい音がして、

　……クッソ！

　何だかはよく解わかる。コレはあれだ。起き上がり、フラつくが、相手が手を振りながら笑う。

「娘を奪っていった分だ。──次に会った時、返礼を考えようじゃないか」

「この野郎、コレ、練習してやがったな！」

　はは、と相手が笑った。いい顔で笑った。そして馬車のドアに手を掛け、乗り込んでいく。

「君達は、私の出した課題を、遙かに超えていった。だけど世界はまだまだ危機ばかりだ。問題、課題、山積みだ。頑張り給たまえ。そして運命は、これからは一人でもやっていけるのだと、そうなったら一緒に遊んでやって欲しい。私達の出来なかった事だ。その上で──」

　彼が、こちらの背後を見た。

「本ほん多だ・二ふた代よ君、里さと見み・義よし康やす君、他、──失われた者達とも、やがて、何処かで会えるだろう。君達が願い、想像し、到達した先で、だ。世界はそれ程芳ほう醇じゆんだよ」

　では、と馬車が出た。そしてまた、世界が白くなり、

「あ、クソ！　負けたくせに勝ち逃げしやがった!!」

　まあまあ、と浅あさ間まとミトツダイラに諭される間に白の地平が広がる。それは彼方かなたまで続き、

「改めて言葉を送ろう。終わりなきものとして、──それでは授業を始めまアアアす……！」

　別れの声と共に、人影が見えた。誰だれも彼も、自分達だった。白の六枚翼を持つ〝幸運〟達。こっちに気付き、手を振る者もいれば、肩越しの視線だけ送って来る者達もいる。

　急速に遠ざかり、何もかもが白くなっていく中。自分はやはり、ホライゾンと共に籠かごを提げて手を振って行く姿を見た。彼らには、姉や浅間やミトツダイラの他、何人もついていき、

　……そっちでも、元気にやってんのか。

　彼らが何処へ行くのか。消えるとしても、運命は〝幸運〟をどうするのか解らない。ただ、

「──運命は、生きると、言い切るまでもなく、そう決めたという事だな」

　正まさ純ずみの言葉に、自分達は急激に醒さめたせいか、また武蔵むさしの上に戻された。

　無造作に、しかし、運命が確かに変わったのだ。







[image: 第九十四章『境界線前の連中』]
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　信のぶ長ながは、その座標にて確保された。

　そして正まさ純ずみが〝武蔵むさし〟から聞いたのは、速度と位置の関係だった。

・武　蔵：『当艦の出力で、ここから先、天上側に移動していきますと、地球の重力圏から脱していきます。単なる回遊ですと、もっと遙か先ですし、日や時間によって変動もありますが、この辺りからは速度次第で戻るのが面倒になると、そうお考え下さい。──以上』

　それが、武蔵むさし野のの先端だった。

　つまりは、と皆でそこに行く。意味もなくそれぞれ足下を確認。その上で、

「……ここが天上と地球の境界線か」

　そうだなあ、と言って、馬鹿が動いた。ホライゾンの手を引いて、そこに立ったのだ。

　お、と言う皆の中心で、ゆっくりと、辿たど々たどしい動きで、二人が踊る。回る。そして、

「──どうだよ、ホライゾン、三み河かわで、俺おれの告白、受けて良かったろ」

「良いとは言い切れないのは確かですね、トーリ様」

　しかし、

「ホライゾンは、今、ここで信じる事が出来ます。──ホライゾンはお互いの納得の位置を知っていると」

　そうか、と馬鹿が問うた。

「それはどこだいホライゾン？　平行線の俺達が共に納得出来る位置は、一体どこにある？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──それは、平行線の重なる場所、異なる考え方の一致する場所。それは──」

　ホライゾンが答えた。

「──境界線上です」
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　トーリは、二人で踊りながら、ただ、問うていた。

「なあホライゾン、この境界線上の〝先〟に、行きたくないよな？」

「いいえ、──行きたいです」

「連れて行って欲しくない？」

「いいえ、連れて行って下さい」

　そうか、

「俺は何も出来ねえ男だぜ？」

「いいえ、貴方あなたには、何もかもが出来ます」

　そうか、

「じゃあオッパイ揉もむか」

　さっきオヤジに食らったのとは逆に食らった。だが、

「ホライゾン」

「何です？　トーリ様」

「笑ってるぜ、ホライゾン」

「いえ、泣いていますよ、ホライゾンは。それに、トーリ様も、泣いています」

「違うよ、俺おれは、笑ってんだよ」

　一緒だ。

　笑って、泣いている。

　皆そうだ。きっとそうだ。それぞれお互い、ここに来て、

「一緒に信じられるなんてな」

　それは、かつて捨て掛けたもの。

「ここから、まだ、先があるなんて、さ」
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　皆が踊った。世界の境界線上で踊った。

　夫妻も、夫婦も、そうではない者達も、手を取り合って踊った。

　トーリは喜き美みや浅あさ間ま、ミトツダイラとも踊り、鈴すずともそうして、娘達にも手を重ねた。
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　ホライゾンも同じくして、両腕も頑張り、そして、皆は見た。

　眼下。

　地球の周囲に、砕けた第二の月であったものが、輪を作りつつある。

　流体の塊。

　賢鉱石オレイ・メタロのリングだ。

　それは緩やかに広がっていく。

　やがて細く薄く、確かな形になるだろうが、今は、

「……賢鉱石の青白い光が海のようで、地球が島に見えるで御座るな」

　点てん蔵ぞうの台詞せりふに、ええ、とメアリが応じた。

「創世ですね、点蔵様。大洪こう水ずいが起き、人々はしかし、新しい地に立ったのです。

　ただ私達の場合は、やがて地球の周囲に青の輪と、遠くに月と、そうなりますね」

「今後、月が出ていなくても、異族達は随分と影響を受けると思いますわ」

　ミトツダイラが告げ、狼おおかみ達が首を下に振る。その直後だ。

・武　蔵：『さて、御歓談の最中かと思いますが、そろそろ御時間です。武蔵むさし、大和やまと共に極東への降下軌道の確保が出来ました。これより本艦は、帰投いたします。──以上』

　鐘が鳴った。

　終業の鐘か、と思えば既に時刻は武蔵上で午前三時だ。

　そして皆は見る。

　ホライゾンを隣に置いたトーリが、天上へと手を伸ばしたのを、だ。
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　ああ、とトーリは、横にホライゾンを置き、手を天上に伸ばした。

　遠く、星々がある。あの遙か何処どこかに、かつて神々が過ごした場所があり、

「──え？」

　第二の月があった場所、そこに、わずかな光が見えた。

　おかしい。何か裂け目が有り、そこに見えるのは、

「夜景……」

　星だ。幾つかの星が、裂け目の向こうにあり、夜景を見せている。

　それは何か。

　だが正体を知る前に、その裂け目は閉じ、消えた。

　後はただ、虚空に手を伸ばしている己がいて、

「まあいいや」

　自分は天上の向こうにあるものを摑つかみ、こう言った。

「──今回はこのへんで、勘弁しといてやるよ」
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　降りていく。

　降下していく。

　帰って行くのだ。

　段々と未明の、年末最終日の朝を迎える極東に、晴れていく雲の上へと。

　武蔵むさしが鐘を鳴らし、降りていく。幾度も響かせ、降りていく。

　その中で一つ、元もと信のぶ公の予言が当たった。

　運命はこれから一人でやっていける。その意味として、

「……！」

　新武蔵になった時、作り直された御ご霊りよう平へい庵あんだった。生徒会が緊急で警備しているそこに正まさ純ずみは飛び込み、何事かと戸惑っている一つの人影を見つけると、こう叫んだ。

「母さん……！」

　自分の横、ホライゾンも駆けつけてくる。

　そして彼女も、もう一人の人影を見て、こう告げた。

「……あの、その、……こんな健康な身体からだに生んで下さって、有り難う御座います」

　よくここでソレが言えたなあ、とは思う。







[image: 最終章『境界線上のホライゾン』]
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　ミリアムは、車椅子で懐かしい感覚を踏んでいた。それは本当に久し振りのもので、

「地面。本土も何年ぶりかしらね、東あずま。──サイン」

　膝ひざに乗る少女は、半透明の透明度が低くなって来ている。サイン、〝有る〟と名付けられた彼女の笑みに、東が笑う。そして、前を見れば、

「フツーに先に行くから、追いつくのは大変ね。ほら、行きましょう。皆のところへ」
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　春が来た。地上では桜が咲き、何処どこの土手でも、桜並木が満開だ。

　午前の日差しの下、桜の散る前の空気を、ミトツダイラは歩いていた。

　……全く。

　自分は、ふと後ろに振り向く。

「私の歴史再現、諸国行脚あんぎやをやるのは、お忍びですのよ？　人数多過ぎですわ、コレ」

　視線の先にいるのは、巫女みこ服姿の浅あさ間まと、全裸の王、やたら荷物を担いだホライゾンや、喜き美み、そして梅組の面々だ。全員、今の言葉に片手を挙げ、

「ウ────────────イ」

　……確実に、聞いているけど耳に入ってない返事だ。と言うか、

「コレ、予算とか、全く考えずに動いてますわよねー……」

「ま、まあ、その辺りは気にせず行きましょう。気にせず」

　浅間の言う通りではあろう。それにきっと、行く先々で、知り合い達が出てきて、賑にぎやかにやっていく事になるのだ。期間は一年としたが、さて、どうなる事だろう。

　補佐役の浅間や喜美もいるし、賑やかし担当の王は、自称セクシー担当のホライゾンと共にこちらのグループだ。今もナイトとナルゼが、各地のガイドを広げながら、

「さあてこれから地上編？　ガっちゃん、ネタの宝庫だよ？」

「すぐ後ろを武蔵むさしがついてくるけどね？　これ、毎日日帰り可能よね」

　見上げれば頭上、確かに武蔵がついて来るが、これは監視だろうか、何だろうか。ともあれどんどん不安になってくる。今夜から酷ひどい事になりそうな確信がある。浅間も同意のようで、周辺の番屋位置など確認している。マズイ。

　ただ、まあいいか、とも思う。あれからここに来るまで、相当にいろいろあったのだ。

「二に境きよう紋もんの被害者は、全員、戻った訳ではありませんの？」

「どうでしょう？　父や、カルロス一世達は、妹や変態皇帝様が探しているようですが、目撃報告はあるのですよね……」

　そうだね、と応じたのは書記だ。彼は幾枚もの表示枠サインフレームを開き、

「洋上の遺跡群の調査もあれば、あ、ほら、私的なところではゲコトラのテスター権がやってきたよ。仕事だったり遊びだったりと、コレ、以前の方が楽じゃないか？」

・長安定：『というか各国、今度は地脈の歪ゆがみやら開拓の準備やらで、やたらこっちに救援要請来とるんで、なるべくそこら優先で回って貰もらえると有り難いですわ』

・現役娘：『新大陸の駄竜とか、その辺りの対抗策も練らないと駄目ですわよね』

・ゆたか：『というか母さん！　ちょっと新入生用の設定関連、参照資料下さい！』

・黒　狼：『というか新総長連合の会合とか、どうしますの──!?』

　無茶苦茶グダグダだ。だが無理にでも出ないと、こうは出来ない。

「大体、最大の問題ごと、ありますわよね？　聖譜の、……一気更新」
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　告げた言葉に、皆が「うわあ……」という顔で頷うなずいた。

　聖譜の自動更新は、再開された。百年分、止まっていたのだ。だから、

「一七四八年まで更新が入り、世界が騒ぐのは解わかりますの。でも──」

　だが、運命がやらかした。誾ぎんが頷き、吐息と共に言う。

「更に追加で、傍ぼう論ろんが着々と開示されつつあるらしいとは、どういう事でしょう」

　傍論は、付帯情報だ。対象が将来どうなるか、という事が書かれている事が多く、未来を予測する付帯情報でもある。だが、これらが今までは雑多に開示されていたのに、このところで、二百年程先に関わる部分までの内容が出たらしい。

　……新大陸でアメリカが独立とか、英国が産業革命で著しく台頭とか……。

　欧州は、外界派と、傍論にて欧州を進めようとする派で、荒れるだろう。

　極東も、松まつ平だいらの治世がどうなるか、予言のように見えて来ているそうだ。

　一部、百年より先の正史部分が見えたという話もあり、今後は、どこまでの範囲で傍論を適用するか、聖譜をどう扱うか、国際の場で賑にぎわう気がする。

「運命が、人類を信頼しているのですよ。情報を多く出すから、幸いに解釈しろ、と」

　メアリの言う通りだとすると、運命には随分と好かれたものだ。とはいえ、

「だからまあ、各国が外界開拓に行く前に、こうして地上から見ていこう、という訳ですわ」

　それにこれは、と言った言葉の先を、ホライゾンが続けた。

「トーリ様が昔、チョイと発案した事の実践でもありますね」

　その通りだ。つまり、昔、三み河かわ以前に思った事を形にしているに過ぎない。だから王も、

「まあ、そんな感じだ。いいんじゃね？　上と下を行ったり来たりで、本土見ねえとな。だって、──ほとんど手つかずだぜ？　この全────部」

　そうですわね、と王が手を広げて言うのに頷く。去年一年、自分達は、あれだけ各国を回ったようでいて、地上となると足を踏んだ地域の方が少ないのだ。

「──と、どうしましたの？　正まさ純ずみ、空を見上げて。──武蔵むさしが何か？」
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　あ、いや、と、疑問を振られた正純は少し戸惑った。

　いろいろ、考えていたのだ。今、空を見上げ、周りをぐるりと見渡して、

　……高等部三年、大人と子供の境界みたいな時期に、各国の間、この地平の向こうを、行ったり来たりとしていたのだなあ。

　そう、と自分は思った。

　これは、境界線上のホライゾン。

　私達が経てきて、そしてこれからも行く、高らかな、しかし何処どこにも無い道だろう。

「そうだなあ。ほら、あれだ、境界線という言葉は、ホライゾンとも言うだろ？」

　思った言葉は、同じではないにしろ、皆、似たような事を考えているだろう。そして、

「きっと、私達以外も、気付かぬとしても、そうなのだと、そんな事を思ってたんだ」
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　浅あさ間まは、正純の言った言葉に、首を傾かしげた。すると、ナイトがナルゼの方を見て、

「今の、ギャグが何処どこか成立してた？　というか、極東語としてどうなの？」

「そういう話じゃないんだよ！　感覚的に解わかれよ！」

　全く解らない気がする。だけど、何となく解る。

　天上で、踊って、笑って泣いて、自分もそうなった。皆もそうなったのだ。

　喜き美みは泣かなかったが、ずっと幸いそうに微笑していた。だから、

「ホライゾン」

　三み河かわで彼女がいなかったら、どうなっていただろうか。

　否。皆が、彼も喜美も、ミトツダイラも、正純や梅組の皆、武蔵の皆、世界の、過去や未来や、そこから来た娘達も、皆、誰だれもが大事だが、

「これから、信じた境界線の先を、また、幾つものそれを、追って行くんですね」

　追う方法は、一つだ。

「私達との関係を、重ねて、増やして、変えていって」

　境界線から境界線に渡っていく。次から次へと新しく、失われ掛けたり、無くし掛けたものを見捨てず、渡って、手を取っていく。

　彼と共に、自分達も共に、そして大事な全ての人達を巻き込み、そうしていくのだ。

　それが今、信じられる。何て素敵な事だろう。

「一緒に行きましょう、ずっと、その先へ」

　ホライゾンが頷うなずいた。確かに、彼女は微笑していた。

「いい顔してますね、ホライゾン」
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　ホライゾンは、頷うなずいた。

　トーリがこちらを見ていないので、浅あさ間まとミトツダイラ、喜き美みだけに聞こえる声で、こう言った。唇に指を当て、黙っているようにと念押しして、

「誰だれの御陰かは、解わかっていますよ。──かつてからも、これからも」

　浅間達が赤面する。喜美が苦笑する。彼女達もまた、解っているのだ。

　自分がいて、皆がいて、繫つながって何かが始まり、進んでいき、継いでいく。

　境界線を紡ぐ関係が、止まらない。

　それが素晴らしく、嬉うれしいと、そう思う。

　ホライゾン、益ます々ます絶好調。母との関係も良好です。次の宿場で空詠みカラオケあったら、〝合体絶対ホライゾン〟を入れて皆で熱唱しなければ。そして浅間がこう言った。

「トーリ君、ホライゾンが笑ってます」
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「え!?　マジ!?」

　トーリがホライゾンを見ると、笑みが引っ込んでいた。

「おやトーリ様、何でしょう。あ、ホライゾン、女は黙って片かた頰ほほ三年です」

「オメエ、天上以後それ見せねえとか、ちょっと、そのサービス精神の無さ……」

「フフ、馬鹿ね愚弟、これは愚弟用サービスよ！　そうなのよ！　ねえ！」

　右腕と左腕が親指を上げるが、負けてはいけないと思いを新たにするしかない。

　ただ、ホライゾンが問うた。

「さて、これから何処どこ行きましょうか、ミトツダイラ様」

「あの？　俺に問うて？　ねえ？　一回目なのよコレ？」

「……我が王、女言葉はどうでもいいとして、この土手、一本道ですのよ？」

　あー、と己は吐息する。頭上には武蔵むさしだ。全員はここにいる。世界は何処にでもある。

　失われないし、失わせないのだ。

「じゃあ細けえ事は無しだな。──いいじゃねえか、これからも行ったり来たりだぜ」

　それじゃ、今はただ前に出て、

「行こうか皆……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とか、はい、おう、とか、いろいろ返答が返ってきて、一斉に歩き出す。

　さてどうなるか。先が楽しみでしかない。

「──ここから、夢のまた始まりだな……！」
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あとがき




　と言う訳で、『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅪ下』をお届け致します。ここまで来られたのも皆様のおかげです。どうも有り難う御座います。

　ともあれ十年チョット、長いお付き合い、感謝致します。

　気になる今後としては、今回で一段落としつつ、新作などと並行して、この世界をベースにしたスピンオフや、トーリ達の今後や以前を書いていければ、と、そんな予定ではあります。黎れい明めいの時代や、後輩、娘達を含めた次の歴史の山場や、開拓、そして武蔵むさしで起きる事件など、既に片へん鱗りんは幾つか見えていますが、実際、その後のプロットなども当初から年表的に出来ていて、トーリ達も言うように「常に新しく、続いていく」のだと、そう捉とらえています。

　というのも、感情移入と義務感が強いせいか、既作は「終えねばならない」という部分からロス感を強く食らってまして。だからホライゾンを準備するにあたって考えていたのは「終えなければいけない、という枷かせを無くそう」ということでした。書き終えて、書く気があれば続けられるようにしよう、と。

　ゆえに見解を出しながら変化し、それを厭いとわないコイツらや、この世界とは、「末世」を終えても長い付き合いになるのでは、と、担当さんとは覚悟決めて取り組んでいた感じです。

　なので、今後は末世についての部分をクリアした「再現世界」を舞台として、展開していければ、と思っています。もし気が合うときありましたら、宜しく御願い出来れば、というところでしょうか。場所はｗｅｂ中心かと思いますが、既読者にとっては古巣感覚というか、ファミリー感覚で。未読者には「そーいう異世界で」くらいの感で見て頂ければ、と思っています。

　しかし中学校の頃ころ、何となく固まったアイデアを書こうと思って書けなくて超挫ざ折せつした訳ですが、それが三十年も経てこの形になるのだから、何か不思議なものです。

　これまで応援して下さった方々、途中で降りた方々も、全て、その時の一押しが無ければここに至らなかったと思います。皆さん、一人の元中学生の夢を叶かなえる手伝いをされたのだと、そんな風に思って頂ければ幸いです。自分もようやく、自分の実力と目の前の壁に絶望していた中学生の己に対し「メゲるなよ、オマエここまで来れるぞ」と、そう言ってやれそうですが、結局は中学生レベル。まだまだ作家を名乗るのは遠そうですね。頑張ります。

　さて今回のＢＧＭはPSY・Sで「Wondering up and down～水のマージナル～」。中学のときから、この世界を考える際に聞いた曲です。今巻は、好きな夏の時期に外で、中学当時の音楽やゲームの曲を聴きつつ執筆という、当時の自分を取り返すように書くことが出来、最高でした。

「一体だれが、かつての夢を叶えたのか」

　ということで、皆様どうも有り難う御座います。まだまだ先は長いですね。


平成三十年　残暑の朝っぱら　　　　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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